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このガイドについて

この『ZENworks Desktop Managementインストールガイド』では、Novell® ZENworks® 
6.5 Desktop Managementを実装するための、インストール、計画、セットアップ、お
よびテストなどの一般的な手順について説明します。

このガイドは次のパートで構成されます。

! 15 ページの ｢概要｣

! 27 ページの ｢準備｣

! 49 ページの ｢インストール｣

! 197 ページの ｢アップグレード｣

! 317 ページの ｢相互運用性｣

! 341 ページの ｢アンインストール /再インストール｣

! 359 ページの ｢付録｣

注 : ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1へのアップグレードについては、22 章 295 ページ

の ｢ ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1へのアップグレード｣を参照してください。

表記規則

Novellのマニュアルでは、大なり記号 (>)を使用して、手順説明の個々の操作や、
相互参照パスの項目を区切ります。

商標記号 (®、TMなど )は、Novellの商標を示します。アスタリスク (*)は、サード
パーティの商標であることを示します。

プラットフォームによってバックスラッシュで表記する場合とスラッシュで表記する
場合があるパス名は、バックスラッシュで表記します。UNIXなど、スラッシュを使う
必要があるプラットフォームを使用しているユーザは、必要に応じてスラッシュを使
用してください。

ご意見の宛先

本マニュアルおよびこの製品に含まれているその他のマニュアルについて、皆様のご
意見やご要望をお寄せください。オンラインドキュメントの各ページの下部にある
［ご意見の宛先］機能を使用するか、または www.novell.com/documentation/
feedback.htmlでご意見をご記入ください。

ドキュメントの更新

更新された最新バージョンの『ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイ
ド』については、Novell ZENworks 6.5 Webサイト (http://www.novell.com/
documentation/zenworks65)を参照してください。
このガイドについて 13
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関連ドキュメント

ZENworks 6.5 Desktop Managementに関する説明と製品の実装方法については、以下の
マニュアル (PDFおよび HTML形式 )も参照してください。

! ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド

! Novell ZENworks 6.5用語集

さらに、ZENworks 6.5スイートに含まれるその他の機能については、さまざまな文書
で説明されています。文書の詳細なリストについては、Novell ZENworks 6.5 Webサイ
ト (http://www.novell.com/documentation/zenworks65)にある ZENworks 6.5のド
キュメント内容を参照してください。 
14   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド
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I 概要

この章には次の情報が記載されています。

! 1 章 17 ページの ｢ ZENworks Desktop Managementについて｣

! 2 章 23 ページの ｢ Desktop Managementインフラストラクチャのプラットフォーム
サポート｣
概要 15
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1 ZENworks Desktop Managementについて

Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementは、ZENworks 6.5スイートを構成するコ
アコンポーネントの 1つです。ZENworks 6.5 Desktop Managementは、デバイスのライ
フサイクルを通して、ポリシー駆動型の自動化を使用し、ソフトウェアの配布や修復、
デスクトップの構成、ワークステーションイメージング、リモート管理、およびワー
クステーションインベントリなどのデスクトップ管理作業に要する負荷を軽減し、と
きにはこうした作業を実行する必要性を排除します。

! 17 ページの ｢自動ワークステーションインポート /削除 (Automatic Workstation 
Import/Removal) ｣

! 17 ページの ｢ Workstation Management (ワークステーション管理 ) ｣

! 18 ページの ｢アプリケーション管理 (Application Management) ｣

! 19 ページの ｢ワークステーションイメージング｣

! 20 ページの ｢ Remote Management (リモート管理 ) ｣

! 20 ページの ｢ Workstation Inventory (ワークステーションインベントリ ) ｣

! 22 ページの ｢ Sybase ｣

自動ワークステーションインポート /削除 (Automatic Workstation 
Import/Removal)

自動ワークステーションインポート /削除サービスを使用すると、手作業を必要とせ
ずに簡単にユーザワークステーションを管理できます。 

自動ワークステーションインポートは、ワークステーションを eDirectoryにインポー
トして自動的に統合します。自動ワークステーションインポートで作成されたワーク
ステーションオブジェクトを使用することにより、ソフトウェアおよびコンピュータ
の設定を Novell Application LauncherTM(NAL)と ZENworks Desktop Managementポリ
シーによってワークステーションまで配布できます。

自動ワークステーション削除は、ディレクトリおよびインベントリデータベースから
古くなったワークステーションデータを削除します。

Workstation Management (ワークステーション管理 )

ワークステーション管理は、ネットワーク内のワークステーションデスクトップの環
境設定および維持にかかる全体的なコストを削減し、その手順の複雑さを解消するた
めに役立ちます。ZENworksのポリシーを使用することにより、サーバ、ユーザ、およ
びワークステーションの設定、処理、動作を自動的に管理することが可能になります。
つまり、ユーザの設定やワークステーションを構成するのに、サイト内に存在する各
ワークステーションにアクセスする必要がなくなりました。ワークステーション管理
を使用することによって、次のことができます。
ZENworks Desktop Managementについて 17
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! ローミングプロファイルを有効にし、ユーザのデフォルトのデスクトップ初期設定
を指定します。

! 拡張可能ポリシーを使用して、Windows*レジストリ内で設定されるあらゆるアプリ
ケーション機能を制御します。

! Windows 2000/XPワークステーションとユーザのグループポリシーを設定します。

! ユーザのワークステーションのリモート管理に関するパラメータを設定します。リ
モートコントロール、リモートビュー、診断、ファイル転送、リモート実行、
Wake-on-LANなど。

! ワークステーションのイメージングに関するパラメータを設定します。

! 収集するインベントリ情報を指定するパラメータを設定します。

! 新しいワークステーションをeDirectoryツリーに自動的にインポートするパラメー
タを設定します。

! Novell iPrintを使用するためのユーザパラメータを設定し、ユーザが Webブラウザ
を使用してワークステーションにプリンタをインストールできるようにします。

! ユーザのターミナルサーバ接続を設定します。

アプリケーション管理 (Application Management)

アプリケーション管理は、Windowsワークステーション上のユーザへのアプリケーショ
ン配布を管理する場合に役立ちます。アプリケーション管理を使用することによって、
次のことができます。

! 従来の Windowsアプリケーションと Microsoft* Windows Installerアプリケーショ
ンを配布します。従来の Windowsアプリケーションには、そのアプリケーションの
インストールプログラムも含まれています。Windows Installerアプリケーション
は、Windows Installerと .msiファイルをインストールに使用します。 

! Webアプリケーションを配布します。Webアプリケーションは Webサーバ上で動作す
るため、通常は配布する場合にユーザが URLを利用できるようにしなければなりま
せん。

! eDirectoryと接続している場合にはネットワークから、eDirectoryとの接続が切断
されている場合でも CD、Jaz*ドライブ、Zip*ドライブなどのリムーバブルメディ
アからアプリケーションを配布します。

! アプリケーション配布先のユーザを決定します。eDirectoryを使用してアプリケー
ションをユーザに関連付けてからユーザにアプリケーションを配布する必要があり
ます。アプリケーションをワークステーションに関連付けて、ログインしたユーザ
に関係なくワークステーションでアプリケーションを利用することもできます。

! アプリケーションの依存関係を作成します。アプリケーションの依存関係により、
アプリケーション Bをインストールし、実行することをアプリケーション A起動の
条件にすることができます。

! 配布アプリケーションをワークステーションでユーザに表示する方法を決定します。

eDirectoryで設定し、ユーザに関連付けたアプリケーションをユーザが受信する
場合は、そのユーザのワークステーション上で Novell Application Launcherが起
動している必要があります。Application Launcherは eDirectoryにアクセスして
ユーザに関連付けられたアプリケーションを確認し、アプリケーションに関するす
べての配布処理 (インストールとアンインストールを含む )を実行します。
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Application Launcherには、アプリケーションを表示する次の 3つのビューが用
意されています。1)Application Window。配布アプリケーションのアイコンを表示
するスタンドアロンウィンドウ。2)Application Explorer。Application Windowな
どのスタンドアロンウィンドウと Windows Explorerとの統合を含むコンポーネン
ト。配布アプリケーションのアイコンを Windowsのデスクトップ、［スタート］メ
ニュー、システムトレイ、およびクイック起動バーに表示できます。
3)Application Browser。配布アプリケーションのアイコンを表示する Webブラウ
ザ。3つのビューはすべて Application Launcherがインストールされると利用で
きるようになります。

! イメージング処理によって新しくイメージが作成されたワークステーションにアプ
リケーションを配布します。

! 配布されていないアプリケーションをワークステーションで起動するかどうか制御
します。たとえば、配布した計算機プログラムを使ってほしくないためユーザが
Microsoft Calculatorを起動できないようにするには、Application Launcherに
よって配布されていない場合でも Calculatorの起動を無効にすることができます。

! 配布アプリケーションをアンインストールします。アンインストールには、アプリ
ケーションの配布に関連する共有していないすべてのファイル、エントリ、.ini
エントリ、レジストリエントリの削除が含まれます。 

ワークステーションイメージング

ワークステーションイメージングを使用することによって、次のイメージング操作が
できます。

! ワークステーションのイメージを作成し、同じワークステーション(ローカル)また
はイメージングサーバ (プロキシ )に格納します。

! 選択したファイルの �アドオン �イメージを作成します。

! イメージをカスタマイズします。

! イメージを圧縮して保存容量を最小限にします。

! ワークステーション(ローカル)またはイメージングサーバ(プロキシ)に保存された
イメージを取得し、ワークステーションに保存します。この操作は各ワークステー
ションで手動で実行したり、ConsoleOne®から自動的に実行したりすることができ
ます。

! ワークステーションまたはサーバポリシーを使用してイメージング操作を定義しま
す。

! イメージング操作をカスタマイズして自動化するスクリプトを記述します。

! マルチキャストセッションでイメージを多数のワークステーションに同時に復元し
ます。

! パーティションとストレージデバイスの情報をワークステーションで表示します。

! パーティションを作成、削除、有効化します。
ZENworks Desktop Managementについて 19
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Remote Management (リモート管理 )

リモート管理は、リモート管理コンソールからワークステーション (管理対象ワークス
テーション )をリモートで管理します。リモート管理では、次の操作を実行できます。

! 電源が切断されている管理対象ワークステーションをリモートから起動することが
できます。

! 管理対象ワークステーションをリモートで制御します。

! 管理対象ワークステーションをリモートから表示します。

! ログインしているユーザがローカルのAdministratorsグループのメンバーでなくて
も、システム権利を使って、管理対象ワークステーションで検出される実行可能
ファイルをリモートで実行します。

! リモート管理コンソールと管理対象ワークステーションの間でファイルを転送でき
ます。

! 情報を表示して、管理対象ワークステーションの問題を診断します。

! 管理対象ワークステーションで実行されるリモート管理セッションに関する監査記
録情報を記録します。

! リモートコントロールセッション中に管理対象ワークステーションの画面を消去し
ます。

! リモートコントロールセッション中に管理対象ワークステーションのキーボードと
マウスの制御をロックすることができます。

重要 : サーバ上のリモート管理機能を取得するのに、ZENworks 6.5 Desktop Managementを使用することは
できません。Windows 2000/2003サーバをリモートで管理する場合、ZENworks Server Managementのリモー

ト管理機能を使用することができます。詳細については、ZENworks Server Managementのマニュアル 
(http://www.novell.com/documentation)を参照してください。

Workstation Inventory (ワークステーションインベントリ )

ZENworks Desktop Managementを使用すると、ネットワークに接続している全ワークス
テーションのハードウェアとソフトウェアの情報をすべて収集し、管理できます。
ConsoleOneから、ワークステーションのハードウェアとソフトウェアに関するインベ
ントリをすべて表示できます。一元管理されているワークステーションのデータベー
スに照会してレポートを生成することもできます。Desktop Managementでは、大型
ネットワークのサーバ、ファイアウォール、ツリー間でインベントリ情報をロール
アップすることもできます。

次の簡単な用語集では、ワークステーションインベントリで使用する用語の基本的な
定義について説明します。

! インベントリ対象ワークステーション : Windowsワークステーションで、そのハー
ドウェアおよびソフトウェアデータをスキャンし、中央リポジトリで管理します。
ワークステーションのハードウェアおよびソフトウェアのすべてのインベントリ情
報を収集するには、ワークステーションにインベントリエージェント (Inventory 
Agent、ZENworksデスクトップ管理エージェント (Desktop Management Agent)の一
部 )をインストールする必要があります。 

! インベントリサーバ : NetWare®または Windowsサーバで、インベントリサービスが
実行されます。インベントリサーバでは、他のデスクトップ管理サービスも実行で
きます。インベントリサーバは、関連付けられているインベントリ対象ワークス
テーションからインベントリデータを収集し、インベントリに保存します。
20   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド
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! インベントリデータベース : 全インベントリ対象ワークステーションのインベント
リ情報のリポジトリ。

! データベースサーバ : インベントリデータベースがマウントされている Sybase、
Oracle、または MS SQLを実行する、NetWareまたは Windowsを搭載したサーバ。

! 管理コンソール : Desktop Managementワークステーションインベントリの
ConsoleOneスナップインがインストールされ、Novell ConsoleOneを実行する
Windowsを搭載したワークステーションまたはサーバ。管理コンソールは、インベ
ントリシステムを管理するためのインタフェースを提供します。

この『インストールガイド』では、ワークステーションインベントリに関する理解を
深めるため、パイロットシステムの設定に焦点を当てています。次の図で示すように
パイロットシステムは、管理コンソール、インベントリサーバ、Sybase*を実行してい
るインベントリデータベース、および 1台以上のインベントリ対象のワークステー
ションで構成されます。

このセットアップには次の特徴があります。 

! インベントリサーバとインベントリ対象ワークステーションが同じ Novell 
eDirectoryTMツリーに配置されています。

! インベントリサーバにインベントリ対象ワークステーションが接続されています。

! インベントリサーバには、インベントリデータベースが接続されています。

インベントリスキャンサイクルは次のとおりです。

1. インベントリスキャナはハードウェアとソフトウェア情報をインベントリ対象の
ワークステーションからインベントリサーバへ、スキャンスケジュールに従って送
信します。

2. インベントリサーバは、そのインベントリ情報をインベントリデータベースに保存
します。

3. 管理コンソールで、［レポート中］>［概要］などのインベントリツールを使用して
インベントリデータベースのインベントリ情報を参照および取得することができま
す。

作業環境にワークステーションインベントリをインストールする前に、企業のインベ
ントリサーバのツリー構造を計画的に決定しておきます。ネットワークおよび情報の
要件に基づいて、インベントリの配置を決定しておく必要があります。詳細について
は、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステーションインベ
ントリ」を参照してください。
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Sybase

Sybase Adaptive Server* Anywhere(ASA)は、ZENworks Desktop Managementとバンド
ルされているネットワークデータベースサーバです。Desktop Managementによって、
NetWareおよび Windows上にワークステーションインベントリおよび Novell 
Application Launcherデータベースをマウントするデータベースプラットフォームと
して Sybase ASAがインストールされます。
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2 Desktop Managementインフラストラクチャのプ
ラットフォームサポート

Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementのテストは、NetWare® 6、NetWare 6.5、
Windows 2000サーバ、および Windows Server 2003の環境で実施されました。次の表は、
Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementによるテストがすべて終了したフルサポート
される Desktop Management構成を示しています (ZENworks Middle Tier Serverプラッ
トフォームが Desktop Management Serverプラットフォームに接続している構成 )。

Middle Tier Serverプラッ

トフォーム

Desktop Management Server

プラットフォーム

説明

Windows 2000 SP4 Windows 2000 SP4 両方のサーバが Microsoftドメインのメンバーである必要があります。 

Middle Tier Serverソフトウェアを Novell ClientTMと同じコンピュー
タにインストールする場合は、最初にクライアントにインストールする
必要があります。

ZENworks Middle Tier Serverに、Microsoft IISがインストールされて
いる必要があります (Windows 2000サーバ付属のバージョン )。

Desktop Management Serverを Windows 2000上にインストールする場合
は、次の条件に従います。

! Novell ConsoleOne® 1.3.6と Novell eDirectoryTM 8.7.1(最低限 )ま

たは 8.7.3(推奨 )がインストールされていること

! Novell Client 4.9 SP1aがインストールされ、IPXTMではなく IPプロ

トコルを使用するように設定されていること

! SYSという名前を持つ eDirectory(通常は c:\novell)の現在の場所が

共有されていること

この構成は、Middle Tier Serverと Desktop Management Serverを同じ
コンピュータにインストールしたときにのみサポートされます。
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Windows Server 2003 
Standard Editionまた
は Enterprise Edition

Windows 2000 SP4 両方のサーバが Microsoftドメインのメンバーである必要があります。 

Middle Tier Serverソフトウェアを Novell Clientと同じコンピュータ
にインストールする場合は、最初にクライアントにインストールする必
要があります。

ZENworks Middle Tier Serverに、Microsoft IISがインストールされて
いる必要があります (Windows Server 2003に付属のバージョン )。

Desktop Management Serverを Windows 2000上にインストールする場合
は、次の条件に従います。

! Novell ConsoleOne 1.3.6とNovell eDirectory 8.7.1(最低限)または

8.7.3(推奨 )がインストールされていること

! Novell Client 4.9 SP1aがインストールされ、IPXではなく IPプロト

コルを使用するように設定されていること 

! SYSという名前を持つ eDirectory(通常は c:\novell)の現在の場所が

共有されていること

Windows Server 2003 
Standard Edition

Windows Server 2003 
Standard Edition

両方のサーバが Microsoftドメインのメンバーである必要があります。 

Middle Tier Serverソフトウェアを Novell Clientと同じコンピュータ
にインストールする場合は、最初にクライアントにインストールする必
要があります。

ZENworks Middle Tier Serverに、Microsoft IISがインストールされて
いる必要があります (Windows Server 2003に付属のバージョン )。

Desktop Management Serverを Windows 2003上にインストールする場合
は、次の条件に従います。

! Novell ConsoleOne 1.3.6とNovell eDirectory 8.7.3がインストール

されていること

! Novell Client 4.9 SP1aがインストールされ、IPXではなく IPプロト

コルを使用するように設定されていること 

! SYSという名前を持つ eDirectory(通常は c:\novell)の現在の場所が

共有されていること

この構成は、Middle Tier Serverと Desktop Management Serverを同じ
コンピュータにインストールしたときもサポートされます。

Middle Tier Serverプラッ

トフォーム

Desktop Management Server

プラットフォーム

説明
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Windows Server 2003 
Enterprise Edition

Windows Server 2003 
Enterprise Edition

両方のサーバが Microsoftドメインのメンバーである必要があります。 

Middle Tier Serverソフトウェアを Novell Clientと同じコンピュータ
にインストールする場合は、最初にクライアントにインストールする必
要があります。

ZENworks Middle Tier Serverに、Microsoft IISがインストールされて
いる必要があります (Windows Server 2003に付属のバージョン )。

Desktop Management Serverを Windows 2003上にインストールする場合
は、次の条件に従います。

! Novell ConsoleOne 1.3.6とNovell eDirectory 8.7.3がインストール

されていること

! Novell Client 4.9 SP1aがインストールされ、IPXではなく IPプロト

コルを使用するように設定されていること 

! SYSという名前を持つ eDirectory(通常は c:\novell)の現在の場所が

共有されていること

この構成は、Middle Tier Serverと Desktop Management Serverを同じ
コンピュータにインストールしたときもサポートされます。

Windows Server 2003 
Standard Editionまた
は Enterprise Edition

NetWare 6 SP4 Middle Tier Serverソフトウェアを Novell Clientと同じコンピュータ
にインストールする場合は、最初にクライアントにインストールする必
要があります。

ZENworks Middle Tier Serverに、Microsoft IISがインストールされて
いる必要があります (Windows Server 2003に付属のバージョン )。

Desktop Management Serverには、JVM、ConsoleOne、eDirectoryの最新
バージョンをインストールする必要があります。

Windows Server 2003 
Enterprise Editionま
たは Standard Edition

NetWare 6.5 SP1.1 Middle Tier Serverソフトウェアを Novell Clientと同じコンピュータ
にインストールする場合は、最初にクライアントにインストールする必
要があります。

ZENworks Middle Tier Serverに、Microsoft IISがインストールされて
いる必要があります (Windows Server 2003に付属のバージョン )。

Desktop Management Serverには、JVM、ConsoleOne、eDirectoryの最新
バージョンをインストールする必要があります。

NetWare 6 SP4 NetWare 6 SP4 Desktop Management Serverには、JVM、ConsoleOne、eDirectoryの最新
バージョンをインストールする必要があります。

この構成は、Middle Tier Serverと Desktop Management Serverを同じ
コンピュータにインストールしたときもサポートされます。

NetWare 6.5 SP1.1 NetWare 6 SP4 Desktop Management Serverには、JVM、ConsoleOne、eDirectoryの最新
バージョンをインストールする必要があります。

NetWare 6.5 SP1.1 NetWare 6.5 SP1.1 Desktop Management Serverには、JVM、ConsoleOne、eDirectoryの最新
バージョンをインストールする必要があります。

この構成は、Middle Tier Serverと Desktop Management Serverを同じ
コンピュータにインストールしたときもサポートされます。

Middle Tier Serverプラッ

トフォーム

Desktop Management Server

プラットフォーム

説明
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Novell ConsoleOne 1.3.6と Novell eDirectory 8.7.3は、Novell ZENworks 6.5 
Companion 1 CDにあります。eDirectory 8.7.x評価版ライセンスディスクの作成に必
要なファイルは、Novell eDirectory 8.7.x評価ライセンスダウンロード (http://
www.novell.com/products/edirectory/licenses/eval_87.html)Webサイトから入手で
きます。

最新の Novell Client(バージョン 4.9 SP1a以降 )は、Novell Product Downloads 
(http://download.novell.com/pages/PublicSearch.jsp)からダウンロードできます。 

NetWare Support Packファイルは、Novell Support Connection Webサイトの
「Minimum Patch List (http://support.novell.com/produpdate/patchlist.html)」か
ら入手できます。

ZENworks Middle Tier Serverと ZENworks Desktop Management Serverは、同じコン
ピュータにインストールできます。

重要 : ZENworksの機能に関してワークステーションを認証するサーバに NetWare 6.5 SP2をインストールす
る場合は、コンピュータにインストールされている Novell Clientのバージョンを 4.9 SP2にアップグレー

ドしないと、ConsoleOne 1.3.6を使用して eDirectoryツリーまたはサーバを管理できません。

重要 : ZENworks Patch Management(PatchLink)をインストールする場合は、ネットワークリソースの使用方

法を計画してください。Patch Managementでは、インストールする Windowsサーバに対して次のような環
境設定が必要です。

- 新規および未変更の Windows XP、2000、または 2003 Server、および IISと asp.netがインストールされ

ていること

- Windows 2000が Service Pack 2でアップデートされていること (PatchLinkアプリケーション以降につい

てはその他のアップグレードを適用 )

- その他のアプリケーションソフトウェアがシステムにインストールされていないこと

ZENworks Patch Managementは、専用のコンピュータにインストールする必要があります。
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II 準備

この節では、次に示す Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementの主要コンポーネ
ントのインストール前およびインストールプログラムの実行中に必要とされる重要な
情報を紹介します。

! 3 章 29 ページの ｢インストールに使用する Workstationの条件｣

! 4 章 31 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのインストール条件｣

! 5 章 39 ページの ｢ ZENworks Middle Tier Serverのインストール条件｣

! 6 章 47 ページの ｢ユーザワークステーションの要件｣
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3 インストールに使用する Workstationの条件

次の表は、ネットワークサーバにデスクトップ管理サービスと Middle Tier Serverソ
フトウェアをインストールする場合に使用するワークステーションのソフトウェア要
件を示しています。

インストールするワークステーションでのログインセッションは、次のように実行す
る必要があります。

! NetWareサーバにインストールする場合は、管理者または同等の権利でログインす
る必要があります。これにより、インストールプログラムによって eDirectoryス
キーマが拡張され、eDirectoryツリーと NetWareサーバを参照することができます。

! Windows 2000サーバまたは Windows Server 2003にインストールする場合は、イン
ストール先のサーバを認証するために Administratorまたは同等の権利でログイン
する必要があります。

インストールする ZENworksコン

ポーネント

インストールに使用するワークステーションのソフトウェア要件

デスクトップ管理サービス ! Windows 2000 Professional SP4ワークステーション、Windows XP SP1ワークステー

ション、Windows 2000 Server SP4、または Windows Server 2003 (Standardおよび
Enterprise)

! Novell Client 4.9 SP1a以降がインストールされていること 

! Internet Explorer 5.5 SP2以降がインストールされていること

! ZENworksスナップインをローカルワークステーションにインストールする場合は、

そのワークステーションに ConsoleOne 1.3.6がインストールされている必要があり
ます。詳細については、54 ページの ｢完全インストール (スキーマの拡張を含む )
の実行｣のステップ 8を参照してください。

サポート対象外 : 次のソフトウェア構成の場合は、Desktop Management Serverソフト
ウェアをインストールできません。

! Windows 95/98/ME/NT 4ワークステーションからインストールする場合

! NAT(ネットワークアドレス変換 )など、ファイアウォールの一方の側から別の側にイ

ンストールする場合

Middle Tier Server ! Windows 2000/XPワークステーションまたは Windows 2000/2003サーバ

! Novell Client 4.9 SP1a以降がインストールされていること

サポート対象外 : 次のソフトウェア構成の場合は、ZENworks Middle Tier Serverソフ
トウェアをインストールできません。

! Windows 95/98/ME/NT 4ワークステーションからインストールする場合

! NATが設定されているネットワークからインストールする場合
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ZENworks 6.5 Desktop Managementを管理するための ConsoleOneを実行するワークス
テーションまたはサーバに Novell Clientをインストールする必要があります。これ
は、ConsoleOneがクライアントの NetWareライブラリに依存するためです。

Desktop Management Serverインストールの詳細については、51 ページの ｢ ZENworks 
Desktop Management Serverのインストール｣を参照してください。
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4 ZENworks Desktop Management Serverのインストー
ル条件

この節では、次の情報について紹介します。

! 31 ページの ｢ Desktop Management Serverのハードウェア要件｣

! 33 ページの ｢ Desktop Management Serverのソフトウェア要件｣

! 36 ページの ｢ Desktop Management Serverのインストール条件｣

Desktop Management Serverのハードウェア要件

Novell® ZENworks® 6.5デスクトップ管理サービスをすべて同じコンピュータにインス
トールすることができますが、ネットワークのリソースや設計によっては一部のコン
ポーネントを異なるサーバにインストールする必要があります。この節では、そのよ
うなサーバのハードウェア要件を紹介します。

! 31 ページの ｢統合コンポーネントインストールのハードウェア要件｣

! 32 ページの ｢起動前サービスのハードウェア要件｣

! 32 ページの ｢ワークステーションインベントリ分割インストールのハードウェア
要件｣

! 33 ページの ｢データベース分割インストールのハードウェア要件｣

統合コンポーネントインストールのハードウェア要件

デスクトップ管理サービスの機能や性能を最大限に活用するためには、デスクトップ
管理サービスをインストールするサーバに、少なくとも次の処理速度、ディスク容量、
および RAMが必要です。

リソース 最低ディスク容量 最低ハードウェア要件

NetWare 6サーバ 290 MB Pentium* IIIプロセッサ (最低 )、256MBの RAM。200人の同時ユーザまでスケー
ルする場合は、Pentium III、1 GBの RAMを使用します。これ以上は、適宜ス
ケールします。

NetWare 6.5サーバ 290 MB Pentium IIIプロセッサ (最低 )、512 MB RAM。200人の同時ユーザまでスケール
する場合は、Pentium III、1 GB RAMを使用します。これ以上は、適宜スケール
します。

Windows 2000サーバ 290 MB Pentium IIIプロセッサ (最低 )、256 MB RAM。200人の同時ユーザまでスケール
する場合は、Pentium III、1 GB RAMを使用します。これ以上は、適宜スケール
します。

Windows Server 2003 290 MB Pentium IIIプロセッサ (最低 )、256 MB RAM。200人の同時ユーザまでスケール
する場合は、Pentium III、1 GB RAMを使用します。これ以上は、適宜スケール
します。
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重要 : Windowsサーバではオペレーティングシステム用にディスク容量が確保されています。ZENworks 
Desktop Managementをインストールするには、サーバ用に確保されたディスク容量のほかに十分な空き容
量があることを確認してください。

起動前サービスのハードウェア要件

Desktop Management起動前サービスが正しく機能するためには、IP層をサポートする
LAN(ローカルエリアネットワーク )が必要です。次の要件も満たす必要があります。

ワークステーション用起動前サービスのハードウェア要件については、47 ページの ｢
ユーザワークステーションのハードウェア要件｣を参照してください。

ワークステーションインベントリ分割インストールのハードウェア要件

デスクトップ管理サービスのワークステーションインベントリコンポーネントをイン
ストールする場合は、次のハードウェア環境設定のいずれかに従って NetWare 6、
NetWare 6.5、Windows 2000、または Windows Server 2003のコンピュータに個別にイ
ンストールできます。 

仕様 最低要件

プロセッサ Pentium II、350MHz以上

使用可能な空き容量 10 MB

RAM 128 MB

LAN接続 Ethernet

リソース 最低ディスク容量 最低ハードウェア要件

NetWare 6サーバ インベントリとデータベースの併用は 50MB、イ
ンベントリ単独は 35MB

Pentium IIプロセッサ (最低 )、512MBの RAM。
200人の同時ユーザまでスケールする場合は、
Pentium III、1GBの RAMを使用します。これ以上
は、適宜スケールします。

NetWare 6.5サーバ インベントリとデータベースの併用は 50MB、イ
ンベントリ単独は 35MB

Pentium IIプロセッサ (最低 )、512MBの RAM。
200人の同時ユーザまでスケールする場合は、
Pentium III、1GBの RAMを使用します。これ以上
は、適宜スケールします。

Windows 2000サーバ インベントリとデータベースの併用は 50MB、イ
ンベントリ単独は 25MB

31 ページの ｢統合コンポーネントインストールの
ハードウェア要件｣を参照してください。

Windows Server 2003 インベントリとデータベースの併用は 50MB、イ
ンベントリ単独は 25MB

31 ページの ｢統合コンポーネントインストールの
ハードウェア要件｣を参照してください。
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データベース分割インストールのハードウェア要件

デスクトップ管理サービスのインベントリデータベースコンポーネントをインストー
ルする場合は、次のハードウェア環境設定に従って NetWare 6、NetWare 6.5、Windows 
2000、または Windows Server 2003のコンピュータに個別にインストールできます。

Desktop Management Serverのソフトウェア要件

各デスクトップ管理サービスをすべて同じコンピュータにインストールすることがで
きますが、ネットワークのリソースや設計によっては一部のコンポーネントを異なる
サーバにインストールする必要があります。この節では、そのようなサーバのソフト
ウェア要件を紹介します。

! 33 ページの ｢すべてのコンポーネントをインストールする場合のソフトウェア要
件｣

! 35 ページの ｢ワークステーションインベントリのみをインストールする場合のソ
フトウェア要件｣

! 36 ページの ｢ ZENworksデータベースのみをインストールする場合のソフトウェア
要件｣

すべてのコンポーネントをインストールする場合のソフトウェア要件

次の表は、Desktop Management Serverソフトウェアをインストールするコンピュータ
に必要なソフトウェア構成を示しています。

コンポーネント ハードウェアおよびソフトウェアの最低要件

RAM ! データベースに推奨される最低メモリは 512MB。最低キャッシュは 128MB。ルートサーバレベル

の最低メモリは 768MB、推奨メモリは 1GB以上。キャッシュは 256MB。

ハードディスク ! 10,000台のワークステーションが接続されている最下位レベルのサーバに推奨される最低ハー

ドディスク容量は 5GB。 

! 最上位レベルのサーバ (ルートサーバ )に必要な最低ハードディスク容量 : 20GB。 

! 接続されているワークステーションの数に応じて、ハードディスクのサイズは 1GBから 25GBまで

におよびます。

プラットフォーム 最低ソフトウェア要件

NetWare 6 ! Support Pack 4(最低 ) 

! Novell eDirectory® 8.6.2(最低 )、8.7.1、または 8.7.3(推奨 1)

! JVM 1.4.1 for NetWare(最低 )

! LDAPの設定および実行

! サーバ上に IPプロトコルスタックがバインドされ、使用できる状態であること

重要 : 最新の Consolidated Support Packに同梱されている JVMのバージョンおよび NetWare 6 
Support Packのバージョンをダウンロードしてインストールすることを強くお勧めします。この 2
つのソフトウェアは、連携して動作するよう設計されています。

1この NetWare 6サーバが ZENworks 6.5 Middle Tier Serverも実行する場合は、サーバの
eDirectoryをバージョン 8.7.3 (推奨 )にアップグレードする必要があります。
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Novell ConsoleOne 1.3.6と Novell eDirectory 8.7.3は、Novell ZENworks 6.5 
Companion 1 CDにあります。eDirectory 8.7.x評価版ライセンスディスクの作成に必
要なファイルは、Novell eDirectory 8.7.x評価ライセンスダウンロード (http://
www.novell.com/products/edirectory/licenses/eval_87.html)Webサイトから入手で
きます。

NetWare 6.5 ! Support Pack 1.1(最低 )

! eDirectory 8.7.3(最低 )

! LDAPの設定および実行

! サーバ上に IPプロトコルスタックがバインドされ、使用できる状態であること

重要 : ZENworksの機能に関してワークステーションを認証するサーバに NetWare 6.5 SP2をインス
トールする場合は、コンピュータにインストールされている Novell Clientのバージョンを 4.9 SP2
にアップグレードしないと、ConsoleOne 1.3.6を使用して eDirectoryツリーまたはサーバを管理で
きません。

Windows 2000 ! Windows Service Pack 4(最低 )

! Novell Client 4.9 SP1aがインストールされ、IPXではなく IPプロトコルを使用するように設定さ

れていること

! eDirectory 8.6.2(最低 )、8.7.1、または 8.7.3(推奨 )

! LDAPの設定および実行

! eDirectoryの現在の場所が SYSという名前で共有されていること

C:以外のドライブに eDirectoryと ZENworks 6.5イメージングコンポーネントを共存させること
はできません。

! サーバ上に IPプロトコルスタックがバインドされ、使用できる状態であること

! Windows 2000で ZENworks Middle Tier Serverに接続する場合は、両方の Windows 2000サーバが共

に Active Directory*を実行している Microsoftドメインのメンバーであることが必要です。

! Windows 2000サーバが Windowsターミナルサーバとして機能している場合、このサーバはリモー

ト管理モードで実行する必要があります。アプリケーションモードはサポートされていません。

Windows Server 
2003

! Novell Client 4.9 SP1aがインストールされ、IPXではなく IPプロトコルを使用するように設定さ

れていること

! eDirectory 8.7.3(最低 )

! LDAPの設定および実行

! eDirectoryの現在の場所が SYSという名前で共有されていること

C:以外のドライブに eDirectoryと ZENworks 6.5イメージングコンポーネントを共存させること
はできません。

! サーバ上に IPプロトコルスタックがバインドされ、使用できる状態であること

! Windows Server 2003で ZENworks Middle Tier Serverに接続する場合は、両方の Windows Server 

2003コンピュータが共に Active Directoryを実行している Microsoftドメインのメンバーであ
ることが必要です。

! Windows Server 2003が Windowsターミナルサーバとして機能している場合、このサーバはリモー

ト管理モードで実行する必要があります。アプリケーションモードはサポートされていません。

プラットフォーム 最低ソフトウェア要件
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最新の Novell Client(バージョン 4.9 SP1a以降 )は、Novell Product Downloads 
(http://download.novell.com/pages/PublicSearch.jsp)からダウンロードできます。 

NetWare Support Packファイルは、Novell Support Connection Webサイトの
「Minimum Patch List (http://support.novell.com/produpdate/patchlist.html)」か
ら入手できます。

JVM version 1.4.1 for NetWare 6は、Novell Support Connection Webサイトの最新
の「Consolidated Support Pack (http://support.novell.com/tools/csp/
csplist.html)」からダウンロードできます。

Novell ZENworks 6.5 Companion 1 CDに収録されている ConsoleOne 1.3.6(以降 )は、
NetWare Support Packを適用してからインストールする必要があります。

重要 : Desktop Management Serverは、IP-to-IPゲートウェイまたは IPX-to-IPゲートウェイ環境では動作
しません。

ワークステーションインベントリのみをインストールする場合のソフトウェア要件

デスクトップ管理サービスのワークステーションインベントリコンポーネントをイン
ストールする場合は、NetWare 6、NetWare 6.5、Windows 2000のサーバ、または
Windows Server 2003のコンピュータに個別にインストールできます。

プラットフォーム 最低ソフトウェア要件

NetWare 6サーバ ! 33 ページの ｢すべてのコンポーネントをインストールする場合のソフトウェア要件｣を参照

! ロングネームスペースがインストールされていること

重要 : この NetWare 6サーバが ZENworks 6.5 Middle Tier Serverも実行する場合は、eDirectory
をバージョン 8.7.3 (必要最低 )にアップグレードする必要があります。

NetWare 6.5サー
バ

! 33 ページの ｢すべてのコンポーネントをインストールする場合のソフトウェア要件｣を参照

! ロングネームスペースがインストールされていること

Windows 2000サー
バ

! 33 ページの ｢すべてのコンポーネントをインストールする場合のソフトウェア要件｣を参照

! Novell Client 4.9 SP1aがインストールされ、TID 2967860で入手できるパッチを適用されている

こと、および IPXではなく IPのみを使用するように設定されていること。TID 2967860 (http:/
/support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/2967860.htm)の詳細については、
Novell Support Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)を参照して
ください。

! Windows 2000サーバが Windowsターミナルサーバとして機能している場合、このサーバはリモー

ト管理モードで実行する必要があります。アプリケーションモードはサポートされていません。

Windows Server 
2003

! 33 ページの ｢すべてのコンポーネントをインストールする場合のソフトウェア要件｣を参照

! Novell Client 4.9 SP1aがインストールされ、TID 2967860で入手できるパッチを適用されている

こと、および IPXではなく IPのみを使用するように設定されていること。TID 2967860 (http:/
/support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/2967860.htm)の詳細については、
Novell Support Knowledgebase (http://support.novell.com/search/kb_index.jsp)を参照して
ください。

! Windows Server 2003が Windowsターミナルサーバとして機能している場合、このサーバはリモー

ト管理モードで実行する必要があります。アプリケーションモードはサポートされていません。
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重要 : Windowsサーバの場合は、サーバの DNSショートネームとサーバ名を同じにする必要があります。
サーバの名前が DNSショートネームと一致しない場合は、インストールの実行前に Windowsサーバの名前を
変更してください。または、ワークステーションインベントリのインストールにこのようなサーバを選択し

ないでください。

ZENworksデータベースのみをインストールする場合のソフトウェア要件

Desktop Management Serverソフトウェアのデータベースコンポーネントをインストー
ルする場合は、NetWare 6、NetWare 6.5、Windows 2000のサーバ、または Windows 
Server 2003のコンピュータに個別にインストールできます。

Desktop Management Serverのインストール条件

デスクトップ管理サービスをインストールする前に満たす必要がある条件がいくつか
あります。この節では、それらの条件に関する情報を紹介します。

" サーバのバックアップを作成し、保存したことを確認します。

" Desktop Management Serverソフトウェアをインストールするサーバに、
ConsoleOneの推奨バージョンがインストールされていることを確認します。 

" Desktop Management Serverソフトウェアをインストールするすべてのサーバ上で
eDirectoryに対する管理者または同等の権利を持っていることを確認します。

" ディレクトリのスキーマを拡張するための管理者または同等の権利を持っているこ
とを確認します。

" NetWareサーバにインストールする場合は、java.nlmをアンロードします(サーバコ
ンソールで、「java -killall」と入力してから「java -exit」と入力します )。ア
ンロードする場合は、別のプロセスによって Java*が使用されていないこと、およ
び必要な Javaコンポーネントがインストール済みであることを確認します。

" Desktop Management Serverソフトウェアをインストールするサーバ上の
sys:publicディレクトリのファイルを使用するプログラムをすべて終了します。

コンポーネント ハードウェアおよびソフトウェアの最低要件

データベース インベントリデータベースをインストールすることを選択すると、Sybaseが自動
的にインストールされます。

! NetWare 6 SP3、NetWare 6.5、Windows 2000 Server SP4、Windows 2003 

Standard Edition、および Windows 2003 Enterprise Editionにインストールさ
れる Sybase ASA 8.0.2

Oracle*を Sybaseの代わりに使用することもできます。

Windows 2000 Server SP4上の Oracle 8.1.7

次のプラットフォーム上の Oracle 9iリリース 2:

! Windows 2000 Server SP4

! Windows 2003 Standard Edition

! Windows 2003 Enterprise Edition

MS SQLを Sybaseの代わりに使用することもできます。

! (推奨 ) MS SQLバージョン 2000 SP3a
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" Desktop Management Serverソフトウェアをインストールまたは管理するワークス
テーションの画面は、解像度を 1024 x 768に設定する必要があります。800 x 600
に設定してインストールすると、インストール画面および ConsoleOne画面の解像
度が大きすぎて重要な情報が表示されません。

" Desktop Management ServerソフトウェアをWindows 2000/XPワークステーションか
ら Windows 2000/2003サーバにインストールすることを選択すると、ワークステー
ションはインストールする Windowsサーバのローカルまたはドメイン管理者として
両方の eDirectoryを認証します。

" インベントリサーバコンポーネントをインストールする場合は、インベントリサー
バをインストールするサーバの名前と、サーバが常駐するツリーに「#」が含まれ
ていないことを確認します。

 Desktop Management Serverのインストールプログラムでは、Desktop Managementコ
ンポーネントを個別に (または選択したグループごとに )指定したサーバにインス
トールできます。コンポーネントの詳細については、1 章 17 ページの ｢ ZENworks 
Desktop Managementについて｣を参照してください。

 Desktop Managementの特定のコンポーネントのみをインストールする場合は、インス
トール所要時間を短縮し、サーバのディスク容量を節約することができます。次のコ
ンポーネントを個別に選択してインストールすることができます。

デスクトップ管理サービス

! アプリケーション管理 (Application Management)

! ワークステーション管理に共通するコンポーネント

! Remote Management (リモート管理 )

［Additional Options］

! デスクトップ管理データベース

! Inventory Database

! Inventory Server

!［インベントリプロキシサーバ］

! イメージングサーバ

! PXEサーバ

! ワークステーションインポート /削除サーバ

! デスクトップ管理サービスのスナップイン

リモート管理をインストールする場合は、次の点に注意します。

" リモート管理エージェントをインストールする管理者の権利を持っていることを確
認します。

ワークステーションインベントリをインストールする場合は、次の点に注意します。

" Desktop Management Serverソフトウェアのワークステーションインベントリコン
ポーネントと ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアを同じ Windows 2000サー
バにインストールしないでください。
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" Sybase Adaptive Server Anywhereを停止します。 

NetWareの場合 : Sybaseコンソールのプロンプトで「Q」と入力します。

Windows 2000の場合 :コントロールパネルで［管理ツール］>［サービス］の順に
ダブルクリックし、［Novell Database - Sybase］を選択して、［停止］をクリック
します。

" インベントリをインストールする際には、上位から下位へと展開します。常に最上
位レベルのサーバからインストールを開始し、以降 1レベルずつ下位のサーバのイ
ンストールを続けます。たとえば、ルートサーバとリーフサーバを含むインベント
リセットアップの場合、ルートサーバに対するインベントリのインストールを完了
してから、リーフサーバのインストールを実行します。

"  Desktop Managementインベントリサーバとデータベースのコンポーネントをイン
ストールするサーバに有効な DNS名が設定されていることを確認します。Desktop 
Management Serverソフトウェアのインストールに使用するワークステーションが
DNSルックアップを実行するように適切に設定されていることも確認します。

サーバに DNS名が設定されていない場合は、Desktop Managementインベントリポ
リシー設定時にサーバの IPアドレスを選択する必要があります。サーバの IPアド
レスまたは DNS名設定の詳細については、63 ページの ｢ NetWareサーバでのインベ
ントリデータベースオブジェクトの設定｣を参照してください。
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5 ZENworks Middle Tier Serverのインストール条件

NetWareサーバにインストールする場合は、管理者または同等の権利でログインする必
要があります。これにより、インストールプログラムが eDirectoryツリーと NetWare
サーバを参照できるようになります。

Windows 2000サーバにインストールする場合は、Administratorまたは同等の権利で
ログインする必要があります。

この節では、次の情報について紹介します。

! 39 ページの ｢ ZENworks Middle Tier Serverの制限｣

! 41 ページの ｢ ZENworks Middle Tier Serverのハードウェア要件｣

! 41 ページの ｢ ZENworks Middle Tier Serverのソフトウェア要件｣

! 43 ページの ｢Middle Tier Web Serverとデスクトップ管理エージェントのポート設
定｣

! 44 ページの ｢ Middle Tier Serverのための Apache Web Serverの最適化｣

ZENworks Middle Tier Serverの制限

ZENworks Middle Tier Serverをインストールする前に、次の制限に注意する必要があ
ります。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementは、Windows NT 4サーバへの ZENworks Middle 
Tier Serverのインストールをサポートしていません。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementは、アプリケーションモードで実行している
Windowsターミナルサーバへの ZENworks Middle Tier Serverのインストールをサ
ポートしていません。ZENworks Middle Tier Serverとして機能する Windowsター
ミナルサーバは、リモート管理モードで実行する必要があります。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementは、Novellクラスタリングサービス環境への
ZENworks Middle Tier Serverのインストールをサポートしていません。詳細につ
いては、369 ページの付録 B ｢ Novell Cluster Services環境へのインストール｣を
参照してください。

! デフォルトでは、Apache Web Serverはポート 80(HTTP)とポート 443(HTTPS)上で通
信するように設定されています。ただし、Novell iFolder®や iPrintなど、他の
NetWare 6コンポーネントが NetWare 6にすでにインストールされていると、
NetWare Port Resolverが Apache以外の HTTPスタックにポート 80とポート 443を
割り当てる可能性があります。
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Novell iFolderも Apacheを使用して稼動します。iFolder 1.3の Apacheサーバが
カーネルメモリではなく保護されたメモリスペースにロードされた場合、HTTPス
タックの別のインスタンスが作成されます。デスクトップ管理エージェントは、
Apacheとデスクトップ管理エージェントの両方に対して設定されたポートを使用
して ZENworks Middle Tier Serverと通信します。ポート設定の詳細については、
43 ページの ｢ Middle Tier Web Serverとデスクトップ管理エージェントのポート
設定｣を参照してください。

! ZENworks 6.5 Middle Tier Serverは、NetWare 6上でのマルチプロセッサ対応バー
ジョンの Apache Web Serverをサポートしません。マルチプロセッサ対応バージョ
ンの Apacheを搭載する NetWare 6に ZENworks Middle Tier Serverをインストール
すると、サーバは異常終了します。

! Novell NetStorageは、NetWare 6上にインストールされた ZENworks 6.5 Middle 
Tier Serverをサポートしません。NetStorageを Desktop Management機能として
以外にも使用する場合は、NetStorageを別のサーバにインストールすることをお
勧めします。 

! Novell NetStorageは、ZENworks 6.5 Middle Tier Serverと共にインストールされ
ます。ZENworks Middle Tierの使用頻度が高く、NetStorageを Desktop Management
機能として以外にも使用する場合は、Middle Tierのパフォーマンス低下を避ける
ために NetStorageも別のサーバにインストールすることをお勧めします。

! Windows 2000/2003サーバに Novell Clientをインストールして、同じコンピュータ
に Middle Tier Serverをインストールした場合、このサーバから Novell Client
をアンインストールすると、Middle Tier Serverで障害が発生します。Novell 
Clientのアンインストールプログラムを実行すると、ZENworks Middle Tier 
Serverで必要とされる重要なファイルが削除されます。

この同じシナリオで、Novell Clientを 4.9 SP2にアップグレードすると、異なる
バージョンの nicm.sysがインストールされます。ZENworks 6.5 Middle Tier Server
に含まれる nicm.sysを使用しないと、Middle Tier Serverで障害が発生します。

この問題を回避するには、次の 2つのオプションがあります。

1) Novell Clientをアップグレードする前に ZENworks 6.5 Middle Tier Serverに
含まれる nicm.sysファイルを保存し、アップグレード前に再びコピーします (
この場合、Novell Clientのアップグレード後に Middle Tierを再インストール
する必要があることがあります )。

2) Novell Clientのアップグレード後に、Novell Support Knowledgebaseの TID 
10093371 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/
10093371.htm)から nicm.sysをダウンロードし、コピーすることにより、更新
された Novell Clientのバージョンの nicm.sysを上書きします。

! Active Directory(Desktop Management Serverがプライマリドメインコントローラ
として機能するためにインストール )と eDirectory(ZENworks Desktop Management
に対応するためにインストール )の両方がすでにインストールされている Windows 
2000/2003コンピュータにインストールした Desktop Management Serverに対して、
ZENworks Middle Tier Serverを通して認証を行おうとすると、フルコンテキスト
でログインしている場合でも、認証に失敗します。 

これは、Active Directoryと eDirectoryの LDAPリスナ間でデフォルトの LDAP
ポートが競合することが原因です。このようなポートの競合を回避するには、
eDirectoryのインストール時にデフォルト以外の LDAPポートを選択した後、
ZENworks Middle Tier Serverの NSAdminユーティリティを使用して ZENworks 
Middle Tier Serverがそのポート上で通信するように設定します。
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NSAdminを使用して LDAPポートを設定するには

1 Internet Explorerの［アドレス］ボックスに、NSADMINユーティリティの URLを
入力します。例 : 

http://Middle_Tier_IP_address/oneNet/nsadmin

2 LDAPポート設定パラメータの［値］フィールドに、eDirectoryですでに設定した
LDAPポートの番号を入力します。このポートは、ZENworks Middle Tier Serverが
Desktop Management Serverとの通信に使用するポートです。次に、［Submit(送信
)］をクリックします。

ZENworks Middle Tier Serverのハードウェア要件

ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアをインストールするネットワークサーバに
対しては、次のようなハードウェア構成が必要です。

注 : ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアは Windows NT 4サーバ上ではサポートされません。IISが

インストールされている Windows 2000 Professionalワークステーションでもサポートされません。

ZENworks Middle Tier Serverのソフトウェア要件

ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアをインストールするネットワークサーバに
対しては、次のようなソフトウェア構成が必要です。

リソース ディスクの最低

空き容量

最低ハードウェア要件

NetWare 6サーバ 160 MB Pentium IIIプロセッサ (最低 )、256 MB RAM。200人の同時ユーザまでスケール
する場合は、Pentium III、1 GB RAMを使用します。これ以上は、適宜スケールし
ます。

NetWare 6.5サーバ 160 MB Pentium IIIプロセッサ (最低 )、256 MB RAM。200人の同時ユーザまでスケール
する場合は、Pentium III、1 GB RAMを使用します。これ以上は、適宜スケールし
ます。

Windows 2000サーバ 160 MB Pentium IIIプロセッサ (最低 )、256 MB RAM。200人の同時ユーザまでスケール
する場合は、Pentium III、1 GB RAMを使用します。これ以上は、適宜スケールし
ます。

Windows Server 2003 160 MB Pentium IIIプロセッサ (最低 )、256 MB RAM。200人の同時ユーザまでスケール
する場合は、Pentium III、1 GB RAMを使用します。これ以上は、適宜スケールし
ます。

プラットフォーム 最低ソフトウェア要件

NetWare 6サーバ ! Support Pack 4(最低 )

!  SSL接続を使用する場合は、NICI(Novell International Cryptographic Infrastructure)

クライアント 2.4.0がインストールされていること。NICIは、Novell Product Downloads 
(http://download.novell.com)から入手できます。

! eDirectory 8.7.3(必要最低 )
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重要 : IIS Webサーバのログが正しく設定されていない場合、Middle Tier Serverと共に IISによって使用
される Webサイトのログファイル (C:\windows\system32\logfiles w3svc1\yymmdd.log)のサイズが巨大化
し、Windowsサーバで使用されるディスク容量が許容できないレベルに達する場合があります。

Windows Server 2003用に Webサイトのログを設定する方法については、マイクロソフトのサポート技術情

報 Webサイトのマイクロソフト サポート技術情報 - 324279 (http://support.microsoft.com/
default.aspx?scid=kb;en-us;324279)を参照してください。

Middle Tier Serverは、myapps.htmlと呼ばれる Novell Application Explorerの Web
ブラウザビューを介して利用できるアプリケーションをホストする場合にも使用され
ます。myapps.htmlのインストールの詳細については、11 章 123 ページの ｢ Novell 
Application Launcherプラグインのインストール｣を参照してください。myapps.html
の構成と使用の詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の
「Novell Application Launcher: ビューのカスタマイズ」にある「Application 
Browserビューのカスタマイズ」を参照してください。

NetWare 6.5サーバ ! Support Pack 1(最低 )

!  SSL接続を使用する場合は、NICI(Novell International Cryptographic Infrastructure)

クライアント 2.4.0がインストールされていること。NICIは、Novell Product Downloads 
(http://download.novell.com)から入手できます。

Windows 2000サーバ ! IISがインストールされていること (Windows 2000サーバに付属のバージョン )

! Windows 2000 Server Service Pack 4(最低 )

! サーバ上に IPプロトコルスタックがバインドされ、使用できる状態であること

! Windows 2000 Desktop Management Serverに接続する場合は、両方の Windows 2000サーバが

同じ Active Directoryドメインのメンバーであるか、属しているドメイン間に信頼関係が
存在する必要があります。Desktop Management Serverが MSIアプリケーションを配布中で
なければ、ログインしているワークステーションがドメインのメンバーである必要はあり
ません。ドメイン内にはドメインコントローラとして指定されたサーバが必要です。ドメ
インコントローラには、ZENworks Middle Tier Serverまたは Desktop Management Server
を指定できます。

!  SSL接続を使用する場合は、NICI(Novell International Cryptographic Infrastructure)

クライアント 2.4.0がインストールされていること。NICIは、Novell Product Downloads 
(http://download.novell.com)から入手できます。

Windows Server 2003 ! IISがインストールされていること (Windows Server 2003に付属のバージョン )

! サーバ上に IPプロトコルスタックがバインドされ、使用できる状態であること

! Windows 2003 Desktop Management Serverに接続する場合は、両方の Windows Server 2003

のコンピュータが同じ Active Directoryドメインのメンバーであるか、属しているドメイ
ン間に信頼関係が存在する必要があります。Desktop Management Serverが MSIアプリケー
ションを配布中でなければ、ログインしているワークステーションがドメインのメンバー
である必要はありません。ドメイン内にはドメインコントローラとして指定されたサーバ
が必要です。ドメインコントローラには、ZENworks Middle Tier Serverまたは Desktop 
Management Serverを指定できます。

!  SSL接続を使用する場合は、NICI(Novell International Cryptographic Infrastructure)

クライアント 2.4.0がインストールされていること。NICIは、Novell Product Downloads 
(http://download.novell.com)から入手できます。

プラットフォーム 最低ソフトウェア要件
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Middle Tier Web Serverとデスクトップ管理エージェントのポート設定

デスクトップ管理エージェントと Webサーバソフトウェアが ZENworks Middle Tier 
Serverのコンピュータ (NetWare上の Apache HTTP Serverおよび Windows上の IIS)に
インストールされて同じポート上で通信するようにセットアップされている場合、デ
スクトップ管理エージェントはワークステーションが企業ファイアウォールの中に
あっても外にあっても ZENworks Middle Tier Serverと通信できます。

80番と 443番のデフォルトポート指定を変更する場合、デフォルト以外の追加ポート
を変更するか割り当てる場合、Webサーバのポートに合わせてデスクトップ管理エー
ジェントのポートを変更する場合は、通信ポートの設定方法を知る必要があります。

注 : 設定可能なポートの一覧については、NetWare 6 Documentation Webサイト (http://www.novell.com/

documentation/lg/nw6p/index.html)の「Managing Web Servers and Other Web Tools」にある「Getting 
Results with Novell Web Servers and Tools」の「Port Number Assignments」の付録を参照してください。

この節では、次の情報について紹介します。

! 43 ページの ｢ NetWare上の Apache Web Serverのポート設定｣

! 43 ページの ｢ Windows上の IISのポート設定｣

! 44 ページの ｢eDirectory 8.7.3をインストールしたWindows 2000サーバ環境におけ
る Dhostポート割当の変更｣

! 44 ページの ｢デスクトップ管理エージェントのポート設定｣

NetWare上の Apache Web Serverのポート設定

NetWare 6サーバ上の Apache: NetWare 6上で Apache Web Serverのポートを設定する
には、sys:\apache\confディレクトリの adminserv.confを開いて編集します。現在の
ポートが割り当てられている行を探します。ポート番号は、変更することも追加する
こともできます。リッスンに使用される安全なポートにするかどうかも指定できます。
安全ではないポートで新しいポートの割り当てを作成する場合は、既存のポートの環
境設定行をテンプレートとして使用します。安全なポート (HTTPS)を指定するには、
ポート 443を使用する必要があります。

 Novell Application Launcherの Webブラウザビュー (myapps.html)を使用する場合
は、ポート番号を編集して Apache Webサーバのポートに合わせる必要があります。
NetWare 6サーバでは、myapps.htmlは sys:\apache\nwdocsディレクトリにあります。

Windows上の IISのポート設定

IISでポート番号を設定するには

1 サーバのデスクトップで［プログラム］>［管理ツール］>［インターネット サー
ビス マネージャ］>［インターネット インフォメーション サービス］の順にクリッ
クし、［インターネット インフォメーション サービス］ウィンドウを開きます。

2 ZENworks Middle Tier Serverアイコンの「+」記号をクリックして階層を展開し
ます。

3［既定の Webサイト］を右クリックし、［プロパティ］をクリックして、［Default 
Web Site Properties(既定の Webサイトのプロパティ )］ダイアログボックスを開
きます。
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4 ダイアログボックスの Webサイトページ (デフォルトで開かれるページ )の［TCP
ポート］フィールドでポート番号を変更します。安全なポート (HTTPS)を指定する
には、ポート 443を使用する必要があります。

または

Webサイトページで［詳細］をクリックし、ダイアログボックスの指示に従って複
数のポート番号を追加します。

Novell Application Launcherの Webブラウザビュー (myapps.html)を使用する場合
は、ポート番号を編集して IISサーバのポートに合わせる必要があります。Windows
サーバでは、myapps.htmlは c:\inetpub\wwwrootディレクトリにあります。

eDirectory 8.7.3をインストールした Windows 2000サーバ環境における Dhostポート
割当の変更

 Windows 2000サーバ上で eDirectory 8.7.3をインストールすると、Dhostサービスが
ポート 80に設定され、そのポートで起動します。同じ Windows 2000サーバに
ZENworks Middle Tier Serverを引き続きインストールすると、IIS Webサーバもポー
ト 80を使用しようとします。したがって、ポートの競合が発生して次のメッセージが
表示されます。

アドレスはすでに使用されています。

ZENworks Middle Tier Serverは、Dhostポート割り当てがポート 80以外に変更されな
い限り起動しません。Dhostポートの割当を変更するには、次の手順に従います。

1 ConsoleOneを開き、eDirectoryをインストールしたルートコンテナをダブルク
リックします。

2  Http Server-server_nameのプロパティを開き、［その他］タブをクリックします。

3［その他］ページで httpDefaultClearPortをダブルクリックし、80をダブルク
リックしてポート番号を 80以外のポートに変更します。

4［OK］をクリックして ConsoleOneを閉じ、Windowsサーバを再起動します。

デスクトップ管理エージェントのポート設定

デフォルトではポート 80がインストール時にデスクトップ管理エージェントに割り当
てられます。Webサーバのポート (Apacheまたは IIS上 )が変更されている場合や、
Webサーバに対してすでに設定されている代替ポートをデスクトップ管理エージェント
用に選択する場合は、Webサーバのポート割当を変更します。デスクトップ管理エー
ジェントのポート番号の割り当て方法については、102 ページのステップ 8を参照し
てください。

インストール後にポートがデスクトップ管理エージェントに割り当てられていても、
異なるポートへの接続を指定することができます。詳細については、146 ページの ｢
エージェントのログインのカスタマイズ｣を参照してください。

Middle Tier Serverのための Apache Web Serverの最適化

 NetWare上の ZENworks Middle Tier Serverのパフォーマンスを最適化するには、
Apache Web Serverの ThreadsPerChild設定パラメータをデフォルトの 50から 512に
変更する必要があります。方法については、45 ページの ｢ NetWare 6 Middle Tier 
Serverのインストールのための Apache Web Serverの最適化｣を参照してください。
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NetWare 6 Middle Tier Serverのインストールのための Apache Web Serverの最適化

NetWare 6上で Apache Web Serverを最適化するには、adminserv.confの
ThreadsPerChildパラメータを編集する必要があります。このファイルは
sys:\apache\confフォルダにあります。ファイル内の設定パラメータの最初のいくつ
かは次のようになっています。

ServerType standalone
ServerRoot "sys:/apache"
PidFile logs/httpd.pid
ScoreBoardFile logs/apache_status
Timeout 300
KeepAlive On
MaxKeepAliveRequests 100
KeepAliveTimeout 15
ThreadsPerChild 50

ThreadsPerChildパラメータの値を 50から 512に変更します。
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6 ユーザワークステーションの要件

ZENworks Desktop Managementはクライアントのない環境で動作するように設計されて
います。つまり、エンドユーザのワークステーションは Novell Clientだけに依存し
て Desktop Management Serverソフトウェアと通信するのではありません。

これは、Novell Clientがあってはならないということではありません。実際、
ZENworks Desktop Managementの新しいワークステーション機能がデスクトップ管理
エージェントといっしょにインストールされている場合でも、ユーザは Novell 
Client(バージョン 3.34/4.9以降 )を使用することができます。

この節では、次の情報について紹介します。

! 47 ページの ｢サポートされるワークステーションプラットフォーム｣

! 47 ページの ｢ユーザワークステーションのハードウェア要件｣

! 48 ページの ｢ユーザワークステーションのソフトウェア要件｣

デスクトップ管理エージェントソフトウェアをデスクトップコンピュータにインス
トールする詳細については、99 ページの ｢デスクトップ管理エージェントのインス
トールと設定｣を参照してください。

サポートされるワークステーションプラットフォーム

ZENworks Desktop Managementは、次のデスクトッププラットフォームで広範囲にわ
たってテストされています。

! Windows 2000 Professional、Service Pack 4適用済み

! Windows XP Professional、Service Pack 1適用済み (最低要件 )

! Windows 98 SE

ユーザワークステーションのハードウェア要件

ZENworks Desktop Managementの機能や性能を最大限に活用するためには、デスクトッ
プ管理エージェントをインストールする ZENworks Desktop Management管理対象ワーク
ステーションのデスクトップコンピュータに、少なくとも次の処理速度、ディスク容
量、および RAMが必要です。

リソース ディスクの最低空

き容量

最低ハードウェア要件

ユーザワークステーション (デスク
トップ管理エージェントの完全イン
ストール )

20 MB Pentium互換プロセッサ (32ビットのみ )、
200MHz、64MBの RAM
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重要 : ZENworks Desktop Managementは、NEC*9800シリーズのパーソナルコンピュータ (PC98)ではサポー
トされていません。

起動前サービスをインストールするワークステーションには、次のハードウェアが必
要です。

起動前サービスをインストールするサーバか、同じネットワーク内の別のサーバに標
準の DHCPサーバをインストールしてから、起動前サービスをインストールする必要が
あります。 

標準の DHCPサーバが置かれているサーバ上に起動前サービス (特にプロキシ DHCPコ
ンポーネント )をインストールする場合は、DHCPサービスでオプションタグ 60を設定
する必要があります。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイ
ド』の「NetWare 6.x DHCPサーバでの標準の DHCP/プロキシ DHCPサービスのセット
アップ」および「Windows 2000 Advanced Serverでの標準の DHCP/プロキシ DHCPサー
ビスのセットアップ」を参照してください。

ユーザワークステーションのソフトウェア要件

デスクトップ管理エージェントを適切に動作させるには、ユーザワークステーション
にいくつかのソフトウェアをインストールしておく必要があります。次の表は、それ
らのソフトウェアの一覧を示しています。

注 : 認証に Novell Clientのみを使用する場合 (必須ではありません )は、すべての機能を利用するには
バージョン 4.9 SP1a以降が必要です。

仕様 最低要件

プロセッサ Pentium、75MHz以上

ネットワークカード PXE対応 (ネットワークカードを PXE対応にできない場合は、PXE-on-
Diskブートディスクを使用すればワークステーションを起動できます )

使用可能な空き容量 必要なし

RAM 16MB。ワークステーションでワークステーションイメージングを使用す
る場合は 128MBを推奨

グラフィックディスプ
レイ

VGA(16ビットカラー )

必要なソフトウェア 構成の詳細

Internet Explorer バージョン 5.5 SP2以降、高度なセキュリティ (128ビット以上 )暗号化が必
要です。デスクトップ管理エージェントは、Internet Explorerに組み込まれ
ているセキュリティとインターネットアクセス制御を使用します。

ワークステーションのいずれかに Explorer 6.0がインストールされている場
合は、cookieを受け入れるようにプライバシーが設定されていることを確認
します。デフォルトでは、Internet Explorer 6.0はクッキーを受け入れませ
ん。

MSI(Microsoft 
Windows 
Installer)

Windows 2000に付属のバージョン 1.11以降が必要です。 

デスクトップ管理エージェントのインストールプログラムは自動的に MSI 1.2
をインストールします。MSI 2.0は、Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDの
\microsoft windows installerフォルダから入手できます。
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III インストール

Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementには、次のインストールプログラムが含
まれています。

! Desktop Management Server: ネットワーク上のユーザおよびワークステーション
のポリシーとプロファイルを中央で作成および管理できます。このポリシーおよび
プロファイルにより、ネットワーク内の Windowsワークステーションへのアプリ
ケーションの配布、管理、更新のほか、高度なインベントリ管理機能とリモート管
理機能の実行、およびオペレーティングシステムの自動インストールが可能になり
ます。

! ZENworks Middle Tier Server: ネットワークサーバ上にインストールされた Web 
Serverソフトウェアを使用して企業ファイアウォール内の Desktop Managementと
企業ファイアウォール外のワークステーション間の認証と通信をセットアップしま
す。このような通信によりモバイルユーザが旅行中にデスクトップ管理サービスに
アクセスできるようになります。Novell ClientTMがないワークステーションの通
信も可能です。

! デスクトップ管理エージェント : このソフトウェアには、ワークステーションのリ
モート制御、アプリケーションの受信、またはワークステーションへのポリシー送
信に必要な機能が含まれています。このソフトウェアにより、ワークステーション
が従来の Novell Clientを使用せずに、ZENworks Middle Tier Serverを通して
Desktop Management Serverへの認証を実行することも可能になります。

ZENworks Desktop Managementコンポーネントが提供するワークステーションの機
能は、デスクトップ管理エージェントをインストールした場合のみ利用できます。
このことは、現在ワークステーションに Novell Clientをインストールしている場
合にも当てはまります。デスクトップ管理エージェントをインストールすると、
Novell Clientがインストールした Desktop Managementの機能が削除され、選択し
た ZENworksワークステーションの機能に置き換えられます。

! (オプション )Novell Application Launcherプラグイン : Novell Application 
LauncherTMの単純化バージョン (デスクトップ管理エージェントといっしょにイ
ンストール )です。Middle Tier Serverからインストールでき、ユーザにアプリ
ケーションを配布できるようにします。 

! (オプション )ZENworks Launchガジェット : このソフトウェアにより、ユーザは
Novell exteNd DirectorTM 4.1 SEポータルからアプリケーションを起動できます。

コンポーネントをネットワーク環境にインストールする場合、次の節に記載された情
報が参考になります。

! 7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのインストール｣

! 8 章 73 ページの ｢ ZENworks Middle Tier Serverのインストール｣

! 9 章 95 ページの ｢ Desktop Management Serverと Middle Tier Serverの同一コン
ピュータへのインストール｣

! 10 章 99 ページの ｢デスクトップ管理エージェントのインストールと設定｣
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! 11 章 123 ページの ｢ Novell Application Launcherプラグインのインストール｣

! 12 章 129 ページの ｢ ZENworks Launchガジェットのインストール｣

! 13 章 133 ページの ｢ターミナルサーバアプリケーションのサポートの設定｣

! 14 章 143 ページの ｢認証のセットアップ｣

! 15 章 151 ページの ｢セキュリティ対策のセットアップ｣

! 16 章 159 ページの ｢ Windowsネットワーク環境でのインストール｣
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7 ZENworks Desktop Management Serverのインストール

この節では、次の情報について紹介します。

! 51 ページの ｢ Desktop Management Serverのインストール手順｣

! 63 ページの ｢ NetWareサーバでのインベントリデータベースオブジェクトの設定｣

! 64 ページの ｢ディレクトリスキーマが拡張されたかどうかの確認｣

! 64 ページの ｢必要なデスクトップポリシーのセットアップ｣

! 70 ページの ｢自動ワークステーションインポートのセットアップ｣

! 71 ページの ｢ ODBCドライバのインストール｣

Desktop Management Serverのインストール手順

インストールに関するハードウェアとソフトウェアの要件および前提条件 (27 ページ
の ｢準備｣を参照 )を満たしている場合は、次の手順を実行して、Novell® ZENworks® 
Desktop Management Serverをインストールし、NetWare®または Windowsサーバで実行
します。

1 Windows 2000/XPワークステーション (または Windows 2000/2003サーバ )を選択
して、Desktop Management Serverのインストールプログラムを実行します。この
ワークステーションまたはサーバは、インストールするワークステーションの要件
を満たしている必要があります。詳細については、29 ページの ｢インストールに
使用する Workstationの条件｣を参照してください。

2 Windowsワークステーションに、Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを挿
入します。 

winsetup.exeプログラムが自動的に実行されます。プログラムが自動的に実行さ
れない場合は、CDのルートから手動で起動します。

注 : ZENworks Desktop Management ISOファイルをコピーしたディレクトリの場所からインストールを

実行する場合は、winsetup.exeを実行する場所と同じ場所にすべてのファイルがコピーされているこ

とを確認してください。

重要 : インストール中に、CDドライブから Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを取り出し
たり、インストール先のサーバへの接続が切断されたりすると、インストールプログラムは中断され

ます。インストール処理を終了するには、Windowsのタスクマネージャで［プロセス］をクリックし、

［javaw.exe］を選択して［プロセスの終了］をクリックします。
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3［デスクトップ管理］をクリックして、さまざまな言語でインストールするオプ
ションがあるページを表示します。

4［日本語］をクリックし、Desktop Managementインストールオプションのページを
表示します。
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このページから、実際に新しいデスクトップ管理製品をインストールする前にス
キーマを拡張したり、インストール手順の一部としてスキーマを拡張することがで
きます。

! 53 ページの ｢インストール前のスキーマの拡張｣

! 54 ページの ｢完全インストール (スキーマの拡張を含む )の実行｣

インストール前のスキーマの拡張

Desktop Management Serverをインストールするネットワーク環境が大規模なツリーの
場合、新しい Desktop Management製品をインストールする前に、スキーマを拡張して
Novell eDirectoryTMツリーを安定化することができます。最初にスキーマを拡張する
には、次の手順に従います。

1［Schema Extension and Product Licensing(スキーマの拡張と製品のライセンス契
約 )］を選択し、ZENworks Desktop Managementスキーマの拡張と製品のライセン
ス契約ウィザードを起動します。

2 ライセンス契約の条項に同意して［次へ］をクリックしたら、ウィザードの［オブ
ジェクト作成用 eDirectoryツリー］ページで、ZENworks Desktop Managementス
キーマの拡張を追加する eDirectoryツリーの名前を参照または入力します。［ス
キーマの拡張］を選択し、［次へ］をクリックします。

ツリーでスキーマを拡張する必要があるのは 1度だけです。［ログイン］ボタンを
クリックし、適切な権限を持つユーザ IDとパスワードを入力してログインすれば、
ツリーに認証されます。

スキーマの拡張操作に要する時間は、ツリーのサイズと複雑さによって異なります。
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3［ZENworksライセンス］ページで、SmartCert製品登録パッケージの一部として電
子メールで送信されたライセンスコードを入力し、［次へ］をクリックします。

このページでライセンスコードを入力しなければ、この ZENworks Desktop 
Managementのインストールは評価版と見なされます。評価版としてインストール
すると、定期的な間隔で製品のライセンスを取得するように促されます。90日が
経過すると、評価版の製品は動作しなくなります。

スキーマの拡張操作が完了すると、c:\novell\zfdtemp\zwextsch.logにログファ
イルが作成されます。

完全インストール (スキーマの拡張を含む )の実行

スキーマの拡張後に Desktop Management Serverソフトウェアをインストールする場
合、またはインストールの一部としてツリーのスキーマを拡張する場合は、次の手順
に従います。

1［デスクトップ管理サービス］をクリックし、Desktop Management Serverインス
トールウィザードを起動します。

2 最初のインストールページで、インストールプログラムの実行に関する詳細を読
み、［次へ］をクリックします。

3 ライセンス契約書を読み、条項に同意する場合は［受諾］をクリックします。 

使用許諾契約の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしないで
ください。

4［Installation Requirements(インストール要件 )］ページで、Desktop 
Management Serverソフトウェアのインストール要件の一覧を読み、インストール
先のサーバが要件を満たしていることを確認して［次へ］をクリックします。
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5［ツリー選択］ページで、Desktop Management Serverをインストールする Novell 
eDirectoryツリーの名前を入力または参照します。このインストールのスキーマ
をまだ拡張していない場合は (53 ページの ｢インストール前のスキーマの拡張｣を
参照 )、［スキーマの拡張］を選択し、Desktop Management Serverソフトウェアを
インストールするツリーのスキーマを拡張します。［次へ］をクリックします。

注 : Desktop Management Serverソフトウェアを複数のツリーに同時にインストールすることはできま

せん。

ツリーでスキーマを拡張する必要があるのは 1度だけです。［ログイン］ボタンを
クリックし、適切な権限を持つユーザ IDとパスワードを入力してログインすれば、
ツリーに認証されます。

6［ZENworks Desktop Managementライセンス］ページで、SmartCert製品登録パッ
ケージの一部として電子メールで送信されたライセンスコードを指定します。

このページでライセンスコードを指定しない場合、ZENworks Desktop Management
のこのインストールは評価版とみなされます。評価版としてインストールすると、
定期的な間隔で製品のライセンスを取得するように促されます。90日経つと、
評価版は機能しなくなります。
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7［サーバ選択］ページで、［サーバの追加］をクリックし、Desktop Management 
Serverソフトウェアをインストールするサーバの名前を参照します。 

ステップ 5で選択したツリーからのみサーバを選択できます。1度に最大 7つの
サーバにインストールできます。
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7a (オプション )［サーバの追加］ダイアログボックスでは、eDirectoryのツ
リー名ごとにサーバを一覧表示できます。サーバにインストールするには、
［eDirectoryツリー］を選択し、インストール先のサーバの名前を参照してク
リックするか、［全サーバの追加］をクリックしてコンテナ内のすべてのサー
バを選択します。右方向矢印ボタンをクリックして、選択したサーバを［選択
されたサーバ］ペインに移動し、［OK］をクリックします。

注 : 認証されていない Windowsサーバを追加する場合は、サーバのアイコンをダブルクリックし

てダイアログボックスを表示します。このダイアログボックスで、Windows認証に必要なアカウ

ント情報を入力します。

7b (オプション )［サーバの追加］ダイアログボックスでは、［ホスト名 /IPアド
レスを使用してサーバを追加する］フィールドにサーバのホスト名または IP
アドレスを指定できます。指定した値は、サーバの名前に解決できる必要があ
ります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］リス
トに追加します。

8 この［サーバ選択］ページで、事前に選択した Desktop Managementコンポーネン
ト用にインストールするサービスを指定します。［次へ］をクリックし、設定を保
存します。

リストに含まれている設定は、次のとおりです。

［ローカルワークステーション］: ConsoleOne 1.3.6のインストールプログラムで
は、ConsoleOneファイルをローカルハードドライブにインストールすることがで
きますが（パフォーマンスが若干向上します）、この方法ではデスクトップ管理
サービススナップインはインストールされません。 

［ローカルワークステーション］オプションの［Desktop Management Service 
Snap-ins(デスクトップ管理サービススナップイン )］を選択することで、ローカ
ルワークステーションにデスクトップ管理サービススナップインをインストールす
るオプションを利用できます。スナップインを追加するには、ConsoleOneをワー
クステーションにインストールしておく必要があります。
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［デスクトップ管理サービス］:デスクトップ管理サービス (「Desktop Management 
Server」は総称です )は、ワークステーションのアプリケーションとポリシーを設
定し配布できるファイルおよびプログラムであり、一般的に使用されます。これら
のサービスによって、Windowsのアプリケーション、ユーザ、ワークステーション
の設定、処理、および動作を自動的に管理できます。

! ［アプリケーション管理］: アプリケーション、更新、およびパッチの配布や
修復、トラッキングの自動化を有効にするソフトウェアをインストールする場
合は、このオプションを選択します。

! ［ワークステーション管理共通コンポーネント］: ユーザをワークステーショ
ンおよびネットワークに対して認証したり、環境設定情報を eDirectoryとの
間で送受信するために使用するワークステーション常駐モジュールをインス
トールする場合は、このオプションを選択します。

! ［リモート管理］:中央コンソールからのワークステーションのリモート管理を
有効にするファイルおよびプログラムをインストールする場合は、このコン
ポーネントを選択します。選択したサーバに、ZENworks for Servers 3.0.2以
前のリモート管理コンポーネントがインストールされていないことを確認して
ください。

［追加オプション］: デスクトップ管理サービスの展開をカスタマイズする場合は、
その目的に応じて次の中からサービスを選択します。

! ［デスクトップ管理データベース］: 発生したアプリケーションのイベント (イ
ンストール、起動、キャッシュなど )に関するデータのリポジトリとして、
Novell Application LauncherTMで使用するネットワークデータベースをイン
ストールする場合は、このオプションを選択します。

! ［インベントリデータベース］: インベントリ対象ワークステーションから収
集したハードウェアおよびソフトウェアのインベントリ情報のリポジトリとし
て、ワークステーションインベントリで使用するネットワークデータベースを
インストールする場合は、このオプションを選択します。

重要 : Inventoryデータベースを既存の Oracleまたは MS SQLのセットアップと共に使用する場

合は、Server Inventoryのインストール時にこのオプションを選択しないでください。

『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の手順に従ってください。

! ［インベントリサーバ］: 管理されたワークステーションのハードウェアおよ
びソフトウェアのインベントリ情報の収集と表示を有効にするファイルおよび
プログラムをインストールする場合は、このオプションを選択します。

選択したサーバに、ZENworks for Servers 3.0.2以前のサーバインベントリコ
ンポーネントがインストールされている場合、そのコンポーネントを
ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする必要があります。

! ［インベントリプロキシサーバ］: ネットワークファイアウォールを越えて配
置されたインベントリサーバへの、インベントリスキャンデータのロールアッ
プを有効にするプロキシサービスをインストールする場合は、このオプション
を選択します。選択したサーバに、ZENworks for Servers 3.0.2以前のインベ
ントリコンポーネントがインストールされていないことを確認してください。

! ［イメージングサーバ］: ワークステーションにワークステーションイメージ
ファイルを作成、保存、送信、または復元するために使用する Linuxイメージ
ング環境をインストールする場合は、このオプションを選択します。

注 : イメージングサーバと PXEサーバサービスは同じサーバにインストールして、PXEサーバ

サービスを個別にインストールすることは避けてください。
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! ［PXEサーバ］: Preboot Execution Environment(PXE)が有効なワークステー
ションと通信し、そのワークステーションにイメージングタスクを送信できる
ようにするために、サーバで使用する PXEプロトコルおよびプログラムをイン
ストールする場合は、このオプションを選択します。

起動前サービスをインストールすると、インストールされるコンポーネントに
プロキシ DHCPサーバが含まれます。標準の DHCPサーバが置かれているサーバ
上にプロキシ DHCPサーバをインストールする場合は、DHCPサービスでオプ
ションタグ 60を設定する必要があります。 

注 : イメージングサーバと PXEサーバサービスは同じサーバにインストールして、PXEサーバ

サービスを個別にインストールすることは避けてください。

! ［ワークステーションのインポート /削除サーバ］: ワークステーションオブ
ジェクトを eDirectoryに追加する (すでに追加されている場合は削除する )
ファイルおよびプログラムをインストールする場合は、このオプションを選択
します。ワークステーションオブジェクトは、アプリケーションまたはコン
ピュータの設定を受信するために eDirectoryで管理されます。

! ［デスクトップ管理サービススナップイン］: デスクトップ管理ツールおよび
ユーティリティを起動し、eDirectoryでデスクトップ管理オブジェクトのプ
ロパティページを表示して、これらのオブジェクトを参照したり設定できるよ
うに、ConsoleOneに追加機能をインストールする場合は、このオプションを
選択します。

注 : カスタム選択を実行するには、1つまたは複数のサーバを選択して右クリックし、ポップアップ

メニューを表示します。このポップアップメニューに表示されるオプションを使用して、選択したす

べてのサーバにデータベースサービス、インベントリサービス、またはイメージングサービスを追加

することできます。［デフォルト］オプションを使用すると、選択内容を最初の状態に戻すことができ

ます。［カスタム選択］では、選択したすべてのサーバの特定のコンポーネントを選択できる別のダイ

アログボックスが表示されます。ここでの選択は、すでに選択している内容よりも優先されます。
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9 (オプション )デフォルトでは、［前提条件チェック］チェックボックスが選択さ
れています。インストールプログラムで、1つまたは複数のサーバが ZENworksデ
スクトップ管理サービスのインストール要件を満たしているかどうかを確認する場
合は、選択内容を保存します。インストールプログラムでは、サーバのネットワー
クオペレーティングシステムのバージョン (必要なサービスまたはサポートパック
を含む )、Windowsサーバおよびインストールするワークステーション上の Novell 
Client (4.9 SP1a)の有無とバージョン、および ConsoleOne (1.3.6)の有無とバー
ジョンをチェックします。

サーバのオペレーティングシステムとサポート /サービスパックが適切なバージョ
ンでない場合は、警告メッセージが表示され、インストールは続行されません。警
告メッセージが表示されると、必要なソフトウェアがインストールされて検出され
るか、チェックボックスの選択を解除するまでインストールを続行することはでき
ません。

10 (ワークステーションインベントリまたはリモート管理が選択されている場合はオ
プション )［ファイルのインストール先］ページで、［選択されたサーバ］リスト
から 1つまたは複数のターゲットサーバを選択し、ワークステーションインベント
リ、またはリモート管理の各ファイルをインストールするボリュームまたはドライ
ブを参照するか入力します。デフォルトは、Novell NetWareサーバの場合は SYS、
Windowsサーバの場合は C:になります。

注 : ZENworks 6.5のワークステーションインベントリまたはリモート管理コンポーネントの以前のイ

ンストールがコンピュータで検出されると、既存のパスが淡色表示されます。今回のインストールで

は、すべてのファイルがその既存のパスにインストールされます。

11 (オプション )インベントリデータベースまたはデスクトップ管理データベースの
インストールを選択すると、［Database Location Installation(データベースロ
ケーションのインストール )］ページが表示されます。左のペインで以前に指定し
たサーバを選択し、［データベースへのパス］フィールドで、データベースファイ
ルをインストールするボリュームまたはドライブの名前を参照するか入力します。
［次へ］をクリックします。
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データベースサーバごとに別のボリュームまたはドライブを指定できます。たとえ
ば、NetWareサーバごとにボリューム名が異なっていても構いません。ただし、同
一のサーバにデータベースファイルの複数のインスタンスを設定することはできま
せん。各サーバで実行できるデータベースエンジンのインスタンスは 1つだけで
す。NetWareサーバの場合、このパスに 2バイト文字を指定することはできません。

注 : SYS:が、NetWareサーバの場合のデフォルトです。NetWareサーバでは SYS:を選択しないことを

お勧めします。データベースファイルが大きくなる場合があります。

12 (オプション )同じサーバへのインベントリサーバとインベントリデータベースの
インストールを選択すると、［インベントリのスタンドアロンの設定］ページが表
示されます。インストールプログラムで、サーバパッケージ内にサーバパッケージ
およびデータベースの場所ポリシーを自動的に作成し、サーバでインベントリサー
ビスを開始する場合は、［インベントリのスタンドアロンの設定］ページで設定を
行います。 

［スタンドアロンの設定］を選択し、共通のデータベースの場所の検索ポリシーを
選択します。このポリシーを含むサーバパッケージを作成および設定するツリーコ
ンテナの名前を入力するか参照し、［次へ］をクリックします。
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13 (オプション )［インベントリプロキシサービスの設定］ページで、XMLRPC要求を
インベントリプロキシサービスに渡すためのポートを持つ 1つまたは複数のサーバ
を選択します。次に、［プロキシポート］フィールドで、使用するポートを指定し
ます。

すべてのサーバに対して同じポート番号を設定するには、サーバをすべて選択しま
す。サーバを 1つずつ選択し、値を個別に定義することもできます。デフォルトの
ポート 65000を変更する場合は、0～ 65535の値を指定します。そのポート番号が
サーバ上の他のサービスで使用されていないことを確認してください。
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14［概要］ページで、インストールするコンポーネントとパーツのリストを見直しま
す。概要が正しければ、［完了］をクリックしてインストールプログラムを起動し
ます。

［戻る］をクリックすると、必要に応じて何度でも変更を加えることができます。

［キャンセル］をクリックすると、インストール情報は保存されません。

インストール完了後、インストールログファイルを確認できます。ログファイルの
名前は datestamp_timestamp_zdmserver_install.logになります (たとえば、
20040304_024034_zdmserver_install.log)。このファイルは、インストール元のコ
ンピュータの \novell\zfdtempディレクトリに保存されます。このログファイルに
は、コンポーネントのインストールが失敗したかどうかが示されます。

インストールの概要を見直し、選択した内容を確認することもできます。概要は、
datestamp_timestamp_zdmserver_installsummary.logという名前のログファイル
に保存されます (たとえば、20040304_024034_zdmserver_installsummary.log)。
このファイルも c:\novell\zfdtempにあります。

15 ConsoleOneで、Desktop Management Serverソフトウェアをインストールしたツ
リーとコンテナを選択し、［LDAPグループ］を右クリックします。次に、［プロパ
ティ］>［一般］の順にクリックし、［LDAP Group General(LDAP Group全般 )］を
選択します。

ZENworks Middle Tier Serverの認証ドメインとして機能する各サーバについて、
［TLSにパスワードの単純なバインドを要求する］の選択が解除されている必要が
あります。Desktop Management Serverをインストールした後で、このパラメータ
を設定する必要がある場合は、設定変更後に ZENworks Middle Tier Serverを必ず
再起動してください。

Active Directoryドメイン内の Windowsサーバにインストールする場合、Active 
Directoryではポート 389と 636を使用するため、認証ドメインとして使用する
サーバの LDAPグループオブジェクトを代替ポート番号を使用するように設定し
ます。

NetWareサーバでのインベントリデータベースオブジェクトの設定

CIFSをデフォルトのコンポーネントとして持つ NetWareサーバに Sybaseをインストー
ルする場合は、Inventory database_server_nameオブジェクトのサーバ IPアドレスま
たは DNS名が、Sybaseのインストール後に正しく設定されない場合があります。デー
タベースオブジェクトを正しく設定するには、次の手順に従います。

1 ConsoleOneを開き、インベントリデータベースオブジェクトをダブルクリックし
ます。

2 データベースオブジェクトの［ZENworksデータベース］ページで、インベントリ
データベースをインストールするサーバの IPアドレスまたは DNS名を入力します。
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ディレクトリスキーマが拡張されたかどうかの確認

デスクトップ管理サービスのインストール後に、ConsoleOneスキーママネージャツー
ルを使用して、インストールプログラムによってディレクトリスキーマが拡張された
かどうかを確認できます。デスクトップ管理サービスでスキーマが拡張されている場
合は、属性がリストに追加されます。

1 ConsoleOneで、［ツール］>［スキーママネージャ］の順にクリックします。

2［属性］をクリックして、スキーマ属性のリストを開きます。

Desktop Management Serverをインストールする場合は、次の属性を確認します。

zenlocZFD65Installed

必要なデスクトップポリシーのセットアップ

ZENworks Desktop Managementでは、eDirectoryツリーに、後で設定および有効化でき
るデスクトップポリシーを保持するポリシーパッケージが必要です。

この節では、デスクトップポリシーをセットアップするために必要な情報を紹介します。

! 65 ページの ｢ポリシーパッケージの作成｣

! 66 ページの ｢ワークステーションインポートポリシーのセットアップ｣

ZENworksをテストインストールした後の運用環境で、各コンポーネントを適切に動作
させるために必要なポリシーを追加できます。

ワークステーションインベントリをインストールしている場合は、次に示すように、
いくつかのデスクトップ管理ポリシーを設定する必要があります。

! 66 ページの ｢データベース場所ポリシーの設定｣

! 68 ページの ｢ワークステーションインベントリポリシーの設定｣

重要 : Desktop Management Serverのインストール中に Sybaseをインストールするように選択した場合は、
［インベントリのスタンドアロンの設定］ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスで

［スタンドアロンの設定］を選択すると、インストールで自動的にサーバパッケージが作成されます。デー
タベースの場所ポリシーが作成および設定され、インベントリサービスが開始されます。Desktop 
Management Serverのインストールが完了したら、ワークステーションインベントリポリシーを作成および

設定する必要があります。詳細については、68 ページの ｢ワークステーションインベントリポリシーの設
定｣を参照してください。

60 ページのステップ 11で［インベントリのスタンドアロンの設定］ページのオプションを設定した場合
は、インストールプログラムにより、サーバと同じ OU(部門 )にサーバパッケージがすでに作成されていま

す。別のサーバパッケージを作成しようとすると、サーバパッケージが同じ OUの別のサーバパッケージと
競合することを示すメッセージが表示されます。

運用環境にワークステーションインベントリをインストールする場合は、『ZENworks 
6.5 Desktop Management管理ガイド』を参照して、設定するポリシーについて確認し
てください。

必要なポリシーを設定した後、Inventoryサービスを手動で開始する必要があります。 

NetWareインベントリサーバ上でインベントリサービスを手動で開始するには 

1 サーバコンソールのプロンプトで「startinv」と入力します。

Windows 2000インベントリサーバ上でインベントリサービスを手動で開始するには

1 コントロールパネルで［管理ツール］>［サービス］の順にダブルクリックします。

2［Novell Inventory Service］を選択し、［開始］をクリックします。
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Inventory Serviceを起動した後に、Inventory Serviceが稼動していることを確認し
ます。すべてのサービスを一覧表示するには、インベントリサーバコンソールのプロ
ンプトで「ListSer *」と入力します。Inventory Serviceが稼働していない場合、
サーバステータスログをチェックします。サーバステータスログの詳細については、
『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』を参照してください。

ポリシーパッケージの作成

ポリシーパッケージには、ユーザまたはユーザワークステーションの使用規則や環境
設定が指定されている個々の Windowsデスクトップポリシーが保持されます。ポリ
シーパッケージを保持する部門 (OU)を作成する必要があります。この OUを配置する
場所を決定するときは、次の点に考慮してください。

! ツリー内にパーティションがあるかどうか

! eDirectory内の完全識別名の 256文字までの制限

! ポリシーパッケージを見つけるための検索ポリシーの使用方法

ツリー内を効率よく検索するために、ポリシーパッケージの関連付け先になるオブ
ジェクトを含んだパーティションのルートに、このポリシーパッケージ OUを作成する
ことをお勧めします。これにより、次の利点が得られます。

! パーティションのルートと検索ポリシーを使用すると、ツリー内の検索効率が高ま
ります。

! パーティションのルートに OUを配置することで、複数ポリシーの命名で使用できる
文字数が最大になります。

ポリシーパッケージを作成するには

注 : 部門 (OU)を作成してポリシーを保持できます。そのためには、ConsoleOneで、OUを配置するコンテ
ナを右クリックし、［新規］>［オブジェクト］>［部門］>［OK］の順にクリックします。次に、コンテナ

に、「デスクトップポリシー」などの短い名前を付けます。

1 ポリシーパッケージを配置するコンテナを右クリックし、［新規］>［ポリシーパッ
ケージ］の順にクリックします。

2 次のいずれかのポリシーパッケージを選択します。

Container Package

Server Package

Service Location Package

ユーザパッケージ

ワークステーションパッケージ

3［次へ］をクリックし、パッケージに短い名前を付けます。［次へ］をクリックし、
［別のポリシーパッケージを作成］をクリックします。パッケージをすべて作成し
た後で、［完了］をクリックします。

パッケージの短い名前として、次のような名前を付けることができます。

Container

サーバ

場所

ユーザ

ワークステーション

4 作成するポリシーパッケージごとに、ステップ 1からステップ 3を繰り返します。
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ワークステーションインポートポリシーのセットアップ

Desktop Managementをインストールしたサーバがワークステーションをインポートでき
るように、Desktop Managementでワークステーションインポートポリシーが必要です。

インポートポリシーを有効にするには

1 ConsoleOneで、サーバパッケージを右クリックし、［プロパティ］をクリックし
ます。

2［使用可能］列の下にあるインポートポリシーのチェックボックスを選択します。
この操作により、ポリシーが選択されると同時に有効になります。

3［プロパティ］をクリックして［コンテナ］ページを表示します。

4［プラットフォーム］タブの下向き矢印をクリックし、目的のプラットフォームを
選択します。

5［ワークステーションオブジェクトの作成先］ドロップダウンリストでオプション
を選択し、ワークステーションオブジェクトを保存するコンテナを指定します。

6［OK］をクリックします。

7［関連付け］タブをクリックし、［追加］をクリックします。Desktop Management
をインストールするサーバを参照し、［OK］をクリックしてサーバを［関連付け］
リストに追加します。

8［関連付け］リストでインポートポリシーを関連付けるサーバを選択し、［適用］を
クリックします。次に、［閉じる］をクリックします。

データベース場所ポリシーの設定

データベース場所ポリシーには、Inventoryデータベースの場所が含まれています。
Databaseオブジェクトを、Service Location Packageを使用して Inventory Service
オブジェクトが置かれているコンテナに、または Server Packageを使用して
Inventoryサーバに関連付けることができます。

注 : SLPのプロパティパッケージとサーバパッケージの両方を設定する場合、サーバパッケージの設定は

SLPのプロパティパッケージの設定によって上書きされます。

Databaseオブジェクトを Inventory Serviceオブジェクトが置かれているコンテナに
関連付けるには

1 ConsoleOneで、［SLPのプロパティパッケージ］を右クリックし、［プロパティ］、
［ポリシー］ページの順にクリックします。 

2［Enabled］列の下にある ZENworksデータベースポリシーのチェックボックスをオ
ンにします。

3［Properties］をクリックして［Inventory Management］ページを表示します。

4 インベントリデータベースオブジェクトの DN (Inventory database_server_name)
を参照して選択し、［OK］をクリックします。 

Sybaseデータベースでは、eDirectoryがインストールされていない Windows 2000
サーバにインストールする場合を除いて、ワークステーションインベントリのイン
ストール中にデータベースオブジェクトが自動的に作成されます。データベースオ
ブジェクトを手動で作成する場合は、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイ
ド』の「ワークステーションインベントリ」を参照してください。
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Oracleデータベースでは、データベースオブジェクトを作成した後、そのオブ
ジェクトを設定する必要があります。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop 
Management管理ガイド』の「ワークステーションインベントリ」を参照してくだ
さい。

MS SQLデータベースでは、データベースオブジェクトを設定する必要があります。
詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークス
テーションインベントリ」を参照してください。

重要 : データベースオブジェクトに設定されたデータベースサーバの DNS名が有効であることを確認

します。DNS名が無効である場合、データベースオブジェクトの［Property］ページで適切なデータ

ベースサーバの IPアドレスを選択する必要があります。

データベースサーバの IPアドレスを選択するには

4a ConsoleOneでデータベースオブジェクトを右クリックし、［プロパティ］をク
リックして［ZENworksデータベース］ページを表示します。

4b［サーバの IPアドレスまたは DNS名］フィールドで、適切な IPアドレスを選
択します。

4c［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

5［OK］をクリックします。

6［Associations］タブをクリックし、［Add］をクリックします。

7 Inventory Serviceオブジェクトが置かれているコンテナを参照して選択し、［OK］
をクリックします。

8［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

Databaseオブジェクトを Inventoryサーバに関連付けるには

1 ConsoleOneで、サーバパッケージを右クリックし、［プロパティ］、［ポリシー］
ページの順にクリックします。 

2［Enabled］列の下にある ZENworksデータベースポリシーのチェックボックスをオ
ンにします。

3［Properties］をクリックして［Inventory Management］ページを表示します。

4 インベントリデータベースオブジェクトの DN (Inventory database_server_name)
を参照して選択し、［OK］をクリックします。 

Sybaseデータベースでは、eDirectoryがインストールされていない Windows 2000
サーバにインストールする場合を除いて、ワークステーションインベントリのイン
ストール中にデータベースオブジェクトが自動的に作成されます。データベースオ
ブジェクトを手動で作成する場合は、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイ
ド』の「ワークステーションインベントリ」を参照してください。

Oracleデータベースでは、データベースオブジェクトを作成した後、そのオブ
ジェクトを設定する必要があります。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop 
Management管理ガイド』の「ワークステーションインベントリ」を参照してくだ
さい。

MS SQLデータベースでは、データベースオブジェクトを設定する必要があります。
詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークス
テーションインベントリ」を参照してください。

重要 : データベースオブジェクトに設定されたデータベースサーバの DNS名が有効であることを確認

します。DNS名が無効である場合、データベースオブジェクトの［Property］ページで適切なデータ

ベースサーバの IPアドレスを選択する必要があります。
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データベースサーバの IPアドレスを選択するには

4a ConsoleOneでデータベースオブジェクトを右クリックし、［プロパティ］をク
リックして［ZENworksデータベース］ページを表示します。

4b［サーバの IPアドレスまたは DNS名］フィールドで、適切な IPアドレスを選
択します。

4c［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

5［OK］をクリックします。

6［Associations］タブをクリックし、［Add］をクリックします。

7 Inventoryサーバオブジェクトを参照して選択し、［OK］をクリックします。

8［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

注 : Inventoryポリシーを変更するか、またはオブジェクトを設定する場合は、常に Inventory Serviceを
停止します。オブジェクトのポリシーおよびプロパティを設定します。Inventory Serviceを再開します。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』を参照してください。

ワークステーションインベントリポリシーの設定

1 ConsoleOneで、ワークステーションパッケージを右クリックし、［プロパティ］>
［ポリシー］ページの順にクリックします。

2［ポリシー］タブをクリックし、設定するプラットフォームをドロップダウンリス
トで選択し、選択したプラットフォームのポリシーを有効にします。利用可能なプ
ラットフォームは、Windows 9x、Windows NT、Windows 2000、または Windows XP
です。

3［使用可能］列の下にあるワークステーションインベントリポリシーのチェック
ボックスを選択します。 

4［プロパティ］をクリックし、［ワークステーションインベントリポリシー］ページ
を表示します。

5［一般］ページで、次の設定を行います。

5a インベントリサービスオブジェクトの DNを参照して選択します。

5b デルタスキャン数を指定します。デルタスキャンの後でフルスキャンが実行さ
れます。

6 (オプション )インベントリスキャンをカスタマイズします。

6a［ハードウェアスキャン］タブをクリックして、次の設定を指定します。

［Enable DMI Scan］: ［DMIスキャンを有効にする］オプションを選択して、
インベントリ対象ワークステーションの DMI (Desktop Management Interface)
からハードウェアデータのスキャンを追加します。

［Enable WMI Scan］: ［WMIスキャンを有効にする］オプションを選択して、
インベントリ対象ワークステーションの Microsoft WMI (Windows Management 
Instrumentation)からハードウェアデータの WMIスキャンを追加します。

Enable Custom Scanning(カスタムスキャンを有効にする ): このオプションを
選択して、インベントリ対象ワークステーションのカスタムスキャンを追加し
ます。カスタムスキャンを実行する前に、カスタムスキャン実行可能ファイル
の名前を入力する必要があります。

カスタム属性エディタ : このボタンをクリックして、カスタム属性のリストを
指定します。必要に応じてリストを修正します。
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6b ZENworks for Desktops 3.2、ZENworks for Desktops 4、または ZENworks for 
Desktops 4.0.1がインストールされている Windowsインベントリ対象ワークス
テーションのソフトウェアスキャン設定をカスタマイズするには、［ソフト
ウェアスキャン］タブをクリックして、次の設定を実行します。

重要 :  ZENworks 6.5 Desktop Managementがインストールされているインベントリ対象ワークス

テーションでは、設定を行わないでください。

［Enable Software Scan］:インベントリポリシーに関連付けられたインベント
リ対象ワークステーションのソフトウェアスキャンを有効にします。スキャン
プログラムは、インベントリ対象ワークステーションのソフトウェア情報を収
集し、インベントリデータベースに保存します。

［Custom Scan Editor］:アプリケーションの詳細情報のリストをカスタマイズ
して、インベントリ対象ワークステーションをスキャンできます。インベント
リスキャナは、カスタムスキャンエディタに示されるアプリケーションの詳細
情報をスキャンします。 

たとえば、カスタムスキャンエディタで次の詳細を指定します。ベンダ名
=Microsoft; 製品名 =Microsoft Office; 製品バージョン =10.0; ファイル名
=winword.exe; ファイルサイズ =1 MB。この場合、インベントリスキャナはイ
ンベントリ対象ワークステーションで、サイズが 1MBの winword.exeファイル
をスキャンします。このファイルが見つかった場合、Inventoryデータベース
に "winword.exe;1 MB"について "Microsoft;Microsoft Office;10.0"が格納
されます。

［Product Identification Number］: インベントリ対象ワークステーションに
インストールされた、Microsoftアプリケーションの製品識別情報をスキャン
できます。 

Product Location(製品の場所 ): インベントリ対象ワークステーションにイ
ンストールされたアプリケーションのフルパスをスキャンできます。

カスタムスキャンのみ実行する : カスタムスキャンエディタで選択された、カ
スタマイズされたソフトウェアアプリケーションだけをスキャンします。

6c［設定エディタ］タブをクリックします。必要に応じて、次の .iniファイルの
設定を変更します。

! SWRules: ZENworks for Desktops 3.2、ZENworks for Desktops 4、または
ZENworks for Desktops 4.0.1をインストールした、インベントリ対象の
Windowsワークステーションの SWRulesファイルを設定します。ZENworks 
6.5 Desktop Managementがインストールされているインベントリ対象ワー
クステーションでは、ファイルを設定しないでください。

この SWRulesファイルを使用して、ベンダおよび製品のソフトウェアス
キャン情報をカスタマイズします。このファイルの設定方法に関する詳細
については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワーク
ステーションインベントリ」にある「ZENworks for Desktops 4.Xとインベ
ントリ対象ワークステーションの以前のバージョンをスキャンするソフト
ウェアインベントリ情報のカスタマイズ」を参照してください。

! Asset Information: このファイルを使用して、DMI(Desktop Management 
Interface)からベンダ固有の情報をスキャンします。このファイルの設定
方法に関する詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガ
イド』の「ワークステーションインベントリ」にある「DMIを使ったベン
ダ固有の資産情報のスキャン」を参照してください。
ZENworks Desktop Management Serverのインストール 69



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
! Zipped Names: このファイルを使用して、Jaz*および Zip*ドライブのハー
ドウェアスキャンをカスタマイズします。このファイルの設定方法に関す
る詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の
「ワークステーションインベントリ」にある「Jaz、Zip、およびフロッ
ピードライブのベンダのハードウェアスキャン情報のカスタマイズ」を参
照してください。

! IBM Names(IBMの名前 ):このファイルを使用して、IBMコンピュータのモデ
ルをスキャンします。このファイルの設定方法に関する詳細については、
『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステーション
インベントリ」の「IBMコンピュータモデルのスキャン」を参照してくだ
さい。

! HWRules: このファイルを使用して、モニタの公称サイズをカスタマイズし
ます。HWRules .iniファイルの設定方法に関する詳細については、
『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステーション
インベントリ」にある「モニタのサイズに関するハードウェア情報のカス
タマイズ」を参照してください。

7［Apply］をクリックします。

8［ポリシースケジュール］タブをクリックします。 

9 インベントリ対象ワークステーションのスキャンをスケジュールするために必要な
設定を変更し、［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

10［Associations］タブをクリックし、［Add］をクリックします。 

11 インベントリ対象ワークステーションが登録されているコンテナオブジェクトを参
照して選択し、［OK］をクリックします。

12［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

13 ConsoleOneで、インベントリサービスオブジェクト (Inventory 
Service_server_name)を右クリックし、［プロパティ］をクリックします。次に、
［インベントリサービスオブジェクト］タブをクリックします。

14［コンピュータのスキャンを有効にする］が選択されていることを確認し、［OK］を
クリックします。

自動ワークステーションインポートのセットアップ

次の手順では、自動ワークステーションインポートのインストール時に［インポート］
または［インポート /削除］オプションが選択されていることを前提とします。

1 自動ワークステーションインポートで使用する DNS名をセットアップします。

DNSエントリまたはローカル hostsファイルのエントリのいずれかを使用できま
す。www.novell.comは、DNS名の例です。

次に、自動ワークステーションインポートの hostsファイルに追加するテキストの
例を示します。

151.155.155.55 zenwsimport

この例では、TCP/IPアドレスは、自動ワークステーションインポートサービス
(Automatic Workstation Import service)を実行するサーバのアドレスです。
�zenwsimport�はサーバ名ではなく、この TCP/IPアドレスに解決される DNS名です。
つまり、zenwsimportは、自動ワークステーションインポートサービスを実行して
いるサーバを識別するためのラベルです。
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Windows 98の場合、hostsファイルは次の場所にあります。

Win98_drive:\Win98_directory\hosts

重要 : Windowsのデフォルトのホストファイル名は hosts.samです。独自のホストファイルに名前を付

ける場合、拡張子 .samを使用しないでください。hosts.samを hostsという名前に変更するか、

hosts.samをコピーして、コピー後のファイル名を変更します。Windows 95の場合、デフォルト設定

では、ファイル名の拡張子が既知の種類である場合に、その拡張子が表示されないようになっていま

す。そのため、hosts.samファイルを hostsという名前に正しく変更するためには、ファイル名の拡張

子を表示するように設定する必要があります。

Windows NT/2000の場合、hostsファイルは次の場所にあります。

WinNT-2K_drive:\WinNT-2K_directory\system32\drivers\etc\hosts

hostsはファイル名です。フォルダ名ではありません。

2 DNS名または TCP/IPアドレスを確認するには、ワークステーションのコマンドプ
ロンプトで次のように入力します。

ping zenwsimport

3 最新の Novell Clientまたはデスクトップ管理エージェントでインポートする各
ワークステーションを更新します。 

これは、Workstation Managerをワークステーションに配置するために必要な操作
です。

Workstation Managerがワークステーションにインストールされると、
Workstation Managerのスケジューラ部分が開始され、スケジューラサービス
(Scheduler service)の開始時 (98/NT/2000/XP)またはユーザのログイン時 (98/
NT/2000/XP)に自動的にワークステーションの登録が行われます。

4 NetWareサーバで自動ワークステーションインポートが動作していることを確認す
るには、(Ctrl)+(ESC)を押して、［ZENworksワークステーションインポート］画面
を検索します。

または

Windows NT/2000サーバで自動ワークステーションインポートが実行されているこ
とを確認するには、サービスの一覧に次のサービスが含まれていることを確認しま
す。

ZENworks Workstation Import

5 自動ワークステーションインポートが実行されていない場合は、サーバを再起動し
ます。

ODBCドライバのインストール

インベントリレポートを実行する前に、次の点を確認します。

" ConsoleOneを実行しているコンピュータに、Sybase、Oracle、または MS SQL用の適
切な ODBCクライアントがインストールされていることを確認します。ODBCドライ
バは、インベントリレポートを起動したときに自動的にコンピュータに設定され
ます。
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Sybaseデータベース向けの ODBCドライバをインストールするには

1. Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDの \database driversディレクトリを開
きます。

2. \database driversディレクトリに収録されている ODBCreadme.txtファイルの
指示に従います。この指示を実行することにより、Sybaseデータベースのアド
レスを設定し、接続を確立することができます。

Oracleの場合、ODBC用の適切なクライアントをインストールする必要があります。
たとえば、Oracle 8iインベントリデータベースの場合、Oracle 8iクライアント
をインストールします。これは、インベントリレポートが、それ以前、またはそれ
以降のバージョンのクライアントに対して互換性を持っていないためです。

MS SQLの場合、クライアントは、すべての Microsoft Windowsオペレーティングシ
ステムで利用できます。 

" Crystal Reportsを実行する Windows NTコンピュータには、最低でも MDAC 2.6 SP1 
(Microsoft Data Access Component)を個別にインストールする必要があります。
ご自分のコンピュータにインストールされている MDACのバージョンを確認します。
［コントロール パネル］>［ODBC データ ソース］の順に選択し、［バージョン情
報］タブペインを選択します。最低限必要なバージョンは 3.520.7326.0です。使
用しているバージョンが最低要件を満たしていない場合、ODBCのコアコンポーネ
ントを Microsoftサイト (http://microsoft.com/data/download.htm)からダウン
ロードしてアップグレードする必要があります。
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8 ZENworks Middle Tier Serverのインストール

この節では、次の情報について紹介します。

! 73 ページの ｢ ZENworks Middle Tier Serverのインストール手順｣

! 93 ページの ｢ Middle Tierプロキシのユーザアカウントに必要な権利｣

! 94 ページの ｢ NetWare 6 ZENworks Middle Tier Serverにおける Autoexec.ncfの
編集｣

ZENworks Middle Tier Serverのインストール手順

インストールに関するハードウェアとソフトウェアの要件および前提条件 (39 ページ
の ｢ ZENworks Middle Tier Serverのインストール条件｣を参照 )を満たしている場合
は、次の手順を実行して、ZENworks® Middle Tier Serverをインストールし、
NetWare®または Windowsサーバで実行します。

1 Windows 2000/XPワークステーション (または Windows 2000/2003サーバ )を選択
して、Middle Tier Serverのインストールプログラムを実行します。このワークス
テーションまたはサーバは、インストールするワークステーションの要件を満たし
ている必要があります。詳細については、29 ページの ｢インストールに使用する
Workstationの条件｣を参照してください。

2 Windowsワークステーションに、Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを挿
入します。 

ZENworks Desktop Management ISOファイルをコピーしたディレクトリの場所から
インストールを実行する場合は、winsetup.exeを実行する場所と同じ場所にすべ
てのファイルがコピーされていることを確認してください。

重要 : インストール中に、CDドライブから Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを取り出し
たり、インストール先のサーバとの接続が切れたりすると、インストールプログラムは停止して先に

進みません。インストール処理を終了するには、Windowsのタスクマネージャで［プロセス］をクリッ

クし、［javaw.exe］を選択して［プロセスの終了］をクリックします。

winsetup.exeプログラムが自動的に実行されます。プログラムが自動的に実行さ
れない場合は、CDのルートから手動で起動します。
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3［デスクトップ管理］をクリックして、さまざまな言語でインストールするオプ
ションがあるページを表示します。

4［日本語］をクリックし、Desktop Managementインストールオプションのページを
表示します。

5［Middle Tier Server］をクリックし、Middle Tier Serverのインストールプログ
ラムを起動します。

6 最初のインストールページで、インストールプログラムの実行に関する詳細を読
み、［次へ］をクリックします。
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7 ライセンス契約書を読み、条項に同意する場合は［受諾］をクリックします。 

使用許諾契約の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしないで
ください。

8［Installation Requirements(インストール要件 )］ページで、Middle Tier 
Serverソフトウェアのインストール要件の一覧を読み、インストール先のサーバ
が要件を満たしていることを確認して［次へ］をクリックします。

9［eDirectoryの場所およびアカウント情報］ページで、次のフィールドに入力し
ます。

［DNS/IPアドレス］: eDirectoryをインストールするサーバの DNS名または IPア
ドレスを指定します。

［ユーザ名 (完全 DN)］:Middle Tierプロキシユーザアカウントの完全修飾識別ユー
ザ名を指定します (例 : midtier-proxy.org-unit.org)。これらのアカウント情報
を確実に安全に保つために、特定の管理権限を持つ任意のユーザを設定できます。

必要な権限については、93 ページの ｢ Middle Tierプロキシのユーザアカウントに
必要な権利｣を参照してください。

［Password］: Middle Tierプロキシユーザの eDirectoryパスワードを指定します。

10［ZENworksユーザコンテキスト］ページ (［ユーザコンテキスト］フィールド )で、
Desktop Managementによって使用されるユーザオブジェクトを Middle Tier 
Serverが検索する、eDirectoryコンテキストを指定します。

ユーザオブジェクトが常駐する最上位のコンテナのコンテキストを使用する必要が
あります。この値は ZENworks Middle Tier Serverに渡されます。ZENworks Middle 
Tier Serverでは、ユーザ検索時の開始ポイントとしてこの値を使用します。
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たとえば、ユーザが多くのサブコンテナに存在している場合は、これらのサブコン
テナすべてを保持するコンテナのコンテキストを指定します。ユーザが ZENworks 
Middle Tier Serverを通じてログインすると、サーバは指定された eDirectoryコ
ンテナでユーザの検索を開始し、適切なユーザが見つかるまで指定したコンテナの
サブコンテナを検索します。

このインストールで指定する Middle Tier Serverの場合、現在設定済みの認証ド
メイン (NetStorage用に設定された認証ドメインなど )は、ここで指定したコンテ
キストを持つ 1つの認証ドメインに置き換えられます。

インストール後に、NSAdminユーティリティを使用して、この認証ドメインのコン
テキストを再設定することができます。このユーティリティは Webブラウザで開く
ことができます (http://middle_tier_server_name/oneNet/nsadmin)。

注 : インストールプログラムによってコンテキスト (コンテナ )の存在が確認されると、インストー

ルが続行されます。

11［ZENworksファイルの場所］ページで、ZENworksで管理するアプリケーションおよ
びポリシーファイルにアクセスするためのネットワークの場所を選択します。

ZENworks Middle Tier Serverでは、ネットワーク上の他の場所にインストールさ
れた ZENworksファイルにアクセスする必要があります。ZENworks管理者として、
配布用のポリシーまたはアプリケーションの作成時に、これらのファイルの場所を
定義します。このページで提供する情報は、Middle Tier Serverが別のファイルシ
ステムへのアクセス方法を決定する際に使用されます。ZENworksファイルをまだ
作成していなくても、この決定は現在のインストールに必要です。

! ZENworksの管理対象アプリケーションおよびポリシーファイルを NetWareサー
バにだけ配置する場合は、1番目のオプションボタンを選択します。

! ZENworksで管理するアプリケーションおよびポリシーファイルの一部、または
すべてを Microsoft Windowsサーバ上に配置する場合は、2つ目のオプション
ボタンを選択します。
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ZENworksファイルを Windowsファイルシステムに配置する場合、Middle Tier 
Serverは Novell eDirectoryのユーザ名とパスワードを使用してこれらのファイ
ルにアクセスすることができません。これらのファイルにアクセスするには、
Windowsドメインのアカウント情報が必要です。

ドメインに属していないサーバ上にファイルを配置する場合は、サーバ固有のアカ
ウント情報を入力します。

［ドメインユーザ名］

ZENworksファイルの場所に対する Windowsファイルシステム権限を持つ、
Microsoftドメイン内の任意のユーザのユーザ名を指定します。

［パスワード］

ZENworksファイルに対するファイルシステム権限を持つ、Microsoftドメイン内の
ユーザのパスワードを指定します。

［パスワードの確認］

正しいパスワードが入力されたことを確認するために同じパスワードを指定します。

12［サーバ選択］ページで、Middle Tier Serverとして機能するターゲットサーバの
リストを作成する必要があります。［サーバの追加］ボタンを使用すると、サーバ
を検索してリストに追加するダイアログボックスが表示されます。［サーバの削除］
ボタンを使用すると、追加したサーバをターゲットリストから削除することができ
ます。［サーバの追加］をクリックします。
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13 (オプション )［前提条件チェック］はデフォルトで選択されています。インス
トールプログラムで、1つまたは複数のサーバが ZENworks Middle Tier Serversの
インストール要件を満たしているかどうかを確認する場合は、選択されたままにし
ます。

インストールプログラムは、以前にインストールされた Middle Tier Serverソフ
トウェアのバージョン、サーバのネットワークオペレーティングシステム (必要な
サービスまたはサポートパックを含む )、Windowsサーバ上の IIS Webサーバの有
無とバージョン、NetWareサーバ上の適切な Webサーバの有無とバージョン、および
ターゲットサーバ上の NetStorage (2.6.0)の有無とバージョンをチェックします。

サーバのオペレーティングシステムとサポート /サービスパックが適切なバージョ
ンでない場合、警告メッセージが表示されますが、インストールは続行できます。
他の要件が満たされていない場合には警告が表示され、必要なソフトウェアがイン
ストールされて検出されるまでインストールは続行されません。

14［サーバの追加］ダイアログボックスで、［サーバのリスト基準］ドロップダウンリ
ストを開き、Novell eDirectoryのツリー、Microsoft Windows Networkの構造、
または Microsoft Active Directoryのツリー内の場所に基づいてサーバを一覧表
示するオプションを表示します。

インストール中に、ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアを複数のサーバに
インストールできます。サーバをリストに追加したら、［OK］をクリックします。

14a (eDirectoryツリーのサーバをリストに表示する場合 )［サーバのリスト基準］
ドロップダウンボックスで［eDirectoryツリー］を選択し、現在認証されて
いるすべての eDirectoryツリーを表示します。次に、ツリーを参照して目的
のサーバまで移動し、右方向矢印ボタンをクリックしてサーバを［選択された
サーバ］リストボックスに移動します。
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このダイアログボックスには、次のオプションも含まれています。

! ［リストされていないツリーの参照］をクリックすると、ダイアログボッ
クスにネットワーク上のすべてのツリーを表示できます。これらのツリー
のいずれかをダブルクリックすると、認証されていないツリーでも、［使
用可能なサーバ］リストに追加されます。

! ［ホスト名 /IPアドレスを使用してサーバを追加する］フィールドに、サー
バのホスト名または IPアドレスを指定できます。入力する値は、サーバ
の名前に解決可能である必要があります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］
リストに追加します。

! 認証されていないサーバを選択した場合は、ツリーの eDirectoryアカウン
ト情報を入力するように要求されます。

! ［全サーバの追加］をクリックすると、認証が完了するときに、選択した
ツリーまたはコンテナのすべてのサーバが追加されます。上位レベルのコ
ンテナを選択すると、そのコンテナのサーバすべてと、下位のコンテナに
あるすべてのサーバが選択されます。

! サーバを［選択されたサーバ］ボックスから削除して［使用可能なサー
バ］リストボックスに戻すには、［選択されたサーバ］ボックスでサーバ
名をクリックし、左方向矢印ボタンをクリックします。［選択されたサー
バ］から複数のサーバを削除するには、<Shift>または <Ctrl>キーを押し
ながらサーバを選択します。

14b (Microsoft Windowsネットワーク構造のサーバをリストに表示する場合 )
［サーバのリスト基準］ドロップダウンリストで［Microsoft Windowsネット
ワーク］を選択し、現在認証されているすべての Windowsワークグループと
Microsoftドメインを一覧表示します。構造を参照してサーバを選択し、二重
の右向き矢印をクリックして、［選択されたサーバ］リストに移動します。
ZENworks Middle Tier Serverのインストール 79



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
このダイアログボックスには、次のオプションも含まれています。

! ［選択されたサーバ］リストにサーバを追加するには、サーバの管理ユー
ザである必要があります。サーバで認証されていない場合は、オブジェク
トに疑問符のマークが表示されます。サーバが ZENworks 6.5 Desktop 
Managementでサポートされているサーバプラットフォームの場合、疑問符
のマークをダブルクリックしてサーバに対する認証を実行し、二重の右向
き矢印をクリックしてサーバを［選択されたサーバ］リストに移動するこ
とができます。

! Windowsサーバ上にある ZENworksファイルは、NetWareにインストールされ
た Middle Tier Serverから取得することができないため、Microsoftドメ
イン内のサーバの一覧を表示するときに、NetWareサーバは一覧に表示さ
れません。

! ［ホスト名 /IPアドレスを使用してサーバを追加する］フィールドに、サー
バのホスト名または IPアドレスを指定できます。入力する値は、指定し
た動作環境にあるサーバの名前に解決できる必要があります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］
リストに追加します。

Windowsサーバの複数のサーバ名のエイリアスを使用する場合、最初のエ
イリアスは Windowsサーバの物理名であることが必要です。

! サーバの認証用に指定したアカウント情報(ステップ 11を参照)が管理アカ
ウントではない場合、サーバをターゲットサーバとして追加することはで
きますが、［サーバの追加］ダイアログボックスを閉じるときに管理アカ
ウントの再入力を求められます。

! 選択したドメインまたはワークグループ内のすべてのサーバを追加するに
は、［全サーバの追加］をクリックします。ドメインまたはワークグルー
プを選択すると、そのドメインまたはワークグループ内の認証済みサーバ
のすべてが選択されます。
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! ［選択されたサーバ］リストからサーバを削除し、［使用可能なサーバ］リ
ストに戻すには、［選択されたサーバ］リストでサーバ名をクリックし、
二重の左向き矢印をクリックします。［選択されたサーバ］から複数の
サーバを削除するには、<Shift>または <Ctrl>キーを押しながらサーバを
選択します。

14c (Microsoft Active Directoryでサーバを一覧表示する場合 )［サーバのリスト
基準］ドロップダウンリストで、［Microsoft Active Directory］を選択しま
す。ワークステーションが Active Directoryのメンバーの場合、Active 
Directoryのツリー内のドメインが表示されます。Active Directoryで (ドメ
インごとに )リスト表示されるすべてのサーバを参照し、目的のサーバへの構
造を参照します。次に、二重の右向き矢印をクリックして、サーバを［選択さ
れたサーバ］リストに移動することができます。

このダイアログボックスには、次のオプションも含まれています。

! ［リストされていないツリーの参照］をクリックして、追加するドメイン
名の指定が可能なダイアログボックスを開きます。そして、［サーバのリ
スト基準］ドロップダウンリストにサーバを表示する前に、適切なアカウ
ントを使ってサーバへの認証を実行することができます。

! ［ホスト名 /IPアドレスを使用してサーバを追加する］フィールドに、サー
バのホスト名または IPアドレスを指定できます。入力する値は、指定し
た動作環境にあるサーバの名前に解決できる必要があります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］
リストに追加します。
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! ドメインオブジェクトを右クリックし、次の 3種類の検索方法のいずれか
を選択します。

［検索基準の場所］:ドメインのルートにあるコンピュータとドメインコン
トローラを一覧表示します。これはデフォルトの検索方法です。

［ディレクトリ全体の検索］: コンピュータが配置されているすべてのディ
レクトリコンテナを一覧表示します。

［ディレクトリ階層の参照］:ディレクトリ内のすべてのコンテナを一覧表
示します。コンテナを１つずつ展開して、目的のコンピュータを探すこと
ができます。大規模なディレクトリの検索基準以外の場所にコンピュータ
がある場合、この検索方法が役立ちます。

! ［全サーバの追加］をクリックして、選択したドメインまたはコンテナの
すべてのサーバを追加します。ドメインまたはコンテナを選択すると、そ
のドメインまたはコンテナ内のすべてのサーバが選択されます。

! サーバを［選択されたサーバ］ボックスから削除して［使用可能なサー
バ］リストボックスに戻すには、［選択されたサーバ］ボックスでサーバ
名をクリックし、左方向矢印ボタンをクリックします。［選択されたサー
バ］から複数のサーバを削除するには、<Shift>または <Ctrl>キーを押し
ながらサーバを選択します。

15［概要］ページで、ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアおよび関連付ける
Desktop Management Serverのインストール先として選択した場所を確認します。
概要が正しければ、［完了］をクリックしてインストール処理を開始します。

Middle Tier Serverインストールウィザードは、別のインストールプログラムを起
動します。このプログラムが完了するのを待ちます。

重要 : インストール完了後、インストールログファイルを確認できます。ログファイルの名前は

datestamp_timestamp_zdmmidtier_install.logになります (たとえば、

20040304_024034_zdmmidtier_install.log)。このファイルは、インストール元のコンピュータの

\novell\zfdtempディレクトリに保存されます。このログファイルには、コンポーネントのインストー

ルが失敗したかどうかが示されます。

インストールの概要を見直し、選択した内容を確認することもできます。概要は、

datestamp_timestamp_zdmmidtier_installsummary.logという名前のログファイルに保存されます (た

とえば、20040304_024034_zdmmidtier_installsummary.log)。このファイルも c:\novell\zfdtempに

あります。

16 Desktop Management Serverの eDirectoryを対象とする ConsoleOneで、クリアテ
キストパスワードを許可するように Desktop Management Serverを設定しているこ
とを確認します。詳細については、63 ページのステップ 15を参照してください。 

17 (NetWare 6のインストールのみ )NetWare 6 ZENworks Middle Tier Server上の
autoexec.ncfファイルを編集して、Apache Web Serverのロードとバインドが正常
に行われるようにします。詳細については、94 ページの ｢ NetWare 6 ZENworks 
Middle Tier Serverにおける Autoexec.ncfの編集｣を参照してください。

18 ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアをインストールしたサーバを再起動し
ます。

19 ワークステーションのブラウザで次の URLのいずれかを入力し、ZENworks Middle 
Tier Serverがインストールされて、稼動していることを確認します。

http://Middle_Tier_Server_DNS_or_IP/oneNet/xtier-stats

http://Middle_Tier_Server_IP_address/oneNet/zen
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ZENworks Middle Tier Serverが稼動していれば、1つ目の URLでサーバの統計値
が表示された Webページが開きます。ブラウザの［更新］ボタンをクリックするこ
とにより、要求数が増加している場所が表示できます。

認証されていない場合、2つ目の URLでは、ユーザアカウント情報の入力を求める
ダイアログボックスが表示されます。認証された場合、3つ目の URLでは、XZEN 
(Middle Tier Serverの Xtierモジュール )が実行中であることを示すメッセージ
を含んだ Webページが表示されます。

ZENworks Middle Tier Serverのインストール手順

インストールに関するハードウェアとソフトウェアの要件および前提条件 (39 ページ
の ｢ ZENworks Middle Tier Serverのインストール条件｣を参照 )を満たしている場合
は、次の手順を実行して、ZENworks® Middle Tier Serverをインストールし、
NetWare®または Windowsサーバで実行します。

1 Windows 2000/XPワークステーション (または Windows 2000/2003サーバ )を選択
して、Middle Tier Serverのインストールプログラムを実行します。このワークス
テーションまたはサーバは、インストールするワークステーションの要件を満たし
ている必要があります。詳細については、29 ページの ｢インストールに使用する
Workstationの条件｣を参照してください。

2 Windowsワークステーションに、Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを挿
入します。 

ZENworks Desktop Management ISOファイルをコピーしたディレクトリの場所から
インストールを実行する場合は、winsetup.exeを実行する場所と同じ場所にすべ
てのファイルがコピーされていることを確認してください。

重要 : インストール中に、CDドライブから Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを取り出し
たり、インストール先のサーバとの接続が切れたりすると、インストールプログラムは停止して先に

進みません。インストール処理を終了するには、Windowsのタスクマネージャで［プロセス］をクリッ

クし、［javaw.exe］を選択して［プロセスの終了］をクリックします。

winsetup.exeプログラムが自動的に実行されます。プログラムが自動的に実行さ
れない場合は、CDのルートから手動で起動します。
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3［デスクトップ管理］をクリックして、さまざまな言語でインストールするオプ
ションがあるページを表示します。

4［日本語］をクリックし、Desktop Managementインストールオプションのページを
表示します。

5［Middle Tier Server］をクリックし、Middle Tier Serverのインストールプログ
ラムを起動します。

6 最初のインストールページで、インストールプログラムの実行に関する詳細を読
み、［次へ］をクリックします。
84   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
7 ライセンス契約書を読み、条項に同意する場合は［受諾］をクリックします。 

使用許諾契約の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしないで
ください。

8［Installation Requirements(インストール要件 )］ページで、Middle Tier 
Serverソフトウェアのインストール要件の一覧を読み、インストール先のサーバ
が要件を満たしていることを確認して［次へ］をクリックします。

9［eDirectoryの場所およびアカウント情報］ページで、次のフィールドに入力し
ます。

［DNS/IPアドレス］: eDirectoryをインストールするサーバの DNS名または IPア
ドレスを指定します。

［ユーザ名 (完全 DN)］: Middle Tierプロキシユーザアカウントの完全修飾識別
ユーザ名を指定します (例 : midtier-proxy.org-unit.org)。これらのアカウント
情報を確実に安全に保つために、特定の管理権限を持つ任意のユーザを設定でき
ます。

必要な権限については、93 ページの ｢ Middle Tierプロキシのユーザアカウントに
必要な権利｣を参照してください。

［Password］: Middle Tierプロキシユーザの eDirectoryパスワードを指定します。

10［ZENworksユーザコンテキスト］ページ (［ユーザコンテキスト］フィールド )で、
Desktop Managementによって使用されるユーザオブジェクトを Middle Tier 
Serverが検索する、eDirectoryコンテキストを指定します。

ユーザオブジェクトが常駐する最上位のコンテナのコンテキストを使用する必要が
あります。この値は ZENworks Middle Tier Serverに渡されます。ZENworks Middle 
Tier Serverでは、ユーザ検索時の開始ポイントとしてこの値を使用します。
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たとえば、ユーザが多くのサブコンテナに存在している場合は、これらのサブコン
テナすべてを保持するコンテナのコンテキストを指定します。ユーザが ZENworks 
Middle Tier Serverを通じてログインすると、サーバは指定された eDirectoryコ
ンテナでユーザの検索を開始し、適切なユーザが見つかるまで指定したコンテナの
サブコンテナを検索します。

このインストールで指定する Middle Tier Serverの場合、現在設定済みの認証ド
メイン (NetStorage用に設定された認証ドメインなど )は、ここで指定したコンテ
キストを持つ 1つの認証ドメインに置き換えられます。

インストール後に、NSAdminユーティリティを使用して、この認証ドメインのコン
テキストを再設定することができます。このユーティリティは Webブラウザで開く
ことができます (http://middle_tier_server_name/oneNet/nsadmin)。

注 : インストールプログラムによってコンテキスト (コンテナ )の存在が確認されると、インストー

ルが続行されます。

11［ZENworksファイルの場所］ページで、ZENworksで管理するアプリケーションおよ
びポリシーファイルにアクセスするためのネットワークの場所を選択します。

ZENworks Middle Tier Serverでは、ネットワーク上の他の場所にインストールさ
れた ZENworksファイルにアクセスする必要があります。ZENworks管理者として、
配布用のポリシーまたはアプリケーションの作成時に、これらのファイルの場所を
定義します。このページで提供する情報は、Middle Tier Serverが別のファイルシ
ステムへのアクセス方法を決定する際に使用されます。ZENworksファイルをまだ
作成していなくても、この決定は現在のインストールに必要です。

! ZENworksの管理対象アプリケーションおよびポリシーファイルを NetWareサー
バにだけ配置する場合は、1番目のオプションボタンを選択します。

! ZENworksで管理するアプリケーションおよびポリシーファイルの一部、または
すべてを Microsoft Windowsサーバ上に配置する場合は、2つ目のオプション
ボタンを選択します。
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ZENworksファイルを Windowsファイルシステムに配置する場合、Middle Tier 
Serverは Novell eDirectoryのユーザ名とパスワードを使用してこれらのファイ
ルにアクセスすることができません。これらのファイルにアクセスするには、
Windowsドメインのアカウント情報が必要です。

ドメインに属していないサーバ上にファイルを配置する場合は、サーバ固有のアカ
ウント情報を入力します。

［ドメインユーザ名］

ZENworksファイルの場所に対する Windowsファイルシステム権限を持つ、
Microsoftドメイン内の任意のユーザのユーザ名を指定します。

［パスワード］

ZENworksファイルに対するファイルシステム権限を持つ、Microsoftドメイン内の
ユーザのパスワードを指定します。

［パスワードの確認］

正しいパスワードが入力されたことを確認するために同じパスワードを指定します。 

12［サーバ選択］ページで、Middle Tier Serverとして機能するターゲットサーバの
リストを作成する必要があります。［サーバの追加］ボタンを使用すると、サーバ
を検索してリストに追加するダイアログボックスが表示されます。［サーバの削除］
ボタンを使用すると、追加したサーバをターゲットリストから削除することができ
ます。［サーバの追加］をクリックします。
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13 (オプション )［前提条件チェック］はデフォルトで選択されています。インス
トールプログラムで、1つまたは複数のサーバが ZENworks Middle Tier Serversの
インストール要件を満たしているかどうかを確認する場合は、選択されたままにし
ます。

インストールプログラムは、以前にインストールされた Middle Tier Serverソフ
トウェアのバージョン、サーバのネットワークオペレーティングシステム (必要な
サービスまたはサポートパックを含む )、Windowsサーバ上の IIS Webサーバの有無
とバージョン、NetWareサーバ上の適切な Webサーバの有無とバージョン、および
ターゲットサーバ上の NetStorage (2.6.0)の有無とバージョンをチェックします。

サーバのオペレーティングシステムとサポート /サービスパックが適切なバージョ
ンでない場合、警告メッセージが表示されますが、インストールは続行できます。
他の要件が満たされていない場合には警告が表示され、必要なソフトウェアがイン
ストールされて検出されるまでインストールは続行されません。

14［サーバの追加］ダイアログボックスで、［サーバのリスト基準］ドロップダウンリ
ストを開き、Novell eDirectoryのツリー、Microsoft Windows Networkの構造、
または Microsoft Active Directoryのツリー内の場所に基づいてサーバを一覧表
示するオプションを表示します。

インストール中に、ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアを複数のサーバに
インストールできます。サーバをリストに追加したら、［OK］をクリックします。

14a (eDirectoryツリーのサーバをリストに表示する場合 )［サーバのリスト基準］
ドロップダウンボックスで［eDirectoryツリー］を選択し、現在認証されて
いるすべての eDirectoryツリーを表示します。次に、ツリーを参照して目的
のサーバまで移動し、右方向矢印ボタンをクリックしてサーバを［選択された
サーバ］リストボックスに移動します。
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このダイアログボックスには、次のオプションも含まれています。

! ［リストされていないツリーの参照］をクリックすると、ダイアログボッ
クスにネットワーク上のすべてのツリーを表示できます。これらのツリー
のいずれかをダブルクリックすると、認証されていないツリーでも、［使
用可能なサーバ］リストに追加されます。

! ［ホスト名 /IPアドレスを使用してサーバを追加する］フィールドに、サー
バのホスト名または IPアドレスを指定できます。入力する値は、サーバ
の名前に解決可能である必要があります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］
リストに追加します。

! 認証されていないサーバを選択した場合は、ツリーの eDirectoryアカウン
ト情報を入力するように要求されます。

! ［全サーバの追加］をクリックすると、認証が完了するときに、選択した
ツリーまたはコンテナのすべてのサーバが追加されます。上位レベルのコ
ンテナを選択すると、そのコンテナのサーバすべてと、下位のコンテナに
あるすべてのサーバが選択されます。

! サーバを［選択されたサーバ］ボックスから削除して［使用可能なサー
バ］リストボックスに戻すには、［選択されたサーバ］ボックスでサーバ
名をクリックし、左方向矢印ボタンをクリックします。［選択されたサー
バ］から複数のサーバを削除するには、<Shift>または <Ctrl>キーを押し
ながらサーバを選択します。

14b (Microsoft Windowsネットワーク構造のサーバをリストに表示する場合 )
［サーバのリスト基準］ドロップダウンリストで［Microsoft Windowsネット
ワーク］を選択し、現在認証されているすべての Windowsワークグループと
Microsoftドメインを一覧表示します。構造を参照してサーバを選択し、二重
の右向き矢印をクリックして、［選択されたサーバ］リストに移動します。
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このダイアログボックスには、次のオプションも含まれています。

! ［選択されたサーバ］リストにサーバを追加するには、サーバの管理ユー
ザである必要があります。サーバで認証されていない場合は、オブジェク
トに疑問符のマークが表示されます。サーバが ZENworks 6.5 Desktop 
Managementでサポートされているサーバプラットフォームの場合、疑問符
のマークをダブルクリックしてサーバに対する認証を実行し、二重の右向
き矢印をクリックしてサーバを［選択されたサーバ］リストに移動するこ
とができます。

! Windowsサーバ上にある ZENworksファイルは、NetWareにインストールされ
た Middle Tier Serverから取得することができないため、Microsoftドメ
イン内のサーバの一覧を表示するときに、NetWareサーバは一覧に表示さ
れません。

! ［ホスト名 /IPアドレスを使用してサーバを追加する］フィールドに、サー
バのホスト名または IPアドレスを指定できます。入力する値は、指定し
た動作環境にあるサーバの名前に解決できる必要があります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］
リストに追加します。

Windowsサーバの複数のサーバ名のエイリアスを使用する場合、最初のエ
イリアスは Windowsサーバの物理名であることが必要です。

! サーバの認証用に指定したアカウント情報(ステップ 11を参照)が管理アカ
ウントではない場合、サーバをターゲットサーバとして追加することはで
きますが、［サーバの追加］ダイアログボックスを閉じるときに管理アカ
ウントの再入力を求められます。

! 選択したドメインまたはワークグループ内のすべてのサーバを追加するに
は、［全サーバの追加］をクリックします。ドメインまたはワークグルー
プを選択すると、そのドメインまたはワークグループ内の認証済みサーバ
のすべてが選択されます。
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! ［選択されたサーバ］リストからサーバを削除し、［使用可能なサーバ］リ
ストに戻すには、［選択されたサーバ］リストでサーバ名をクリックし、
二重の左向き矢印をクリックします。［選択されたサーバ］から複数の
サーバを削除するには、<Shift>または <Ctrl>キーを押しながらサーバを
選択します。

14c (Microsoft Active Directoryでサーバを一覧表示する場合 )［サーバのリスト
基準］ドロップダウンリストで、［Microsoft Active Directory］を選択しま
す。ワークステーションが Active Directoryのメンバーの場合、Active 
Directoryのツリー内のドメインが表示されます。Active Directoryで (ドメ
インごとに )リスト表示されるすべてのサーバを参照し、目的のサーバへの構
造を参照します。次に、二重の右向き矢印をクリックして、サーバを［選択さ
れたサーバ］リストに移動することができます。

このダイアログボックスには、次のオプションも含まれています。

! ［リストされていないツリーの参照］をクリックして、追加するドメイン
名の指定が可能なダイアログボックスを開きます。そして、［サーバのリ
スト基準］ドロップダウンリストにサーバを表示する前に、適切なアカウ
ントを使ってサーバへの認証を実行することができます。

! ［ホスト名 /IPアドレスを使用してサーバを追加する］フィールドに、サー
バのホスト名または IPアドレスを指定できます。入力する値は、指定し
た動作環境にあるサーバの名前に解決できる必要があります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］
リストに追加します。
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! ドメインオブジェクトを右クリックし、次の 3種類の検索方法のいずれか
を選択します。

［検索基準の場所］:ドメインのルートにあるコンピュータとドメインコン
トローラを一覧表示します。これはデフォルトの検索方法です。

［ディレクトリ全体の検索］: コンピュータが配置されているすべてのディ
レクトリコンテナを一覧表示します。

［ディレクトリ階層の参照］:ディレクトリ内のすべてのコンテナを一覧表
示します。コンテナを１つずつ展開して、目的のコンピュータを探すこと
ができます。大規模なディレクトリの検索基準以外の場所にコンピュータ
がある場合、この検索方法が役立ちます。

! ［全サーバの追加］をクリックして、選択したドメインまたはコンテナの
すべてのサーバを追加します。ドメインまたはコンテナを選択すると、そ
のドメインまたはコンテナ内のすべてのサーバが選択されます。

! サーバを［選択されたサーバ］ボックスから削除して［使用可能なサー
バ］リストボックスに戻すには、［選択されたサーバ］ボックスでサーバ
名をクリックし、左方向矢印ボタンをクリックします。［選択されたサー
バ］から複数のサーバを削除するには、<Shift>または <Ctrl>キーを押し
ながらサーバを選択します。

15［概要］ページで、ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアおよび関連付ける
Desktop Management Serverのインストール先として選択した場所を確認します。
概要が正しければ、［完了］をクリックしてインストール処理を開始します。

Middle Tier Serverインストールウィザードは、別のインストールプログラムを起
動します。このプログラムが完了するのを待ちます。

重要 : インストール完了後、インストールログファイルを確認できます。ログファイルの名前は

datestamp_timestamp_zdmmidtier_install.logになります (たとえば、

20040304_024034_zdmmidtier_install.log)。このファイルは、インストール元のコンピュータの

\novell\zfdtempディレクトリに保存されます。このログファイルには、コンポーネントのインストー

ルが失敗したかどうかが示されます。

インストールの概要を見直し、選択した内容を確認することもできます。概要は、

datestamp_timestamp_zdmmidtier_installsummary.logという名前のログファイルに保存されます (た

とえば、20040304_024034_zdmmidtier_installsummary.log)。このファイルも c:\novell\zfdtempに

あります。

16 Desktop Management Serverの eDirectoryを対象とする ConsoleOneで、クリアテ
キストパスワードを許可するように Desktop Management Serverを設定しているこ
とを確認します。詳細については、63 ページのステップ 15を参照してください。 

17 (NetWare 6のインストールのみ )NetWare 6 ZENworks Middle Tier Server上の
autoexec.ncfファイルを編集して、Apache Web Serverのロードとバインドが正常
に行われるようにします。詳細については、94 ページの ｢ NetWare 6 ZENworks 
Middle Tier Serverにおける Autoexec.ncfの編集｣を参照してください。

18 ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアをインストールしたサーバを再起動し
ます。

19 ワークステーションのブラウザで次の URLのいずれかを入力し、ZENworks Middle 
Tier Serverがインストールされて、稼動していることを確認します。

http://Middle_Tier_Server_DNS_or_IP/oneNet/xtier-stats

http://Middle_Tier_Server_IP_address/oneNet/zen
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ZENworks Middle Tier Serverが稼動していれば、1つ目の URLでサーバの統計値
が表示された Webページが開きます。ブラウザの［更新］ボタンをクリックするこ
とにより、要求数が増加している場所が表示できます。

認証されていない場合、2つ目の URLでは、ユーザアカウント情報の入力を求める
ダイアログボックスが表示されます。認証された場合、3つ目の URLでは、XZEN 
(Middle Tier Serverの Xtierモジュール )が実行中であることを示すメッセージ
を含んだ Webページが表示されます。

Middle Tierプロキシのユーザアカウントに必要な権利

ZENworks Middle Tierプロキシユーザには、次のカテゴリで権利が必要です。

! 93 ページの ｢コンテキストレスログイン用の権利｣

! 93 ページの ｢リモート管理用の権利｣

! 93 ページの ｢ NSAdminを使用して Middle Tier Serverを管理するための権利｣

! 94 ページの ｢ Middle Tier Serverが iFolder NetStorage Serverを兼ねる場合に必
要な権利｣

コンテキストレスログイン用の権利

定義済みのユーザコンテキストのサブコンテナにユーザが存在する場合、LDAPを使用
して、認証プロセス中のコンテキストを検索します。この LDAP照会を実施するには、
Middle Tierプロキシユーザアカウントに、この Middle Tier Serverを介してログイ
ンするユーザオブジェクトの CN属性への読み込み権が必要です。

リモート管理用の権利

Novell ClientTMのない (すなわちデスクトップ管理エージェントのみを使用している
)環境のユーザは、Middle Tier Serverを介して eDirectoryツリーにログインします。
Middle Tierプロキシユーザアカウントには、この Middle Tier Serverを介してログ
インするユーザオブジェクトの zendmWSNetworkAddress属性への書き込み権が必要で
す。この属性に保存されるネットワークアドレスは、この Middle Tier Serverを介し
た各ユーザのログイン中に更新され、ユーザのネットワーク上の場所を決めるリモー
ト管理プロセスによって使用されます。

注 : zendmWSNetworkAddress属性は、eDirectoryユーザオブジェクトでは、デフォルトで提示されないの
で、Middle Tierプロキシユーザアカウントには、ユーザオブジェクトに対してエントリ作成の権利が必要

です。属性は、ユーザが、Middle Tier Serverを介して、デスクトップ管理エージェントからはじめてログ
インするときに作成されます。

NSAdminを使用して Middle Tier Serverを管理するための権利

NSAdminユーティリティ (http://midtier/oneNet/nsadmin)を使用して、Middle Tier 
Serverを管理することが必要なすべてのユーザは、Middle Tierプロキシユーザアカ
ウントと同等セキュリティである必要があります。プロキシアカウントは、HKLM(また
は NW用 myserver)\Software\Novell\XTier\Configuration\Xsrvにある Middle Tier 
Serverのレジストリに保管されています。
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Middle Tier Serverが iFolder NetStorage Serverを兼ねる場合に必要な権利

NetWare 6.5 Middle Tier Serverが Novell iFolder® NetStorageサーバを兼ねる場合、
補助クラス (xTier)を追加するための追加権と、属性 (xTier-iFolderPassPhrase)に
対する書き込み権を Middle Tierプロキシユーザに付与します。これらの権利により、
プロキシユーザは、NetStorageの中から変更する場合パスワードを設定することがで
きます。

NetWare 6 ZENworks Middle Tier Serverにおける Autoexec.ncfの
編集

NetWare 6をインストールした場合は、NetWareサーバのプライマリ IPアドレスとは
異なる IPアドレスで Apache(および他の NetWareサービス )を実行するオプションが
ありました。詳細については、『NetWare 6概要とインストールガイド』の「IPベース
サービスを設定する (状況によって実行 )」を参照してください。

このオプションを使用して、Apache Web Serverをインストールすることを選択した場
合、サーバの autoexec.ncfファイルに１行以上が追加されて、Apache IPアドレスが
セカンダリアドレスとして識別されました。これらの IPアドレス行は、Apacheを含む
さまざまな NetWareコンポーネントのロード行より上に配置されました。この構成は、
ロードする Apacheサーバが正しくセカンダリアドレスにバインドされるので機能し
ます。

ただし、続けて ZENworks Middle Tier Serverコンポーネント (すなわち、
istorage.zipおよび storage.zip)をインストールする場合、Apacheロードコマンド
は、autoexec.ncfファイルの下部に移されます。この手順では、Apacheはロードしま
すが、セカンダリアドレス行がまだ実行されていないので正しくバインドしません。

ZENworks Middle Tier Serverをインストールした後、autoexec.ncfを編集して �セカ
ンダリ IPアドレス追加 �コマンドをファイルの最上部近くに配置し、サーバを再起動
することをお薦めします。
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9 Desktop Management Serverと Middle Tier Server
の同一コンピュータへのインストール

中小企業の場合、同じネットワークサーバ上に Novell® ZENworks® Middle Tier 
Serverと Desktop Management Serverをインストールできます。

この節では、次のトピックについて説明します。

! 95 ページの ｢1台のNetWareサーバへのデスクトップ管理サービスのインストール｣

! 95 ページの ｢ 1台の Windows 2000サーバへのデスクトップ管理サービスのインス
トール｣

1台の NetWareサーバへのデスクトップ管理サービスのインストール

次の必要なコンポーネントのインストールに関する高度な手順を使用して、1台の
NetWare 6または NetWare 6.5サーバで、ZENworks Desktop Managementを実行します。

1 ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアをインストールします。詳細について
は、73 ページの ｢ ZENworks Middle Tier Serverのインストール手順｣を参照して
ください。

2 Desktop Management Serverソフトウェアをインストールします。詳細については、
51 ページの ｢ Desktop Management Serverのインストール手順｣を参照してくだ
さい。

3 サーバを再起動します。

重要 : ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアのインストール後に NetWare 6 SP4をインストールする
場合、ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアを再度インストールする必要があります。一部の

NetWare 6 SP1および SP2ファイルは、ZENworks Middle Tier Serverの同じ名前の新しいファイルを不正確
に上書きします。

1台の Windows 2000サーバへのデスクトップ管理サービスのインス
トール

次の必要なコンポーネントのインストールに関する高度な手順を使用して、1台の
Windows 2000/2003サーバで、ZENworks Desktop Managementを実行します。

1 eDirectoryをインストールします。これには次の補完ソフトウェアが必要です。

! Novell eDirectoryのライセンスが必要です。eDirectory 8.7.x評価ライセン
スに必要なファイルは、Novell eDirectory 8.7.x評価ライセンスダウンロー
ド Webサイト (http://www.novell.com/products/edirectory/licenses/
eval_87.html)からダウンロードできます。Novell ZENworks 6.5 Companion 1 CD
にある Novell eDirectory 8.7.3には、eDirectoryインストール中にこれらの
ファイルを要求するライセンスウィザードが含まれています。
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! Novell Client 4.9 Support Pack 1a以降がインストールされている必要があり
ます。

! ConsoleOne® 1.3.6がインストールされている必要があります。

重要 : Windows 2000/2003サーバに Novell ClientTMをインストールして、同じコンピュータに Middle 

Tier Serverをインストールした場合、このサーバから Novell Clientをアンインストールすると、

Middle Tier Serverで障害が発生します。Novell Clientのアンインストールプログラムを実行する

と、ZENworks Middle Tier Serverで必要とされる重要なファイルが削除されます。

この同じシナリオで、Novell Clientを 4.9 SP2にアップグレードすると、異なるバージョンの

nicm.sysがインストールされます。ZENworks 6.5 Middle Tier Serverに含まれる nicm.sysを使用し

ないと、Middle Tier Serverで障害が発生します。

この問題を回避するには、次の 2つのオプションがあります。

1) Novell Clientをアップグレードする前に ZENworks 6.5 Middle Tier Serverに含まれる nicm.sys

ファイルを保存し、アップグレード前に再びコピーします (この場合、Novell Clientのアップグ
レード後に Middle Tierを再インストールする必要があることがあります )。

2) Novell Clientのアップグレード後に、Novell Support Knowledgebaseの TID 10093371 (http://

support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/10093371.htm)から nicm.sysをダウンロー

ドし、コピーすることにより、更新された Novell Clientのバージョンの nicm.sysを上書きします。

2 アクティブディレクトリも、このサーバにインストールされている (すなわち、
サーバがプライマリドメインコントローラである )場合、eDirectory LDAPがデ
フォルト以外のポートでリッスンするように設定されていることを確認します。
(389:非保護、636:保護 )。

2a LDAPサーバオブジェクトを変更できる権利を持つように、Novell Clientから
は、Admin(またはそれと同等 )として eDirectoryにログインします。

2b ConsoleOneで、［LDAPサーバ］オブジェクトを右クリックし、［プロパティ］>
［一般］の順に選択します。

2c［TCP Port(TCPポート )］フィールドで、TCPポートをデフォルト以外のポート
に変更します (ポート 388などが適しています )。

注 : この操作は旧バージョンの eDirectoryでは若干異なります。場合によっては、LDAPサーバの

［その他］のページを開き、［TCP Port(TCPポート )］プロパティを探して、値の変更が必要です。

2d［SSL Configuration(SSL設定 )］タブをクリックして、［SSL 
Configuration(SSL設定 )］ページを開きます。

2e［SSL Port(SSLポート )］フィールドで、ポート番号を 636以外の数字に変更
し、［適用］をクリックします。

ポート変更の適用後、エラーが表示される場合、それを無視してエラーダイア
ログボックスを閉じることができます。

2f［Refresh NLDAP Server Now(今すぐ NLDAPサーバをリフレッシュ )］ボタンを
クリックします。

NLDAPサーバのリフレッシュ後、エラーが表示される場合は、それを無視して
エラーダイアログを閉じることができます。

2g Windowsのデスクトップで、［スタート］>［設定］>［コントロールパネル］の
順にクリックして、［NDS Services(NDSサービス )］をダブルクリックします。

2h［NDS Services(NDSサービス )］ウィンドウで、nldap.dlmを選択して、［開始］
をクリックして TCPポートへの変更に同意します。

コマンドプロンプトで次のコマンドを入力することにより、LDAPサーバが
リッスンしているポートを確認できます。

netstat -a -n
96   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド

http://support.novell.com/cgi-bin/search/searchtid.cgi?/10093371.htm


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
3 iMonitorもこのサーバにインストールされている場合、80以外のポートで実行す
るように設定します。次の手順を使用して設定します。

3a Windowsのデスクトップで、［スタート］>［プログラム］>［管理ツール］>
［インターネット サービス マネージャ］の順にクリックします。

3b［インターネット インフォメーション サービス］ウィンドウでプラス記号 (+)
をクリックし、コンソールツリーのサーバノードを展開します。

3c［既定の Webサイト］アイコンで、(停止中の )説明について確認します。

Webサイトが実行中の場合、ステップ 3dに進みます。

Webサイトが停止している場合、ステップ 3eに進みます。

3d (条件付き )コマンドプロンプトに次のコマンドを入力することにより、IIS 
Webサーバを停止します。

iisreset /stop

3e デスクトップから、［スタート］>［設定］>［コントロールパネル］>［NDS 
Services(NDSサービス )］を順にクリックして、［NDS iMonitor］>を選択し、
［停止］をクリックして、iMonitorサービスを停止します。 

画面はリフレッシュされず、サービスが停止されていることを示さない場合が
あります。場合によっては、NDS®サービスを閉じて、もう一度それらを開き、
サービスが停止していることを確認する必要があります。

コマンドプロンプトに次のコマンドを入力して、ポート 80でリッスンしてい
るサービスがないことを確認できます。

netstat -a -n

3f 競合するポートの設定を変更します。ConsoleOneから、eDirectoryサーバと
同じコンテナで、［Http Server-Servername(HTTPサーバ -サーバ名 )］オブ
ジェクトを右クリックし、［プロパティ］をクリックします。

3g httpDefaultClearPortおよび httpDefaultTLSPort属性を展開します。

3h 各属性の値を選択し、変更をクリックして、割り当てされていないポートを入
力して DHostコンソールと ndsimon用に使用します。

たとえば、そのポート 9000および 443が他のアプリケーションによって使用
されていないと仮定すると、httpDefaultClearPortのデフォルト値が 80に設
定されている場合、それを 9000に変更することができ、httpDefaultTLSPort
が 43に設定されている場合、それを 443に変更する必要があります。

3i 新しいポート番号が有効になるように、eDirectoryをシャットダウンして再起
動します。 

3j iMonitorを起動します。デスクトップから、［スタート］>［設定］>［コント
ロール パネル］>［NDS Services(NDSサービス )］の順にクリックして、［NDS 
iMonitor］を選択し、［開始］をクリックします。

コマンドプロンプトで次のコマンドを入力することにより、iMonitorが、設
定されたポートでリッスンしていることを確認します。

netstat -a -n

3k コマンドプロンプトから、次のコマンドを入力して、IISを起動します。

iisreset /start
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4 Desktop Management Serverソフトウェアをインストールします。詳細については、
7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのインストール｣を参照
してください。

5 サーバに ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアをインストールします。詳細
については、8 章 73 ページの ｢ ZENworks Middle Tier Serverのインストール｣を
参照してください。

6 サーバにアクティブディレクトリがあり、サーバがプライマリドメインコントロー
ラである場合、IIS権利を認めて Middle Tierレジストリエントリを変更します。

6a Windowsデスクトップで、［スタート］>［ファイル名を指定して実行］の順に
クリックし、［regedt32］を入力します。

6b Windowsレジストリエディタで、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Novell\Xtier
を開き、［セキュリティ］>［アクセス許可］の順にクリックします。

6c［Xtierのアクセス許可］ダイアログボックスで、［詳細］をクリックします。

6d［Xtierのアクセス制御の設定］ダイアログボックスで、［追加］をクリックし
ます。

6e［ユーザーまたはグループの選択］ダイアログボックスの［名前］フィールド
で、ドメインが、ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアをインストール
したところに選択されていることを確認し、リストから［IUSR_server_name］
ユーザオブジェクトを選択し、［ＯＫ］をクリックします。

6f［Xtierのアクセス許可のエントリ］ダイアログボックスで、次の許可のそれぞ
れに対して［許可］を選択します。

! 値の照会

! 値の設定

! サブキーの作成

! サブキーの列挙

! 通知

! 削除

! 読み取り制御

6g［OK］をクリックします。

6h［Xtierのアクセス制御の設定］ダイアログボックスで、［すべての子オブジェ
クトのアクセス許可を元に戻し、継承可能なアクセス許可を継承できるように
する］を選択して［適用］をクリックします。

6i［セキュリティ］警告ダイアログボックスで、［はい］をクリックします。

6j［Xtierのアクセス制御の設定］ダイアログボックスで、［OK］をクリックし
ます。

6k［Xtierのアクセス許可］ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

6l Windowsレジストリエディタを閉じます。

7 ブラウザを開き、NSAdminユーティリィティのアドレス
(http://server_IP_address/oneNet/nsadmin)を入力し、ZENworks Middle Tier 
Server用の LDAPポート設定を変更します。
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10 デスクトップ管理エージェントのインストールと
設定

Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementコンポーネントにより提供されるワーク
ステーション機能は、デスクトップ管理エージェントをインストールする場合のみ利
用できます。そのワークステーションに Novell ClientTMを現在インストールしている
場合でも、これは当てはまります。デスクトップ管理エージェントのインストールは、
Novell Clientにより以前インストールされた ZENworks機能を削除し、選択した
ZENworksワークステーション機能で置き換えます。

デスクトップ管理エージェントのインストールでは、さまざまな ZENworks機能を以前
の状態を基にインストールできます。つまり、以前のインストールでデスクトップ管
理エージェントによってインストールされた任意のコンポーネントを、デスクトップ
管理エージェントセットアップのメンテナンスダイアログボックスの［変更］オプ
ションを使用して追加または削除できます。詳細については、121 ページの ｢デスク
トップ管理エージェントの設定の変更｣を参照してください。

インストールプログラムは、Microsoft Windowsインストーラ機能を使用します。
Microsoft Windowsインストーラに関する詳しい説明は、MSI Webサイト (http://
www.microsoft.com/windows2000/techinfo/administration/management/
wininstaller.asp)を参照してください。

この節では、次の内容について説明します。

! 99 ページの ｢インストールの前に｣

! 100 ページの ｢手動によるデスクトップ管理エージェントのインストール｣

! 106 ページの ｢Novell Application Launcherを使用したデスクトップ管理エージェ
ントの配布およびインストール｣

! 110 ページの ｢ Application Launcherプラグインによるエージェントの配布｣

! 110 ページの ｢デスクトップ管理エージェントディストリビュータによる、
Microsoftドメイン内でのワークステーションへのエージェントの展開｣

! 116 ページの ｢デスクトップ管理エージェントディストリビュータによる、
Windowsワークグループ内でのワークステーションへのエージェントの展開｣

! 121 ページの ｢デスクトップ管理エージェントの設定の変更｣

インストールの前に

デスクトップ管理エージェントインストールプログラムの zfdagent.msiは、インス
トール処理中に各ワークステーションで、Microsoft Windowsインストーラ (MSI)の
バージョン 1.11以上が必要です。
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デスクトップ管理エージェントを、MSI 1.11(またはそれ以降 )がすでにインストール
されているワークステーション (Windows 2000または Windows XPシステム )にインス
トールしている場合、エージェント MSIインストールプログラムは正常に動きます。

手動によるデスクトップ管理エージェントのインストール

ここでは、Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDまたは zfdagent.msiのダウン
ロードコピーから作成するイメージを使用してデスクトップ管理エージェントをイン
ストールすることについて説明します。次の節で構成されています。

! 100 ページの ｢手動のインストール手順｣

! 105 ページの ｢手動のインストールにおける機能の追加｣

手動のインストール手順

デスクトップ管理エージェントを、Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDから
個々のワークステーションに手動でインストールする場合は次の手順を使用します。 

1 Windowsワークステーションに、Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを挿
入します。 

ZENworks Desktop Management ISOファイルをコピーしたディレクトリの位置から
インストールを実行する場合、ISOファイルのすべてが、winsetup.exeを実行して
いる位置にコピーされていることを確認します。

重要 : インストール中に、CDドライブから Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを取り出し
たり、インストール先のサーバとの接続が切れたりすると、インストールプログラムは停止して先に

進みません。インストール処理を終了するには、Windowsのタスクマネージャで［プロセス］をクリッ

クし、［javaw.exe］を選択して、［プロセスの終了］をクリックします。

winsetup.exeプログラムが自動的に実行されます。プログラムが自動的に実行さ
れない場合は、CDのルートから手動で起動します。
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2［デスクトップ管理］をクリックして、さまざまな言語でインストールするオプ
ションがあるページを表示します。

3［日本語］をクリックし、Desktop Managementインストールオプションのページを
表示します。

4［デスクトップ管理エージェント］をクリックして、ZENworksデスクトップ管理
エージェントインストールウィザードを起動します。

5 最初のインストールページで、インストールプログラムの実行に関する詳細を読
み、［次へ］をクリックします。

6 ライセンス契約書を読みます。ライセンスの各条項に同意する場合は［ライセンス
契約書の条件に同意します］をクリックします。

または
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ライセンスの各条項に同意しない場合は［ライセンス契約書の条件に同意しませ
ん］をクリックします。これによりインストールプログラムは終了します。

7［カスタムセットアップ］ページで、ワークステーションにインストールする機能
を選択し、［次へ］をクリックします。

インストール可能な機能は次の通りです。

! ［アプリケーション管理］: Novell Application LauncherTMを使用して、管理
者がインストールして管理できるワークステーションアプリケーションに、
ユーザがアクセスできるようにします。アプリケーション管理は、デスクトッ
プ管理エージェントの将来の更新を容易にするため、選択されていなくてもデ
フォルトでインストールされます。

! Workstation Manager: 管理者が、Novell eDirectoryTMを使用して、ワークス
テーションを設定、管理できるようにします。

! ワークステーションインベントリ (Workstation Inventory): 管理者が、ス
キャンの対象になるワークステーションからハードウェアとソフトウェアのイ
ンベントリ情報を収集できるようにします。

! ［リモート管理］: 管理者が管理コンソールからリモートワークステーション
を管理できるようにします。

! ミラードライバ : この機能は、ビデオアダプタを独立して使用し、他のリモー
トコントロールソリューションを共存させることができます。この機能が選択
されていると、MSIインストールでは、ビデオドライバのチェックが無視さ
れ、Windowsのすべてのメッセージが非表示になります。このドライバを使用
しない場合は、チェックボックスをオフにします (最適化は無効になります )。

注 : Mirror Driverは、まだ Microsoftによって署名されていません。

! ワークステーションイメージング (Workstation Imaging): 管理者が、ワーク
ステーションのハードドライブのイメージを取得し、それをネットワークを介
して他のワークステーションに配置できるようにします。

8［一般設定］ページで、フィールドに入力し、［次へ］をクリックします。
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Middle Tier Serverの DNS名または IPアドレスを入力します : エージェントが接
続する ZENworks Middle Tier Serverの DNS名または IPアドレスを指定します。

重要 : プロトコル (http:や https:など )を IPアドレスと共に入力すると、デスクトップ管理エー

ジェントが ZENworks Middle Tier Serverに接続できません。

Middle Tier Serverにより使用されるポート番号を入力します : Apache Webサー
バ (NetWare)または IIS Webサーバ (Windows)がエージェントのログインをリッス
ンするのに使用する HTTPまたは HTTPSポート番号を指定します。

重要 : 安全な (HTTPS)ポートを指定する場合、ポート 443を使用する必要があります。

IPアドレスまたは DNS名およびポート番号により、ワークステーションは Middle 
Tierと一緒に起動する Apache Webサーバにアクセスし、Desktop Management 
Serverへ認証アカウント情報を渡します。Novell Clientがインストールされてい
る場合、IPアドレスまたは DNS名はオプションです。

9 (条件付き。Novell Clientがインストールされていないワークステーションにイ
ンストールしている場合は、［Workstation Manager設定ページ］が表示されます ) 
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［ZENworks Middle Tier Server認証ダイアログの表示］または［Allow Users to 
Change Middle Tier Server Address(Middle Tier Serverアドレスの変更を許可 )］
いずれか、または両方を選択して、Workstation Manager機能に対する設定をカス
タマイズし、［次へ］をクリックし、もう一度［次へ］をクリックして、［Novell 
Application Launcher/Windows起動オプション］ページを表示します。

10 起動時に Application Explorerまたは Application Windowいずれかを起動する (
またはどちらも起動しない )ことを選択して、［次へ］をクリックします。

11 (条件付き。Workstation Managerまたは Application Launcherをインストールす
る場合、［ZENworksツリー］ページが表示されます。) 

フィールドで指定する eDirectoryツリーで利用可能なアプリケーションに、ワー
クステーションのユーザがアクセスするのを制限したい場合は、［1つのツリーに
のみ Application Launcherを制限する］を選択します。

ユーザが 1つのツリーでアプリケーションを受信するのを制限したい場合は、
ZENworksディレクトリツリーフィールドでその eDirectoryツリー名を指定し、
［次へ］をクリックして、［プログラムのインストールが可能］ページを表示します。

または
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［1つのツリーにのみ Application Launcherを制限する］を選択しなかった場合で
も、［ZENworksツリー］フィールドでツリーの名前を指定できます。このツリー
は、ポリシーがアクセスされ、ワークステーションに適用されているツリーとし
て、Workstation Managerに認識されます。［次へ］をクリックして、［プログラム
のインストールが可能］ページを表示します。

12 デスクトップ管理エージェントインストール用に選択した設定を確認する場合は、
［戻る］をクリックします。設定が正しい場合、［インストール］をクリックして、
インストールプログラムを起動します。

13［InstallShieldウィザードが完了しました］のページで、［終了］をクリックし
ます。

手動のインストールにおける機能の追加

初回インストール後にインストールプログラムを実行する場合、［変更］オプションを
選択して、個々のワークステーションに機能を追加できます。この手順には、インス
トールプログラムが zfdagent.msi全体にアクセスできる (すなわち、ネットワークド
ライブ、ローカルワークステーション、または Novell ZENworks 6.5 Desktop 
Management CDからアクセスできる )ことが必要です。
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Novell Application Launcherを使用したデスクトップ管理エージェ
ントの配布およびインストール

zfdagent.msiパッケージは、ワークステーションに多くのファイルをインストールし、
多くの設定変更を行う複雑なアプリケーションです。デスクトップ管理エージェント
をインストールするための最も効率的な方法は、Novell Application Launcherを使用
して、MSIアプリケーションとしてデスクトップ管理エージェントをワークステーショ
ンに配布することです。Novell Application Launcherは、エージェント MSIパッケー
ジを配布するだけでなく、Windows Installerを呼び出してワークステーションへのイ
ンストールを実行します。

ここでは、Application Launcherを使って配布するよう MSIパッケージを設定する手
順について説明します。

! 106 ページの ｢エージェント MSIパッケージの保存｣

! 106 ページの ｢ MSIアプリケーションオブジェクトの作成と設定｣

! 107 ページの ｢ MSIアプリケーションオブジェクトにおけるインストール対象機能
の変更｣

! 108 ページの ｢ MSIアプリケーションオブジェクトに対するプロパティの追加｣

エージェント MSIパッケージの保存

Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDの \agentinstallディレクトリを参照す
る場合、次の言語フォルダとファイルが表示されます。 

english\zfdagent.msi (英語インストールファイル )

portugue\zfdagent.msi (ポルトガル語インストール )

francais\zfdagent.msi (フランス語インストール )

deutsch\zfdagent.msi (ドイツ語インストール )

espanol\zfdagent.msi (スペイン語インストール )

nihongo\zfdagent.msi (日本語インストール )

Novell Application Launcherに後でアクセスできるように、ネットワークサーバの位
置に、選択した zfdagent.msiファイルをコピーする必要があります。

MSIアプリケーションオブジェクトの作成と設定

1 ConsoleOneで、アプリケーションオブジェクトを作成するコンテナを右クリック
し、［新規］>［オブジェクト］の順にクリックして、［新規オブジェクト］ダイア
ログボックスを開きます。

2［新規オブジェクト］ダイアログボックスで、［アプリケーション］をクリックし、
［OK］をクリックして［新しいアプリケーションオブジェクト］ダイアログボック
スを表示します。

3［新しいアプリケーションオブジェクト］ダイアログボックスで、［.MSIファイルが
含まれるアプリケーション］オプションをクリックし、［次へ］をクリックします。

4 .msiファイルをコピーしたネットワークの位置のパスを指定します。

5［次へ］をクリックし、必要に応じてフィールドを変更して、アプリケーションオ
ブジェクトをカスタマイズします。
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6［次へ］をクリックし、エージェント MSIの配布に先立って、ワークステーション
が満たす必要のあるシステム要件を定義します。

7［次へ］をクリックして、Agentの MSIアプリケーションオブジェクトを、配布す
るユーザと関連づけます。

8［次へ］をクリックし、アプリケーションオブジェクトの設定を確認したら、［終
了］をクリックしてアプリケーションオブジェクトを作成します。

重要 : エージェント MSI(または何らかの MSIパッケージ )を Novell Application Launcherを使って

配布する前に、Agentの MSIアプリケーションオブジェクトが［強制キャッシュ］に設定されており、

eDirectoryと Active Directory(使用されている場合 )で、ローカルワークステーション上のユーザ

のアカウント情報が同期されていることを確認することをお勧めします。

MSIアプリケーションオブジェクトにおけるインストール対象機能の変更

デフォルトで、次の機能のすべてがデスクトップ管理エージェントによりインストー
ルされます。

!［アプリケーション管理］: Novell Application Launcherを使用することにより、
管理者がインストールして管理できるワークステーションアプリケーションに、
ユーザがアクセスできるようにします。

! Workstation Manager: 管理者が eDirectoryを使って、ワークステーションを設定、
管理できるようにします。

! ワークステーションインベントリ (Workstation Inventory): 管理者が、スキャン
の対象になるワークステーションからハードウェアとソフトウェアのインベントリ
情報を収集できるようにします。

!［リモート管理］: 管理者が管理コンソールからリモートワークステーションを管
理できるようにします。

! ミラードライバ : ビデオアダプタを独立して使用し、他のリモートコントロールソ
リューションを共存させることができます。この機能が選択されていると、MSIイ
ンストールでは、ビデオドライバのチェックが無視され、Windowsのすべてのメッ
セージが非表示になります。このドライバを使用しない場合は、チェックボックス
をオフにします (最適化は無効になります )。

注 : Mirror Driverは、まだ Microsoftによって署名されていません。

! ワークステーションイメージング (Workstation Imaging): 管理者が、ワークス
テーションのハードドライブのイメージを取得し、それをネットワークを介して他
のワークステーションに配置できるようにします。

このデフォルトのインストールを変更する場合、MSI機能を、zfdagent.msiアプリ
ケーションオブジェクトのパブリックプロパティとして追加できます。次の手順を使
用して、インストール対象機能のリストを変更します。

1 アプリケーションオブジェクトの［MSI］タブをダブルクリックし、［プロパティ］、
［追加］を順にクリックして、［追加するプロパティを選択してください］ダイアロ
グボックスを表示します。

2［値の名前］フィールドで、ADDLOCALをプロパティ名として入力し、［値のデータ］
フィールドにプロパティの値を指定します。プロパティ値として次の機能名を 1つ
以上使用します。

! ApplicationLauncher

! WorkstationManager
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! RemoteManagement

! MirrorDriver (このプロパティは、RemoteManagementプロパティも追加しなけ
れば機能しません )

! Imaging

! インベントリ (Inventory)

コンマ (スペースなし )で区切ることにより、これらの値を 2つ以上リストに追加
できます。たとえば、Application Launcherと Workstation Managerを機能として
追加する場合、プロパティとして「ADDLOCAL」と入力し、そのプロパティの値とし
て ApplicationLauncherと WorkstationManagerを入力します。

3［OK］をクリックして、プロパティを［プロパティ］リストに追加します。

MSIアプリケーションオブジェクトに対するプロパティの追加

次の表に、MSIアプリケーションオブジェクトに追加できるプロパティと、その値 (値
に対する定義を含む )の一覧を示しています。これらのプロパティの１つが値なしで
リストされている場合、デフォルト値が使用されます。

プロパティ 値 意味

ADDLOCAL ! WorkstationManager

! ApplicationLauncher

! RemoteManagement

! MirrorDriver

! インベントリ
(Inventory)

! Imaging

インストールする機能をカンマで区切った一覧。

LOGIN_PASSIVE_MODE 0 ユーザログイン時に Novellログインを表示します。

1 デフォルトです。ユーザログイン時に標準の Microsoftログイ
ンを表示します。

注 : ダイナミックローカルユーザを使用する場合、このプロパティに、値ゼロ (0)を割り当
てる必要があります。

EDITABLE_MT_ADDRESS 1 認証が行われる ZENworks Middle Tierの IPアドレスをユーザ
が変更できるようにします。Novell Clientがインストールされ
ていない場合のみ利用できます。

0 デフォルトです。ユーザは Middle Tierのアドレスを指定する
ことができません。

このプロパティ用の値は、Novell Clientがワークステーションにインストールされていな
い場合のみ有効です。Novell Clientがすでにインストールされている場合、zfdagent.msi
をインストールしてもその設定は有効になりません。

zfdagent.msiのインストール後に Novell Clientが削除されると、これらの設定は有効にな
ります。
108   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
STARTUP_APPEXPLORER 1 Windows起動時に Application Explorerを起動します。

0 デフォルトです。Windows起動時に Application Explorerを起
動しません。

STARTUP_APPWINDOW 1 Windows起動時に Application Windowを起動します。

0 デフォルトです。Windows起動時に Application Windowを起動
しません。

MT_SERVER_ADDRESS このプロパティは、ZENworks Middle Tier Serverの IPアドレスまたは DNS名を指定しま
す。Middle Tier Serverを使用していない場合、このプロパティを指定する必要はありませ
ん。

HTTP_PORT 0-65536 このプロパティは、Middle Tier Serverと通信する場合にデス
クトップ管理エージェントによって使用される HTTPポートを指
定します。Middle Tier Serverを使用している場合、このプロ
パティを追加して、その値を定義する必要があります。

80 デフォルトの HTTPポートです。

NAL_SINGLE_TREE 1 Novell Application Launcherが、1つのツリー内のアプリケー
ションにしかアクセスできないよう制限します。

0 デフォルトです。Application Launcherがアプリケーションに
アクセスするのに複数のツリーにアクセスできるようにします。

ZENWORKS_TREE 任意のツリー名 eDirectoryツリーを ZENworksツリーとして使用するよう指定
します。

! Workstation Managerがインストールされている場合、この

プロパティで指定されたツリーが、Workstation Managerに
よるポリシーの検索対象ツリーになります。 

! NAL_SINGLE_TREEプロパティが設定され、Novell 

Application Launcherがインストールされている場合、この
ツリーは、Application Launcherがアプリケーションを検索
する唯一のツリーになります。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイ
ド』の「ZENworksツリーの使用」を参照してください。

IGNORE_3RDPARTY_GINA 1 サイレントモードのインストールで、サードパーティの GINAが
検出された場合に、それを無視してデスクトップ管理エージェ
ントのインストールを続行します。

0 デフォルトです。サイレントモードのインストールで、サード
パーティの GINAは検出されたとしてもインストールしません。

インストールプログラムをサイレントモードで実行し、サードパーティの GINAが検出され
た場合、インストールを続行すると、その GINAが置き換えられることを示す警告がインス
トールダイアログボックスに表示されます。ユーザはインストールをキャンセルするか、続
行するかを選択できます。

インストールを続行すると (つまり、サイレントモードでこのプロパティ値を 1に設定する
か、非サイレントモードでユーザがインストールを続行した場合 )、サードパーティの GINA
に依存するアプリケーションが動作しなくなる可能性があります。 

プロパティ 値 意味
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Application Launcherプラグインによるエージェントの配布

Novell Application Launcherプラグインは、Web経由でインストールされる単純化さ
れたバージョンの Novell Application Launcherで、ユーザ関連アプリケーションの起
動を可能にします。Application Launcherプラグインのインストールは、デスクトッ
プ管理エージェント (または旧バージョンのエージェントまたは Novell Client)がイ
ンストールされていないワークステーションから Webページ (myapps.html)にユーザ
がアクセスする場合に発生します。Application Launcherプラグインをワークステー
ションでインストールしたら、それを使用して、デスクトップ管理エージェントを
ワークステーションに配布できます。

Application Launcherプラグインのインストールの詳細については、11 章 123 ページ
の ｢ Novell Application Launcherプラグインのインストール｣を参照してください。

Application Launcherプラグインをユーザのワークステーションにインストールする
と、ユーザはユーザ関連アプリケーションへアクセスできます。MSIアプリケーション
オブジェクトを設定して、デスクトップ管理エージェント (zfdagent.msi)を配布でき
ます。MSIアプリケーションオブジェクト用のセキュリティレベルが、［通常の実行］
に設定されていることを確認します。zfdagent.msiを実行するユーザは、管理者権限
も持っている必要があります。MSIアプリケーションオブジェクトの作成の詳細につい
ては、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケーション管理」
の「配布 : 単純なアプリケーション」を参照してください。

デスクトップ管理エージェントディストリビュータによる、Microsoft
ドメイン内でのワークステーションへのエージェントの展開

デスクトップ管理エージェントディストリビュータは、Microsoftドメインおよび
Microsoft Active Directoryを使用することによって、ZENworksデスクトップ管理
エージェントの初期展開と今後のアップグレードを容易にします。エージェントディ
ストリビュータでは、デフォルトで、ターゲットワークステーションを選択してデス
クトップ管理エージェントを展開するときに、Microsoftドメインと Active 
Directoryを使用します。

この節では、次の情報について紹介します。

! 110 ページの ｢エージェントディストリビュータの使用に対する前提条件｣

! 111 ページの ｢デスクトップ管理エージェントの展開｣

エージェントディストリビュータの使用に対する前提条件

エージェントディストリビュータを使用して Microsoftドメイン環境内にデスクトップ
管理エージェントを展開する前に、次の前提条件が満たされていることを確認します。

! エージェントディストリビュータは、ConsoleOneと一緒にインストールされ、
ConsoleOneにアクセス可能で Microsoftドメインおよび Active Directoryの一部
であるワークステーションから実行できます。agentdistributor.exeはスタンド
アロンユーティリティで、\sys\public\mgmt\consoleone\1.2\binディレクトリか
らローカルの配布ワークステーションへコピーできます。エージェントディストリ
ビュータは、ローカルに実行されます。 

! Windowsワークステーションでログインしているユーザは、ドメイン管理者グルー
プのメンバーである必要があります。
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! ZENworksデスクトップ管理エージェントの MSIインストールファイル
(zfdagent.msi)は、ワークステーションで利用可能な Windowsワークステーショ
ンまたはネットワーク上の場所に配置されています。zfdagent.msiファイルは、
Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDの \agentinstall\englishディレク
トリに配置されています。

! デスクトップ管理エージェントが展開される各ワークステーションには、
Microsoft Windowsインストーラがインストールされている必要があります。イン
ストーラは Windows 2000および Windows XPワークステーションでは前もって設定
されています。

Windows Installerがインストールされている必要がある Windows 98ワークステー
ションでは、Novell ZENworks Companion 2 CDを挿入し、［Companion Programs and 
Files(Companionプログラムおよびファイル )］、［More(続き )］、［Microsoft 
Windows Installer(Microsoft Windowsインストーラ )］の順にクリックします。

!  すべてのサーバ(NetWareとMicrosoftの両方)を10分以内に同期する必要がありま
す。時間がこの範囲内に収まらない場合は、zfdagent.msiは配布されず、次のエ
ラーが表示されます。

［失敗 - $Admin共有ドライブを割り当てられません。］

デスクトップ管理エージェントの展開

Microsoftドメインまたは Active Directoryのメンバーであるワークステーションに
デスクトップ管理エージェントを展開するには、次のようにします。

1 Windowsワークステーションで、ドメイン管理者グループのメンバーであるユーザ
としてドメインにログインします。

2 Windowsワークステーションで ConsoleOneを起動し、［ツール］>［ZENworksユー
ティリティ］>［エージェントのインストール］の順にクリックします。

または

sys\public\mgmt\ConsoleOne\1.2\binディレクトリから配布ワークステーション
に agentdistributor.exeファイルをコピーして、ローカルワークステーションで
それを実行します。

ドメイン管理者グループのメンバーでない場合、またはワークステーションがドメ
インのメンバーでない場合、エージェントディストリビュータのメインダイアログ
ボックスは、入力を待ちます (これにより、エージェントを Windowsワークグルー
プに配布することが可能になります。116 ページの ｢デスクトップ管理エージェン
トディストリビュータによる、Windowsワークグループ内でのワークステーション
へのエージェントの展開｣を参照 )。そうでなければ、次のダイアログボックスが
表示されます。
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3 ドメイン管理者ユーザ名とパスワードを入力し、［OK］をクリックして次のダイア
ログボックスを表示します。

4［ZENworksデスクトップ管理エージェント (zfdagent.msi)の場所］フィールドで、
zfdagent.msiファイルを参照して選択します。

zfdagent.msiファイルがワークステーションのローカルドライブまたは利用可能
なネットワークドライブに配置されていない場合、Novell ZENworks 6.5 Desktop 
Management CDに配置されている \agentinstall\englishディレクトリからコピー
します。

5 管理エージェントオプションを設定します。手順は次のとおりです。

5a［エージェントの設定］をクリックして［ZENworksデスクトップ管理エージェ
ントの設定］ダイアログボックスを表示します。

このダイアログボックスを使用して、デスクトップ管理エージェントオプショ
ンを設定します。選択するオプション (［インストール］または［アンインス
トール］)が、他のオプションの可用性を判断します。各オプションの説明が
次にリストされています。
112   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
アンインストール /インストール /再起動 : デスクトップ管理エージェントを
インストールまたはアンインストールする場合に選択します。選択が完了した
後、ワークステーションを再起動する場合には、［再起動］を選択します。

機能 : インストールまたはアンインストールする機能を選択します。［アンイ
ンストール］および全機能を選択すると、ZENworksデスクトップ管理エー
ジェントはアンインストールされます。 

Middle Tierアドレスと HTTPポート : ZENworks Middle Tier Serverを使用し
ている場合、デスクトップ管理エージェントが接続する ZENworks Middle Tier 
Serverの DNS名または IPアドレスを指定し、Apache Webサーバ (NetWare)ま
たは IIS Webサーバ (Windows)がエージェントのログインをリッスンするのに
使用する HTTPまたは NTTPSポート番号を指定します。

Novell Clientを使用している場合は、Middle Tierアドレスは必要ありません。

Middle Tierアドレスを指定しないと、エージェントディストリビュータが、
Novell Clientがインストールされるインストール時間を確認します。Middle 
Tierが指定されていない場合、エージェントディストリビュータはエージェ
ントをインストールしません。

ログイン設定 : この設定は、Workstation Managerで利用できる ZENworks 
Middle Tier Serverログインオプションを決定します。 

! Novellログインの表示 : このオプションを選択して、Workstation Manager
により表示される Middle Tier Serverログインを有効にします。

! 編集可能な Middle Tierアドレス : このオプションを選択して、ログイン中
の Middle Tier Serverアドレスをユーザが編集できるようにします。

Application Launcher設定 : この設定は Novell Application Launcherに適用
します。

! Application Launcherを1つのツリーに制限する: このオプションを選択し
て、Novell Application Launcherが 1つのツリーのアプリケーションに
のみアクセスするように制限します。［ZENworks for Desktopsツリー］
フィールドでツリーを指定します。

! Windowsのスタートアップ時に起動 : Windowsのスタートアップフォルダに
追加され、Windows起動時に起動される Novell Application Launcher
ビュー (Application Explorerまたは Application Window)を選択します。
Novell Application Launcherの起動に Windowsのスタートアップフォル
ダを使用しない場合は、どちらのビューも選択しません。 

ツリー設定 : このフィールドを使用して、ZENworksツリーとして使用される
eDirectoryツリーを指定します。Workstation Managerがインストールされて
いる場合、このツリーはポリシーを探すツリーになります。［1つのツリーに
のみ Application Launcherを制限する］が選択されており、Application 
Launcherがインストールされている場合、このツリーはアプリケーションを
探すツリーになります。

5b デスクトップ管理エージェントオプションの設定が終了したら、［OK］をク
リックして設定を保存し、［ZENworks Desktop Management -エージェントの配
布ユーティリティ］ダイアログボックスに戻ります。

6 デスクトップ管理エージェントを展開するワークステーションを追加します。手順
は次のとおりです。

6a［ターゲットワークステーション］ボックスで、［追加］をクリックして、［ド
メインの参照］ダイアログボックスを表示します。
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このダイアログボックスは、管理者として認証されるドメインをリストしま
す。ワークステーションが他のドメインに信頼をおくドメインに接続されてい
る場合、その該当するドメインがリストされます。 

6b 追加するワークステーションを含むドメインを選択し、［OK］をクリックして、
［アクティブディレクトリを使用したワークステーションの選択］ダイアログ
ボックスを表示します。

注 : 信頼されているドメインを選択すると、ドメイン管理者アカウント情報の入力が求められ

ます。

［検索結果］リストに、［LDAPコンテキスト］フィールドに表示されるコンテ
キストに配置されている全ワークステーションが表示されます。［参照］ボタ
ンを使用して、コンテキストを変更できます。コンテキストの変更により、選
択されたコンテキストに含まれるワークステーションが表示されます。

重要 : エージェントディストリビュータの［検索結果］リストのデータは、アクティブディレク

トリから入手されます。ワークステーションをドメインまたはディレクトリから削除するけれど

も、アクティブディレクトリ管理ツールを使ってワークステーションをアクティブディレクトリ

から削除しない場合、［検索結果］リストは不正確になります。

6c［検索結果］リストでは、追加するワークステーションを選択し、［追加］をク
リックします。

6d ステップ 6a～ステップ 6cを繰り返して、デスクトップ管理エージェントを展
開するすべてのワークステーションを追加します。
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7 別の機会に再利用するために設定をプロジェクト (.pad)ファイルに保存する場合
は、［ファイル］>［名前を付けて保存］の順にクリックして、ファイル名を指定
し、［OK］をクリックします。 

プロジェクトファイルは、読み込み可能な .iniフォーマットで保存されます。

8［エージェントの展開］をクリックして、選択したワークステーションに対して管
理エージェントを表示し、［ZENWorksデスクトップ管理エージェントのターゲット
ワークステーションへの配布］ダイアログボックスを表示します。

ダイアログボックスは展開の成功と失敗を表示します。失敗イベントをプロジェク
トファイル (.pad)に保存して、失敗したワークステーションの問題を修正後、
［ファイル］メニューから開くことができます。

エージェントディストリビュータも、各配布の試みの成功と失敗のリストを含むログ
ファイル (lastrun.log)を保管します。ログファイルは展開ウィンドウが表示するの
と同じ出力ですが、開始と終了時間も含まれます。ファイルは同じディレクトリに
agentdistributor.exeとして保存されます。サンプル lastrun.ログファイルは次のよ
うになります。

=============  Start time Thursday, April 01, 2004 11:32 AM ==============

Workstation SWILLIAMSDELL Successful

Workstation SWDESKPRO-W98 Successful

=============  End time Tuesday, April 06, 2004 11:34 PM ================

=============  Start time Friday, April 09, 2004 12:49 PM =================

Workstation testing6 Failed - Unable to contact workstation.

Workstation WILLIAMS2KSP3 Failed - Unable to map $Admin share drive.

=============  End time Friday, April 09, 2004 12:49 PM  =================
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エージェントディストリビュータも MSIデバッグファイルを各ワークステーションか
らコピーして、それを \workstationlogsディレクトリの下にある Windowsドライブの
ルートに保管します。このディレクトリには最新のログファイルのみが含まれます。
すべてのファイルが次の試行で削除され、ZENworksデスクトップ管理エージェントを
配布します。このデバッグファイルにより、特定のワークステーションにおける展開
の失敗をトラブルシューティグできます。ファイルの名前は .log拡張子がついたワー
クステーション名です (例、c:\workstationlogs\williams2ksp3.log)。

デスクトップ管理エージェントディストリビュータによる、Windows
ワークグループ内でのワークステーションへのエージェントの展開

エージェントディストリビュータを実行するワークステーションが Microsoftドメイ
ンのメンバーでない場合、エージェントディストリビュータを使用して、デスクトッ
プ管理エージェントをその Windowsワークグループのメンバーであるターゲットワー
クステーションに配布することができます。

この節では、次の情報について紹介します。

! 110 ページの ｢エージェントディストリビュータの使用に対する前提条件｣

! 111 ページの ｢デスクトップ管理エージェントの展開｣

エージェントディストリビュータの使用に対する前提条件

エージェントディストリビュータを使用して Windowsワークグループ内のターゲット
ワークステーションにデスクトップ管理エージェントを配布する前に、次の前提条件
が満たされていることを確認します。

! エージェントディストリビュータは、ConsoleOneの一部としてインストールされて
おり、ConsoleOneにアクセス可能で Windowsワークグループのメンバーであるす
べてのワークステーションから実行できます。agentdistributor.exeはスタンド
アロンユーティリティで、\sys\public\mgmt\consoleone\1.2\binディレクトリか
らローカルの配布ワークステーションへコピーできます。エージェントディストリ
ビュータは、ローカルに実行されます。 

! ZENworksデスクトップ管理エージェントの MSIインストールファイル
(zfdagent.msi)は、配布ワークステーションで利用可能な Windowsワークステー
ションまたはネットワーク上の場所に配置されています。zfdagent.msiファイル
は、Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDの \agentinstall\englishディ
レクトリに配置されています。

! デスクトップ管理エージェントが展開される各ワークステーションには、
Microsoft Windowsインストーラがインストールされている必要があります。イン
ストーラは Windows 2000および Windows XPワークステーションでは前もって設定
されています。

Windows インストーラがインストールされている必要がある Windows 98ワークス
テーションでは、Novell ZENworks Companion 2 CDを挿入し、［Companion 
Programs and Files(Companionプログラムおよびファイル )］、［More(続き )］、
［Microsoft Windows Installer(Microsoft Windowsインストーラ )］の順にクリッ
クします。

! すべてのサーバ(NetWareとMicrosoftの両方)を10分以内に同期する必要がありま
す。時間がこの範囲内に収まらない場合は、zfdagent.msiは配布されず、次のエ
ラーが表示されます。

［失敗 - $Admin共有ドライブを割り当てられません。］
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Windowsワークグループメンバーへのデスクトップ管理エージェントの配布

ZENworks 6.5 Desktop Management SP1の一部として、同じ Windowsワークグループの
メンバーであるワークステーションにデスクトップ管理エージェントを展開できます。

1 Windowsワークステーションで、Windowsワークグループの管理者としてローカル
にログインします。

2 Windowsワークステーションで ConsoleOneを起動し、［ツール］>［ZENworksユー
ティリティ］>［エージェントのインストール］の順にクリックします。

または

sys\public\mgmt\ConsoleOne\1.2\binディレクトリから配布ワークステーション
に agentdistributor.exeファイルをコピーして、ローカルワークステーションで
それを実行します。

［エージェントの配布ユーティリティ］ダイアログボックスが表示されます。

3［ZENworksデスクトップ管理エージェント (zfdagent.msi)の場所］フィールドで、
zfdagent.msiファイルを参照して選択します。

zfdagent.msiファイルがワークステーションのローカルドライブまたは利用可能
なネットワークドライブに配置されていない場合、Novell ZENworks 6.5 Desktop 
Management CDに配置されている \agentinstall\englishディレクトリからコピー
します。

4 管理エージェントオプションを設定します。手順は次のとおりです。

4a［エージェントの設定］をクリックして［ZENworksデスクトップ管理エージェ
ントの設定］ダイアログボックスを表示します。
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このダイアログボックスを使用して、デスクトップ管理エージェントオプショ
ンを設定します。選択するオプション (［インストール］または［アンインス
トール］)が、他のオプションの可用性を判断します。各オプションの説明が
次にリストされています。

アンインストール /インストール /再起動 : デスクトップ管理エージェントを
インストールまたはアンインストールする場合に選択します。選択が完了した
後、ワークステーションを再起動する場合には、［再起動］を選択します。

機能 : インストールまたはアンインストールする機能を選択します。［アンイ
ンストール］および全機能を選択すると、ZENworksデスクトップ管理エー
ジェントはアンインストールされます。 

Middle Tierアドレスと HTTPポート : ZENworks Middle Tier Serverを使用し
ている場合、デスクトップ管理エージェントが接続する ZENworks Middle Tier 
Serverの DNS名または IPアドレスを指定し、Apache Webサーバ (NetWare)ま
たは IIS Webサーバ (Windows)がエージェントのログインをリッスンするのに
使用する HTTPまたは NTTPSポート番号を指定します。

Novell Clientを使用している場合は、Middle Tierアドレスは必要ありません。

Middle Tierアドレスを指定しないと、エージェントディストリビュータが、
Novell Clientがインストールされるインストール時間を確認します。Middle 
Tierが指定されていない場合、エージェントディストリビュータはエージェ
ントをインストールしません。

ログイン設定 : この設定は、Workstation Managerで利用できる ZENworks 
Middle Tier Serverログインオプションを決定します。 

! Novellログインの表示 : このオプションを選択して、Workstation Manager
により表示される Middle Tier Serverログインを有効にします。

! 編集可能な Middle Tierアドレス : このオプションを選択して、ログイン中
の Middle Tier Serverアドレスをユーザが編集できるようにします。

Application Launcher設定 : この設定は Novell Application Launcherに適用
します。

! Application Launcherを1つのツリーに制限する: このオプションを選択し
て、Novell Application Launcherが 1つのツリーのアプリケーションに
のみアクセスするように制限します。［ZENworks for Desktopsツリー］
フィールドでツリーを指定します。
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! Windowsのスタートアップ時に起動 : Windowsのスタートアップフォルダに
追加され、Windows起動時に起動される Novell Application Launcher
ビュー (Application Explorerまたは Application Window)を選択します。
Novell Application Launcherの起動に Windowsのスタートアップフォル
ダを使用しない場合は、どちらのビューも選択しません。 

ツリー設定 : このフィールドを使用して、ZENworksツリーとして使用される
eDirectoryツリーを指定します。Workstation Managerがインストールされて
いる場合、このツリーはポリシーを探すツリーになります。［1つのツリーに
のみ Application Launcherを制限する］が選択されており、Application 
Launcherがインストールされている場合、このツリーはアプリケーションを
探すツリーになります。

4b デスクトップ管理エージェントオプションの設定が終了したら、［OK］をク
リックして設定を保存し、［ZENworks Desktop Management -エージェントの配
布ユーティリティ］ダイアログボックスに戻ります。

5 デスクトップ管理エージェントを展開するワークステーションを追加します。手順
は次のとおりです。

5a［追加］をクリックして［IPターゲットワークステーションの選択］ダイアロ
グボックスを表示します。

5b 次のフィールドに情報を入力します。

ワークステーション

［IPアドレス］:デスクトップ管理エージェントを展開する各ターゲットワー
クステーションの IPアドレスを指定します。複数指定する場合はカンマで区
切ります。IPアドレス範囲をリスト内の単一項目として指定することもでき
ます。

ワークステーション管理者のアカウント情報

［ユーザ名］: ワークグループ管理者のユーザ名を入力します。

［パスワード］: ワークグループ管理者のパスワードを入力します。

［パスワードの再入力］: ワークグループ管理者のパスワードであることを確
認するために、パスワードを再入力します。

注 : ［IPアドレス］フィールドで指定したすべてのターゲットワークステーションで同じアカウ

ント情報 (ユーザ名とパスワード )を使用する必要があります。

5c［OK］をクリックして、ターゲットワークステーションのリストを保存します。
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6［エージェントの展開］をクリックして、選択したワークステーションに対して管
理エージェントを表示し、［ZENWorksデスクトップ管理エージェントのターゲット
ワークステーションへの配布］ダイアログボックスを表示します。

ダイアログボックスは展開の成功と失敗を表示します。失敗イベントをプロジェク
トファイル (.pad)に保存して、失敗したワークステーションの問題を修正後、
［ファイル］メニューから開くことができます。

エージェントディストリビュータも、各配布の試みの成功と失敗のリストを含むログ
ファイル (lastrun.log)を保管します。ログファイルは展開ウィンドウが表示するの
と同じ出力ですが、開始と終了時間も含まれます。ファイルは同じディレクトリに
agentdistributor.exeとして保存されます。サンプル lastrun.ログファイルは次のよ
うになります。

=============  Start time Thursday, April 01, 2004 11:32 AM ==============

Workstation USER2DELL Successful

Workstation USER3DESKPRO-W98 Successful

=============  End time Tuesday, April 06, 2004 11:34 PM ================

=============  Start time Friday, April 09, 2004 12:49 PM =================

Workstation testing6 Failed - Unable to contact workstation.

Workstation WILLIAMS2KSP3 Failed - Unable to map $Admin share drive.

=============  End time Friday, April 09, 2004 12:49 PM  =================

エージェントディストリビュータも MSIデバッグファイルを各ワークステーションか
らコピーして、それを \workstationlogsディレクトリの下にある Windowsドライブの
ルートに保管します。このディレクトリには最新のログファイルのみが含まれます。
すべてのファイルが次の試行で削除され、ZENworksデスクトップ管理エージェントを
配布します。このデバッグファイルにより、特定のワークステーションにおける展開
の失敗をトラブルシューティグできます。ファイルの名前は .log拡張子がついたワー
クステーション名です (c:\workstationlogs\testing8.logなど )。
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デスクトップ管理エージェントの設定の変更

ユーザワークステーションでデスクトップ管理エージェントを変更する必要がある場
合、デスクトップ管理エージェントインストールプログラムを再度実行することによ
り、ローカルに実施できます。もう一度インストールを開始すると、デスクトップ管
理エージェントのメンテナンスダイアログボックスが表示されます。

変更 :このオプションを選択して、［Select Features(機能を選択 )］ページを開きま
す。このページで、デスクトップ管理エージェントインストールに含める機能の追加
または削除ができます。

削除 : このオプションを選択して、ワークステーションからデスクトップ管理エー
ジェントファイルを削除 (アンインストール )します。

Novell Application Launcherによる機能の追加

最初の配布を実行した後、デスクトップ管理エージェントに機能を追加する場合、MSI
アプリケーションオブジェクトを増分して、Novell Application Launcherが新しいア
プリケーションとして認識できるようにする必要があります。次に、MSIアプリケー
ションオブジェクトの ADDLOCALプロパティを変更して、オブジェクトの再配布を実行
することができます。利用可能な ADDLOCALプロパティの詳細については、107 ページ
のステップ 2を参照してください。
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11 Novell Application Launcherプラグインのインス
トール

Novell® Application LauncherTMプラグインは、簡素化されたバージョンの Novell 
Application Launcherで、ユーザに関連付けられたアプリケーションの配布のみを必
要とするワークステーション上で、ZENworks®デスクトップ管理エージェントの代わり
に使用できます。管理エージェントをワークステーションに Webベースで配布すると
きにも使用できます。

Novell Application Launcherプラグインは Application Explorerビューと
Application Browserビューのみを含んでいます。Application Windowビュー、Novell 
Application Launcher Service for Windows (nalntsrv.exe)、Application Launcher 
Workstation Helper (zenappws.dll)は含んでいません。

Workstation Manager、ワークステーションインベントリ、リモート管理、ワークス
テーションイメージングなどの他の ZENworksデスクトップ管理エージェントコンポー
ネントも含んでいません。

次の節では、Novell Application Launcherプラグインの使用に適したケースと、
Novell Application Launcherプラグインのインストール方法について説明します。

! 123 ページの ｢ Novell Application Launcherプラグインの使用に適したケース｣

! 124 ページの ｢ Novell Application Launcherプラグインのインストール方法｣

! 125 ページの ｢ Novell Application Launcherプラグインのインストール｣

! 128 ページの ｢ Novell Application Launcherプラグインの再インストール｣

Novell Application Launcherプラグインの使用に適したケース

Novell Application Launcherプラグインの主な目的は、ユーザに関連付けられたアプ
リケーションの起動に必要な基本的 Application Launcherファイルを提供して、Web
ベースのインストールプログラムを介してアプリケーションを起動することです。
Novell Application Launcherプラグインに関する、次の制限事項に注意する必要があ
ります。 

! Windows 2000/XPユーザは、アプリケーションをインストールして起動するための
十分なファイルアクセス権限を持っている必要があります。権限がない場合、プラ
グインのインストールマネージャはプラグインファイルをインストールできませ
ん。プラグインがインストールされていても、アプリケーションを起動できませ
ん。Novell Application Launcherプラグインは、機能が制限されたワークステー
ションでは使用できません。

! Novell Application Launcherプラグインは、ユーザに関連付けられたアプリケー
ションのみを表示します。Workstation Managerと Application Launcher 
Workstation Helperがインストールされていないので、ワークステーションに関
連付けられたアプリケーションは表示されません。
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! Workstation Managerがインストールされていないので、ポリシーは適用されま
せん。

! データベースレポート機能はサポートされていません。Novell Application 
Launcherプラグインには、実行に必要な ODBCドライバが含まれていないため、
データベースにイベントを書き込めません。 

! Novell Application Launcherプラグインは、ターミナルサーバアプリケーション
の起動をサポートしていません。サポートするには、ZENworksデスクトップ管理
エージェントをインストールする必要があります。

ユーザに関連付けられたアプリケーションの起動以外に、デスクトップ管理エージェ
ント機能を必要としない場合は、アプリケーションを使用して Novell Application 
Launcherプラグインをワークステーションにインストールすることで、引き続きデス
クトップ管理エージェント機能を使用できます。ユーザがデスクトップ管理エージェ
ントの最大限の機能性を必要とする場合は、Novell Application Launcherプラグイン
をインストールした後に、アプリケーションオブジェクトを介してデスクトップ管理
エージェントをワークステーションに配布できます。

Novell Application Launcherプラグインのインストール方法

Novell Application Launcherプラグインは、Novell Application Launcherプラグイ
ンインストールマネージャによりインストールされます。Novell Application 
Launcherプラグインインストールマネージャ、Novell Application Launcherプラグイ
ン、および Novell Application Launcherプラグインサポートファイルは、ZENworks 
Middle Tier Serverのインストール中に Webサーバにコピーされます。NetWare® 
Middle Tier Serverでは、web_server_root\nwdocsディレクトリが対象になるインス
トールディレクトリです。Windows Middle Tier Serverでは、インストールディレク
トリは inetpub\wwwrootです。ファイルは次の CABファイルにパッケージ化されてい
ます。

! zfdinstallmgr.cab: Novell Application Launcherプラグインファイルのインス
トールおよび更新の管理に使用する Novell Application Launcherプラグインイン
ストールマネージャ DLLが含まれています。

! zfdplugin.cab: Novell Application Launcherプラグインファイルが含まれてい
ます。 

! netidentity.cab: IDを管理し、Novell Application Launcherプラグインユーザを
ZENworks Middle Tier Serverに対して安全に認証するために必要なファイルが含
まれています。

! instmsi.cab、instmsi9x.cab、instmsint.cab: NetIdentityファイルのインストー
ルに必要な Microsoft Windows Installer (バージョン 2)が含まれています。こ
れらの CABファイルは、バージョン 2以降の Windows Installerがない場合のみイ
ンストールされます。

同じディレクトリにインストールされる myapps.htmlページは、Novell Application 
Launcherプラグインインストールマネージャ CABファイル (zfdinstallmgr.cab)を参
照します。myapps.htmlページにアクセスしたときに Application Launcherまたは
Novell Application Launcherプラグインがワークステーションにまだインストールさ
れていない場合、Novell Application Launcherプラグインインストールマネージャ
DLLファイル (zfdwebinstallmgr.dll)はインストールマネージャ CABファイルから
Windowsのシステムディレクトリに解凍され、登録されます。myapps.htmlファイルが
ロードされた後、インストールマネージャは Novell Application Launcherプラグイン
とそのサポートファイルのインストールを開始します。
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Novell Application Launcherプラグインのインストール

ワークステーションに Novell Application Launcherプラグインをインストールする
には 

1 ZENworks Middle Tier Serverインストールプログラムを実行したことを確認し、
Novell Application Launcherプラグインインストールマネージャ、Novell 
Application Launcherプラグインファイル、および myapps.htmlファイルを Web
サーバにコピーします。必要に応じて、8 章 73 ページの ｢ ZENworks Middle Tier 
Serverのインストール｣を参照してください。

2 (オプション ) myapps.htmlページを変更します。

Novell Application Launcherプラグインインストールマネージャを起動するほか、
myapps.htmlページには、Novell Application Launcherプラグインおよび
Application Launcherと一緒に使用する Application Browserビューの機能と外観
を決定するパラメータが含まれています。ユーザに配布する前に、これらのパラ
メータを使用してApplication Browserビューをカスタマイズすることができます。 

重要 : Middle Tier Serverをインストールすると、Middle Tier Serverのプライベート (内部 )アド

レスは myapps.htmlファイルに追加されます。ユーザがファイアウォールの外で Application Browser

を実行する場合、Middle Tier Serverのパブリック (外部 ) IPアドレスとプライベート IPアドレス

が異なるときには、パブリック IPアドレスを myapps.htmlファイルに入力する必要があります。

myapps.htmlファイルの MiddleTierAddressパラメータを使用して IPアドレスを指定します。

myapps.htmlファイルは、Application Browserビューの生成に使用される
ActiveX*コントロール (axnalserver.dll)をロードします。ActiveXコントロール
に渡されるパラメータを変更して Application Browserビューをカスタマイズする
ことができます。次の 9つのパラメータがあります。

<!--param name=\"SingleTree\" value=\"ZENWORKS_TREE\"-->
<!--param name=\"PortalView\" value=\"false\"-->
<!--param name=\"BannerURL\" value=\"http://www.company.com/banner.html\"-->
<!--param name=\"BannerHeight\" value=\"80\"-->
<!--param name=\"ShowTree\" value=\"true\"-->
<!--param name=\"ShowTasks\" value=\"false\"-->
<!--param name=\"AppDisplayType\" value=\"0\"-->
<!--param name=\"ShowAppFrameNavigation\" value=\"true\"-->
<!--param name=\"ShowIEToolbarButton\" value=\"true\"-->

さらに、Novell Application Launcherプラグインインストールマネージャを使用
して Middle Tier Serverから myapps.htmlファイルをダウンロードする場合は、
インストールマネージャで使用される 2つの追加パラメータをカスタマイズでき
ます。

<!--param name=\"MiddleTierAddress\" value=\"$$IPADDR$$\"-->
<!--param name=\"Nt4PluginVersion\" value=\"4,0,1,0\"-->

デフォルトではパラメータはコメントアウトされているので、ActiveXコントロー
ルは事前に設定された内部値を使用します。パラメータを変更するには、次の手順
に従います。

2a !-- (コメントの先頭 )と -- (コメントの最後 )を削除して、パラメータを有
効にします。例 :

<param name=\"SingleTree\" value=\"novell_tree\"

2b Modify the parameter�s value.次に各パラメータについて説明します。
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SingleTree: このパラメータを使用すると、アプリケーション情報を読み込む
対象となる単一の Novell eDirectoryTMツリーを指定できます。このパラメー
タを使用する場合、Application Launcherではユーザが認証する他のツリーが
無視されます。

このパラメータは、インストール時のみ適用されます。インストール後にこの
パラメータを変更しても、影響はありません。

PortalView: このパラメータを使用して、Application Browserビューのバ
ナー部分を削除することによってポータルのサポートを改善できます。value
の設定値は［true］または［false］です。［true］に設定すると、バナー部分
は削除されます。

BannerURL: このパラメータは、PortalViewパラメータが［false］に設定され
ている場合のみ適用されます。

このパラメータを使用して別のバナーを指定することができます。たとえば、
Novellロゴの代わりに自分の会社のロゴを含むバナーを使用できます。value
の設定値は、HTMLページまたはグラフィックファイル (GIF、JPEGなど )への
URLにする必要があります。HTMLページを指定した場合、ページは
BannerHeightパラメータで指定された高さに切り取られます。グラフィック
ファイルを指定した場合、バナー部分はグラフィックファイル全体が収まるよ
うにスクロールします。バナー部分をスクロール可能にしたくない場合は、グ
ラフィックの高さが BannerHeightパラメータで指定された高さを超えないよ
うにする必要があります。

BannerHeight: このパラメータは、PortalViewパラメータが［false］に設定
され、デフォルトの Novellバナーが BannerViewパラメータによって無効に
なっている場合のみ適用されます。

このパラメータを使用してバナー部分の高さを決定します。valueの設定値は
5から 200にする必要があります。5未満の値は 5に切り上げられます。200
を超える値は 200に切り下げられます。

ShowTree: このパラメータは、Application Browserビューが左のペイン (
フォルダビューとも呼ばれます )を含むかどうかを決定します。valueの設定
値は［true］または［false］です。［true］の場合はフォルダビューが表示さ
れ、［false］の場合は削除されます。

ShowTasks: このパラメータは、フォルダビュー (左のペイン )が、［オンライ
ン作業］、［オフライン作業］、［Middle Tierログイン］、［Middle Tierログア
ウト］、［アプリケーションを更新する］、および［ヘルプ］オプションを含む
かどうかを決定します。valueの設定値は［true］または［false］です。
［true］の場合はオプションが表示され、［false］の場合は削除されます。 

AppDisplayType: このパラメータは、アプリケーションが Application 
Browserビューの右のペインにどのように表示されるかを決定します。value
の設定値は［0］または［1］です。デフォルト値の［0］では、アプリケー
ションアイコンは、Windowsエクスプローラの［大きいアイコン］の表示と同
じように、大きなアイコンとして表示されます。設定値［1］では、アプリ
ケーションは、Windowsエクスプローラの［一覧］の表示と同じように、表形
式で一覧表示されます。

ShowAppFrameNavigation: このパラメータは、Application Browserビューの
右のペインにナビゲーションが含まれるかどうかを決定します。valueの設定
値は［true］または［false］です。［true］に設定すると、右のペインにナビ
ゲーションが含まれます。ナビゲーションのタイプは、AppDisplayTypeパラ
メータの設定によって異なります。
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! AppDisplayTypeパラメータが［0］(［大きいアイコン］)に設定されてい
る場合、ナビゲーションはブレッドクラムとして表示されます (ZENworks 
Tree > Application Folder > Application Aなど )。 

! AppDisplayTypeパラメータが［1］(［小さいアイコン］)に設定されてい
る場合、ナビゲーションは、アプリケーションリストの一番上に上向き矢
印として表示されます。

このパラメータの値を［false］に設定すると、Application Browserビューで
［All］フォルダが開きます。つまり、すべてのアプリケーションアイコンが右
のペインに表示されます。ConsoleOneのユーザの［Application Launcherの
環境設定］で［All］フォルダが無効になっている場合、このパラメータは無
視されます (つまり、デフォルト値の［true］が使用されます )。

ShowIEToolbarButton: このパラメータは、Internet Explorerのツールバーに
［Application Browser］ボタンを追加するかどうかを決定します。
［Application Browser］ボタンは、ローカルバージョンの myapps.htmlファイ
ルを起動します。valueの設定値は［true］または［false］です。デフォル
トの設定は［true］で、ツールバーに［Application Browser］ボタンが追加
されます。［false］に設定すると、ツールバーから［Application Browser］
ボタンが削除されます。この設定を変更する場合、ユーザは必ず Internet 
Explorerを終了して、変更を有効にするために再度開く必要があります。 

MiddleTierAddress: このパラメータは、eDirectoryへのアクセスとして
ZENworks Middle Tier Serverを設定した場合にのみ適用されます。

MiddleTierAddressパラメータを使用して、ユーザが認証を受ける Middle 
Tier Serverの IPアドレスを指定することができます。Middle Tier Serverア
ドレスが Windowsレジストリに含まれていない場合にのみ使用されます。ユー
ザが ZENworksデスクトップ管理エージェントインストールプログラムの実行
時にアドレスを入力した場合、リジストリにはこのアドレスが含まれていま
す。

Nt4PluginVersion: このパラメータは、ZENworks for Desktops 4.0.1から
アップグレードする場合にのみ適用されます。このパラメータは、Windows NT 
4ワークステーションにのみ適用され、ワークステーションで実行する必要の
ある最低限のバージョンの ZENworks for Desktops 4.0.1 Novell Application 
Launcherプラグインを指定します。たとえば、ワークステーションのバー
ジョンが 4,0,1,0で、このパラメータに 4,0,1,3が指定されている場合は、
Novell Application Launcherプラグインインストールマネージャが ZENworks 
Middle Tier Serverからバージョン 4,0,1,3以降の Novell Application 
Launcherプラグイン CABファイル (zfd40.cab)をダウンロードできる場合に
のみ、Application Browserビューが実行されます。一方、ワークステーショ
ンのバージョンが 4,0,1,3で、このパラメータが 4,0,1,0に指定されている場
合は、Novell Application Launcherプラグインが新しいバージョン (4,0,1,4
など )でも、インストールマネージャは Middle Tier Serverから Novell 
Application Launcherプラグインをダウンロードします。

2c ファイルを保存します。

3 myapps.htmlページにアクセスしてセットアップをテストします。

! Novell Application Launcherまたは Novell Application Launcherプラグイン
がすでにインストールされているワークステーションから myapps.htmlページ
にアクセスした場合、Application Browserビューが Webブラウザに表示され
ます。ファイルはダウンロードされません。
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! Novell Application Launcherおよび Novell Application Launcherプラグイン
がインストールされていないワークステーションから myapps.htmlページにア
クセスした場合、Novell Application Launcherプラグインインストールマ
ネージャがインストールされて登録されます。次に、Novell Application 
Launcherプラグインファイルのインストールが開始されます。

インストール処理中に使用される各 CABファイルには、Novellが署名した証
明書が含まれています。インストールを続行する前に証明書を受け入れるよう
に求めるメッセージが表示されます。それぞれの証明書を受け入れるか、最初
の証明書で表示された［Always Trust Content From Novell(Novellのコンテ
ンツを常に信頼する )］をオンにして、それ以降の Novellが署名した証明書
をすべて受け入れることができます。

インストールが完了したら、(再び myapps.htmlページにアクセスして ) 
Application Browserビューおよび (［スタート］メニューから起動して ) 
Application Explorerビューの両方から、ユーザに関連付けられたアプリケー
ションにアクセスできます。

! 以前のバージョンの Application Launcherがすでにインストールされている (
または以前にインストールされた )ワークステーションから myapps.htmlペー
ジにアクセスすると、インストールプログラムで次のエラーメッセージが表示
されることがあります。

Error:Install Error
An installation error has prevented you from obtaining the ZENworks
for Desktops plugin.Please contact your system administrator for
help.You must first uninstall any previous versions of ZENworks for
Desktops.

この問題を解決するには、ワークステーションの Windows system32ディレク
トリ (通常は c:\winnt\system32または c:\windows\system32)から
naldesk.exeファイルを削除して、サーバにマップされた検索ドライブまたは
naldesk.exeが存在するディレクトリがワークステーションにないことを確認
してから、myapps.htmlページに再度アクセスします。 

4 ユーザが myapps.htmlページにアクセスするための URLが表示されます。

Novell Application Launcherプラグインの再インストール

ワークステーションに Novell Application Launcherプラグインを再インストールする
には

1 コマンドプロンプトに次のコマンドを入力して、zfdwebinstallmgr.dllと
axnalserver.dllの登録を取り消します。 

regsvr32 -u zfdwebinstallmgr.dll
regsvr32 -u axnalserver.dll

2 Windowsシステムディレクトリ (たとえば c:\winnt\system32)内にある
zfdwebinstallmgr.dllを削除します。

3 (条件付き ) Windows NTワークステーションにプラグインを再インストールする場
合、ワークステーションのレジストリから次の値を削除してください。

HKey_Local_Machine\software\novell\zenworks\installpath

4 Webブラウザで myapps.htmlページにアクセスします。
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12 ZENworks Launchガジェットのインストール

Novell® ZENworks® Desktop Managementには、ZENworks Launchガジェットが含まれて
います。これは、Novell exteNd DirectorTM 4.1 SEポータル内からユーザに関連付け
られたアプリケーションを起動するために使用されます。ユーザのワークステーショ
ンにデスクトップ管理エージェントは必要ありません。次の節ではインストール手順
について説明します。

! 129 ページの ｢ポータルへの ZENworks Launchガジェットのインストール｣

! 130 ページの ｢ポータルへの Citrixファイルのコピー｣

! 131 ページの ｢ワークステーションへの Citrix ICAクライアントおよび Microsoft 
RDPクライアントのインストール｣

ポータルへの ZENworks Launchガジェットのインストール

1 Novell exteNd Director 4.1 Standard Editionがインストールされ NetWare® 6.x
または Windows 2000/2003 Serverで稼動していることを確認します。 

インストールの詳細については、『Novell exteNd Director Standard Editionイン
ストールガイド (http://www.novell.com/documentation/lg/nedse41)』を参照し
てください。

2 exteNd Director 4.1ポータルを管理できる Windowsワークステーションで、
Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDを CDドライブに挿入します。

Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDには、ポータルモジュールファイル
ZENworks.npmが含まれています。このファイルには、ポータルにインストールす
る ZENworks Launchガジェットが含まれています。ファイルは、\ZENworks Launch 
Gadgetディレクトリにあります。

3 ポータルに管理者としてログインします。

4［Portal Administration(ポータルの管理 )］>［Administer the Portal(ポータル
を管理 )］の順にクリックして、［Portal Administration(ポータルの管理 )］
ページを表示します。 

5［Modules(モジュール )］をクリックして［Modules(モジュール )］ページを表示
します。

6［インストール］をクリックして、［Install a New Module(新規モジュールのイン
ストール )］ページを表示します。

7［Path to Module File Package(モジュールファイルパッケージへのパス )］フィー
ルドで［参照］をクリックし、ZENworks.npmファイルを参照して選択します。 

.npmファイルは、Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CD の \ZENworks Launch 
Gadgetディレクトリにあります。
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8［インストール］をクリックして、［Thin Client Support(シンクライアントサポー
ト )］オプションを表示し、ICAおよび RDPクライアントのサポートを必要とする
場合は［ICA & RDP］、RDPクライアントのサポートのみを必要とする場合には
［RDP］を選択して、［次へ］をクリックします。

9 (条件付き )シンクライアントのサポートについて［ICA & RDP］を選択した場合
は、次のフィールドに入力して、［次へ］をクリックします。

Citrix XML Service Address: Citrix IMAデータベースが存在するサーバの DNS名
または IPアドレスを指定します。複数の Citrixファームを使用している場合は、
IMAデータベースが存在する各サーバのアドレスをカンマで区切って入力します。

Citrix XML Service Port: Citrix XML Serviceで使用されているポート番号を指
定します。これは通常、ポート 80になります。MMCでポート番号を確認するには、
［サーバ］>［Server Properties(サーバのプロパティ )］>［MetaFrame XP 
Settings(メタフレーム XPの設定 )］の順にクリックして、［TCP/IP Port(TCP/IP
ポート )］フィールドにチェックを付けます。

10 インストールが完了したら、ポータルを終了します。

11 ポータルが NetWare 6.xサーバ上にある場合は、サーバを再起動します。

または

ポータルが Windows 2000サーバ上にある場合は、サーバを再起動するか、または
Tomcatを再起動します。

ガジェットがアクセスするターミナルサーバなど、ZENworks Launchガジェットの設定
の変更については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケー
ション管理」にある「ZENworks Launchガジェット : 設定」を参照してください。

ポータルへの Citrixファイルのコピー

ターミナルサーバ環境に Citrixサーバを使用している場合は、exteNd Directorポー
タルに複数の Citrixファイルをコピーする必要があります。この Citrixファイルは、
ICAクライアントセッションを起動するときに Launchガジェットで使用されます。

1 Citrix MetaFrame XP Presentation Server CDを使用して、
\metaframe\w2k\program files\citrix\application\nfuseディレクトリ全体を次
のポータルディレクトリにコピーします。

tomcat\webapps\nps\portal\gadgets\com.novell.ondemand.gadgets.ZenLaunchGad
get

この結果、ディレクトリは次のようになります。

tomcat\webapps\nps\portal\gadgets\com.novell.ondemand.gadgets.ZenLaunchGad
get\nfuse

2 *.propertiesファイルを com.novell.ondemand.gadgets.ZENLaunchGadget\nfuse
ディレクトリから次のポータルディレクトリに移動します。

tomcat\webapps\nps\portal\WEB-INF\classes

いずれかのファイルがディレクトリにすでに存在する場合は、最新の日付のファイ
ルを保存します。
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3 *.jarファイルを com.novell.ondemand.gadgets.ZENLaunchGadget\nfuseディレク
トリから次のポータルディレクトリに移動します。

tomcat\webapps\nps\portal\WEB-INF\lib

いずれかのファイルがディレクトリにすでに存在する場合は、最新の日付のファイ
ルを保存します。

ワークステーションへの Citrix ICAクライアントおよび Microsoft 
RDPクライアントのインストール

ZENworks Launchガジェットでターミナルサーバアプリケーションを起動するには、
ワークステーションに Citrix ICAクライアントおよび Microsoft RDPクライアントが
インストールされている必要があります。

ICAクライアント

ZENworks Launchガジェットでは、ワークステーションに ICA Program Neighborhood 
(PN)クライアントまたは ICA Webクライアントがインストールされている必要があり
ます。ユーザのワークステーションに PNクライアントまたは Webクライアントがまだ
インストールされていない場合は、次の手順に従います。

1 Citrix Download Clientsサイト (http://www.citrix.com/site/SS/downloads/
downloads.asp?dID=2755)から PNクライアントまたは Webクライアントファイル
をダウンロードします。

2 各ワークステーションにクライアントファイルを配布します。手順は次のとおり
です。

2a Webクライアントの場合は、wficat.cabファイルをポータルサーバの次の場所
にコピーします。

tomcat\webapps\nps\portal\gadgets\com.novell.ondemand.gadgets.ZENLaunc
hGadget\bin

ユーザが ICAクライアントセッションで実行されるように設定したターミナル
サーバアプリケーションを起動すると、Launchガジェットは CABファイルを
使用して、Webクライアントをインストールします。 

2b PNクライアントの場合は、『Citrix管理者ガイド』に記載されているインス
トール手順に従うか、または Novell Application Launcherを使用して、クラ
イアントファイルを配布します。 

または

PNクライアントファイルの名前を wficat.cabに変更し、ポータルサーバの次
の場所にコピーします。

tomcat\webapps\nps\portal\gadgets\com.novell.ondemand.gadgets.ZENLaunc
hGadget\bin

RDPクライアント

Microsoft RDP 5.1クライアント (msrdp.ocx)は、ZENworks Launchガジェットに含ま
れています。RDPクライアントセッションで実行されるように設定したターミナルサー
バアプリケーションを起動すると、Launchガジェットはユーザのワークステーション
の c:\program files\novell\zenworksディレクトリに msrdp.ocxファイルをインス
トールして、OCXファイルを登録します。
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13 ターミナルサーバアプリケーションのサポートの
設定

Novell® ZENworks® Desktop Managementのアプリケーション管理機能を使用すると、
ICAまたは RDPクライアントセッションを介して、Citrix MetaFrame Serverまたは
Microsoft Windowsターミナルサーバからアプリケーションを起動できます。ターミナ
ルサーバアプリケーションをサポートするには、要件を確認して、次のセクションの
タスクを実行する必要があります。 

! 133 ページの ｢ターミナルサーバの要件｣

! 134 ページの ｢ ZENworks Workstation Managerによるローカルユーザアカウントの
管理｣

! 141 ページの ｢ ZENworks以外の方法によるローカルユーザアカウントの管理｣

! 142 ページの ｢ワークステーションへの Citrix ICAクライアントおよび Microsoft 
RDPクライアントのインストール｣

上記のタスクを完了すると、Novell Application LauncherTMを使用してユーザに配布
できるように、ターミナルサーバアプリケーションを設定できます。詳細については、
『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケーション管理」の「配
布 : 単純なアプリケーション」を参照してください。

ターミナルサーバの要件

次の表に、Windowsターミナルサーバおよび Citrix MetaFrame Serverの最低要件を示
します。

アイテム 最低要件

オペレーティングシステム Service Pack 4(最新のサービスパックを推奨 )を適用した Windows 
2000 Server

Windows Server 2003(最新のサービスパックを推奨 )

Windowsターミナルサービス Windows 2000/2003 Serverオペレーティングシステムでサポートさ
れているバージョン

Citrix MetaFrame(オプショ
ン )

Citrix MetaFrame XP Feature Release 3 (FR3) 

最新のサービスパックおよびホットフィックスをお勧めします。
Citrix Webサイト (http://www.citrix.com)からダウンロードでき
ます。 
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ZENworks Workstation Managerによるローカルユーザアカウントの管理

ターミナルサーバでアプリケーションを実行するには、ターミナルサーバにローカル
ユーザアカウントが必要です。Workstation Manager(デスクトップ管理エージェント
と共にインストールされます )およびユーザポリシーを使用して、ターミナルサーバ
のユーザアカウントを動的に管理できます。Workstation Managerを使用する場合は、
次の節で説明するタスクを実行します。Workstation Managerを使用しない場合は、他
のユーザ管理方法について 141 ページの ｢ ZENworks以外の方法によるローカルユーザ
アカウントの管理｣を参照してください。

! 134 ページの ｢ Novell Clientおよびデスクトップ管理エージェントのインス
トール｣

! 135 ページの ｢ Workstation Managerのセットアップ｣

! 135 ページの ｢パススルー認証の設定｣

! 136 ページの ｢ダイナミックローカルユーザアカウントのセットアップ｣

Novell Clientおよびデスクトップ管理エージェントのインストール

ターミナルサーバアカウントを動的に管理するには、ZENworksを使用する各ターミナ
ルサーバに Novell Clientおよびデスクトップ管理エージェントをインストールする
必要があります。

デスクトップ管理エージェントには、ターミナルサーバ上にローカルユーザアカウン
トを動的に作成する Workstation Managerコンポーネントが含まれています。管理
エージェントは、Novell Clientを使用して Novell eDirectoryから認証を受け、ダイ
ナミックローカルユーザポリシーにアクセスします。

Desktop Management Agent (
デスクトップ管理エージェ
ント )

ZENworks 6.5バージョン 

デスクトップ管理エージェントは、ターミナルサーバでローカル
ユーザアカウントを動的に作成する場合にのみ必要です。

デスクトップ管理エージェントのすべてのコンポーネントをインス
トールできますが、ターミナルサーバのサポートに必要なのは、ア
プリケーション管理コンポーネントとワークステーション管理コン
ポーネントのみです。

Novell Client Novell ClientTM 4.91 SP1 for Windows 2000/XP

Novell Clientは、デスクトップ管理エージェントをインストール
する場合にのみ必要です。管理エージェントは、Novell Clientを
使用して Novell eDirectoryから認証を受け、ダイナミックローカ
ルユーザポリシーにアクセスします。

Internet Explorer 高度なセキュリティ (128ビット以上 )暗号化を使用し、サービス
パック 2を適用した Internet Explorer 5.5

Internet Explorerは、デスクトップ管理エージェントをインス
トールする場合のみ必要です。

Internet Explorer 6.0をインストールする場合は、クッキーを受け
入れるようにプライバシーが設定されていることを確認してくださ
い。デフォルトでは、Internet Explorer 6.0はクッキーを受け入れ
ません。

アイテム 最低要件
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1 Novell Product Downloads (http://download.novell.com)から Novell Client 
4.91 SP1(以降 )をダウンロードして、ターミナルサーバにクライアントをインス
トールします。

2 デスクトップ管理エージェントをインストールして、Workstation Managerおよび
アプリケーション管理コンポーネントがインストールされていることを確認しま
す。他のコンポーネントはオプションです。

デスクトップ管理エージェントのインストールの詳細については、10 章 99 ペー
ジの ｢デスクトップ管理エージェントのインストールと設定｣を参照してください。

Workstation Managerのセットアップ

ZENworks Desktop Managementには、eDirectoryユーザポリシーが含まれており、ター
ミナルサーバ上のローカルユーザアカウントおよびプロファイルを簡単に管理できま
す。ターミナルサーバで稼動している Workstation Managerは、ユーザがターミナル
サーバにログインしたときにポリシーを適用します。ここでは、Workstation Manager
が正しくインストールおよび設定されているかを確認する方法について説明します。
ユーザポリシーの作成および使用については、136 ページの ｢ダイナミックローカル
ユーザアカウントのセットアップ｣を参照してください。

Workstation Managerは、デスクトップ管理エージェントと共にインストールされま
す。［サービス］ウィンドウで Workstation Managerサービスを確認することにより、
ターミナルサーバに Workstation Managerがインストールされ稼動していることが確
認できます。

複数の eDirectoryツリーがある場合は、ユーザオブジェクトが属している eDirectory
ツリーを読み取るように Workstation Managerが設定されていることも確認する必要
があります。手順は次のとおりです。

1［スタート］メニュー >［設定］>［コントロール パネル］>［Network Identity(
ネットワーク ID)］の順にクリックします。

2［Novell Network Identity(Novellネットワーク ID)］ダイアログボックスで、［設
定］をクリックします。 

3［Workstation Managerを有効にする］がオンになっていて、ツリーが正しく設定
されていることを確認します。

4 (オプション )HKEY_LOCAL_MACHINE/SOFTWARE/NOVELL/Workstation Manager/
Identificationキーの下にある Windowsレジストリで、Tree値を確認します。

パススルー認証の設定

ターミナルサーバアプリケーションを起動するプロセスを簡素化するために、
ZENworks Desktop Managementは、パススルー認証を提供しています。パススルー認証
を使用すると、ユーザの eDirectoryアカウントと Windowsのユーザアカウントに同じ
ユーザ名とパスワードを使用している限り、ターミナルサーバアプリケーションを起
動するときに、ユーザ名およびパスワードの入力を要求するメッセージは表示されま
せん。
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デフォルトでは、パススルー認証は、ターミナルサーバにデスクトップ管理エージェ
ントをインストールするときに自動的に設定されます。ただし、正しく設定されてい
ることを確認するために、次の作業を実行することをお勧めします。    

1 ターミナルサーバの［Use Client Provided Logon Information(クライアントから
のログオン情報を使用する )］設定をオンにして、［常にパスワードの入力を求め
る］設定をオフにします。

1a ターミナルサーバで、［スタート］>［プログラム］>［管理ツール］>［ターミ
ナルサービス構成］の順にクリックします。

1b 接続タイプ (デフォルトは RDP-Tcp)をダブルクリックして、プロパティを入
力します。

1c［ログオン設定］タブで、［Use Client Provided Logon Information(クライア
ントからのログオン情報を使用する )］設定をオンにして、［常にパスワード
の入力を求める］設定をオフにします。

1d 接続タイプごとにステップ 1bとステップ 1cを繰り返します。

2 ターミナルサーバの Novell Clientのデフォルトプロファイル設定を確認します。 

2a ターミナルサーバで、タスクバーのステータス領域にある［Novell］アイコン
(Nアイコン )を右クリックし、［Novellクライアントプロパティ］をクリック
します。

2b［ロケーションプロファイル］タブをクリックします。

2c［ロケーションプロファイル］リストで［デフォルト］を選択し、［プロパ
ティ］をクリックして、［Location Profiles Properties(ロケーションプロ
ファイルのプロパティ )］ダイアログボックスを表示します。

2d［サービス］リストの［ログインサービス］を選択し、［Service Instance(
サービスインスタンス )］リストの［デフォルト］を選択して、［プロパティ］
をクリックし、［Novellログイン］ダイアログボックスを表示します。

2e［ログイン成功後にプロファイルを保存］オプションを選択解除 (オフに )し
ます。

2f［NDS］タブをクリックします。

2g［ツリー］フィールドで、ターミナルサーバアプリケーションがアプリケー
ションオブジェクトとして設定されている eDirectoryツリーを選択します。

2h［コンテキスト］および［サーバ］フィールドから情報を削除します。

2i 環境設定を保存するには、すべてのダイアログボックスで［OK］をクリックし
て閉じます。

ダイナミックローカルユーザアカウントのセットアップ

ターミナルサーバで Workstation Managerのインストールおよび設定が完了したら、
ローカルユーザアカウントを制御するポリシーを有効にして設定する必要があります。
次の節ではそれらの手順について説明します。 

! 137 ページの ｢ユーザポリシーパッケージの作成｣

! 139 ページの ｢ダイナミックローカルユーザアカウントの設定｣

! 140 ページの ｢ユーザパッケージとユーザの関連付け｣
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ユーザポリシーパッケージの作成

ユーザポリシーパッケージに含まれる Windows 2000-2003ターミナルサーバポリシー
を使用して、ダイナミックローカルユーザアカウントを管理します。既存のユーザポ
リシーパッケージを使用するか、または Windows 2000-2003ターミナルサーバポリ
シー専用の新しいユーザポリシーパッケージを作成できます。使用するユーザポリ
シーパッケージがすでにある場合は、139 ページの ｢ダイナミックローカルユーザアカ
ウントの設定｣に進んでください。ユーザポリシーパッケージがない場合は、次の手順
を実行して、ユーザポリシーパッケージを作成します。

1 ConsoleOneで、ユーザポリシーパッケージオブジェクトを作成するコンテナを右
クリックし、［新規］をクリックします。次に、［ポリシーパッケージ］をクリック
し、ポリシーパッケージウィザードを表示します。

2［ポリシーパッケージ］リストで、［ユーザパッケージ］を選択して、［次へ］をク
リックします。
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パッケージオブジェクトの名前は、パッケージオブジェクトが作成されるコンテナ
内で一意でなければなりません。複数のユーザポリシーパッケージを作成する場合
は、［Win2000-2003 TSユーザパッケージ］など、わかりやすい名前を使用するこ
ともできます。ポリシーのユーザが存在する同じコンテナにポリシーを作成するこ
ともできます。

3 必要に応じて、パッケージのオブジェクト名と、パッケージが作成されるコンテナ
を変更して、［次へ］をクリックします。 

4［概要］ページで、［作成後に詳細を設定］を選択し、［完了］をクリックして、
ユーザパッケージオブジェクトを作成し、オブジェクトのプロパティページを表示
します。

5［ポリシー］タブをクリックし、［Windows 2000-2003ターミナルサーバ］をクリッ
クして、［Windows 2000-2003ターミナルサーバポリシー］ページを表示します。
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6 次の節「ダイナミックローカルユーザアカウントの設定」に進みます。

ダイナミックローカルユーザアカウントの設定

ダイナミックローカルユーザ (DLU)ポリシーを使用して、Workstation Managerがター
ミナルサーバ上にユーザアカウントを作成する方法を設定します。

1［Windows 2000/2003ターミナルサーバ］プラットフォームページで、［ダイナミッ
クローカルユーザポリシー］の左にあるチェックボックスを選択して、ポリシーを
有効にしてから、［プロパティ］をクリックして、［ダイナミックローカルユーザ］
プロパティページを表示します。
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2 次のフィールドを設定します。 

［ダイナミックローカルユーザを有効にする］: Workstation Managerを有効にし
て、ユーザアカウントを動的に作成する場合は、このオプションを選択します。

［既存のユーザアカウントを管理する］: Workstation Managerで既存のユーザアカ
ウントに DLUポリシーを適用する場合は、このオプションを選択します。既存の
ユーザアカウントに DLUポリシーを適用しない場合、DLUポリシーは新しいユーザ
アカウントにのみ適用されます。

［eDirectoryアカウント情報を使用する］: ローカルユーザアカウントに
eDirectoryユーザ名とパスワードを使用する場合は、このオプションを選択しま
す。ユーザの eDirectoryと Windowsアカウント情報を同期させて、パススルー認
証を設定すると (135 ページの ｢パススルー認証の設定｣を参照 )、ターミナルサー
バからアプリケーションを起動する際にアカウント情報を要求するプロンプトが表
示されません。 

［一時的ユーザ (ログアウト後に削除する )］: ユーザがアプリケーションを終了
して、セッションを終了した後に、ユーザのアカウントを削除する場合は、このオ
プションを選択します。すべてのユーザアカウント情報が削除されます。Roaming
プロファイルを保持する場合は、ターミナルサーバの Roamingプロファイルを設定
できます。手順については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の
「ワークステーション管理」の「Windowsデスクトップ初期設定ポリシー (ユーザ
パッケージ )」を参照してください。 

［選択されているグループ］/［選択されていないグループ］: ［選択されていない
グループ］リストで、ユーザをメンバーにするグループを選択して、［追加］をク
リックします。グループメンバーシップにより、ターミナルサーバでのユーザのア
クセス権が決定されます。リストに表示されたグループに、ユーザに割り当てる正
確なファイルシステム権利がない場合は、［ファイル権利］ページを使用します (
［ダイナミックローカルユーザ］タブ >［ファイル権利］ページ )。

3［OK］をクリックして変更内容を保存し、［ダイナミックローカルユーザ］プロパ
ティページを閉じます。 

4 次の節「ユーザパッケージとユーザの関連付け」に進みます。

ユーザパッケージとユーザの関連付け

ユーザポリシーパッケージを有効にする前に、ユーザに関連付ける必要があります。 

1 ユーザパッケージオブジェクトのプロパティページが表示されていない場合は、
［ユーザパッケージ］を右クリックして、［プロパティ］をクリックします。

2［関連付け］タブをクリックして［関連付け］ページを表示します。 
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3［追加］をクリックし、ポリシーパッケージを適用するユーザを参照して選択しま
す。ユーザ、グループ、またはコンテナを追加します。 

4 ユーザを追加し終わったら、［OK］をクリックして保存します。

ZENworks以外の方法によるローカルユーザアカウントの管理

ターミナルサーバでユーザアカウントを動的に作成するときに、Workstation Manager
とユーザポリシーを使用しない場合は、アカウントを他の方法で作成する必要があり
ます (たとえば、各ターミナルサーバで静的アカウントを手動で作成するか、または
Microsoft Active Directoryを使用して作成します )。ユーザアカウントの作成方法に
ついては、Windowsのマニュアルを参照してください。ユーザアカウントを作成すると
きは、次の点に注意してください。

! RDPアプリケーションに対してパススルー認証を有効にする場合、ユーザの Windows
アカウントには、eDirectoryアカウントと同じユーザ名とパスワードが必要です。

! パススルー認証は、ICAアプリケーションには使用できません。ユーザは、ICAアプ
リケーションを起動したときに、常にログインアカウント情報を要求されます。
ICAアプリケーションに対してパススルー認証を有効にするには、Workstation 
Managerとユーザポリシーを使用する必要があります。

! グループメンバーシップまたは個別のユーザ許可によって、ターミナルサーバから
アプリケーションを実行するには、ユーザアカウントに適切なファイルシステム権
利を付与する必要があります。 
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ワークステーションへの Citrix ICAクライアントおよび Microsoft 
RDPクライアントのインストール

Novell Application LauncherTM、Novell Application Launcherプラグイン、または
ZENworks Launchガジェットでターミナルサーバアプリケーションを起動する場合、常
に Citrix ICAクライアントまたは Microsoft RDPクライアントを使用して、ターミナ
ルサーバとのクライアントセッションが作成されます。このため、各ユーザのワーク
ステーションに ICAおよび RDPクライアントをインストールする必要があります。

ICAクライアント

ワークステーションに ICA Program Neighborhood (PN)クライアントまたは ICA Webク
ライアントをインストールする必要があります。ユーザのワークステーションに PNク
ライアントまたは Webクライアントがまだインストールされていない場合は、次の手
順に従います。

1 Citrix Download Clientsサイト (http://www.citrix.com/site/SS/downloads/
downloads.asp?dID=2755)から PNクライアントまたは Webクライアントファイル
をダウンロードします。

2 各ワークステーションにクライアントファイルを配布します。手順は次のとおり
です。

2a『Citrix管理者ガイド』に記載されているインストール手順に従うか、または
Novell Application Launcherを使用して、クライアントファイルを配布します。 

2b (条件付き )ZENworks Launchガジェットを使用している場合は、Webクライア
ント (wficat.cab)ファイルをポータルサーバ上の次の場所にコピーします。

tomcat\webapps\nps\portal\gadgets\com.novell.ondemand.gadgets.ZENLaunc
hGadget\bin

または

PNクライアントの場合は、ファイル名を wficat.cabに変更して上記の場所に
コピーします。

ユーザが ICAクライアントセッションで実行されるように設定したターミナル
サーバアプリケーションを起動すると、Launchガジェットは CABファイルを
使用して、Webクライアントをインストールします。その後、ユーザは Novell 
Application Launcher、Novell Application Launcherプラグイン、および
ZENworks Launchガジェットから ICAアプリケーションを起動できます。 

ZENworks Launchガジェットの使用方法については、12 章 129 ページの 
｢ ZENworks Launchガジェットのインストール｣を参照してください。

RDPクライアント

Microsoft RDP 5.1クライアント (msrdp.ocx)は、ZENworksデスクトップ管理エージェ
ントおよび ZENworks Launchガジェットに含まれています。デスクトップ管理エー
ジェントのインストール時に、c:\program files\novell\zenworksディレクトリに
msrdp.ocxがインストールされます。ZENworks Launchガジェットを使用する場合、
ユーザが RDPクライアントセッションで実行するように設定されたターミナルサーバ
アプリケーションを起動すると、Launchガジェットは、c:\program 
files\novell\zenworksディレクトリに msrdp.ocxファイルをインストールします。
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14 認証のセットアップ

ワークステーションのログインダイアログボックスで、ユーザが認証されたユーザ ID
とパスワード (「アカウント情報」とも呼ばれます )を入力すると、そのワークステー
ションと Novell® ZENworks®デスクトップ管理コンポーネントの間に安全なネット
ワーク接続が確立されます。これらのコンポーネントはネットワーク上にあり、
Novell eDirectoryTMによって管理されます。この接続 (「認証」とも呼ばれます )は、
さまざまな設定状況で発生します。

この節では、次のような状況でどのように認証が行われるかについて説明します。

! 143 ページの ｢ Novell Clientによる認証｣

! 145 ページの ｢デスクトップ管理エージェントとZENworks Middle Tier Serverによ
る認証｣

Novell Clientによる認証

デスクトップ管理エージェントがインストールされているワークステーションに、
Novell ClientTMが以前にインストールされている場合、Novell Clientは引き続きロ
グイン時に起動します。Clientをそのままにしておくことで、ワークステーションが
ファイアウォール内にあり、ZENworks Middle Tier Serverによる認証の必要がないこ
とが前提となります。ただし、デスクトップ管理エージェントをインストールすると、
ワークステーションが新しい ZENworks 6.5デスクトップ管理機能にアップグレードさ
れます。これには、更新された機能が含まれています。

ZENworksデスクトップ管理による Novell Clientの使用方法については、『ZENworks 
6.5 Desktop Management管理ガイド』を参照してください。

この節では、デスクトップ管理エージェントがインストールされているかどうかに関
係なく、ユーザのワークステーションに従来の Novell Clientがインストールされて
いる場合に、ZENworksユーザおよびワークステーションポリシーが eDirectoryの認証
を受けるために必要なアカウント情報 (つまりユーザ IDとパスワード )について説明
します。

この情報は、インストール時にこれらのアカウント情報を指定する理由を理解するの
に役立ちます。この節では、次の内容について説明しています。

! 144 ページの ｢ユーザポリシーに必要なアカウント情報｣

! 144 ページの ｢ワークステーションポリシーに必要なアカウント情報｣
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ユーザポリシーに必要なアカウント情報

次の表は、ZENworksデスクトップ管理ユーザポリシーで必要なアカウント情報を示し
ます。このポリシーは、Novell Clientを使用して eDirectoryから認証を受けます。

ワークステーションポリシーに必要なアカウント情報

次の表は、ZENworksデスクトップ管理ワークステーションポリシーで必要なアカウン
ト情報を示します。このポリシーは、Novell Clientを使用して eDirectoryから認証
を受けます。

ワークステーション

プラットフォーム

アクセスするサー

バのファイルシス

テム

必要なアカウント情報 コメント

Windows 98 SE NetWare eDirectoryワークス
テーション IDとパス
ワード

Windows 98 SE Windows 2000/
2003

ドメインワークス
テーション IDとパス
ワード

Microsoft SMBクライアントは、
Windowsファイルシステムへのアク
セスに使用されます。

Windows 2000/XP NetWare eDirectoryユーザ ID
とパスワード

Windows 2000/XP Windows 2000/
2003

ドメインユーザ IDと
パスワード

Microsoft SMBクライアントは、
Windowsファイルシステムへのアク
セスに使用されます。

ワークステーション

プラットフォーム

アクセスするサー

バのファイルシス

テム

必要なアカウント情報 コメント

Windows 98 SE NetWare eDirectoryワークス
テーション IDとパス
ワード

Windows 98 SE Windows 2000/
2003

ドメインワークス
テーション IDとパス
ワード

Microsoft SMBクライアントは、
Windowsファイルシステムへのアク
セスに使用されます。

Windows 2000/XP NetWare eDirectoryワークス
テーション IDとパス
ワード

Windows 2000/XP Windows 2000/
2003

ドメインワークス
テーション IDとパス
ワード

Microsoft SMBクライアントは、
Windowsファイルシステムへのアク
セスに使用されます。
144   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
デスクトップ管理エージェントと ZENworks Middle Tier Serverによ
る認証

デスクトップ管理エージェントのログインダイアログボックスを使用してネットワー
クにログインする場合は、デスクトップ管理エージェントのカスタマイズ方法、およ
びユーザに必要なログイン経験をカスタマイズするためのその他の準備について理解
する必要があります。

この節では、次のトピックについて説明します。

! 145 ページの ｢デスクトップ管理ポリシーで必要なアカウント情報｣

! 146 ページの ｢エージェントのログインのカスタマイズ｣

! 148 ページの ｢同期パススルーログイン｣

! 148 ページの ｢ Windowsネットワーク環境へのログイン｣

デスクトップ管理ポリシーで必要なアカウント情報

この節では、ユーザのワークステーションにデスクトップ管理エージェントがインス
トールされており、ZENworks Middle Tier Serverを使用して通信している場合に、デ
スクトップ管理ユーザとワークステーションポリシーが eDirectoryから認証を受ける
ために必要なアカウント情報について説明します。

この情報は、インストール時にこれらのアカウント情報を指定する理由を理解するの
に役立ちます。この節では、次の内容について説明しています。

! 145 ページの ｢ユーザポリシーに必要なアカウント情報｣

! 146 ページの ｢ワークステーションポリシーに必要なアカウント情報｣

ユーザポリシーに必要なアカウント情報

次の表は、デスクトップ管理ユーザポリシーで必要なアカウント情報を示します。こ
のポリシーは、デスクトップ管理エージェントおよび ZENworks Middle Tier Serverを
使用して、eDirectoryから認証を受けます。ユーザのワークステーションに、デスク
トップ管理エージェントがインストールされていることが前提となります。

ワークステーション

プラットフォーム

eDirectory

サーバのファ

イルシステム

必要なアカウント

情報

コメント

Windows 98 SE NetWare eDirectoryワー
クステーション
IDとパスワード

Windows 98 SE Windows 
2000/2003

eDirectoryユー
ザおよびドメイ
ンユーザの ID
とパスワード

プロキシアカウント情報は、ZENworks Middle 
Tier Serverのインストール時に登録され、
ZENworks Middle Tier Serverのレジストリに
格納されます。

Windows 2000/XP NetWare eDirectoryユー
ザ IDとパス
ワード
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ワークステーションポリシーに必要なアカウント情報

次の表は、デスクトップ管理ワークステーションポリシーで必要なアカウント情報を
示します。このポリシーは、デスクトップ管理エージェントおよび ZENworks Middle 
Tier Serverを使用して、eDirectoryから認証を受けます。ユーザのワークステー
ションに、デスクトップ管理エージェントがインストールされていることが前提とな
ります。

エージェントのログインのカスタマイズ

デスクトップ管理エージェントがインストールされていて、ワークステーションに
Novell Clientが存在しない場合、インストールプログラムは［Workstation Manager
の設定］ページを表示します。このページを使用すると、ログイン時にユーザに表示
される内容をカスタマイズできます。

Windows 2000/XP Windows 
2000/2003

eDirectoryユー
ザおよびドメイ
ンユーザの ID
とパスワード

ユーザがドメインにログインしていない (た
だし、ローカルワークステーションおよび
eDirectoryにはログインしている )場合、
Middle Tier Serverは eDirectoryアカウント
情報を使用して、ドメインから認証を受けま
す。つまり、eDirectoryアカウント情報は、
ドメインアカウント情報と一致している必要
があります。 

ユーザがドメインにログインしている場合は、
そのドメインアカウント情報が使用されます。

ワークステーション

プラットフォーム

eDirectory

サーバのファ

イルシステム

必要なアカウント

情報

コメント

Windows 98 SE NetWare eDirectory
ワークステー
ション IDとパ
スワード

Windows 98 SE Windows 
2000/2003

eDirectory
ユーザおよび
ドメインユー
ザの IDとパス
ワード

プロキシアカウント情報は、ZENworks Middle 
Tier Serverのインストール時に登録され、
ZENworks Middle Tier Serverのレジストリに
格納されます。

Windows 2000/XP NetWare eDirectory
ワークステー
ション IDとパ
スワード

Windows 2000/XP Windows 
2000/2003

プロキシ IDと
パスワード

プロキシアカウント情報は、ZENworks Middle 
Tier Serverのインストール時に登録され、
ZENworks Middle Tier Serverのレジストリに
格納されます。

ワークステーション

プラットフォーム

eDirectory

サーバのファ

イルシステム

必要なアカウント

情報

コメント
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［Display ZENworks Middle Tier Server Authentication(ZENworks Middle Tier Server
認証を表示 )］ダイアログを選択すると、カスタマイズされた［Novellログイン］ダ
イアログボックスが常にユーザに表示されます。

ユーザがデスクトップ管理サーバから認証を受けるのに使用できるネットワーク内に、
複数の Middle Tier Serverを設置する場合、このオプションを選択することもできま
す。

注 : ユーザのワークステーションが Windows 2000/XPプラットフォームで、ワークステーションにダイナ

ミックローカルユーザポリシーを適用する場合は、このオプションを使用する必要があります。

このログインダイアログボックスに、デスクトップ管理サーバのユーザ IDおよびパス
ワード (「認証アカウント情報」)を入力する必要があります。これらのアカウント情
報は、ネットワークに接続 (つまり eDirectoryに接続 )するときにユーザが使い慣れ
ているアカウント情報と同じです。 

インストールプログラムの実行中、［認証ダイアログでの ZENworks Middle Tier 
Serverアドレスの変更を許可する］ダイアログを選択した場合、このワークステー
ション上のユーザは、eDirectoryから認証を受けるのに使用される ZENworks Middle 
Tier Serverの DNS名 /IPアドレスを編集できます。Apache Webサーバ (NetWare®)ま
たは IIS Webサーバ (Windows)から認証を受けるために、代替ポートを指定すること
もできます。代替ポートを指定するには、デスクトップ管理エージェントのログイン
ダイアログボックスで、［オプション］ボタンをクリックします。
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IPアドレスまたは DNS名の最後にコロンとポート番号を入力して、代替ポートを指定
します。例 :

151.155.155.000:5080

重要 : プロトコル (http:や https:など )を IPアドレスと共に入力すると、デスクトップ管理エージェン
トが ZENworks Middle Tier Serverに接続できません。

同期パススルーログイン

ユーザに［Novellログイン］ダイアログボックスを表示しないようにする、つまりデ
スクトップ管理エージェントを �パススルー �して、ZENworksファイルの場所に対す
る認証を実行するには、ユーザのローカルワークステーションのアカウント情報が、
eDirectoryのアカウント情報と同じであることをまず確認する必要があります。この
ログインを、�パッシブモード �ログインとも呼びます。

この同期の準備が完了すると、次のように認証が行われます。 

1. ユーザは、Windowsのログインダイアログで、ローカルの Windowsログインアカウ
ント情報を入力します。

2. デスクトップ管理エージェントは、表示されていない場合でも、Windowsワークス
テーションのアカウント情報を Middle Tier Serverに渡します。 

3. Middle Tier Serverは eDirectoryユーザに対してアカウント情報を確認し、一致
した場合は eDirectoryから認証を受けます。

4. ユーザは eDirectoryから認証を受けます。eDirectoryは、ユーザがログインする
ワークステーションに渡されるポリシーファイルを指定します。

デスクトップ管理エージェントにパススルー認証を設定するには、デスクトップ管理
エージェントのインストール時にデフォルトで選択されている［Workstation Manager
の設定］ダイアログボックスのオプションの選択を解除します。詳細については、146 
ページの ｢エージェントのログインのカスタマイズ｣を参照してください。

ユーザが eDirectoryでは無効なアカウント情報を使用して Windowsにログインした場
合は、Novellデスクトップ管理エージェントのログインダイアログが表示されます。

Windowsネットワーク環境へのログイン

ZENworksデスクトップ管理をインストールするサーバが、Windowsネットワーク環境
の一部になっている場合 (つまり、Novell NetWareが存在しないネットワーク )、
そのネットワークには Microsoft Active Directoryがインストールされている可能性
があり、ユーザは Microsoftドメインのメンバーです。33 ページの ｢ Desktop 
Management Serverのソフトウェア要件｣で述べたように、Novell eDirectory 8.7.3 
(推奨 )のインストールは、ZENworks Desktop Managementをインストールするネット
ワーク (この場合は Microsoftドメイン )の前提条件でもあります。

次の例は、Windowsネットワーク環境にログインした後に、ZENworksデスクトップ管
理が認証を行う方法を示しています。

! 149 ページの ｢ eDirectoryへの同期ログイン｣

! 149 ページの ｢ Microsoftドメインへのログイン｣

! 150 ページの ｢自動ワークステーション認証｣
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eDirectoryへの同期ログイン

デスクトップ管理エージェントのログインダイアログボックスとローカルコンピュー
タのアカウント情報を使用してログインする場合、ローカルワークステーションのア
カウント情報を eDirectoryのアカウント情報と同期させる必要があります。この同期
の準備が完了すると、次のように認証が行われます。 

1. ワークステーションの起動時に、Windows 2000/XPオペレーティングシステムは、
デスクトップ管理エージェントのログインダイアログボックスを開きます。

2. ダイアログボックスで［オプション］ボタンをクリックして、オプションのログイ
ンフィールドを表示します。

3. ユーザは、［ユーザ名］および［パスワード］フィールドに eDirectoryユーザ名と
パスワードを入力します。

4.［送信者］ドロップダウンリストで Windowsワークステーションの名前を選択して、
Windowsネットワークにログインします。

5. デスクトップ管理エージェントは、eDirectoryアカウント情報を ZENworks Middle 
Tier Serverに渡します。

6. ZENworks Middle Tier Serverは eDirectoryユーザに対してアカウント情報を確認
し、一致した場合は eDirectoryから認証を受けます。

7. ユーザは eDirectoryから認証を受けます。eDirectoryは、ユーザがログインする
ワークステーションに渡されるポリシーファイルを指定します。

Microsoftドメインへのログイン

デスクトップ管理エージェントのログインダイアログボックスと、Microsoftドメイン
のアカウント情報を使用してログインする場合、ZENworks Middle Tier Serverソフト
ウェアがインストールされている Windows 2000/2003サーバと、デスクトップ管理
サーバソフトウェアがインストールされている Windows 2000/2003サーバは、同じ
Microsoftドメインまたは信頼関係に属している必要があります。Desktop Management 
Serverが MSIアプリケーションを配布しないかぎり、ユーザのワークステーションは
ドメインにログインしません。

認証は、次のように行われます。 

1. ワークステーションの起動時に、Windows 2000オペレーティングシステムは、デ
スクトップ管理エージェントのログインダイアログボックスを開きます。

2. ダイアログボックスで［オプション］ボタンをクリックして、オプションのログイ
ンフィールドを表示します。

3.［送信者］ドロップダウンリストで、Microsoftドメインからログインするオプ
ションを選択します。

4. ユーザは、［ユーザ名］および［パスワード］フィールドにドメインのアカウント
情報を入力します。このアカウント情報は、eDirectoryのアカウント情報と同期
させる必要があります。

5. デスクトップ管理エージェントは、アカウント情報を ZENworks Middle Tier 
Serverに渡します。

6. ZENworks Middle Tier Serverはドメインユーザに対してアカウント情報を確認し
て、ドメインから認証を受けます。

7. ユーザはドメインから認証を受け、ポリシーファイルへのアクセス権を付与されま
す。ポリシーファイルは保存され、ドメインからアクセス可能で、ユーザがログイ
ンするワークステーションに渡されます。
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自動ワークステーション認証

ワークステーションにデスクトップ管理エージェントがすでにインストールされてお
り、そのワークステーションの Workstation Managerがワークステーショングループ
ポリシーを受け取るようにスケジュールが設定されている場合、ユーザがログインし
ていなくても、ワークステーションは Windowsネットワークから認証を受け、グルー
プポリシーの実行時間になったときにポリシーファイルを受け取ります。これは、「自
動」認証と呼ばれることもあります。認証は、次のように行われます。 

1. ポリシー実行時間になると、デスクトップ管理エージェントは、インストール時に
指定された DNS名または IPアドレスを使用して、ZENworks Middle Tier Serverに
接続します。この情報は、ワークステーションの Windowsレジストリに格納され
ます。

2. ZENworks Middle Tier Serverは、(ZENworks Middle Tierインストールプログラム
が提供する )レジストリプログラムに格納されたドメインユーザのアカウント情報
を使用して、該当するファイルへのファイル権利を持つドメインユーザとして認証
します。

3. ポリシーファイルは、ZENworks Middle Tier Serverによってユーザのワークス
テーションにコピーされます。
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15 セキュリティ対策のセットアップ

この節では、Novell ZENworks® Middle Tier Serverがインストールされている
Microsoft Windowsまたは Novell® NetWare®サーバで、証明書を取得して Webサーバ
用の SSLを設定する手順について説明します。

次の各節で構成されています。

! 151 ページの ｢ Windows Middle Tier Serverの SSLおよび証明書の設定｣

! 155 ページの ｢ NetWare Middle Tier Serverの SSLおよび証明書の設定｣

! 156 ページの ｢SSLと証明書を使用するためのWindowsワークステーションのセット
アップ｣

! 157 ページの ｢ NetIdentity認証のセットアップ｣

Windows Middle Tier Serverの SSLおよび証明書の設定

Windows 2000コンピュータで Middle Tier Serverの SSLをセットアップすると、すべ
ての管理がインターネットサービスマネージャおよび ConsoleOne®によって行われま
す。セットアップの主な手順は、次のとおりです。

! 151 ページの ｢証明書の署名要求の生成｣

! 152 ページの ｢ eDirectoryルート CAによる証明書の発行｣

! 153 ページの ｢ Middle Tier Serverでのルート CAのインストール｣

証明書の署名要求の生成

Windows 2000にインストールされている Middle Tier Serverで証明書要求を生成する
には

1 サーバのデスクトップで、［プログラム］>［管理ツール］>［インターネット サー
ビス マネージャ］>［インターネット インフォメーション サービス］の順にク
リックして、［インターネット インフォメーション サービス］ウィンドウを開き
ます。

2 Middle Tier Serverアイコンの「+」記号をクリックして、階層を展開します。

3［既定の Webサイト］を右クリックし、［プロパティ］をクリックして、［Default 
Web Site Properties(既定の Webサイトのプロパティ )］ダイアログボックスを開
きます。

SSL証明書がまだ設定されていない場合、［SSL Port(SSLポート )］フィールドが
淡色表示されます。

4［Directory Security(ディレクトリのセキュリティ )］をクリックして、
［Directory Security(ディレクトリのセキュリティ )］ページを開きます。
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5［Server Certificate(サーバの証明書 )］をクリックして、Webサービス証明書
ウィザードを開始します。

5a ウィザードの初期ページで［次へ］をクリックして、［Server Certificate(
サーバの証明書 )］ページを開きます。

5b［Server Certificate(サーバの証明書 )］ページで、［Create a New 
Certificate(新規証明書の作成 )］をクリックして、［次へ］をクリックしま
す。

5c ウィザードの［Delayed or Immediate(後で、または今すぐ実行 )］ページで、
［Prepare the Request Now, But Send it Later(今すぐ要求を準備するが、後
で送信する )］を選択して、［次へ］をクリックします。

5d［Name and Security Setting(名前とセキュリティの設定 )］ページで、証明書
の名前 (DaveMiddleTier Web Site)を指定し、ビット長を 1024に変更して、［次
へ］をクリックします。

5e ウィザードの［Organization Information(組織情報 )］ページで組織の名前
を指定し、［組織］および［部門］フィールドで部門を指定して、［次へ］をク
リックします。

5f ウィザードの［Your Site�s Common Name(ユーザサイトの共通名 )］ページで、
DNS表を使用している場合は完全な DNS名 (zztop1.zenworks.provo.novell.com
など )を指定して、［次へ］をクリックします。

IPアドレスが静的で、すべてのアクセスが IPアドレスを使用して行われる場
合は、IPアドレスを入力することもできます。

サーバがファイアウォールの背後にある場合は、サーバを外部に認識させる
DNS名を入力します。

5g ウィザードの［Geographical Information(地域情報 )］ページで、［国］、［都
道府県］、［市町村］の各フィールドに正しい情報を入力して、［次へ］をク
リックします。

5h ウィザードの［Certificate Request File Name(証明書要求ファイル名 )］
ページで、アクセス可能な場所にある証明書要求を保存して、［次へ］をク
リックします。

この要求は、信頼される認証局 (CA)に署名のために送信されるファイルです。

5i ウィザードの［Request File Summary(要求ファイル概要 )］ページで、すべて
の情報を確認します。必要に応じて、［戻る］ボタンを使用して、該当する
ページを変更することもできます。［次へ］をクリックします。

5j ウィザードの［Completing the Web Services Certificate Wizard(Webサービ
ス証明書ウィザードの完了 )］ページで、［完了］をクリックします。

6 信頼される適切な認証局に証明書要求を送信します。信頼される CAが証明書を発
行したら、154 ページの ｢ IISで保留中の証明書要求の処理｣で説明する手順に進み
ます。

eDirectoryルート CAによる証明書の発行

eDirectoryルート CAを使用して、有効な CSR(Certificate Signing Request)の証明
書を発行します。この方法を使用する場合、ルートは信頼されるルートではありませ
ん。詳細については、153 ページのステップ 4を参照してください。
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このコンピュータには、Novell ClientTM 4.83以降、ConsoleOne 1.3.3以降、および
Novell International Cryptographic Infrastructure (NICI)クライアント 2.4.0以降
がインストールされている必要があります。

1 サーバのデスクトップで、ConsoleOneを起動します。

2 サーバオブジェクトが存在するツリーで、コンテナを選択します。

3［ツール］>［Issue Certificate(証明書の発行 )］の順に選択して、証明書の発行
ウィザードを開始します。

3a［ファイル名］フィールドで、証明書要求を含むファイルの名前を指定して、
［次へ］をクリックします。

3b［Organizational Certificate Authority(組織の証明書認証 )］ページで、［次
へ］をクリックします。

3c［SSL or TLS(SSLまたは TLS)］ページで、［次へ］をクリックします。

3d ウィザードの次のページで［次へ］をクリックして、デフォルトをそのまま使
用します。

3e［Save Certificate(証明書の保存 )］ページで、ファイルをデフォルト (.der
形式 )で保存します。

4 認証局から自己署名付きの証明書をエクスポートします。

ルートは信頼されるルートではないため、Middle Tier Serverに接続されるすべて
のワークステーションに、ルート CAから自己署名付き証明書をインポートする必
要があります。この自己署名付き証明書がインポートされなかった場合、この CA
によって発行されたすべての証明書の検証が失敗します。

4a ConsoleOneで、ツリーのセキュリティコンテナを参照します。セキュリティコ
ンテナは、鍵アイコンで識別されます。

4b［Server Name Organizational CA(サーバ名の組織 CA)］を右クリックして、
［プロパティ］を選択します。

4c［Certificates(証明書 )］をクリックして、［Self Signed Certificate(自己
署名証明書 )］を選択します。

4d［エクスポート］をクリックします。

4e 特定の場所への保存が必要になるまで、後続のページでデフォルトをそのまま
使用します。

Middle Tier Serverでのルート CAのインストール

信頼されない CA(eDirectoryルート CAなど )が証明書要求に署名した場合は、Middle 
Tier Server上の CAから自己署名付き証明書をインストールする必要もあります。

1 CAから自己署名付き証明書を含むファイルを検索して、ダブルクリックします。

2［Certificate(証明書 )］ページで［Install Certificate(証明書のインストー
ル)］をクリックして、ウィザードを開始します。

2a ウィザードの最初のページで、［次へ］をクリックします。

2b ウィザードの 2番目のページで、「Automatically select the certificate 
store(証明書の保管場所を自動的に選択 )」というメッセージが表示された
ら、［次へ］をクリックします。

2c ウィザードの 3番目のページで、［完了］をクリックします。
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2d［Root Certificate Store(ルート証明書を保管 )］メッセージボックスで、［は
い］を選択します。

2e［Successful Import(インポートの完了 )］ダイアログボックスで、［OK］をク
リックします。

「The import was successful(インポートに成功しました )」というメッセージが
表示されます。

IISで保留中の証明書要求の処理

信頼される CAが証明書を発行した場合、インターネットサービスマネージャを使用し
て、その要求を処理できます。

1 サーバのデスクトップで、［プログラム］>［管理ツール］>［インターネット サー
ビス マネージャ］>［インターネット インフォメーション サービス］の順にク
リックして、［インターネット インフォメーション サービス］ウィンドウを開き
ます。

2 Middle Tier Serverアイコンの「+」記号をクリックして、階層を展開します。

3［既定の Webサイト］を右クリックし、［プロパティ］をクリックして、［Default 
Web Site Properties(既定の Webサイトのプロパティ )］ダイアログボックスを開
きます。

4［Directory Security(ディレクトリのセキュリティ )］をクリックして、
［Directory Security(ディレクトリのセキュリティ )］ページを開きます。

5［Server Certificate(サーバの証明書 )］をクリックして、Webサービス証明書
ウィザードを開始します。

6 Webサービス証明書ウィザードを使用して、証明書要求を処理します。

6a 初期ページで、［次へ］をクリックします。

6b［Server Certificate(サーバの証明書 )］ページで、［Process the Pending 
Request and Install the Certificate(保留中の要求を処理して証明書をイン
ストール )］を選択して、［次へ］をクリックします。

6c 次のページで、認証局から受け取った署名付き証明書のフルパスを入力します。

これは、認証局で使用される命名規則によって、.derまたは .cerファイル、
あるいは他の拡張子が付いたファイルになります。

6d 次のウィザードページで、［次へ］をクリックします。

6e 最後のウィザードページで、［完了］をクリックします。

7［プロパティ］ページを閉じます。

8 ツリー内のサーバアイコンを右クリックして、［Restart IIS(IISの再起動 )］を選
択します。

9 IISが再起動したら、［既定の Webサイト］のプロパティを開いて、SSLポートが使
用可能になっていることを確認します。
154   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
NetWare Middle Tier Serverの SSLおよび証明書の設定

NetWareコンピュータで Middle Tier Serverの SSLをセットアップすると、すべての
管理が ConsoleOneによって行われます。NetWareサーバには、NICIクライアント
2.4.0以降がインストールされている必要があります。

次の手順に従って、NetWareサーバの SSLを設定します。

1 ConsoleOneで、Middle Tier Serverソフトウェアをインストールしたツリーを参
照して、最上位のコンテナ (通常は組織 )を右クリックし、［新規］、［オブジェク
ト］の順にクリックして、［新規オブジェクト］ダイアログボックスを開きます。 

2 NDSPKI:Key Materialという名前のオブジェクトをクリックして、作成ウィザード
を開始します。

2a 証明書の名前 (証明書と、関連するパブリックキーとプライベートキーのキー
ペア名 )を指定して、［カスタム］のインストールを選択し、［次へ］をクリッ
クします。

2b［External Certificate Authority(外部の証明書認証 )］を選択して、［次へ］
をクリックします。

2c  ［Key Size(キーサイズ )］を 1024に変更し、他のフィールドはすべてデフォ
ルトをそのまま使用して、［次へ］をクリックします。

デフォルトの［Key Size(キーサイズ )］は 2048ですが、1024で十分です。

2d［サブジェクト名］フィールドで、［CN=］を完全識別名に変更し、他のフィー
ルドはすべてデフォルトをそのまま使用して、［次へ］をクリックします。

2e［完了］をクリックして、CSRを作成します。

2f Base64として保存してから、後でアクセスできるようにパスとファイル名を指
定します。

3 ステップ 2で生成した CSRを使用して、信頼する CAでサーバ証明書を作成します。

必要に応じて、eDirectoryルート CAを使用して証明書を発行することができま
す。詳細については、152 ページの ｢ eDirectoryルート CAによる証明書の発行｣を
参照してください。

4 証明書が発行されたら、ConsoleOneを開いて、Middle Tier Serverソフトウェア
がインストールされているツリーを開きます。

5 作成した NDSPKI:キーマテリアルオブジェクト (KMO)を開いて、［Certificates(
証明書 )］をクリックし、［Trusted Root Cert(信頼するルート証明書 )］をクリッ
クします。次に［インポート］をクリックして、インポートウィザードを開始し、
証明書をインポートします。

5a［Trusted Root Certificate(信頼するルート証明書 )］ページで、［Read from 
File(ファイルから読み込み )］をクリックし、［Trusted Root Cert(信頼する
ルート証明書 )］を選択して、［次へ］をクリックします。

5b［Server Certificate(サーバの証明書 )］ページで、［Read from File(ファイ
ルから読み込み )］をクリックし、ステップ 3で作成した証明書を選択しま
す。［次へ］をクリックして、［完了］をクリックします。
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6 (条件付き )NetWare 6の Apache設定ファイルを変更して、ConsoleOneで作成した
証明書の名前を反映します。

6a sys:\apache\confディレクトリにある adminserv.confを開いて編集します。

6b 現在のポート割り当てが記載された行を検索します。行は、次のようになり
ます。

SecureListen 10.0.1.1:443 "SSL CertificateDNS"

6c「SSL CertificateDNS」を ConsoleOneで作成した証明書の名前に置き換えま
す。例 :

SecureListen 10.0.1.1:443 "Dave Cert"

ウィザードでサーバ証明書を作成する際、名前の最後に - server_nameが追加
されます (Dave Cert - DaveServerなど )。このセクションを .confファイル
に追加しないでください。 

新しい証明書の名前を使用して、.confファイルの Web Managerセクションを
編集することもできます。

7 NetWareサーバを再起動します。

SSLと証明書を使用するための Windowsワークステーションのセット
アップ

この節では、SSLおよびセキュリティ証明書を使用するための Windows 98/NT/2000/XP
ワークステーションのセットアップについて説明します。次の各節で構成されています。

! 156 ページの ｢ Windowsワークステーションへの証明書のインポート｣

! 156 ページの ｢証明書を照会するためのデスクトップ管理エージェントの設定｣

Windowsワークステーションへの証明書のインポート

使用する SSL証明書が信頼されるルートリストに記載されていない CAによって発行さ
れたものである場合、ワークステーションの CAから自己署名証明書をインストールす
る必要があります。これにより、ワークステーションはその CAによって発行された証
明書を信頼できるようになります。証明書のインストールは、デスクトップ管理エー
ジェントのインストールの前でも後でも実行できます。

Windowsワークステーションの証明書は、「User Account（ユーザアカウント）」、
「Computer Account（コンピュータアカウント）」、および「Service Account（サービス
アカウント）」内にインポートできます。証明書のインポートの詳細については、
Windows XP Professional Product Documentation Webサイト (http://
www.microsoft.com/resources/documentation/windows/xp/all/proddocs/en-us/
sag_cmprocsimport.mspx)の「To Import a Certificate」を参照してください。

証明書を照会するためのデスクトップ管理エージェントの設定

デスクトップ管理エージェントのインストールプログラムで、IPアドレスまたは
Middle Tier Serverの DNS名の入力が必要な場合、証明書要求の作成時に使用した共
通名を入力する必要があります。詳細については、152 ページのステップ 5fを参照し
てください。
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NetIdentity認証のセットアップ

デスクトップ管理エージェントから行う Middle Tier Serverに対する認証は、チャレ
ンジ /レスポンス方式に基づいています。Middle Tier Serverが認証のためにエー
ジェントにチャレンジするとき、Middle Tier Serverは X.509証明書を送信します。
エージェントは証明書の完全性と信用性を検証し、パブリックキーとプライベート
キー、およびセッションキー暗号化技術を使用して秘密が交換されます。

インストール時に、NetIdentity証明書が Middle Tier Serverにインストールされま
す。NetWareでは、この証明書はサーバが属するツリーの認証局 (CA)によって署名さ
れます。Windows 2000では、この証明書は自己署名された擬似証明書です。これらの
証明書は暗号化の面では有効ですが、信頼されるルート認証局によって署名されたも
のではないため、制御された環境以外では信頼すべきではありません。デフォルトで
は、デスクトップ管理エージェントのインストールはこうした自己署名証明書を受け
入れますが、これは設定可能なインストールパラメータです。制御されたネットワー
ク外部で展開するときには、信頼されるルート認証局によって署名された証明書を使
用して Middle Tier Serversを設定する必要があります。厳密な信用性チェックを実行
するように設定することも必要です。

有効な NetIdentity証明書を使用した Middle Tier Serverの設定

有効な SSL証明書 (信頼されるルート認証局によって署名された証明書 )がサーバ用
にすでにある場合、NetIdentity認証処理でその証明書を使用できます。

1 サーバが NetWareサーバの場合は、SSL証明書のキーペア名を書き留めておきます
(この名前は、ConsoleOneに表示される証明書オブジェクトの名前です )。
Windows 2000サーバの場合は、証明書のフレンドリ名を書き留めておきます。

2 ブラウザで Middle Tier Serverの NSAdminページ (http://ip-address/oneNet/
nsadmin)を表示します。

3［一般］設定ページで、［Certificate Name(証明書の名前 )］の値をステップ 1の
名前に設定します。

4 変更内容を送信します。

5 Middle Tier Serverを再起動します。

有効な SSL証明書がサーバ用にない場合、有効な X.509証明書 (信頼されるルート CA
によって署名された証明書 )をサーバ用に設定する必要があります。

1 信頼されるルート CAによって署名された証明書を取得します。プラットフォーム
に合わせて、151 ページの ｢証明書の署名要求の生成｣および 153 ページの 
｢ Middle Tier Serverでのルート CAのインストール｣で説明した手順に従います。

2 キーペア名またはフレンドリ名 (プラットフォームによって異なります )が
「NetIdentity」と異なる場合は、適切な名前を使用して Middle Tier Serverを設
定します。この手順のステップ 1からステップ 4を参照してください。

3 Middle Tier Serverを再起動します。

注 : どちらの場合でも、証明書が信頼されるルート CAのリストに記載されていない CAによって署名され

たものであるときには、CAの自己署名証明書を各ワークステーションにインポートする必要があります。
詳細については、156 ページの ｢ Windowsワークステーションへの証明書のインポート｣を参照してくだ
さい。
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厳密な信用性検証を実行するためのデスクトップ管理エージェントの設定

信頼されるルート CAによって署名された証明書を使用して Middle Tier Serverを設定
したら、NetIdentity証明書の厳密な信用性検証を実行するようにデスクトップ管理
エージェントを設定します。次のレジストリキーの設定を変更します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\Client\Policies\NetIdentity
"Strict Trust"= dword:0x00000001

デフォルトでは、Strict Trustの値は 0 (ゼロ )です。値がない場合、または 0x0 (
ゼロ )に設定した場合は、すべての証明書を受け入れることができます。値を 0x1に
設定すると、信用性を完全に検証することができない証明書は拒否するようにデスク
トップ管理エージェントが設定されます。
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16 Windowsネットワーク環境でのインストール

Novell® ZENworks®は、ネットワークのサーバ環境には関係なく Windowsワークステー
ションで動作します。Desktop Managementは、Windows 2000/2003サーバまたは
NetWare® 6.xサーバを使用しているネットワークや、これらのサーバを組み合わせて
使用しているネットワークも含め、Novell eDirectoryTMを実行しているあらゆる IP
ネットワークで機能します。

これまで、ZENworksは、NetWareまたは NetWareと Windowsの混在環境に配備されて
きました。以前のバージョンの ZENworksは、NetWareの LAN特有の多数の機能に依存
していました。しかし、製品の進歩に伴ってその機能も進化し、ZENworks 6.5では、
混在環境ではない Windowsネットワーク環境で重要な機能を使用できるようになりま
した。
Windowsネットワーク環境でのインストール 159



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
図に示すように、Active Directory*ドメインに ZENworksを配備し、Windows 2003
サーバと IIS Webサーバを通じて ZENworksサービスを提供することができます。
eDirectoryを Active Directoryから独立したリポジトリとして使用し、アプリケー
ション、デスクトップ、およびポリシーを管理しながら、ドメインによってユーザア
カウントを引き続き管理できます。

ZENworks 6.5には、Active Directory (または NTドメイン )と eDirectory ZENworks
リポジトリ間でユーザとパスワードを同期させることができる他の Novell製品が同梱
されています。ZENworksはエージェントベースであるため、ユーザワークステーショ
ンやラップトップに Novell ClientTMをインストールする必要はありません。ZENworks
は、eDirectoryの認証を得てアプリケーションとポリシーを取得し、ブラウザ、
Windowsのスタートメニュー、アプリケーションウィンドウ、またはデスクトップのア
イコンを使用して、ユーザのデスクトップに配布します。

ここでは、サンプルの Windowsネットワーク環境に ZENworks 6.5を配備する方法の一
例を紹介します。インストールに関する情報および Windowsネットワークユーザにとっ
て役立つ ZENworksの重要な機能についても説明します。次の情報が含まれています。

! 160 ページの ｢ Windows環境で使用するための ZENworksの準備｣

! 162 ページの ｢ Windowsネットワーク環境での ZENworksのインストール｣

Windows環境で使用するための ZENworksの準備

! 160 ページの ｢最低ネットワーク要件｣

! 160 ページの ｢必要とされるネットワーク設定｣

! 161 ページの ｢ZENworks Desktop Managementユーザワークステーションの環境設定
オプション｣

! 162 ページの ｢ DirXMLエンジンおよびドライバ｣

最低ネットワーク要件

このサンプル Windowsネットワークで、ZENworksは次に示す項目を必要とします。

! eDirectory (Windows Server 2003で使用する場合はバージョン8.7.3以降) (このイ
ンストールでは、ZENworksをインストールするために必要なサーバ上に Novell 
ClientTMが配置されます )。eDirectory 8.7.3は、Novell ZENworks 6.5 
Companion 1 CDに収録されています。

! Microsoft IIS Webサーバ。

! ドメインにインストールされた Windows Server 2003(IISを含む )。

必要とされるネットワーク設定

このサンプル Windows環境で、次の Windowsネットワーク設定を満たすことを前提と
しています。

! Active Directoryドメイン。

! Novell eDirectory、DirXML® 1.1a、および Password Synchronizationがインス
トールされている Windows Server 2003にインストールされた ZENworks 6.5サー
バ。このサーバは、Active Directoryドメインコントローラと同じドメインに存
在する必要がありますが、ドメインコントローラではありません。
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注 : Novell ZENworks 6.5 Companion 1 CDに含まれる DirXML 1.1.aは、eDirectory 8.7.3とのみ互換

性があります。eDirectory 8.8で DirXML機能を使用するには、DirXML 1.1a環境を Novell Identity 

Manager 2.xにアップグレードする必要があります。

! Microsoft IISがインストールされているWindows Server 2003サーバにインストー
ルされた ZENworks 6.5 Middle Tier Server。このサーバは、Active Directoryド
メインコントローラと同じドメインに存在する必要があります。ZENworksソフト
ウェアがインストールされているサーバと同じサーバでも構いませんが、パフォー
マンス上の問題を最少限に抑えるために、IISサーバの独立性を保つことを考慮す
る必要があります。また、DirXMLの Password Synchronizationモジュールとは別
のサーバで運用することが必要です。

ZENworks Desktop Managementユーザワークステーションの環境設定オプション

ZENworks Desktop Managementは、Novell Clientまたは次の 2つの非クライアント
モードを使用して、ユーザワークステーションで実行できます。

! Application Browserビューモード

! デスクトップ管理エージェントフルモード

これは、Windowsネットワーク環境で Novell Clientを使用しないことを前提としてい
ます。したがって、ネットワークで必要な機能を決定し、非クライアントモードのい
ずれかでユーザ用の ZENworks Desktop Managementを設定する必要があります。

Application Browserビューモード

このモードでは、ユーザが IISに接続し、ZENworks Desktop Managementで提供される
アプリケーションページ (myapps.html)を開いたときに、単一の Application Browser
ビューが配布されます。ユーザがアプリケーションをローカルでインストールする権
利を持っている場合は、Webビューがワークステーションに自動的にインストールされ
ます。

Application Browserモードでアプリケーションをワークステーションに配布できるの
は、ユーザが個別に設定されたアプリケーション Webページに接続した場合だけです。
ダイナミックローカルユーザアカウントの作成、ハードウェアおよびソフトウェアイ
ンベントリ、自動イメージングサービス、およびリモート管理機能は、このモードに
は含まれていません。

デスクトップ管理エージェントフルモード

デスクトップ管理エージェントフルモードでは、管理者によって、イメージの一部と
して、またはユーザによって Desktop Managementのすべてのコンポーネントがワーク
ステーションにインストールされます。デスクトップ管理エージェントのインストー
ルに Desktop Managementのすべてのコンポーネントを含めることによって、ZENworks 
Desktop Managementで提供する必要のあるすべての機能をユーザに提供できます。

ワークステーションでダイナミックローカルユーザアカウントを作成する場合、
Windowsへのローカルログインの前に、eDirectoryにログインすることをユーザに求
めるようにデスクトップ管理エージェントを設定します。エージェントをこのように
設定すると、ユーザは eDirectoryのユーザ名とパスワード (2つのアカウントは
DirXMLによって同期されるため、Active Directoryアカウントと同じものにする必要
があります )の入力を求められます。ローカルアカウントが存在しない場合、
ZENworks Desktop Managementはワークステーションにローカルアカウントを作成し、
提供されたユーザ名とパスワードを使用してユーザを Windowsにログインさせます。
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ダイナミックローカルユーザアカウントを作成する必要がない場合、ユーザがワーク
ステーションにログインするときに、ZENworksは Novellユーザのアカウント情報をサ
イレントで Windowsに渡します (ユーザは、すでにワークステーションでアカウント
を設定されている必要があります。ただし、ワークステーションがアクティブディレ
クトリドメインに属しており、ユーザがアクティブディレクトリにログインしている
場合、ワークステーションでアカウントを設定されている必要はありません )。デスク
トップ管理エージェントは、アプリケーションをユーザに配布するために、提供され
たユーザ名とパスワードを使用して eDirectoryに接続します。

注 : デスクトップ管理エージェントがワークステーションにインストールされていても、アプリケーショ
ンの配布を選択できるのはやはりブラウザビューからだけです。

DirXMLエンジンおよびドライバ

DirXMLエンジンを使用すると、eDirectoryのデータを外部のデータサービスと同期さ
せることができます。DirXMLエンジンは、データソース間で入出力をどのように送信
するかを記述した複数のドライバを実行しています。

DirXML Driver for Active Directory (Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDの Novell 
DirXML Starter Packフォルダに格納されています )は、Novell eDirectoryと
Microsoft Active Directory間でデータを同期させるために特別に設計されたもので
す。同期は双方向です。2つのディレクトリ間で双方向に情報を流すか、一方向だけに
情報を流すかを指定できます。

Windows 2000 Server用に数多くの DirXMLドライバが存在し、PeopleSoft、JDBC、
LDAPディレクトリ、Lotus Notes、SAP HR、および WebSphere MQなどの他のデータ
ソースと同期させることができます。その他のドライバの詳細については、Novell 
DirXML Webサイト (http://www.novell.com/dirxml)を参照してください。

DirXMLアーキテクチャでは、パブリッシャ /サブスクライバモデルを使用しています。
このモデルでは、パブリッシャは eDirectoryに情報を配置する役割を果たし、サブス
クライバは eDirectoryの変更内容を同期された外部のデータソースに適用します。パ
ブリッシャとサブスクライバの動作および属性のマッピングは、DirXMLドライバに含
まれる一連の規則によって決まります。DirXMLドライバを XML規則によってカスタマ
イズすると、必要なほとんどのデータ設定を配布できます。

DirXMLの設定方法の詳細については、DirXMLマニュアルの Webサイト (http://
www.novell.com/documentation)を参照してください。

DirXMLインストールをカスタマイズする Novellソリューションの詳細については、
Novell DirXML Webサイト (http://www.novell.com/dirxml).を参照してください。

Windowsネットワーク環境での ZENworksのインストール

Windowsネットワーク環境および Active Directoryテスト環境に ZENworksをインス
トールするときには、次の作業を順番に行う必要があります。

1. 163 ページの ｢テストラボの環境設定｣

2. 163 ページの ｢ ZENworks 6.5 Companion CDに収録されたソフトウェアへのアクセ
ス｣

3. 164 ページの ｢ eDirectoryインストールプログラムの実行｣

4. 169 ページの ｢ディレクトリツリーの実用性の検証｣

5. 170 ページの ｢ DirXMLの Active Directory管理者アカウントの作成｣
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6. 171 ページの ｢ DirXMLのインストール｣

7. 173 ページの ｢ DirXMLドライバの設定｣

8. 176 ページの ｢ Password Synchronizationのインストール｣

9. 178 ページの ｢ DirXMLドライバの最終設定｣

10. 178 ページの ｢ eDirectory、DirXML、および Password Synchronizationの動作
確認｣

11. 179 ページの ｢ Desktop Management Serverのインストール｣

12. 186 ページの ｢ ZENworks Middle Tier Serverのインストール｣

13. 195 ページの ｢ Sybaseの ODBCドライバのインストール｣

14. 195 ページの ｢ユーザワークステーションへのデスクトップ管理エージェントの
展開｣

テストラボの環境設定

実際のエンタープライズ環境には、アプリケーションの実行やターミナルサービスな
どのさまざまな用途に使用する多数のサーバが含まれています。この節では、次のよう
な小規模の Windowsネットワーク構成をテストラボ環境のサンプルとして使用します。

! ZENDEMOドメインのActive Directoryドメインコントローラとして機能するWindows 
Server 2003。このサーバは SRV-01と示しています。

! Novell eDirectory、ZENworks Desktop Management Server、および Password 
Synchronizationをインストールする Windows Server 2003。このサーバには IIS
がインストールされており、ZENDEMOドメインのメンバーです。このサーバは SRV-
02と示しています。

! ZENworks Middle Tier Serverをインストールする Windows Server 2003。このサー
バは SRV-03と示しています。

注 : Password Synchronizationと ZENworks Middle Tier Serverを同じサーバにインストールするこ

とはできません。競合により、Password Synchronizationが起動できなくなります。

! デスクトップ管理エージェントモード (デスクトップ管理エージェントのすべての
コンポーネントがインストールされているモード )で稼動する Windows XP 
Professional SP1aワークステーション。このワークステーションは WKS-01と示
しています。

! Novell Application LauncherTMの Application Browserビューがインストールされ
ている Windows XP Professional SP1aワークステーション。このワークステー
ションは WKS-02と示しています。

注 : Windows標準セットアップで、最大限のパフォーマンスを実現するために、ZENworks Middle Tier 
Serverを別のサーバにインストールする場合があります。この構成は、ハードウェア要件を最低限に抑え

るための一例としてのみ使用します。

ZENworks 6.5 Companion CDに収録されたソフトウェアへのアクセス

Windowsネットワーク環境で ZENworks 6.5をセットアップするときには、2枚の
Novell ZENworks 6.5 Companion CDのいずれかが必要になります。
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Companion CDの内容には、インストールプログラムからアクセスできます。アクセス
するには、Novell ZENworks 6.5 CDを Windowsワークステーションの CDドライブに挿
入します。インストールプログラムが自動的に実行されます。プログラムが自動的に実
行されない場合は、CDのルートの winsetup.exeを手動で実行します。［Companionプロ
グラムおよびファイル］をクリックし、(必要に応じて )画面で挿入を求められた CD
を挿入して、2つのメニューページの 1つで必要になるコンポーネントを参照します。

Companion CDの次のコンポーネントが必要です。

! DirXML 1.1a for Windows Server 2003は、Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDの
\novell dirxml starter packフォルダにあります。

! DirXML Password Synchronization for Windows (pwdsync.exe)は、Novell 
ZENworks 6.5 Companion 2 CDの \novell dirxml starter 
pack\nt\dirxml\passwordsyncフォルダにあります。

! Novell eDirectory 8.7.3 for Windows Server 2003。eDirectory 8.7.3は、Novell 
ZENworks 6.5 Companion 1 CDの \novell edirectory for windows 2kフォルダに
あります。

! 最新の DirXML Active Directoryドライバおよびユーティリティは、Novell 
ZENworks 6.5 Companion 2 CDの \novell dirxml starter 
pack\nt\dirxml\drivers\ad\rulesフォルダにあります。

このフォルダには、次のファイルが含まれています。

ad-driver.xml

ad-driver_en.xlf

eDirectory評価版ライセンスフロッピーディスクの作成

ZENworksでは、Windows用の eDirectoryの 1対 1ライセンスを提供しています。
eDirectory 8.7.x評価版ライセンスは、Novell eDirectory 8.7.x評価ライセンスダウ
ンロード Webサイト (http://www.novell.com/products/edirectory/licenses/
eval_87.html)から入手できます。Novellが 2つのファイル (.nfkファイルおよび
.nlfファイル )を電子メールに添付して送信できるよう、いくつかの連絡先情報を入
力する必要があります。

必須ではありませんが、フロッピーディスクをフォーマットし、このフロッピーディ
スクのルートに \licenseディレクトリを作成して、ここに 2つのファイルを保存して
おくことをお勧めします。製品のインストール時に、このフロッピーディスク /ファ
イルを求めるメッセージが表示されます。

eDirectoryインストールプログラムの実行

Windowsネットワーク環境のテストシステムで、SVR-02サーバの eDirectoryインス
トールプログラムを起動するには、次の手順に従います。

1 管理者として SVR-02 Windows Server 2003にログインし、Novell ZENworks 6.5 
Companion 1 CDから eDirectoryのインストールプログラムを起動します。(163 
ページの ｢ ZENworks 6.5 Companion CDに収録されたソフトウェアへのアクセス｣を
参照してください )。CDは自動的に起動します。CDが自動的に起動しない場合は、
CDのルートにある winsetup.exeを手動で実行します。
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2［Companion Programs and Files(Companionプログラムおよびファイル )］を選択
し、［Novell eDirectory］を選択して指定したディレクトリに eDirectoryのイン
ストールファイルを解凍するプログラムを起動します。次に、ファイルの解凍先と
して c:\edir873ディレクトリを指定し、ファイルが解凍されたら［閉じる］をク
リックします。

3 c:\edir873\ntディレクトリを参照し、setup.exeを実行します。［Install Novell 
eDirectory(Novell eDirectoryのインストール )］および［Install Novell 
Client(Novell Clientのインストール )］を選択し、［インストール］をクリック
します。

メインのインストールプログラムが起動すると、次の分割インストールが実行されます。

! 165 ページの ｢ Novell Clientの分割インストール｣

! 166 ページの ｢ eDirectoryライセンスの分割インストール｣

! 166 ページの ｢ NICIの分割インストール｣

! 167 ページの ｢ eDirectoryの分割インストール｣

! 168 ページの ｢ ConsoleOneの分割インストール｣

Novell Clientの分割インストール

eDirectory製品の分割インストールでは、まず Novell Clientがインストールされま
す。この分割インストールは、Novell Clientインストールウィザードによって実行さ
れます。

1［Novell Client license agreement(Novell Clientのライセンス契約 )］ダイアロ
グボックスで、［はい］をクリックします。

ライセンス契約書の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしな
いでください。［キャンセル］をクリックします。

2［Custom Installation(カスタムインストール )］を選択し、［次へ］をクリックし
ます。
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3 モジュールリストでクライアントだけが選択されていることを確認し、［次へ］を
クリックします。

4 NMASおよび NICIが選択され、NetIdentityの選択が解除されていることを確認し、
［次へ］をクリックします。

5［IP Only(IPのみ )］および［Remove IPX(IPXの削除 )］(表示されている場合 )を
選択し、［次へ］をクリックします。

6 NDSを選択してデフォルトで NDS®接続を使用するようにクライアントを設定し、
［次へ］をクリックし、次に［完了］をクリックします。

eDirectoryライセンスの分割インストール

Novell Clientをインストールしたら、Novell eDirectoryライセンスのインストール
ウィザードを使用して、eDirectoryのサーバライセンスをインストールします。

1 ライセンスのインストールウィザードの初期ページで、［次へ］をクリックしてラ
イセンス契約書を表示します。

2 ライセンス契約書を読み、条項に同意する場合は［I Accept(同意します )］をク
リックします。

ライセンス契約書の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしな
いでください。［キャンセル］をクリックします。

3 ドライブ A:に 164 ページの ｢ eDirectory評価版ライセンスフロッピーディスクの
作成｣で作成したライセンスフロッピーディスクを挿入します。

4［Specify path to License File(ライセンスファイルへのパスを指定 )］を選択し
て、フロッピーディスクに作成したディレクトリ内の .nfkライセンスファイルを
選択し、［次へ］をクリックします。

5［Licensing Success(ライセンス認証の成功 )］ダイアログボックスで、［閉じる］
をクリックします。

NICIの分割インストール

Novell Clientと eDirectoryライセンスをインストールすると、Novell 
International Cryptographic Infrastructure (NICI)インストールウィザードが自動
的に起動します。NICIのインストールが完了すると、Windowsサーバは再起動を求め
るメッセージを表示します。

1 ドライブ A:からライセンスフロッピーディスクを取り出し、再起動を求めるダイ
アログボックスで［OK］をクリックします。

サーバが再起動し、eDirectoryのインストール手順が続行されます。

2 Novell Clientのログインダイアログボックスで、(Ctrl)+(Alt)+(Del)を押します。

3 ログインダイアログボックスで［ワークステーションのみ］を選択して、管理者と
してサーバにログインし、［OK］をクリックします。
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eDirectoryの分割インストール

Novell Client、eDirectoryライセンス、および NICIをインストールすると、
eDirectoryインストールが続行されます。

1［eDirectory Installation Welcome(eDirectoryインストール初期 )］ダイアログ
ボックスで、［次へ］をクリックします。

2 ライセンス契約書を読み、条項に同意する場合は［I Accept(同意します )］をク
リックします。

ライセンス契約書の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしな
いでください。［キャンセル］をクリックします。

3 インストールする言語を選択し、［次へ］をクリックします。

4［次へ］をクリックすると、デフォルトのインストールパスにインストールされ
ます。

5［はい］をクリックすると、新規ディレクトリを作成します。

6［Create a New eDirectory Tree(新規 eDirectoryツリーを作成 )］を選択し、
［次へ］をクリックします。

7 新規ツリーおよびサーバへのアクセスをセットアップします。

7a 新規ツリーの名前を指定します (例 : ZENTREE)。

7b サーバオブジェクトのコンテキストを指定します (例 : SVR-02.SERVICES.ZEN)。

注 : このガイドでは、eDirectory内の ZENという名前の組織コンテナ、SVR-02が常駐する

SERVICESという名前の部門コンテナ、および Adminユーザオブジェクトが常駐する USERSという

名前の部門コンテナを作成することを前提としています。

7c Adminユーザオブジェクトの名前を指定します (例 : Admin)。

7d Adminユーザオブジェクトのパスワードを指定し (例 : Novell)、［次へ］をク
リックします。

8［HTTP Server Port Configuration(HTTPサーバポートの設定 )］ページでは、この
サーバで競合しているポートはないため、［HTTP Stack Ports(HTTPスタックポー
ト)］をデフォルトとして受け入れます。［次へ］をクリックします。

9［LDAP Configuration(LDAP構成 )］ページで、使用する LDAPポートを指定します。
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Active Directoryと eDirectoryが同じ Windowsサーバ上にインストールされてい
る場合は、eDirectoryが Active Directoryのデフォルトポート 389と 636と競合
しないよう、他の LDAPポートを選択する必要があります。

9a［Clear Text Port(クリアテキストポート )］の番号を 388に変更し、［SSL 
Port(SSLポート )］を 635に変更します。

9b［Require TLS for Simple Bind with Password(パスワードへのシンプルバイン
ドに TLSが必要 )］の選択を解除してパスワード同期が機能するようにし、
［次へ］をクリックします。

10［次へ］をクリックし、NMASTMのデフォルトのログイン手段を受け入れます。

11［完了］をクリックし、eDirectoryのインストールを完了します。

eDirectoryのインストールプログラムは、SRV-02サーバ上でインストールを実行しま
す。プログラムが正常に完了したら、［成功］ダイアログボックスで［閉じる］をク
リックします。

ConsoleOneの分割インストール

eDirectoryのインストールが完了したら、SRV-02に ConsoleOneを手動でインストー
ルする必要があります。ConsoleOneをインストールするには、次の手順に従います。

1 Novell ZENworks 6.5 Companion 1 CDを SRV-02の CDドライブに挿入します。CDが
自動的に起動しない場合は、CDのルートから winsetup.exeを手動で実行します。

2［Companion Programs and Files(Companionプログラムおよびファイル )］を選択
し、［Novell ConsoleOne］を選択します。

3 Winzipの自己抽出ダイアログボックスで、セットアップをクリックして抽出を実
行し、ConsoleOneのインストールプログラムを起動します。

4 ConsoleOneインストールウィザードの開始ページで、［次へ］をクリックします。

5 ライセンス契約書を読み、条項に同意する場合は［I Accept(同意します )］をク
リックします。

ライセンス契約書の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしな
いでください。［キャンセル］をクリックします。

6 デフォルトのインストールパスを受け入れ、［次へ］をクリックします。

7 インストールするデフォルトのコンポーネントを受け入れ、［次へ］をクリックし
ます。

8［Additional Languages(その他の言語 )］ページで、インストールする他の言語を
選択し、［次へ］をクリックします。

9［JInfoNet Licensing Agreement(JInfoNetのライセンス契約 )］ページを読み、条
項に同意する場合は［I Accept(同意します )］をクリックします。

ライセンス契約書の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしな
いでください。［キャンセル］をクリックします。

10［ConsoleOne Installation Summary(ConsoleOneインストールのサマリ )］ページ
で［完了］をクリックし、SRV-02サーバに ConsoleOneをインストールします。

11［ConsoleOne Installation Success(ConsoleOneインストールの成功 )］ページで、
［閉じる］をクリックします。
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ディレクトリツリーの実用性の検証

eDirectoryおよび ConsoleOneのインストールが完了したら、次の手順を実行してツ
リーの実用性を検証します。

1 eDirectoryにログインします。

1a Windowsサーバのデスクトップで、タスクバーの赤い Nアイコンを右クリック
し、NetWareログインを選択します。

1b［ユーザ名］フィールドに、「Admin」と入力します。

1c［パスワード］フィールドに、「novell」と入力します。

1d［詳細］をクリックし、ログインダイアログボックスの［NDS］ページを開き
ます。

1e［ツリー］フィールドに、「ZENTREE」と入力します。

1f［コンテキスト］フィールドに、「USERS.ZEN」と入力します。

1g［サーバ］フィールドに「SRV-02」と入力し、［OK］をクリックして
eDirectoryにログインします。

2 Adminとしてツリーにログインしていることを確認するには、タスクバーの赤い N
アイコンを右クリックして［NetWare接続］を選択し、ZENTREEとユーザ名
(CN=Admin)に対してリソースが一覧表示されていることを確認します。

この接続の認証状態は、［ディレクトリサービス］として表示されます。

3［閉じる］をクリックし、［NetWare接続］ダイアログボックスを閉じます。

4 ConsoleOneで、ツリーオブジェクトが表示されていること、［ユーザ］コンテナに
Adminユーザが表示されていること、および［サービス］コンテナに SRV-02サー
バが表示されていることを確認します。
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5 サーバに c:\novell\nds\ndscons.exeのショートカットを作成します。

注 : NDSConsoleは、eDirectoryツリーと実行しているサービスの状態を表示できるユーティリティ

です。

6［NDSConsole］ショートカットをクリックし、少なくとも ds.dlmと nldap.dlmが実
行されていることを確認します。

現在、Windows Server 2003で eDirectoryツリーが実行されています。

DirXMLの Active Directory管理者アカウントの作成

他の管理者アカウントで発生する可能性のある変更から分離するために、Active 
Directoryの管理者特権を持つ DirXML用の別のアカウントを作成することをお勧めし
ます。 

1 ドメインの管理者として、SRV-01サーバにログインします。

2 SRV-01サーバのデスクトップで、［スタート］>［プログラム］>［管理ツール］>
［Active Directory ユーザーとコンピュータ］の順にクリックし、監視コンソール
を起動します。

3［Active Directory ユーザーとコンピュータ］ページで、DirXML管理者ユーザを追
加するコンテナを選択し、［新規作成］>［ユーザ］の順にクリックします。

4 ユーザ名を入力します。

たとえば、名として「Novell」、姓として「DirXML」、フルネームとして「Novell 
DirXML」と入力します。この例のユーザログイン名は、dirxml@zendemo.comです。

5 新規ユーザのパスワードを入力し、期限切れのパスワードによってドライバが無効
にならないように、［パスワードを無期限にする］を選択します。

6［次へ］をクリックして概要を確認し、［完了］をクリックします。
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7 ドメインのツリービューで［Builtin(ビルトイン )］を選択します。次に、
［Administrators object(管理者オブジェクト )］を右クリックし、［プロパティ］
をクリックして［Administrators Properties(管理者プロパティ )］ダイアログ
ボックスを開きます。

8［Administrators Properties(管理者プロパティ )］ダイアログボックスで、［メン
バー］タブ、［追加］、［Advance(詳細 )］、［Find Now(今すぐ検索 )］の順にクリッ
クします。

9 作成したユーザのフルネーム (Novell DirXML)を選択し、以降の 3つのダイアログ
ボックスですべて［OK］をクリックします。

10［Active Directory ユーザーとコンピュータ］ページを閉じます。

11 Windowsのデスクトップで、［スタート］>［プログラム］>［管理ツール］>［ドメ
イン コントローラ セキュリティ ポリシー］の順にクリックします。

12 ツリービューで［セキュリティの設定］>［ローカルポリシー］>［ユーザー権利の
割り当て］の順にクリックします。

13［サービスとしてログオン］をダブルクリックし、［セキュリティ］>［ユーザーま
たはグループの追加］>［参照］>［Advance(詳細 )］>［Find Now(今すぐ検索 )］
の順にクリックします。

14 作成したユーザ (Novell DirXML)を選択し、［OK］をクリックします。以降の 3つ
のダイアログボックスでは、［OK］をクリックします。

15［ドメイン コントローラ セキュリティ ポリシー］を閉じ、サーバを再起動します。

DirXMLのインストール

eDirectoryを実行し安定したら、Active Directoryドメインと eDirectory間でユー
ザを同期できるように、DirXMLをインストールする必要があります。

重要 : DirXMLをインストールするときは、Windowsサーバ上で ZENworksのサービスが実行されていないこ
とを確認してください。

1 管理者として SRV-02 Windows Server 2003にログインし、adminとして
eDirectoryにログインします。

2 Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDを SRV-02の CDドライブに挿入し、Windows
のエクスプローラを使用して Novell DirXML Starter Packフォルダを参照します。

3 setup.batをダブルクリックし、DirXML 1.1aのインストールプログラムを起動し
ます。

4 DirXMLの初期ページで、［次へ］をクリックします。

5 ライセンス契約書を読み、条項に同意する場合は［I Accept(同意します )］をク
リックします。

ライセンス契約書の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしな
いでください。［キャンセル］をクリックします。

6 コンポーネントの選択ページで、［DirXML Engine and Drivers(DirXMLエンジンお
よびドライバ )］、［DirXML Management Utilities(DirXML管理ユーティリティ )］、
［PasswordSync Agent(PasswordSyncエージェント )］の順に選択し、［次へ］をク
リックします。
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7 次のコンポーネントページで、［DirXML EngineDirXMLエンジン］および適切な
［Core Driver(コアドライバ )］(DirXML Driver 2.0.2 for Active Directory)を
選択し、［次へ］をクリックします。

8［スキーマの拡張］ページで、ツリーが適切であること (ZENTREE)を確認し、admin
ユーザの完全識別名 (DN)、およびユーザのパスワード (adminユーザ名は、
CN=admin.OU=Users.O=ZEN)を入力するか、参照して選択します。［次へ］をクリッ
クします。

9 インストールする追加コンポーネントとして、［ConsoleOne Snap-Ins for 
DirXML(DirXML用の ConsoleOneスナップイン )］および［DirXML Preconfigured 
Drivers(DirXML事前設定済みドライバ )］を選択し、［次へ］をクリックします。

10 適切な Active Directoryドライバを除くすべての設定済みドライバの選択を解除
し、［次へ］をクリックします。

11［概要］画面の内容を確認し、［完了］をクリックします。

DirXMLのインストールプログラムによって eDirectoryがシャットダウンされ、処
理が続行されます。

12 eDirectoryと LDAPの競合の可能性について警告するダイアログボックスで［OK］
をクリックします (この問題は、eDirectoryのインストール時に回避されてい
ます )。

ファイルのコピーが完了すると、eDirectoryが再度起動します。

13 最後のインストールダイアログボックスで［閉じる］をクリックし、インストール
プログラムを終了します。

DirXMLのインストールが完了したら、DirXMLドライバを設定して同期を実行できるよ
うにする必要があります。詳細については、173 ページの ｢ DirXMLドライバの設定｣を
参照してください。
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DirXMLドライバの設定

SRV-02サーバへの eDirectoryおよび DirXMLのインストールが終了したら、Active 
Directoryドメインと eDirectory間での同期を開始するように DirXMLドライバを設定
する必要があります。 

1 管理者として SRV-02サーバにログインしてから、adminとして eDirectoryにログ
インします。

2 サーバの CDドライブに Novell ZENworks Companion 2 CDを挿入します。次に、
novell dirxml starter pack\utilities\ad_disc\adshimdiscoverytool.exeを参照
し、adshimdiscovertool.exeをダブルクリックして実行します。

2a ツールのインタフェースで、次のフィールドに入力します。

［Administrator LDAP Name(管理者 LDAP名 )］: Active Directory管理者の
LDAP名を入力します。

［LDAP User Password(LDAPユーザパスワード )］: Active Directory管理者の
パスワードを入力します。

［AD Server�s IP Address(ADサーバの IPアドレス )］: GUIDを取得する
Active Directoryサーバの IPアドレスを入力します。

2b［Discover(検出 )］をクリックします。

ツールが実行され、他のフィールドの入力内容に基づいてデータ (Active 
Directoryドメインの GUIDなど )が検出されます。

2c Active Directoryドメインの GUIDを切り取り、後で利用できるようにテキス
トファイルに貼り付けます (174 ページのステップ 11を参照 )。

3 ConsoleOneを起動します。

4 新規 Active Directoryドライバに対応するように、eDirectoryスキーマを拡張し
ます。

4a c:\novell\nds\ndscons.exeを実行します。

4b install.dlmを選択し、［開始］をクリックします。
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4c［Install Additional Schema Files(追加のスキーマファイルのインストール
)］をクリックし、［次へ］をクリックします。

4d eDirectoryの adminログイン名 (admin)、コンテキスト (ZEN\Users)、および
パスワード (novell)を入力し、［OK］をクリックします。

4e c:\novell\nds\drv_ext.schを参照して選択し、［開く］をクリックします。

4f［完了］をクリックし、スキーマを適用します。

4g［NDSCons］ウィンドウの閉じる (X)ボタンをクリックします。

5 ConsoleOneで、ZEN組織コンテナの下に新規部門 (OU)コンテナを作成し、この OU
コンテナの名前を DirXMLにします。

DirXMLに関連するオブジェクトはすべて、このコンテナの下に作成します。

6 新規 DirXMLコンテナの親コンテナ (ZENという名前のコンテナ )を選択し、メ
ニューから［Wizards(ウィザード )］>［Create a New Application Driver(新規
アプリケーションドライバの作成 )］の順に選択します。

7 アプリケーションドライバ作成ウィザードで、［In a New Driver Set(新規ドライ
バセット内 )］を選択し、［次へ］をクリックします。

8［New Driver Set Properties(新規ドライバセットのプロパティ )］ページで、次
のフィールドに情報を入力します。 

［Name］: ドライバセット名を入力します (例 : ADDriverSet)。

［コンテキスト］:DirXMLコンテナを参照して選択します。 

［サーバ］: SRV-02サーバを参照して選択します。

9［Next］をクリックします。

ドライバセットのオブジェクトが作成されます。

10［Import Preconfigured Driver(事前設定済みドライバのインポート )］を選択し、
Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDの \novell dirxml starter 
pack\nt\dirxml\drivers\ad\rulesにある ad-driver.xmlを参照して選択します。
［次へ］をクリックします。

重要 : DirXMLのインストールプログラムによって、システムには addriver.xmlファイルが配置されて

います。このファイルはリストでも使用できます。Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDから入手した
新規 ad-driver.xmlファイル (スペルの違いに注意してください )を必ず選択してください。

11 次のフィールドに情報を入力し、アプリケーションドライバ作成ウィザードに一覧
表示されたドライバのパラメータ (スクロールして表示できます )を設定します。

［Driver Name(ドライバ名 )］: ドライバの名前をデフォルトとしてそのまま使用
します。

［Authoritative ID(信頼できる ID)］: 作成済みのドメイン管理者アカウントを入
力します (dirxml@zendemo.com)。

［Authoritative Password(信頼できるパスワード )］: dirxmlドメイン管理者アカ
ウントのパスワードを入力します。

［Retype the Password(パスワードの再入力 )］: dirxmlドメイン管理者アカウン
トのパスワードを再入力します。

［Authentication Server(認証サーバ )］:［Address of Active Domain 
Controller(アクティブなドメインコントローラのアドレス )］フィールドに、
「LDAP://svr-01.zendemo.com」と入力します。IPアドレスを入力しないでくださ
い。この LDAP値は、SVR-01の DNS名です。
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［Domain GUID(ドメイン GUID)］:GUID(173 ページのステップ 2で
adshimdiscoverytool.exeを実行しテキストファイルに保存した GUID)をコピー
し、このフィールドに貼り付けます。

［Configure Data Flow(データフローの構成 )］: ［Bi-Directional(双方向 )］を
デフォルトとしてそのまま使用します。

［Base Container in Active Directory(Active Directory内のベースコンテナ )］
:Active Directoryのベースコンテナの名前を入力します。これはユーザを
eDirectoryと同期させるコンテナです (例 : CN=Users、DC=zendemo、DC=com)。

［Base Container in eDirectory(eDirectory内のベースコンテナ )］:ユーザを作
成して Active Directoryと同期させるコンテナを指定します (例 : users.zen)。
［参照］をクリックすると、このコンテナを参照できます。Active Directoryコン
テナをミラーリングする場合、このコンテナが eDirectoryで最上位のコンテナに
なります。

［Publisher Placement(パブリッシャの配置 )］: ［Flat(フラット )］または
［Mirror(ミラー )］を選択します。［Flat(フラット )］を選択すると、Active 
Directoryのユーザオブジェクトはすべて同じコンテナ内に配置されます。
［Mirror(ミラー )］を選択すると、すべてのユーザオブジェクトとコンテナが
eDirectoryに再作成されます。

［Subscriber Placement(サブスクライバの配置 )］: ［Publisher Placement(パブ
リッシャの配置 )］フィールドを確認して配置を選択します。

［Driver Polling Interval(ドライバのポーリング間隔 )］:希望のポーリング間隔
を指定します。ラボ環境では、間隔を約 1分に設定します。運用環境では、約 15
分に設定します。

［Use Secure Authentication(安全な認証を使用 )］: デフォルト (［はい］)のま
まにします。

［Enable PasswordSync(PasswordSyncを有効にする )］: デフォルト (［はい］)の
ままにします。

［Install Driver as Remote/Local(リモートまたはローカルとしてドライバをイン
ストール )］: ［Local(ローカル )］に設定します。

［Remote Host Name and Port(リモートホストの名前およびポート )］: デフォルト
設定のままにします。

［Driver Password(ドライバのパスワード )］: 空白のままにします。

［Retype the Password(パスワードの再入力 )］: 空白のままにします。

［Remote Password(リモートのパスワード )］: 空白のままにします。

［Retype the Password(パスワードの再入力 )］: 空白のままにします。

［Support Exchange 2000(Exchange 2000のサポート )］: デフォルトの［はい］を
［いいえ］に変更します。

［Default Exchange Server(既定の Exchange Server)］: 空白のままにします。

［Default Exchange DN(既定の Exchange DN)］: 空白のままにします。

［Default Exchange MTA(既定の Exchange MTA)］: 空白のままにします。

［Default Exchange MDB(既定の Exchange MDB)］: 空白のままにします。

12［OK］をクリックします。

13［はい］をクリックし、ドライバの同等セキュリティを設定します。
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14［追加］をクリックし、admin.daユーザを参照して選択します。次に、このユーザ
をリストに追加し、［OK］をクリックします。

15［Novell Recommends You Identify All Objects that Represent Administrative 
Roles(管理業務に関わるすべてのオブジェクトを識別することを推奨します )］ダ
イアログボックスで、［はい］をクリックします。

16［追加］をクリックして、eDirectoryの管理者であるすべてのユーザを参照して選
択し、［OK］をクリックします。

これにより、今後 Active Directoryドメインにユーザを作成し、同期することは
できなくなります。

17［概要］ページで［完了］をクリックします。

DirXMLドライバを実行するには、Password Synchronizationソフトウェアをインス
トールする必要があります。詳細については、176 ページの ｢ Password 
Synchronizationのインストール｣を参照してください。

Password Synchronizationのインストール

Password Synchronizationを使用すると、DirXMLに自動的に作成された各ユーザオブ
ジェクトは、Active Directoryに作成した対応するユーザと同じパスワードを持つこ
とができます。これは、ユーザがワークステーションにログインするときに、1回のロ
グインで Active Directoryと eDirectoryの両方にログインできるようにするために
必要となります。

Password Synchronizationでは、プラットフォーム固有のパスワードポリシーが相互
に矛盾していないことが必要となります。パスワードポリシーに矛盾があると、正常
なパスワード同期の妨げとなります。たとえば、eDirectoryのパスワードは 8文字以
上の長さを必要とし、Windowsのパスワードには長さの要件がない場合、ユーザは
eDirectoryでは受け入れられない Windowsの短いパスワードを作成する可能性があり
ます。Password Synchronizationは、プラットフォームのポリシーよりも優先される
ことはありません。

DirXMLを使用すると、アカウントの属性または Javaサービスを通じて使用できる他の
情報に基づいて、アカウントの初期パスワードを生成することができます。たとえば、
ユーザの姓と 4桁の数字を基にパスワードを生成できます。初期パスワードを生成す
るにはドライバをカスタマイズする必要がありますが、既存の人事管理ツールセット
を使用してアカウントを提供するときに、パスワードの管理に適した方法です。

ConsoleOneでは、［NDSパスワードの割り当て］を選択した後に、［作成中にプロンプ
ト表示］を選択すると、ユーザアカウントの作成時に初期パスワードを設定できます。
この場合、ConsoleOneによってパスワードが設定されてから、アカウントが NTまたは
Active Directoryのアカウントに関連付けられます。これにより、初期パスワードは
同期されなくなります。最初のパスワードが変更されない限り、パスワードは同期さ
れません。この遅延を防ぐには、次のいずれかを実行します。

!［Assign NDS Password During User Creation(ユーザ作成中にNDSパスワードを割り
当て )］の選択を解除し、パスワードを後で割り当てます。わずかな遅延でアカウ
ントの関連付けを完了できます。

!［最初のログイン時にプロンプト表示］を選択し、アカウントが実際に使用される
までパスワードの設定を延期します。
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Microsoft管理コンソール (MMC)では、アカウントの作成時にパスワードを入力するこ
とによって、ユーザアカウントの初期パスワードを設定できます。パスワードが設定
されるまでは、Password Synchronizationは eDirectoryアカウントを Active 
Directoryアカウントに関連付けることができないため、Password Synchronization
サービスでは eDirectoryアカウントをすぐに更新することはできません。ただし、
サービスはパスワードの更新を再試行するため、アカウントは数分以内に適切に更新
されます。 

サーバに Password Synchronizationをインストールするには、ConsoleOneが実行され
ていないことを確認してから、次の手順に従います。

1 管理者として SRV-02サーバにログインしてから、Adminとして eDirectoryにログ
インします。

2 ConsoleOneが閉じていることを確認します。

3［スタート］>［設定］>［コントロールパネル］の順にクリックし、［Password 
Synchronization(パスワードの同期 )］をダブルクリックします。

4 Password Synchronizationインストールウィザードの初期ページで、［はい］をク
リックします。

5［セットアップ］ページで［ZENDEMO］ドメインを選択し、eDirectoryの ADDriver 
(AD-Driver.ADDriverSet.DirXML.ZEN)オブジェクトを参照して、［OK］をクリック
します。

6［オブジェクト名］フィールドはデフォルト値のままにし、［コンテキスト］フィー
ルドの値が作成済みの DirXMLコンテナになっていることを確認して、［OK］をク
リックします。 

7 パスワード同期オブジェクトの権限に関するプロンプトが表示されたら、ユーザオ
ブジェクト (Active Directoryから同期されたオブジェクト )を常駐させるコンテ
ナを選択し、同期するユーザのすべてのコンテナに対して権限を付与していること
を確認して (通常は、O=ZENなど、ツリーの組織に設定するのが最も適しています
)、［OK］をクリックします。

8 各ドメインコントローラでフィルタを適用するかどうかを確認するメッセージが表
示されたら、［はい］をクリックします。

ドメインコントローラのリストが含まれた［Password Filters(パスワードフィル
タ )］ページが表示されます。

9［SRV-01］を選択し、［追加］をクリックします。

サーバを追加すると、サーバが再起動されます。

10 サーバが再起動し、ダイアログボックスにサーバが稼動していることが示されるま
で待ちます。

11［閉じる］をクリックし、［完了］をクリックします。

12 SRV-01サーバおよび SRV-02サーバを必ず再起動します。
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DirXMLドライバの最終設定

DirXMLドライバと PasswordSyncドライバの両方をインストールし設定したら、ドライ
バが自動的に起動して正しく機能するように、最終的な設定を行う必要があります。

1 管理者として SRV-02サーバにログインしてから、Adminとして eDirectoryにログ
インします。

2 ConsoleOneから DirXMLコンテナを開き、ADDriverSetオブジェクトを右クリック
して［プロパティ］をクリックします。

3［DirXML］タブをクリックして［ドライバ］をクリックし、［プロパティ］をクリッ
クします。

4［Driver Module(ドライバモジュール )］をクリックし、［Native(固有 )］が選択
され、フィールドに addriver.dllが入力されていることを確認します。

5［Startup Option(起動オプション )］をクリックし、［Startup(起動 )］の値を
［Auto-Start(自動起動 )］に変更します。次に、［適用］をクリックし、［閉じる］
をクリックします。

6 リストで［ADDriver］を選択し、［開始］をクリックします。ステータスフィール
ドが［稼動中］に変わるのを待ち、ドライバが起動したことを確認します。

7 ndscons.exeを開き、dirxml.dlmが実行中であることを確認します。

eDirectory、DirXML、および Password Synchronizationの動作確認

使用している環境で eDirectory、DirXML、および Password Synchronizationが正しく
動作していることを確認するには、Active Directoryにユーザを作成し、適切なパス
ワードを使用して eDirectoryにユーザが自動的に作成されるかどうかを確認する必要
があります。

1 Active Directoryドメインの管理者としてサーバ SRV-01にログインします。

2 Active Directory管理ツールを起動し、Active Directoryにテストユーザを作成
します。 

例 : TestUser1@zendemo.com

3 ドメインの管理者および eDirectoryの adminとして SRV-02にログインします。

4 ConsoleOneを開き、管理されたコンテナに TestUser1が作成されていることを確
認します。

ユーザが eDirectoryに表示されるまで、同期サイクルが完了するのを待つことが
必要な場合もあります。

5 eDirectoryに TestUser1としてログインし、パスワードが Active Directoryで指
定したパスワードと同じものであることを確認してから、eDirectoryに正常に認
証されていることを確認します。

パスワードが更新されるまでに、別の同期サイクルが必要となります。

6 作業を完了するために、eDirectoryにユーザを作成し (Adminとしてログインして
いる間に ConsoleOneを使用します )、そのユーザが現在ドメイン内に存在してい
ることを確認し、eDirectoryで指定したパスワードを使用して、そのユーザとし
てドメインにログインできることを確認します。

デフォルトの同期規則では、フルネーム属性フィールドが eDirectoryに読み込ま
れるまで、Active Directoryユーザは作成されません。ConsoleOneの
［User_object］>［プロパティ］>［一般］でこれを確認します。
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Desktop Management Serverのインストール

すべてのコンポーネントのインストールを選択しない場合もありますが、ここでは各
コンポーネントのインストール手順について説明します。

以前に eDirectoryをインストールした SRV-02サーバに Desktop Management Serverを
インストールするには、次の手順に従います。

1 管理者として SRV-02サーバにログインしてから、Adminとして eDirectoryにログ
インします。

2 Windowsワークステーションで、Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを挿
入します。

winsetup.exeプログラムが自動的に実行されます。プログラムが自動的に実行さ
れない場合は、CDのルートから手動で実行します。

ZENworks Desktop Management ISOファイルをコピーしたディレクトリの場所から
インストールを実行する場合は、winsetup.exeを実行する場所と同じ場所にすべ
てのファイルがコピーされていることを確認してください。

この場合、インストールが正常に実行できない可能性があることが通知されます。
これは、インストール時に選択するオプションで CDスワップが必要となるため
です。

重要 : インストール中に、CDドライブから Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを取り出し
たり、インストール先のサーバとの接続が切れたりすると、インストールプログラムは停止して先に

進みません。インストール処理を終了するには、Windowsのタスクマネージャで［プロセス］をクリッ

クし、［javaw.exe］を選択して［プロセスの終了］をクリックします。

3［デスクトップ管理］をクリックして、さまざまな言語でインストールするオプ
ションがあるページを表示します。

4［日本語］をクリックし、Desktop Managementインストールオプションのページを
表示します。
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5［デスクトップ管理サービス］をクリックし、Desktop Management Serverインス
トールウィザードを起動します。

6 最初のインストールページで、インストールプログラムの実行に関する詳細を読
み、［次へ］をクリックします。

7 ライセンス契約書を読み、条項に同意する場合は［受諾］をクリックします。 

使用許諾契約の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしないで
ください。

8［Installation Requirements(インストール要件 )］ページで、Desktop 
Management Serverソフトウェアのインストール要件の一覧を読み、インストール
先のサーバが要件を満たしていることを確認して［次へ］をクリックします。

9［ツリー選択］ページで、SRV-02サーバの Novell eDirectoryツリーの名前
(ZENTREE)を入力または参照します。このインストールのスキーマをまだ拡張して
いない場合は (53 ページの ｢インストール前のスキーマの拡張｣を参照 )、［スキー
マの拡張］を選択し、Desktop Management Serverソフトウェアをインストールす
るツリーのスキーマを拡張します。［次へ］をクリックします。

注 : Desktop Management Serverソフトウェアを複数のツリーに同時にインストールすることはできま

せん。
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ツリーでスキーマを拡張する必要があるのは 1度だけです。［ログイン］ボタンを
クリックし、適切な権限を持つユーザ IDとパスワードを入力してログインすれば、
ツリーに認証されます。

10［ZENworks Desktop Managementライセンス］ページで、SmartCert製品登録パッ
ケージの一部として電子メールで送信されたライセンスコードを指定します。
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このページでライセンスコードを指定しない場合、ZENworks Desktop Management
のこのインストールは評価版とみなされます。評価版としてインストールすると、
定期的な間隔で製品のライセンスを取得するように促されます。90日経つと、評
価版は機能しなくなります。

11［サーバ選択］ページで［サーバの追加］をクリックし、SRV-02サーバを参照し
ます。

サーバは ZENTREEツリーからのみ選択できます。1度に最大 7つのサーバにインス
トールできます。

11a (オプション )［サーバの追加］ダイアログボックスでは、eDirectoryのツ
リー名ごとにサーバを一覧表示できます。サーバにインストールするには、
eDirectoryのツリーを選択し、SRV-02サーバの名前を参照してクリックしま
す。次に、右向き矢印ボタンをクリックして選択したサーバを［選択された
サーバ］ペインに移動し、［OK］をクリックします。

注 : 認証されていない Windowsサーバを追加する場合は、サーバのアイコンをダブルクリックし

てダイアログボックスを表示します。このダイアログボックスで、Windows認証に必要なアカウ

ント情報を入力します。

11b (オプション )［サーバの追加］ダイアログボックスでは、［ホスト名 /IPアド
レスを使用してサーバを追加する］フィールドにサーバのホスト名または IP
アドレスを指定できます。指定した値は、サーバの名前に解決できる必要があ
ります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］リス
トに追加します。

12 この［サーバ選択］ページで、事前に選択した Desktop Managementコンポーネン
ト用にインストールするサービスを指定します。［次へ］をクリックし、設定を保
存します。

リストに含まれている設定は、次のとおりです。

［ローカルワークステーション］: ConsoleOne 1.3.6のインストールプログラムで
は、ConsoleOneファイルをローカルハードドライブにインストールすることがで
きますが（パフォーマンスが若干向上します）、この方法ではデスクトップ管理
サービススナップインはインストールされません。 

［ローカルワークステーション］オプションの［Desktop Management Service 
Snap-ins(デスクトップ管理サービススナップイン )］を選択することで、ローカ
ルワークステーションにデスクトップ管理サービススナップインをインストールす
るオプションを利用できます。スナップインを追加するには、ConsoleOneをワー
クステーションにインストールしておく必要があります。

［デスクトップ管理サービス］: デスクトップ管理サービス (「Desktop Management 
Server」は総称です )は、ワークステーションのアプリケーションとポリシーを設
定し配布できるファイルおよびプログラムであり、一般的に使用されます。これら
のサービスによって、Windowsのアプリケーション、ユーザ、ワークステーション
の設定、処理、および動作を自動的に管理できます。

! ［アプリケーション管理］: アプリケーション、更新、およびパッチの配布や
修復、トラッキングの自動化を有効にするソフトウェアをインストールする場
合は、このオプションを選択します。

! ［ワークステーション管理共通コンポーネント］: ユーザをワークステーショ
ンおよびネットワークに対して認証したり、環境設定情報を eDirectoryとの
間で送受信するために使用するワークステーション常駐モジュールをインス
トールする場合は、このオプションを選択します。
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! ［リモート管理］:中央コンソールからのワークステーションのリモート管理を
有効にするファイルおよびプログラムをインストールする場合は、このコン
ポーネントを選択します。選択したサーバに、ZENworks for Servers 3.0.2以
前のリモート管理コンポーネントがインストールされていないことを確認して
ください。

［追加オプション］: デスクトップ管理サービスの展開をカスタマイズする場合は、
その目的に応じて次の中からサービスを選択します。

! ［デスクトップ管理データベース］: 発生したアプリケーションのイベント (イ
ンストール、起動、キャッシュなど )に関するデータのリポジトリとして、
Novell Application LauncherTMで使用するネットワークデータベースをイン
ストールする場合は、このオプションを選択します。

! ［インベントリデータベース］: インベントリ対象ワークステーションから収
集したハードウェアおよびソフトウェアのインベントリ情報のリポジトリとし
て、ワークステーションインベントリで使用するネットワークデータベースを
インストールする場合は、このオプションを選択します。

重要 : Inventoryデータベースを既存の Oracleまたは MS SQLのセットアップと共に使用する場

合は、Server Inventoryのインストール時にこのオプションを選択しないでください。

『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の手順に従ってください。

! ［インベントリサーバ］: 管理されたワークステーションのハードウェアおよ
びソフトウェアのインベントリ情報の収集と表示を有効にするファイルおよび
プログラムをインストールする場合は、このオプションを選択します。

選択したサーバに、ZENworks for Servers 3.0.2以前のサーバインベントリコ
ンポーネントがインストールされている場合、そのコンポーネントを
ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする必要があります。

! ［インベントリプロキシサーバ］: ネットワークファイアウォールを越えて配
置されたインベントリサーバへの、インベントリスキャンデータのロールアッ
プを有効にするプロキシサービスをインストールする場合は、このオプション
を選択します。選択したサーバに、ZENworks for Servers 3.0.2以前のインベ
ントリコンポーネントがインストールされていないことを確認してください。

! ［イメージングサーバ］: ワークステーションにワークステーションイメージ
ファイルを作成、保存、送信、または復元するために使用する Linuxイメージ
ング環境をインストールする場合は、このオプションを選択します。

注 : イメージングサーバと PXEサーバサービスは同じサーバにインストールして、PXEサーバ

サービスを個別にインストールすることは避けてください。

! ［PXEサーバ］: Preboot Execution Environment(PXE)が有効なワークステー
ションと通信し、そのワークステーションにイメージングタスクを送信できる
ようにするために、サーバで使用する PXEプロトコルおよびプログラムをイン
ストールする場合は、このオプションを選択します。

起動前サービスをインストールすると、インストールされるコンポーネントに
プロキシ DHCPサーバが含まれます。標準の DHCPサーバが置かれているサーバ
上にプロキシ DHCPサーバをインストールする場合は、DHCPサービスでオプ
ションタグ 60を設定する必要があります。 

注 : イメージングサーバと PXEサーバサービスは同じサーバにインストールして、PXEサーバ

サービスを個別にインストールすることは避けてください。
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! ［ワークステーションのインポート /削除サーバ］: ワークステーションオブ
ジェクトを eDirectoryに追加する (すでに追加されている場合は削除する )
ファイルおよびプログラムをインストールする場合は、このオプションを選択
します。ワークステーションオブジェクトは、アプリケーションまたはコン
ピュータの設定を受信するために eDirectoryで管理されます。

! ［デスクトップ管理サービススナップイン］: デスクトップ管理ツールおよび
ユーティリティを起動し、eDirectoryでデスクトップ管理オブジェクトのプ
ロパティページを表示して、これらのオブジェクトを参照したり設定できるよ
うに、ConsoleOneに追加機能をインストールする場合は、このオプションを
選択します。

注 : カスタム選択を実行するには、1つまたは複数のサーバを選択して右クリックし、ポップアップ

メニューを表示します。このポップアップメニューに表示されるオプションを使用して、選択したす

べてのサーバにデータベースサービス、インベントリサービス、またはイメージングサービスを追加

することできます。［デフォルト］オプションを使用すると、選択内容を最初の状態に戻すことができ

ます。［カスタム選択］では、選択したすべてのサーバの特定のコンポーネントを選択できる別のダイ

アログボックスが表示されます。ここでの選択は、すでに選択している内容よりも優先されます。

13 (オプション )［前提条件チェック］はデフォルトで選択されています。インス
トールプログラムで、1つまたは複数のサーバが ZENworksデスクトップ管理サー
ビスのインストール要件を満たしているかどうかを確認する場合は、選択内容を保
存します。インストールプログラムでは、サーバのネットワークオペレーティング
システムのバージョン (必要なサービスまたはサポートパックを含む )、Windows
サーバおよびインストールするワークステーション上の Novell Client (4.9 SP1a)
の有無とバージョン、および ConsoleOne (1.3.6)の有無とバージョンをチェック
します。

サーバのオペレーティングシステムとサポート /サービスパックが適切なバージョ
ンでない場合は、警告メッセージが表示され、インストールは続行されません。警
告メッセージが表示されると、必要なソフトウェアがインストールされて検出され
るか、チェックボックスの選択を解除するまでインストールを続行することはでき
ません。

14 (ワークステーションインベントリまたはリモート管理が選択されている場合はオ
プション )［ファイルのインストール先］ページで、［選択されたサーバ］リスト
から 1つまたは複数のターゲットサーバを選択し、ワークステーションインベント
リ、またはリモート管理の各ファイルをインストールするボリュームまたはドライ
ブを参照するか入力します。Windowsサーバの場合、デフォルトは C:です。

注 : ZENworks 6.5のワークステーションインベントリまたはリモート管理コンポーネントの以前のイ

ンストールがコンピュータで検出されると、既存のパスが淡色表示されます。今回のインストールで

は、すべてのファイルがその既存のパスにインストールされます。

15 (オプション )インベントリデータベースまたはデスクトップ管理データベースの
インストールを選択すると、［Database Location Installation(データベースロ
ケーションのインストール )］ページが表示されます。左のペインで以前に指定し
たサーバを選択し、［データベースへのパス］フィールドで、データベースファイ
ルをインストールするボリュームまたはドライブの名前を参照するか入力します。
［次へ］をクリックします。

データベースサーバごとに別のドライブを指定できます。ただし、各サーバで実行
できるデータベースエンジンのインスタンスは１つだけであるため、同じサーバ上
にデータベースファイルの複数のインスタンスを保持することはできません。
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16 (オプション )同じサーバへのインベントリサーバとインベントリデータベースの
インストールを選択すると、［インベントリのスタンドアロンの設定］ページが表
示されます。インストールプログラムを使って、自動的にサーバパッケージを作成
し、サーバでインベントリサービスを開始する場合は、［インベントリのスタンド
アロンの設定］ページで設定を行います。 

［スタンドアロンの設定］を選択し、共通のデータベースの場所の検索ポリシーを
選択します。このポリシーを含むサーバパッケージを作成および設定するツリーコ
ンテナの名前を入力するか参照し、［次へ］をクリックします。

17 (オプション )［インベントリプロキシサービスの設定］ページで、XMLRPC要求を
インベントリプロキシサービスに渡すためのポートを持つ 1つまたは複数のサーバ
を選択します。次に、［プロキシポート］フィールドで、使用するポートを指定し
ます。

すべてのサーバに対して同じポート番号を設定するには、サーバをすべて選択しま
す。サーバを 1つずつ選択し、値を個別に定義することもできます。デフォルトの
ポート 65000を変更する場合は、0～ 65535の値を指定します。そのポート番号が
サーバ上の他のサービスで使用されていないことを確認してください。

18［概要］ページで、インストールするコンポーネントとパーツのリストを見直しま
す。概要が正しければ、［完了］をクリックしてインストールプログラムを起動し
ます。

［戻る］をクリックすると、必要に応じて何度でも変更を加えることができます。

［キャンセル］をクリックすると、インストール情報は保存されません。

インストール完了後、インストールログファイルを確認できます。ログファイルの
名前は datestamp_timestamp_zdmserver_install.logになります (たとえば、
20040304_024034_zdmserver_install.log)。このファイルは、インストール元のコ
ンピュータの \novell\zfdtempディレクトリに保存されます。このログファイルに
は、コンポーネントのインストールが失敗したかどうかが示されます。

インストールの概要を見直し、選択した内容を確認することもできます。概要は、
datestamp_timestamp_zdmserver_installsummary.logという名前のログファイル
に保存されます (たとえば、20040304_024034_zdmserver_installsummary.log)。
このファイルも c:\novell\zfdtempにあります。

19 ConsoleOneで、Desktop Management Serverソフトウェアをインストールしたツ
リーを選択し、［LDAPグループ］を右クリックします。次に、［プロパティ］>［一
般］の順にクリックし、［クリアテキストパスワードを許可］を選択します。

ConsoleOne 1.3.6を使用している場合、ZENworks Middle Tier Serverの認証ドメ
インとして機能する各サーバの［LDAP Group Object(LDAPグループオブジェクト
)］で、［TLSにパスワードの単純なバインドを要求する］の選択が解除されている
必要があります。Desktop Management Serverをインストールした後で、このパラ
メータを設定する必要がある場合は、設定変更後に ZENworks Middle Tier Server
を必ず再起動してください。

Active Directoryドメイン内の Windowsサーバにインストールする場合、Active 
Directoryではポート 389と 636を使用するため、認証ドメインとして使用するサー
バの LDAPグループオブジェクトを代替ポート番号を使用するように設定します。

ZENworks Middle Tier Serverをすでにインストールしている場合は、Desktop 
Management Serverで行われた LDAPのクリアテキストパスワードへの変更を認識
させるために、ZENworks Middle Tier Serverを再起動する必要があります。
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ZENworks Middle Tier Serverのインストール

インターネットブラウザを通じて Desktop Managementの機能を配布するには、
ZENworks Middle Tier Serverをインストールする必要があります。この展開シナリオ
では、Microsoft IIS Webサーバがすでにインストールされている SRV-02にソフト
ウェアをインストールします。Middle Tier Serverのインストールプログラムでは、
インストールしているワークステーションまたはサーバに Novell Clientが必要とな
ります。まず、Novell Clientを SRV-03サーバにインストールしてから、同じサーバ
に ZENworks 6.5 Middle Tier Serverをインストールする必要があります。Novell 
Client(バージョン 4.90 SP1a以降 )は、Novellダウンロード Webサイト (http://
download.novell.com)からダウンロードできます。

Novell Clientのインストール後、次の手順に従って Middle Tier Serverをインス
トールします。

1 サーバのローカルワークステーション管理者として SRV-03にログインします。

2 Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを挿入します。

winsetup.exeプログラムが自動的に実行されます。プログラムが自動的に実行さ
れない場合は、CDのルートから手動で起動します。

ZENworks Desktop Management ISOファイルをコピーしたディレクトリの場所から
インストールを実行する場合は、winsetup.exeを実行する場所と同じ場所にすべ
てのファイルがコピーされていることを確認してください。

この場合、インストールが正常に実行できない可能性があることが通知されます。
これは、インストール時に選択するオプションで CDスワップが必要となるため
です。

重要 : インストール中に、CDドライブから Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを取り出し
たり、インストール先のサーバとの接続が切れたりすると、インストールプログラムは停止して先に

進みません。インストール処理を終了するには、Windowsのタスクマネージャで［プロセス］をクリッ

クし、［javaw.exe］を選択して［プロセスの終了］をクリックします。
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3［デスクトップ管理］をクリックして、さまざまな言語でインストールするオプ
ションがあるページを表示します。

4［日本語］をクリックし、Desktop Managementインストールオプションのページを
表示します。

5［Middle Tier Server］をクリックし、Middle Tier Serverのインストールプログ
ラムを起動します。

6 最初のインストールページで、インストールプログラムの実行に関する詳細を読
み、［次へ］をクリックします。

7 ライセンス契約書を読み、条項に同意する場合は［受諾］をクリックします。 

使用許諾契約の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしないで
ください。

8［Installation Requirements(インストール要件 )］ページで、Middle Tier 
Serverソフトウェアのインストール要件の一覧を読み、インストール先のサーバ
が要件を満たしていることを確認して［次へ］をクリックします。

9［eDirectoryの場所およびアカウント情報］ページで、次のフィールドに入力し
ます。
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［DNS/IPアドレス］: eDirectoryをインストールする SRV-02サーバの DNS名、ま
たは IPアドレスを指定します。

［ユーザ名 (完全 DN)］:Middle Tierプロキシユーザアカウントの完全修飾識別
ユーザ名を指定します (例 : admin.users.zen)。これらのアカウント情報を確実
に安全に保つために、特定の管理権限を持つ任意のユーザを設定できます。

必要な権限については、93 ページの ｢ Middle Tierプロキシのユーザアカウントに
必要な権利｣を参照してください。

［Password］: Middle Tierプロキシユーザの eDirectoryパスワードを指定します。

10［ZENworksユーザコンテキスト］ページ (［ユーザコンテキスト］フィールド )で、
Middle Tier Serverが Desktop Managementで使用するユーザオブジェクトを検索
できる eDirectoryコンテキストを指定します。この例では、コンテキストは
Usersです。

ユーザオブジェクトが常駐する最上位のコンテナのコンテキストを使用する必要が
あります。この値は ZENworks Middle Tier Serverに渡されます。ZENworks Middle 
Tier Serverでは、ユーザ検索時の開始ポイントとしてこの値を使用します。

このインストールで指定する Middle Tier Serverの場合、現在設定済みの認証ド
メイン (NetStorage用に設定された認証ドメインなど )は、ここで指定したコンテ
キストを持つ 1つの認証ドメインに置き換えられます。

インストール後に、NSAdminユーティリティを使用して、この認証ドメインのコン
テキストを再設定することができます。このユーティリティは、Webブラウザで開
くことができます (http://srv-02/oneNet/nsadmin)。

注 : インストールプログラムによってコンテキスト (コンテナ )の存在が確認されると、インストー

ルが続行されます。

11［ZENworksファイルの場所］ページで、ZENworksで管理するアプリケーションおよ
びポリシーファイルにアクセスするためのネットワークの場所を選択します。
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ZENworks Middle Tier Serverでは、ネットワーク上の他の場所にインストールさ
れた ZENworksファイルにアクセスする必要があります。ZENworks管理者として、
配布用のポリシーまたはアプリケーションの作成時に、これらのファイルの場所を
定義します。このページで提供する情報は、Middle Tier Serverが別のファイルシ
ステムへのアクセス方法を決定する際に使用されます。ZENworksファイルをまだ
作成していなくても、この決定は現在のインストールに必要です。

! ZENworksの管理対象アプリケーションおよびポリシーファイルを NetWareサー
バにだけ配置する場合は、1番目のオプションボタンを選択します。

! ZENworksで管理するアプリケーションおよびポリシーファイルの一部、または
すべてを Microsoft Windowsサーバ上に配置する場合は、2つ目のオプション
ボタンを選択します。

ZENworksファイルを Windowsファイルシステムに配置する場合、Middle Tier 
Serverは Novell eDirectoryのユーザ名とパスワードを使用してこれらのファイ
ルにアクセスすることができません。これらのファイルにアクセスするには、
Windowsドメインのアカウント情報が必要です。

ドメインに属していないサーバ上にファイルを配置する場合は、サーバ固有のアカ
ウント情報を入力します。

［ドメインユーザ名］

ZENworksファイルの場所に対する Windowsファイルシステム権限を持つ、
Microsoftドメイン内の任意のユーザのユーザ名を指定します。

［パスワード］

ZENworksファイルに対するファイルシステム権限を持つ、Microsoftドメイン内の
ユーザのパスワードを指定します。

［パスワードの確認］

正しいパスワードが入力されたことを確認するために同じパスワードを指定します。
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12［サーバ選択］ページで、Middle Tier Serverとして機能するターゲットサーバの
リストを作成する必要があります。［サーバの追加］ボタンを使用すると、サーバ
を検索してリストに追加するダイアログボックスが表示されます。［サーバの削除］
ボタンを使用すると、追加したサーバをターゲットリストから削除することができ
ます。［サーバの追加］をクリックします。
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13 ( オプション )［前提条件チェック］はデフォルトで選択されています。インス
トールプログラムで、1つまたは複数のサーバが ZENworks Middle Tier Servers の
インストール要件を満たしているかどうかを確認する場合は、選択されたままにし
ます。

インストールプログラムは、以前にインストールされた Middle Tier Server ソフ
トウェアのバージョン、サーバのネットワークオペレーティングシステム (必要な
サービスまたはサポートパックを含む )、Windows サーバ上の IIS Web サーバの有無
とバージョン、NetWare サーバ上の適切な Web サーバの有無とバージョン、および
ターゲットサーバ上の NetStorage (2.6.0) の有無とバージョンをチェックします。

サーバのオペレーティングシステムとサポート /サービスパックが適切なバージョ
ンでない場合、警告メッセージが表示されますが、インストールは続行できます。
他の要件が満たされていない場合には警告が表示され、必要なソフトウェアがイン
ストールされて検出されるまでインストールは続行されません。

14［サーバの追加］ダイアログボックスで、［サーバのリスト基準］ドロップダウンリ
ストを開き、Novell eDirectory のツリー、Microsoft Windows Network の構造、
または Microsoft Active Directory のツリー内の場所に基づいてサーバを一覧表
示するオプションを表示します。

インストール中に、ZENworks Middle Tier Server ソフトウェアを複数のサーバに
インストールできます。サーバをリストに追加したら、［OK］をクリックします。

14a (Microsoft Windows ネットワーク構造のサーバをリストに表示する場合 )
［サーバのリスト基準］ドロップダウンリストで［Microsoft Windows ネット
ワーク］を選択し、現在認証されているすべての Windows ワークグループと
Microsoft ドメインを一覧表示します。構造を参照してサーバを選択し、二重
の右向き矢印をクリックして、［選択されたサーバ］リストボックスに移動し
ます。
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このダイアログボックスには、次のオプションも含まれています。

! ［選択されたサーバ］リストにサーバを追加するには、サーバの管理ユー
ザである必要があります。サーバで認証されていない場合は、オブジェク
トに疑問符のマークが表示されます。サーバが ZENworks 6.5 Desktop 
Managementでサポートされているサーバプラットフォームの場合、疑問符
のマークをダブルクリックしてサーバに対する認証を実行し、二重の右向
き矢印をクリックしてサーバを［選択されたサーバ］リストに移動するこ
とができます。

! Windowsサーバ上にある ZENworksファイルは、NetWareにインストールされ
た Middle Tier Serverから取得することができないため、Microsoftドメ
イン内のサーバの一覧を表示するときに、NetWareサーバは一覧に表示さ
れません。

! ［ホスト名 /IPアドレスを使用してサーバを追加する］フィールドに、サー
バのホスト名または IPアドレスを指定できます。入力する値は、指定し
た動作環境にあるサーバの名前に解決できる必要があります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］
リストに追加します。

Windowsサーバの複数のサーバ名のエイリアスを使用する場合、最初のエ
イリアスは Windowsサーバの物理名であることが必要です。

! サーバの認証用に指定したアカウント情報(ステップ 11を参照)が管理アカ
ウントではない場合、サーバをターゲットサーバとして追加することはで
きますが、［サーバの追加］ダイアログボックスを閉じるときに管理アカ
ウントの再入力を求められます。

! 選択したドメインまたはワークグループ内のすべてのサーバを追加するに
は、［全サーバの追加］をクリックします。ドメインまたはワークグルー
プを選択すると、そのドメインまたはワークグループ内の認証済みサーバ
のすべてが選択されます。

! ［選択されたサーバ］リストからサーバを削除し、［使用可能なサーバ］リ
ストに戻すには、［選択されたサーバ］リストでサーバ名をクリックし、
二重の左向き矢印をクリックします。［選択されたサーバ］から複数の
サーバを削除するには、<Shift>または <Ctrl>キーを押しながらサーバを
選択します。

14b (Microsoft Active Directoryでサーバを一覧表示する場合 )［サーバのリスト
基準］ドロップダウンリストで、［Microsoft Active Directory］を選択しま
す。ワークステーションが Active Directoryのメンバーの場合、Active 
Directoryのツリー内のドメインが表示されます。Active Directoryに表示さ
れるすべてのサーバを参照できます (ドメイン単位 )。構造を参照してサーバ
を選択し、二重の右向き矢印をクリックして、［選択されたサーバ］リスト
ボックスにサーバを移動します。
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このダイアログボックスには、次のオプションも含まれています。

［リストされていないツリーの参照］をクリックして、追加するドメイン
名の指定が可能なダイアログボックスを開きます。そして、［サーバのリ
スト基準］ドロップダウンリストにサーバを表示する前に、適切なアカウ
ントを使ってサーバへの認証を実行することができます。

［ホスト名 /IP アドレスを使用してサーバを追加する］フィールドに、サー
バのホスト名または IP アドレスを指定できます。入力する値は、指定し
た動作環境にあるサーバの名前に解決できる必要があります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］
リストに追加します。

ドメインオブジェクトを右クリックし、次の 3種類の検索方法のいずれか
を選択します。

［検索基準の場所］:ドメインのルートにあるコンピュータとドメインコン
トローラを一覧表示します。これはデフォルトの検索方法です。

［ディレクトリ全体の検索］: コンピュータが配置されているすべてのディ
レクトリコンテナを一覧表示します。

［ディレクトリ階層の参照］:ディレクトリ内のすべてのコンテナを一覧表
示します。コンテナを１つずつ展開して、目的のコンピュータを探すこと
ができます。大規模なディレクトリの検索基準以外の場所にコンピュータ
がある場合、この検索方法が役立ちます。
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! ［全サーバの追加］をクリックして、選択したドメインまたはコンテナのす
べてのサーバを追加します。ドメインまたはコンテナを選択すると、その
ドメインまたはコンテナ内のすべてのサーバが選択されます。

! サーバを［選択されたサーバ］ボックスから削除して［使用可能なサー
バ］リストボックスに戻すには、［選択されたサーバ］ボックスでサーバ
名をクリックし、左方向矢印ボタンをクリックします。［選択されたサー
バ］から複数のサーバを削除するには、<Shift>または <Ctrl>キーを押し
ながらサーバを選択します。

15［概要］ページで、ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアおよび関連付ける
Desktop Management Serverのインストール先として選択した場所を確認します。
概要が正しければ、［完了］をクリックしてインストール処理を開始します。

Middle Tier Serverインストールウィザードは、別のインストールプログラムを起
動します。このプログラムが完了するのを待ちます。

重要 : インストール完了後、インストールログファイルを確認できます。ログファイルの名前は

datestamp_timestamp_zdmmidtier_install.logになります (たとえば、

20040304_024034_zdmmidtier_install.log)。このファイルは、インストール元のコンピュータの

\novell\zfdtempディレクトリに保存されます。このログファイルには、コンポーネントのインストー

ルが失敗したかどうかが示されます。

インストールの概要を見直し、選択した内容を確認することもできます。概要は、

datestamp_timestamp_zdmmidtier_installsummary.logという名前のログファイルに保存されます (た

とえば、20040304_024034_zdmmidtier_installsummary.log)。このファイルも c:\novell\zfdtempに

あります。

16 Desktop Management Serverの eDirectoryを対象とする ConsoleOneで、クリアテ
キストパスワードを許可するように Desktop Management Serverを設定しているこ
とを確認します。 

17 ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアをインストールしたサーバを再起動し
ます。

18 ワークステーションのブラウザで次の URLのいずれかを入力し、ZENworks Middle 
Tier Serverがインストールされて、稼動していることを確認します。

http://srv-02/oneNet/xtier-stats

http://srv-02/oneNet/zen

ZENworks Middle Tier Serverが稼動していれば、1つ目の URLでサーバの統計値
が表示された Webページが開きます。ブラウザの［更新］ボタンをクリックするこ
とにより、要求数が増加している場所が表示できます。

2つ目の URLでは、ユーザアカウント情報の入力を求めるダイアログボックスが表
示されます。

19 ネットワークブラウザで、「http://srv-02/oneNet/nsadmin」と入力して、Admin
ユーザとして eDirectoryにログインし、167 ページの ｢ eDirectoryの分割インス
トール｣のステップ 9aで実行した変更内容に合致するよう、LDAPポートを変更し
ます。

注 : eDirectoryと Active Directoryが同じネットワークサーバにインストールされた場合、

eDirectoryにログインできない場合があります。このケースに該当する場合、ZENworks Middle Tier

がインストールされているサーバのレジストリにアクセスして、

HKLM\Software\Novell\Xtier\Configuration\Xsrvレジストリキーの LDAP Port DWordの値を、167 

ページの ｢ eDirectoryの分割インストール｣のステップ 9aで指定したポートに変更します。
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Sybaseの ODBCドライバのインストール

インベントリレポートを実行する前に、次の点を確認します。

" ConsoleOneを実行しているコンピュータに、Sybase、Oracle、または MS SQL用の適
切な ODBCクライアントがインストールされていることを確認します。ODBCドライバ
は、インベントリレポートを起動したときに自動的にコンピュータに設定されます。

Sybaseデータベース向けの ODBCドライバをインストールするには

1. Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDの \database driversディレクトリを開
きます。

2. \database driversディレクトリに収録されている ODBCreadme.txtファイルの
指示に従います。この指示を実行することにより、Sybaseデータベースのアド
レスを設定し、接続を確立することができます。

Oracleの場合、ODBC用の適切なクライアントをインストールする必要があります。
たとえば、Oracle 8iインベントリデータベースの場合、Oracle 8iクライアント
をインストールします。これは、インベントリレポートが、それ以前、またはそれ
以降のバージョンのクライアントに対して互換性を持っていないためです。

MS SQLの場合、クライアントは、すべての Microsoft Windowsオペレーティングシ
ステムで利用できます。 

" Crystal Reportsを実行する Windows NTコンピュータには、最低でも MDAC 2.6 SP1 
(Microsoft Data Access Component)を個別にインストールする必要があります。
ご自分のコンピュータにインストールされている MDACのバージョンを確認します。
［コントロール パネル］>［ODBC データ ソース］の順に選択し、［バージョン情
報］タブペインを選択します。最低限必要なバージョンは 3.520.7326.0です。
使用しているバージョンが最低要件を満たしていない場合、ODBCのコアコンポー
ネントを Microsoftサイト (http://microsoft.com/data/download.htm)からダウ
ンロードしてアップグレードする必要があります。

ユーザワークステーションへのデスクトップ管理エージェントの展開

Windowsサーバ環境で ZENworks Desktop Managementを実行している場合、デスクトッ
プ管理エージェントをユーザワークステーションにインストールし、Desktop 
Managementの機能を使用してワークステーションを管理する必要があります。 

デスクトップ管理エージェントディストリビュータは、Microsoftドメインおよび
Microsoft Active Directoryを使用することによって、ZENworksデスクトップ管理
エージェントの初期展開と今後のアップグレードを容易にします。エージェントディス
トリビュータでは、ターゲットワークステーションを選択してデスクトップ管理エー
ジェントを展開するときに、Microsoftドメインと Active Directoryを使用します。

デスクトップ管理エージェントディストリビュータを使用して、Windowsネットワーク
内のワークステーションにデスクトップ管理エージェントを展開する方法の詳細につ
いては、110 ページの ｢デスクトップ管理エージェントディストリビュータによる、
Microsoftドメイン内でのワークステーションへのエージェントの展開｣を参照してく
ださい。
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IV アップグレード

この章では、ZENworks for Desktops 4.x(ZENworks for Desktops 4 SP1bまたは
ZENworks for Desktops 4.0.1)がすでにインストールされ稼動しているネットワーク
環境に Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementを展開する場合に必要な情報を紹
介します。ZENworksの複数のバージョンが混在することによって影響を受ける
Desktop Managementの機能について説明し、機能を最大限活用するためのシステムの
設定方法を提案します。

また、一部の機能を強化した ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1 (SP1)
についても取り上げます。

この節には、次の情報が含まれています。

! 17 章 199 ページの ｢ ZENworks 6.5 Desktop Managementの変更点と新機能｣

! 18 章 215 ページの ｢ ZENworks for Desktops 3.2 SP3からのアップグレード｣

! 19 章 247 ページの ｢ ZENworks for Desktops 4.xからのアップグレード｣

! 20 章 275 ページの ｢ ZENworks 6.5 Launchガジェットへのアップグレード｣

! 21 章 279 ページの ｢ ZENworks 6 DeFrameからのアップグレード｣

! 22 章 295 ページの ｢ ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1へのアッ
プグレード｣

ZENworks for Desktops 4.xから ZENworks 6.5 Desktop Managementへのアップグレー
ドに関するヘルプを参照する場合は、次のリソースから入手できます。

! http://www.novell.com/coolsolutions/zenworks (http://www.novell.com/
coolsolutions/zenworks)の ZENworks for Desktops Cool Solutions Community。

! http://support.novell.com (http://support.novell.com)の Novell Support 
Knowledgebase。

! http://www.novell.com/solutions/ngage/consulting.html (http://
www.novell.com/solutions/ngage/consulting.html)の Novell NgageSMコンサル
ティング。
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17 ZENworks 6.5 Desktop Managementの変更点と新
機能

次の節では、Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementに加えられた変更について
説明します。

! 199 ページの ｢一般的な変更点｣

! 201 ページの ｢ Workstation Management (ワークステーション管理 ) ｣

! 203 ページの ｢アプリケーション管理 (Application Management) ｣

! 206 ページの ｢ワークステーションイメージング｣

! 207 ページの ｢ Remote Management (リモート管理 ) ｣

! 208 ページの ｢ Workstation Inventory (ワークステーションインベントリ ) ｣

ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1のコンポーネントに対する変更につ
いては、次の節で説明されています。

! 210 ページの ｢ ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1の変更点と新
機能｣

一般的な変更点

次の節では、ZENworks 6.5の ZENworks Desktop Management機能に加えられた一般的
な変更について説明します。

! 199 ページの ｢ ZENworks Multiple UNC Provider ｣

! 200 ページの ｢ Windowsの命名規則｣

! 200 ページの ｢ ZENworks Tree (ZENworksツリー ) ｣

! 200 ページの ｢デスクトップ管理エージェントディストリビュータ｣

ZENworks Multiple UNC Provider

Novell ZENworks 6.5より古いバージョンの場合、Novell ClientTMがないすべての環
境では、Microsoft Clientが使用可能であっても、ZENworks Middle Tier Serverを介
してデータにアクセスする必要がありました。ZENworks Multiple UNC Providerでは、
Microsoft Client (CIFS/SMBプロトコルを使用 )を使用して、ネットワークポリシー
やアプリケーションにユーザがより速くアクセスできるようになります。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ZENworks 
Multiple UNC Providerの理解」を参照してください。
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Windowsの命名規則

ZENworks 6.5 Desktop Managementは、ユーザがログインする際の入力形式について、
Windowsの命名規則をサポートします。

電子メールの名前形式およびドットで区切られた名前形式
(joe.black.users.mycompanyなど )は、いずれもデスクトップ管理エージェント
(Desktop Management Agent)を使用した認証に使用できます。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「電子メールお
よびドットで区切られた名前によるログインのサポート」を参照してください。

ZENworks Tree (ZENworksツリー )

大規模組織では、ユーザ識別情報やユーザ固有情報の保存と管理について複数のリポ
ジトリを使用することがあります。ネットワークディレクトリは認証のための信頼で
きるソースであることが多いですが、人事管理部門が有するアプリケーションやデー
タベースなどの他のソースも、ユーザ管理に重要な役割を果たします。

組織で Novell eDirectoryTMおよび DirXML®を使用して、複数の領域からユーザ情報や
識別データを収集する場合、ZENworksを排他的に使用するための専用の eDirectoryツ
リーを配備することができます。この「ワークフォースツリー」は、使用できるデス
クトップアプリケーションまたはワークステーションポリシーのソースを制御または
制限するための 1つの方法です。

ZENworksツリーは、ユーザ認証を行う企業ディレクトリに変更を加えなくても、配備
することができます。これにより、現在のツール、ID管理プロセス、または現在使用
している認証プロセスに影響を与えることなく ZENworks Desktop Managementを導入で
きます。単一のツリーで ZENworksオブジェクトを作成および管理することもできます。

ZENworksツリーは、ZENworksデスクトップ管理エージェントのインストールプログラ
ムの実行中に指定します。詳細については、『Novell ZENworks 6.5 Desktop 
Managementインストールガイド』の「手動のインストール手順」および『ZENworks 
6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ZENworksツリーの使用」を参照してくだ
さい。

デスクトップ管理エージェントディストリビュータ

デスクトップ管理エージェントディストリビュータを使用することにより、Microsoft
ドメインと Microsoft Active Directoryを使用して、ZENworksデスクトップ管理エー
ジェントの初期展開および今後のアップグレードを実行できるようになります。ディ
ストリビュータは、ターゲットワークステーションを選択するとき、および選択した
ターゲットワークステーションに ZENworksエージェントを展開するときに、
Microsoftドメインと Microsoft Active Directoryを使用します。

ディストリビュータの詳細については、110 ページの ｢デスクトップ管理エージェント
ディストリビュータによる、Microsoftドメイン内でのワークステーションへのエー
ジェントの展開｣を参照してください。
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Workstation Management (ワークステーション管理 )

次の節では、ZENworks 6.5のワークステーション管理機能に加えられた変更について
説明します。

! 201 ページの ｢ Novell iPrintポリシー｣

! 202 ページの ｢ Windowsデスクトップ初期設定ポリシー｣

! 202 ページの ｢ Windowsグループポリシー｣

! 202 ページの ｢ワークステーションインポートポリシー｣

! 203 ページの ｢ワークステーションオブジェクトのプロパティ｣

Novell iPrintポリシー

次の節では、Novell iPrintポリシーに関する最新情報を示します。

! 201 ページの ｢新しい Novell iPrint Clientインストールユーティリティ｣

! 201 ページの ｢ファイアウォール外から印刷するためのアドレス｣

! 201 ページの ｢バージョンが新しい場合クライアントを再インストールする｣

! 201 ページの ｢ターミナルサーバのサポート｣

これらのトピックのいずれかに関する詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop 
Management管理ガイド』の「ワークステーション管理」の「Novell iPrintポリシー (
ユーザパッケージおよびワークステーションパッケージ )」を参照してください。

新しい Novell iPrint Clientインストールユーティリティ

NetWare 6.5 SP2を実行していない場合は、最新の Novell iPrintユーティリティファ
イル (nipp.exe)をダウンロードする必要があります。

ファイアウォール外から印刷するためのアドレス

物理的にファイアウォール外にワークステーションがある場合は、［ファイアウォール
外から印刷するためのアドレス］フィールドを使用して、プロキシ、ファイアウォー
ル、または NAT(ネットワークアドレス変換 )アドレスを指定することができます。そ
れぞれの後にコロン (:)を入力してからポート番号を指定します。

バージョンが新しい場合クライアントを再インストールする

このオプションを有効にすると、［Novell iPrintクライアントのインストールパス］
に一覧表示された iPrintクライアントがワークステーションにインストールされた
iPrintクライアントより新しい場合に、iPrintクライアントが再インストールされ
ます。

ターミナルサーバのサポート 

Windows 2000/2003ターミナルサーバに対する Novell iPrintサポートが追加されてい
ます。
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Windowsデスクトップ初期設定ポリシー

ZENworks for Desktops 4では、ローミングプロファイルをダウンロードするのに著し
く時間がかかる低速リンクが検出された場合の対応として、ローミングプロファイル
を自動的にダウンロードするように Novellレジストリキーを設定する、ローカルに保
存されているプロファイルを使用する、またはダウンロードを続行するかローカルに
保存されているプロファイルを使用するかをユーザが選択するダイアログボックスを
表示することができました。この機能は、ZENworks 6.5 Desktop Managementでは変更
されました。ローミングプロファイルの処理は、すべて Microsoftのプロセスによっ
て実行されるようになりました。これにより、管理者はグループポリシーを使用して
ローミングプロファイルの動作を制御することができます。低速リンクの検出も
Microsoftのプロセスで処理されるようになり、グループポリシー設定 (gpedit.mscま
たは ZENworksが提供するグループポリシー )内で定義されます。

ConsoleOne®のデスクトップ初期設定ポリシーでローミングプロファイルの設定を続行
することができます。Microsoftがサポートするすべての機能は、ZENworks Desktop 
Managementが提供するローミングプロファイルで機能します。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ション管理」の「Windowsデスクトップ初期設定ポリシー (ユーザパッケージ )」を参
照してください。

Windowsグループポリシー

インポートされたセキュリティ設定により、管理者は他のセキュリティ設定に影響を
与えずに、特定のセキュリティ設定だけを設定することができます。セキュリティ設
定は、Active Directoryのグループポリシーからインポートすることができます。ま
たは、MMC (Microsoft Management Console)でセキュリティの構成と分析スナップイ
ンを使用して生成することができます。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ション管理」の「Windowsグループポリシー (ユーザパッケージおよびワークステー
ションパッケージ )」を参照してください。

ワークステーションインポートポリシー

［ユーザの履歴を無効にする］オプションが、ワークステーションインポートポリシー
の［制限］ページに追加されています。

ユーザがワークステーションにログインするたびに、ワークステーションオブジェク
トの［ユーザ履歴］ページが更新されるため、管理者はそのワークステーションにロ
グインしているすべてのユーザをリストで確認することができます。ワークステー
ションに関するユーザ履歴を収集しない場合は、このオプションを有効にする必要が
あります。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ション管理」の「ワークステーションインポートポリシー」を参照してください。
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ワークステーションオブジェクトのプロパティ

［Do Not Add to History (履歴に追加しない )］オプションがワークステーションオブ
ジェクトの［ユーザ履歴］ページに追加されています。このオプションを使用すると、
このワークステーションに関するユーザ履歴の収集を無効にすることができます。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ション管理」の「ワークステーションインポートポリシー」を参照してください。

アプリケーション管理 (Application Management)

次の節では、ZENworks 6.5のアプリケーション管理機能に加えられた変更について説
明します。

! 203 ページの ｢ワークステーション空間での MSIアプリケーションの配布｣

! 204 ページの ｢ MSIアプリケーションのプリインストール｣

! 204 ページの ｢配布ルール｣

! 204 ページの ｢プロセスの終了｣

! 205 ページの ｢レジストリ値の append/prepend ｣

! 205 ページの ｢アンインストールスクリプト｣

! 205 ページの ｢ GUID (Global Unique ID)の管理｣

! 205 ページの ｢言語変数マクロ｣

! 206 ページの ｢ Novell Application Launcherの環境設定｣

ワークステーション空間での MSIアプリケーションの配布

デフォルトでは、ワークステーションに関連付けられている MSIアプリケーションは、
ユーザセキュリティ空間に配布されます。つまり、Novell Application LauncherTMは、
ログインしたユーザのアカウント情報とファイルシステムアクセスを使用して、配布
を実行します。このデフォルトの動作を上書きして、ワークステーションに関連付け
られている MSIアプリケーションが、ユーザ空間ではなくワークステーションセキュ
リティスペースに配布されるように設定することができます。これにより、次のこと
が可能になります。

! ユーザではなく、ワークステーションから MSIファイルにアクセスできるようにす
ることにより、ソースの場所を保護します。

! ワークステーションに関連付けられている MSIアプリケーションの自動配布をスケ
ジュール設定します (204 ページの ｢ MSIアプリケーションのプリインストール｣を
参照してください )。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケー
ション管理」の「［オプション］ページ」を参照してください。
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MSIアプリケーションのプリインストール

ZENworksの旧バージョンでは、AOT/AXTアプリケーションをプリインストールするこ
とができました。ZENworks 6.5では、MSIアプリケーションをプリインストールでき
るようになりました。プリインストールでは、ワークステーションに関連するすべて
の配布プロセス (ファイルのコピー、テキストファイル、.iniファイル、ワークス
テーションレジストリ設定の変更 )が、アプリケーションの起動前に実行されます。
ユーザがアプリケーションを起動するときには、そのユーザ固有の配布プロセス (
ユーザレジストリキーの変更など )が完了しています。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケー
ション管理」の「［プリインストールスケジュール］ページ」を参照してください。 

配布ルール

アプリケーションをワークステーションに配布するかどうかを決めるために使用する
システム要件に対して、いくつかの変更が追加されています。

! この機能は、拡張された機能を反映するため、および従来のシステム要件と差別化
するために、システム要件から配布ルールに変更されました。

! AND/ORブール演算子のサポートが追加されています。ZENworksの旧バージョンで
は、すべてのシステム要件に対して ANDが使用されました。

! アプリケーションが利用できるようになる前に定義されていたオペレーティングシ
ステムの要件は削除されます。 

ZENworksの旧バージョンでは、配布および起動用にアプリケーションが利用可能
になる前に、システム要件で OSプラットフォームを定義する必要がありました。
この要件は削除されました。

新しい配布ルールでは、次の論理を使用します。アプリケーションが特定のオペ
レーティングシステムのみで実行する場合、オペレーティングシステムの配布ルー
ルを定義する必要があります。アプリケーションが特定のオペレーティングシステ
ムを必要としない場合は、配布ルールを定義する必要はありません。オペレーティ
ングシステムの配布ルールが定義されていないアプリケーションはデフォルトで、
サポートの対象になるすべてのプラットフォーム (Windows 98、Windows 2000、お
よび Windows XP)で利用できます。

! ルールのグループ化のサポートが追加されています。この機能は、OR演算子を使用
する場合に特に便利です。たとえば、OR演算子を使用してルールのグループ 2つ
を結合することができます。いずれか一方のルールのグループに一致すれば、その
アプリケーションは配布されます。

! 認証および接続速度という 2つの新しいルールが追加されています。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケー
ション管理」の「［配布ルール］ページ」を参照してください。

プロセスの終了

アプリケーションの配布前に終了しておくプロセス (Windowsプログラムまたはサービ
ス )を定義することができます。これを定義すると、アプリケーション配布の際に、
置き換えられる既存のファイルは開かれずにロックされるため、再起動の必要がなく
なります。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケー
ション管理」の「［配布前にプロセスを終了］ページ」を参照してください。
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レジストリ値の append/prepend

レジストリの文字列値 (［文字列］、［文字列の展開］、［マルチバリュー文字列］、［デ
フォルト］)に対してデータを append処理または prepend処理することができます。
append処理するデータは、そのレジストリ値の末尾のエントリとして追加されます。
prepend処理するデータは、そのレジストリ値の先頭のエントリとして追加されます。 

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケー
ション管理」の「［レジストリ］ページ」を参照してください。

アンインストールスクリプト

アプリケーションのアンインストールプロセスの一部として、Novell Application 
Launcherでは、スクリプトエンジンを起動して「アンインストール前」スクリプトお
よび「アンインストール後」スクリプトを実行することができます。アンインストー
ルスクリプトは、アプリケーションをアンインストールする前または後のいずれかに
実行されること以外は、配布および起動スクリプトと類似しています。 

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケー
ション管理」の「［アンインストールスクリプト］ページ」を参照してください。

GUID (Global Unique ID)の管理

新しい GUID Managerユーティリティが ConsoleOneに追加されています。GUID Manager
を使用すると、次の操作を実行できます。

! 新しい GUIDをランダムに生成することにより、アプリケーションの GUIDを変更し
ます。

! 新しい GUIDを手動で指定することにより、アプリケーションの GUIDを変更します。

! アプリケーションの GUIDを別のアプリケーションの GUIDと一致させます。

旧バージョンの ZENworksにあった、Distribution GUIDの同期化オプションおよび新
しい GUIDの生成オプション (［ConsoleOne］>［ツール］メニュー >［Application 
Launcherツール］)は GUIDマネージャユーティリティにより置き換えられます。 

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケー
ション管理」の「配布 GUIDを管理する」を参照してください。

言語変数マクロ

同じアプリケーションを異なる言語版で配布する場合に必要なアプリケーションオブ
ジェクトの数を最小化するために、アプリケーションオブジェクト内の言語に依存す
る情報を、言語変数を使用して表すことができるようになりました。

たとえば、ヘルプファイルを c:\program files\program\help\%LOCALE_SYS_ABBR_LANG%
ディレクトリにコピーする必要があるとします。ここで、%LOCALE_SYS_ABBR_LANG%は
3文字表記による言語および特殊言語です (たとえば、米国の英語の場合は ENU)。
%LOCALE_SYS_ABBR_LANG%を使用することにより、Novell Application Launcherは、
ワークステーションのシステム言語設定で定義された適切な言語ディレクトリにファ
イルをコピーします。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケー
ション管理」の「Language Variableマクロ」を参照してください。
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Novell Application Launcherの環境設定

Application Launcherの環境設定に次の変更が加えられています。

!［関連付けが解除されてからアンインストールされるまでの日数］(［ユーザ］タブ
および［ワークステーション］タブ ): この設定のデフォルトは、0 (アプリケー
ションがユーザまたはワークステーションとの関連付けを解除された後、Novell 
Application Launcherが更新されるとすぐにアンストール )から -1 (アンインス
トールしない )に変更されました。

!［Application Launcherの自動起動］(［ユーザ］タブ ): この設定は、ZENworks 
6.5より古いバージョンの Application Launcherにのみ適用されます。ZENworks 
6.5では、この設定は、ZENworksデスクトップ管理エージェントインストールプロ
グラムでの起動オプションを指定する機能に置き換わっています。 

!［ブラウザの終了時に Application Launcherを終了する］(［Browser(ブラウザ )］
タブ ): この設定は、ZENworks 6.5より古いバージョンの Application Launcher
にのみ適用されます。ZENworks 6.5では、Application Launcherでこの設定を使
用しなくなりました。代わりに、最後に表示したビュー (Application Explorer、
Application Window、または Application Browser)の終了後にのみ、呼び出しと
シャットダウンの回数が追跡確認されます。 

!［キャッシュへの書き込みを有効にする］(［ワークステーション］タブ ): この設
定が［ワークステーション］タブに追加されています。旧バージョンでは、この設
定はユーザのみが対象でした。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケー
ション管理」の「Novell Application Launcher: 設定」を参照してください。

ワークステーションイメージング

次の節では、ZENworks 6.5のワークステーションイメージング機能に加えられた変更
について説明します。

! 206 ページの ｢ワークステーションイメージの分割｣

! 207 ページの ｢ Image Explorer (Imgexp.exe)の新しいグラフィカルユーザインタ
フェース｣

! 207 ページの ｢ZENworksイメージングWindowsエージェント(Ziswin.exe)の新しい
グラフィカルユーザインタフェース｣

ワークステーションイメージの分割

1つのイメージファイルを複数のファイルに分割して、イメージ全体を複数の CDや
DVDに分散して配置することができます。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ションイメージング」の「ワークステーションイメージの分割」を参照してください。
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Image Explorer (Imgexp.exe)の新しいグラフィカルユーザインタフェース

Windowsワークステーションで Image Explorerユーティリティを使用すると、ワーク
ステーションイメージの表示、カスタマイズ、アドオンイメージの作成を実行できま
す。新しいグラフィカルユーザインタフェースが Desktop Management 6.5用に開発さ
れました。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ションイメージング」の「Image Explorer (imgexp.exe) 」を参照してください。

ZENworksイメージング Windowsエージェント (Ziswin.exe)の新しいグラフィカルユー
ザインタフェース

既存の Windowsワークステーションに ZENworksイメージング Windowsエージェント
(ziswin)をインストールすると、ワークステーションに特有の特定のデータ (IPアド
レス、コンピュータ名など )が再イメージの影響を受けないハードディスク領域に保
存されます。新しいグラフィカルユーザインタフェースが Desktop Management 6.5用
に開発されました。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ションイメージング」の「ZENworks Imaging Windows Agent (Ziswin.exe)」を参照し
てください。

Remote Management (リモート管理 )

ZENworks 6.5のリモート管理に次の新しい機能が加えられています。

! 207 ページの ｢ Agent-Initiated Connection (エージェント開始接続 ) ｣

! 208 ページの ｢サイズの調整｣ 

! 208 ページの ｢エージェントに対するマウス動作のブロック｣

! 208 ページの ｢ 256色のカラーパレットの強制適用｣

! 208 ページの ｢セッションの暗号化｣

Agent-Initiated Connection (エージェント開始接続 )

エージェントから開始する接続の機能を使用すると、管理対象ワークステーションの
ユーザは、リモートコントロールやリモートビューに対する要求をリモートオペレー
タに送信することができます。この機能は、管理対象コンピュータがプライベート
ネットワークの背後にあり、管理コンソールから直接アクセスできない場合に特に役
立ちます。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「リモート管理」
の「リモート管理エージェントからのリモート管理セッションの起動」を参照してく
ださい。
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サイズの調整

サイズの調整の機能を使用すると、スクロールバーを非表示にして、リモート管理
ウィンドウを画面に合ったサイズに調整することができます。ツールバーの をク
リックします。<Ctrl>+<Alt>+<G>キーを使用することもできます。詳細については、
『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「リモートワークステーションの
管理」を参照してください。

エージェントに対するマウス動作のブロック

これは、［Control Parameters］ダイアログボックスで利用できる新しいオプションで
す。このオプションを選択すると、エージェントに対するすべてのマウス動作をブ
ロックできます。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』
の「リモートワークステーションの管理」を参照してください。

256色のカラーパレットの強制適用

リモート管理エージェント (Remote Management Agent)は、リモート管理セッション中
に管理対象ワークステーションで 256色のカラーパレットを使用するように強制しま
す。これによって、低速リンクでの Remote Managementのパフォーマンスが向上しま
す。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「リモート
ワークステーションの管理」を参照してください。

セッションの暗号化

セッションの暗号化機能により、管理コンソールと Remote Management Agent間で安全
なリモートセッションが確立します。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop 
Management管理ガイド』の「リモートワークステーションの管理」を参照してください。

Workstation Inventory (ワークステーションインベントリ )

Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementのワークステーションインベントリには、次
の新しい機能が加えられています。 

! 209 ページの ｢ソフトウェアデータのインベントリスキャンにおける機能拡張｣

! 209 ページの ｢新規インベントリレポート｣

! 209 ページの ｢ Oracle 9iにおけるインベントリデータベースのサポート｣

! 210 ページの ｢ハードウェアデータのインベントリスキャンに関する新しい機能
拡張｣

! 210 ページの ｢インベントリデータの XMLファイルへのエクスポート｣

! 210 ページの ｢ eDirectoryオブジェクトに対するわかりやすい新規命名法｣
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ソフトウェアデータのインベントリスキャンにおける機能拡張

インベントリスキャナは、次の各機能によって機能拡張され、スキャンプロセスをよ
り効果的および効率的に制御することができます。

! 次のソフトウェアインベントリ情報のスキャンをサポートします。

! Windows*オペレーティングシステムおよびそのパッチ

! Internet Explorerとその修正プログラム

! Windows Media Playerとその修正プログラム

! Outlook Expressとその修正プログラム

! Novell Client32TMおよびインストールされたコンポーネント

! ZENworksスイートおよびインストールされたコンポーネント

! Microsoft* Officeおよびそのインストールされたアプリケーション

! Symantec* AntiVirus* Corporate Edition、Network Associates* McAfee* 
VirusScan*などのアンチウイルス製品

! Symantec Antivirus Corporate Edition、McAfee VirusScanなどのアンチウイ
ルス製品のウイルス定義の日付とバージョン

! Windowsの［アプリケーションの追加と削除］および MSIデータベースで一覧表示さ
れる製品のスキャンをサポートします。

! ソフトウェアのタイトルのディクショナリを含んでおり、インストールされたソフ
トウェアに関する、より正確なレポートを提供します。

! ソフトウェアスキャンの範囲を制御するルールを提供します。

! 設定済みのファイル拡張子が使用する総ディスク容量のレポートを作成します。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ションインベントリ」の「ZENworks 6.5インベントリ対象ワークステーションでス
キャンされるソフトウェアインベントリ情報のカスタマイズ」を参照してください。

新規インベントリレポート

ワークステーションインベントリには新しいソフトウェアインベントリレポートが用
意されています。

ZENworks for Desktops 4.0.1のインベントリレポートと、ZENworks 6.5 Desktop 
Managementの新しいレポートが再グループ化されています。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ションインベントリ」の「インベントリレポートの種類」を参照してください。

Oracle 9iにおけるインベントリデータベースのサポート

ZENworks 6.5では、インベントリデータベースをネットワーク内の Oracle 9iに対応
するように設定することができます。 

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ションインベントリ」の「Oracle9iインベントリデータベースのセットアップ」を参
照してください。
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ハードウェアデータのインベントリスキャンに関する新しい機能拡張

ワークステーションインベントリでモニタのスキャンがサポートされるようになりま
した。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ションインベントリ」にある「モニタのサイズに関するハードウェア情報のカスタマ
イズ」を参照してください。

インベントリデータの XMLファイルへのエクスポート

ワークステーションインベントリでは、データエクスポートツールを使用して、イン
ベントリデータをインベントリデータベースから .xml(Extensible Markup Language)
ファイルにエクスポートすることができます。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ションインベントリ」にある「インベントリデータのエクスポート」を参照してくだ
さい。

eDirectoryオブジェクトに対するわかりやすい新規命名法 

次の eDirectoryオブジェクトの命名法が変更されました。

! ConsoleOneで、Inventory Serviceオブジェクトの名前は
server_name_InvServiceではなく Inventory Service_server_nameとして表示さ
れます。

! ConsoleOneで、インベントリデータベースオブジェクト名は、
server_name_Invdatabaseではなく Inventory database_server_nameとして表示
されます。

ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1の変更点と新機能

ZENworks 6.5 Desktop Management SP1には、ZENworks Support Packとしてのコード
修正のほかに、次のような変更点と新機能が加えられています。

! 211 ページの ｢インストールの変更｣

! 211 ページの ｢デスクトップ管理エージェントディストリビュータの機能拡張｣

! 211 ページの ｢ Windows XP Service Pack 2のサポート｣

! 211 ページの ｢ワークステーション管理の機能拡張｣

! 211 ページの ｢アプリケーション管理の機能拡張｣

! 212 ページの ｢ワークステーションインベントリの機能拡張｣
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インストールの変更

Support Pack 1のインストールプログラムは、一部のオプションが利用できない点を
除き、オリジナルの ZENworks 6.5インストールプログラムをベースとしています。こ
のプログラムは、アップグレードの対象として指定したサーバに、既存の ZENworks 
6.5 Desktop Managementがインストールされているかどうかをスキャンします。すで
にインストール済みの 6.5 Desktop Managementコンポーネントだけがアップグレード
の対象となります。詳細については、22 章 295 ページの ｢ ZENworks 6.5 Desktop 
Management Support Pack 1へのアップグレード｣を参照してください。

デスクトップ管理エージェントディストリビュータの機能拡張

Support Pack 1のデスクトップ管理エージェントディストリビュータでは、Windows
ワークグループのメンバーである Windowsワークステーションから、同じワークグ
ループのメンバーである他のワークステーションに、デスクトップ管理エージェント
を配布できるようになりました。管理者は、デスクトップ管理エージェントを配布す
るターゲット Windowsワークステーションの IPアドレスを指定できます。

ディストリビュータのこの機能の詳細については、116 ページの ｢デスクトップ管理
エージェントディストリビュータによる、Windowsワークグループ内でのワークステー
ションへのエージェントの展開｣を参照してください。

Windows XP Service Pack 2のサポート

ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1は、Windows XP Service Pack 2の
ワークステーションをサポートします。ZENworksのコンポーネントは、実際に SP2が
動作するワークステーションでテストされています。

ワークステーション管理の機能拡張

ZENworks 6.5 Desktop Management SP1のワークステーション管理は、次の新機能また
は機能拡張を提供します。

! 211 ページの ｢ Windows XP SP2と ZENworks 6.5 Windowsグループポリシー｣

Windows XP SP2と ZENworks 6.5 Windowsグループポリシー

ZENworks 6.5 SP1では、グループポリシーの編集中にオペレーティングシステムの
バージョンとサポートパックレベルをチェックする機能が追加されました。詳細につ
いては、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「Windowsグループポリ
シー (ユーザパッケージおよびワークステーションパッケージ )」にある「Windows XP 
SP2と ZENworks 6.5 Windowsグループポリシー」を参照してください。

アプリケーション管理の機能拡張

ZENworks 6.5 Desktop Management SP1のアプリケーション管理は、次の新機能または
機能拡張を提供します。

! 212 ページの ｢ディレクトリをワークステーションにコピーする際にサブディレク
トリを含める機能｣

! 212 ページの ｢ ZENworks 6.5および ZENworks 6.5 Support Pack 1 (SP1)における
NALキャッシュへのファイルシステム権利について｣
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ディレクトリをワークステーションにコピーする際にサブディレクトリを含める機能

ディレクトリをワークステーションにコピーするとき、サブディレクトリを含めるか
どうかを指定できるようになりました。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop 
Management管理ガイド』の「［配布オプション］タブ」で、「アプリケーションファイ
ル」の「追加」の「ディレクトリ」を参照してください。

ZENworks 6.5および ZENworks 6.5 Support Pack 1 (SP1)における NALキャッシュへのファイルシステム権利に
ついて

セキュリティ向上のために ZENworks 6.5 Support Pack 1 (SP1)に変更が加えられたた
め、ZENworksが NALキャッシュディレクトリにファイルシステム権利を割り当てる方
法が変わりました。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』
の「Understanding File System Rights to the NAL Cache in ZENworks 6.5 and in 
ZENworks 6.5 Support Pack 1 (SP1)」を参照してください。

ワークステーションインベントリの機能拡張

ZENworks 6.5 Desktop Management SP1のワークステーションインベントリは、次の新
機能または機能拡張を提供します。

! 212 ページの ｢ソフトウェアディクショナリの機能拡張｣

! 213 ページの ｢新しい AntiVirus製品のスキャン｣

! 214 ページの ｢ CIMスキーマを使用せずにインベントリデータベースからインベン
トリ情報を取得する｣

ソフトウェアディクショナリの機能拡張

ZENworksソフトウェアディクショナリに、次の機能拡張が加えられました。

! ソフトウェアディクショナリスナップインに改良が加えられ、より直感的でわかり
やすくなりました。

! ソフトウェアインベントリ情報をスキャンする際に、ZENworksソフトウェアディク
ショナリにデフォルトとして設定されているファイルとソフトウェアのマッピング
ルールをインベントリスキャナで使用しない場合には、［Ignore Default File-
Software Mapping Rules（デフォルトのファイルとソフトウェアのマッピングルー
ルを無視）］オプションを使用して無効化できます。

! ディクショナリコンシューマは、最上位レベルのインベントリサーバで設定された
ソフトウェアディクショナリルールを、ディクショナリ更新ポリシー設定に従って
マージするようになりました。これらは、継承されたルールと呼ばれます。ルール
は編集したり削除したりできません。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ションインベントリ」を参照してください。
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新しい AntiVirus製品のスキャン

インベントリスキャナは、次の製品バージョンについて、インベントリ対象サーバに
インストールされている最新のウイルス定義の日付とバージョンに関する情報を収集
します。

Symantec AntiVirus Corporate Edition 8.0

Norton* AntiVirus* Corporate Edition for Windows 7.0

Norton AntiVirus Corporate Edition 7.6.1.0000

Symantec Norton AntiVirus 2000

Symantec Norton Internet Security 2002

Symantec Norton AntiVirus 2003 (9.00)

Symantec Norton AntiVirus 2003 Professional Edition (9.00)

Symantec Norton AntiVirus 2004 (10.00)

Symantec Norton Internet Security 2004 (10.00)

Symantec Norton AntiVirus 2004 Professional (10.00)

Symantec Norton Internet Security 2004 Professional (10.00)

Symantec Norton AntiVirus 2005 Professional (11.00)

Symantec Norton Internet Security 2005 Professional (11.00)

Network Associates* McAfee VirusScan 4.0.3 (Windows 9x)

Network Associates McAfee VirusScan NT 4.0.3a (Windows NT)

Network Associates McAfee NetShield 4.5.0

Network Associates McAfee VirusScan 4.5.0

Network Associates McAfee VirusScan 4.5.1

Network Associates McAfee VirusScan (McAfee Security Center) 8.0

Network Associates McAfee VirusScan ASaP

Network Associates McAfee VirusScan Enterprise 7.1

Network Associates McAfee VirusScan Enterprise 8.0

Central Command* Vexira* AntiVirus Guard for Windows XP (2000 + NT) 2.10

Central Command Vexira AntiVirus Windows 95/98

Central Command Vexira AntiVirus NT/2000 Servers

Central Command Vexira AntiVirus Server Edition (6.26.xx.xx)

Sophos Anti-Virus - Windows NT/2000/XP/2003

Sophos Anti-Virus - Windows 95/98

Trend Micro* PC-cillin 2002* (9.x)

Trend Micro PC-cillin 2003 (10.x)

Trend Micro Internet Security 11.x (PC-cillin)

Trend Micro Internet Security 2005 12.x (PC-cillin)

Trend Micro Server Protect 5.xx

Trend Micro OfficeScan* 5.xx - Client for Windows NT/2000/XP

Trend Micro OfficeScan 5.xx - Client for Windows 9x
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CIMスキーマを使用せずにインベントリデータベースからインベントリ情報を取得する

ZENworks 6.5 Desktop Management SP1は、インベントリデータベースから CIMスキー
マを使用せずにインベントリ情報を取得できる、操作性に優れたビューを備えていま
す。ZENworks 6.5 Desktop Management SP1のワークステーションインベントリコン
ポーネントをインストールすると、あらかじめ定義されたデバイス固有のビューがイ
ンベントリデータベースに自動的に作成されます。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステー
ションインベントリ」を参照してください。
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18 ZENworks for Desktops 3.2 SP3からのアップグ
レード

次の項では、Novell® ZENworks® for Desktops (ZfD) 3.2 SP3から ZENworks 6.5 
Desktop Managementに正常にアップグレードするのに実行する必要のある手順につい
て説明します。次の順序で実行する必要があります。

1. 215 ページの ｢ ZENworks 6.5をインストールするための前提条件の確認｣

2. 215 ページの ｢ eDirectoryの確認｣

3. 216 ページの ｢ eDirectoryスキーマの拡張｣

4. 218 ページの ｢ ConsoleOneのアップグレード｣

5. 219 ページの ｢ ZENworks for Desktops 3.2 SP3サーバのアップグレード｣

6. 239 ページの ｢ ZENworks 6.5 Middle Tier Serverのインストール｣

7. 239 ページの ｢管理対象ワークステーションのアップグレード｣

ZENworks 6.5をインストールするための前提条件の確認

ネットワークのワークステーションおよびサーバが必要な前提条件を満たしているこ
とを確認します。詳細については、27 ページの ｢準備｣を参照してください。

eDirectoryの確認

ZENworks 6.5 Desktop Managementをインストールし、Desktop Managementの属性を使
用してディレクトリスキーマを拡張する前とこれらの作業を実行した後の両方で、
Novell eDirectory®ツリーの健全性を確認する必要があります。状態の確認に必要な
情報については、次のリソースを参照してください。

! Novell Support Webサイトから利用可能な、Directory Health Check Procedures - 
Cross Platform - TID 10060600 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/
searchtid.cgi?/10060600.htm)

! Novell Support Webサイトから利用可能な、Checking the OS and DS Health for 
Inconsistent ZENworks behavior - TID 10062741 (http://support.novell.com/
cgi-bin/search/searchtid.cgi?/10062741.htm)

! eDirectory Cool Solutions (http://www.novell.com/coolsolutions/nds)
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eDirectoryスキーマの拡張

ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールプログラムを実行すると、eDirectory
スキーマが拡張され、新しいタイプのディレクトリオブジェクトを作成できるように
なります。スキーマ拡張は元に戻すことができない処理です。

ZENworks 6.5 Desktop Managementのインストールは、サポートする Windowsおよび
Novell Clientのバージョンが設定されたワークステーションに対して実行する必要が
あります (3 章 29 ページの ｢インストールに使用する Workstationの条件｣を参照 )。

1 インストールを実行するワークステーションから、スキーマを拡張する
eDirectoryツリーに対して管理者権限を持つユーザとして eDirectoryで認証を受
けます。

2 Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDをワークステーションの CDドライブ
に挿入して、ZENworks 6.5インストールプログラムを自動実行します。

インストールプログラムが自動的に実行されない場合は、CDのルートから
winsetup.exeを起動します。

3［デスクトップ管理］を選択し、［英語］を選択して［ZENworks Desktop 
Management］ページを表示します。
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4［Schema Extensions and Product Licensing(スキーマの拡張と製品のライセンス
契約 )］を選択して、スキーマ拡張プログラムを起動します。

5［ソフトウェア使用許諾契約］ダイアログボックスで、［受諾］を選択し、［次へ］
をクリックします。

6［オブジェクト作成用 eDirectoryツリー］ダイアログボックスで、スキーマを拡張
するツリーを選択し、［次へ］をクリックします。

7［ZENworksライセンス］ダイアログボックスに、ご自分の ZENworksソフトウェア
に割り当てられたライセンスコードを入力し、［次へ］をクリックします。

ライセンスコードがない場合でも、ZENworksソフトウェアをインストールできま
す。ソフトウェアのすべての機能がインストールされ、90日間の評価期間中、使
用できます。この評価期間中、または評価期間後に、もう一度インストールプログ
ラムを実行し、［Schema Extensions and Product Licensing(スキーマの拡張と製
品のライセンス契約 )］オプションを使用してライセンスコードを入力できます。

8［インストール概要］ダイアログボックスで、［完了］をクリックしてスキーマを拡
張します。

9 (省略可能 )［ZENworks Schema Extension completion(ZENworksスキーマ拡張の完
了 )］ダイアログボックスで、［ログファイルの表示］をクリックして適用された
拡張を確認します。

10［ZENworks Schema Extension completion(ZENworksスキーマ拡張の完了 )］ダイア
ログボックスで、［OK］をクリックします。

11 eDirectoryの状態確認を実行します。247 ページの ｢ eDirectoryの確認｣を参照し
てください。
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ConsoleOneのアップグレード

ZENworks 6.5 Desktop Managementを使用する場合、バージョン 1.3.6以降の
ConsoleOne®が必要になります。

ZfD 3.2 SP3では、ZfD 3.2 SP3スナップインをサーバにインストールするのに、ZfD 
3.2 SP3サーバに ConsoleOneをインストールする必要がありました。必要に応じて、
ワークステーションから ConsoleOneを実行するために、ConsoleOneディレクトリを
サーバからワークステーションにコピーできます。

ZENworks 6.5では、Desktop Managementサーバの ConsoleOneディレクトリおよびロー
カルワークステーションの ConsoleOneディレクトリの両方に、Desktop Managementス
ナップインをインストールすることができます。3.2 SP3から 6.5にアップグレードす
る場合、スナップインはデフォルトでサーバにインストールされます。

ConsoleOneをバージョン 1.3.6にアップグレードするときには、次の点を確認する必
要があります。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementの管理に使用するすべての場所にインストール
します。

! ZfD 3.2 SP3スナップインを含む ConsoleOneのコピーを最低 1つ保持します。この操
作により、アップグレードプロセス中も引き続き ZfD 3.2 SP3を管理することがで
きます。

ConsoleOneをアップグレードするには

1 (オプション )ZfD 3.2 SP3スナップインを含む ConsoleOneのコピーを最低 1つ作
成します。

ConsoleOne 1.3.6は、ZfD 3.2 SP3スナップインをサポートしています。このス
ナップインを含む現在の ConsoleOneのコピーを作成するか、このスナップインを
含む ConsoleOne 1.3.6のコピーを作成する (ステップ 3を参照 )か、またはその
両方を実行するかを選択できます。

たとえば、ConsoleOne 1.3.2がインストールされた ZfD 3.2 SP3サーバが存在し、
ZfD 3.2 SP3スナップインが sys:\public\mgmt\consoleone\1.2ディレクトリに含
まれている状態で、このインストールのコピーを確実に保持する必要がある場合、
sys:\public\mgmt\consoleone\zfd32ディレクトリを作成して、すべてのファイル
とサブディレクトリを 1.2ディレクトリから zfd32ディレクトリにコピーします。

2 ConsoleOne 1.3.6をローカルワークステーションまたは ZfD 3.2 SP3サーバにイン
ストールします。手順は次のとおりです。 

2a Novell ZENworks 6.5 Companion 1 CDをワークステーションの CDドライブに挿
入して、ZENworks 6.5インストールプログラムを自動実行します。

インストールプログラムが自動的に実行されない場合は、CDのルートから
winsetup.exeを起動します。

2b［Companion Programs and Files(Companionプログラムおよびファイル )］を選
択します。

2c［Novell ConsoleOne］を選択して、ConsoleOne 1.3.6インストールプログラム
を起動します。

2d 画面の指示に従って、ConsoleOneを ...\consoleone\1.2ディレクトリにイン
ストールします。
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インストールが完了した時点で、...\consoleone\1.2ディレクトリに ConsoleOne 
1.3.6が含まれています。ZfD 3.2 SP3スナップインを含む場所に ConsoleOneをイ
ンストールした場合でも、依然として 3.2 SP3スナップインは機能します。

3 (オプション )ZfD 3.2 SP3スナップインが設定された ConsoleOne 1.3.6のコピー
を保持する場合、ステップ 2で作成したインストールを別の場所にコピーします。 

ZENworks for Desktops 3.2 SP3サーバのアップグレード

ZfD 3.2 SP3サーバをアップグレードするには、ZENworks 6.5 Desktop Management 
Serverのインストールプログラムを使用します。 

アプリケーション管理 (Application Management)、ワークステーション管理
(Workstation Management)、リモート管理 (Remote Management)、およびワークステー
ションイメージング (Workstation Imaging)コンポーネントのアップグレード処理は
非常に容易で、アップグレード時に計画しなければならない点はほとんどありません。

アップグレードインストールの手順は新規インストールの場合と同じです。次の手順
では、インストールプログラムを起動し、アップグレード特有の項目を選択する必要
がある部分についてのみ説明します。インストールの詳細については、7 章 51 ページ
の ｢ ZENworks Desktop Management Serverのインストール｣を参照してください。

1 インストールを実行するワークステーションから、ZENworks 6.5用にスキーマを
拡張した eDirectoryに対して管理者権限を持つユーザとして eDirectoryで認証を
受けます。216 ページの ｢ eDirectoryスキーマの拡張｣を参照してください。

2 Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDをワークステーションの CDドライブ
に挿入し、ZENworks 6.5インストールプログラムを自動実行します。

インストールプログラムが自動的に実行されない場合は、CDのルートから
winsetup.exeを起動します。
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3［デスクトップ管理］、［英語］の順に選択して、［ZENworks Desktop Management］
ページを表示します。

4［デスクトップ管理サービス］を選択して、ZENworks Desktop Management Server
インストールプログラムを起動します。

5 画面の指示に従ってアップグレードするサーバを追加し、次のように［サーバ選
択］ページを表示しておきます。
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6 サーバにインストールしないコンポーネントの選択を解除します。

たとえば、ワークステーションインベントリをアップグレードしない場合、［イン
ベントリデータベース］、［インベントリサーバ］、および［インベントリプロキシ
サーバ］の選択を解除します。コンポーネントを選択すると、［コンポーネントの
説明］ボックスに説明が表示されます。

7 (省略可能 ) インストールプログラムで、ターゲットサーバが ZENworks 6.5の前
提条件を満たしているかどうかを確認しない場合は、［前提条件チェック］オプ
ションの選択を解除します。

［前提条件チェック］オプションを選択したときに、ターゲットサーバが前提条件
を満たしていない場合は、サーバをアップグレードするか、このオプションの選択
を解除してインストールプログラムを再実行するまで、そのサーバに対してインス
トールは実行されません。

8［次へ］をクリックし、画面の指示に従ってソフトウェアをインストールします。

9 次の節の手順に従って、アップグレード処理を完了します。

! 221 ページの ｢アプリケーション管理のアップグレードの完了｣

! 225 ページの ｢ワークステーション管理のアップグレードの完了｣

! 228 ページの ｢ワークステーションイメージングのアップグレードの完了｣

! 229 ページの ｢リモート管理のアップグレードの完了｣

! 229 ページの ｢ワークステーションインベントリのアップグレードの完了｣

アプリケーション管理のアップグレードの完了

次の節では、ZENworks Desktop Managementのアプリケーション管理コンポーネントの
アップグレードを完了するための手順を説明します。

! 221 ページの ｢ Application Launcherの起動方法の更新｣

! 223 ページの ｢アプリケーションの更新｣

! 224 ページの ｢システム要件から配布ルールへの移行｣

Application Launcherの起動方法の更新

ZENworks 3.2サーバを ZENworks 6.5 Desktop Managementサーバにアップグレードする
と、nalexpld.exeおよび nal.exeが更新され、デスクトップ管理エージェント
(Desktop Management Agent)がインストールされたローカルディレクトリから naldesk
または nalwin32が起動するようになります。この更新は、Novell Clientを使用して
おり、ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェントがインストールされなかった
ZENworks for Desktops 3.2 SP3ワークステーションに影響を及ぼします。

ZENworks for Desktops 3.2 SP3ワークステーションを更新するまでの間、ユーザが古
いバージョンの Application Launcherにアクセスできるようにする必要があります。
この解決策として、次の 2つのシナリオが考えられます。

! 222 ページの ｢ユーザがネットワークに接続した状態で Application Launcherにア
クセスする場合｣

! 223 ページの ｢ユーザがネットワークから切断された状態で Application Launcher
にアクセスする場合｣
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ユーザがネットワークに接続した状態で Application Launcherにアクセスする場合

ユーザが主にネットワーク接続時に Novell Application Launcherにアクセスする場
合、引き続きクライアントのログインスクリプトを使用して Application Launcherを
起動することができます。更新された ZENworks 6.5 Desktop Managementファイルが存
在するかどうかについてワークステーションを確認する方法の 1つに、exist.exeツー
ルを使って c:\program_files\novell\zenworksをチェックし、nalwin32.exeまたは
naldesk.exeの有無を確認する方法があります。

注 : exist.exeツールは、Novell ZENworks Cool Solutionsページ (http://www.novell.com/
coolsolutions/tools/1067.html)からダウンロードできます。このツールをログインスクリプトまたはア

プリケーション起動スクリプトから実行することにより、指定したファイルが存在するかどうかを確認しま
す。指定したファイルが検出されると、この .exeはゼロ (0)の ERROR_LEVELを返します。

exist.exeをダウンロードしたら、ログインスクリプトを編集して、ローカルで
ZENworks for Desktops 3.2 Novell Application Launcherを実行するか、サーバから
実行するか、または ZENworks 6.5バージョンを実行するかを確認する行を挿入しま
す。こうした行は、検索パスに sys:\publicディレクトリが追加された後に設定する
必要があります。または exist.exeにフルパスを指定する必要があります。次の (ま
たは同様の内容の )行を編集する必要があります。

@z:\nalwin32.exe

この行をどのように編集する必要があるかを次に示します。

; まず、ZENworks 6.5エージェントが存在するかどうかを確認します。存在する場合、
; 何も実行する必要はありません。デスクトップから自動的に起動します。
#exist %<windir>\..\Program Files\Novell\Zenworks\naldesk.exe
; ZENworks 6.5エージェントが存在しない場合、確認を続行します
if "%ERRORLEVEL"!="0" then
; ZfD 3.x Application Launcherがワークステーションに存在するかどうかを確認します
#exist %<windir>\system32\nalwin32.exe
; ZfD 3.x Application Launcherがワークステーションに存在しない場合、
; サーバにアクセスして、サーバから Application Launcherを起動します。
if "%ERRORLEVEL"!="0" then
; Windows 95ファミリを確認します
#exist %<windir>\..\novell\client32\nalwin32.exe
if "%ERRORLEVEL"!="0" then
@z:\ZfD32NAL\nalwin32.exe
else
@%<windir>\..\novell\client32\nalwin32.exe
end
else
@%<windir>\system32\nalwin32.exe
end
end

このようにスクリプトを編集することにより、次に示す 3つの方法のいずれかで
Application Launcherが起動します。 

! ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェントのワークステーションコピーから (自
動的に起動するため、ログインスクリプトから起動する必要はありません )

! ZENworks for Desktops 3.2 Application Launcherコードのローカルコピーから(存
在する場合 )

! ワークステーションに ZENworks 6.5エージェントおよびローカルの ZENworks for 
Desktops 3.2 Application Launcherコードが存在しない場合はサーバから
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ZENworks for Desktops 3.2ファイルをサーバから起動する場合とローカルで起動する
場合の唯一の相違点は、Application Launcherをローカルで起動した場合、サーバに
存在する更新済みの ZENworks for Desktops 3.2 Application Launcherファイルが
ワークステーションに配布されなくなる点です。移行中、この処理を必ずしも実行す
る必要はありません。ただし実行することが必要になった場合、ポリシーパッケージ
で Application Launcherの /iコマンドラインスイッチを使用して、ローカルの
ZENworks for Desktops 3.2 Application Launcherファイルを更新することができま
す。詳細については、ZENworks for Desktops 3.2のマニュアル (http://
www.novell.com/documentation/lg/zdfs/index.html)の『ZENworks for Desktops 3.2
管理ガイド』を参照してください。

注 : ご自分のネットワーク環境に共有ワークステーションが存在する場合、どのタイミングでコンテナ、
パーティション、またはサイトを ZENworks 6.5にアップグレードするのかにかかわらず、すべてのログイ

ンスクリプトを同時に編集する必要があります。これにより、古い Application Launcherファイルが共有
ワークステーションに配布される事態を回避することができます。

ユーザがネットワークから切断された状態で Application Launcherにアクセスする場合

ユーザがネットワークから切断されていることが多い場合、Application Launcherま
たは Application Explorerを［スタートアップ］フォルダから起動する必要があると
ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェントで指定することにより、Application 
Launcherを起動することができます。この方法は最も簡単ですが、コマンドラインパ
ラメータをショートカットに追加することはできません。さらに、ユーザが［スター
トアップ］フォルダからアイテムを削除してしまう可能性があります。

コマンドラインパラメータを指定する場合、Windowsレジストリを編集して、NALWIN32
または NALDESKを HKLM\Software\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Runキーに追加
することにより、Application Launcherを起動することができます。

アプリケーションの更新

ZENworks 6.5 Desktop Managementに移行する前に、アプリケーションの準備を実行す
る必要があります。ZENworks 6.5 Desktop Managementを使用する場合、引き続きワー
クステーションに Novell Clientをインストールするかどうか、または ZENworks 
Middle Tier Serverを介した Desktop Management機能の導入に移行するかどうかを決
定する必要があります。

Novell Clientを継続して使用する予定の場合、新しい Desktop Management環境で機
能するよう、アプリケーションオブジェクトに対して変更を実行する必要はありませ
ん。ただし、Novell Clientの ZENworksに関する機能を更新するために、デスクトッ
プ管理エージェントをインストールする必要があります。

ワークステーションで Novell Clientを使用せず、デスクトップ管理エージェントを
導入する予定の場合、10 章 99 ページの ｢デスクトップ管理エージェントのインス
トールと設定｣を参照してください。

企業のファイアウォールの外部に配布されるすべての MSIアプリケーションについて、
［キャッシュの強制］を設定する必要があります。Microsoft MSIインストーラは、
ZENworks Middle Tier Serverを認識しないため、ブラウザを介して正しくアプリケー
ションを要求することができません。したがってインストールの前に、すべてのファ
イルをローカルワークステーションにキャッシュする必要があります。
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システム要件から配布ルールへの移行

ZfD 3.2 SP3のアプリケーション配布を定義する場合に使用するシステム要件機能の名
前が、配布ルールに変更されました。この変更のおかげで、拡張された機能がより的
確に表現されるようになり、以前のバージョンの機能であるシステム要件と容易に区
別できるようになりました。ZENworks 6.5の配布ルールは、AND/ORのブール演算子と
要件のグループ化を使用することによって、より柔軟な配布の条件をサポートしてい
ます。ZfD 3.2 SP3では、すべてのシステム要件で AND演算子が使用されましたが、要
件をグループ化する機能は存在しませんでした。

ZENworks 6.5 (またはそれ以降の )バージョンの Novell Application LauncherTMでの
み、配布ルールで新しい演算子のロジックおよびグループ化を処理できます。した
がって ZfD 3.2 SP3 Application Launcherとの後方互換性を維持するため、
eDirectoryツリーのスキーマのアップグレード中に、既存のシステム要件がレガシー
システム要件として保存されます。ZfD 3.2 SP3 Application Launcherと ZENworks 
6.5 Application Launcherの両方で、レガシーシステム要件を処理することができま
す。つまり、いずれのバージョンの Application Launcherを使用していても、ユーザ
はレガシーシステム要件が設定されたアプリケーションを継続して利用することがで
きます。

レガシーシステム要件から配布ルールに移行する場合は、次の点に注意する必要があ
ります。

! 配布ルールは、アプリケーションオブジェクトの［配布ルール］ページ (アプリケー
ションオブジェクト >［可用性］タブ >［配布ルール］ページ )で定義されます。

! レガシーシステム要件は、［配布ルール］ページで、［レガシー］ボタンをクリック
し、［レガシー設定を編集する］をクリックすることによって利用できます。この
オプションを使用して、既存のレガシーシステム要件を編集したり、新しいシステ
ムレガシー要件を追加したりすることができます (たとえば、ZfD 3.2 SP3 
Application Launcherを実行しているワークステーションで利用可能な新しいア
プリケーションオブジェクトを作成する場合 )。

! レガシーシステム要件を持ち、配布ルールを持たないアプリケーションの［配布
ルール］ページにアクセスすると、要件を配布ルールにインポートするかどうかを
確認するメッセージが表示されます。要件をインポートしないことを選択した場合
でも、後で［配布ルール］ページの［レガシー設定をインポートする］オプション
を使用してインポートできます。

! レガシーシステム要件を配布ルールにインストールするか、手動で配布ルールを定
義すると、ZENworks 6.5 Application Launcherでは配布ルールだけが処理されま
す。レガシーシステム要件は無視されます。ただし ZfD 3.2 SP3 Application 
Launcherは引き続きレガシーシステム要件を処理します。これは、ZfD 3.2 SP3 
Application Launcherが新しい配布ルールを認識しないためです。したがって、
まだ ZfD 3.2 SP3 Application Launcherを実行しているワークステーションが存在
する環境で配布ルールを使用する場合、配布ルールのリストとレガシーシステム要
件のリストの両方を保持する必要があります。

! 配布ルールに対する変更内容は、レガシーシステム要件には追加されません。同様
に、レガシーシステム要件に対する変更内容は配布ルールに追加されません。

! 配布ルールを定義し、レガシーシステムルールをインポートする場合、既存の配布
ルールはレガシーシステムルールによって上書きされます。
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! アプリケーションが利用できるようになる前に定義されていたオペレーティングシ
ステムの要件は削除されます。ZfD 3.2 SP3では、配布および起動用にアプリケー
ションが利用可能になる前に、システム要件で OSプラットフォームを定義する必要
がありました。この要件は削除されました。新しい動作では次のようなロジックが
使用されます。アプリケーションが特定のオペレーティングシステムのみで実行す
る場合、オペレーティングシステムの配布ルールを定義する必要があります。アプ
リケーションが特定のオペレーティングシステムを必要としない場合は、配布ルー
ルを定義する必要はありません。オペレーティングシステムの配布ルールが定義さ
れていないアプリケーションはデフォルトで、サポートの対象になるすべてのプ
ラットフォーム (Windows 98、Windows 2000、および Windows XP)で利用できます。

このような詳細を考慮して、システム要件から配布ルールへの円滑な移行のために次
の手順をお勧めします。

1 各アプリケーションオブジェクトについて、レガシーシステムルールを配布ルール
にインポートします。必要に応じて、ルールを変更します。

2 ZfD 3.2 SP3 Application Launcherを使用しているワークステーションをサポート
できるよう、レガシーシステム要件を保持します。

3 アプリケーションの配布条件を変更する場合は、ZENworks 6.5と ZfD 3.2 SP3の双
方の Application Launcherが確実に配布条件を適用できるよう、配布ルールとレ
ガシーシステム要件の両方を変更します。

4 すべてのワークステーションが ZENworks 6.5 Application Launcherにアップグ
レードされた後 (273 ページの ｢ワークステーションのアップグレード｣を参照 )、
レガシーシステム要件を削除します。

または

ワークステーションで ZfD 3.2 SP3デスクトップ管理エージェントを引き続き実行
することにより、ご自分の環境で Windows NT 4.0ワークステーションをサポート
している場合、レガシーシステム要件を削除しないでください。レガシーシステム
要件と配布ルールの両方を保持する必要があります。

配布ルールとレガシーシステム要件の詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop 
Management管理ガイド』の「アプリケーション管理」の「［配布ルール］ページ」を参
照してください。

ワークステーション管理のアップグレードの完了

初めて ZENworks 6.5 Desktop Managementを eDirectoryツリーにインストールすると、
追加の ZENworks 6.5 Desktop Managementポリシースキーマがこのツリーに配置されま
す。既存の ZENworks for Desktops 3.2 SP3のポリシーは、新しい ZENworks 6.5 
Desktop Managementのポリシーを作成する際、ツリーに自動的に移行されます。

次の節では、ZENworks Desktop Managementのワークステーション管理コンポーネント
のアップグレードを完了する場合に役立つ情報について説明します。

! 226 ページの ｢検索ポリシーの更新｣

! 227 ページの ｢ポリシーのアップグレードに関する追加情報｣
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検索ポリシーの更新

eDirectoryツリー内に検索ポリシーが含まれているかどうかを確認します。検索ポリ
シーは、コンテナパッケージの一部であり、きわめて重要な役割を果たします。検索
ポリシーを使用することにより、ZENworksエージェントが、ポリシーおよび環境設定
情報を見つけ出すのにルートまで検索対象を拡げるのを回避することができます。

ツリーに検索ポリシーが含まれていない場合、ZENworksエージェントの最適なパフォー
マンスを確保するために、新しい ZENworks 6.5 Desktop Management検索ポリシーを作
成する必要があります。ポリシーの動作について、次の点を考慮してください。

! ネットワーク環境内で Novell Clientのみを使って認証を実行する予定の場合、検
索ポリシーは、ZENworks for Desktops 3.2 SP3の検索ポリシーと同じように機能
します。

! ZENworks Middle Tier Serverを使用し、Novell Clientなしでデスクトップ管理
エージェントを実行する予定の場合、ネットワークをアップグレードすると、検索
ポリシーの動作が変更される可能性があります。

ZENworks 6.5エージェントは、ZENworks for Desktops 3.2エージェントと異なり、コ
ンテナのパーティション境界を認識しません。したがって、パーティション境界を
ベースとする既存の検索ポリシーが存在する場合、ZENworks 6.5エージェントは、
パーティション境界を越えてポリシーを検索するかどうかにかかわらず、コンテナ
パッケージが関連付けられているコンテナまで検索を実行します。

たとえば、次のツリーが設定されていると仮定します。

ZENworks for Desktops 3.2 SP3では、ユーザまたはワークステーションのエージェン
トはまず、それぞれの親コンテナに対して検索を実行し、関連付けられた検索ポリ
シーを検索します。検索ポリシーでは、エージェントはポリシーに設定されている
パーティション境界の範囲だけを検索する必要があることが定義されています。エー
ジェントがポリシーを検索する際、エージェントは Chicagoコンテナ (パーティショ
ン境界 )までの範囲についてのみツリー内の検索を実行します。
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ZENworks 6.5 Desktop Managementでは、検索ポリシーで［パーティション］オプショ
ンを利用することができません。［パーティション］オプションは［関連付けられたコ
ンテナ］オプションに置き換えられました。つまり、以前のバージョンの検索ポリ
シーが ZENworks 6.5の［パーティション］オプションにアップグレードされた場合、
そのポリシーは［関連付けられたコンテナ］オプションに置き換えられます。こうし
た変更を想定していない場合、ポリシーの取得結果が異なるものになる可能性があり
ます。

検索境界として［パーティション］オプションを使用したときと同様の検索結果が引
き続き必要になる場合、コンテナパッケージ (設定された検索ポリシーを含むポリ
シーパッケージ )を、ユーザおよびワークステーションオブジェクトによって実行さ
れるポリシー検索のパーティション境界である eDirectoryコンテナに関連付ける必要
があります。

ZENworks 6.5エージェントがツリーを検索すると、検索ポリシーを含むコンテナパッ
ケージが Chicagoで検索され、Chicagoまでの範囲でポリシーの検索を実行します。
このように範囲が制限されるのは、Chicagoが、関連付けられたコンテナであるため
です。

注 : パッケージに関連付けられているコンテナによって、エージェントがツリー内のどの範囲まで検索を

実行するかが決定されます。ディレクトリ内におけるパッケージの実際の保存場所が、検索範囲のベースに
なることはありません。検索ポリシー内の検索レベルは、パーティション境界ではなく、関連付けられたコ

ンテナに適用されます。

ポリシーのアップグレードに関する追加情報

ZENworks for Desktops 3.2 SP3のポリシーをアップグレードする際、次に示す項目を
認識しておく必要があります。

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3および Novell Clientがインストールされたワーク
ステーションを新規 ZENworks 6.5エージェントにアップグレードしたが、クライ
アントはそのままの場合、このワークステーションは、ZENworks 6.5にアップグ
レードする前にディレクトリ内に作成されたポリシーを引き続き使用します。 

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3および Novell Clientがインストールされたワーク
ステーションを新規 ZENworks 6.5エージェントにアップグレードしたが、クライ
アントは削除された場合、このワークステーションは、ZENworks 6.5で有効なポ
リシーだけを使用します (たとえば、RAS環境設定ポリシーは適用されません )。
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! 新しいワークステーションにZENworks 6.5エージェントだけがインストールされた
場合 (クライアントや ZENworks for Desktops 3.2 SP3はインストールされない場
合 )、このワークステーションは、ZENworks 6.5で有効なポリシーだけを使用し
ます。

! 既存の ZENworks for Desktops 3.2 SP3インストールをアップグレードせずに
ZENworks 6.5をインストールした場合、有効な ZENworks 6.5ポリシーだけが設定
されます。アップグレードを実行しない限り、元の ZENworks for Desktops 3.2 
SP3ポリシーは削除されます。

ZENworks for Desktops 3.2ポリシーと ZENworks 6.5 Desktop Managementポリシーの
比較については、361 ページの付録 A ｢ ZENworks for Desktops 3.2と ZENworks 6.5の
ポリシーパッケージの違い｣を参照してください。

ワークステーションイメージングのアップグレードの完了

ZENworks 6.5 Desktop Managementをインストールした場合に、新しい ZENworks 6.5 
Desktop Managementのイメージ圧縮機能を利用できるようにするには、ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3ワークステーションイメージングをアップグレードする必要があり
ます。

! 228 ページの ｢イメージングサーバのアップグレード｣

! 228 ページの ｢ワークステーションに Linuxパーティションが存在する場合のイ
メージングのアップグレード｣

! 228 ページの ｢ ZENworks 6.5起動前サービス (Preboot Services)へのアップグ
レード｣

イメージングサーバのアップグレード

ZENworks 6.5ワークステーションイメージングサーバにアップグレードするには、
Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDを挿入して、ZENworks 6.5 Desktop 
Managementインストールプログラムを実行し、ワークステーションイメージングをイ
ンストールします。この結果、ZENworks for Desktops 3.2 SP3イメージングエンジン
がアップグレードされます。

ワークステーションに Linuxパーティションが存在する場合のイメージングのアップグレード

ZENworks for Desktops 3.2 SP3ワークステーションに設定されている Linuxパーティ
ションを引き続き使用する場合、次にワークステーションがイメージングサーバと通
信するときにイメージングエンジンが更新されます。ZENworks 6.5ワークステーショ
ンイメージングにアップグレードした後、必要に応じて、他のすべての Linux OSファ
イルが Linuxパーティションにコピーされ、インストールされます。

自動更新が実行された後、Linuxパーティションを含むすべてのワークステーションは
ZENworks 6.5 Desktop Managementシステムを実行します。

ZENworks 6.5起動前サービス (Preboot Services)へのアップグレード

ワークステーションの Linuxパーティションを削除するために ZENworks 6.5起動前
サービス (PXE)への移行を決定した場合、次の手順を実行します。

1 ネットワークサーバに ZENworks 6.5起動前サービスをインストールします。 
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インストールおよび設定に関する手順については、このガイドの 51 ページの 
｢ Desktop Management Serverのインストール手順｣および『ZENworks 6.5 Desktop 
Management管理ガイド』の「ZENworksデスクトップ管理起動前サービスの使用」
を参照してください。

DHCPサーバに対して環境設定の変更を実行することが必要になる場合があります。

2 ネットワークカードで提供された PXEを通じて、または pxebuilder.exeを使って
生成した PXEブート可能フロッピーを通じて ZENworks 6.5起動前サービスが動作
していることを確認します。

3 ConsoleOneで、サーバポリシーパッケージの ZENworksイメージングポリシーを右
クリックし、［プロパティ］>［一般］>［イメージングパーティション］の順にク
リックします。

4 ZENworksイメージングパーティションを無効にします。

この手順により、ワークステーションのハードドライブ上の Linuxパーティションが
ブート不可になります。Linuxパーティションが削除されるわけではありません。 

Linuxパーティションを削除する場合、ワークステーション上にベースイメージを復元
した後、イメージオブジェクト内の既存の Linuxパーティションを削除するオプショ
ンを選択する必要があります。サーバポリシーパッケージまたはワークステーション
ポリシーパッケージで参照することができます。

リモート管理のアップグレードの完了

ZENworks 6.5 Desktop Managementコンソールは、ZENworks for Desktops 3.2エージェ
ントワークステーションと ZENworks 6.5エージェントワークステーションの両方をリ
モートで管理することができます。ただし、ZENworks 6.5 Desktop Managementは廃止
された機能を提供しない点に注意する必要があります。ZENworks for Desktops 3.2
エージェントは ZENworks 6.5 Desktop Managementの機能拡張をいずれもサポートしま
せん。

注 : ワークステーションのリモート管理エージェントを管理するのに、リモート管理アプリケーションオ

ブジェクトを使用する必要はなくなりました。リモート管理エージェントは、デスクトップ管理エージェン
トの一部としてワークステーションにインストールされるようになりました。

ワークステーションインベントリのアップグレードの完了

ワークステーションインベントリを ZENworks for Desktops 3.2 SP3から ZENworks 6.5
にアップグレードするには、次の作業をこの順序で実行します。

1. 230 ページの ｢アップグレードを実行する前に確認すべき事項｣の情報を確認し
ます。

2. 232 ページの ｢アップグレードおよびデータベース移行の前に実行する必要がある
作業｣の説明に従って作業を行います。

3. 234 ページの ｢ ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリデータベースのアッ
プグレード｣の説明に従って作業を行います。

4. 235 ページの ｢ ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバのアップグレー
ド｣の説明に従って作業を行います。

5. 237 ページの ｢ ZENworks for Desktops 3.2 SP 3インベントリポリシーの手動によ
る移行｣の説明に従って作業を行います。

6. 238 ページの ｢データベース移行後の作業｣の説明に従って作業を行います。
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アップグレードを実行する前に確認すべき事項

ZENworks for Desktops 3.2 SP3のインベントリコンポーネントをアップグレードする
前に、次の事項を確認します。 

! 230 ページの ｢ Inventory Server ｣

! 232 ページの ｢ Inventory Agent ｣

! 232 ページの ｢管理コンソール｣

Inventory Server

! ZENworks for Desktops 3またはZENworks for Desktops 3.2 SP1には、ZENworks 6.5 
Desktop Managementに対して下位互換性がありません。ZENworks 6.5 Desktop 
Managementにアップグレードする前に、インベントリツリーにある ZENworks for 
Desktops 3、ZENworks for Desktops 3 SP1、ZENworks for Desktops 3.2、ZENworks 
for Desktops 3.2 SP1、または ZENworks for Desktops 3.2 SP2インベントリサー
バをすべて ZENworks for Desktops 3.2 SP3にアップグレードする必要があります。

ネットワークで ZENworks for Desktops 3.2と ZENworks 6.5 Desktop Management
の両方をサポートするためには、最初に ZENworks for Desktops 3.2 SP3をネット
ワークにインストールする必要があります。最初に ZENworks for Desktops 3.2 
SP3をインストールしないで ZENworks 6.5 Desktop Managementをインストールし
た場合、Novell eDirectoryスキーマまたは ConsoleOneプラグインは ZENworks 
for Desktops 3.2のポリシーをサポートしません。一方、最初に ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3をインストールした場合、ZENworks for Desktops 3.2のスキー
マとプラグインは ConsoleOneに配置されます。ZENworks for Desktops 3.2 SP3の
インストール後に ZENworks 6.5 Desktop Managementをインストールするときに、
ZENworks for Desktops 3.2のスキーマとプラグインは維持されます。

インベントリサーバで ZENworks for Desktops 3を実行している場合は、ZENworks 
for Desktops 3.2および ZENworks for Desktops 3.2 SP3をインストールし、イン
ベントリサービスを開始して、サーバを ZENworks 6.5 Desktop Managementにアッ
プグレードする少なくとも 1つ前のデータベースを開く必要があります。ZENworks 
for Desktops 3.2のインストール方法については、Novell Support Webサイト 
(http://support.novell.com)を参照してください。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementのインストール後は、ZENworks 6.5 Desktop 
Managementワークステーションインベントリの構成要素、および ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3のエージェントとポリシーは、次のように共存します。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementエージェントのインベントリデータは、
ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバに送信できず、ZENworks 
for Desktops 3.2 SP3データベースに格納できません。ZENworks for Desktops 
3.2 SP3インベントリエージェントは、インベントリデータを新規の ZENworks 
6.5 Desktop Managementインベントリサーバに送信できません。ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3インベントリエージェントは、ZENworks for Desktops 3.2 
SP3インベントリサーバ、または ZENworks for Desktops 3.2 SP3からアップ
グレードした ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバにのみイ
ンベントリデータを送信できます。

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバは、インベントリデータを
ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバにロールアップできま
すが、ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバは、インベント
リデータを ZENworks for Desktops 3.2 SP3サーバにロールアップできません。
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! ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバは、データベースを
ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバにロールアップできま
すが、ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバは、データベー
スを ZENworks for Desktops 3.2 SP3サーバにロールアップできません。

! データをZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバにロールアップ
する ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバには、正常に機能す
るためのパッチを適用する必要があります。

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバは、データを別の
eDirectoryツリー内の ZENworks for Desktops 3.2 SP3または ZENworks 6.5 
Desktop Managementインベントリサーバにロールアップできません。

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバは、トップダウン方式で
ZENworks 6.5 Desktop Managementにアップグレードする必要があります。インベ
ントリデータのロールアップを実行する場合、ルートサーバ、中間サーバ、リーフ
サーバの順にアップグレードします。 

! ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバは、ZENworks for Desktops 
3.2 SP3インベントリサーバにインベントリデータを送信できません。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリデータベースを ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3インベントリサーバに直接接続しないでください。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバは、インベントリ対象の
ZENworks for Desktops 3.2 SP3ワークステーションの .strファイルを処理するこ
とができます。

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバは、データベース情報を
ZENworks for Desktops 3.2 SP3または ZENworks 6.5 Desktop Managementインベ
ントリサーバにロールアップすることができます。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバは、ZENworks for Desktops 
3.2 SP3インベントリサーバの .zipファイルを処理することができます。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementに移行した ZENworks for Desktops 3.2 SP3イン
ベントリサーバの SCANDIRおよびそのサブディレクトリにある ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3の .strファイルと .zipファイルを削除しないでください。

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバと ZENworks 6.5 Desktop 
Managementインベントリサーバで、同じインベントリデータベースにインベント
リデータを直接格納しないでください。

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバのロールアップポリシーの次の
レベルとして、別の eDirectoryツリーにあるインベントリサーバを指定しないで
ください。

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3のロールアップポリシーを、ZENworks 6.5 Desktop 
Managementインベントリサーバに関連付けないでください。

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバおよび ZENworks 6.5 Desktop 
Managementインベントリサーバでは、ZENworks 6.5 Desktop Managementに移行した
ZENworks for Desktops 3.2 SP3ロールアップポリシーを使用することができます。

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバを ZENworks 6.5 Desktop 
Managementにアップグレードしても、インベントリサーバの役割は変わりません。
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! ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバがスキャンデータを別の
ZENworks for Desktops 3.2 SP 3インベントリサーバまたはZENworks 6.5 Desktop 
Managementインベントリサーバにロールアップする場合、この ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3インベントリサーバには必要な認証パッチがインストールされ
ている必要があります。認証パッチの詳細については、235 ページの ｢ ZENworks 
for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバのアップグレード｣の 236 ページのス
テップ 1を参照してください。

Inventory Agent

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリエージェントは、新規の ZENworks 6.5 
Desktop Managementインベントリサーバにインベントリデータを送信できません。
ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリエージェントは、ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3インベントリサーバ、または ZENworks for Desktops 3.2 SP3か
らアップグレードした ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバにの
みインベントリデータを送信できます。

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3または ZENworks 6.5 Desktop Managementインベン
トリエージェントは、ZENworks 6.5 Desktop Managementに移行した ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3インベントリポリシーを使用することができます。または、新規
に作成した ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリポリシーを使用するこ
とができます。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリエージェントは、ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3インベントリサーバにインベントリデータを送信できません。

! ZENworks for Desktops 3.xエージェントをワークステーションイメージングでイ
ンストールまたはアップグレードする場合は、必ず、未登録の ZENworks 6.5 
Desktop Managementワークステーションでイメージを取得してください。

管理コンソール

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3と ZENworks 6.5の両方の管理コンソールを使用し
て、同じ ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリオブジェクトを設定しない
でください。

! ZENworks for Desktops 3.2 SP3管理コンソールを使用して ZENworks 6.5 Desktop 
Managementインベントリデータおよびインベントリオブジェクトを管理すること
はできません。

! ZENworks 6.5 Desktop Management ConsoleOneスナップインを使用して、ZENworks 
for Desktops 3.2 SP3と ZENworks 6.5 Desktop Managementの両方のインベントリ
データとインベントリオブジェクト (インベントリサービスオブジェクト、データ
ベースオブジェクト、ワークステーションインベントリポリシー、ロールアップポ
リシー、ディクショナリ更新ポリシー、データベースの場所ポリシーなど )を管理
できます。

アップグレードおよびデータベース移行の前に実行する必要がある作業

230 ページの ｢アップグレードを実行する前に確認すべき事項｣の説明を確認してから、
ZENworks for Desktops 3.2 SP3から ZENworks 6.5 Desktop Managementにアップグ
レードする前に、次の作業を実行する必要があります。 

1. Inventory Serviceを停止します。

! NetWareインベントリサーバの場合 :サーバコンソールのプロンプトで、
「stopser *」と入力します。

注 : Inventory Serviceを停止する際、Sybaseデータベースを自動的に停止させたくない場合は、

sys:\system\invstop.ncfファイルで Unload dbsrv8.nlm行をコメント化します。
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! Windows 2000インベントリサーバの場合 :コントロールパネルで［管理ツール］
>［サービス］の順にダブルクリックし、［ZENworksインベントリサービス］
を選択して［停止］をクリックします。

2. インベントリデータベースを停止します。

Sybaseインベントリデータベースを停止するには

! NetWareの場合 :Sybaseコンソールのプロンプトで、<Q>キーを押します。

! Windows 2000の場合 :コントロールパネルで［管理ツール］>［サービス］の順
にダブルクリックし、［Adaptive Server Anywhere - Zenworks for Desktops 
3］を選択して［停止］をクリックします。

3. 対象になる NetWareサーバで Javaがアンロードされていない場合は、java.nlmを
アンロードします (サーバコンソールで、「java -exit」と入力する )。

重要 : このコマンドにより、サーバで実行しているすべての Javaプロセスが停止します。Desktop 

Managementを再インストールする際には、すべての Javaプロセスが停止していることを確認してくだ

さい。

4. 対象になる Windowsサーバで、［サービス］ウィンドウを閉じます。

5. ZENworks for Desktops 3.2 SP3データベースのバックアップを作成して保存した
ことを確認します。

6. ConsoleOneから ZENworks for Servers 3.2 SP3データベースにアクセスされてい
ないことを確認します。

7. 推奨される ZENworks 6.5ワークステーションインベントリ要件を満たしているか
どうかを確認します。詳細については、27 ページの ｢準備｣を参照してください。

8. ZENworks for Desktops 3.2 SP3データベースで Oracleを実行している場合は、移
行前に次の作業を実行する必要があります。

1 データベースバッファキャッシュ用の実質的な容量として約 128MBを確保できるよ
う、inventory_database_installation_path\init.ora_path\init.oraの
db_block_buffersの値を設定します。

db_block_sizeの値が 4096である場合、最低値は 32768となる必要があります。こ
れにより、インベントリデータベースに対して 128MBのデータベースキャッシュが
割り当てられます。db_block_buffersの現在の値が、128MBよりも大きい場合は、
値を変更しないでください。

データベースの移行中に、Oracleの SGA(Shared Global)メモリを 30～ 40%以上
に設定することをお勧めします。

2  インベントリデータベースが稼動していることを確認します。

3 ORA-01555およびその他のロールバックセグメント関連の問題が発生した場合、
データベースの移行およびさらなるデータの保存が実行できなくなるので、より大
容量のロールバックセグメントを設定しておく必要があります。 

ロールバックセグメントの値を増やすには、次の SQLスクリプトを実行して、ロー
ルバックセグメント (rbs)に他のデータファイルを追加し、Redoロググループを
追加します。 

connect internal;

alter tablespace rbs add datafile 'Inventory_database_installation_path\rbs2.ora' size 
40M autoextend on next 50K maxsize 60M;

alter rollback segment rb0 storage (maxextents unlimited);

alter rollback segment rb1 storage (maxextents unlimited); 

ALTER DATABASE ADD LOGFILE GROUP 3 ('Inventory_database_installation_path\log3.ora') 
SIZE 50M;
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ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリデータベースのアップグレード

ZENworks 6.5 Desktop Management Serverのインストール時に、Sybaseをインストー
ルすることを選択し、データベースファイルを上書きすることを選択しなかった場合、
サーバのインストールプログラムは、既存の ZENworks for Desktops 3.2 SP3データ
ベースエンジンだけを自動的にアップグレードします。Sybaseデータベースのアップ
グレード中、既存のデータベースが移行可能であることを示すメッセージが表示され
ます。［はい］を選択した場合、既存のデータベースは、新しい ZENworks 6.5 Desktop 
Managementデータベースファイルによって上書きされます。［No］を選択した場合、
Inventory Serviceが初めて開始されたときにデータベースの移行が実行されます。

インベントリデータベースをアップグレードするには、次の作業を実行する必要があ
ります。

1 ZENworks for Desktops 3.2 SP3 Oracleデータベースオブジェクトが存在する場合
や、手動で Sybaseデータベースオブジェクトを作成した場合は、インベントリの
移行ツールを使用して手動でデータベースオブジェクトを移行する必要があります。
詳細については、235 ページの ｢手動によるデータベースオブジェクトの移行｣を
参照してください。

2 ZENworks for Desktops 3.2 SP3データベースで Sybaseを実行している場合、
Sybaseキャッシュの値 (-cパラメータ )がサーバのメモリの 25%以上に設定され
ていることを確認します。

! NetWareデータベースサーバのデータベースキャッシュサイズを変更するには

1. インベントリデータベースに対する接続をすべて終了します。

2. Sybaseサーバを終了します。

3. sys:\systemディレクトリの mgmtdbs.ncfファイルを開きます。

4. -cパラメータを変更します。たとえば、-c 128Mに変更すると、128MBの
キャッシュサイズが設定されます。

5. ファイルを保存します。

6. サーバコンソールから、インベントリデータベースをロードします。
「MGMTDBS」と入力します。

! Windowsデータベースサーバのデータベースキャッシュサイズを変更するには

1. Sybaseサービスを停止します。Windows NTの場合、コントロールパネルで
［サービス］をダブルクリックし、［Novell Database - Sybase］を選択して
［停止］をクリックします。Windows 2000の場合、コントロールパネルで
［管理ツール］、［サービス］の順にダブルクリックし、［Novell Database - 
Sybase］を選択して［停止］をクリックします。

2.データベースサーバ上で、dbengineディレクトリから ntdbconfig.exeファ
イルを実行します。ntdbconfig.exeは、Windows NT/2000サーバで Sybase
を使用している ZENworksデータベース向けの ZENworksデータベース設定
ユーティリティです。このユーティリティを使用して、Sybaseサービスの
再設定を実行することができます。

3.-cパラメータを変更します。

4. ［OK］をクリックします。

5. Sybaseサービスを再起動します。Windows NTの場合、コントロールパネル
で［サービス］をダブルクリックし、［Novell Database - Sybase］を選択
して［開始］をクリックします。Windows 2000の場合、コントロールパネ
ルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブルクリックし、［Novell 
Database - Sybase］を選択して［開始］をクリックします。
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重要 : ZENworks 6.5 Desktop Management Serverインストールプログラムを実行することによって、複数の
インベントリサーバとデータベースサーバを同時にアップグレードできます。 

ただし、既存の ZENworks for Desktops 3.2ワークステーションインベントリポリシー、データベースの場

所ポリシー、およびロールアップポリシーは手動で移行する必要があります。手動でデータベースオブジェ
クトを作成した場合は、データベースオブジェクトも移行する必要があります。ポリシーの移行方法に関す

る詳細については、235 ページの ｢手動によるデータベースオブジェクトの移行｣を参照してください。

手動によるデータベースオブジェクトの移行

1 ZENworks 6.5デスクトップ管理ワークステーションインベントリスナップインが
インストールされた ConsoleOneで、［ツール］>［ZENworksインベントリ］>［イ
ンベントリの移行］の順にクリックします。

2［Browse］をクリックして、移行の対象になるデータベースオブジェクト、または
こうしたオブジェクトを含んだコンテナを参照して選択します。

3 ステップ 2でコンテナを選択した場合は、次の操作を実行します。

3a 選択したコンテナ内に存在するすべてのサブコンテナのデータベースオブジェ
クトを検索する場合は、［Search SubContainers］チェックボックスを選択し
ます。

［Search SubContainers］チェックボックスは、［Search Context］でコンテナ
を選択した場合にのみ利用できます。

3b 選択済みのコンテナに含まれる、移行対象のデータベースオブジェクトを検索
する場合は、［Search for Database Objects］チェックボックスを選択します。

このオプションは、［Search Context］でコンテナを選択した場合にのみ利用
できます。デフォルトでは、このオプションは選択されています。

3c［Find］をクリックします。

指定したコンテキストで検索されたすべての ZENworks for Desktops 3.2デー
タベースオブジェクトが、［レポート］パネルに表示されます。

4［Migrate］をクリックします。

5［Close］をクリックします。

ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバのアップグレード 

ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバをアップグレードする前に、関連
付けられたデータベースサーバをアップグレードしたことを確認します。

ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバのインストール先のサーバがイ
ンストールの要件を満たしている場合は、ZENworks 6.5 Desktop Managementインベン
トリサーバをインストールすることによって、ZENworks for Desktops 3.2.SP3インベ
ントリサーバをアップグレードできます。ZENworks 6.5 Desktop Managementインベン
トリサーバをインストールする方法については、51 ページの ｢ Desktop Management 
Serverのインストール手順｣を参照してください。ZENworks 6.5 Desktop Management
インベントリサーバは、ZENworks for Desktops 3.2 SP 3と同じ役割のセットをサポー
トします。したがって、ZENworks for Desktops 3.2 SP3から ZENworks 6.5 Desktop 
Managementにアップグレードするときは、そのインベントリサーバの役割が維持され
ます。
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重要 : ZENworks for Desktops 3.2.SP3インベントリサーバを ZENworks for Desktops 3.2 SP3データベー
スに接続している場合、インベントリサーバまたはデータベースを ZENworks 6.5 Desktop Managementに
アップグレードするときは、関連付けられているコンポーネントを ZENworks 6.5 Desktop Managementに

アップグレードする必要があります (ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサービスでは ZENworks 
6.5 Desktop Management準拠のデータベースを操作しないでください。逆の場合も同じです )。

複数の ZENworks for Desktops 3.2 SP 3インベントリサーバを 1台の ZENworks for Desktops 3.2 SP3デー
タベースサーバに接続している場合、このデータベースサーバを ZENworks 6.5 Desktop Managementにアッ

プグレードするときは、関連付けられているすべての ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバ
もアップグレードする必要があります。

ZENworks 6.5 Desktop Managementのインストールプログラムでは、ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3インベントリサービスオブジェクトだけが自動的に ZENworks 6.5 
Desktop Managementに移行されます。インベントリサービスを開始する前に、
ZENworks for Desktopsインベントリの移行ツールを使用して、既存の ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3のポリシーを ZENworks 6.5 Desktop Managementのポリシーに手動で
移行する必要があります。詳細については、237 ページの ｢ ZENworks for Desktops 
3.2 SP 3インベントリポリシーの手動による移行｣を参照してください。

ポリシーの移行後に、次の操作を実行します。

1 ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリサーバがデータを ZENworks 6.5 
Desktop Managementインベントリサーバにロールアップする場合、ZENworks 6.5 
Desktop Management Companion 2 CDに含まれている次の認証パッチを適用する必
要があります。

2 ワークステーションインベントリポリシーで、［コンピュータのスキャンを有効に
する］オプションを選択して、インベントリデータをこのインベントリサーバに直
接送信するすべてのインベントリ対象ワークステーションに対するインベントリス
キャンを有効にします。

3 インベントリデータがロールアップされたら、このインベントリサーバにインベン
トリデータをロールアップするすべての下位レベルのインベントリサーバ上で実行
する Senderサービスを開始します。

サーバ ソースファイル インベントリサーバ上のファイルコピー先

Netware \invzfd3xpatch\zfd32\common\public\zenworks\wminv
\libディレクトリのすべてのファイル

Inventory_server_installation_path\zenwor
ks\inv\server\wminv\lib

\invzfd3xpatch\zfd32\nw\java\bin\zenws.nlm sys:\java\bin

\invzfd3xpatch\zfd32\nw\java\libディレクトリのす
べてのファイル

sys:\java\lib

Windows NT/2000 \invzfd3xpatch\zfd32\common\public\zenworks\wminv
\libディレクトリのすべてのファイル

Inventory_server_installation_path\zenwor
ks\inv\server\wminv\lib

\invzfd3xpatch\zfd32\nt\zenworks\jre\1.2\bin\ 
zenws.dll 

sys_share\zenworks\jre\1.2\bin

\invzfd3xpatch\zfd32\nt\zenworks\jre\1.2\libディ
レクトリのすべてのファイル

sys_share\zenworks\jre\1.2\lib
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ZENworks for Desktops 3.2 SP 3インベントリポリシーの手動による移行

1 ZENworks 6.5デスクトップ管理ワークステーションインベントリスナップインが
インストールされた ConsoleOneで、［ツール］>［ZENworksインベントリ］>［イ
ンベントリの移行］の順にクリックします。

2［Browse］をクリックし、Inventory Serviceオブジェクト、またはこうしたオブ
ジェクトを含むコンテナを参照して選択します。

3 ステップ 2でコンテナを選択した場合は、次の操作を実行します。

3a 選択したコンテナ内に存在するすべてのサブコンテナの Inventory Serviceオ
ブジェクトを検索する場合は、［Search SubContainers］チェックボックスを
選択します。

［Search SubContainers］チェックボックスは、［Search Context］でコンテナ
を選択した場合にのみ利用できます。

3b 選択済みのコンテナ内の Inventory Serviceオブジェクトに関連付けられた
Inventoryポリシーを検索する場合は、［Search for Policies］チェックボッ
クスを選択します。

このオプションは、［Search Context］でコンテナを選択した場合にのみ利用
できます。デフォルトでは、このオプションは選択されています。

3c［Find］をクリックします。

インベントリサービスオブジェクトに関連付けられ、指定したコンテキスト内
で検索されたすべての ZENworks for Desktops 3.2 SP3インベントリポリシー
が、［レポート］パネルに表示されます。

4［Migrate］をクリックします。

5［Close］をクリックします。

ポリシーの移行後、次の手順を実行します。 

1 ZENworks 6.5 Desktop Managementの Inventory Serviceを開始します。

Inventory Serviceを開始すると、Upgrade Serviceにより、ZENworks for 
Desktops 3.2データベーススキーマとインベントリデータが ZENworks 6.5 
Desktops Managementデータベースに自動的に移行されます。このデータ移行プロ
セスが完了するのに、きわめて長い時間かかる場合があります。インベントリサー
バの画面上に、データベースの移行および初期化が正常に完了したことを示すメッ
セージが表示されます。 

データベースが移行されたら、インベントリ ConsoleOneユーティリティ (照会、
概要、インベントリレポート、データベースエクスポート )や Storerでデータ
ベースにアクセスできます。

2 ディクショナリ更新ポリシーを作成および設定して、ZENworks 6.5 Inventory 
Agentの最新バージョンのディクショナリを取得します。ディクショナリ更新ポリ
シーの作成方法の詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイ
ド』の「ワークステーションインベントリ」を参照してください。
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データベース移行後の作業

インベントリサーバをアップグレードし、インベントリデータベースを移行した後に、
次の作業を実行する必要があります。

1 Inventory Serviceを停止します。 

2 インベントリデータベースが Oracleを実行している場合、データベースのパ
フォーマンスを向上させるために次の手順を実行します。

2a inventory_database_installation_path\_start.sqlファイルから既存のエン
トリを削除し、次のエントリを追加します。

SET ECHO ON

CONNECT INTERNAL

SET ECHO OFF

STARTUP PFILE=
inventory_database_installation_path\path_to_init.ora\init.ora

SET NUMWIDTH 20

SET CHARWIDTH 40

SET ECHO ON

connect mw_dba;

SET ECHO OFF

alter table cim.t$product cache;

SET ECHO ON

connect internal

SET ECHO OFF

@<path to oracle home directory>/rdbms/admin/dbmspool

call sys.dbms_shared_pool.keep('zenworks.zenpin','P');

EXIT

2b Inventory_server_installation_path\zenworks\inv\server\wminv\properties\sql.zipか
ら oracle\common\oracle_perf.sqlおよび oracle\common\oracle_perf2.sql
ファイルを実行して、パフォーマンス向上インデックスをデータベースに追加
します。

2c ZENworks 6.5 Companion 2 CDの \database\oracle8i\commonディレクトリから
oracle_dbexport_perf.sqlを実行します。

インベントリデータベースのパフォーマンスを向上させる方法については、
『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステーションインベン
トリ」の「パフォーマンスに関するヒント」を参照してください。

3 Inventory Serviceを開始します。
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ZENworks 6.5 Middle Tier Serverのインストール

ZENworks Middle Tier Serverのインストールは必須ではありません。ただし、
ZENworks Middle Tier Serverにより、企業のファイアウォール内外のユーザおよび
ワークステーションが、Novell eDirectoryに加えて Windowsファイルシステムまたは
NetWareファイルシステムにアクセスできるようになります。

ZENworks Middle Tier Serverの役割と利点に関する詳細については、『ZENworks 6.5 
Desktop Management管理ガイド』の「ZENworks Middle Tier Serverとは」を参照して
ください。

ZENworks Middle Tier Serverのインストール手順に関する詳細については、8 章 73 
ページの ｢ ZENworks Middle Tier Serverのインストール｣または 9 章 95 ページの 
｢ Desktop Management Serverと Middle Tier Serverの同一コンピュータへのインス
トール｣を参照してください。

管理対象ワークステーションのアップグレード

ZENworks 6.5にアップグレードする前に、Novell Clientをアップグレードするか、
ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェントをインストールする必要があります。
eDirectoryへの認証を実行する手段として、Novell Clientまたは ZENworks 6.5デス
クトップ管理エージェントが使用されます。次の節を参照してください。

! 239 ページの ｢管理対象ワークステーション上の Novell Clientのアップグレード｣

! 240 ページの ｢デスクトップ管理エージェントのインストール｣

管理対象ワークステーション上の Novell Clientのアップグレード

ZENworks Desktop Managementサーバをアップグレードし、ZENworks Middle Tier 
Serverをインストールしたら、管理対象ワークステーションをアップグレードする必
要があります。

ZENworks 6.5 Desktop Managementは、企業内のワークステーションに Novell Client
がインストールされているかどうかにかかわらず、ワークステーションを管理するこ
とができます。ただし、以前のバージョンの ZENworks for Desktopsからアップグレー
ドしたほとんどの管理者は、アップグレード後も引き続き Novell Clientを使用しよ
うと考えます。Novell Clientを使用すると、eDirectoryおよびネットワークサーバ
にアクセスする場合に、パフォーマンスおよび拡張性の面で大きなメリットがもたら
されます。

ZENworks 6.5のインストール後も、ユーザがネットワークアクセスに Novell Client
を使用することを希望する場合、ユーザのワークステーションに、最低限必要なバー
ジョンの Novell Clientをインストールする必要があります。ZENworks 6.5で最低限
必要になるバージョンがインストールされているかどうか、ワークステーションを確
認します。可能な限り最新のバージョンにアップグレードします。Novell Product 
Downloads (http://download.novell.com)から最新の Novell Clientを取得すること
ができます。

ワークステーションの OS Novell Clientのバージョン (最低要件 ) Novell Clientのバージョン (推奨 )

Windows 98 SE 3.34 3.34

Windows 2000 4.9 SP1a 4.9 SP1a

Windows XP 4.9 SP1a 4.9 SP1a
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注 : ZENworks 6.5 Desktop Managementのインストール後も引き続き Novell Clientを使用する場合、ワー
クステーションが企業ファイアウォールの内部に存在する状態では、Novell Clientは ZENworks Middle 
Tier Serverを介して認証を実行することができません。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop 
Management管理ガイド』の「Novell Clientの役割」を参照してください。

ACU(Automatic Client Update)機能を使って、Novell Clientを自動更新することがで
きます。ACUは、ZENworks 6.5アプリケーションによりログインスクリプトを使って
配布できます。ACUおよびその他のクライアントアップグレード情報に関する詳細につ
いては、『Novell Client for Windows Installation and Administrationガイド 
(http://www.novell.com/documentation/lg/noclienu/index.html?treetitl.html)』
を参照してください。

認証にクライアントのみを使用する予定であっても、ZENworks 6.5にデスクトップ管
理エージェントをインストールする必要があります。ZENworks 6.5 Desktop 
Managementで使用するためにクライアントも更新する ZENworks 6.5管理コンポーネン
トは、エージェントインストールプログラムに同梱されています。

デスクトップ管理エージェントのインストール

Novell Clientおよび ZENworks Server (ZENworks 6.5では Desktop Management Server
と呼びます )をアップデートしたら、ユーザワークステーションにデスクトップ管理
エージェントをインストールする必要があります。このインストールにより、ユーザ
ワークステーションの Novell Application Launcher、Workstation Manager、および
リモート管理ソフトウェアがアップデートされます。また、ワークステーションイン
ベントリエージェントとイメージセーフデータ (Image Safe Data)サービスもインス
トールされます。

ユーザが eDirectoryへの認証に使用する唯一の手段としてデスクトップ管理エージェ
ントを導入した後、ユーザのワークステーションから Novell Clientをアンインス
トールすることができます。この場合、ZENworks 6.5 Desktop Managementは �クライ
アントレス �になります。つまり、ユーザがデスクトップ管理エージェントを使って
ログインする場合に ZENworks 6.5 Desktop Managementで Novell Clientが不要になり
ます。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の
「ZENworks 6.5環境での Novell Clientの使用」を参照してください。

ZENworks 6.5 Desktop Managementコンポーネントが提供するワークステーションの機
能は、デスクトップ管理エージェントをインストールした場合のみ利用できます。こ
のことは、現在ワークステーションに Novell Clientをインストールしている場合に
も当てはまります。デスクトップ管理エージェントをインストールすると、Novell 
Clientによってインストールされていた Desktop Managementの機能が削除され、選択
した ZENworks 6.5 Desktop Managementワークステーションの機能に置き換えられます。

現在 ZENworks for Desktops 3.2 SP3を使用しているワークステーションにデスクトッ
プ管理エージェントをインストールする場合、次のタスクを実行する必要があります。

1. 241 ページの ｢ MSI(Microsoft Windows Installer)エンジンの導入｣

2. 243 ページの ｢ Novell Application Launcherを使用したデスクトップ管理エー
ジェントの配布およびインストール｣

3. 246 ページの ｢手動によるデスクトップ管理エージェントのインストール｣
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MSI(Microsoft Windows Installer)エンジンの導入

デスクトップ管理エージェントインストールプログラム (zfdagent.msi)は、インス
トール処理中に MSI(Microsoft Windows Installer)のバージョン 1.1以降を必要とし
ます。インストールを実行する前に、各ワークステーションに MSIバージョン 1.11以
降を手動でインストールすることにより、Windows 98ワークステーションをアップグ
レードすることができます。 

次の表は、Windowsワークステーションにすでにインストールされている MSIのバー
ジョンを示しています。

注 : 同じバージョンの MSIエンジンを使用するために、すべてのユーザワークステーションをアップグ

レードするかどうかを検討する必要があります。

利便性を図るため、Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDの \windowsインストーラ
フォルダに、Windows 2000/XPまたは Windows 98で利用可能な MSI 2.0が格納されて
います。

Microsoft Windows Installerに関する詳細については、MSI Webサイト (http://
www.microsoft.com/windows2000/techinfo/administration/management/
wininstaller.asp)を参照してください。

MSIエンジンをインストールする必要がある場合、ZENworks for Desktops 3.2の
Novell Application Launcherを使用して、単純なアプリケーションの配布で MSIエン
ジンをインストールすることができます。 

1 Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDから、適切な MSIエンジンインストーラユー
ティリティを ZENworksサーバにコピーします。

! \windows installer\98\instmsia.exeを実行すると、Windows 98コンピュータ
に MSI 2.0エンジンがインストールされます。

! \windows installer\nt\instmsiw.exeを実行すると、Windows 2000/XPコン
ピュータに MSI 2.0エンジンがインストールされます。

2 ConsoleOneに新たにインストールされた ZENworks 6.5 Desktop Managementスナッ
プインを使って、インストールしようとしている MSIエンジンのバージョン用の単
純なアプリケーションオブジェクトを作成します。 

両方のバージョンのインストールを希望する場合は、各バージョンについて単純な
アプリケーションオブジェクトを作成する必要があります。

2a 単純なアプリケーションに名前を付けた後、アプリケーションの実行可能ファ
イルの実行元になる場所のパスを入力します。パスには実行可能ファイルを含
めます。Application Launcherによってワークステーションのターゲットディ
レクトリにファイルがコピーされるので、ファイルのコピー先になるターゲッ
トディレクトリのパスを指定します。

例 : c:\temp\instmsiw.exe

Windowsバージョン (Windows Version) インストールされている MSIエンジンのバージョン

Windows 98 SEワークステーション 他のアプリケーションによってインストールされない限
り、MSIはインストールされません。

Windows 2000ワークステーション OSに MSI 1.1が同梱されています。

Windows XPワークステーション OSに MSI 2.0が同梱されています。
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2b MSIエンジンアプリケーションを配布する前にワークステーションで満たす必
要のあるシステム要件を定義します。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の
「eDirectoryでのアプリケーションの設定」を参照してください。

2c アプリケーションオブジェクトをユーザまたはインポート対象ワークステー
ションに関連付けた後、この関連付けに適用する特性を選択します。

Application Launcherまたは Workstation Helperが起動して、アプリケー
ションオブジェクトが利用できるようになったらすぐにアプリケーションオブ
ジェクトが実行するよう、この関連付けに対して［強制実行］特性を選択する
ことをお勧めします。

詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の
「eDirectoryでのアプリケーションの設定」を参照してください。

3 単純なアプリケーションオブジェクトを設定します。

3a［アプリケーションオブジェクトのプロパティ］ページで［配布オプション］
タブ >［アプリケーションファイル］の順にクリックします。

Application Launcherがワークステーションにファイルをコピーできるよう、
［アプリケーションファイル］リストにファイルを追加する必要があります。
詳細については、ConsoleOneのオンラインヘルプを参照してください。

3b［追加］、［ファイル］の順にクリックし、次のフィールドに入力します。

［ソースファイル］: ワークステーションにコピーする MSIエンジンインス
トーラユーティリティを選択します (たとえば、
q:\public\zenworks\instmsiw.exe)。

［ターゲットファイル］: ファイル名を含む、ファイルのコピー先のフルパス (
たとえば、c:\temp\instmsiw.exe)を入力します。

3c［OK］をクリックしてリストにファイルを追加し、［OK］をクリックしてアプリ
ケーションオブジェクトの情報を保存します。

3d Windows 2000または Windows XPにインストールしている場合、［アプリケー
ションオブジェクトのプロパティ］ページで［実行オプション］タブ >［使用
環境］の順にクリックし、［通常の実行］オプションを選択します。そして、
［実行プログラムのセキュリティレベル］を［保護なしのシステムユーザとし
て実行］に設定し、［OK］をクリックしてアプリケーションオブジェクトの情
報を保存します。

［関連付け］タブで［強制実行］を選択した場合、Application Launcherが起動し
てアプリケーションオブジェクトを利用できるようになった直後に MSIエンジンが
インストールされます。

MSIエンジンにより実行可能ファイルがインストールされますが、このファイル
は、デスクトップ管理エージェント MSIをインストールするために後で使用されま
す。MSIエンジンインストーラユーティリティは、このファイル (msiexec.exe)を
ワークステーションの windows_drive:windows_directory\systemディレクトリに
インストールします。
242   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
Novell Application Launcherを使用したデスクトップ管理エージェントの配布およびインストール

zfdagent.msiパッケージは、多数のファイルをインストールし、ワークステーション
に対してさまざまな環境設定の変更を実行する複雑なアプリケーションです。デスク
トップ管理エージェントをインストールする最も効率的な方法は、Novell 
Application Launcherを使ってエージェントを MSIアプリケーションとしてワークス
テーションに配布する方法です。Novell Application Launcherは、エージェント MSI
パッケージを配布するだけでなく、Windows Installerを呼び出してワークステーショ
ンへのインストールを実行します。

ここでは、Application Launcherを使って配布するよう MSIパッケージを設定する手
順について説明します。

! 106 ページの ｢ MSIアプリケーションオブジェクトの作成と設定｣

! 107 ページの ｢ MSIアプリケーションオブジェクトにおけるインストール対象機能
の変更｣

! 108 ページの ｢ MSIアプリケーションオブジェクトに対するプロパティの追加｣

MSIアプリケーションオブジェクトの作成と設定

1 ConsoleOneで、アプリケーションオブジェクトを作成するコンテナを右クリック
し、［新規］>［オブジェクト］の順にクリックして、［新規オブジェクト］ダイア
ログボックスを開きます。

2［新規アプリケーション］ダイアログボックスで、［.MSIファイルが含まれるアプ
リケーション］オプションを選択し、［次へ］をクリックします。

3 .msiファイルをコピーしたネットワークの位置のパスを指定します。

4［次へ］をクリックし、必要に応じてフィールドを変更して、アプリケーションオ
ブジェクトをカスタマイズします。

5［次へ］をクリックし、エージェント MSIの配布に先立って、ワークステーション
が満たす必要のある配布ルールを定義します。

6［次へ］をクリックして、Agentの MSIアプリケーションオブジェクトを、配布先
であるユーザまたはワークステーションに関連付けます。

7［次へ］をクリックし、アプリケーションオブジェクトの設定を確認したら、［終
了］をクリックしてアプリケーションオブジェクトを作成します。

重要 : エージェント MSI(または何らかの MSIパッケージ )を Novell Application Launcherを使って

配布する前に、Agentの MSIアプリケーションオブジェクトが［強制キャッシュ］に設定されており、

eDirectoryと Active Directory(使用されている場合 )で、ローカルワークステーション上のユーザ

のアカウント情報が同期されていることを確認することをお勧めします。

MSIアプリケーションオブジェクトの作成に関する詳細については、『ZENworks 6.5 
Desktop Management管理ガイド』の「Windows Installer (.MSI)ファイルからアプリ
ケーションオブジェクトを作成する」を参照してください。

MSIアプリケーションオブジェクトにおけるインストール対象機能の変更

ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェントの MSIパッケージより、デフォルトで次
のすべての機能がインストールされます。

!［アプリケーション管理］: Novell Application Launcherを使用することにより、
管理者がインストールして管理できるワークステーションアプリケーションに、
ユーザがアクセスできるようにします。
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! Workstation Manager: 管理者が eDirectoryを使って、ワークステーションを設定、
管理できるようにします。

! ワークステーションインベントリ (Workstation Inventory): スキャンされたワー
クステーションから管理者がハードウェアとソフトウェアのインベントリ情報を収
集できるようにします。この機能を選択すると、Workstation Managerがデフォル
トで選択されます。

!［リモート管理］: 管理者が管理コンソールからリモートワークステーションを管
理できるようにします。

! ミラードライバ : ビデオアダプタを独立して使用し、他のリモートコントロールソ
リューションと共存させることができます。この機能が選択されていると、MSIイ
ンストールでは、ビデオドライバのチェックが無視され、Windowsのすべてのメッ
セージが非表示になります。ミラードライバを必要としない場合は、選択を解除で
きます (最適化が無効になります )。 

注 : Mirror Driverは、まだ Microsoftによって署名されていません。

! ワークステーションイメージング (Workstation Imaging): 管理者が、ワークス
テーションのハードドライブのイメージを取得し、それをネットワークを介して他
のワークステーションに配置できるようにします。

このデフォルトのインストールを変更する場合、MSI機能を、zfdagent.msiアプリ
ケーションオブジェクトのパブリックプロパティとして追加できます。次の手順を使
用して、インストール対象機能のリストを変更します。

1 アプリケーションオブジェクトの［MSI］タブの［プロパティ］ページで、［追加］
をクリックして、［追加するプロパティを選択してください］ダイアログボックス
を表示します。

2［値の名前］フィールドに、プロパティ名として「ADDLOCAL」(すべて大文字 )と
入力し、［値のデータ］フィールドでプロパティの値を指定します。プロパティ値
として次の機能名を 1つ以上使用します。

! ApplicationLauncher

! WorkstationManager

! RemoteManagement

! MirrorDriver (このプロパティは、RemoteManagementプロパティを追加しなけ
れば機能しません )

! Imaging

! インベントリ (Inventory)

コンマ (スペースなし )で区切ることにより、これらの値を 2つ以上リストに追加
できます。たとえば、Application Launcherと Workstation Managerを機能として
追加する場合、プロパティとして「ADDLOCAL」と入力し、そのプロパティの値とし
て ApplicationLauncherと WorkstationManagerを入力します。

3［OK］をクリックして、プロパティを［プロパティ］リストに追加します。
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Agentの MSIアプリケーションオブジェクトに対するプロパティの追加

次の表に、変更可能なその他のプロパティとその値 (値に対する定義を含む )の一覧
を示しています。この表に示されるプロパティで値が指定されていない場合、MSIパッ
ケージはデフォルト値を使用します。

プロパティ 値 意味

ADDLOCAL ! WorkstationManager

! ApplicationLauncher

! RemoteManagement

! MirrorDriver

! インベントリ
(Inventory)

! Imaging

インストールする機能をカンマで区切った一覧。

LOGIN_PASSIVE_MODE 0 ユーザログイン時に Novellログインを表示します。

1 デフォルトです。ユーザログイン時に標準の Microsoftログイン
を表示します。

注 : ダイナミックローカルユーザを使用する場合、このプロパティに、値ゼロ (0)を割り当
てる必要があります。

EDITABLE_MT_ADDRESS 1 認証が行われる ZENworks Middle Tierの IPアドレスをユーザが
変更できるようにします。Novell Clientがインストールされて
いない場合のみ利用できます。

0 デフォルトです。ユーザは Middle Tierのアドレスを指定するこ
とができません。

このプロパティ用の値は、Novell Clientがワークステーションにインストールされていない
場合のみ有効です。Novell Clientがすでにインストールされている場合、zfdagent.msiを
インストールしてもその設定は有効になりません。

zfdagent.msiのインストール後に Novell Clientが削除されると、これらの設定は有効にな
ります。

 STARTUP_APPEXPLORER 1 Windows起動時に Application Explorerを起動します。

0 デフォルトです。Windows起動時に Application Explorerを起動
しません。

STARTUP_APPWINDOW 1 Windows起動時に Application Windowを起動します。

0 デフォルトです。Windows起動時に Application Windowを起動し
ません。

MT_SERVER_ADDRESS このプロパティは、ZENworks Middle Tier Serverの IPアドレスまたは DNS名を指定します。
Middle Tier Serverを使用していない場合、このプロパティを指定する必要はありません。

HTTP_PORT 0-65536 このプロパティは、Middle Tier Serverと通信する場合にデスク
トップ管理エージェントによって使用される HTTPポートを指定
します。Middle Tier Serverを使用している場合、このプロパ
ティを追加して、その値を定義する必要があります。

80 デフォルトの HTTPポートです。
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手動によるデスクトップ管理エージェントのインストール

一度に 1つのワークステーションをインストールする場合、手動で zfdagent.msiをイ
ンストールすることができます。詳細については、100 ページの ｢手動によるデスク
トップ管理エージェントのインストール｣を参照してください。

手動でコマンドラインパラメータおよび MSIインストールプロパティを入力した場合、
パラメータフィールドの表示例は次のようになります。

/i zfdagent.msi /qb STARTUP_APPEXPLORER=1 

アプリケーションオブジェクトの［パラメータ］フィールドには、行の長さに関する
制限が設定されているため、多数の MSIインストールプロパティを追加できない場合
があります。この制限を回避するには、次に示す 2つの方法のいずれかを実行します。 

! InstallShield* AdminStudio ZENworks Editionを使用して、.mstファイルを作成
します。

InstallShield AdminStudioの使用に関する詳細については、『InstallShield 
AdminStudio ZENworks Editionインストールガイド』を参照してください。

! Microsoft MSIエディタ (orca.exe)を使用することにより、zfdagent.msiファイル
のプロパティテーブルを編集して、必要になるすべてのデスクトップ管理エージェ
ント MSIインストールプロパティを追加します。新たに追加されたすべてのプロパ
ティを含む、編集済みの MSIをインストールすることができます。 

orca.exeのインストール方法と使用方法に関する詳細については、Microsoftサ
ポート Webサイト (http://support.microsoft.com)のマイクロソフト サポート技
術情報 255905 (http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=KB;en-
us;255905&)を参照してください。

NAL_SINGLE_TREE 1 Novell Application Launcherが、1つのツリー内のアプリケー
ションにしかアクセスできないよう制限します。

0 デフォルトです。Application Launcherがアプリケーションにア
クセスするのに複数のツリーにアクセスできるようにします。

ZENWORKS_TREE 任意のツリー名 このプロパティにより、eDirectoryツリーを ZENworksツリーと
して使用するよう指定することができます。

! Workstation Managerがインストールされている場合、このプ

ロパティで指定されたツリーが、Workstation Managerによる
ポリシーの検索対象ツリーになります。 

! NAL_SINGLE_TREEプロパティが設定され、Novell Application 

Launcherがインストールされている場合、このツリーは、
Application Launcherがアプリケーションを検索する唯一の
ツリーになります。

プロパティ 値 意味
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19 ZENworks for Desktops 4.xからのアップグレード

次の節では、Novell® ZENworks® for Desktops 4 SP1bまたは ZENworks for Desktops 
4.0.1 (以下では 2つとも ZENworks for Desktops 4.xと表記 )から ZENworks 6.5 
Desktop Managementにアップグレードする際に役立つ情報について説明します。正し
くアップグレードするには、次の順序で作業を行います。

1. 247 ページの ｢ ZENworks 6.5をインストールするための前提条件の確認｣

2. 247 ページの ｢ eDirectoryの確認｣

3. 248 ページの ｢ eDirectoryスキーマの拡張｣

4. 250 ページの ｢ ConsoleOneのアップグレード｣

5. 251 ページの ｢ ZENworks for Desktop 4.x Serverのアップグレード｣

6. 268 ページの ｢ Middle Tier Serverのアップグレード｣

7. 273 ページの ｢ワークステーションのアップグレード｣

ZENworks 6.5をインストールするための前提条件の確認

ネットワークのワークステーションおよびサーバが必要な前提条件を満たしているこ
とを確認します。詳細については、27 ページの ｢準備｣を参照してください。

eDirectoryの確認

ZENworks 6.5の属性を使ってディレクトリスキーマを拡張する前と後の両方について、
eDirectoryTMツリーの状態を確認する必要があります。状態の確認に必要な情報につ
いては、次のリソースを参照してください。

! Novell Support Webサイトから利用可能な、Directory Health Check Procedures - 
Cross Platform - TID 10060600 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/
searchtid.cgi?/10060600.htm)

! Novell Support Webサイトから利用可能な、Checking the OS and DS Health for 
Inconsistent ZENworks behavior - TID 10062741 (http://support.novell.com/
cgi-bin/search/searchtid.cgi?/10062741.htm)

! eDirectory Cool Solutions (http://www.novell.com/coolsolutions/nds)
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eDirectoryスキーマの拡張

ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールプログラムによって、新しい ZENworks 
6.5の属性に合わせて eDirectoryスキーマが拡張されます。このスキーマ拡張は追加
形式であり、ZfD 4.xの拡張は削除されません。スキーマ拡張は元に戻すことができな
い処理です。

ZENworks 6.5 Desktop Managementのインストールは、サポートされているバージョン
の Windowsおよび Novell ClientTMがインストールされているワークステーションで実
行する必要があります。3 章 29 ページの ｢インストールに使用する Workstationの条
件｣を参照してください。

1 インストールを実行するワークステーションから、スキーマを拡張する
eDirectoryツリーに対して管理者権限を持つユーザとして eDirectoryで認証を受
けます。

2 Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDをワークステーションの CDドライブ
に挿入して、ZENworks 6.5インストールプログラムを自動実行します。

インストールプログラムが自動的に実行されない場合は、CDのルートから
winsetup.exeを起動します。

3［デスクトップ管理］を選択し、［英語］を選択して［ZENworks Desktop 
Management］ページを表示します。
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4［Schema Extensions and Product Licensing(スキーマの拡張と製品のライセンス
契約 )］を選択して、スキーマ拡張プログラムを起動します。

5［ソフトウェア使用許諾契約］ダイアログボックスで、［受諾］を選択し、［次へ］
をクリックします。

6［オブジェクト作成用 eDirectoryツリー］ダイアログボックスで、スキーマを拡張
するツリーを選択し、［次へ］をクリックします。

7［ZENworksライセンス］ダイアログボックスで、ZENworksソフトウェアに添付され
ているライセンスコードを入力し、［次へ］をクリックします。

ライセンスコードがない場合でも、ZENworksソフトウェアをインストールできま
す。ソフトウェアのすべての機能がインストールされ、90日間の評価期間中、使
用できます。この評価期間中、または評価期間後に、もう一度インストールプログ
ラムを実行し、［Schema Extensions and Product Licensing(スキーマの拡張と製
品のライセンス契約 )］オプションを使用してライセンスコードを入力できます。

8［インストール概要］ダイアログボックスで、［完了］をクリックしてスキーマを拡
張します。

9 (省略可能 )［ZENworks Schema Extension completion(ZENworksスキーマ拡張の完
了 )］ダイアログボックスで、［ログファイルの表示］をクリックして適用された
拡張を確認します。

10［ZENworks Schema Extension completion(ZENworksスキーマ拡張の完了 )］ダイア
ログボックスで、［OK］をクリックします。

11 eDirectoryの状態確認を実行します。247 ページの ｢ eDirectoryの確認｣を参照し
てください。
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ConsoleOneのアップグレード

ZENworks 6.5 Desktop Managementを使用するには、ConsoleOne®バージョン 1.3.6が
必要です。

ZfD 4.xでは、サーバに ZfD 4.xスナップインをインストールするために、ZfD 4.x 
Serverに ConsoleOneがインストールされている必要がありました。必要に応じて、
ワークステーションから ConsoleOneを実行するために、ConsoleOneディレクトリを
サーバからワークステーションにコピーできます。

ZENworks 6.5では、デスクトップ管理スナップインを Desktop Management Server上
の ConsoleOneディレクトリと、ローカルワークステーション上の ConsoleOneディレ
クトリの両方にインストールできます。デフォルトでは、スナップインはサーバを 4.x
から 6.5にアップグレードするときにサーバにインストールされます。

ConsoleOneをバージョン 1.3.6にアップグレードするときには、次の点を確認する必
要があります。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementの管理に使用するすべての場所にインストール
します。

! 少なくとも1つのConsoleOneのインストールには、ZfD 4.xスナップインを残してお
きます。これによって、アップグレード処理中に ZfD 4.xを管理し続けることがで
きます。

ConsoleOneをアップグレードするには

1 (省略可能 ) ZfD 4.xスナップインを含む ConsoleOneのインストールのコピーを少
なくとも 1つ作成します。

ConsoleOne 1.3.6は ZfD 4.xスナップインをサポートしています。このスナップイ
ンを含む現在の ConsoleOneのコピーを作成するか、このスナップインを含む
ConsoleOne 1.3.6のコピーを作成する (ステップ 3を参照 )か、またはその両方
を実行するかを選択できます。

たとえば、ZfD 4.x Serverに ConsoleOne 1.3.5がインストールされており、ZfD 
4.xスナップインが sys:\public\mgmt\consoleone\1.2ディレクトリにあるとき
に、このインストールのコピーを保持したい場合は、
sys:\public\mgmt\consoleone\zfd4ディレクトリを作成し、1.2ディレクトリのす
べてのファイルおよびサブディレクトリを zfd4ディレクトリにコピーします。

2 ConsoleOne 1.3.6をローカルワークステーションまたは ZfD 4.x Serverにインス
トールします。手順は次のとおりです。 

2a Novell ZENworks 6.5 Companion 1 CDをワークステーションの CDドライブに挿
入して、ZENworks 6.5インストールプログラムを自動実行します。

インストールプログラムが自動的に実行されない場合は、CDのルートから
winsetup.exeを起動します。

2b［Companion Programs and Files(Companionプログラムおよびファイル )］を選
択します。

2c［Novell ConsoleOne］を選択して、ConsoleOne 1.3.6インストールプログラム
を起動します。

2d 画面の指示に従って、ConsoleOneを ...\consoleone\1.2ディレクトリにイン
ストールします。
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インストールが完了すると、...\consoleone\1.2ディレクトリには ConsoleOne 
1.3.6が保存されています。ConsoleOneを ZfD 4.xスナップインがある場所にイン
ストールした場合は、4.xスナップインも機能します。

3 (省略可能 ) ZfD 4.xスナップインを含む ConsoleOne 1.3.6のコピーを保持する場
合は、ステップ 2で作成したインストールを別の場所にコピーします。

重要 : ZfD 4.xがインストールされている eDirectoryツリーを管理する場合は、ConsoleOneと ZfD 

4.xスナップインを使用する必要があります。ZENworks 6.5 Desktop Managementがインストールされ

ている eDirectoryツリーを管理する場合は、ConsoleOneと ZENworks 6.5スナップインを使用する必

要があります。

6.5スナップインを使用して ZENworks 4.xオブジェクトを管理しようとすると、6.5のライセンスが

すでにインストールされていてもインストールを要求され、ZENworksのプロパティページを管理でき

ません。

ZENworks for Desktop 4.x Serverのアップグレード

ZENworks 6.5 Desktop Management Serverインストールプログラムを使用することに
よって、ZfD 4.x Serverをアップグレードします。 

アプリケーション管理 (Application Management)、ワークステーション管理
(Workstation Management)、リモート管理 (Remote Management)、およびワークステー
ションイメージング (Workstation Imaging)コンポーネントのアップグレード処理は
非常に容易で、アップグレード時に計画しなければならない点はほとんどありません。

ワークステーションインベントリ (Workstation Inventory)のアップグレード処理は、
インベントリソフトウェアおよびデータベースを使用するサーバの数によって、複雑
になる場合があります。

次の 2つの節の説明に従って、インベントリのアップグレードと残りのアップグレー
ドを別に計画することをお勧めします。

! 251 ページの ｢アプリケーション管理、ワークステーション管理、リモート管理、
およびワークステーションイメージングのアップグレード｣

! 260 ページの ｢ワークステーションインベントリのアップグレード｣

アプリケーション管理、ワークステーション管理、リモート管理、およびワークス
テーションイメージングのアップグレード

ZENworks 6.5アプリケーション管理、ワークステーション管理、リモート管理、およ
びワークステーションイメージングソフトウェアを使用して、ZfD 4.x Serverをアッ
プグレードするには、次の節で説明する手順に従います。

! 252 ページの ｢ソフトウェアのインストール｣

! 254 ページの ｢アプリケーション管理のアップグレードの完了｣

! 258 ページの ｢ワークステーション管理のアップグレードの完了｣

! 258 ページの ｢リモート管理のアップグレードの完了｣

! 259 ページの ｢ワークステーションイメージングのアップグレードの完了｣

ZENworks 6.5ワークステーションインベントリを使用して、ZfD 4.x Serverをアップ
グレードする手順については、260 ページの ｢ワークステーションインベントリのアッ
プグレード｣を参照してください。
ZENworks for Desktops 4.xからのアップグレード 251



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
ソフトウェアのインストール

アップグレードインストールの手順は新規インストールの場合と同じです。次の手順
では、インストールプログラムを起動し、アップグレード特有の項目を選択する必要
がある部分についてのみ説明します。インストールの詳細については、7 章 51 ページ
の ｢ ZENworks Desktop Management Serverのインストール｣を参照してください。

1 インストールを実行するワークステーションから、ZENworks 6.5用にスキーマを
拡張した eDirectoryに対して管理者権限を持つユーザとして eDirectoryで認証を
受けます。248 ページの ｢ eDirectoryスキーマの拡張｣を参照してください。

2 Novell ZENworks 6.5 Desktop Management CDをワークステーションの CDドライブ
に挿入し、ZENworks 6.5インストールプログラムを自動実行します。

インストールプログラムが自動的に実行されない場合は、CDのルートから
winsetup.exeを起動します。

3［デスクトップ管理］を選択し、［英語］を選択して［ZENworks Desktop 
Management］ページを表示します。
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4［デスクトップ管理サービス］を選択して、ZENworks Desktop Management Server
インストールプログラムを起動します。

5 画面の指示に従ってアップグレードするサーバを追加し、次のように［サーバ選
択］ページを表示しておきます。
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6 サーバにインストールしないコンポーネントの選択を解除します。

たとえば、ワークステーションインベントリをまだアップグレードしない場合は、
［インベントリデータベース］、［インベントリサーバ］、および［インベントリプロ
キシサーバ］の選択を解除します。コンポーネントを選択すると、［コンポーネン
トの説明］ボックスに説明が表示されます。

7 (省略可能 ) インストールプログラムで、ターゲットサーバが ZENworks 6.5の前
提条件を満たしているかどうかを確認しない場合は、［前提条件チェック］オプ
ションの選択を解除します。

［前提条件チェック］オプションを選択したときに、ターゲットサーバが前提条件
を満たしていない場合は、サーバをアップグレードするか、このオプションの選択
を解除してインストールプログラムを再実行するまで、そのサーバに対してインス
トールは実行されません。

8［次へ］をクリックし、画面の指示に従ってソフトウェアをインストールします。

9 次の節の手順に従って、アップグレード処理を完了します。

! 254 ページの ｢アプリケーション管理のアップグレードの完了｣

! 258 ページの ｢ワークステーション管理のアップグレードの完了｣

! 258 ページの ｢リモート管理のアップグレードの完了｣

! 259 ページの ｢ワークステーションイメージングのアップグレードの完了｣

アプリケーション管理のアップグレードの完了

次の節では、ZENworks Desktop Managementのアプリケーション管理コンポーネント
のアップグレードを完了するための手順を説明します。

! 254 ページの ｢ターミナルサーバアプリケーションの管理｣

! 256 ページの ｢システム要件から配布ルールへの移行｣

ZENworks 6.5 Desktop Managementのアプリケーション管理の新機能については、
17 章 199 ページの ｢ ZENworks 6.5 Desktop Managementの変更点と新機能｣を参照
してください。

ターミナルサーバアプリケーションの管理

ZENworks 6.5では、次の一覧表に示されているように、ZENworks for Desktops 4.x
ターミナルサーバアプリケーションで利用できた一部の機能が削除され、いくつかの
新機能が追加されています。
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重要 : この情報は、ZENworks 6 DeFrameTMには該当しません。ターミナルサーバアプリケーションソリュー
ションとして ZENworks 6 DeFrameを使用している場合は、21 章 279 ページの ｢ ZENworks 6 DeFrameから

のアップグレード｣のアップグレード情報を参照してください。

このような変更の結果として、アップグレード時に次の点に注意する必要があります。

! デスクトップ管理エージェント : デスクトップ管理エージェントのサポートは次の
とおりです。

! ZfD 4.x 管理エージェントは、ZfD 4.xのターミナルサーバアプリケーションで
のみ機能します。この管理エージェントは、ZENworks 6.5のターミナルサーバ
アプリケーション (ConsoleOneの ZENworks 6.5スナップインで作成したター
ミナルサーバのアプリケーションオブジェクト )では機能しません。

! ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェントは、ZfD 4.xと ZENworks 6.5のどち
らで作成したターミナルサーバアプリケーションでも機能します。

! ConsoleOne: ConsoleOneのサポートは次のとおりです。

! ZfD 4.xターミナルサーバのアプリケーションオブジェクトは、ConsoleOneの
ZENworks 6.5スナップインを使用して管理できません。ZfD 4.xターミナル
サーバのプロパティは eDirectory内に存在していますが、ZENworks 6.5ス
ナップインでは表示されません。ZfD 4.xターミナルサーバのアプリケーショ
ンオブジェクトを管理するには、ConsoleOneの ZfD 4.xスナップインを使用す
る必要があります。

! ZENworks 6.5ターミナルサーバのアプリケーションオブジェクトは、
ConsoleOneの ZfD 4.xスナップインを使用して管理できません。ZfD 4.xスナッ
プインでは、ZENworks 6.5ターミナルサーバのプロパティは表示されません。

削除された機能 追加された機能

RDPアプリケーション :

! 圧縮

! シームレスウィンドウ

RDPアプリケーション : 

! 色の定義 (256色、ハイカラー 15ビット、ハイカラー 16ビッ

ト、およびハイカラー 24ビット )

! リモートデスクトップサイズの定義 (解像度の設定 )

! サーバの RDPポートの定義

! サーバのドメインの定義

ICAアプリケーション :

! ターミナルサーバのアプリケーションオブジェクトからでは
なく、Citrixから読み込んだすべての設定による Citrix機
能のフルサポート

RDPおよび ICAアプリケーション :

! ZENworksダイナミックローカルユーザポリシーのサポート
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前に示した詳細に基づいて、円滑に移行するために次の手順に従うことをお勧めします。

1 すべてのワークステーションを ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェントに
アップグレードするまでは (273 ページの ｢ワークステーションのアップグレード｣
を参照 )、既存のすべての ZfD 4.xターミナルサーバアプリケーションを保持し、
ConsoleOneの ZfD 4.xスナップインを使用して新しいターミナルサーバアプリ
ケーションを作成します。これによって、ワークステーションにインストールされ
ているデスクトップ管理エージェントのバージョンに関係なく、すべてのユーザが
引き続きターミナルサーバアプリケーションにアクセスできます。

2 すべてのアプリケーションを ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェントにアッ
プグレードした後、ConsoleOneの ZENworks 6.5スナップインを使用して、手動で
ZfD 4.xターミナルサーバアプリケーションを再作成します。

ZfD 4.xターミナルサーバのアプリケーションオブジェクトから、ZENworks 6.5
ターミナルサーバのアプリケーションオブジェクトに情報を移動するための自動的
な移行処理はありません。ZfD 4.xのアプリケーションオブジェクトを ZENworks 
6.5のアプリケーションオブジェクトとして手動で再作成するには

2a ConsoleOneで、アプリケーションオブジェクトの作成先のコンテナを右ク
リックします。次に、［新規］をクリックし、［アプリケーション］をクリッ
クします。

2b［新しいアプリケーションオブジェクト］ダイアログボックスで、［ターミナル
サーバアプリケーション］オプションを選択し、［次へ］をクリックします。

2c 画面の指示に従ってアプリケーションオブジェクトの作成を完了します。

ターミナルサーバのアプリケーションオブジェクトの作成については、
『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケーション管理」
の「配布 : ターミナルサーバアプリケーション」にある「eDirectoryでのア
プリケーションの設定」を参照してください。

3 新しい ZENworks 6.5ターミナルサーバアプリケーションを作成した後、古い ZfD 
4.xターミナルサーバアプリケーションを削除します。

または

ワークステーションで ZfD 4.xデスクトップ管理エージェントを実行し続けること
によって環境内の Windows NT 4.0ワークステーションをサポートする場合は、ZfD 
4.xターミナルサーバアプリケーションを削除しないでください。ZfD 4.xと
ZENworks 6.5の両方のバージョンを保持し、ConsoleOneのそれぞれに対応する
ZENworksスナップインを使用して各バージョンを管理する必要があります。

システム要件から配布ルールへの移行

ZfD 4.xのシステム要件は、強化された機能を反映し、以前のシステム要件と区別する
ために、配布ルールという名前に変更されました。ZENworks 6.5の配布ルールは、
AND/ORのブール演算子と要件のグループ化を使用することによって、より柔軟な配布
の条件をサポートしています。ZfD 4.xでは、すべてのシステム要件について AND演算
子が使用され、要件をグループ化する機能はありませんでした。

ZENworks 6.5 (またはそれ以降の )バージョンの Novell Application LauncherTMでの
み、配布ルールで新しい演算子のロジックおよびグループ化を処理できます。した
がって、ZfD 4.x Application Launcherとの後方互換性を維持するために、既存のシ
ステム要件は、eDirectoryツリーのスキーマをアップグレードする際に、レガシーシ
ステム要件として保持されます。ZfD 4.x Application Launcherと ZENworks 6.5 
Application Launcherはどちらもレガシーシステム要件を処理できるので、ユーザは、
使用する Application Launcherのバージョンに関係なく、レガシーシステム要件のア
プリケーションを使用し続けることができます。
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レガシーシステム要件から配布ルールに移行する場合は、次の点に注意する必要があ
ります。

! 配布ルールは、アプリケーションオブジェクトの［配布ルール］ページ (アプリ
ケーションオブジェクト >［可用性］タブ >［配布ルール］ページ )で定義され
ます。

! レガシーシステム要件は、［配布ルール］ページで、［レガシー］ボタンをクリック
し、［レガシー設定を編集する］をクリックすることによって利用できます。この
オプションを使用して、既存のレガシーシステム要件を編集したり、新しいレガ
シーシステム要件を追加したりできます。たとえば、ZfD 4.x Application 
Launcherを実行しているワークステーションで利用できる新しいアプリケーショ
ンオブジェクトを作成するような場合です。

! レガシーシステム要件を持ち、配布ルールを持たないアプリケーションの［配布
ルール］ページにアクセスすると、要件を配布ルールにインポートするかどうかを
確認するメッセージが表示されます。要件をインポートしないことを選択した場合
でも、後で［配布ルール］ページの［レガシー設定をインポートする］オプション
を使用してインポートできます。

! レガシーシステム要件を配布ルールにインストールするか、手動で配布ルールを定
義すると、ZENworks 6.5 Application Launcherでは配布ルールだけが処理されま
す。レガシーシステム要件は無視されます。ただし、ZfD 4.x Application 
Launcherでは、新しい配布ルールは認識されないので、レガシーシステム要件が
処理されます。したがって、配布ルールを使用し、ワークステーションで ZfD 4.x 
Application Launcherも実行する場合は、配布ルールのリストとレガシーシステ
ム要件のリストの両方を維持する必要があります。

! 配布ルールに対する変更内容は、レガシーシステム要件には追加されません。同様
に、レガシーシステム要件に対する変更内容は配布ルールに追加されません。

! 配布ルールを定義し、レガシーシステムルールをインポートする場合、既存の配布
ルールはレガシーシステムルールによって上書きされます。

! アプリケーションが利用できるようになる前に定義されていたオペレーティングシ
ステムの要件は削除されます。ZfD 4.xでは、アプリケーションを配布および起動
できるようにするには、システム要件で OSプラットフォームを定義しておく必要
がありました。この要件は削除されました。新しい動作では次のようなロジックが
使用されます。アプリケーションが特定のオペレーティングシステムのみで実行す
る場合、オペレーティングシステムの配布ルールを定義する必要があります。アプ
リケーションが特定のオペレーティングシステムを必要としない場合は、配布ルー
ルを定義する必要はありません。オペレーティングシステムの配布ルールが定義さ
れていないアプリケーションはデフォルトで、サポートの対象になるすべてのプ
ラットフォーム (Windows 98、Windows 2000、および Windows XP)で利用できます。

このような詳細を考慮して、システム要件から配布ルールへの円滑な移行のために次
の手順をお勧めします。

1 各アプリケーションオブジェクトについて、レガシーシステムルールを配布ルール
にインポートします。必要に応じて、ルールを変更します。

2 ZfD 4.x Application Launcherを使用するワークステーションをサポートするため
に、レガシーシステム要件を保持します。

3 アプリケーションの配布条件が変更された場合は、配布ルールとレガシーシステム
要件の両方を変更し、ZENworks 6.5と ZfD 4.xの両方の Application Launcherが
配布条件を適用できるようにします。
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4 すべてのワークステーションが ZENworks 6.5 Application Launcherにアップグ
レードされた後 (273 ページの ｢ワークステーションのアップグレード｣を参照 )、
レガシーシステム要件を削除します。

または

ワークステーションで ZfD 4.xデスクトップ管理エージェントを実行し続けること
によって環境内の Windows NT 4.0ワークステーションをサポートする場合は、レ
ガシーシステム要件を削除しないでください。レガシーシステム要件と配布ルール
の両方を保持する必要があります。

配布ルールとレガシーシステム要件の詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop 
Management管理ガイド』の「アプリケーション管理」の「［配布ルール］ページ」を参
照してください。

ワークステーション管理のアップグレードの完了

eDirectoryツリーを ZENworks 6.5 Desktop Managementスキーマに合わせて拡張した
ときに (248 ページの ｢ eDirectoryスキーマの拡張｣を参照 )、新しい ZENworks 6.5ポ
リシー属性が追加されています。既存の ZfD 4.xのポリシーは ZENworks 6.5のポリ
シーに移行され、ZENworks 6.5スナップインで管理できます。ポリシーをアップグ
レードするために、その他のアクションは必要ありません。

ZfD 4.x Workstation Managerは、ZENworks 6.5ポリシーを適用し続けます。ただし、
新しいポリシー機能は、ワークステーションが ZENworks 6.5 Workstation Managerに
アップグレードされるまでは利用できません。このアップグレードは、ZENworks 6.5
デスクトップ管理エージェントをインストールするときに実行されます。239 ページ
の ｢管理対象ワークステーションのアップグレード｣を参照してください。

ワークステーション管理の新機能については、17 章 199 ページの ｢ ZENworks 6.5 
Desktop Managementの変更点と新機能｣を参照してください。

ZENworks 6.5のポリシーの管理および使用の詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop 
Management管理ガイド』の「ワークステーション管理」を参照してください。

リモート管理のアップグレードの完了

eDirectoryツリーのスキーマを ZENworks 6.5用に拡張し、ConsoleOne 1.3.6および
ZENworks 6.5デスクトップ管理スナップインをインストールした後、ConsoleOne 
1.3.6のリモート管理機能を使用して、ZfD 4.xまたは ZENworks 6.5リモート管理エー
ジェントがインストールされたワークステーションでリモート操作を実行できます。

スタンドアロンリモート管理コンソールを使用している場合、ZfD 4.xリモート管理コ
ンソールを使用し続けることも、ZENworks 6.5リモート管理コンソールにアップグ
レードすることもできます。リモート管理コンソールは、Novell ZENworks 6.5 
Companion 2 CDに収められています。リモート管理コンソールをインストールするに
は、CD上の winsetup.exeを起動し、［Companion Programs and Files(Companionプロ
グラムおよびファイル )］を選択します。次に、［詳細］ボタンをクリックし、
［Inventory and Remote Management Console(インベントリとリモート管理コンソール
)］を選択します。

リモート管理をアップグレードするために、その他のアクションは必要ありません。

リモート管理の新機能については、17 章 199 ページの ｢ ZENworks 6.5 Desktop 
Managementの変更点と新機能｣を参照してください。

リモート管理の使用の詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイ
ド』の「リモート管理」を参照してください。
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ワークステーションイメージングのアップグレードの完了

ZfD 4.x Serverを ZENworks 6.5にアップグレードした後、ワークステーションイメー
ジングのアップグレードを完了するには、次の作業を行います。

! 259 ページの ｢スタンドアロンイメージングサーバのアップグレード｣

! 259 ページの ｢ワークステーションイメージングエンジンのアップグレード｣

ワークステーション管理の新機能については、17 章 199 ページの ｢ ZENworks 6.5 
Desktop Managementの変更点と新機能｣を参照してください。

ZENworks 6.5のポリシーの管理および使用の詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop 
Management管理ガイド』の「ワークステーションインベントリ」を参照してください。

スタンドアロンイメージングサーバのアップグレード

スタンドアロンイメージングサーバを使用している場合は、インストールプログラム
を実行して、サーバ上のイメージングソフトウェアをアップグレードする必要があり
ます。252 ページの ｢ソフトウェアのインストール｣の手順に従ってください。
［Software Selection(ソフトウェア選択 )］ページが表示されたら、［イメージング
サーバ］と［PXEサーバ］を除くすべてのオプションの選択を解除します。

ワークステーションイメージングエンジンのアップグレード

ZfD 4.xイメージングエンジンは、ZENworks 6.5イメージングサーバと通信できませ
ん。ワークステーション上のイメージングエンジンをアップグレードする方法は、使
用するイメージングブート方法によって異なります。

! 起動前サービス (Preboot Services) (PXE): 必要な操作はありません。ワークス
テーションのイメージングエンジンは、次回、イメージングエンジンが ZENworks 
6.5イメージングサーバにアクセスしたときに ZfD 4.xから ZENworks 6.5に更新さ
れます。

! Linuxパーティション : 必要な操作はありません。ワークステーションのイメージ
ングエンジンは、次回、イメージングエンジンが ZENworks 6.5イメージングサー
バにアクセスしたときに ZfD 4.xから ZENworks 6.5に更新されます。

ZENworks 6.5では、Linuxパーティションは最低 50MBでなければならないことに
注意してください。ワークステーションの Linuxパーティションがこのサイズを下
回っている場合は、パーティションのサイズを変更するか、代わりに起動前サービ
スを使用する必要があります。Linuxパーティションの使用から起動前サービスへ
の変更については、260 ページの ｢ Linuxパーティションから起動前サービスへの
移行｣を参照してください。

! ブートCDまたはディスク: ZENworks 6.5ソフトウェアを使用して新しいブートCDを
作成します。手順については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の
「ワークステーションイメージング」の「イメージングブート方法の準備」を参照
してください。
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Linuxパーティションから起動前サービスへの移行

起動前サービス (PXE)に移行して、ワークステーションの Linuxパーティションを使
用しないようにする場合は、次の手順に従ってください。

1 ネットワークサーバに ZENworks 6.5起動前サービスがインストールされているこ
とを確認します。 

詳しいインストールの手順については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガ
イド』の「ワークステーションイメージング」の「イメージングサーバの準備」を
参照してください。 

2 起動前サービスがネットワークカードで提供されている PXE、または psetupn.exe
を使用して作成した PXEブート可能フロッピーディスクのいずれかから機能してい
ることを確認します。

3 ConsoleOneで、Linuxパーティションを無効にします。手順は次のとおりです。

3a サーバポリシーパッケージオブジェクトを右クリックし、［プロパティ］をク
リックして、サーバポリシーパッケージのプロパティを表示します。

3b［一般］ページ (［ポリシー］タブ >［一般］ページ )で、［ZENworks Imaging 
Policy(ZENworksイメージングポリシー )］を選択し、［プロパティ］をクリッ
クします。

3c［Work To Do］タブ >［イメージングパーティション］の順にクリックし、［イ
メージングパーティション］ページを表示します。

3d［ZENworksイメージングパーティションがある場合は無効化する］オプション
を選択して、このオプションを有効にします。

3e［OK］をクリックして、［イメージングパーティション］ページを閉じます。

4［OK］をクリックして変更内容を保存します。 

Linuxパーティションは、ワークステーションのハードドライブでブート可能でない
パーティションになります。Linuxパーティションを削除する場合は、ワークステー
ション上のベースイメージを復元し、イメージオブジェクト内の既存の Linuxパー
ティションを削除するオプションを選択します。このオプションは、サーバポリシー
パッケージまたはワークステーションポリシーパッケージで参照できます。

ワークステーションインベントリのアップグレード

ワークステーションインベントリを ZENworks for Desktops 4.xから ZENworks 6.5に
アップグレードするには、次の作業を示されている順序で実行します。

1. 261 ページの ｢アップグレードを実行する前に確認すべき事項｣の情報を確認し
ます。

2. 262 ページの ｢アップグレードおよびデータベース移行の前に実行する必要がある
作業｣の説明に従って作業を行います。

3. 264 ページの ｢ ZENworks for Desktops 4.xインベントリデータベースのアップグ
レード｣の説明に従って作業を行います。

4. 265 ページの ｢ ZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバのアップグレード｣
の説明に従って作業を行います。

5. 266 ページの ｢手動での ZENworks for Desktops 4.xインベントリポリシーの移行
｣の説明に従って作業を行います。

6. 267 ページの ｢データベース移行後の作業｣の説明に従って作業を行います。
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アップグレードを実行する前に確認すべき事項

ZENworks for Desktops 4.xインベントリコンポーネントを ZENworks 6.5にアップグ
レードする前に、次の節で説明されている点を確認します。 

! 261 ページの ｢ Inventory Server ｣

! 261 ページの ｢ Inventory Agent ｣

! 262 ページの ｢管理コンソール｣

Inventory Server

! ZENworks 6.5インベントリサーバとZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバ
は同じ eDirectoryツリーに共存させることができます。 

! ZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバはインベントリデータを ZENworks 
6.5インベントリサーバにロールアップできますが、ZENworks 6.5インベントリ
サーバはインベントリデータを ZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバに
ロールアップできません。

インベントリデータをロールアップする場合は、ZENworks for Desktops 4.xイン
ベントリサーバを上の階層から順に ZENworks 6.5にアップグレードする必要があ
ります。最初にルートサーバ、次に中間サーバ、最後にリーフサーバをアップグ
レードします。

! ZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバおよび ZENworks 6.5インベントリ
サーバはどちらも、ZENworks 6.5にアップグレードした ZENworks for Desktops 
4.xロールアップポリシーを使用できます。

! ZENworks 6.5インベントリデータベースを直接ZENworks for Desktops 4.xインベン
トリサーバに接続しないでください。同様に、ZENworks for Desktops 4.xインベ
ントリデータベースを直接 ZENworks 6.5インベントリサーバに接続しないでくだ
さい。インベントリサーバとそのデータベースは同時にアップグレードします。サ
ポートされるデータベース (Sybase、Oracle、および MS SQL)はすべて移行できま
すが、ZENworks 6.5 Desktop Managementのインストールでは Sybaseデータベース
のみが自動的にアップグレードされます。

! ZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバとZENworks 6.5インベントリサーバ
で、同じインベントリデータベースに直接インベントリデータを格納しないでくだ
さい。

! ZENworks 6.5インベントリサーバはZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバ
の .zipファイルを処理できます。

! インベントリサーバを ZENworks 6.5にアップグレードした後、ZENworks for 
Desktops 4.xインベントリサーバの SCANDIRディレクトリにある ZENworks for 
Desktops 4.xの .strおよび .zipファイルを削除しないでください。

! ZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバをZENworks 6.5にアップグレードし
ても、インベントリサーバの役割は変更されません。

Inventory Agent

! ZENworks for Desktops 4.xインベントリエージェントは、ZENworks 6.5インベント
リサーバにインベントリデータを送信できます。つまり、データを ZENworks 6.5
インベントリデータベースに格納できます。

ZENworks 6.5インベントリエージェントは、ZENworks for Desktops 4.xインベン
トリサーバにインベントリデータを送信できません。つまり、データを ZENworks 
for Desktops 4.xインベントリデータベースに格納できません。
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インベントリサーバおよびデータベースをアップグレードするまで、ZENworks 6.5
インベントリエージェントをアップグレードしないでください (273 ページの ｢
ワークステーションのアップグレード｣を参照 )。

! ZENworks for Desktops 4.xインベントリエージェントおよびZENworks 6.5インベン
トリエージェントはいずれも、ZENworks 6.5にアップグレードされた ZENworks 
for Desktops 4.xインベントリポリシー、または ZENworks 6.5デスクトップ管理
スナップインで作成された ZENworks 6.5インベントリポリシーを使用できます。

! ZENworks for Desktops 4.xエージェントをワークステーションイメージングでイ
ンストールまたはアップグレードする場合は、必ず、未登録の ZENworks 6.5 
Desktop Managementワークステーションでイメージを取得してください。

管理コンソール

! ConsoleOneの ZENworks 6.5デスクトップ管理スナップインを使用して、ZENworks 
for Desktops 4.xと ZENworks 6.5の両方のインベントリデータとインベントリオ
ブジェクト (インベントリサービスオブジェクト、データベースオブジェクト、
ワークステーションインベントリポリシー、ロールアップポリシー、ディクショナ
リ更新ポリシー、データベースの場所ポリシーなど )を管理できます。

! ZENworks for Desktops 4.x ConsoleOneスナップインを使用して、ZENworks 6.5 
Desktop Managementのインベントリデータやインベントリオブジェクトを管理す
ることはできません。

! ZENworks for Desktops 4.xおよび ZENworks 6.5 Desktop Managementの両方のコン
ソールを使用して同じ ZENworks for Desktops 4.xインベントリオブジェクトを設
定しないでください。

アップグレードおよびデータベース移行の前に実行する必要がある作業

261 ページの ｢アップグレードを実行する前に確認すべき事項｣の説明を確認してから、
ZENworks for Desktops 4.xから ZENworks 6.5 Desktop Managementにアップグレード
する前に、次の作業を実行する必要があります。 

1. Inventory Serviceを停止します。

! NetWareインベントリサーバの場合 :サーバコンソールのプロンプトで、
「sys:\system\invstop.ncf」と入力します。

注 : Inventory Serviceを停止する際、Sybaseデータベースを自動的に停止させたくない場合は、

sys:\system\invstop.ncfファイルで Unload dbsrv8.nlm行をコメント化します。

! Windows 2000インベントリサーバの場合 :コントロールパネルで［管理ツール］
>［サービス］の順にダブルクリックし、［Novellインベントリサービス］を
選択して［停止］をクリックします。

2. インベントリデータベースを停止します。

Sybaseインベントリデータベースを停止するには

! NetWareの場合 :Sybaseコンソールのプロンプトで、<Q>キーを押します。

! Windows 2000の場合 :コントロールパネルで［管理ツール］>［サービス］の順
にダブルクリックし、［Novell Database - Sybase］を選択して、［停止］をク
リックします。
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3. ZENworks Webサーバを停止します。

! Windows NTの場合 :［コントロール パネル］の［サービス］をダブルクリック
し、［Novell ZFS Web Server］を選択して［停止］をクリックします。

! Windows 2000の場合 :［コントロール パネル］で［管理ツール］>［サービス］
の順にダブルクリックし、［Novell ZFS Web Server］を選択して［停止］をク
リックします。

4. 対象になる NetWareサーバで Javaがアンロードされていない場合は、java.nlmを
アンロードします (サーバコンソールで、「java -exit」と入力する )。

重要 : このコマンドにより、サーバで実行しているすべての Javaプロセスが停止します。ZENworks 

6.5 Desktop Managementを再インストールするときは、すべての Javaプロセスが停止していることを

確認してください。

5. 対象になる Windowsサーバで、［サービス］ウィンドウを閉じます。

6. ZENworks for Desktops 4.xデータベースのバックアップを作成し、保存したこと
を確認します。

7. ConsoleOneから ZENworks for Desktops 4.xデータベースにアクセスされていない
ことを確認します。

8. 推奨される ZENworks 6.5ワークステーションインベントリ要件を満たしているか
どうかを確認します。詳細については、27 ページの ｢準備｣を参照してください。

9. ZENworks for Desktops 4.xデータベースで Oracleを実行している場合は、移行前
に次の作業を行う必要があります。

1 データベースバッファキャッシュ用の実質的な容量として約 128MBを確保できるよ
う、inventory_database_installation_path\init.ora_path\init.oraの
db_block_buffersの値を設定します。

db_block_sizeの値が 4096である場合、最低値は 32768となる必要があります。こ
れにより、インベントリデータベースに対して 128MBのデータベースキャッシュが
割り当てられます。db_block_buffersの現在の値が、128MBよりも大きい場合は、
値を変更しないでください。

データベースの移行中、Oracleの SGA(Shared Global)メモリを 30～ 40%または
それ以上に設定することを推奨します。

2 インベントリデータベースが稼動していることを確認します。

3 ORA-01555およびロールバックセグメントに関連した他の問題によりデータベース
の移行およびその他データの保存が失敗する場合は、より大きなロールバックセグ
メントが必要になります。

ロールバックセグメントの値を増やすには、次の SQLスクリプトを実行して、ロー
ルバックセグメント (rbs)に他のデータファイルを追加し、Redoロググループを
追加します。

connect internal;

alter tablespace rbs add datafile 'Inventory_database_installation_path\rbs2.ora' size 
40M autoextend on next 50K maxsize 60M;

alter rollback segment rb0 storage (maxextents unlimited);

alter rollback segment rb1 storage (maxextents unlimited); 

ALTER DATABASE ADD LOGFILE GROUP 3 ('Inventory_database_installation_path\log3.ora') 
SIZE 50M;
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ZENworks for Desktops 4.xインベントリデータベースのアップグレード 

ZENworks 6.5 Desktop Management Serverのインストール時に、Sybaseをインストー
ルすることを選択し、データベースファイルを上書きすることを選択しなかった場合、
サーバのインストールプログラムは、既存の ZENworks for Desktops 4.xデータベース
エンジンだけを自動的にアップグレードします。Sybaseデータベースのアップグレー
ド中、既存のデータベースが移行可能であることを示すメッセージが表示されます。
［はい］を選択した場合、既存のデータベースは、新しい ZENworks 6.5 Desktop 
Managementデータベースファイルによって上書きされます。［No］を選択した場合、
Inventory Serviceが初めて開始されたときにデータベースの移行が実行されます。

インベントリデータベースをアップグレードするには、次の作業を実行する必要があ
ります。

1 ZENworks for Desktops 4.x Oracleデータベースオブジェクトが存在する場合や、
手動で Sybaseデータベースオブジェクトを作成した場合は、インベントリの移行
ツールを使用して手動でデータベースオブジェクトを移行する必要があります。詳
細については、265 ページの ｢手動によるデータベースオブジェクトの移行｣を参
照してください。

2 ZENworks for Desktops 4.xデータベースで Sybaseを実行している場合、Sybase
キャッシュの値 (-cパラメータ )がサーバのメモリの 25%以上に設定されているこ
とを確認します。

! NetWareデータベースサーバのデータベースキャッシュサイズを変更するには

1. インベントリデータベースに対する接続をすべて終了します。

2. Sybaseサーバを終了します。

3. sys:\systemディレクトリの mgmtdbs.ncfファイルを開きます。

4. -cパラメータを変更します。たとえば、-c 128Mはキャッシュサイズを
128MBに設定します。

5. ファイルを保存します。

6. サーバコンソールから、インベントリデータベースをロードします。
「MGMTDBS」と入力します。

! Windowsデータベースサーバのデータベースキャッシュサイズを変更するには

1. Sybaseサービスを停止します。Windows NTの場合、コントロールパネルで
［サービス］をダブルクリックし、［Novell Database - Sybase］を選択して
［停止］をクリックします。Windows 2000の場合、コントロールパネルで
［管理ツール］、［サービス］の順にダブルクリックし、［Novell Database - 
Sybase］を選択して［停止］をクリックします。

2.データベースサーバ上で、dbengineディレクトリから ntdbconfig.exeファ
イルを実行します。ntdbconfig.exeは、Windows NT/2000サーバで Sybase
を使用している ZENworksデータベース向けの ZENworksデータベース設定
ユーティリティです。このユーティリティを使用して、Sybaseサービスの
再設定を実行することができます。

3.-cパラメータを変更します。

4. ［OK］をクリックします。

5. Sybaseサービスを再起動します。Windows NTの場合、コントロールパネル
で［サービス］をダブルクリックし、［Novell Database - Sybase］を選択
して［開始］をクリックします。Windows 2000の場合、コントロールパネ
ルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブルクリックし、［Novell 
Database - Sybase］を選択して［開始］をクリックします。

3 ZENworks for Desktops 4.xデータベースで MS SQLを実行している場合、固定メモ
リの値がサーバメモリの 25%以上であることを確認します。
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重要 : Desktop Management Serverインストールプログラムを実行することによって、複数のインベントリ
サーバとデータベースサーバを同時にアップグレードできます。 

ただし、既存の ZENworks for Desktops 4.xワークステーションインベントリポリシー、データベースの場
所ポリシー、およびロールアップポリシーは手動で移行する必要があります。手動でデータベースオブジェ
クトを作成した場合は、データベースオブジェクトも移行する必要があります。ポリシーの移行方法に関す

る詳細については、265 ページの ｢手動によるデータベースオブジェクトの移行｣を参照してください。

手動によるデータベースオブジェクトの移行

1 ZENworks 6.5デスクトップ管理ワークステーションインベントリスナップインが
インストールされた ConsoleOneで、［ツール］>［ZENworksインベントリ］>［イ
ンベントリの移行］の順にクリックします。

2［Browse］をクリックして、移行の対象になるデータベースオブジェクト、または
こうしたオブジェクトを含んだコンテナを参照して選択します。

3 手順 2でコンテナを選択した場合、次の手順を実行します。

3a 選択したコンテナ内に存在するすべてのサブコンテナのデータベースオブジェ
クトを検索する場合は、［Search SubContainers］チェックボックスを選択し
ます。

［Search SubContainers］チェックボックスは、［Search Context］でコンテナ
を選択した場合にのみ利用できます。

3b 選択済みのコンテナに含まれる、移行対象のデータベースオブジェクトを検索
する場合は、［Search for Database Objects］チェックボックスを選択します。

このオプションは、［Search Context］でコンテナを選択した場合にのみ利用
できます。デフォルトでは、このオプションは選択されています。

3c［Find］をクリックします。

指定したコンテキストで検索されたすべての ZENworks for Desktops 4.xデー
タベースオブジェクトが、［レポート］パネルに表示されます。

4［Migrate］をクリックします。

5［Close］をクリックします。

ZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバのアップグレード

ZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバをアップグレードする前に、インベン
トリサービスを停止し、関連付けられたデータベースサーバをアップグレードしたこ
とを確認します。

ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバのインストール先のサーバがイ
ンストールの要件を満たしている場合は、ZENworks 6.5 Desktop Managementインベン
トリサーバをインストールすることによって、ZENworks for Desktops 4.xインベント
リサーバをアップグレードできます。ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリ
サーバをインストールする方法については、7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop 
Management Serverのインストール｣を参照してください。ZENworks 6.5 Desktop 
Managementインベントリサーバは、ZENworks for Desktops 4.xと同じ役割のセットを
サポートしています。したがって、ZENworks for Desktops 4.xから ZENworks 6.5 
Desktop Managementにアップグレードする場合、インベントリサーバの役割は保持さ
れます。
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重要 : ZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバを ZENworks for Desktops 4.xデータベースに接続
していた場合で、インベントリサーバまたはデータベースを ZENworks 6.5 Desktop Managementにアップグ
レードする場合は、関連づけられたコンポーネントを ZENworks 6.5 Desktop Managementにアップグレード

する必要があります。ZENworks for Desktops 4.xインベントリサービスでは ZENworks 6.5 Desktop 
Management準拠のデータベースを操作しないでください。逆の場合も同じです。

複数の ZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバが ZENworks for Desktops 4.xデータベースサーバ
に接続されている場合で、データベースサーバを ZENworks 6.5 Desktop Managementにアップグレードする

場合は、関連付けられたすべての ZENworks for Desktops 4.xインベントリサーバもアップグレードする必
要があります。

ZENworks 6.5 Desktop Managementのインストールプログラムによって、ZENworks for 
Desktops 4.xインベントリサービスオブジェクトだけが自動的に ZENworks 6.5 
Desktop Managementに移行されます。インベントリサービスを開始する前に、
ZENworksインベントリの移行ツールを使用して、既存の ZENworks for Desktops 4.x
のポリシーを ZENworks 6.5 Desktop Managementのポリシーに手動で移行する必要があ
ります。詳細については、266 ページの ｢手動での ZENworks for Desktops 4.xインベ
ントリポリシーの移行｣を参照してください。

手動での ZENworks for Desktops 4.xインベントリポリシーの移行

1 ZENworks 6.5デスクトップ管理ワークステーションインベントリスナップインが
インストールされた ConsoleOneで、［ツール］>［ZENworksインベントリ］>［イ
ンベントリの移行］の順にクリックします。

2［Browse］をクリックし、Inventory Serviceオブジェクト、またはこうしたオブ
ジェクトを含むコンテナを参照して選択します。

3 手順 2でコンテナを選択した場合、次の手順を実行します。

3a 選択したコンテナ内に存在するすべてのサブコンテナの Inventory Serviceオ
ブジェクトを検索する場合は、［Search SubContainers］チェックボックスを
選択します。

［Search SubContainers］チェックボックスは、［Search Context］でコンテナ
を選択した場合にのみ利用できます。

3b 選択済みのコンテナ内の Inventory Serviceオブジェクトに関連付けられた
Inventoryポリシーを検索する場合は、［Search for Policies］チェックボッ
クスを選択します。

このオプションは、［Search Context］でコンテナを選択した場合にのみ利用
できます。デフォルトでは、このオプションは選択されています。

3c［Find］をクリックします。

インベントリサービスオブジェクトに関連付けられ、指定したコンテキストで
検索されたすべての ZENworks for Desktops 4.xインベントリポリシーが、［レ
ポート］パネルに表示されます。

4［Migrate］をクリックします。

5［Close］をクリックします。

ZENworks 6.5インベントリエージェントは、ワークステーションインベントリポリ
シーではなく、プライベートディクショナリと一般ディクショナリからソフトウェア
スキャン設定ルールを取得します。一方、ZENworks for Desktops 4.xインベントリ
エージェントは、ソフトウェア設定としてワークステーションインベントリポリシー
を使用し続けます。
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ポリシーの移行後、次の手順を実行します。 

1 ZENworks 6.5 Desktop Managementの Inventory Serviceを開始します。

Inventory Serviceを開始すると、Upgrade Serviceにより、ZENworks for 
Desktops 4.xデータベーススキーマとインベントリデータが ZENworks 6.5 
Desktops Managementデータベースに自動的に移行されます。このデータ移行プロ
セスが完了するのに、きわめて長い時間かかる場合があります。インベントリサー
バの画面上に、データベースの移行および初期化が正常に完了したことを示すメッ
セージが表示されます。 

データベースが移行されたら、インベントリ ConsoleOneユーティリティ (照会、
概要、インベントリレポート、データベースエクスポート )や Storerでデータ
ベースにアクセスできます。

2 ディクショナリ更新ポリシーを作成および設定して、ZENworks 6.5 Inventory 
Agentの最新バージョンのディクショナリを取得します。ディクショナリ更新ポリ
シーの作成方法の詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイ
ド』の「ワークステーションインベントリ」を参照してください。

データベース移行後の作業

インベントリサーバのアップグレードとインベントリデータベースの移行が完了した
ら、次の作業を実行する必要があります。 

1 Inventory Serviceを停止します。 

2 インベントリデータベースが Oracleを実行している場合、データベースのパ
フォーマンスを向上させるために次の手順を実行します。

2a inventory_database_installation_path\_start.sqlファイルから既存のエン
トリを削除し、次のエントリを追加します。

SET ECHO ON

CONNECT INTERNAL

SET ECHO OFF

STARTUP PFILE=
inventory_database_installation_path\path_to_init.ora\init.ora

SET NUMWIDTH 20

SET CHARWIDTH 40

SET ECHO ON

connect mw_dba;

SET ECHO OFF

alter table cim.t$product cache;

SET ECHO ON

connect internal

SET ECHO OFF

@<path to oracle home directory>/rdbms/admin/dbmspool

call sys.dbms_shared_pool.keep('zenworks.zenpin','P');

EXIT
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2b Inventory_server_installation_path\zenworks\inv\server\wminv\properties\sql.zipか
ら oracle\common\oracle_perf.sqlおよび oracle\common\oracle_perf2.sql
ファイルを実行して、パフォーマンス向上インデックスをデータベースに追加
します。

2c ZENworks 6.5 Companion 2 CDの \database\oracle8i\commonディレクトリから
oracle_dbexport_perf.sqlを実行します。

インベントリデータベースのパフォーマンスを向上させる方法については、
『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステーションインベン
トリ」の「パフォーマンスに関するヒント」を参照してください。

3 (省略可能 ) インベントリデータベースで MS SQLを実行している場合、MS SQL 
Query Analyzerで、次に示す適切なユーザログインによって
Inventory_server_installation_path\zenworks\inv\server\wminv\properties\sq
l.zipから次のスクリプトを実行します。

1. CIMとしてログインし、mssql_perf_cim.sqlを実行します。

2. mw_dbaとしてログインし、mssql_perf_mw_dba.sqlを実行します。

3. zenworksとしてログインし、msswl_perf_zenworks.sqlを実行します。

これにより、インベントリデータベースのパフォーマンスが向上します。

インベントリデータベースのパフォーマンスを向上させる方法については、
『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ワークステーションインベン
トリ」の「パフォーマンスに関するヒント」を参照してください。

4 Inventory Serviceを開始します。

Middle Tier Serverのアップグレード

eDirectoryツリーのスキーマを ZENworks 6.5の属性に合わせて拡張した後 (248 ペー
ジの ｢ eDirectoryスキーマの拡張｣を参照 )、ZfD 4.x Middle Tier Serverを ZENworks 
6.5にアップグレードできます。そのためには、次の節で説明されている作業を完了し
ます。

! 268 ページの ｢アップグレードを実行する前に確認すべき事項｣

! 269 ページの ｢ソフトウェアのインストール｣

! 270 ページの ｢ myapps.htmlページの変更｣

アップグレードを実行する前に確認すべき事項

Middle Tier Serverをアップグレードする前に、次の点を考慮してください。

! 最初に ZfD 4.xサーバをすべて ZENworks 6.5にアップグレードすることをお勧めし
ます (251 ページの ｢ ZENworks for Desktop 4.x Serverのアップグレード｣を参照
)。ただし、これは必須ではありません。ZfD 4.x Middle Tier Serverは ZENworks 
6.5 Desktop Management Serverと連携でき、ZENworks 6.5 Middle Tier Serverは
ZfD 4.x Serverと連携できるからです。可能な場合には、バックエンドサーバから
始めて、Middle Tier Server、ユーザワークステーションへと順に作業を進めるの
が無難です。
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! Windowsサーバ上の Middle Tier Serverをアップグレードする場合は、ZfD 4.x 
Middle Tier Server用に定義した認証ドメインは、ZENworks 6.5 Middle Tierのイ
ンストール時に指定したコンテキストに置換されます。これらのコンテキストは、
Windowsレジストリキー
HKLM\Software\Novell\Xtier\Configuration\Xsrv\Authentication Domains\CX1、
CX2、CX3などに格納されます。これらのコンテキストを使用し続けるには、コン
テキストをメモしておくか、レジストリからエクスポートする必要があります。
NSAdminユーティリティを使用して、新しい認証ドメインをセットアップすること
もできます。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の
「NSAdminによる ZENworks Middle Tier Serverの設定」の「Authentication 
Domains(認証ドメイン )」を参照してください。

ソフトウェアのインストール

ZfD 4.x Middle Tier Serverをアップグレードするには、ZENworks 6.5 Middle Tier 
Serverインストールプログラムを使用して、ZENworks 6.5のファイルを既存の Middle 
Tier Serverファイルに上書きインストールします。 

1 インストールの要件 (3 章 29 ページの ｢インストールに使用する Workstationの
条件｣を参照 )を満たしているワークステーションで、Novell ZENworks 6.5 
Desktop Management CDを CDドライブに挿入して、ZENworks 6.5インストールプ
ログラムを自動実行します。

インストールプログラムが自動的に実行されない場合は、CDのルートから
winsetup.exeを起動します。
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2［デスクトップ管理］を選択し、［英語］を選択して［ZENworks Desktop 
Management］ページを表示します。

3［Middle Tier Server］を選択し、ZENworks Middle Tier Serverのインストールプ
ログラムを起動します。

4 画面の指示に従って、インストールを完了します。

インストールの手順の詳細については、8 章 73 ページの ｢ ZENworks Middle Tier 
Serverのインストール｣を参照してください。

myapps.htmlページの変更

この節の説明は、ユーザが Webサーバ上の myapps.htmlページにアクセスして、
Novell Application Launcherプラグインをダウンロードするように設定する場合にの
み該当します。

Middle Tier Serverのアップグレード時に、myapps.html.templateファイルが
web_server_root\nwdocs directory (NetWareの場合 )または inetpub\wwwroot 
directory (Windowsの場合 )にコピーされます。ユーザが myapps.htmlページにアク
セスしたときに、ZENworks 6.5 Novell Application Launcherプラグインがワークス
テーションに配布されるようにするには、myapps.html.templateファイルを変更し、
名前を myapps.htmlに変更する必要があります。手順は次のとおりです。

1 ZfD 4.xの myapps.htmlファイルのバックアップコピーを作成します。

NetWareサーバでは、myapps.htmlファイルは web_server_root\nwdocsディレクト
リにあります。Windowsサーバでは、inetpub\wwwrootディレクトリにあります。
270   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
2 (条件付き ) ZfD 4.xの myapps.htmlファイルをカスタマイズしていた場合は、
ZENworks 6.5 myapps.html.templateファイルも同じようにカスタマイズします。

ZENworks 6.5では、ShowAppFrameNavigation、ShowIEToolBarButton、および
NT4PluginVersionの 3つの新しいパラメータが追加されました。次に各パラメー
タについて説明します。

SingleTree: このパラメータを使用すると、アプリケーション情報を読み込む対象
となる単一の Novell eDirectoryツリーを指定できます。このパラメータを使用す
る場合、Application Launcherではユーザが認証する他のツリーが無視されます。

このパラメータは、インストール時のみ適用されます。インストール後にこのパラ
メータを変更しても、影響はありません。

PortalView: このパラメータを使用して、Application Browserビューのバナー部
分を削除することによってポータルのサポートを改善できます。valueの設定値は
［true］または［false］です。［true］に設定すると、バナー部分は削除されます。

BannerURL: このパラメータは、PortalViewパラメータが［false］に設定されて
いる場合のみ適用されます。

このパラメータを使用して別のバナーを指定することができます。たとえば、
Novellロゴの代わりに自分の会社のロゴを含むバナーを使用できます。valueの設
定値は、HTMLページまたはグラフィックファイル (GIF、JPEGなど )への URLにす
る必要があります。HTMLページを指定した場合、ページは BannerHeightパラメー
タで指定された高さに切り取られます。グラフィックファイルを指定した場合、バ
ナー部分はグラフィックファイル全体が収まるようにスクロールします。バナー部
分をスクロール可能にしたくない場合は、グラフィックの高さが BannerHeightパ
ラメータで指定された高さを超えないようにする必要があります。

BannerHeight: このパラメータは、PortalViewパラメータが［false］に設定さ
れ、デフォルトの Novellバナーが BannerViewパラメータによって無効になってい
る場合のみ適用されます。

このパラメータを使用してバナー部分の高さを決定します。valueの設定値は 5か
ら 200にする必要があります。5未満の値は 5に切り上げられます。200を超える
値は 200に切り下げられます。

ShowTree: このパラメータは、Application Browserビューが左のペイン (フォル
ダビューとも呼ばれます )を含むかどうかを決定します。valueの設定値は
［true］または［false］です。［true］の場合はフォルダビューが表示され、
［false］の場合は削除されます。

ShowTasks: このパラメータは、フォルダビュー (左のペイン )が、［オンライン作
業］、［オフライン作業］、［Middle Tierログイン］、［Middle Tierログアウト］、
［アプリケーションを更新する］、および［ヘルプ］オプションを含むかどうかを決
定します。valueの設定値は［true］または［false］です。［true］の場合はオプ
ションが表示され、［false］の場合は削除されます。 

AppDisplayType: このパラメータは、アプリケーションが Application Browser
ビューの右のペインにどのように表示されるかを決定します。valueの設定値は
［0］または［1］です。デフォルト値の［0］では、アプリケーションアイコンは、
Windowsエクスプローラの［大きいアイコン］の表示と同じように、大きなアイコ
ンとして表示されます。設定値［1］では、アプリケーションは、Windowsエクス
プローラの［一覧］の表示と同じように、表形式で一覧表示されます。
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ShowAppFrameNavigation: このパラメータは、Application Browserビューの右の
ペインにナビゲーションが含まれるかどうかを決定します。valueの設定値は
［true］または［false］です。［true］に設定すると、右のペインにナビゲーショ
ンが含まれます。ナビゲーションのタイプは、AppDisplayTypeパラメータの設定
によって異なります。

! AppDisplayTypeパラメータが［0］(［大きいアイコン］)に設定されている場
合、ナビゲーションはブレッドクラムとして表示されます (ZENworks Tree > 
Application Folder > Application Aなど )。 

! AppDisplayTypeパラメータが［1］(［小さいアイコン］)に設定されている場
合、ナビゲーションは、アプリケーションリストの一番上に上向き矢印として
表示されます。

このパラメータの値を［false］に設定すると、Application Browserビューで
［All］フォルダが開きます。つまり、すべてのアプリケーションアイコンが右のペ
インに表示されます。ConsoleOneのユーザの［Application Launcherの環境設定］
で［All］フォルダが無効になっている場合、このパラメータは無視されます (つ
まり、デフォルト値の［true］が使用されます )。

ShowIEToolbarButton: このパラメータは、Internet Explorerのツールバーに
［Application Browser］ボタンを追加するかどうかを決定します。［Application 
Browser］ボタンは、ローカルバージョンの myapps.htmlファイルを起動します。
valueの設定値は［true］または［false］です。デフォルトの設定は［true］で、
ツールバーに［Application Browser］ボタンが追加されます。［false］に設定す
ると、ツールバーから［Application Browser］ボタンが削除されます。この設定
を変更する場合、ユーザは必ず Internet Explorerを終了して、変更を有効にする
ために再度開く必要があります。 

MiddleTierAddress: このパラメータは、eDirectoryへのアクセスとして ZENworks 
Middle Tier Serverを設定した場合にのみ適用されます。

MiddleTierAddressパラメータを使用して、ユーザが認証を受ける Middle Tier 
Serverの IPアドレスを指定することができます。Middle Tier Serverアドレスが
Windowsレジストリに含まれていない場合にのみ使用されます。ユーザが ZENworks
デスクトップ管理エージェントインストールプログラムの実行時にアドレスを入力
した場合、リジストリにはこのアドレスが含まれています。

Nt4PluginVersion: このパラメータは ZfD 4.0.1からアップグレードする場合にの
み適用されます。

ZENworks 6.5 Novell Application Launcherプラグインは、Windows NT 4ワークス
テーションではサポートされていません (Windows NT 4のサポートの詳細について
は、321 ページの ｢ Windows NT 4ワークステーションとの相互運用性｣を参照 )。た
だし、このようなワークステーションで ZfD 4.0.1 Novell Application Launcher
プラグインを使用し続けることができます。このパラメータは、Windows NTワー
クステーションで実行される最低限のバージョンのZfD 4.0.1 Novell Application 
Launcherプラグインを指定します。
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たとえば、デフォルトのパラメータの設定 (4,0,1,0)では、オリジナルの ZfD 
4.0.1 Novell Application Launcherプラグインがワークステーションにインス
トールされていることだけが要求されます。バージョン番号が 4,0,1,0よりも大き
い (4,0,1,1や 4,0,1,2など )更新された ZfD 4.0.1 Novell Application Launcher
プラグイン (zfd40.cab)を Middle Tier Serverに配置した場合、4.0.1.0 Novell 
Application Launcherプラグインがインストールされているワークステーション
がアップグレードされるのは、このパラメータを新しいバージョンに変更した場合
だけです。つまり、新しいバージョンの Novell Application Launcherプラグイン
を Middle Tier Serverに配置しても、アップグレードは自動的には行われません。
ワークステーションをアップグレードする場合は、このパラメータで新しいバー
ジョン番号を指定して、アップグレードを強制的に実行する必要があります。

3 myapps.htmlページにアクセスしてセットアップをテストします。

Windows 98/2000/XPのユーザが myapps.htmlページにアクセスすると、新しい
ZENworks 6.5 Novell Application Launcherプラグイン (zfdplugin.cab)がユーザ
のワークステーションにインストールされます。Windows NTユーザが myapps.html
ページにアクセスした場合は、ZfD 4.0.1 Novell Application Launcherプラグイ
ン (zfd40.cab)が使用されます。

ワークステーションのアップグレード

ZENworks Desktop Management Serverおよび ZENworks Middle Tier Serverを更新した
後、ワークステーションをアップグレードする必要があります。

ここでは、アップグレードの操作手順、および知っておく必要があるソフトウェアの
動作について説明します。

! Novell Clientを使用しているワークステーションでは、Novell Clientをバージョ
ン 4.9 SP1aにアップグレードします。これによって、古い Novell Clientがアン
インストールされ、バージョン 4.9 SP1aがインストールされます。

! ZfD 4.xエージェントがインストールされているワークステーションでは、
ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェントをインストールします。これによっ
て、ZfD 4.xエージェントがアンインストールされ、ZENworks 6.5デスクトップ管
理エージェントがインストールされます。

インストール方法および詳しいインストールの手順については、10 章 99 ページ
の ｢デスクトップ管理エージェントのインストールと設定｣を参照してください。

! ZfD 4.0に付属するバージョンのエージェント (setup.exe)は、サポートされなくなり
ました。ZfD 4.0エージェントを ZENworks 6.5にアップグレードする前に、この古
いバージョンのエージェントを ZENworks 6スイート (ZENworks for Desktops 4.0.1/
SP1b)以降に付属するバージョンのエージェントに置き換える必要があります。 

! Novell Application Launcherで使用するためにデスクトップ管理エージェントの
アップグレードアプリケーションオブジェクトを設定する場合は、そのアプリケー
ションを一度だけ実行するように設定して、エージェントがインストールされた後
は、そのアプリケーションが Novell Application Launcherに表示されなくなるよ
うにすることをお勧めします。このアプリケーションオブジェクトについては、ア
ンインストールが有効になっていないことを確認します。

デスクトップ管理エージェントをアップグレードするために、管理者権限は必要あ
りません。インストール中は、デスクトップ管理エージェントによって、一時的に
ユーザの権限が昇格されます。
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! ZfD 4.xエージェント(ZfD 4.0.1 Interim Release 4を除く)をZENworks 6.5にアッ
プグレードする場合て、ワークステーションに関連付けられたアプリケーションオ
ブジェクトを使用してアップグレードを実行する場合、ユーザにワークステーショ
ンの再起動を指示するメッセージは表示されません。

ユーザに関連付けられたアプリケーションオブジェクトを使用してアップグレード
を実行する場合は、再起動を指示するメッセージが表示されます。

! ZfD 4.0.1エージェント (またはそれ以降、Interim Release 4を除く )を ZENworks 
6.5にアップグレードするときに、NAL_SINGLE_TREE MSIプロパティを設定する場
合は、ZENWORKS_TREEプロパティも設定し、ワークステーションが ZENworksファ
イルを受け取るツリーを指定する必要があります。 

ZfD 4.0.1エージェントを ZfD 4.0.1 Interim Release 4からバージョン 6.5に
アップグレードする場合は、ツリーの値をワークステーションがインポートされる
ツリーに設定する必要があります。ワークステーションがインポートされていない
場合、この設定は無視されます。

ZENworks for Desktops 4.xエージェントへのロールバック

ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェントにアップグレードした後で ZfD 4.xエー
ジェントにロールバックしないことを強くお勧めします。ロールバック (つまり、
ZENworks 6.5管理エージェントがインストールされている状態で、ZENworks for 
Desktops 4.0.1エージェントまたはそれ以降のバッチや暫定リリースをインストール
)すると、エージェントは動作を停止します。

以前のバージョンのエージェントに戻す必要がある場合は、ZENworks 6.5デスクトッ
プ管理エージェントをアンインストールした後、ZENworks for Desktops 4.0.1エー
ジェントをインストールすることをお勧めします。
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20 ZENworks 6.5 Launchガジェットへのアップグレード

Novell® ZENworks® 6 Webセルフサービス (Web Self-Service) (以前のリリースでは、
ZENworks OnDemandサービス TMとも呼ばれていた )は廃止され、ZENworks 6.5には含
まれていません。Webセルフサービスの機能をどの程度使用していたかによって、
ZENworks 6 Webセルフサービスのすべての機能を維持することも、アップグレードし
て ZENworks 6.5 Launchガジェットによる起動機能だけを使用することもできます。

! 共存 : ZENworks 6 Webセルフサービスは、ZENworks 6.5 Desktop Managementと共存
させることができます。ZENworks 6 Launch Itemガジェットには、6.5アプリケー
ション (ConsoleOne®の ZENworks 6.5スナップインでアプリケーションオブジェク
トを作成したアプリケーション )と 6.5以前のアプリケーションが表示されます
が、正常に起動できるのは 6.5以前のアプリケーションだけです。これは、6.5以
前のスナップインを使用して管理することによって、6.5以前のアプリケーション
を維持する必要があることを意味します。DeFrameTMターミナルサーバアプリケー
ションの場合は、ZENworks DeFrameターミナルサーバも維持する必要があります。

! アップグレード: Novell exteNdTM DirectorTM 4.1 SEポータル内からZENworksアプ
リケーションを起動する機能を維持するために、ZENworks 6.5 Desktop 
Managementには、Launch Itemガジェットが含まれています。ZENworks 6.5では
ZENworks Launchガジェットに名前が変更されました。ZENworks Launchガジェッ
トは、ConsoleOneの ZENworks 6.5スナップインを使用してアプリケーションオブ
ジェクトを作成したアプリケーションを起動します。アプリケーションオブジェク
トが 6.5以前のスナップインで作成されたアプリケーションは表示されません。

次の節では、ZENworks Launchガジェットにアップグレードする手順を説明します。

! 276 ページの ｢ポータルへの ZENworks Launchガジェットのインストール｣

! 277 ページの ｢ポータルへの Citrixファイルのコピー｣

! 277 ページの ｢ワークステーションへの Citrix ICAクライアントおよび Microsoft 
RDPクライアントのインストール｣

! 278 ページの ｢アプリケーションオブジェクトのアップグレード｣

! 278 ページの ｢ ZENworks 6 Webセルフサービスコンポーネントの削除｣
ZENworks 6.5 Launchガジェットへのアップグレード 275



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
ポータルへの ZENworks Launchガジェットのインストール

1 Novell exteNd Director 4.1 Standard Editionがインストールされ NetWare® 6.x
または Windows 2000/2003サーバで稼動していることを確認します。 

インストールの詳細については、『Novell exteNd Director Standard Editionイン
ストールガイド (http://www.novell.com/documentation/lg/nedse41)』を参照し
てください。

2 exteNd Director 4.1ポータルを管理できる Windowsワークステーションで、
Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDを CDドライブに挿入します。

Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CDには、ポータルモジュールファイル
ZENworks.npmが含まれています。このファイルには、ポータルにインストールす
る ZENworks Launchガジェットが含まれています。ファイルは、\ZENworks Launch 
Gadgetディレクトリにあります。

3 ポータルに管理者としてログインします。

4［Portal Administration(ポータルの管理 )］>［Administer the Portal(ポータル
を管理 )］の順にクリックして、［Portal Administration(ポータルの管理 )］
ページを表示します。 

5［Modules(モジュール )］をクリックして［Modules(モジュール )］ページを表示
します。

6［インストール］をクリックして、［Install a New Module(新規モジュールのイン
ストール )］ページを表示します。

7［Path to Module File Package(モジュールファイルパッケージへのパス )］フィー
ルドで［参照］をクリックし、ZENworks.npmファイルを参照して選択します。 

.npmファイルは、Novell ZENworks 6.5 Companion 2 CD の \ZENworks Launch 
Gadgetディレクトリにあります。

8［インストール］をクリックして、［Thin Client Support(シンクライアントサポー
ト )］オプションを表示し、ICAおよび RDPクライアントのサポートを必要とする
場合は［ICA & RDP］、RDPクライアントのサポートのみを必要とする場合には
［RDP］を選択して、［次へ］をクリックします。

9 (条件付き )シンクライアントのサポートについて［ICA & RDP］を選択した場合
は、次のフィールドに入力して、［次へ］をクリックします。

Citrix XML Service Address: Citrix IMAデータベースが存在するサーバの DNS名
または IPアドレスを指定します。複数の Citrixファームを使用している場合は、
IMAデータベースが存在する各サーバのアドレスをカンマで区切って入力します。

Citrix XML Service Port: Citrix XML Serviceで使用されているポート番号を指
定します。これは通常、ポート 80になります。MMCでポート番号を確認するには、
［サーバ］>［Server Properties(サーバのプロパティ )］>［MetaFrame XP 
Settings(メタフレーム XPの設定 )］の順にクリックして、［TCP/IP Port(TCP/IP
ポート )］フィールドにチェックを付けます。

10 インストールが完了したら、ポータルを終了します。

11 ポータルが NetWare® 6.xサーバ上にある場合は、サーバを再起動します。

または

ポータルが Windows 2000/2003サーバ上にある場合は、サーバを再起動するか、
または Tomcatを再起動します。
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ポータルへの Citrixファイルのコピー

ターミナルサーバ環境に Citrixサーバを使用している場合は、exteNd Directorポー
タルに複数の Citrixファイルをコピーする必要があります。この Citrixファイルは、
ICAクライアントセッションを起動するときに Launchガジェットで使用されます。

1 Citrix MetaFrame XP Presentation Server CDを使用して、
\metaframe\w2k\program files\citrix\application\nfuseディレクトリ全体を次
のポータルディレクトリにコピーします。

tomcat\webapps\nps\portal\gadgets\com.novell.ondemand.gadgets.ZenLaunchGad
get

この結果、ディレクトリは次のようになります。

tomcat\webapps\nps\portal\gadgets\com.novell.ondemand.gadgets.ZenLaunchGad
get\nfuse

2 *.propertiesファイルを com.novell.ondemand.gadgets.ZENLaunchGadget\nfuse
ディレクトリから次のポータルディレクトリに移動します。

tomcat\webapps\nps\portal\WEB-INF\classes

いずれかのファイルがディレクトリにすでに存在する場合は、最新の日付のファイ
ルを保存します。

3 *.jarファイルを com.novell.ondemand.gadgets.ZENLaunchGadget\nfuseディレク
トリから次のポータルディレクトリに移動します。

tomcat\webapps\nps\portal\WEB-INF\lib

いずれかのファイルがディレクトリにすでに存在する場合は、最新の日付のファイ
ルを保存します。

ワークステーションへの Citrix ICAクライアントおよび Microsoft 
RDPクライアントのインストール

ZENworks Launchガジェットでシンクライアントアプリケーションを起動するには、
ワークステーションに Citrix ICAクライアントおよび Microsoft RDPクライアントが
インストールされている必要があります。

詳細情報については、以下を参照してください。

! 278 ページの ｢ ICAクライアント｣

! 278 ページの ｢ RDPクライアント｣
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ICAクライアント

ZENworks Launchガジェットでは、ワークステーションに ICA Program Neighborhood 
(PN)クライアントまたは ICA Webクライアントがインストールされている必要があり
ます。PNクライアントまたは Webクライアントをインストールするには、次の手順に
従います。

1 Citrix Download Clientsサイト (http://www.citrix.com/site/SS/downloads/
downloads.asp?dID=2755)から PNクライアントまたは Webクライアントファイル
をダウンロードします。

2 各ワークステーションにクライアントファイルを配布します。

2a Webクライアントの場合は、wficat.cabファイルをポータルサーバの次の場所
にコピーします。

tomcat\webapps\nps\portal\gadgets\com.novell.ondemand.gadgets.ZENLaunc
hGadget\bin

ユーザが ICAクライアントセッションで実行されるように設定したターミナル
サーバアプリケーションを起動すると、Launchガジェットは CABファイルを
使用して、Webクライアントをインストールします。 

2b PNクライアントの場合は、『Citrix管理者ガイド』に記載されているインス
トール手順に従うか、または Novell Application Launcherを使用して、クラ
イアントファイルを配布します。

または

PNクライアントファイルの名前を wficat.cabに変更し、ポータルサーバの次
の場所にコピーします。

tomcat\webapps\nps\portal\gadgets\com.novell.ondemand.gadgets.ZENLaunc
hGadget\bin

RDPクライアント

Microsoft RDP 5.1クライアント (msrdp.ocx)は、ZENworks Launchガジェットに含ま
れています。RDPクライアントセッションで実行されるように設定したターミナルサー
バアプリケーションを起動すると、Launchガジェットはユーザのワークステーション
の c:\program files\novell\zenworksディレクトリに msrdp.ocxファイルをインス
トールして、OCXファイルを登録します。

アプリケーションオブジェクトのアップグレード

ZENworks Launchガジェットは、ConsoleOneの ZENworks 6.5スナップインを使用して
アプリケーションオブジェクトを作成したアプリケーションだけを表示します。6.5以
前のアプリケーションを Launchガジェットに表示したい場合は、6.5スナップインを
使用して再作成する必要があります。

ZENworks 6 Webセルフサービスコンポーネントの削除

ZENworks 6.5 Launchガジェットにアップグレードした後、ユーザに ZENworks 6 Webセ
ルフサービスガジェットへのアクセスを提供していたポータルの割り当てを削除する
必要があります。必要に応じて、Novell eDirectoryTMから Webセルフサービスオブ
ジェクトを削除するだけでなく、ポータルからページやガジェットを削除することも
できます。
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21 ZENworks 6 DeFrameからのアップグレード

Novell® ZENworks® 6 DeFrameTMは廃止され、ZENworks 6.5には含まれていません。
ターミナルサーバアプリケーションのサポートは、Novell Application LauncherTMの、
RDPクライアントセッションを Microsoft Windowsターミナルサーバに起動する機能、
または ICAクライアントセッションを Citrix MetaFrame Serverに起動する機能を介し
て利用できます。

ZENworks DeFrameで提供されていた不可分散や切断セッションの追跡などのターミナ
ルサーバ管理機能は利用できません。その代わり、Windowsターミナルサービスおよび
Citrix MetaFrame Serverで提供されている類似した機能を使用できます。 

次の節では、アップグレードに役立つ情報について説明します。

! 279 ページの ｢ターミナルサーバの要件｣

! 280 ページの ｢ DeFrameファイルのアンインストール｣

! 280 ページの ｢ DeFrameサーバオブジェクトの削除｣

! 281 ページの ｢ ZENworks Workstation Managerによるローカルユーザアカウントの
管理｣

! 289 ページの ｢ ZENworks以外の方法によるローカルユーザアカウントの管理｣

! 290 ページの ｢アプリケーションオブジェクトのアップグレード｣

! 293 ページの ｢ワークステーションへの Citrix ICAクライアントおよび Microsoft 
RDPクライアントのインストール｣

ターミナルサーバの要件

次の表に、ZENworks 6.5でサポートされる Windowsターミナルサーバまたは Citrix 
MetaFrame Serverの最低要件を示します。

アイテム 最低要件

オペレーティングシステム Service Pack 4(最新のサービスパックを推奨 )を適用した Windows 
2000 Server

Windows Server 2003(最新のサービスパックを推奨 )

Windowsターミナルサービス Windows 2000/2003 Serverオペレーティングシステムでサポートさ
れているバージョン

Citrix MetaFrame(オプショ
ン )

Citrix MetaFrame XP Feature Release 3 (FR3) 

最新のサービスパックおよびホットフィックスをお勧めします。
Citrix Webサイト (http://www.citrix.com)からダウンロードでき
ます。 
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DeFrameファイルのアンインストール

DeFrameファイルは ZENworks for Desktops 4.0.1管理エージェントの一部としてイン
ストールされています。ターミナルサーバから管理エージェントを削除すると、
DeFrameファイルも削除されます。 

1 ターミナルサーバで、［アプリケーションの追加と削除］ダイアログボックス (
［スタート］メニュー >［設定］>［コントロールパネル］>［アプリケーションの
追加と削除］)を開きます。

2［現在インストールされているプログラム］の一覧で［ZENworks for Desktops管理
エージェント］を選択し、［削除］をクリックして画面の指示に従い操作します。

DeFrameサーバオブジェクトの削除

ターミナルサーバの DeFrameサーバオブジェクトを eDirectoryから削除すると、
DeFrameサーバオブジェクトとアプリケーションオブジェクトの関連付けが解除され
ます。 

1 ConsoleOne®で、ターミナルサーバの DeFrameサーバオブジェクトを右クリック
し、［NDSオブジェクトを削除］をクリックします。

2 削除を確認するために［はい］をクリックします。

Desktop Management Agent (
デスクトップ管理エージェ
ント )

ZENworks 6.5バージョン 

デスクトップ管理エージェントは、ターミナルサーバでローカル
ユーザアカウントを動的に作成する場合にのみ必要です。

デスクトップ管理エージェントのすべてのコンポーネントをインス
トールできますが、ターミナルサーバのサポートに必要なのは、ア
プリケーション管理コンポーネントとワークステーション管理コン
ポーネントのみです。

Novell Client Novell ClientTM 4.91 SP1 for Windows 2000/XP

Novell Clientは、デスクトップ管理エージェントをインストール
する場合にのみ必要です。管理エージェントは、Novell Clientを
使用して Novell eDirectoryから認証を受け、ダイナミックローカ
ルユーザポリシーにアクセスします。

Internet Explorer 高度なセキュリティ (128ビット以上 )暗号化を使用し、サービス
パック 2を適用した Internet Explorer 5.5

Internet Explorerは、デスクトップ管理エージェントをインス
トールする場合のみ必要です。

Internet Explorer 6.0をインストールする場合は、クッキーを受け
入れるようにプライバシーが設定されていることを確認してくださ
い。デフォルトでは、Internet Explorer 6.0はクッキーを受け入れ
ません。

アイテム 最低要件
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ZENworks Workstation Managerによるローカルユーザアカウントの管理

ターミナルサーバでシンクライアントアプリケーションを実行するには、ターミナル
サーバにローカルユーザアカウントが必要です。Workstation Manager(デスクトップ
管理エージェントと共にインストールされます )およびユーザポリシーを使用して、
ターミナルサーバのユーザアカウントを動的に管理できます。Workstation Managerを
使用する場合は、次の節で説明するタスクを実行します。Workstation Managerを使用
しない場合は、他のユーザ管理方法について 289 ページの ｢ ZENworks以外の方法によ
るローカルユーザアカウントの管理｣を参照してください。

! 281 ページの ｢ Novell Clientおよびデスクトップ管理エージェントのインス
トール｣

! 281 ページの ｢ Workstation Managerのセットアップ｣

! 282 ページの ｢パススルー認証の設定｣

! 283 ページの ｢ダイナミックローカルユーザアカウントおよびプロファイルのセッ
トアップ｣

Novell Clientおよびデスクトップ管理エージェントのインストール

ターミナルサーバアカウントを動的に管理するには、ZENworksを使用する各ターミナ
ルサーバに Novell Clientおよびデスクトップ管理エージェントをインストールする
必要があります。

デスクトップ管理エージェントには、ターミナルサーバ上にローカルユーザアカウン
トを動的に作成する Workstation Managerコンポーネントが含まれています。管理
エージェントは、Novell Clientを使用して Novell eDirectoryから認証を受け、ダイ
ナミックローカルユーザポリシーにアクセスします。

1 Novell Product Downloads (http://download.novell.com)から Novell Client 
4.91 SP1(以降 )をダウンロードして、ターミナルサーバにクライアントをインス
トールします。

2 デスクトップ管理エージェントをインストールして、Workstation Managerおよび
アプリケーション管理コンポーネントがインストールされていることを確認しま
す。他のコンポーネントはオプションです。

デスクトップ管理エージェントのインストールの詳細については、10 章 99 ペー
ジの ｢デスクトップ管理エージェントのインストールと設定｣を参照してください。

Workstation Managerのセットアップ

ZENworks Desktop Managementには、Novell eDirectoryユーザポリシーが含まれてお
り、ターミナルサーバ上のローカルユーザアカウントおよびプロファイルを簡単に管
理できます。ターミナルサーバで稼動している Workstation Managerは、ユーザが
ターミナルサーバにログインしたときにポリシーを適用します。ここでは、
Workstation Managerが正しくインストールおよび設定されているかを確認する方法に
ついて説明します。ユーザポリシーの作成および使用については、283 ページの ｢ダイ
ナミックローカルユーザアカウントおよびプロファイルのセットアップ｣を参照してく
ださい。
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Workstation Managerは、デスクトップ管理エージェントと共にインストールされま
す。［サービス］ウィンドウで Workstation Managerサービスを確認することにより、
ターミナルサーバに Workstation Managerがインストールされ稼動していることが確
認できます。

複数の eDirectoryツリーがある場合は、ユーザオブジェクトが属している eDirectory
ツリーを読み取るように Workstation Managerが設定されていることも確認する必要
があります。手順は次のとおりです。

1［スタート］メニュー >［設定］>［コントロール パネル］>［Network Identity(
ネットワーク ID)］の順にクリックします。

2［Novell Network Identity(Novellネットワーク ID)］ダイアログボックスで、［設
定］をクリックします。 

3［Workstation Managerを有効にする］ボックスがオンになっていて、ツリーが正
しく設定されていることを確認します。

4 (オプション )HKEY_LOCAL_MACHINE/SOFTWARE/NOVELL/Workstation Manager/
Identificationキーの下にある Windowsレジストリで、Tree値を確認します。

パススルー認証の設定

ターミナルサーバアプリケーションを起動するプロセスを簡素化するために、
ZENworks Desktop Managementは、パススルー認証を提供しています。パススルー認証
を使用すると、ユーザの eDirectoryアカウントと Windowsのユーザアカウントに同じ
ユーザ名とパスワードを使用している限り、ターミナルサーバアプリケーションを起
動するときに、ユーザ名およびパスワードの入力を要求するメッセージは表示されま
せん。

デフォルトでは、パススルー認証は、ターミナルサーバにデスクトップ管理エージェ
ントをインストールするときに自動的に設定されます。ただし、正しく設定されてい
ることを確認するために、次の作業を実行することをお勧めします。   

1 ターミナルサーバの［Use Client Provided Logon Information(クライアントから
のログオン情報を使用する )］設定をオンにして、［常にパスワードの入力を求め
る］設定をオフにします。

1a ターミナルサーバで、［スタート］>［プログラム］>［管理ツール］>［ターミ
ナルサービス構成］の順にクリックします。

1b 接続タイプ (デフォルトは RDP-Tcp)をダブルクリックして、プロパティを入
力します。

1c［ログオン設定］タブで、［Use Client Provided Logon Information(クライア
ントからのログオン情報を使用する )］設定をオンにして、［常にパスワード
の入力を求める］設定をオフにします。

1d 接続タイプごとにこれを繰り返します。

2 ターミナルサーバの Novell Clientのデフォルトプロファイル設定を確認します。 

2a ターミナルサーバで、タスクバーのステータス領域にある［Novell］アイコン
(Nアイコン )を右クリックし、［Novellクライアントプロパティ］をクリック
します。

2b［ロケーションプロファイル］タブをクリックします。
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2c［ロケーションプロファイル］リストで［デフォルト］を選択し、［プロパ
ティ］をクリックして、［Location Profiles Properties(ロケーションプロ
ファイルのプロパティ )］ダイアログボックスを表示します。

2d［サービス］リストの［ログインサービス］を選択し、［Service Instance(
サービスインスタンス )］リストの［デフォルト］を選択して、［プロパティ］
をクリックし、［Novellログイン］ダイアログボックスを表示します。

2e［ログイン成功後にプロファイルを保存］オプションを選択解除 (オフに )し
ます。

2f［NDS］タブをクリックします。

2g［ツリー］フィールドで、シンクライアントアプリケーションがアプリケー
ションオブジェクトとして設定されている eDirectoryツリーを選択します。

2h［コンテキスト］および［サーバ］フィールドから情報を削除します。

2i 環境設定を保存するには、すべてのダイアログボックスで［OK］をクリックし
て閉じます。

ダイナミックローカルユーザアカウントおよびプロファイルのセットアップ

ターミナルサーバで Workstation Managerのインストールおよび設定が完了したら、
ローカルユーザアカウントを制御するポリシーを有効にして設定する必要があります。
ターミナルサーバに固有のユーザプロファイルを設定することもできます。次の節で
はそれらの手順について説明します。 

! 283 ページの ｢ユーザポリシーパッケージの作成｣

! 286 ページの ｢ダイナミックローカルユーザアカウントの設定｣

! 287 ページの ｢ターミナルサーバのユーザプロファイルの設定｣

! 289 ページの ｢ユーザパッケージとユーザの関連付け｣

ユーザポリシーパッケージの作成

ユーザポリシーパッケージに含まれる Windows 2000-2003ターミナルサーバポリシー
を使用して、ダイナミックローカルユーザアカウントおよび Roamingユーザプロファ
イルを管理します。既存のユーザポリシーパッケージを使用するか、または Windows 
2000-2003ターミナルサーバポリシー専用の新しいユーザポリシーパッケージを作成で
きます。使用するユーザポリシーパッケージがすでにある場合は、139 ページの ｢ダイ
ナミックローカルユーザアカウントの設定｣に進んでください。ユーザポリシーパッ
ケージがない場合は、次の手順を実行して、ユーザポリシーパッケージを作成します。

1 ConsoleOneで、ユーザポリシーパッケージオブジェクトを作成するコンテナを右
クリックし、［新規］をクリックします。次に、［ポリシーパッケージ］をクリック
し、ポリシーパッケージウィザードを表示します。
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2［ポリシーパッケージ］リストで、［ユーザパッケージ］を選択して、［次へ］をク
リックします。    

パッケージオブジェクトの名前は、パッケージオブジェクトが作成されるコンテナ
内で一意でなければなりません。複数のユーザポリシーパッケージを作成する場合
は、［Win2000-2003 TSユーザパッケージ］など、わかりやすい名前を使用するこ
ともできます。ポリシーのユーザが存在する同じコンテナにポリシーを作成するこ
ともできます。

3 必要に応じて、パッケージのオブジェクト名と、パッケージが作成されるコンテナ
を変更して、［次へ］をクリックします。 
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4［概要］ページで、［作成後に詳細を設定］を選択し、［完了］をクリックして、
ユーザパッケージオブジェクトを作成し、オブジェクトのプロパティページを表示
します。

5［ポリシー］タブをクリックし、［Windows 2000-2003ターミナルサーバ］をクリッ
クして、［Windows 2000-2003ターミナルサーバポリシー］ページを表示します。
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6 次の節「ダイナミックローカルユーザアカウントの設定」に進みます。

ダイナミックローカルユーザアカウントの設定

ダイナミックローカルユーザ (DLU)ポリシーを使用して、Workstation Managerがター
ミナルサーバ上にユーザアカウントを作成する方法を設定します。

1［Windows 2000-2003ターミナルサーバポリシー］ページで、［ダイナミックローカ
ルユーザポリシー］の左にあるチェックボックスを選択して、ポリシーを有効にし
てから、［プロパティ］をクリックして、［ダイナミックローカルユーザ］プロパ
ティページを表示します。    
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2 次のフィールドを設定します。 

［ダイナミックローカルユーザを有効にする］: Workstation Managerを有効にし
て、ユーザアカウントを動的に作成する場合は、このオプションを選択します。

［既存のユーザアカウントを管理する］: Workstation Managerで既存のユーザアカ
ウントに DLUポリシーを適用する場合は、このオプションを選択します。既存の
ユーザアカウントに DLUポリシーを適用しない場合、DLUポリシーは新しいユーザ
アカウントにのみ適用されます。

［eDirectoryアカウント情報を使用する］: ローカルユーザアカウントに
eDirectoryユーザ名とパスワードを使用する場合は、このオプションを選択しま
す。ユーザの eDirectoryと Windowsアカウント情報を同期させてシームレスな認
証を設定すると (135 ページの ｢パススルー認証の設定｣を参照 )、ターミナルサー
バからシンクライアントアプリケーションを起動する際にアカウント情報を要求す
るプロンプトが表示されません。 

［一時的ユーザ (ログアウト後に削除する )］: ユーザがシンクライアントアプリ
ケーションを終了して、セッションを終了した後に、ユーザのアカウントを削除す
る場合は、このオプションを選択します。すべてのユーザアカウント情報が削除さ
れます。ユーザプロファイルを保持する場合は、ターミナルサーバのユーザプロ
ファイルを設定できます。次の節「ターミナルサーバのユーザプロファイルの設
定」を参照してください。

［選択されているグループ］/［選択されていないグループ］: ［選択されていない
グループ］リストで、ユーザをメンバーにするグループを選択して、［追加］をク
リックします。グループメンバーシップにより、ターミナルサーバでのユーザのア
クセス権が決定されます。リストに表示されたグループに、ユーザに割り当てる正
確なファイルシステム権利がない場合は、［ファイル権利］ページを使用します (
［ダイナミックローカルユーザ］タブ >［ファイル権利］ページ )。

3［OK］をクリックして変更内容を保存し、［ダイナミックローカルユーザ］プロパ
ティページを閉じます。 

4 次の節「ターミナルサーバのユーザプロファイルの設定」に進みます。

ターミナルサーバのユーザプロファイルの設定

Windowsターミナルサーバポリシーを使用すると、Roamingユーザプロファイルのネッ
トワーク上の格納場所を指定できます。このポリシーを利用するといくつかの利点が
あります。1) このポリシーは、リモートセッションまたはローカルセッションでユー
ザがターミナルサーバにログインした場合のみ適用されます。 2) このポリシーには、
クライアントセッションの制御に使用できる他の環境設定が含まれます。

ユーザプロファイルにこのポリシーを使用することは、Windowsターミナルサーバで
ユーザアカウントの［ターミナル サービスのプロファイル］プロパティページを設定
することと同じです。

Windowsターミナルサーバポリシーを使用してユーザプロファイルを設定するには

1［Windows 2000-2003ターミナルサーバポリシー］ページで、［Windowsターミナル
サーバポリシー］の左にあるチェックボックスを選択してポリシーを有効にしてか
ら、［プロパティ］をクリックしてポリシーのプロパティページを表示します。    

2［ターミナルの環境設定］タブをクリックし、［ログイン］をクリックして、［ログ
イン］ページを表示します。
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3［クライアントの環境設定を継承］オプションを有効にします。

重要 : このオプションを有効にしないと、ユーザがターミナルサーバアプリケーションを起動したと

きに、ポリシーは、起動されたアプリケーションではなく、ターミナルサーバのデスクトップをセッ

ションで開きます。

4［ターミナルサーバのプロファイルパス］フィールドに、プロファイルを保存する
ネットワーク位置へのパスを入力します。次の点に注意してください。

! %username%変数を使用して、各ユーザのプロファイルが個別のディレクトリに
保存されるようにしてください。例 :

\\server\vol1\profiles\%username%

このパスを使用すると、ユーザ jsmithのプロファイルは次の場所に保存され
ます。

\\server\vol1\profiles\jsmith

! ユーザのプロファイルディレクトリがすでに存在することを確認してくださ
い。この例では、jsmithのプロファイルが保存されるディレクトリとして、
\\server\vol1\profiles\jsmithがすでに存在していなければなりません。

! ユーザにプロファイルディレクトリへの権利があることを確認してください。
プロファイルディレクトリが NetWare®サーバ上にある場合は、eDirectoryを
使用して権利を割り当てることができます。プロファイルディレクトリが
Windowsサーバ上にある場合は、ユーザの Windowsアカウントを使用して、共
有権を割り当てる必要があります。

5［OK］をクリックして変更内容を保存し、［Windowsターミナルサーバ］プロパティ
ページを閉じます。

6 次の節「ユーザパッケージとユーザの関連付け」に進みます。
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ユーザパッケージとユーザの関連付け

ユーザポリシーパッケージを有効にする前に、ユーザに関連付ける必要があります。 

1 ユーザパッケージオブジェクトのプロパティページが表示されていない場合は、
［ユーザパッケージ］を右クリックして、［プロパティ］をクリックします。

2［関連付け］タブをクリックして［関連付け］ページを表示します。 

3［追加］をクリックし、ポリシーパッケージを適用するユーザを参照して選択しま
す。ユーザ、グループ、またはコンテナを追加します。 

4 ユーザを追加し終わったら、［OK］をクリックして保存します。

ZENworks以外の方法によるローカルユーザアカウントの管理

ターミナルサーバでユーザアカウントを動的に作成するときに、Workstation Manager
とユーザポリシーを使用しない場合は、アカウントを他の方法で作成する必要があり
ます (たとえば、各ターミナルサーバで静的アカウントを手動で作成するか、または
Microsoft Active Directoryを使用して作成します )。ユーザアカウントの作成方法に
ついては、Windowsのマニュアルを参照してください。ユーザアカウントを作成すると
きは、次の点に注意してください。

! RDPアプリケーションに対してパススルー認証を有効にする場合、ユーザの Windows
アカウントには、eDirectoryアカウントと同じユーザ名とパスワードが必要です。

! パススルー認証は、ICAアプリケーションには使用できません。ユーザは、ICAアプ
リケーションを起動したときに、常にログインアカウント情報を要求されます。
ICAアプリケーションに対してパススルー認証を有効にするには、Workstation 
Managerとユーザポリシーを使用する必要があります。

! グループメンバーシップまたは個別のユーザ許可によって、ターミナルサーバから
アプリケーションを実行するには、ユーザアカウントに適切なファイルシステム権
利を付与する必要があります。 
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アプリケーションオブジェクトのアップグレード

DeFrameターミナルサーバ上でホストされるアプリケーション用に作成されたアプリ
ケーションオブジェクトは、ZENworks 6.5 Novell Application Launcher、Novell 
Application Launcherプラグイン、または ZENworks 6.5 Launchガジェットでは使用
できません。eDirectoryでアプリケーションオブジェクトをターミナルサーバアプリ
ケーションオブジェクトとして再作成することで、アップグレードする必要がありま
す。手順は次のとおりです。

1 ConsoleOneで、アプリケーションオブジェクトの作成先のコンテナを右クリック
します。次に、［新規］をクリックし、［オブジェクト］をクリックします。

2［新規オブジェクト］ダイアログボックスで、［アプリケーション］を選択し、［OK］
をクリックして［新しいアプリケーションオブジェクト］ダイアログボックスを表
示します。

3［ターミナルサーバアプリケーション］オプションを選択し、［次へ］をクリックし
て［オブジェクト名］ダイアログボックスを表示します。
290   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
4 アプリケーションオブジェクトの名前を指定します。

アプリケーションオブジェクトの名前は、次の規則に従って入力します。

! コンテナ内で一意の名前にします。

! 特殊文字を使用することもできます。ただし、正符号 (+)、等号 (=)、ピリオド
(.)を使用するときは、その前に円マーク (\)を付けます。

! 次の文字は、アプリケーションオブジェクトの名前では使用できますが、
Windowsのフォルダおよびファイルの名前では使用できません。

\ / : * ? " < > |

アプリケーションオブジェクトの名前でこれらの文字を使用した場合、Novell 
Application Launcherではなく Windowsによって制御される場所 (Windowsデ
スクトップなど )に表示されるときに、これらの文字がアンダースコア (_)で
置き換えられます。 

! 大文字と小文字、アンダースコアと空白は最初に入力したとおりに表示されま
すが、区別はされません。たとえば、ZENworks_Desktop_Managementと
ZENWORKS DESKTOP MANAGEMENTは、同一の名前として認識されます。

名前は eDirectoryで表示されます。デフォルトでは、アプリケーションオブジェ
クトの名前は、ユーザのワークステーション上で Application Launcherに表示さ
れるアプリケーションオブジェクトのアイコンのタイトルとしても使用されます。
アプリケーションオブジェクトの作成後にも、必要に応じてアイコンのタイトルを
変更できます (アプリケーションオブジェクトの［識別］タブの［アイコン］ペー
ジを使用します )。

5［次へ］をクリックし、［ICA/RDPセッション］ダイアログボックスを表示します。

6 次の情報を入力して、アプリケーションを実行する ICAまたは RDPクライアント
セッションを設定します。

［ICAセッション］を選択する場合は、次のフィールドに入力します。

［ICAセッション］: ICA (Independent Computing Architecture)クライアントセッ
ションでアプリケーションを実行する場合はこのオプションを選択します。Citrix 
MetaFrameでは、ICAクライアントセッションが必要です。
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! ［発行されたアプリケーション名］: デフォルトでは、このフィールドには前
のページで入力したアプリケーションオブジェクトの名前が表示されますこの
名前が Citrix IMAで定義されているアプリケーション名と一致しない場合は、
Citrixの発行されたアプリケーション名に変更します。

! ［アプリケーションをホストするサーバ］: アプリケーションをホストする
Citrixサーバを追加します。サーバを追加するには、［追加］ボタンをクリッ
クし、サーバの IPアドレスまたは DNSホスト名を入力して、［OK］をクリック
します。

ここで定義したサーバは、アプリケーションが Novell Application Launcher
または Novell Application Launcherプラグインから起動される場合にのみ使
用されます。ZENworks Launchガジェットは、その環境設定で定義されたサー
バを使用します。ZENworks Launchガジェットの環境設定については、
『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「アプリケーション管理」
にある「ZENworks Launchガジェット : 設定」を参照してください。

［RDPセッション］: RDP(Remote Desktop Protocol)クライアントセッションでア
プリケーションを実行する場合はこのオプションを選択します。Microsoft 
Windowsターミナルサーバでは、RDPクライアントセッションが必要です。Citrix 
MetaFrameも、RDPクライアントセッションをサポートしています。

［RDPセッション］を選択する場合は、次のフィールドに入力します。

! ［Terminal Server Address and Port(ターミナルサーバのアドレスとポート )］
: ターミナルサーバの IPアドレスまたはホスト名を指定します。ターミナル
サーバがデフォルトのポート 3389を使用していない場合は、［ポート］フィー
ルドを編集して正しいポート番号を指定します。

! ［サーバドメイン］: ターミナルサーバが、Windows NTドメインまたは Active 
Directoryドメインに含まれている場は、ドメイン名を指定します。

! ［アプリケーションパス］: アプリケーションの実行可能ファイルのパスを指
定します。ターミナルサーバで ConsoleOneを実行している場合は、ファイル
を参照して選択できます。

! ［作業ディレクトリ］:アプリケーションが作業ファイルを作成するディレクト
リのパスを指定します。

7［次へ］をクリックし、アプリケーションのワークステーションへの配布を制御す
るルールを定義します。手順は次のとおりです。

7a［Add］をクリックし、定義するルールのタイプを選択します。

7b ルールの情報を入力し (ルールの情報については［ヘルプ］をクリックしてく
ださい )、［OK］をクリックして要件を一覧に追加します。 

注 : 以前のバージョンの ZENworksでは、オペレーティングシステムのバージョン (OSバージョン

)ルールが必要でした。現在は不要です。

8［Next］をクリックし、アプリケーションオブジェクトを、アプリケーションの
配布先であるユーザまたはワークステーションに関連付けます。手順は次のとお
りです。

8a［Add］をクリックし、ユーザオブジェクトまたはワークステーションオブジェ
クトを参照します。グループオブジェクト、ワークステーショングループオブ
ジェクト、およびコンテナオブジェクト (部門、組織、または国 )も選択でき
ます。コンテナオブジェクトを選択した場合、そのコンテナの全ユーザオブ
ジェクトおよびワークステーションオブジェクトについて、アプリケーション
に関連付けるかどうかを選択できます。
292   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
重要 : アプリケーションに関連付ける各ワークステーションは、事前にワークステーションオブ

ジェクトとして eDirectoryにインポートしておく必要があります。

8b ユーザまたはワークステーションをリストに追加した後、アプリケーションに
適用する特性 (［強制実行］、［NAL］、［スタートメニュー］、［デスクトップ］、
［シストレイ］、［クイック起動］、［強制キャッシュ］)を設定するために、
ユーザまたはワークステーションの該当するチェックボックスをオンにしま
す。これらの特性の説明については、［ヘルプ］をクリックします。

9［次へ］をクリックし、アプリケーションオブジェクトの設定を確認したら、［終
了］をクリックしてアプリケーションオブジェクトを作成します。

ワークステーションへの Citrix ICAクライアントおよび Microsoft 
RDPクライアントのインストール

Novell Application Launcher、Novell Application Launcherプラグイン、または
ZENworks Launchガジェットでターミナルサーバアプリケーションを起動する場合、常
に Citrix ICAクライアントまたは Microsoft RDPクライアントを使用して、ターミナ
ルサーバとのクライアントセッションが作成されます。このため、各ユーザのワーク
ステーションに ICAおよび RDPクライアントをインストールする必要があります。

ICAクライアント

ワークステーションに ICA Program Neighborhood (PN)クライアントまたは ICA Webク
ライアントをインストールする必要があります。ユーザのワークステーションに PNク
ライアントまたは Webクライアントがまだインストールされていない場合は、次の手
順に従います。

1 Citrix Download Clientsサイト (http://www.citrix.com/site/SS/downloads/
downloads.asp?dID=2755)から PNクライアントまたは Webクライアントファイル
をダウンロードします。

2 各ワークステーションにクライアントファイルを配布します。手順は次のとおり
です。

2a『Citrix管理者ガイド』に記載されている手順に従うか、または Novell 
Application Launcherを使用して、クライアントファイルを配布します。

2b (条件付き )ZENworks Launchガジェットを使用している場合は、Webクライア
ント (wficat.cab)ファイルをポータルサーバ上の次の場所にコピーします。

tomcat\webapps\nps\portal\gadgets\com.novell.ondemand.gadgets.ZENLaunc
hGadget\bin

または

PNクライアントの場合は、ファイル名を wficat.cabに変更して上記の場所に
コピーします。

ICAクライアントセッションで実行されるように設定したターミナルサーバア
プリケーションを起動すると、Launchガジェットは CABファイルを使用して
クライアントをインストールします。その後、ユーザは Novell Application 
Launcher、Novell Application Launcherプラグイン、および ZENworks Launch
ガジェットから ICAアプリケーションを起動できます。

ZENworks Launchガジェットの使用方法については、20 章 275 ページの 
｢ ZENworks 6.5 Launchガジェットへのアップグレード｣を参照してください。
ZENworks 6 DeFrameからのアップグレード 293

http://www.citrix.com/site/SS/downloads/downloads.asp?dID=2755


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
RDPクライアント

Microsoft RDP 5.1クライアント (msrdp.ocx)は、ZENworksデスクトップ管理エージェ
ントおよび ZENworks Launchガジェットに含まれています。デスクトップ管理エー
ジェントのインストール時に、c:\program files\novell\zenworksディレクトリに
msrdp.ocxがインストールされます。ZENworks Launchガジェットを使用する場合、
ユーザが RDPクライアントセッションで実行するように設定されたターミナルサーバ
アプリケーションを起動すると、Launchガジェットは、c:\program 
files\novell\zenworksディレクトリに msrdp.ocxファイルをインストールします。
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22 ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1
へのアップグレード

この節には、次の情報が含まれています。

! 295 ページの ｢概要｣

! 296 ページの ｢インストール前のチェックリスト｣

! 297 ページの ｢ Desktop Management Server用 SP1アップグレードのインストール｣

! 304 ページの ｢ ZENworks Middle Tier Serverのアップグレード｣

! 314 ページの ｢ ZENworks管理エージェントのアップグレード｣

概要

Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Management Support Pack 1 (SP1)アップグレードの
機能の概要については、次の情報を参照してください。

! 295 ページの ｢ SP1のインストールで実行される処理｣

! 296 ページの ｢ SP1インストールプログラムが実行しない項目｣

! 296 ページの ｢ネットワークサーバの段階的アップグレード｣

SP1のインストールで実行される処理

! SP1のインストールプログラムは、6.5がインストールされたパスを使用して、
ZENworks 6.5 Desktop Managementソフトウェアを検出しアップグレードします。

! サーバ上で実行されているサービス(インベントリサービスを除く)はSP1のインス
トールプログラムによって停止および再開されます。

! 常に SP1のファイルがコピーされ、新旧を問わずすべてのファイルがアップグレー
ドファイルに置き換えられます。ZENworksディレクトリ以外の場所にコピーされ
たファイルは、それらが古いファイルの場合のみ置換されます。

! SP1インストールでは、インストール対象のワークステーションだけでなく、アッ
プグレードウィザードによって検出されたのターゲットサーバ上の ConsoleOneス
ナップインがすべて ZENworks 6.5 SP1にアップグレードされます。［ConsoleOne］
チェックボックスをオンにする場合は、過去にインストールされたスナップインが
すべてバージョン 6.5であることが必要です。
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SP1インストールプログラムが実行しない項目

! 各機能に対応するチェックボックスを選択解除することはできません。これらのス
テータスは、アップグレード対象のサーバを選択したときにインストールプログラ
ムによって判断されます。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementより前のバージョンの ZENworksを ZENworks 6.5 
Desktop Management SP1にアップグレードすることはできません。

! 既存の ZENworksコンポーネント以外はインストールされません。

! インストールプログラムでは、ConsoleOneがインストールされていて 6.5 Desktop 
Managementスナップインがインストールされていないワークステーションオブ
ジェクトは選択できません。個々のワークステーションを Desktop Management SP1
スナップインでアップデートするには、そのワークステーションから、元の
ZENworks 6.5 Desktop Management Serverに付属のインストールプログラムを実行
する必要があります。

! eDirectoryオブジェクトはいっさいアップグレードされません。すでにインストー
ルされている ZENworks 6.5ソフトウェアのみアップデートされます。

! インベントリサーバをアップグレードする場合、インストールプログラムは自動的
にインベントリサービスを開始しません。SP1のアップグレード後に手動でサービ
スを開始する必要があります。

ネットワークサーバの段階的アップグレード

ZENworks 6.5サーバを SP1にアップグレードするとき、すべてのサーバを 1回のパス
でアップグレードすることも、地理的な条件に基づいて段階的にアップグレードする
こともできます。

SP1のインストールプログラムでは、複数のサーバが一度にアップデートされます。複
数のサーバが存在する場合、1回のインストールセッションでこれらのサーバをアップ
グレードするのに要する時間を検討してください。アップグレードにかかる時間が長
すぎる場合、対象になるサーバを複数のグループに分けて、一度に 1つのグループを
アップグレードできるようにします。

インストール前のチェックリスト

" 27 ページの ｢準備｣に示されているインストールの要件をすべて満たしていること
を確認します。

" ZENworks 6.5 Desktop Management SP1をインストールするコンピュータに、
ZENworks 6.5 Desktop Managementがインストールされていることを確認します。

" SP1の Readmeでインストールに関する最新情報を確認します。ZENworks 6.5 
Desktop Management Support Pack 1の readmeは、Novell ZENworks 6.5 
Documentation Webサイトで入手できます。 (http://www.novell.com/
documentation/zenworks65)
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" Novell Support Webサイト (http://support.novell.com)から、ZENworks 6.5 
Desktop Management Support Pack 1のインストールプログラムをダウンロードし
ます。

ダウンロードした SP1のインストールプログラムを、インストール対象ワークス
テーションのハードドライブに保存する場合、ハードドライブのルートと、コピー
先ディレクトリ間のパスには、8.3形式の DOSファイル名規則に準拠するディレク
トリ名だけを使用することができます。パス内に長いディレクトリ名が存在する場
合、インストールプログラムは起動しません。

" クラスタにインストールする場合は、手動で各クラスタノード上の Javaをアンロー
ドする必要があります。通常、インストールプログラムは自動的に Javaをアン
ロードしますが、自動的にアンロードされるのは仮想サーバが存在するノード上の
Javaのみであるからです。各クラスタノード上の Javaをアンロードするには、
サーバのコマンドラインで、「 Java 

-
exit」と入力します。

" Novell ConsoleOneのインスタンスが、ワークステーション上のマップされたドラ
イブから起動され、ターゲットサーバ上で実行されている場合や、インストール対
象のワークステーションから実行されている場合は、これらの ConsoleOneのイン
スタンスを終了してからインストールプログラムを実行します。こうした状況で
ConsoleOneが実行されているコンピュータでは、ConsoleOneのアップデートされ
た ZENworks 6.5 Desktop Managementスナップインがインストールされません。

" Desktop Managementをインストールするために使用するワークステーションで、
Desktop Managementソフトウェアをインストールするすべての eDirectoryツリー
にログインしていない場合は、ログインします。

インストール中、ログインしたツリー内のすべてのターゲット NetWareサーバで自
動的に認証され、SP1のインストール先としてこれらのサーバを選択できます。

" SP1を Windowsサーバにインストールする場合は、すべての Windowsサーバで［サー
ビス］ウィンドウが閉じていること、そのサーバで認証を受けていること、およ
び、そのサーバの存在するドメインで認証を受けていることを確認します。

インストールプログラムは、すべての ZENworks Desktop Managementサービスを停
止させますが、サーバへのインストール中に［サービス］ウィンドウが開いている
と、これらのサービスを登録することができません。

Desktop Management Server用 SP1アップグレードのインストール

ZENworks 6.5 Desktop Management Server Support Pack 1 (SP1)を NetWare®サーバま
たは Windowsサーバにインストールするには、次の手順に従います。

1 Windows 2000/XPワークステーション (または Windows 2000/2003サーバ )を選択
して、SP1のインストールプログラムを実行します。

このワークステーションまたはサーバは、インストールするワークステーションの
要件を満たしている必要があります。詳細については、29 ページの ｢インストー
ルに使用する Workstationの条件｣を参照してください。

2 Novell Supportからダウンロードした SP1インストールプログラムを参照し、
winsetup.exeプログラムを実行します。
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3［デスクトップ管理］をクリックして、さまざまな言語でインストールするオプ
ションがあるページを表示します。

4［日本語］をクリックし、Desktop Managementインストールオプションのページを
表示します。
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5［デスクトップ管理サービス］をクリックし、Desktop Management Serverインス
トールウィザードを起動します。

6 最初のインストールページで、インストールプログラムの実行に関する詳細を読
み、［次へ］をクリックします。

7 ライセンス契約書を読み、条項に同意する場合は［受諾］をクリックします。 

使用許諾契約の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしないで
ください。

8［Installation Requirements(インストール要件 )］ページで、Desktop 
Management Server Support Pack 1のインストール要件の一覧を読み、インストー
ル先のサーバが要件を満たしていることを確認して［次へ］をクリックします。

9［ツリー選択］ページで、Desktop Management Server SP1へのアップデートを行う
Novell eDirectoryTMツリーの名前を入力または参照し、［次へ］をクリックします。

ZENworks 6.5 Support Pack 1 (SP1)をインストールしているため、eDirectoryツ
リーはすでに展開されています。6.5インストールからの［スキーマの拡張］
チェックボックスは、SP1インストールのこのページには表示されません。

ZENworks Desktop Managementスナップインだけをローカルの管理ワークステー
ションにインストールする場合は、ツリーを選択する必要はありません。

［ログイン］ボタンをクリックし、適切な権限を持つユーザ IDとパスワードを入力
してログインすれば、ツリーに認証されます。

10［ZENworks Desktop Managementライセンス］ページで、SmartCert製品登録パッ
ケージの一部として電子メールで送信されたライセンスコードを指定します。

このページでライセンスコードを指定しない場合、ZENworks Desktop Management
のこのインストールは評価版とみなされます。評価版としてインストールすると、
定期的な間隔で製品のライセンスを取得するように促されます。90日経つと、評
価版は機能しなくなります。
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11［サーバ選択］ページで、［サーバの追加］をクリックし、Support Pack 1をインス
トールするサーバの名前を参照します。 

ステップ 9で選択したツリーからのみサーバを選択できます。
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Desktop Management Serverは、インストールできるサーバのリストに含まれてい
ても、ネットワークオペレーティングシステムによってはサポートされていない場
合があります。詳細については、このインストールプログラムの最初 (ライセンス
契約の後 )に表示されるサポート対象サーバのリストを確認するか、ZENworks 
Desktop Managementオンラインマニュアルを参照してください。

ZENworks 6.5 Desktop Management SP1では、ZENworks Desktop Management Server
がインストールされていないサーバを追加することもできますが、追加として選択
しても、SP1アップデートの候補としては拒否されます。

重要 :  デスクトップ管理サービス (Desktop Management Services)を NetWareクラスタにインストー

ルした場合は、インストール先としてクラスタボリューム (仮想クラスタサーバ )を選択する必要が

あります。ConsoleOneスナップインをクラスタにインストールする場合は、クラスタボリュームを選

択すると、スナップインが各クラスタノードにインストールされます。 

11a (オプション )［サーバの追加］ダイアログボックスでは、eDirectoryのツ
リー名ごとにサーバを一覧表示できます。サーバにインストールするには、
［eDirectoryツリー］を選択し、インストール先のサーバの名前を参照してク
リックするか、［全サーバの追加］をクリックしてコンテナ内のすべてのサー
バを選択します。右方向矢印ボタンをクリックして、選択したサーバを［選択
されたサーバ］ペインに移動し、［OK］をクリックします。

ディレクトリを参照して選択できる Windowsサーバは、eDirectoryがインス
トールされているサーバのみです。

認証されていない Windowsサーバを追加する場合は、サーバのアイコンをダブ
ルクリックしてダイアログボックスを表示します。このダイアログボックス
で、Windows認証に必要なアカウント情報を入力します。

11b (オプション )［サーバの追加］ダイアログボックスでは、［ホスト名 /IPアド
レスを使用してサーバを追加する］フィールドにサーバのホスト名または IP
アドレスを指定できます。指定した値は、サーバの名前に解決できる必要があ
ります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］リス
トに追加します。
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12［サーバ選択］ページには、そのサーバ上で ZENworks 6.5によってインストール済
みのサービスだけが、SP1アップデートの候補として表示されます。［ローカル
ワークステーション］の設定を除き、選択内容を変更することはできません。

注 : これらのサービスについては、54 ページの ｢完全インストール (スキーマの拡張を含む )の実行

｣を参照してください。

［ローカルワークステーション］: ZENworks 6.5のインストールでは、［ローカル
ワークステーション］オプションの［Desktop Management Service Snap-ins(デス
クトップ管理サービススナップイン )］を選択することで、ローカルワークステー
ションにデスクトップ管理サービススナップインをインストールするオプションを
利用できました。

SP1のインストールでは、スナップインがローカルにインストールされている場合
にのみ、このチェックボックスが表示されます。必要に応じて、チェックボックス
の選択を解除することもできます。

13 (オプション )［前提条件チェック］はデフォルトで選択されています。インス
トールプログラムで、1つまたは複数のサーバが ZENworksデスクトップ管理サー
ビスのインストール要件を満たしているかどうかを確認する場合は、選択内容を保
存します。 インストールプログラムでは、サーバのネットワークオペレーティング
システムのバージョン (必要なサービスまたはサポートパックを含む )、Windows
サーバおよびインストールするワークステーション上の Novell ClientTM (4.9 
SP1a)の有無とバージョン、および ConsoleOne (1.3.6)の有無とバージョンを
チェックします。

サーバのオペレーティングシステムとサポート /サービスパックが適切なバージョ
ンでない場合は、エラーまたは警告メッセージが表示され、必要なソフトウェアが
インストールされて検出されるか、チェックボックスの選択を解除するまでインス
トールを続行することはできません。
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14［概要］ページで、インストールするコンポーネントとパーツのリストを見直しま
す。概要が正しければ、［完了］をクリックしてインストールプログラムを起動し
ます。

［戻る］をクリックすると、必要に応じて何度でも変更を加えることができます。

［キャンセル］をクリックすると、インストール情報は保存されません。

インストール完了後、インストールログファイルを確認できます。ログファイルの
名前は datestamp_timestamp_zdmserver_install.logになります (たとえば、
20040304_024034_zdmserver_install.log)。このファイルは、インストール元のコ
ンピュータの \novell\zfdtempディレクトリに保存されます。このログファイルに
は、コンポーネントのインストールが失敗したかどうかが示されます。

インストールの概要を見直し、選択した内容を確認することもできます。概要は、
datestamp_timestamp_zdmserver_installsummary.logという名前のログファイル
に保存されます (たとえば、20040304_024034_zdmserver_installsummary.log)。
このファイルも c:\novell\zfdtempにあります。

15 (条件付き )アップグレード済みのインベントリサーバを使用している場合は、手
動でインベントリサービスを開始する必要があります。

! NetWareサーバの場合 : サーバのメインコンソールプロンプトで「startinv」
と入力します。

! Windowsサーバの場合 : ステップ 15aに進みます。

15a［コントロール パネル］を開きます。

15b［管理ツール］、［サービス］の順にダブルクリックします。

15c［Novell Inventory Service］を選択し、［開始］をクリックします。

アップグレード後の作業

ZENworks 6.5インベントリサーバが ZENworksソフトウェアディクショナリのアップ
デートを ZENworks 6.5 SP1インベントリサーバから受け取った場合は、ZENworks 6.5
インベントリサーバ上で次の作業を行う必要があります。 

1 Inventory Serviceを停止します。

2 Inventory_server_installation_path\zenworks\inv\server\wminv\libディレク
トリにある desktopcommonutility.jarのバックアップを作成します。

3 desktopcommonutility.jarを ZENworks 6.5 SP1 Companion 
CD\companion2\zen65patch\inv\server\wminv\libから
Inventory_server_installation_path\zenworks\inv\server\wminv\libディレク
トリにコピーします。

4 Inventory Serviceを起動します。
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ZENworks Middle Tier Serverのアップグレード

ZENworks 6.5 Desktop Management Server Support Pack 1 (SP1)を NetWareサーバま
たは Windowsサーバにインストールするには、次の手順に従います。

1 Windows 2000/XPワークステーション (または Windows 2000/2003サーバ )を選択
して、Middle Tier Server SP1のインストールプログラムを実行します。このワー
クステーションまたはサーバは、インストールするワークステーションの要件を満
たしている必要があります。詳細については、29 ページの ｢インストールに使用
する Workstationの条件｣を参照してください。

2 Novell Supportからダウンロードした SP1インストールプログラムを参照し、
winsetup.exeプログラムを実行します。

3［デスクトップ管理］をクリックして、さまざまな言語でインストールするオプ
ションがあるページを表示します。

4［日本語］をクリックし、Desktop Managementインストールオプションのページを
表示します。
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5［Middle Tier Server］をクリックし、Middle Tier Serverのインストールプログ
ラムを起動します。

6 最初のインストールページで、インストールプログラムの実行に関する詳細を読
み、［次へ］をクリックします。

7 ライセンス契約書を読み、条項に同意する場合は［受諾］をクリックします。 

使用許諾契約の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしないで
ください。

8［Installation Requirements(インストール要件 )］ページで、Middle Tier 
Serverソフトウェアのインストール要件の一覧を読み、インストール先のサーバ
が要件を満たしていることを確認して［次へ］をクリックします。

9 SP1インストールプログラムの［eDirectoryの場所およびアカウント情報］ページ
では、ラジオボタンを使用して、元の 6.5環境から引き継ぐ Middle Tierの設定を
選択できます。また、このページには、ZENworks Middle Tier Serverの設定また
は再設定を行うためのラジオボタンも表示されます。 
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9a (省略可能 )元の設定を引き継ぐように選択した場合は、［次へ］をクリックし
てインストールを続行します。308 ページのステップ 12に進んでください。

9b (省略可能 )Middle Tier Serverの設定または再設定を選択した場合は、次の
フィールドに必要な情報を入力します。

［DNS/IPアドレス］: eDirectoryをインストールするサーバの DNS名または IP
アドレスを指定します。

［ユーザ名 (完全 DN)］:Middle Tierプロキシユーザアカウントの完全修飾識
別ユーザ名を指定します (例 : midtier-proxy.org-unit.org)。これらのアカ
ウント情報を確実に安全に保つために、特定の管理権限を持つ任意のユーザを
設定できます。

必要な権限については、93 ページの ｢ Middle Tierプロキシのユーザアカウン
トに必要な権利｣を参照してください。

［Password］: Middle Tierプロキシユーザの eDirectoryパスワードを指定し
ます。

10 (ステップ 9bを選択した場合のみ )［ZENworksユーザコンテキスト］ページ (
［ユーザコンテキスト］フィールド )で、Desktop Managementによって使用される
ユーザオブジェクトを Middle Tier Serverが検索する、eDirectoryコンテキスト
を指定します。

ユーザオブジェクトが常駐する最上位のコンテナのコンテキストを使用する必要が
あります。この値は ZENworks Middle Tier Serverに渡されます。ZENworks Middle 
Tier Serverでは、ユーザ検索時の開始ポイントとしてこの値を使用します。

たとえば、ユーザが多くのサブコンテナに存在している場合は、これらのサブコン
テナすべてを保持するコンテナのコンテキストを指定します。ユーザが ZENworks 
Middle Tier Serverを通じてログインすると、サーバは指定された eDirectoryコ
ンテナでユーザの検索を開始し、適切なユーザが見つかるまで指定したコンテナの
サブコンテナを検索します。
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このインストールで指定する Middle Tier Serverの場合、現在設定済みの認証ド
メイン (NetStorage用に設定された認証ドメインなど )は、ここで指定したコンテ
キストを持つ 1つの認証ドメインに置き換えられます。

インストール後に、NSAdminユーティリティを使用して、この認証ドメインのコン
テキストを再設定することができます。このユーティリティは Webブラウザで開く
ことができます (http://middle_tier_server_name/oneNet/nsadmin)。

インストールプログラムによってコンテキスト (コンテナ )の存在が確認される
と、インストールが続行されます。

11 (ステップ 10を選択した場合のみ )［ZENworksファイルの場所］ページで、
ZENworksで管理するアプリケーションおよびポリシーファイルにアクセスするた
めのネットワークの場所を選択します。

ZENworks Middle Tier Serverでは、ネットワーク上の他の場所にインストールさ
れた ZENworksファイルにアクセスする必要があります。ZENworks管理者として、
配布用のポリシーまたはアプリケーションの作成時に、これらのファイルの場所を
定義します。このページで提供する情報は、Middle Tier Serverが別のファイルシ
ステムへのアクセス方法を決定する際に使用されます。ZENworksファイルをまだ
作成していなくても、この決定は現在のインストールに必要です。

! ZENworksの管理対象アプリケーションおよびポリシーファイルを NetWareサー
バにだけ配置する場合は、1番目のオプションボタンを選択します。

! ZENworksで管理するアプリケーションおよびポリシーファイルの一部、または
すべてを Microsoft Windowsサーバ上に配置する場合は、2つ目のオプション
ボタンを選択します。

ZENworksファイルを Windowsファイルシステムに配置する場合、Middle Tier 
Serverは Novell eDirectoryのユーザ名とパスワードを使用してこれらのファイ
ルにアクセスすることができません。これらのファイルにアクセスするには、
Windowsドメインのアカウント情報が必要です。
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ドメインに属していないサーバ上にファイルを配置する場合は、サーバ固有のアカ
ウント情報を入力します。

［ドメインユーザ名］: ZENworksファイルの場所に対する Windowsファイルシステ
ム権限を持つ、Microsoftドメイン内の任意のユーザのユーザ名を指定します。

［Password］: ZENworksファイルに対するファイルシステム権限を持つ、
Microsoftドメイン内のユーザのパスワードを指定します。

［パスワードの確認］: 正しいパスワードが入力されたことを確認するために同じ
パスワードを指定します。 

12［サーバ選択］ページで、Middle Tier Serverとして機能するターゲットサーバの
リストを作成する必要があります。［サーバの追加］ボタンを使用すると、サーバ
を検索してリストに追加するダイアログボックスが表示されます。［サーバの削除］
ボタンを使用すると、追加したサーバをターゲットリストから削除することができ
ます。［サーバの追加］をクリックします。
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13 (オプション )［前提条件チェック］はデフォルトで選択されています。インス
トールプログラムで、1つまたは複数のサーバが ZENworks Middle Tier Serversの
インストール要件を満たしているかどうかを確認する場合は、選択されたままにし
ます。

インストールプログラムは、以前にインストールされた Middle Tier Serverソフ
トウェアのバージョン、サーバのネットワークオペレーティングシステム (必要な
サービスまたはサポートパックを含む )、Windowsサーバ上の IIS Webサーバの有無
とバージョン、NetWareサーバ上の適切な Webサーバの有無とバージョン、および
ターゲットサーバ上の NetStorage (2.6.0)の有無とバージョンをチェックします。

サーバのオペレーティングシステムとサポート /サービスパックが適切なバージョ
ンでない場合、警告メッセージが表示されますが、インストールは続行できます。
他の要件が満たされていない場合には警告が表示され、必要なソフトウェアがイン
ストールされて検出されるまでインストールは続行されません。

14［サーバの追加］ダイアログボックスで、［サーバのリスト基準］ドロップダウンリ
ストを開き、Novell eDirectoryのツリー、Microsoft Windows Networkの構造、
または Microsoft Active Directoryのツリー内の場所に基づいてサーバを一覧表
示するオプションを表示します。

インストール中に、ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアを複数のサーバに
インストールできます。サーバをリストに追加したら、［OK］をクリックします。

14a (eDirectoryツリーのサーバをリストに表示する場合 )［サーバのリスト基準］
ドロップダウンボックスで［eDirectoryツリー］を選択し、現在認証されて
いるすべての eDirectoryツリーを表示します。次に、ツリーを参照して目的
のサーバまで移動し、右方向矢印ボタンをクリックしてサーバアイコンを［選
択されたサーバ］リストボックスに移動します。
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このダイアログボックスには、次のオプションも含まれています。

! ［リストされていないツリーの参照］をクリックすると、ダイアログボッ
クスにネットワーク上のすべてのツリーを表示できます。これらのツリー
のいずれかをダブルクリックすると、認証されていないツリーでも、［使
用可能なサーバ］リストに追加されます。

! ［ホスト名 /IPアドレスを使用してサーバを追加する］フィールドに、サー
バのホスト名または IPアドレスを指定できます。入力する値は、サーバ
の名前に解決可能である必要があります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］
リストに追加します。

! 認証されていないサーバを選択した場合は、ツリーの eDirectoryアカウン
ト情報を入力するように要求されます。

! ［全サーバの追加］をクリックすると、認証が完了するときに、選択した
ツリーまたはコンテナのすべてのサーバが追加されます。上位レベルのコ
ンテナを選択すると、そのコンテナのサーバすべてと、下位のコンテナに
あるすべてのサーバが選択されます。

! サーバを［選択されたサーバ］ボックスから削除して［使用可能なサー
バ］リストボックスに戻すには、［選択されたサーバ］ボックスでサーバ
名をクリックし、左方向矢印ボタンをクリックします。［選択されたサー
バ］から複数のサーバを削除するには、<Shift>または <Ctrl>キーを押し
ながらサーバを選択します。

14b (Microsoft Windowsネットワーク構造のサーバをリストに表示する場合 )
［サーバのリスト基準］ドロップダウンリストで［Microsoft Windowsネット
ワーク］を選択し、現在認証されているすべての Windowsワークグループと
Microsoftドメインを一覧表示します。構造を参照してサーバを選択し、二重
の右向き矢印をクリックして、［選択されたサーバ］リストに移動します。
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このダイアログボックスには、次のオプションも含まれています。

! ［選択されたサーバ］リストにサーバを追加するには、サーバの管理ユー
ザである必要があります。サーバで認証されていない場合は、オブジェク
トに疑問符のマークが表示されます。サーバが ZENworks 6.5 Desktop 
Managementでサポートされているサーバプラットフォームの場合、疑問符
のマークをダブルクリックしてサーバに対する認証を実行し、二重の右向
き矢印をクリックしてサーバを［選択されたサーバ］リストに移動するこ
とができます。

! Windowsサーバ上にある ZENworksファイルは、NetWareにインストールされ
た Middle Tier Serverから取得することができないため、Microsoftドメ
イン内のサーバの一覧を表示するときに、NetWareサーバは一覧に表示さ
れません。

! ［ホスト名 /IPアドレスを使用してサーバを追加する］フィールドに、サー
バのホスト名または IPアドレスを指定できます。この値は、指定した動
作環境にあるサーバの名前に解決できる必要があります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］
リストに追加します。

Windowsサーバの複数のサーバ名のエイリアスを使用する場合、最初のエ
イリアスは Windowsサーバの物理名であることが必要です。

! サーバの認証用に指定したアカウント情報(ステップ 11を参照)が管理アカ
ウントではない場合、サーバをターゲットサーバとして追加することはで
きますが、［サーバの追加］ダイアログボックスを閉じるときに管理アカ
ウントの入力を再度求められます。

! 選択したドメインまたはワークグループ内のすべてのサーバを追加するに
は、［全サーバの追加］をクリックします。ドメインまたはワークグルー
プを選択すると、そのドメインまたはワークグループ内の認証済みサーバ
のすべてが選択されます。
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! ［選択されたサーバ］リストからサーバを削除し、［使用可能なサーバ］リ
ストに戻すには、［選択されたサーバ］リストでサーバ名をクリックし、
二重の左向き矢印をクリックします。［選択されたサーバ］から複数の
サーバを削除するには、<Shift>または <Ctrl>キーを押しながらサーバを
選択します。

14c (Microsoft Active Directoryでサーバを一覧表示する場合 )［サーバのリスト
基準］ドロップダウンリストで、［Microsoft Active Directory］を選択しま
す。ワークステーションが Active Directoryのメンバーの場合、Active 
Directoryのツリー内のドメインが表示されます。Active Directoryで (ドメ
インごとに )リスト表示されるすべてのサーバを参照し、目的のサーバへの構
造を参照します。次に、二重の右向き矢印をクリックして、サーバを［選択さ
れたサーバ］リストに移動することができます。

このダイアログボックスには、次のオプションも含まれています。

! ［リストされていないツリーの参照］をクリックして、追加するドメイン
名の指定が可能なダイアログボックスを開きます。そして、［サーバのリ
スト基準］ドロップダウンリストにサーバを表示する前に、適切なアカウ
ントを使ってサーバへの認証を実行することができます。

! ［ホスト名 /IPアドレスを使用してサーバを追加する］フィールドに、サー
バのホスト名または IPアドレスを指定できます。入力する値は、指定し
た動作環境にあるサーバの名前に解決できる必要があります。

をクリックして名前解決処理を開始し、サーバを［選択されたサーバ］
リストに追加します。
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! ドメインオブジェクトを右クリックし、次の 3種類の検索方法のいずれか
を選択します。

［検索基準の場所］:ドメインのルートにあるコンピュータとドメインコン
トローラを一覧表示します。これはデフォルトの検索方法です。

［ディレクトリ全体の検索］: コンピュータが配置されているすべてのディ
レクトリコンテナを一覧表示します。

［ディレクトリ階層の参照］:ディレクトリ内のすべてのコンテナを一覧表
示します。コンテナを１つずつ展開して、目的のコンピュータを探すこと
ができます。大規模なディレクトリの検索基準以外の場所にコンピュータ
がある場合、この検索方法が役立ちます。

! ［全サーバの追加］をクリックして、選択したドメインまたはコンテナの
すべてのサーバを追加します。ドメインまたはコンテナを選択すると、そ
のドメインまたはコンテナ内のすべてのサーバが選択されます。

! サーバを［選択されたサーバ］ボックスから削除して［使用可能なサー
バ］リストボックスに戻すには、［選択されたサーバ］ボックスでサーバ
名をクリックし、左方向矢印ボタンをクリックします。［選択されたサー
バ］から複数のサーバを削除するには、<Shift>または <Ctrl>キーを押し
ながらサーバを選択します。

15［概要］ページで、ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアおよび関連付ける
Desktop Management Serverのインストール先として選択した場所を確認します。
概要が正しければ、［完了］をクリックしてインストール処理を開始します。

Middle Tier Serverインストールウィザードは、別のインストールプログラムを起
動します。このプログラムが完了するのを待ちます。

インストール完了後、インストールログファイルを確認できます。ログファイルの
名前は datestamp_timestamp_zdmmidtier_install.logになります (たとえば、
20040304_024034_zdmmidtier_install.log)。このファイルは、インストール元の
コンピュータの \novell\zfdtempディレクトリに保存されます。このログファイル
には、コンポーネントのインストールが失敗したかどうかが示されます。

インストールの概要を見直し、選択した内容を確認することもできます。概要は、
datestamp_timestamp_zdmmidtier_installsummary.logという名前のログファイル
に保存されます (たとえば、20040304_024034_zdmmidtier_installsummary.log)。
このファイルも c:\novell\zfdtempにあります。

16 Desktop Management Serverの eDirectoryを対象とする ConsoleOneで、クリアテ
キストパスワードを許可するように Desktop Management Serverを設定しているこ
とを確認します。

詳細については、63 ページのステップ 15を参照してください。 

17 (NetWare 6のインストールのみ )NetWare 6 ZENworks Middle Tier Server上の
autoexec.ncfファイルを編集して、Apache Web Serverのロードとバインドが正常
に行われるようにします。

詳細については、94 ページの ｢ NetWare 6 ZENworks Middle Tier Serverにおける
Autoexec.ncfの編集｣を参照してください。

18 ZENworks Middle Tier Serverソフトウェアをインストールしたサーバを再起動し
ます。
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19 ワークステーションのブラウザで次の URLのいずれかを入力し、ZENworks Middle 
Tier Serverがインストールされて、稼動していることを確認します。

http://Middle_Tier_Server_DNS_or_IP/oneNet/xtier-stats

http://Middle_Tier_Server_IP_address/oneNet/zen

ZENworks Middle Tier Serverが稼動していれば、1つ目の URLでサーバの統計値
が表示された Webページが開きます。ブラウザの［更新］ボタンをクリックするこ
とにより、要求数が増加している場所が表示できます。

認証されていない場合、2つ目の URLでは、ユーザアカウント情報の入力を求める
ダイアログボックスが表示されます。認証された場合、3つ目の URLでは、XZEN 
(Middle Tier Serverの Xtierモジュール )が実行中であることを示すメッセージ
を含んだ Webページが表示されます。

ZENworks管理エージェントのアップグレード

ここでは、アップグレードに関する注意事項、および知っておく必要があるソフト
ウェアの動作について説明します。

! Novell Clientを使用しているワークステーションでは、Novell Clientをバージョ
ン 4.9 SP1aにアップグレードします。これによって、古い Novell Clientがアン
インストールされ、バージョン 4.9 SP1aがインストールされます。

! ZEnworks for Desktops 4.xエージェントがインストールされているワークステー
ションでは、ZENworks 6.5 SP1デスクトップ管理エージェントをインストールしま
す。これによって、ZENworks for Desktops 4.xエージェントがアンインストール
され、ZENworks 6.5 SP1デスクトップ管理エージェントがインストールされます。

SP1バージョンのデスクトップ管理エージェントをインストールする手順は、元の
バージョンの 6.5エージェントと同じです。インストール方法および詳しいインス
トールの手順については、10 章 99 ページの ｢デスクトップ管理エージェントのイ
ンストールと設定｣を参照してください。

! ZfD 4.0に付属するバージョンのエージェント (setup.exe)は、サポートされなくな
りました。ZfD 4.0エージェントを ZENworks 6.5 SP1にアップグレードする前に、
この古いバージョンのエージェントを ZENworks 6スイート (ZENworks for 
Desktops 4.0.1/SP1b)以降に付属するバージョンのエージェントに置き換える必
要があります。 

! デスクトップ管理エージェントのアップグレードアプリケーションオブジェクトを
設定する場合は、そのアプリケーションを一度だけ実行するように設定して、エー
ジェントがインストールされた後は、そのアプリケーションが Novell 
Application Launcherに表示されなくなるようにすることをお勧めします。この
アプリケーションオブジェクトについては、アンインストールが有効になっていな
いことを確認します。

デスクトップ管理エージェントをアップグレードするために、管理者権限は必要あ
りません。インストール中は、デスクトップ管理エージェントによって、一時的に
ユーザの権限が昇格されます。

! ZfD 4.xエージェント (ZfD 4.0.1 Interim Release 4または Interim Release 5を除
く )を ZENworks 6.5 SP1にアップグレードする場合で、ワークステーションに関
連付けられたアプリケーションオブジェクトを使用してアップグレードを実行する
場合、ユーザにワークステーションの再起動を指示するメッセージは表示されま
せん。
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ユーザに関連付けられたアプリケーションオブジェクトを使用してアップグレード
を実行する場合は、再起動を指示するメッセージが表示されます。

! ZfD 4.0.1エージェント (またはそれ以降、Interim Release 4を除く )を ZENworks 
6.5 SP1にアップグレードするときに、NAL_SINGLE_TREE MSIプロパティを設定す
る場合は、ZENWORKS_TREEプロパティも設定し、ワークステーションが ZENworks
ファイルを受け取るツリーを指定する必要があります。 

ZfD 4.0.1エージェントを ZfD 4.0.1 Interim Release 4からバージョン 6.5 SP1
にアップグレードする場合は、ツリーの値をワークステーションがインポートされ
るツリーに設定する必要があります。ワークステーションがインポートされていな
い場合、この設定は無視されます。
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V 相互運用性

相互運用性とは、2つ以上の製品が同じネットワーク環境 (たとえば、同じツリー、同
じサーバなど )で相互に対話することを示します。 

この節のトピックは次のとおりです。

! 23 章 319 ページの ｢ ZENworks for Desktops 4.xとの相互運用性｣

! 24 章 325 ページの ｢インベントリの相互運用性｣

! 25 章 337 ページの ｢ Remote Managementの相互運用性｣

! 26 章 339 ページの ｢他の Novell製品との相互運用性｣
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23 ZENworks for Desktops 4.xとの相互運用性

ZENworks for Desktops 4.xをアップグレードする場合は、互換性、コンポーネントの
違い、および類似コンポーネントを一緒に実行する方法についていくつかの注意点が
あります。この節では、次の情報を紹介します。

! 319 ページの ｢ 4.x/6.5相互運用環境でのワークステーションとサーバの互換性｣

! 320 ページの ｢バージョン 4.xと 6.5のコンポーネントの違い｣

! 321 ページの ｢ Windows NT 4ワークステーションとの相互運用性｣

4.x/6.5相互運用環境でのワークステーションとサーバの互換性

以前に ZENworks for Desktops 4 Support Pack 1b (SP1b)、ZENworks for Desktops 
4.0.1、または ZENworks for Desktops 4 Interim Release 2あるいは Interim Release 
4 (総称的に ZENworks for Desktops 4.xと呼ばれます )をインストールした場合は、
通常、ZENworks 6.5 Desktop Managementに段階的にアップグレードします。この場
合、相互運用する異なる ZENworksコンポーネントの機能について理解する必要があり
ます。これらの製品の 2つのバージョンは、さまざまなワークステーションやサーバ
にインストールされます。

次の表の各行には、ZENworks Desktop Managementコンポーネントの ZENworksワーク
ステーションおよびサーバの互換性の組み合わせが示されています。

最初の表は、アプリケーション管理、ワークステーションポリシー管理、およびワー
クステーションイメージングの互換性があるバージョンを示しています。

次の表は、ワークステーションインベントリの互換性があるバージョンを示しています。

次の表は、リモート管理の互換性があるバージョンを示しています。

Desktop Agentのバージョン Middle Tier Serverのバージョン Desktop Management Serverのバージョン

4.x 4.x 6.5

4.x 6.5 6.5

6.5 6.5 6.5

Desktop Agentのバージョン ワークステーションインベントリサーバのバージョン

4.x 6.5

Desktop Agentのバージョン リモートコンソールのバージョン

4.x 6.5
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バージョン 4.xと 6.5のコンポーネントの違い

ネットワークの規模が大きい場合は、ワークステーション、ポリシー、または他の
ZENworksの機能を ZENworks for Desktops 4.xから ZENworks 6.5に全面的にアップグ
レードすることができません。この節では、アップグレード前の共存している 2つの
バージョンの動作の違いについて説明します。

次の表は、サポートされているワークステーションとサーバの設定を示しています。

一部の例外を除き、ZENworks 6.5 Desktop Managementには、ZENworks for Desktops 
4.xの機能に対して下位互換性がありあす。ただし、ZENworks 6.5では一部の機能の
動作が異なります。次の節では、注意する必要がある動作の違いについて説明します。

! 320 ページの ｢ワークステーションインポート｣

! 320 ページの ｢ポリシー管理｣

! 320 ページの ｢アプリケーション管理 (Application Management) ｣

! 320 ページの ｢ワークステーションイメージング｣

! 321 ページの ｢ Remote Management (リモート管理 ) ｣

! 321 ページの ｢ Workstation Inventory (ワークステーションインベントリ ) ｣

ワークステーションインポート

サーバでインポートサービスが ZENworks 6.5にアップグレードされた場合は、
ZENworks 4.xワークステーションが同様に登録され、6.5インポートサービスがワー
クステーションをインポートします。ZENworks 4.xおよび ZENworks 6.5ワークステー
ションは、ZENworks 6.5インポートサーバによってインポートできます。 

ポリシー管理

ZENworks 6.5 Desktop Managementは、Windows NT 4ワークステーション、Windows 95
ワークステーション、Windows 98ワークステーション (SEアップグレードなし )、
Novell eDirectoryTM (NDS® 8よりも前のバージョン )、NetWare® 4.x、NetWare 5.0、
または NetWare 5.1をサポートしません。 

ZENworks for Desktops 4.xと ZENworks 6.5のポリシーにはほとんど違いがないため、
これらのポリシーは問題なく共存できます。ZENworks 6.5では、Windowsターミナル
サーバポリシーが削除されています。

アプリケーション管理 (Application Management)

ZENworks for Desktops 4.xアプリケーション管理のシステム要件を新しい ZENworks 
6.5のシステム要件にインポートする場合は、レガシーシステムの要件がまだ存在して
いることを確認します。古いアプリケーション要件がそのまま存在している場合は、
ZENworks 4.x アプリケーションが動作します。

ワークステーションイメージング

ワークステーションイメージングを ZENworks for Desktops 4.xからアップグレードす
る場合は、Desktop Management Serverと同じブートディスクのバージョンを使用する
ようにしてください。たとえば、イメージングサーバを ZENworks 6.5にアップグレー
ドする場合は、ZENworks 6.5ブート CDを使用して、手動でイメージを起動します。
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Remote Management (リモート管理 )

リモート管理のインストール中に Windows 2000/XPワークステーションに対しミラー
ドライバをインストールした場合、ZENworks 6.5 Desktop Managementのリモート管理
コンポーネントは、リモート管理機能を提供する他のベンダ製品と共存することがで
きます。この結果、リモート管理機能を提供する他のベンダ製品を、ZENworks 6.5 
Desktop Managementのリモート管理コンポーネントと共に使用することが可能になり
ます。

ZENworks 6.5 Desktop Managementのリモート管理コンソールは、ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3、ZENworks for Desktops 4.x、ZENworks for Servers 3.x、および
ZENworks 6.5 Server Managementのリモート管理エージェントと相互運用性があります。

Workstation Inventory (ワークステーションインベントリ )

ZENworks 6.5 Desktop Managementでは、インベントリエージェントがディクショナリ
ファイルからソフトウェアスキャン設定を読み込みます。ZENworks for Desktops 4.x
では、インベントリエージェントがワークステーションインベントリポリシーからソ
フトウェアスキャン設定を読み込みます。

Windows NT 4ワークステーションとの相互運用性

ZENworks 6.5 Desktop Managementは、Windows NT 4ワークステーションを公式にはサ
ポートしていません。ただし、NT 4ワークステーションに ZENworks for Desktops 
4.0.1管理エージェントがインストールされている場合は、一部制限がありますが、
ZENworks 6.5 Desktop Managementを使用して NT 4ワークステーションを管理できます
(つまり、NT 4ワークステーションは ZENworks 6.5 Management Serverと通信でき
ます )。

この節では、Windows NTワークステーションに対する ZENworks 6.5のサポートの範囲
について説明します。内容は次の節に分かれています。

! 321 ページの ｢ Desktop Management Agent (デスクトップ管理エージェント ) ｣

! 322 ページの ｢ポリシーとポリシーパッケージ｣

! 323 ページの ｢自動ワークステーションインポート /削除 (Automatic Workstation 
Import/Removal) ｣

! 323 ページの ｢アプリケーション管理 (Application Management) ｣

! 323 ページの ｢ワークステーションイメージング｣

! 324 ページの ｢ Remote Management (リモート管理 ) ｣

! 324 ページの ｢ Workstation Inventory (ワークステーションインベントリ ) ｣

Desktop Management Agent (デスクトップ管理エージェント )

ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェント MSI (zfdagent.msi)を使用して、
Windows NT 4ワークステーションに対してインストールを実行することはできません。

Windows NT 4ワークステーションに対しては最新のパッチが適用された ZENworks for 
Desktops 4.xエージェントを使用することをお勧めします。ZENworks for Desktops 
4.xエージェントの公開リリースは、ZENworks for Desktops 4.0.1 Product Updates 
Webサイト (http://support.novell.com/filefinder/17511/index.html)で取得でき
ます。 
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ポリシーとポリシーパッケージ

ZENworks 6.5 Desktop Managementポリシーおよびポリシーパッケージの特徴や機能が
Windows NT 4ワークステーションにどのように適用されるのかについての説明を次に
列挙します。

! ポリシーおよびパッケージに関する NT専用プロパティページが保持されます。
ZENworks 6.5にアップグレードした後でも、引き続き NTワークステーション管理
に使用できます。

! ポリシーおよびポリシーパッケージに関するNT/2000/XPプロパティページが保持さ
れます。ZENworks 6.5にアップグレードした後でも、引き続き NTワークステー
ション管理に使用できます。

! ポリシーおよびパッケージオブジェクトのプロパティページには、NT専用または
NT/2000/XPプロパティページでポリシーを読み込むために NT4ワークステーショ
ンが ZENworks for Desktops 4.0.1管理エージェントを使用する必要があるという
記述が示されます。

! Windows NTに関するその他の内容は、ポリシーのプロパティページに保持されます。

! ZEN MUP (ZENworks Multiple UNC Provider)と呼ばれるローカルリダイレクタファ
イルコピー機能は、NTワークステーションでサポートされていません。詳細につ
いては、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「ZENworks Multiple 
UNC Providerの理解」を参照してください。

! ポリシーエラーログ機能は、NTワークステーションではサポートされていません。

! DHCPによるMiddle TierのIPアドレスの提供は、NT4ワークステーションではサポー
トされていません。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイ
ド』の「Middle Tier Serverアドレスを配信するための DHCPオプションの実装」
を参照してください。

! ZENworksツリーは、Windows NT 4ワークステーションではサポートされていませ
ん。詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の
「ZENworksツリーの使用」を参照してください。

! 次の表は、Windows NTワークステーション用の ConsoleOneTMで利用できない、また
は無視されるワークステーション管理の設定を示しています。

ConsoleOneで検索する手順 無視される設定

ワークステーションまたはユーザパッケー
ジ >Novell iPrintポリシー >［設定］ペー
ジ

［このプリンタリストに含まれていないすべての
インストール済み iPrintプリンタを削除］

サーバパッケージ >ワークステーションイ
ンポートポリシー >［制限］ページ

［ユーザ履歴の無効化］

ワークステーションオブジェクト >［ユー
ザ履歴］ページ

［履歴に追加しない］
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自動ワークステーションインポート /削除 (Automatic Workstation Import/Removal)

ZENworks 6.5が存在する eDirectoryツリーに NT 4ワークステーションオブジェクト
を追加したり、eDirectoryツリーから NT 4ワークステーションオブジェクトを削除し
たりできます。これは、ZENworksがはじめてその eDirectoryツリーにインストールさ
れたのか、または ZENworks for Desktops 4.xからアップグレードされたのかに関係な
く行なうことができます。

アプリケーション管理 (Application Management)

ZENworks 6.5アプリケーション管理の特徴や機能が Windows NT 4ワークステーション
にどのように適用されるのかについての説明を次に列挙します。

! ConsoleOneのアプリケーション管理に関するプロパティページでは、Windows NT 4
ワークステーションに関する内容が保持されます。

! レガシーシステムの要件を使用してZENworks 6.5で作成されたアプリケーションオ
ブジェクトは、Windows NT4/2000/XPおよび Windows 98 SEワークステーションに
適用されます。

! Novell Application LauncherTMのWeb Browserビューのインストールマネージャは、
ワークステーションのオペレーティングシステムを検出し、そのワークステーショ
ンに必要な .cabファイルを要求します。zfd40.cabファイルは Windows NT 4ワー
クステーションで使用され、zfdplugin.cabは Windows 98/2000/XPワークステー
ションで使用されます。ZENworks 6.5 Desktop Managementへのアップグレード後、
zfd40.cabファイルはサーバのローカルドライブに保持されます。

! 次の表は、Windows NTワークステーション用の ConsoleOneTMで利用できない、また
は無視されるアプリケーション管理の機能を示しています。

ワークステーションイメージング

ZENworks 6.5ワークステーションイメージングの特徴や機能が Windows NT 4ワークス
テーションにどのように適用されるのかについての説明を次に列挙します。

! eDirectory内の Windows NT 4ワークステーションオブジェクトは、ZENworks 6.5イ
メージングポリシーに対して引き続き有効です。

ConsoleOneで検索する手順 機能

MSIアプリケーションオブジェクト >［識別］タ
ブ >［パッケージ情報］ページ

管理パッケージのパス

アプリケーションオブジェクト >［配布オプショ
ン］タブ >［配布前にプロセスを終了］ページ

すべての設定

アプリケーションオブジェクト >［配布オプショ
ン］タブ >［オプション］ページ

ワークステーションが関連付けられてい
る場合のワークステーションセキュリ
ティスペースでの配布

アプリケーションオブジェクト >［可用性］タブ
>［配布ルール］ページ

すべての配布ルール機能が無視され、レ
ガシーシステムの要件のみが読み込まれ
ます。

アプリケーションオブジェクト >［共通］タブ >
［アンインストールスクリプト］ページ

すべての設定
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! ZENworks for Desktops 4.0.1に付属するバージョンの ZENworksイメージング
Windowsエージェント (ziswin.exe)は、ZENworks 6.5イメージングサーバで使用
できるイメージセーフデータを作成できます。

Remote Management (リモート管理 )

ZENworks 6.5リモート管理の特徴や機能が Windows NT 4ワークステーションにどのよ
うに適用されるのかについての説明を次に列挙します。

! ZENworks for Desktops 4.0.1によってインストールされたリモート管理エージェ
ントを実行する Windows NT 4ワークステーションは、ZENworks 6.5リモートコン
トロールコンソールで管理できます。

! 次の ZENworks 6.5リモート管理機能は、Windows NT4ワークステーションでは利用
できないか、または動作しません。

! エージェント側で開始される接続

! セッションの暗号化

! 256色のカラーパレットの強制適用

Workstation Inventory (ワークステーションインベントリ )

ZENworks 6.5ワークステーションインベントリの特徴や機能が Windows NT 4ワークス
テーションにどのように適用されるのかについての説明を次に列挙します。

! Windows NT 4ワークステーションにインストールされた ZENworks for Desktops 
4.0.1管理エージェントは、ZENworks 6.5インベントリサーバにスキャンを直接送
信します。受信されたデータは、ZENworks 6.5インベントリデータベースに格納
されます。

! ZENworks 6.5コンソールを使用して、Windows NT 4ワークステーションに存在する
データを参照したり、インベントリポリシーを設定したりできます。

! Windows NT 4ワークステーションでは、一部の情報が利用できないか、制限され
ます。

［ハードウェア］: スキャンされた Windows NT 4ワークステーションでは、次の
ハードウェア情報が利用できないか、制限されます。

! モニタ情報は利用できません。

! システムシャシー情報は利用できません。

! システム情報はの新しい属性は表示されません。

ソフトウェア関連の拡張 : スキャンされた Windows NT 4ワークステーションでは、
次のソフトウェア関連の拡張が利用できないか、制限されます。

! ZENworks for Desktops 4.0.1を使用した場合、製品名、ベンダ、バージョン、
ID番号、および場所がスキャンされます。

! ソフトウェアディクショナリを使用して作成されたスキャンおよび表示情報は
利用できません。

! 製品スイート、製品、ウイルス対策情報などのスキャンおよび表示情報は利用
できません。

! ファイル情報は利用できません。

! ディスク使用状況データは利用できません。
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24 インベントリの相互運用性

ZENworks 6.5 Server Managementのサーバインベントリコンポーネントと同じ環境で、
Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementのワークステーションインベントリコン
ポーネントを実行することを計画している場合は、これらの製品をアップグレードま
たはインストールする前に、最初に互換性の問題について理解し、対処方法を考える
必要があります。

インベントリの相互運用性に特に適用される前提条件は次のとおりです。

! インベントリサーバをアップグレードする場合は、インベントリツリーの上位から
下位へと展開します。最上位のサーバ（ルートサーバ）からインストールを開始し
て、次の下位レベルのサーバのインストールに進みます。

! 同じコンピュータに ZENworks 6.5 Desktop Managementと ZENworks 6.5 Server 
Managementがインストールされていて、ZENworks 6.5 Desktop Managementを
ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1 (SP1)にアップグレードした場
合、ZENworks 6.5 Server Managementも ZENworks 6.5 Server Management SP1に
アップグレードする必要があります。逆の場合も同様です。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementと ZENworks 6.5 Server Managementは、同じイン
ベントリデータベース (Sybase、Oracle、または MS SQL)を使用できます。インベ
ントリデータベースを ZENworks 6.5 Server Managementインストールの一部とし
てインストールした場合は、インベントリデータベースを ZENworks 6.5 Desktop 
Managementインストールの一部としてインストールする必要はありません。また、
インベントリデータベースを ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールの一
部としてインストールした場合は、インベントリデータベースを ZENworks 6.5 
Server Managementインストールの一部としてインストールする必要はありません。

! Server Inventoryおよび Workstation Inventoryを管理するには、ZENworks 6.5 
Server Managementと ZENworks 6.5 Desktop Managementの両方に対する Novell 
ConsoleOne®インベントリスナップインをインストールする必要があります。 

! インベントリサーバがインベントリ対象サーバから直接Server Inventoryスキャン
を受信した場合、またはロールアップによって Server Inventoryスキャンを受信
した場合は、このサーバに ZENworks 6.5 Server Managementをインストールする
必要があります。

! インベントリサーバがインベントリ対象ワークステーションから直接 Workstation 
Inventoryスキャンを受信した場合、またはロールアップによって Workstation 
Inventoryスキャンを受信した場合は、このサーバに ZENworks 6.5 Desktop 
Managementをインストールする必要があります。

! ZENworks 6.5 Server ManagementとZENworks 6.5 Desktop Managementのインベント
リには次のオブジェクトとポリシーが適用されます。

データベースオブジェクト

Inventory Serviceオブジェクト

ディクショナリ更新ポリシー
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ロールアップポリシー

ZENworksデータベースポリシー

インベントリの相互運用性を実現するために、これらの要件が満たされていることを
確認します。

インベントリの相互運用性を実現するには、次の節を参照してください。

! 326 ページの ｢ ZENworks 6.5 Desktop Managementと ZENworks 6.5 Server 
Management間の相互運用性｣

! 332 ページの ｢複数のサーバにインストールされた ZENworks 6.5 Desktop 
Managementと旧バージョンの ZENworks for Desktops間の相互運用性｣

! 333 ページの ｢ ZENworks 6.5 Desktop Management、ZENworks 6.5 Server 
Management、および旧バージョンの ZENworks間の相互運用性｣

ZENworks 6.5 Desktop Managementと ZENworks 6.5 Server Management
間の相互運用性

! 326 ページの ｢同一サーバにインストールされた ZENworks 6.5 Desktop Management
と ZENworks 6.5 Server Management間の相互運用性｣

! 326 ページの ｢複数のサーバにインストールされた ZENworks 6.5 Desktop 
Managementと ZENworks 6.5 Server Management間の相互運用性｣

同一サーバにインストールされた ZENworks 6.5 Desktop Managementと ZENworks 6.5 
Server Management間の相互運用性

ZENworks 6.5 Desktop Managementと ZENworks 6.5 Server Managementとが同一サーバ
にインストールされている場合、ZENworks 6.5 Desktop Managementのワークステー
ションインベントリコンポーネントは、ZENworks 6.5 Server Managementの Server 
Inventoryコンポーネントとの間でのみ相互運用できます。 

ZENworks 6.5 Desktop Managementを、ZENworks 6.5 Server Managementをインストー
ルするのと同じファイルシステムの場所にインストールする必要があります。また、
ZENworks 6.5 Server Managementを、ZENworks 6.5 Desktop Managementをインストー
ルするのと同じファイルシステムの場所にインストールする必要もあります。

複数のサーバにインストールされたZENworks 6.5 Desktop ManagementとZENworks 6.5 
Server Management間の相互運用性

ここでは、ZENworks 6.5 Desktop Managementと ZENworks 6.5 Server Managementが同
じネットワークの異なるサーバにインストールされている場合の、両者の相互運用性
を実現するインストールシナリオについて説明します。 

! 327 ページの ｢シナリオ1:Server Management環境へのDesktop Managementのインス
トール｣

! 328 ページの ｢シナリオ2:Desktop Management環境へのServer Managementのインス
トール｣

! 330 ページの ｢シナリオ 3:ツリー間でのインベントリのロールアップ｣
326   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
シナリオ 1:Server Management環境への Desktop Managementのインストール

このシナリオでは、インベントリツリーのすべてのサーバに ZENworks 6.5 Server 
Managementしかインストールされていません。 

次の図は、この場合の構成例を示しています。

次のいずれかの方法を使用して、ZENworks 6.5 Desktop Managementを ZENworks 6.5 
Server Managementにインストールできます。

! 方法 1: トップダウンインストール方法により、ZENworks 6.5 Desktop Management
をすべての ZENworks 6.5 Server Managementサーバにインストールします。最上
位のサーバからインストールを開始して、次の下位レベルのサーバのインストール
に進みます。サンプルシナリオでは、最初に ZENworks 6.5 Desktop Managementを
ルートサーバにインストールし、次にリーフサーバにインストールします。詳細に
ついては、7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのインストー
ル｣を参照してください。

次の図は、この場合の構成例を示しています。

! 方法 2: 次の作業を順に実行します。
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1. ZENworks 6.5 Desktop Managementをルートサーバにインストールします。詳細
については、7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのインス
トール｣を参照してください。

2. ZENworks 6.5 Desktop Managementがインストールされたリーフサーバを追加
し、ルートサーバに対してロールアップを行うように設定します。詳細につい
ては、7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのインストール
｣を参照してください。

ZENworks 6.5 Server Managementリーフサーバは、接続されたインベントリ対象
サーバから .strファイルを受信し、ZENworks 6.5 Desktop Managementリーフサー
バは、接続されたインベントリ対象ワークステーションから .strファイルを受信
します。ZENworks 6.5 Server Managementおよび ZENworks 6.5 Desktop Management
リーフサーバは、インベントリ情報をルートサーバにロールアップします。

次の図は、この場合の構成例を示しています。

シナリオ 2:Desktop Management環境への Server Managementのインストール

このシナリオでは、インベントリツリーのすべてのサーバに ZENworks 6.5 Desktop 
Managementしかインストールされていません。 

次の図は、この場合の構成例を示しています。
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次のいずれかの方法を使用して、ZENworks 6.5 Server Managementを ZENworks 6.5 
Desktop Managementにインストールできます。

! 方法 1: トップダウンインストール方法により、ZENworks 6.5 Server Managementを
すべての ZENworks 6.5 Desktop Managementサーバにインストールします。常に最
上位レベルのサーバからインストールを開始し、以降 1レベルずつ下位のサーバの
インストールを続けます。サンプルシナリオでは、最初に ZENworks 6.5 Server 
Managementをルートサーバにインストールし、次にリーフサーバにインストール
します。ZENworks 6.5 Server Managementをインストールするには、『Novell 
ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイド』の「Policy-Enabled 
Server Managementのインストール」を参照してください。

次の図は、この場合の構成例を示しています。

! 方法 2: 次の作業を順に実行します。

1. ZENworks 6.5 Server Managementをルートサーバにインストールします。
ZENworks 6.5 Server Managementをインストールするには、『Novell ZENworks 
6.5 Server Managementインストールガイド』の「Policy-Enabled Server 
Managementのインストール」を参照してください。

2. ZENworks 6.5 Server Managementがインストールされたリーフサーバを追加し、
ルートサーバに対してロールアップを行うように設定します。ZENworks 6.5 
Server Managementをインストールするには、『Novell ZENworks 6.5 Server 
Managementインストールガイド』の「Policy-Enabled Server Managementのイ
ンストール」を参照してください。

ZENworks 6.5 Server Managementリーフサーバは、接続されたインベントリ対象
サーバから .strファイルを受信し、ZENworks 6.5 Desktop Managementリーフサー
バは、接続されたインベントリ対象ワークステーションから .strファイルを受信
します。ZENworks 6.5 Server Managementおよび ZENworks 6.5 Desktop 
Managementリーフサーバは、インベントリ情報をルートサーバにロールアップし
ます。
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次の図は、この場合の構成例を示しています。

シナリオ 3:ツリー間でのインベントリのロールアップ

このシナリオでは、T1と T2の 2つの eDirectoryツリーが存在します。T1には
ZENworks 6.5 Server Managementが、T2には ZENworks 6.5 Desktop Managementがイ
ンストールされています。サーバおよびワークステーションの両方のインベントリ情
報を受信する 1台のルートサーバを設定するために、T1と T2インベントリツリーを
マージする必要があります。 

次の図は、この場合の構成例を示しています。

次に示す 2つの方法を使って、T1と T2をマージすることができます。

! 331 ページの ｢マージする方法 1 ｣

! 331 ページの ｢マージする方法 2 ｣
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マージする方法 1

次に示す一般的な手順を実行して、T2のインベントリデータを T1のインベントリデー
タにマージすることができます。

1. T1のルートサーバに ZENworks 6.5 Desktop Managementをインストールします。詳
細については、7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのインス
トール｣を参照してください。 

2. T2のルートサーバの役割を、データベースが接続されている中間サーバに変更し、
T1のルートサーバに対してロールアップを実行するよう設定します。詳細につい
ては、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の「インベントリサーバの
役割変更」を参照してください。

次の図は、この場合の構成例を示しています。

マージする方法 2

次に示す一般的な手順を実行して、T1のインベントリデータを T2のインベントリデー
タにマージすることができます。

1. T2のルートサーバに ZENworks 6.5 Server Managementをインストールします。詳
細については、『Novell ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイド』の
「Policy-Enabled Server Managementのインストール」を参照してください。 

2. T1のルートサーバの役割を、データベースが接続されている中間サーバに変更し、
T2のルートサーバに対してロールアップを実行するよう設定します。詳細につい
ては、『Novell ZENworks 6.5 Server Management管理ガイド』の「インベントリ
サーバの役割変更」を参照してください。

次の図は、この場合の構成例を示しています。
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複数のサーバにインストールされた ZENworks 6.5 Desktop Management
と旧バージョンの ZENworks for Desktops間の相互運用性

この構成では、ZENworks for Desktops 4.0.1と ZENworks for Desktops 3.2がそれぞ
れインストールされた 2台のリーフサーバが存在します。リーフサーバは、ZENworks 
for Desktops 4.0.1がインストールされたルートサーバにインベントリ情報をロール
アップします。 

次の図は、この場合の構成例を示しています。

ZENworks 6.5 Desktop Managementおよび旧バージョンの ZENworksが複数のインベン
トリサーバにインストールされている場合、これらのサーバ間の相互運用性は次の手
順で実現できます。

1. ZENworks for Desktops 4.0.1のルートサーバを ZENworks 6.5 Desktop Management
にアップグレードします。詳細については、260 ページの ｢ワークステーションイ
ンベントリのアップグレード｣を参照してください。

2. ZENworks for Desktops 3.2のリーフサーバを ZENworks for Desktops 3.2 SP3に
アップグレードします。詳細については、229 ページの ｢ワークステーションイン
ベントリのアップグレードの完了｣を参照してください。

次の図は、この場合の構成例を示しています。
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ZENworks 6.5 Desktop Management、ZENworks 6.5 Server Management、
および旧バージョンの ZENworks間の相互運用性

! 333 ページの ｢ ZENworks 6.5 Desktop Management、ZENworks 6.5 Server 
Management、および旧バージョンの ZENworksが 1台のサーバにインストールされ
ている場合の相互運用性｣

! 334 ページの ｢ ZENworks 6.5 Desktop Management、ZENworks 6.5 Server 
Management、および旧バージョンの ZENworksが複数のサーバにインストールされ
ている場合の相互運用性｣

ZENworks 6.5 Desktop Management、ZENworks 6.5 Server Management、および旧バー
ジョンの ZENworksが 1台のサーバにインストールされている場合の相互運用性

ZENworks 6.5 Server Managementと ZENworks 6.5 Desktop Managementの Inventoryを
同じサーバで実行する特定のコンピュータには、次の ZENworksバージョンまたは
ZENworksバージョンの組み合わせが存在します。

ZENworks for Desktops 4.0.1

ZENworks for Desktops 4.0 SP1b

ZENworks for Servers 3.0.2

ZENworks for Servers 3.0 SP2

ZENworks for Desktops 4.0.1および ZENworks for Servers 3.0.2

ZENworks for Desktops 4.0.1および ZENworks for Servers 3.0 SP2

ZENworks for Desktops 4.0 SP1bおよび ZENworks for Servers 3.0.2

ZENworks for Desktops 4.0 SP1bおよび ZENworks for Servers 3.0 SP2

ZENworks for Desktops 3.2 SP3

ZENworks for Desktops 3.2 SP3以外は、最初に ZENworks 6.5 Server Managementまた
は ZENworks 6.5 Desktop Managementのどちらか一方をアップグレードし、後でもう一
方をアップグレードまたはインストールできます。この結果、ZENworks 6.5 Server 
Managementと ZENworks 6.5 Desktop Managementとの間で Inventoryを相互運用でき
るようになります。

ZENworks for Desktops 3.2 SP3が存在する場合は、次の手順に従ってください。

1. ZENworks 6.5 Desktop Managementをインストールします。

2. ZENworks 6.5 Server Managementをインストールします。
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詳細は次のとおりです。

! ZENworks 6.5 Desktop Managementをインストールするには、49 ページの ｢インス
トール｣と『Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド』を参
照してください。

! ZENworks 6.5 Server Managementをアップグレードするには、197 ページの ｢アッ
プグレード｣を参照してください。

! ZENworks 6.5 Server Managementをインストールするには、『Novell ZENworks 6.5 
Server Managementインストールガイド』の「Policy-Enabled Server Management
のインストール」を参照してください。

! ZENworks 6.5 Server Managementをアップグレードするには、『Novell ZENworks 
6.5 Server Managementインストールガイド』の「アップグレード」を参照してく
ださい。

ZENworks 6.5 Desktop Management、ZENworks 6.5 Server Management、および旧バー
ジョンの ZENworksが複数のサーバにインストールされている場合の相互運用性

この構成では、4台のリーフサーバ (A、B、C、D)が存在し、それぞれ、次のバージョ
ンの ZENworksがインストールされています。

リーフサーバは、ZENworks for Desktops 4.0.1および ZENworks for Servers 3.0.2が
インストールされたルートサーバにインベントリ情報をロールアップします。

次の図は、この場合の構成例を示しています。

リーフサーバ インストールされている ZENworksのバージョン

リーフサーバ A ZENworks for Desktops 4.0.1および ZENworks for Servers 
3.0.2

リーフサーバ B ZENworks for Servers 3.0.2

リーフサーバ C ZENworks for Desktops 4.0.1

リーフサーバ D ZENworks for Desktops 3.2
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ZENworks 6.5 Desktop Management、ZENworks Desktop 6.5 Server Management、およ
び旧バージョンの ZENworksが複数のインベントリサーバにインストールされている場
合、これらのサーバ間の相互運用性は次の手順で実現できます。

1. ルートサーバに ZENworks 6.5 Desktop Managementおよび ZENworks 6.5 Server 
Managementをインストールします。 

ZENworks 6.5 Desktop Managementのインストールに関する詳細については、7 章 
51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのインストール｣を参照してく
ださい。ZENworks 6.5 Server Managementのインストールに関する詳細について
は、『Novell ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイド』の「Policy-
Enabled Server Managementのインストール」を参照してください。

2. リーフサーバ Dを ZENworks for Desktops 3.2から ZENworks for Desktops 3.2 SP3
にアップグレードします。詳細については、229 ページの ｢ワークステーションイ
ンベントリのアップグレードの完了｣を参照してください。

次の図は、この場合の構成例を示しています。
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25 Remote Managementの相互運用性

Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementのリモート管理コンソールは、次のバー
ジョンのリモート管理エージェントと相互運用性があります。 

ZENworks for Desktops 3.x/4.x

ZENworks for Servers 3.x 

ZENworks 6.5 Server Management
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26 他の Novell製品との相互運用性

Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementは、他のいくつかの Novell製品と相互運
用でき、これらの製品を補完します。この節では、この相互運用性に関する詳細や他
の情報へのリンクを示します。

この節には、次の情報が含まれています。

! 339 ページの ｢サードパーティのリモート管理製品との相互運用性｣

! 339 ページの ｢ Novell iChainとの相互運用性｣

! 339 ページの ｢ Novell Cluster Servicesとの相互運用性｣

! 340 ページの ｢ Novell GroupWiseクライアントとの相互運用性｣

! 340 ページの ｢ Novell Nterprise Branch Officeとの相互運用性｣

サードパーティのリモート管理製品との相互運用性

Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementのリモート管理コンポーネントのインストー
ル時にミラードライバを Windows 2000/XPワークステーションにインストールするこ
とを選択した場合、リモート管理コンポーネントは、リモート管理機能を提供する他
のベンダ製品と共存することができます。

これにより、ZENworks 6.5 Desktop Managementのリモート管理コンポーネントと同じ
環境で、リモート管理機能を提供する他のベンダ製品を使用できるようになります。

Novell iChainとの相互運用性

ZENworks 6.5 Desktop Managementと Novell iChain® 2.3 Support Pack 1との間には、
役に立つ相互運用性がサポートされています。詳細については、Novell Support 
Knowledgebaseの TID 10092443 (http://support.novell.com/cgi-bin/search/
searchtid.cgi?/10092443.htm)を参照してください。

Novell Cluster Servicesとの相互運用性

ZENworks 6.5 Desktop Managementは、既存の Novell Cluster ServicesTM環境にイン
ストールできます。詳細については、369 ページの付録 B ｢ Novell Cluster Services
環境へのインストール｣を参照してください。
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Novell GroupWiseクライアントとの相互運用性

ZENworksアプリケーション管理を使用すると、Novell GroupWise®クライアントを簡
単に展開できます。アプリケーション管理を使用して展開を行うことに関する詳細に
ついては、『GroupWise 6.5 Administration Guide』の「Using ZENworks for Desktops 
to Deploy the GroupWise Client (http://www.novell.com/documentation/lg/gw65/
gw65_admin/data/a2iiiss.html)」を参照してください。

Novell Nterprise Branch Officeとの相互運用性

ZENworks Desktop Managementは、一元化されたアーキテクチャに基づいて、Novell 
Nterprise Branch OfficeTM 2.0と統合することができ、アプリケーションファイルの
レポジトリとして Branch Officeを使用することにより、ZENworksを一元的に管理で
きるようになります。

これらの 2つの Novell製品を一緒に使用することに関する詳細については、『Novell 
Nterprise Branch Office Setup Guide』の「Integrating ZENworks for Desktops with 
Nterprise Branch Office (http://www.novell.com/documentation/lg/nbo2/
setupguide/data/boj4ly3.html)」を参照してください。
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VI アンインストール /再インストール

状況によって、Novell® ZENworks® Desktop Managementのコンポーネントをアンイン
ストールまたは再インストールする必要が生じる場合があります。この節では、次の
Desktop Managementコンポーネントのアンインストールおよび再インストールに関す
る情報を提供します。

! 27 章 343 ページの ｢ Remote Managementのアンインストール｣

! 28 章 347 ページの ｢ワークステーションインベントリのアンインストールまたは
再インストール｣
アンインストール /再インストール 341



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
342   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
27 Remote Managementのアンインストール

この章では、Novell® ZENworks®リモート管理をアンインストールする手順について詳
しく説明します。

! 343 ページの ｢リモート管理エージェントコンポーネントのアンインストール｣

! 343 ページの ｢リモート管理サーバコンポーネントのアンインストール｣

リモート管理エージェントコンポーネントのアンインストール

この節では、リモート管理エージェントファイルを削除する方法について説明します。

リモート管理エージェントを削除するには

1 コントロールパネルで、［プログラムの追加と削除］をダブルクリックします。

2［ZENworksデスクトップ管理エージェント］を選択します。

3［変更］をクリックします。 

4 ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェント InstallShieldウィザードが起動し
ます。［次へ］をクリックします。

5［カスタムセットアップ］ウィンドウで［リモート管理］の選択を解除し、［次へ］
をクリックして［終了］をクリックします。

リモート管理サーバコンポーネントのアンインストール

この節では、Wake-on-LANファイルおよび ConsoleOne®ファイルを削除する方法につい
て説明します。

! 343 ページの ｢ ConsoleOneファイルの削除｣

! 345 ページの ｢ Wake-on-LANファイルの削除｣

ConsoleOneファイルの削除

ConsoleOneファイルを削除すると、リモート管理エージェントおよびサーバ側のリ
モート管理コンポーネントがアンインストールされます。

1 ConsoleOneを実行している場合は、終了します。

ConsoleOneが複数のワークステーションの Remote Managementサーバから直接起
動している場合は、すべてのワークステーションの ConsoleOneを終了する必要が
あります。
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2 サーバまたはワークステーション上の ConsoleOne_installation_directory\1.2
ディレクトリで、次の操作を行います。

! 次のファイルを削除します。

\bin\directoryrights.dll

\bin\ntgroups.ini

\bin\userreports.ini

\lib\zen\classes12.zip

\lib\zen\dataexportsnapins3x.jar

\lib\zen\dbexport.jar

\lib\zen\dbexport3x.jar

\lib\zen\dbexportres.jar

\lib\zen\jconn2.jar

\lib\zen\jdbcdrv.zip

\lib\zen\smanager.jar

\lib\zen\zenutility.jar

\reporting\export\invxml.dtd

\snapins\zen\dataexportsnapins.jar

\snapins\zen\inventorysnapins.jar

\snapins\zen\inventorysnapins3x.jar

\snapins\zen\jgl3.1.0.jar

\snapins\zen\policymigration.jar

\snapins\zen\swdictionarysnapins.jar

\snapins\zen\tableutilities.jar

\snapins\zen\tracer.jar

\snapins\zen\workstationsnapins.jar

! \reporting\canned\novell reporting\zeninventoryディレクトリから次のサ
ブディレクトリを削除します。

zeninventory

zeninventory3x

zeninventory4x

zeninventory30

zeninventory32

3 同じワークステーションまたはサーバに Remote Management ConsoleOneスナップ
インをインストールしていない場合、次の操作を実行します。

! 次のファイルを削除します。

\bin\desktop4.exe

\bin\desktop4.ini

\bin\mssql.ini

\bin\ndsaccess.dll

\bin\oracle.ini

\bin\remagent.ini

\bin\sybase.ini

\help\njha.jar
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\help\novellzeninven.hs

\help\novellzenrmgt.hs

\help\novhlp.css

\lib\zen\desktop.jar

\lib\zen\desktop3x.jar

\lib\zen\desktopcommonutility.jar

\lib\zen\statuslog.jar

\lib\zen\zeninvimages.jar\bin\desktop4.exe

! 次のディレクトリを削除します。

\bin\zen\sybaseproxy

\help\en\novell_zfd_inventory

\help\en\novell_zfd_remotemgmt

4 インベントリ ConsoleOneスナップインがインストールされている各ワークステー
ションまたはサーバで、手順 1から 3を繰り返します。

Wake-on-LANファイルの削除

1 Wake-on-LANサービスを停止します。

! NetWare®の場合 :サーバコンソールで、「stopWol.」と入力します。

! Windows 2000/2003サーバの場合 :コントロールパネルで［管理ツール］>
［サービス］の順にダブルクリックし、［Novell ZENworks Wake-on-LANサービ
ス］を選択して［停止］をクリックします。

2 リモート管理コンポーネントがインストールされているディレクトリを削除します。

! NetWareサーバの場合、次のディレクトリを削除します。 

install_path\remmgmt\server\logs

install_path\\remmgt\server\lib

install_path\remmgmt\server\properties

sys:\system

次のファイルを削除します。

wolenv.ncf

wolsetenv.ncf

startwol.ncf

stopwol.ncf

wolstatus.log

! Windowsサーバの場合、次のディレクトリを削除します。 

install_path\remmgmt\server\lib

install_path\remmgmt\server\logs

install_path\remmgmt\server\properties

install_path\remmgmt\server\bin
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3 Windowsサーバの場合、次のレジストリエントリを削除します。
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CURRENTCONTROLSET\SERVICES\PROMETHEUS WAKE ON LAN 

SERVICE

4 Novell® eDirectoryTMから、Wake-on-LANサービスオブジェクト
(SERVERNAME_WOLSERVICE)を削除します。

5 ConsoleOneを使用して、eDirectoryから Wake-on-LANポリシーのすべてのインス
タンスを削除します。
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28 ワークステーションインベントリのアンインス
トールまたは再インストール

この章では、Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementのワークステーションイン
ベントリコンポーネントをアンインストールおよび再インストールする際に役立つ情
報を紹介します。

! 347 ページの ｢ワークステーションインベントリのアンインストール｣

! 355 ページの ｢NetWareおよびWindowsサーバ上でのワークステーションインベント
リの再インストール｣

ワークステーションインベントリのアンインストール

ZENworks Desktop Managementから、ワークステーションインベントリを自動的にアン
インストールすることはできません。インベントリサーバ、Sybase上のインベントリ
データベース、Novell eDirectoryTMオブジェクト、および ConsoleOne®ファイルを手
動で削除する必要があります。

注 : インベントリデータベースが Oracleまたは MS SQLにマウントされている場合は、Oracleまたは MS 
SQLによってそれぞれ推奨されているアンインストール手順に従ってください。

ワークステーションインベントリコンポーネントがインストールされているすべての
サーバおよびワークステーションから、オブジェクトとファイルを削除する必要があ
ります。

インベントリが企業内に展開されている場合は、まずすべてのリーフサーバをアンイ
ンストールしてから、中間サーバ、ルートサーバの順にアンインストールします。 

ワークステーションインベントリをアンインストールする前に、必ずルートサーバ内
のインベントリデータベースのバックアップを作成し、保存しておいてください。

ワークステーションインベントリを手動でアンインストールするには、次の手順に従
います。

! 348 ページの ｢ワークステーションインベントリeDirectoryオブジェクトのアンイ
ンストール｣

! 349 ページの ｢データベース eDirectoryオブジェクトのアンインストール｣

! 349 ページの ｢ Sybaseインベントリデータベースのアンインストール｣

! 350 ページの ｢ Sybaseエンジンのアンインストール｣

! 351 ページの ｢インベントリサーバソフトウェアのアンインストール｣

! 353 ページの ｢ XMLプロキシサーバのアンインストール｣

! 354 ページの ｢ ConsoleOneからのワークステーションインベントリスナップインの
アンインストール｣

! 355 ページの ｢デスクトップ管理インベントリエージェントのアンインストール｣
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ワークステーションインベントリ eDirectoryオブジェクトのアンインストール

1 インベントリサーバ上の Inventory Serviceを停止します。 

! NetWare®サーバの場合 :サーバコンソールのプロンプトで、「StopSer *」と入
力します。 

! Windows 2000/2003サーバの場合 :コントロールパネルで［管理ツール］>
［サービス］の順にダブルクリックし、［Novellインベントリサービス］を選
択して［停止］をクリックします。

2 ZENworksデータベースポリシーが有効になっている場合は、無効にします。

2a  ConsoleOneで、SLPオブジェクトのプロパティパッケージを右クリックし、
［Properties］、［Policies］の順にクリックします。

2b［ZENworksデータベース］ポリシーを選択して［プロパティ］をクリックし、
［インベントリ管理］タブをクリックします。

2c  指定したインベントリデータベースのエントリを削除し、［OK］をクリックし
ます。

重要 : ZENworksデータベースポリシーが複数のインベントリサーバで使用されている場合、それらの

インベントリサーバをアンインストールしてからこの手順を実行する必要があります。 

3 ワークステーションインベントリポリシーを無効にします。

3a ConsoleOneで、ワークステーションパッケージオブジェクトを右クリックし、
［プロパティ］をクリックします。

3b［ポリシー］をクリックし、適切なオペレーティングシステムのサブオプショ
ンを選択します。

3c ワークステーションインベントリポリシーが有効になっている場合は、ポリ
シーを選択して［リセット］ボタンをクリックし、［はい］をクリックします。

3d ワークステーションインベントリポリシーの選択を解除します。

3e［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

重要 : 複数のオペレーティングシステムにワークステーションインベントリポリシーを設定している

場合は、［ポリシー］タブで該当するオペレーティングシステムのサブオプションを選択し、この手順

を繰り返します。

4 ロールアップポリシーとディクショナリ更新ポリシーが設定されている場合は、こ
れらのポリシーを無効にします。

4a ConsoleOneで、サーバパッケージを含むコンテナを検索し、サーバパッケージ
を右クリックします。［プロパティ］、［ポリシー］の順にクリックし、NetWare
または Windowsのサブオプションをクリックします。

4b ロールアップポリシーを選択し、［リセット］ボタンをクリックして、［はい］
をクリックします。

4c ロールアップポリシーの選択を解除します。

4d ディクショナリ更新ポリシーを選択し、［リセット］ボタンをクリックして、
［はい］をクリックします。

4e ディクショナリ更新ポリシーの選択を解除します。

4f［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

5 ConsoleOneで、Inventory Serviceオブジェクトを含むコンテナを検索し、
Inventory Serviceオブジェクトを削除します。
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データベース eDirectoryオブジェクトのアンインストール

ConsoleOneで、インベントリデータベースオブジェクトを含むコンテナを検索し、イ
ンベントリデータベースオブジェクトを削除します。

Sybaseインベントリデータベースのアンインストール

! 349 ページの ｢ NetWareサーバからのアンインストール｣

! 349 ページの ｢ Windowsサーバからのアンインストール｣

NetWareサーバからのアンインストール

1 Sybaseコンソールプロンプトで「q」と入力して Sybaseを停止します。

2 sys:\system\mgmtdbs.ncfから、database_path\mgmtdb.dbエントリを削除します。

3 sys:\system\zenworks.propertiesの INVDBPATHキーの値を確認します。

4 INVDBPATHキーで指定された値から、mgmtdb.logを含むインベントリデータベース
ファイル (mgmtdb*.db)を削除します。 

データベースファイル内のインベントリ情報を使用する場合は、削除する前に、必
ずデータベースファイルのバックアップを作成しておきます。

5 sys:\system\zenworks.propertiesから INVDBPATHキーを削除します。

6 ZFD_INVENTORY_DATABASE_SERVERキーを削除します。 

sys:\system\zenworks.propertiesから次のセクションを削除します。 

[ZfD_Inventory_Database_Server]Version = 6.5.0 Desktop Management product build date

Installed_From = Product CD

Support_Pack = 0

7 Sybaseがアンインストールされておらず、他の ZENworks製品によって使用されて
いる場合は、Sybaseを起動します。

NetWareサーバコンソールプロンプトで、「mgmtdbs.ncf」と入力します。 

Windowsサーバからのアンインストール

1 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリの DBENGINEPATH
キーの値をメモします。

2 Sybaseを停止します。

2a Windowsコントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブルク
リックします。

2b［Novell Database - Sybase］を選択します。

2c［停止］をクリックします。

3 mgmtdb.dbエントリを削除します。

3a dbengine_installation_directory\ntdbconfig.exeを実行します。

3b［NTDBConfig］ダイアログボックスで、mgmtdb.dBへのパスを削除し、［OK］を
クリックします。

3c その他の .dbエントリが存在しない場合は、Sybaseエンジンを削除して手順 4
に進みます。Sybaseエンジンを削除する方法については、350 ページの 
｢ Sybaseエンジンのアンインストール｣を参照してください。
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4 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリの INVDBPATH
キーの値をメモします。

5 INVDBPATHキーで指定された値から、mgmtdb.logを含むインベントリデータベース
ファイル (mgmtdb*.db)を削除します。 

データベースファイル内のインベントリ情報を使用する場合は、削除する前に、必
ずデータベースファイルのバックアップを作成しておきます。

6 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリから INVDBPATH
キーを削除します。

7 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\ZFDレジストリエントリからインベ
ントリデータベースサーバキーを削除します。 

8 Sybaseがアンインストールされておらず、他の ZENworks製品によって使用されて
いる場合は、Sybaseを起動します。

8a Windowsコントロールパネルで［管理ツール］>［サービス］の順にダブルク
リックします。

8b［Novell Database - Sybase］を選択します。

8c［開始］をクリックします。

Sybaseエンジンのアンインストール

Sybaseエンジンは、他の ZENworks製品で使用されていない場合に限り、削除すること
ができます。

! 350 ページの ｢ NetWareサーバからのアンインストール｣

! 351 ページの ｢ Windowsサーバからのアンインストール｣

NetWareサーバからのアンインストール

1 Sybaseが他の ZENworks製品で使用されている場合、まずデータベースをアンイン
ストールしてから、Sybaseエンジンをアンインストールする必要があります。

2 Sybaseコンソールプロンプトで「q」と入力して Sybaseを停止します。

3 sys:\system\zenworks.propertiesの DBENGINEPATHキーの値を確認します。

4 データベースがデータベースサーバにマウントされているかどうかを確認します。

NetWareでは、データベースがデータベースサーバにマウントされている場合、
sys:\system\mgmtdbs.ncfに .dbエントリが含まれています。

このファイルに .dbエントリが含まれていない場合は、mgmtdbs.ncfを削除しま
す。ファイルに .dbエントリが含まれている場合は、Sybaseエンジンの削除を中
止してください。

5 sys:\system\autoexec.ncfから mgmtdbs.ncfエントリを削除します。

6 DBENGINEPATHで指定されているディレクトリ (手順 3で確認 )を削除します。

7 sys:\system\zenworks.propertiesから DBENGINEPATHキーを削除します。
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Windowsサーバからのアンインストール

1 Sybaseが他の ZENworks製品で使用されている場合、まずデータベースをアンイン
ストールしてから、Sybaseエンジンをアンインストールする必要があります。

2 Sybaseを停止します。

2a Windowsコントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブルク
リックします。

2b［Novell Database - Sybase］を選択します。

2c［停止］をクリックします。

3 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリの DBENGINEPATH
キーの値をメモします。

4 データベースがデータベースサーバにマウントされているかどうかを確認します。

4a dbengine_installaton_directory\ntdbconfig.exeを実行して、.dbエントリ
が含まれているかどうかを調べます。

4b データベースがデータベースサーバにマウントされている場合は、
ntdbconfig.exeファイルに .dbエントリが含まれています。ntdbconfig.exe
に .dbエントリが含まれている場合は、Sybaseエンジンを削除しないでくだ
さい。

.dbエントリが存在しない場合は、
HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CURRENTCONTROLSET\

SERVICESレジストリエントリから ASANYS_ZENWORKSキーを削除します。

5 DBENGINEPATHで指定されているディレクトリを削除します。

インベントリサーバソフトウェアのアンインストール

! 351 ページの ｢ NetWareサーバからのアンインストール｣

! 352 ページの ｢ Windowsサーバからのアンインストール｣

NetWareサーバからのアンインストール

1 インベントリサーバのサーバコンソールプロンプトで StopSer *と入力し、インベ
ントリサービスを停止します。

2 Java.nlmをアンロードします。サーバコンソールで、java -exitと入力します。

3 sys:\system\zenworks.propertiesの INVSRVPATHキーおよび ZWSPATHキーの値を
メモします。

4 ZFD_INVENTORY_SERVERキーを削除します。 

sys:\system\zenworks.propertiesから次のセクションを削除します。 

[ZfD_Inventory_Server]Version = 6.5.0 Desktop Management product build date

Installed_From = Product CD

Support_Pack = 0

5 invsrvpath\scandirディレクトリを削除します。

6 invsrvpath\serverディレクトリを削除します。
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7 sys:\system\autoexec.ncfから次のエントリを削除します。

; ZENworks Inventory Settings

StartInv.ncf

8 sys:\systemディレクトリから次のファイルを削除します。

invenv.ncf

invenvset.ncf

listser.ncf

startinv.ncf

startser.ncf

startzws.ncf

stopser.ncf

dbexport.ncf

debug.properties

stopdb.ncf 

9 インベントリサーバに Policy and Distribution Servicesと XMLプロキシサーバ
がインストールされていない場合は、ZWSPATHによって指定されているディレクト
リを削除して、ZENworks Web Serverコンポーネントを削除します。

9a sys:\system\autoexec.ncfから次のエントリを削除します。 

; ZENworks Inventory Settings

ZFS.ncf

9b sys:\systemディレクトリから zwsstart.ncfファイルを削除します。

9c sys:\system\zenworks.propertiesから ZWSPATHキーを削除します。

9d zws_volume:\zfs-startup.xmlを削除します。

9e zws_volume:\zenworks\zfs.ncfを削除します。

10 sys:\system\zenworks.propertiesから INVSRVPATHキーを削除します。

Windowsサーバからのアンインストール

1 インベントリサーバ上の Inventory Serviceを停止します。

1a Windowsコントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブルク
リックします。

1b［Novell Inventory Service］を選択し、［停止］をクリックします。

1c［Novell ZENworks Service Manager］を選択し、［停止］をクリックします。

2 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリの INVSRVPATH
および ZWSPATHキーの値をメモします。

3 invsrvpath\scandirディレクトリを削除します。

4 invsrvpath\serverディレクトリを削除します。

5 HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CURRENTCONTROLSET\SERVICESレジストリエントリから
ZENINVENTORYキーを削除します。

6 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\ZFDレジストリエントリからインベ
ントリサーバキーを削除します。 
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7 インベントリサーバに Policy and Distribution Servicesおよび XMLプロキシ
サーバがインストールされていない場合は、ZENworks Web Serverコンポーネント
を削除します。

7a zwspathディレクトリを削除します。

7b HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリから
ZWSPATHキーを削除します。

7c HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CURRENTCONTROLSET\SERVICESレジストリエントリか
ら ZWSSRVキーを削除します。

8 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\

ZENWORKSレジストリエントリから INVSRVPATHキーを削除します。

9 実行した変更を有効にするため、コンピュータを再起動します。

XMLプロキシサーバのアンインストール

ポリシーサービスと配布サービス、またはインベントリがサーバにインストールされ
ていない場合に、サーバからインベントリ XMLプロキシサーバファイルをアンインス
トールするには

! 353 ページの ｢ NetWareサーバからのアンインストール｣

! 354 ページの ｢ Windowsサーバからのアンインストール｣

NetWareサーバからのアンインストール

1 サーバコンソールのプロンプトで「java -killzfsexit」と入力して、java.nlmを
アンロードします。

2 sys:\system\zenworks.propertiesの ZWSPATHキーの値を確認します。

3 sys:\system\zenworks.propertiesから次のセクションを削除します。

[ZfD_XML_Proxy_Server]

Version=6.5.0 Desktop Management product build date

Installed_From = Product CD

Support_Pack = 0

4 sys:\system\autoexec.ncfから次のエントリを削除します。 

; ZENworks Inventory Settings

ZFS.ncf 

5 sys:\systemディレクトリから zwsstart.ncfファイルを削除します。

6 sys:\system\zenworks.propertiesから、ZWSPATHディレクトリおよび ZWSPATHエ
ントリを削除します。

7 zws_volume:\zenworksディレクトリから zfs-startup.xmlおよび zfs.ncfを削除
します。
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Windowsサーバからのアンインストール

1 ZENworks Web Serverを停止します。

コントロールパネルで［管理ツール］、［サービス］の順にダブルクリックし、
［Novell ZENworksサービスマネージャ］を選択して［停止］をクリックします。

2 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSレジストリエントリの ZWSPATHキー
の値をメモします。この値は zwspathディレクトリを示しています。

3 zwspathディレクトリを削除します。

4 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\ZFDレジストリエントリからインベ
ントリプロキシ XMLサーバキーを削除します。 

5 HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CURRENTCONTROLSET\SERVICESレジストリエントリから
ZWSSRVキーを削除します。

6 HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKS\ レジストリエントリから ZWSPATH
キーを削除します。

7 zws_volume:\zenworks\zfs-startup.xmlを削除します。

ConsoleOneからのワークステーションインベントリスナップインのアンインストール

他の製品の管理に ConsoleOneを使用している場合は、ConsoleOne自体をアンインス
トールしないでください。

ConsoleOneからワークステーションインベントリスナップインのみを削除するには

1 ConsoleOneを実行している場合は、終了します。

ConsoleOneが複数のワークステーションのインベントリサーバから直接起動して
いる場合は、すべてのワークステーションの ConsoleOneを終了する必要があり
ます。

2 サーバまたはワークステーション上の ConsoleOne_installation_directory\1.2
ディレクトリで、次の操作を行います。

! 次のファイルを削除します。

\lib\zen\dbexport.jar

\lib\zen\desktop.jar

\lib\zen\zeninvimages.jar

\lib\zen\zenutility.jar

\lib\zen\statuslog.jar

\lib\zen\classes12.zip\lib\zen\vbjapp.jar\lib\zen\vbjorb.jar\lib\zen\j
dbcdrv.zip

\snapins\zen\inventorysnapins.jar

\snapins\zen\inventorysnapins3x.jar\snapins\zen\dataexportsnapins.jar\
snapins\zen\policymigration.jar\snapins\zen\workstationsnapins.jar\s
napins\zen\tracer.jar\help\novellserverinv.hs\bin\directoryrights.dl
l\bin\displayrules.properties\bin\schemarules.properties

! 次のディレクトリを削除します。

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory 

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory30

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory32

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory3x

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory4x
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3 リモート管理の ConsoleOneスナップインを同じワークステーションまたはサーバ
にインストールしていない場合は、次のファイルを削除します。

\bin\desktop4.exe

\bin\mssql.ini

\bin\msvp60.dll

\bin\ndsaccess.dll

\bin\oracle.ini

\bin\remagent.ini

\bin\sybase.ini

\help\novellzeninven.hs

\help\novellzenrmgt.hs \help\en\novell_zfd_inventory 

\help\en\novell_zfd_remotemgmt

\lib\zen\desktop.jar

\lib\zen\desktop3x.jar\lib\zen\desktopcommonutility.jar

\resources\resources.jar

\snapins\zen\commonsnapins.jar

デスクトップ管理インベントリエージェントのアンインストール

ユーザワークステーション上でデスクトップ管理インベントリエージェントをアンイ
ンストールする必要がある場合は、Windowsの［アプリケーションの追加と削除］を実
行することによってアンインストールを実行できます。Novell Application 
LauncherTMによってデスクトップ上に作成されたアプリケーションアイコンは削除さ
れません。

注 : インストール後は、どのユーザでも Windowsの［アプリケーションの追加と削除］を実行してデスク

トップ管理インベントリエージェントのアンインストールを試みることができます。ユーザがローカルの管
理権限を持っていなければ、このエージェントのアンインストールは成功しません。

NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベント
リの再インストール

インストールが正常に実行されなかった、または誤ってファイルを削除するなどして
データ破損が起き、再インストールしなければデータの修復ができないなどの理由で、
デスクトップ管理サービス のワークステーションインベントリコンポーネントを再イ
ンストールすることが必要な場合があります。

重要 : 再インストールでは、再びスキーマを拡張する必要はありません。

ここでは、ワークステーションインベントリコンポーネントの再インストールに焦点
を絞って説明します。

! 356 ページの ｢ワークステーションインベントリの再インストールの準備｣

! 356 ページの ｢ワークステーションインベントリの再インストール｣

! 358 ページの ｢ワークステーションインベントリの再インストールの確認｣

! 358 ページの ｢デスクトップ管理インベントリエージェントの再インストール｣
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ワークステーションインベントリの再インストールの準備

1 ワークステーションインベントリを再インストールする必要があるサーバを識別し
ます。

2 Inventory Serviceを停止します。

! NetWareインベントリサーバの場合 :サーバコンソールのプロンプトで、
「sys:\system\invstop.ncf」と入力します。

注 : Inventory Serviceを停止する際、Sybaseデータベースを自動的に停止させたくない場合は、

sys:\system\invstop.ncfファイルで Unload dbsrv8.nlm行をコメント化します。

! Windows 2000/2003インベントリサーバの場合 :［コントロール パネル］で
［管理ツール］>［サービス］の順にダブルクリックし、［Novell Inventory 
Service］を選択して［停止］をクリックします。

3 インベントリデータベースを停止します。

! NetWareの場合 :Sybaseコンソールのプロンプトで、<Q>キーを押します。

! Windows 2000/2003の場合 :［コントロール パネル］で［管理ツール］>［サー
ビス］の順にダブルクリックし、［Novell Database - Sybase］を選択して［停
止］をクリックします。

4 対象になる NetWareサーバで Javaがアンロードされていない場合は、java.nlmを
アンロードします (サーバコンソールで、「java -exit」と入力する )。

重要 : このコマンドにより、サーバで実行しているすべての Javaプロセスが停止します。Desktop 

Managementを再インストールする際には、すべての Javaプロセスが停止していることを確認してくだ

さい。

5 対象になる Windowsサーバで、［サービス］ウィンドウを閉じます。

6 再インストール先のサーバがある Novell eDirectoryTMツリーにログインします。

Windows 2000サーバに再インストールする場合、再インストール先のサーバで認
証されるためには、Administrator(または同等の権利を持つユーザ )としてログ
インする必要があります。

7 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのインストール｣に進みます。

ワークステーションインベントリの再インストール

ZENworks 6.5 Desktop Managementワークステーションインベントリを以前のインス
トール上に再インストールする場合は、既存のポリシーおよび scandirディレクトリ
が使用されます。 

再インストールの際の［ファイルのインストール先］ページでは、前回のインストー
ルパスがインストールプログラムによって検索されます。検索されたら、ワークス
テーションインベントリまたはリモート管理ファイルがそのパスにインストールされ
ます。
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再インストールの際の［データベースのインストール先］ページでは、前回のインス
トールパスがインストールプログラムによって検索されます。検索されたら、データ
ベースがそのパスにインストールされます。
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ワークステーションインベントリの再インストールの確認

1 インストールが完了したら、インストールログファイルを参照して、インストール
に失敗したコンポーネントがないかどうかを確認します。

2 ファイルがなくなったり、壊れたりした問題を解決するために再インストールした
場合は、問題が解決されていることを確認します。

デスクトップ管理インベントリエージェントの再インストール

デスクトップ管理インベントリエージェントをワークステーションに再インストール
するには、100 ページの ｢手動によるデスクトップ管理エージェントのインストール｣
を参照してください。
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VII付録
『インストールガイド』のこの節には、ZENworks Desktop Managementをインストール
する際に役立つ詳細情報を紹介する付録が記載されています。次の付録で構成されて
います。

! 361 ページの付録 A ｢ ZENworks for Desktops 3.2と ZENworks 6.5のポリシーパッ
ケージの違い｣

! 369 ページの付録 B ｢ Novell Cluster Services環境へのインストール｣

! 389 ページの付録 C ｢ Novell BorderManager VPNクライアントと相互運用する場合
の制限｣

! 393 ページの付録 D ｢バージョン情報を含むレジストリエントリ｣

! 405 ページの付録 E ｢インストールに関するエラーメッセージ｣

! 441 ページの付録 F ｢ XMLRPCのライセンス契約｣

! 445 ページの付録 G ｢ドキュメントの更新｣
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A ZENworks for Desktops 3.2と ZENworks 6.5のポリ
シーパッケージの違い

次の表は、更新された ZENworks 6.5 Desktop Managementシステムのポリシー構成を示
しています。

! 361 ページの ｢コンテナポリシーパッケージの構成｣

! 361 ページの ｢サーバポリシーパッケージの構成｣

! 363 ページの ｢ SLPポリシーの構成｣

! 363 ページの ｢ユーザポリシーパッケージの構成｣

! 366 ページの ｢ワークステーションポリシーパッケージの構成｣

コンテナポリシーパッケージの構成

サーバポリシーパッケージの構成

ポリシーパッケー

ジのタブ名

ZENworks for Desktops 

3.2 SP3のポリシー

ZENworks 6.5のポリシー ZENworks 6.5での変更点

一般 検索ポリシー 検索ポリシー ［パーティション］オプションの削除。

ポリシーパッケー

ジのタブ名

ZENworks for Desktops 

3.2 SP3のポリシー

ZENworks 6.5のポリシー ZENworks 6.5での変更点

一般 イメージングサーバポ
リシー

イメージングサーバ
ポリシー

イメージセーフデータの一部として配布するため、名前
付きサーバと DNSドメインサフィックスをポリシーに
追加。

一般 ワークステーションイ
ンポート

ワークステーション
インポート

変更なし。

一般 ワークステーションの
削除

ワークステーション
の削除

変更なし。

一般 zeninvRollupPolicy ロールアップポリ
シー (Roll-Up 
Policy)

名前の変更。複数のツリーで使用するため、サーバの
IP/DNSエントリを追加。プロキシサーバ設定も追加。
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一般 該当なし ZENworks Database データベースの種類と URLの設定が可能。

ワークステーションインベントリがインストールされて
いる場合は、インベントリデータベースの場所をサーバ
上に指定できます。この設定は、SLPの設定よりも優先
されます。

一般 該当なし ディクショナリ更新
ポリシー(Dictionary 
Update Policy)

異なるインベントリサーバへのソフトウェアディクショ
ナリの配布に関する設定が可能。

新しいポリシーです。

Windows: イメージングサーバポ
リシー

イメージングサーバ
ポリシー

イメージセーフデータの一部として配布するため、名前
付きサーバと DNSドメインサフィックスをポリシーに追
加。

Windows: ワークステーションイ
ンポート

ワークステーション
インポート

変更なし。

Windows: ワークステーションの
削除

ワークステーション
の削除

変更なし。

Windows: zeninvRollupPolicy ロールアップポリ
シー (Roll-Up 
Policy)

名前の変更。複数のツリーで使用するため、サーバの
IP/DNSエントリを追加。プロキシサーバ設定も追加。

Windows: 該当なし ZENworks Database データベースの種類と URLの設定が可能。

ワークステーションインベントリがインストールされて
いる場合は、インベントリデータベースの場所をサーバ
上に指定できます。この設定は、SLPの設定よりも優先
されます。

Windows: 該当なし ディクショナリ更新
ポリシー(Dictionary 
Update Policy)

異なるインベントリサーバへのソフトウェアディクショ
ナリの配布に関する設定が可能。

新しいポリシーです。

NetWare イメージングサーバポ
リシー

イメージングサーバ
ポリシー

イメージセーフデータの一部として配布するため、名前
付きサーバと DNSドメインサフィックスをポリシーに追
加。

NetWare ワークステーションイ
ンポート

ワークステーション
インポート

変更なし。

NetWare ワークステーションの
削除

ワークステーション
の削除

変更なし。

NetWare zeninvRollupPolicy ロールアップポリ
シー (Roll-Up 
Policy)

名前の変更。複数のツリーで使用するため、サーバの
IP/DNSエントリを追加。プロキシサーバ設定も追加。

NetWare 該当なし ZENworks Database データベースの種類と URLの設定が可能。

ワークステーションインベントリがインストールされて
いる場合は、インベントリデータベースの場所をサーバ
上に指定できます。この設定は、SLPの設定よりも優先
されます。

ポリシーパッケー

ジのタブ名

ZENworks for Desktops 

3.2 SP3のポリシー

ZENworks 6.5のポリシー ZENworks 6.5での変更点
362   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
SLPポリシーの構成

ユーザポリシーパッケージの構成

NetWare 該当なし ディクショナリ更新
ポリシー(Dictionary 
Update Policy)

異なるインベントリサーバへのソフトウェアディクショ
ナリの配布に関する設定が可能。

新しいポリシーです。

ポリシーパッケー

ジのタブ名

ZENworks for Desktops 3.2 

SP3のポリシー

ZENworks 6.5のポリシー ZENworks 6.5での変更点

一般 SMTP Host SMTP Host 変更なし。

一般 SNMP Trap Targets SNMP Trap Targets 変更なし。

一般 該当なし XMLターゲット (XML 
Targets)

新しいポリシー。XMLログデータの URLターゲットを指
定。

一般 ZENworks Database ZENworks Database データベースの種類と URLの設定が可能。

ポリシーパッケージのタブ名 ZENworks for Desktops 

3.2 SP3のポリシー

ZENworks 6.5のポリシー ZENworks 6.5での変更点

一般 ヘルプデスクポリ
シー

削除 このポリシーはまだ有効ですが、ZENworks 6.5 
ConsoleOneスナップインでは設定および表示で
きません。このポリシーの設定を変更する場合
は、ZENworks for Desktops 3.2または 4.xの
ConsoleOneスナップインを使用する必要があり
ます。

一般 リモートコント
ロールポリシー

リモートコントロール
ポリシー

チャットの削除。パスワードベースのリモート
コントロール、NAT、セッションの暗号化、およ
びエージェントから開始する接続の機能強化。

一般 該当なし Novell iPrintポリシー 新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

WinNT-2000

ZfD 4では WinNT-2000-
XP

ダイナミックロー
カルユーザ

ダイナミックローカル
ユーザ

変更なし。

WinNT-2000

ZfD 4では WinNT-2000-
XP

該当なし Novell iPrintポリシー 新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

WinNT-2000

ZfD 4では WinNT-2000-
XP

ヘルプデスクポリ
シー

削除 このポリシーはまだ有効ですが、ZENworks 6.5 
ConsoleOneスナップインでは設定および表示で
きません。このポリシーの設定を変更する場合
は、ZENworks for Desktops 3.2または 4.xの
ConsoleOneスナップインを使用する必要があり
ます。

ポリシーパッケー

ジのタブ名

ZENworks for Desktops 

3.2 SP3のポリシー

ZENworks 6.5のポリシー ZENworks 6.5での変更点
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WinNT-2000

ZfD 4では WinNT-2000-
XP

NTデスクトップ初
期設定

Windowsデスクトップ初
期設定

名前の変更。

WinNT-2000

ZfD 4では WinNT-2000-
XP

NTユーザプリンタ 削除 このポリシーはまだ有効ですが、ZENworks 6.5 
ConsoleOneスナップインでは設定および表示で
きません。このポリシーの設定を変更する場合
は、ZENworks for Desktops 3.2または 4.xの
ConsoleOneスナップインを使用する必要があり
ます。

WinNT-2000

ZfD 4では WinNT-2000-
XP

NTユーザシステム
ポリシー

削除 アップグレードされた場合にのみ表示。

WinNT-2000

ZfD 4では WinNT-2000-
XP

リモートコント
ロールポリシー

リモートコントロール
ポリシー

チャットの削除。パスワードベースのリモート
コントロール、NAT、セッションの暗号化、およ
びエージェントから開始する接続の機能強化。

WinNT-2000

ZfD 4では WinNT-2000-
XP

拡張可能ユーザポ
リシー

拡張可能ユーザポリ
シー

変更なし。

WinNT-2000

ZfD 4では WinNT-2000-
XP

Windows 2000グ
ループポリシー

Windows 2000グループ
ポリシー

名前の変更。

Win 9x 95デスクトップ初
期設定

Windowsデスクトップ初
期設定

名前の変更。

Win 9x 95ユーザシステム
ポリシー

削除 このポリシーはまだ有効ですが、ZENworks 6.5 
ConsoleOneスナップインでは設定および表示で
きません。このポリシーの設定を変更する場合
は、ZENworks for Desktops 3.2または 4.xの
ConsoleOneスナップインを使用する必要があり
ます。

Win 9x ヘルプデスクポリ
シー

削除 このポリシーはまだ有効ですが、ZENworks 6.5 
ConsoleOneスナップインでは設定および表示で
きません。このポリシーの設定を変更する場合
は、ZENworks for Desktops 3.2または 4.xの
ConsoleOneスナップインを使用する必要があり
ます。

Win 9x リモートコント
ロールポリシー

削除 チャットの削除。パスワードベースのリモート
コントロール、NAT、セッションの暗号化、およ
びエージェントから開始する接続の機能強化。

Win 9x 拡張可能ユーザポ
リシー

拡張可能ユーザポリ
シー

変更なし。

Win 9x 該当なし Novell iPrintポリシー 新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

ポリシーパッケージのタブ名 ZENworks for Desktops 

3.2 SP3のポリシー

ZENworks 6.5のポリシー ZENworks 6.5での変更点
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WinNT (新しいタブ ) 該当なし ダイナミックローカル
ユーザ

変更なし。新しいカテゴリ。

WinNT (新しいタブ ) 該当なし Novell iPrintポリシー 新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

WinNT (新しいタブ ) 該当なし リモートコントロール
ポリシー

チャットの削除。パスワードベースのリモート
コントロールと NATの機能強化。

WinNT (新しいタブ ) 該当なし 拡張可能ユーザポリ
シー

変更なし。

WinNT (新しいタブ ) 該当なし Windowsデスクトップ初
期設定

変更なし。

Win2000 (新しいタブ ) 該当なし ダイナミックローカル
ユーザ

変更なし。新しいカテゴリ。

Win2000 (新しいタブ ) 該当なし Novell iPrintポリシー 新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

Win2000 (新しいタブ ) 該当なし リモートコントロール
ポリシー

チャットの削除。パスワードベースのリモート
コントロール、NAT、セッションの暗号化、およ
びエージェントから開始する接続の機能強化。

Win2000 (新しいタブ ) 該当なし 拡張可能ユーザポリ
シー

変更なし。

Win2000 (新しいタブ ) 該当なし Windowsデスクトップ初
期設定

変更なし。

Win2000 (新しいタブ ) 該当なし Windowsグループポリ
シー

変更なし。

WinXP (新しいタブ ) 該当なし ダイナミックローカル
ユーザ

変更なし。新しいカテゴリ。

WinXP (新しいタブ ) 該当なし Novell iPrintポリシー 新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

WinXP (新しいタブ ) 該当なし リモートコントロール
ポリシー

チャットの削除。パスワードベースのリモート
コントロール、NAT、セッションの暗号化、およ
びエージェントから開始する接続の機能強化。

WinXP (新しいタブ ) 該当なし 拡張可能ユーザポリ
シー

変更なし。

WinXP (新しいタブ ) 該当なし Windowsデスクトップ初
期設定

変更なし。

Win2000ターミナルサー
バ (新しいタブ )

該当なし Novell iPrintポリシー 新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

Win2000ターミナルサー
バ (新しいタブ )

該当なし リモートコントロール
ポリシー

チャットの削除。パスワードベースのリモート
コントロール、NAT、セッションの暗号化、およ
びエージェントから開始する接続の機能強化。

Win2000ターミナルサー
バ (新しいタブ )

該当なし 拡張可能ユーザポリ
シー

変更なし。

ポリシーパッケージのタブ名 ZENworks for Desktops 

3.2 SP3のポリシー

ZENworks 6.5のポリシー ZENworks 6.5での変更点
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ワークステーションポリシーパッケージの構成

Win2000ターミナルサー
バ (新しいタブ )

該当なし Windowsデスクトップ初
期設定

変更なし。

Win2000ターミナルサー
バ (新しいタブ )

該当なし Windowsグループポリ
シー

変更なし。

Win2000ターミナルサー
バ (新しいタブ )

該当なし Windowsターミナルサー
バポリシー

変更なし。

ポリシーパッケージのタ

ブ名

ZENworks for Desktops 

3.2 SP3のポリシー

ZENworks 6.5のポリ

シー

ZENworks 6.5での変更点

一般 リモートコントロー
ルポリシー

リモートコントロー
ルポリシー

チャットの削除。パスワードベースのリモートコン
トロール、NAT、セッションの暗号化、およびエー
ジェントから開始する接続の機能強化。

一般 ワークステーション
イメージングポリ
シー

ワークステーション
イメージングポリ
シー

変更なし。

一般 該当なし Novell iPrintポリ
シー

新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

一般 該当なし ZENworks for 
Desktops管理エー
ジェントポリシー

新しいポリシー。管理エージェントの設定が可能。

WinNT-2000 (ZfD 4で
は WinNT-2000-XP)

拡張可能コンピュー
タポリシー

拡張可能コンピュー
タポリシー

変更なし。

WinNT-2000 (ZfD 4で
は WinNT-2000-XP)

NTクライアント設
定

削除 アップグレードされた場合にのみ表示。

WinNT-2000 (ZfD 4で
は WinNT-2000-XP)

NTコンピュータプ
リンタ

削除 アップグレードされた場合にのみ表示。

WinNT-2000 (ZfD 4で
は WinNT-2000-XP)

NT RAS環境設定 削除 このポリシーはまだ有効ですが、ZENworks 6.5 
ConsoleOneスナップインでは設定および表示できま
せん。このポリシーの設定を変更する場合は、
ZENworks for Desktops 3.2または 4.xの
ConsoleOneスナップインを使用する必要がありま
す。

WinNT-2000 (ZfD 4で
は WinNT-2000-XP)

リモートコントロー
ルポリシー

リモートコントロー
ルポリシー

チャットの削除。パスワードベースのリモートコン
トロール、NAT、セッションの暗号化、およびエー
ジェントから開始する接続の機能強化。

WinNT-2000 (ZfD 4で
は WinNT-2000-XP)

ログイン制限 削除 アップグレードされた場合にのみ表示。

WinNT-2000 (ZfD 4で
は WinNT-2000-XP)

Windows 2000グルー
プポリシー

Windowsグループポ
リシー

名前の変更。ローカルプラットフォームでのポリ
シーの妥当性に関する警告メッセージのみを追加。

ポリシーパッケージのタブ名 ZENworks for Desktops 

3.2 SP3のポリシー

ZENworks 6.5のポリシー ZENworks 6.5での変更点
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WinNT-2000 (ZfD 4で
は WinNT-2000-XP)

ワークステーション
イメージングポリ
シー

場所の移動 このカテゴリから削除。［一般］タブでのみ使用
可能。

WinNT-2000 (ZfD 4で
は WinNT-2000-XP)

Workstation 
Inventory (ワーク
ステーションインベ
ントリ )

ワークステーション
インベントリポリ
シー

ハードウェアおよびソフトウェアのスキャンに関す
る設定と、カスタマイズ可能なソフトウェアスキャ
ン機能の追加。

WinNT-2000 (ZfD 4で
は WinNT-2000-XP)

該当なし Novell iPrintポリ
シー

新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

WinNT-2000 (ZfD 4で
は WinNT-2000-XP)

該当なし ZENworks for 
Desktops管理エー
ジェントポリシー

新しいポリシー。管理エージェントの設定が可能。

Win 9x 95クライアント設
定

削除 アップグレードされた場合にのみ表示。

Win 9x 95コンピュータプ
リンタ

削除 アップグレードされた場合にのみ表示。

Win 9x 95コンピュータシ
ステムポリシー

削除 このポリシーはまだ有効ですが、ZENworks 6.5 
ConsoleOneスナップインでは設定および表示できま
せん。このポリシーの設定を変更する場合は、
ZENworks for Desktops 3.2または 4.xの
ConsoleOneスナップインを使用する必要があり
ます。

Win 9x 95 RAS環境設定 削除 このポリシーはまだ有効ですが、ZENworks 6.5 
ConsoleOneスナップインでは設定および表示できま
せん。このポリシーの設定を変更する場合は、
ZENworks for Desktops 3.2または 4.xの
ConsoleOneスナップインを使用する必要があり
ます。

Win 9x 拡張可能コンピュー
タポリシー

拡張可能コンピュー
タポリシー

変更なし。

Win 9x リモートコントロー
ルポリシー

リモートコントロー
ルポリシー

チャットの削除。パスワードベースのリモートコン
トロール、NAT、セッションの暗号化、およびエー
ジェントから開始する接続の機能強化。

Win 9x ログイン制限 削除 アップグレードされた場合にのみ表示。

Win 9x ワークステーション
イメージングポリ
シー

場所の移動 このカテゴリから削除。［一般］タブでのみ使用
可能。

Win 9x Workstation 
Inventory (ワーク
ステーションインベ
ントリ )

ワークステーション
インベントリポリ
シー

ハードウェアおよびソフトウェアのスキャンに関す
る設定と、カスタマイズ可能なソフトウェアスキャ
ン機能の追加。

Win 9x 該当なし Novell iPrintポリ
シー

新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

ポリシーパッケージのタ

ブ名

ZENworks for Desktops 

3.2 SP3のポリシー

ZENworks 6.5のポリ

シー

ZENworks 6.5での変更点
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Win 9x 該当なし ZENworks for 
Desktops管理エー
ジェントポリシー

新しいポリシー。管理エージェントの設定が可能。

WinNT (新しいタブ ) 該当なし 拡張可能コンピュー
タポリシー

変更なし。

WinNT (新しいタブ ) 該当なし リモートコントロー
ルポリシー

チャットの削除。パスワードベースのリモートコン
トロールと NATの機能強化。

WinNT (新しいタブ ) 該当なし ワークステーション
インベントリポリ
シー

ハードウェアおよびソフトウェアのスキャンに関す
る設定と、カスタマイズ可能なソフトウェアスキャ
ン機能の追加。

WinNT (新しいタブ ) 該当なし ZENworks for 
Desktops管理エー
ジェントポリシー

新しいポリシー。管理エージェントの設定が可能。

WinNT (新しいタブ ) 該当なし Novell iPrintポリ
シー

新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

Win2000 (新しいタブ ) 該当なし 拡張可能コンピュー
タポリシー

変更なし。

Win2000 (新しいタブ ) 該当なし リモートコントロー
ルポリシー

チャットの削除。パスワードベースのリモートコン
トロール、NAT、セッションの暗号化、およびエー
ジェントから開始する接続の機能強化。

Win2000 (新しいタブ ) 該当なし ワークステーション
インベントリポリ
シー

ハードウェアおよびソフトウェアのスキャンに関す
る設定と、カスタマイズ可能なソフトウェアスキャ
ン機能の追加。

Win2000 (新しいタブ ) 該当なし ZENworks for 
Desktops管理エー
ジェントポリシー

新しいポリシー。管理エージェントの設定が可能。

Win2000 (新しいタブ ) 該当なし Novell iPrintポリ
シー

新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

Win2000 (新しいタブ ) 該当なし Windowsグループポ
リシー

名前の変更。ローカルプラットフォームでのポリ
シーの妥当性に関する警告メッセージのみを追加。

WinXP (新しいタブ ) 該当なし 拡張可能コンピュー
タポリシー

変更なし。

WinXP (新しいタブ ) 該当なし リモートコントロー
ルポリシー

チャットの削除。パスワードベースのリモートコン
トロール、NAT、セッションの暗号化、およびエー
ジェントから開始する接続の機能強化。

WinXP (新しいタブ ) 該当なし ワークステーション
インベントリポリ
シー

ハードウェアおよびソフトウェアのスキャンに関す
る設定と、カスタマイズ可能なソフトウェアスキャ
ン機能の追加。

WinXP (新しいタブ ) 該当なし ZENworks for 
Desktops管理エー
ジェントポリシー

新しいポリシー。管理エージェントの設定が可能。

WinXP (新しいタブ ) 該当なし Novell iPrintポリ
シー

新しいポリシー。iPrintエージェントの設定が
可能。

ポリシーパッケージのタ

ブ名

ZENworks for Desktops 

3.2 SP3のポリシー

ZENworks 6.5のポリ

シー

ZENworks 6.5での変更点
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B Novell Cluster Services環境へのインストール

このドキュメントでは、Novell® ZENworks® Desktop Managementのコンポーネントを
Novell Cluster ServicesTM環境にインストールおよび設定する際の操作を理解するた
めに役立つ情報を提供します。この章では、次の内容について説明します。

! 369 ページの ｢概要｣

! 370 ページの ｢インストールの前に｣

! 370 ページの ｢クラスタ環境の準備｣

! 371 ページの ｢ Desktop Managementコンポーネントのインストール｣

! 379 ページの ｢ワークステーションイメージングの設定｣

! 380 ページの ｢ワークステーションインベントリの設定｣

! 381 ページの ｢クラスタ化されたワークステーションインベントリをZENworks for 
Desktops 3.2 SP3から ZENworks 6.5 Desktop Managementにアップグレードする｣

! 381 ページの ｢クラスタ環境におけるワークステーションインベントリのアンイン
ストール｣

! 387 ページの ｢クラスタ環境におけるワークステーションインベントリの再インス
トール｣

概要

ZENworks 6.5 Desktop Managementのほとんどのコンポーネントは、「クラスタセーフ」
と考えられています。これは、ZENworks 6.5 Desktop Managementのサービスを Novell 
Cluster Services環境にインストールすることはできますが、クラスタボリュームが
ダウンした場合、そのクラスタがフェールオーバーしている間はサービスが中断され
ることを意味します。

フェールオーバーが実行されると、Desktop Managementのほとんどのサービスは復元
されますが、ワークステーションイメージングは再起動する必要があります。単一の
リソース (ポリシーファイルがコピーされているサーバ )に依存するアプリケーショ
ン管理と一部のグループポリシーは、リソースが有効化されるのを待機中にタイムア
ウトになります。次回のログイン時、またはスケジュールされたイベントが発生して
ファイルリソースが再度有効になるまで、そのポリシーは適用されません。

クラスタ環境での ZENworks 6.5 Desktop Managementの操作に関する既知の問題につい
ては、Novell ZENworks 6.5 Documentation Webサイトで、ZENworks 6.5 Desktop 
Management Readme (http://www.novell.com/documentation/lg/zenworks65/readme/
readme_desktops_65.html)を参照してください。
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ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1 (SP1)にアップグレードした場合、
ワークステーションインベントリコンポーネントは Novell Cluster Services 環境を
サポートします。ただし ZENworks 6.5 Desktop Managementのリモート管理の Wake-
On-LANコンポーネントはクラスタ環境をサポートしていません。

クラスタ環境への ZENworks Middle Tier Serverのインストールはサポートされていま
せん。

Novell Cluster Servicesの詳細については、NetWare 6 Documentation Webサイト 
(http://www.novell.com/documentation/lg/ncs6p/index.html)または NetWare 6.5 
Documentation Webサイト (http://www.novell.com/documentation/lg/nw65/
index.html)で、Novell Cluster Servicesのマニュアルを参照してください。

インストールの前に

Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementを Novell Cluster Services環境にインス
トールおよび設定する前に、各製品のハードウェア要件およびソフトウェア要件がす
べて満たされていることを確認します。

" Novell Cluster Servicesをインストールする2つ以上のNetWare® 6またはNetWare 
6.5サーバ (「ノード」とも呼ばれます )

" クラスタの一部となる NetWare 6サーバにインストールされ稼動している Novell 
Cluster Services 1.6

" クラスタの一部となるNetWare 6.5サーバにインストールされ稼動しているNovell 
Cluster Services 1.7

" クラスタ対応が指定された作成済みクラスタボリューム (仮想サーバまたはクラス
タサーバと呼ばれます )

クラスタリングの詳細については、Novell Cluster Servicesのマニュアル 
(http://www.novell.com/documentation)を参照してください。

クラスタ環境の準備

Desktop Managementのクラスタノードを準備するには

1 各ノードを ConsoleOne® 1.3.6以降にアップグレードします。

ConsoleOne 1.3.6 (またはそれ以降 )は、Novell ZENworks 6.5 Companion 1 CDに
含まれています。Desktop Managementを正しく機能させるには、ConsoleOne 1.3.6
以降をクラスタノードごとにインストールする必要があります。詳細については、
250 ページの ｢ ConsoleOneのアップグレード｣を参照してください。

2 各ノードの Javaをアンロードします。 

Desktop Managementのインストールプログラムでエラーメッセージが表示されな
いようにするには、サーバ (クラスタノード )で実行されている Javaをアンロー
ドしてから、Desktop Managementをインストールします。そのためには、サービ
スを提供する各ノードのシステムコンソールにアクセスする必要があります。各
ノードのシステムコンソールで、次のコマンドを入力します。

unload java

3 ワークステーションに Novell ClientTMをインストールします。適切なクライアン
トのインストールの詳細については、『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイ
ド』の「Novell Clientの理解」を参照してください。
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Desktop Managementコンポーネントのインストール

Novell Cluster Servicesで構成されたネットワークに ZENworks Desktop Management
をインストールするには

1 適切な Novell Clientで設定されたネットワーク上のワークステーションから、ク
ラスタが存在するディレクトリツリーに管理者としてログインします。

重要 : ZENworks Desktop Managementのインストールプログラムを実行している間は、このワークス

テーションおよび他のすべての管理ワークステーションで ConsoleOneを実行しないようにしてくだ

さい。

2 Windows 2000/XPワークステーション (または Windows 2000/2003サーバ )を選択
して、Desktop Management Serverのインストールプログラムを実行します。この
ワークステーションまたはサーバは、インストールするワークステーションの要件
を満たしている必要があります。詳細については、29 ページの ｢インストールに
使用する Workstationの条件｣を参照してください。

3 インストールするワークステーションで、Novell ZENworks 6.5 Desktop 
Management CDを挿入します。 

winsetup.exeプログラムが自動的に実行されます。プログラムが自動的に実行さ
れない場合は、CDのルートから手動で実行します。

4［デスクトップ管理］をクリックして、さまざまな言語でインストールするオプ
ションがあるページを表示します。

5［日本語］をクリックし、Desktop Managementインストールオプションのページを
表示します。
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6 最初のインストールページで、インストールプログラムの実行に関する詳細を読
み、［次へ］をクリックします。

7 ライセンス契約書を読み、条項に同意する場合は［受諾］をクリックします。 

使用許諾契約の条項に同意されない場合は、ソフトウェアをインストールしないで
ください。

8［Installation Requirements(インストール要件 )］ページで、Desktop 
Management Serverのインストール要件の一覧を読み、インストール先のサーバが
要件を満たしていることを確認して［次へ］をクリックします。

9［ツリー選択］ページで、Desktop Management Serverをインストールする Novell 
eDirectoryTMツリーの名前を入力または参照します。このインストールのスキー
マをまだ拡張していない場合は (53 ページのステップ 1を参照 )、［eDirectoryス
キーマを拡張する］を選択し、ZENworks Desktop Management Serverをインストー
ルするツリーのスキーマを拡張します。［次へ］をクリックします。
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注 : ZENworks Desktop Management Serverを複数のツリーに同時にインストールすることはできません。

ツリーでスキーマを拡張する必要があるのは 1度だけです。［ログイン］ボタンを
クリックし、適切な権限を持つユーザ IDとパスワードを入力してログインすれば、
ツリーに認証されます。

10［ZENworks Desktop Managementライセンス］ページで、SmartCert製品登録パッ
ケージの一部として電子メールで送信されたライセンスコードを指定します。次に
［終了］をクリックします。

このページでライセンスコードを入力しなければ、この ZENworks Desktop 
Managementのインストールは評価版と見なされます。評価用にインストールした
場合は、製品のライセンスを取得するように定期的に通知されます。90日経つと、
評価版は機能しなくなります。
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11［サーバ選択］ページで、［サーバの追加］をクリックし、Desktop Management 
Serverソフトウェアをインストールするクラスタオブジェクトを参照します。

12［サーバの追加］ダイアログボックスでは、eDirectoryのツリー名ごとにサーバを
一覧表示できます。事前に選択したツリーからのみサーバ (またはクラスタオブ
ジェクト )を選択できます。 

クラスタにインストールするには、［eDirectoryツリー］を選択し、インストール
先のクラスタオブジェクトの名前を参照してクリックします。右方向矢印ボタンを
クリックして、選択したクラスタオブジェクトを［選択されたサーバ］ペインに移
動し、［OK］をクリックします。
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重要 : クラスタオブジェクトを選択する場合は、オブジェクトが属する個々のクラスタノードサーバ

は選択しないようにしてください。これらのオブジェクトは、インストールプログラムによって検出

されます。クラスタにインストールする際は、必要に応じてクラスタ化されていないサーバも選択で

きます。

13 この［サーバ選択］ページで、クラスタにインストールするデスクトップ管理サー
ビスを指定できます。次に、［次へ］をクリックして、設定を保存します。
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次のサービスがリストに表示されます。

［ローカルワークステーション］: ConsoleOne 1.3.6のインストールプログラムで
は、ConsoleOneファイルがローカルハードドライブにインストールされますが、
デスクトップ管理サービススナップインはインストールされません。

必要に応じて、ローカルワークステーション名の下にある［デスクトップ管理サー
ビススナップイン］オプションを選択すると、ローカルワークステーションにデス
クトップ管理サービススナップインをインストールできます。スナップインを追加
するには、ConsoleOneをワークステーションにインストールしておく必要があり
ます。

［デスクトップ管理サービス］: デスクトップ管理サービス (「Desktop Management 
Server」は総称です )は、ワークステーションのアプリケーションとポリシーを設
定し配布できるファイルおよびプログラムであり、一般的に使用されます。これら
のサービスによって、Windowsのアプリケーション、ユーザ、ワークステーション
の設定、処理、および動作を自動的に管理できます。

! ［アプリケーション管理］: アプリケーション、更新、およびパッチの配布や
修復、トラッキングの自動化を有効にするソフトウェアをインストールする場
合は、このオプションを選択します。

! ［ワークステーション管理共通コンポーネント］: ユーザをワークステーショ
ンおよびネットワークに対して認証したり、環境設定情報を eDirectoryとの
間で送受信するために使用するワークステーション常駐モジュールをインス
トールする場合は、このオプションを選択します。

! ［リモート管理］: ZENworks 6.5 Desktop Managementは、クラスタオブジェク
トへのこのコンポーネントのインストールをサポートしていません。

［追加オプション］: デスクトップ管理サービスの展開をカスタマイズする場合は、
その目的に応じて次の中からサービスを選択します。

! ［デスクトップ管理データベース］: 発生したアプリケーションのイベント (イ
ンストール、起動、キャッシュなど )に関するデータのリポジトリとして、
Novell Application LauncherTMで使用するネットワークデータベースをイン
ストールする場合は、このオプションを選択します。

! ［インベントリデータベース］: インベントリ対象ワークステーションから収
集したハードウェアおよびソフトウェアのインベントリ情報のリポジトリとし
て、ワークステーションインベントリで使用するネットワークデータベースを
インストールする場合は、このオプションを選択します。

重要 : Inventoryデータベースを既存の Oracleまたは MS SQLのセットアップと共に使用する場

合は、Server Inventoryのインストール時にこのオプションを選択しないでください。

『ZENworks 6.5 Desktop Management管理ガイド』の手順に従ってください。

! ［インベントリサーバ］: 管理されたワークステーションのハードウェアおよ
びソフトウェアのインベントリ情報の収集と表示を有効にするファイルおよび
プログラムをインストールする場合は、このオプションを選択します。

選択したサーバに、ZENworks for Servers 3.0.2以前のサーバインベントリコ
ンポーネントがインストールされている場合、そのコンポーネントを
ZENworks 6.5 Server Managementにアップグレードする必要があります。
Server Managementへのアップグレードに関する詳細については、『Novell 
ZENworks 6.5 Server Managementインストールガイド』の「アップグレード」
にある「サーバインベントリ」を参照してください。
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! ［インベントリプロキシサーバ］: ネットワークファイアウォールを越えて配
置されたインベントリサーバへの、インベントリスキャンデータのロールアッ
プを有効にするプロキシサービスをインストールする場合は、このオプション
を選択します。選択したサーバに、ZENworks for Servers 3.0.2以前のインベ
ントリコンポーネントがインストールされていないことを確認してください。

! ［イメージングサーバ］: ワークステーションにワークステーションイメージ
ファイルを作成、保存、送信、または復元するために使用する Linuxイメージ
ング環境をインストールする場合は、このオプションを選択します。

! ［PXEサーバ］: Preboot Execution Environment(PXE)が有効なワークステー
ションと通信し、そのワークステーションにイメージングタスクを送信できる
ようにするために、サーバで使用する PXEプロトコルおよびプログラムをイン
ストールする場合は、このオプションを選択します。

注 : 起動前サービスをインストールすると、インストールされるコンポーネントにプロキシ DHCP

サーバが含まれます。標準の DHCPサーバが置かれているサーバ上にプロキシ DHCPサーバをイン

ストールする場合は、DHCPサービスでオプションタグ 60を設定する必要があります。 

! ［ワークステーションのインポート /削除サーバ］: ワークステーションオブ
ジェクトを eDirectoryに追加する (すでに追加されている場合は削除する )
ファイルおよびプログラムをインストールする場合は、このオプションを選択
します。ワークステーションオブジェクトは、アプリケーションまたはコン
ピュータの設定を受信するために eDirectoryで管理されます。

! ［デスクトップ管理サービススナップイン］: デスクトップ管理ツールおよび
ユーティリティを起動し、eDirectoryでデスクトップ管理オブジェクトのプ
ロパティページを表示して、これらのオブジェクトを参照したり設定できるよ
うに、ConsoleOneに追加機能をインストールする場合は、このオプションを
選択します。

注 : 初回インストール後にインストールプログラムを再度実行する場合 (たとえばアップグレード時、

または ZENworksコンポーネントの追加時 )、リスト内のチェックボックスが選択されていても、背景

色がグレーになっているときがあります。これは、この一般カテゴリのコンポーネントのうち、前回

のインストール時に選択されなかったコンポーネントが今回インストールできることを示しています。

構造を展開して、カテゴリ内のコンポーネントのリストを表示すると、インストールするコンポーネ

ントのチェックボックスを選択できます。

その後のインストールで、項目とラベルテキストがグレーの影付きでコンポーネント構造に表示され

る場合もあります。これは、このコンポーネントが以前にインストールされたことを示しています。

コンポーネントが再インストールされないようにそのコンポーネントの選択を解除するには、項目を

ダブルクリックする必要があります。選択を解除しても、その項目がアンインストールされることは

ありません。チェックボックスを選択すると、インストールプログラムは古いコンポーネントを上書

きします。

14 (オプション )デフォルトでは、［前提条件チェック］チェックボックスが選択さ
れています。インストールプログラムで、クラスタオブジェクトが ZENworksデス
クトップ管理サービスのインストール要件を満たしているかどうかを確認する場合
は、選択されたままにします。インストールプログラムでは、オブジェクトのネッ
トワークオペレーティングシステムのバージョン (必要なサービスまたはサポート
パックを含む )、インストールするワークステーション上の Novell Client (4.9 
SP1a)の有無とバージョン、ConsoleOne (1.3.6)の有無とバージョン、およびクラ
スタオブジェクトの JVM (1.4.1)のバージョンをチェックします。

サーバのオペレーティングシステムとサポート /サービスパックが適切なバージョ
ンでない場合、警告メッセージが表示されますが、インストールは続行できます。
他の要件を満たしていない場合は、警告が表示され、必要なソフトウェアがインス
トールおよび検出されるまで処理は続行されません。

15［Next］をクリックします。
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16 (オプション )ワークステーションインベントリまたはリモート管理のインストー
ルを選択すると、［ファイルのインストール先］ページが表示されます。

16a［選択されたサーバ］リストから 1つまたは複数のターゲットサーバを選択し、
ワークステーションインベントリ、またはリモート管理の各ファイルをインス
トールするクラスタ共有ボリュームを参照するか入力します。

注 : ZENworks 6.5のワークステーションインベントリまたはリモート管理コンポーネントの以前

のインストールがコンピュータで検出されると、既存のパスが淡色表示されます。今回のインス

トールでは、すべてのファイルがその既存のパスにインストールされます。

16b［Next］をクリックします。

17 (オプション )インベントリデータベースまたはデスクトップ管理データベースの
インストールを選択すると、［Database Location Installation(データベースロ
ケーションのインストール )］ページが表示されます。

17a 左のペインで、以前に指定した NetWareクラスタサーバを選択します。

17b［データベースへのパス］フィールドで、データベースファイルをインストー
ルするクラスタ共有ボリュームの名前を参照して選択するか、指定します。

データベースサーバごとに別のボリュームを指定できます。たとえば、
NetWareクラスタサーバごとにボリューム名が異なっていても構いません。た
だし、同一のサーバにデータベースファイルの複数のインスタンスを設定する
ことはできません。各サーバで実行できるデータベースエンジンのインスタン
スは 1つだけです。NetWareクラスタサーバの場合、このパスに 2バイト文字
を指定することはできません。

17c［Next］をクリックします。

18 (オプション )同じ NetWareクラスタサーバへのインベントリサーバとインベント
リデータベースのインストールを選択すると、［インベントリのスタンドアロンの
設定］ページが表示されます。インストールプログラムで、サーバパッケージ内に
サーバパッケージおよびデータベースの場所ポリシーを自動的に作成し、サーバで
インベントリサービスを開始する場合は、［インベントリのスタンドアロンの設定］
ページで次の設定を行います。

18a［スタンドアロンの設定］チェックボックスを選択します。

18b データベースの場所に関して共通の検索ポリシーを参照させるサーバを選択し
ます。

18c このポリシーを含むサーバパッケージを作成、設定するツリーコンテナの名前
を入力するか、参照して選択します。

18d［Next］をクリックします。

19 (オプション )［インベントリプロキシサービスの設定］ページで、XMLRPC要求を
インベントリプロキシサービスに渡すためのポートを持つ 1つまたは複数の
NetWareクラスタサーバを選択します。次に、［プロキシポート］フィールドで、
使用するポートを指定します。

すべてのサーバに対して同じポート番号を設定するには、サーバをすべて選択しま
す。サーバを 1つずつ選択し、値を個別に定義することもできます。デフォルトの
ポート 65000を変更する場合は、0～ 65535の値を指定します。そのポート番号が
サーバ上の他のサービスで使用されていないことを確認してください。

20［Next］をクリックします。
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21［概要］ページで、インストールするコンポーネントとパーツのリストを見直しま
す。概要が正しければ、［完了］をクリックしてインストールプログラムを起動し
ます。

22 ConsoleOneで、Desktop Management Serverソフトウェアをインストールしたツ
リーを選択し、［LDAPグループ］を右クリックします。次に、［プロパティ］>［一
般］の順にクリックし、［クリアテキストパスワードを許可］を選択します。

注 : ConsoleOne 1.3.6を使用している場合、ZENworks Middle Tier Serverの認証ドメインとして機能

する各サーバの［LDAP Group Object(LDAPグループオブジェクト )］で、［TLSにパスワードの単純な

バインドを要求する］の選択が解除されている必要があります。Desktop Management Serverをインス

トールした後で、このパラメータを設定する必要がある場合は、設定変更後に ZENworks Middle Tier 

Serverを必ず再起動してください。

Active Directoryドメイン内の Windowsサーバにインストールする場合、Active Directoryではポー

ト 389と 636を使用するため、認証ドメインとして使用するサーバの LDAPグループオブジェクトを代

替ポート番号を使用するように設定します。

ZENworks Middle Tier Serverをすでにインストールしている場合は、ZENworks 
Middle Tier Serverをリセットして、Desktop Management Serverで LDAPクリアテ
キストパスワードの変更を認識させる必要があります。この操作は、サーバを再起
動することで実行できます。

ワークステーションイメージングの設定

デスクトップ管理サービスのインストールが終了したら、ワークステーションイメー
ジングがクラスタ環境で動作するよう設定する必要があります。必要な設定手順を次
に示します。クラスタ環境のマルチキャストに関する問題も理解しておく必要があり
ます。詳細については、380 ページの ｢マルチキャストに関する問題｣を参照してくだ
さい。

1 shared_cluster_volume:\systemの tftp.iniファイルを編集して、次の行をコメ
ント化します。

ReadPath=sys:\tftp\

コメント化した行の直後に次の行を追加します。shared_cluster_volumeは、実際
の共有クラスタボリューム名に置き換えます。

ReadPath=shared_cluster_volume:\tftp\

2 shared_cluster_volume:\systemの pdhcp.iniファイルを編集して、次の行を追加
します。IP_address_of_the_shared_cluster_volume_on virtual_serverは、仮想
サーバ上の共有ボリュームの実際の IPアドレスに置き換えます。 

TRANSACTION_SERVER_IP = IP_address_of_the_shared_cluster_volume_on virtual_server

3 shared_cluster_volume:\systemの zfdstart.ncfファイルを編集して、次の行を
変更します。 

SEARCH ADD shared_cluster_volume:\SYSEM

次のように変更します。

SEARCH ADD shared_cluster_volume:\SYSTEM

4 アンロードスクリプトのクラスタオブジェクトを修正します。

4a ConsoleOneでクラスタオブジェクトを開き、NWCSのボリュームリソースを右
クリックして、［プロパティ］をクリックします。
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4b［アンロード］ページの［スクリプト］テキストボックスに「unload imgserv 
<<y」と入力し、［適用］をクリックします。

4c［Cluster State(クラスタの状態 )］ページで、オフラインにするリソースボ
リュームを選択して、［オフライン］をクリックします。次に、同じリソース
ボリュームを再度選択して、［オンライン］をクリックします。

この手順で、イメージングサーバが最初から起動します。

5 shared_cluster_volume:\systemの zfdstop.ncfファイルを編集して、次の行をコ
メント化します。 

Unload imgserv

マルチキャストに関する問題

イメージングサーバコンソール (imgserv.nlm)をホストしている仮想サーバがフェー
ルオーバーすると、imgserv.nlmで手動で設定したイメージングのマルチキャストセッ
ションは失われます。この問題は、これらのマルチキャストセッションを再度作成し、
プロセスを手動で再スタートする方法でのみ解決できます。

ワークステーションインベントリの設定

ZENworks 6.5 SP1デスクトップ管理サービスのインストールが終了したら、ワークス
テーションインベントリがクラスタ環境で動作するよう設定する必要があります。必
要な設定手順を次に示します。

1 インベントリデータベースオブジェクトを設定します。Desktop Managementのイ
ンストール時に Sybase*を選択した場合、インストールプログラムはデータベース
オブジェクト (Inventory database_server_name)を作成し、このオブジェクトの
プロパティを設定します。ステップ 1aとステップ 1bを省略してください。
Oracle*または MSSQL*を使用する場合はステップ 1aに進みます。

1a Oracleまたは MSSQLでインベントリデータベースを管理する場合は、データ
ベースオブジェクトを作成してプロパティを設定してあることを確認します。
詳細については、63 ページの ｢ NetWareサーバでのインベントリデータベース
オブジェクトの設定｣を参照してください。

1b データベースオブジェクトをクラスタ環境用に設定するには、ConsoleOne®で
データベースオブジェクトを右クリックし、［Properties］、［ZENworks 
Database］の順にクリックし、仮想サーバの DN (NCPサーバオブジェクト )を
参照して選択するか、仮想サーバの IPアドレスを指定して、［OK］をクリック
します。

2 インストール時に、スタンドアロン設定を選択しなかった場合は、データベースの
場所ポリシーを作成する際、Inventory database_virtual_server_nameにインベ
ントリデータベースを設定します。

3 ワークステーションインベントリポリシーを作成する際、Inventory 
Service_virtual_server_nameに Inventory Serviceオブジェクトの DNを設定し
ます。

4 すべてのロールアップポリシーを設定するには、クラスタサービスの Inventory 
Serviceオブジェクトを選択します (Inventory Service_virtual_server_name)。
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クラスタ化されたワークステーションインベントリを ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3から ZENworks 6.5 Desktop Managementにアップグ
レードする

クラスタ環境の ZENworks for Desktops 3.2 SP 3ワークステーションインベントリを
ZENworks 6.5 Desktop Managementにアップグレードする場合、インベントリポリシー
を設定し直す必要があります。ポリシーを設定し直すには、次の作業を実行します。

" クラスタをターゲットサーバとして使用するインベントリロールアップポリシー
を、クラスタサービスの Inventory Serviceオブジェクトを参照するように設定し
ます (virtual_server_nameではなく、Inventory Service_virtual_server_name
がターゲットとなるように変更する )。

" ZENworks for Desktops 3.2 SP3では、すべてのクラスタノードの NCPサーバオブ
ジェクトにインベントリロールアップポリシーが関連付けられます。しかし
ZENworks 6.5にアップグレードした後は、仮想サーバの NCPサーバオブジェクト
に手動でインベントリロールアップを関連付ける必要があります。

" NCPサーバオブジェクトに関連付けられたすべてのインベントリロールアップポリ
シーは、仮想サーバの NCPサーバオブジェクトに関連付ける必要があります。

" 仮想サーバの ISOを参照するように、すべてのワークステーションインベントリポ
リシーを設定し直します。

" DBオブジェクトを手動で作成した場合は、仮想サーバの NCPサーバオブジェクトを
参照するようにサーバの DNを設定し直してください。

クラスタ環境におけるワークステーションインベントリのアンインス
トール

ZENworks 6.5 Desktop Management SP1のワークステーションインベントリコンポーネ
ントを自動でアンインストールすることはできません。インベントリサーバ、Sybase
上のインベントリデータベース、Novell eDirectoryTMオブジェクト、および
ConsoleOne®ファイルを手動で削除する必要があります。

注 : インベントリデータベースが Oracleまたは MS SQLにマウントされている場合は、Oracleまたは MS 

SQLによってそれぞれ推奨されているアンインストール手順に従ってください。

ワークステーションインベントリコンポーネントがインストールされているすべての
サーバおよびワークステーションから、オブジェクトとファイルを削除する必要があ
ります。

インベントリが企業内に展開されている場合は、まずすべてのリーフサーバをアンイ
ンストールしてから、中間サーバ、ルートサーバの順にアンインストールします。 

ワークステーションインベントリをアンインストールする前に、必ずルートサーバ内
のインベントリデータベースのバックアップを作成し、保存しておいてください。

ワークステーションインベントリを手動でアンインストールするには、次の手順に従
います。

1. 382 ページの ｢ワークステーションインベントリ eDirectoryオブジェクトのアン
インストール｣

2. 383 ページの ｢データベース eDirectoryオブジェクトのアンインストール｣

3. 383 ページの ｢ Sybaseインベントリデータベースのアンインストール｣

4. 383 ページの ｢ Sybaseエンジンのアンインストール｣
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5. 384 ページの ｢インベントリサーバソフトウェアのアンインストール｣

6. 385 ページの ｢ XMLプロキシサーバのアンインストール｣

7. 386 ページの ｢ ConsoleOneからのワークステーションインベントリスナップインの
アンインストール｣

8. 387 ページの ｢クラスタスクリプトへの変更の適用｣

ワークステーションインベントリ eDirectoryオブジェクトのアンインストール

1 Netwareインベントリサーバのサーバコンソールプロンプトで StopSer *と入力
し、インベントリサービスを停止します。

2 ZENworksデータベースポリシーが有効になっている場合は、無効にします。

2a  ConsoleOneで、SLPオブジェクトのプロパティパッケージを右クリックし、
［Properties］、［Policies］の順にクリックします。

2b［ZENworksデータベース］ポリシーを選択して［プロパティ］をクリックし、
［インベントリ管理］タブをクリックします。

2c  指定したインベントリデータベースのエントリを削除し、［OK］をクリックし
ます。

重要 : ZENworksデータベースポリシーが複数のインベントリサーバで使用されている場合、それらの

インベントリサーバをアンインストールしてからこの手順を実行する必要があります。 

3 ワークステーションインベントリポリシーを無効にします。

3a ConsoleOneで、ワークステーションパッケージオブジェクトを右クリックし、
［プロパティ］をクリックします。

3b［ポリシー］をクリックし、適切なオペレーティングシステムのサブオプショ
ンを選択します。

3c ワークステーションインベントリポリシーが有効になっている場合は、ポリ
シーを選択して［リセット］ボタンをクリックし、［はい］をクリックします。

3d ワークステーションインベントリポリシーの選択を解除します。

3e［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

重要 : 複数のオペレーティングシステムにワークステーションインベントリポリシーを設定している

場合は、［ポリシー］タブで該当するオペレーティングシステムのサブオプションを選択し、この手順

を繰り返します。

4 ロールアップポリシーとディクショナリ更新ポリシーが設定されている場合は、こ
れらのポリシーを無効にします。

4a ConsoleOneで、サーバパッケージを含むコンテナを検索し、サーバパッケージ
を右クリックします。［プロパティ］、［ポリシー］の順にクリックし、NetWare
のサブオプションをクリックします。

4b ロールアップポリシーを選択し、［リセット］ボタンをクリックして、［はい］
をクリックします。

4c ロールアップポリシーの選択を解除します。

4d ディクショナリ更新ポリシーを選択し、［リセット］ボタンをクリックして、
［はい］をクリックします。

4e ディクショナリ更新ポリシーの選択を解除します。

4f［適用］、［閉じる］の順にクリックします。

5 ConsoleOneで、Inventory Serviceオブジェクトを含むコンテナを検索し、
Inventory Serviceオブジェクトを削除します。
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データベース eDirectoryオブジェクトのアンインストール

ConsoleOneで、インベントリデータベースオブジェクトを含むコンテナを検索し、
インベントリデータベースオブジェクトを削除します。

Sybaseインベントリデータベースのアンインストール

1 Sybaseコンソールプロンプトで「q」と入力して Sybaseを停止します。

2 すべてのクラスタノードで、sys:\system\mgmtdbs.ncfから、
database_path\mgmtdb.dbエントリを削除します。

重要 : その他のデータベースパスは削除しないようにします。

3 任意のクラスタノードで sys:\system\zenworks.propertiesの INVDBPATHキーの値
をメモします。

4 INVDBPATHキーで確認した値から、すべてのクラスタノードの mgmtdb.logも含め
インベントリデータベースファイル (mgmtdb*.db)を削除します。

重要 : データベースファイル内のインベントリ情報を使用する場合は、削除する前に、必ずデータ

ベースファイルのバックアップを作成しておきます。

5 すべてのクラスタノードの sys:\system\zenworks.propertiesから INVDBPATHキー
を削除します。

6 すべてのクラスタノードで、ZFD_INVENTORY_DATABASE_SERVERキーを削除します。 

すべてのクラスタノードで、sys:\system\zenworks.propertiesから次のセクショ
ンを削除します。 

[ZfD_Inventory_Database_Server]Version = 6.5.0 Desktop Management product build date

Installed_From = Product CD

Support_Pack = 0

7 Sybaseがアンインストールされておらず、他の ZENworks製品によって使用されて
いる場合は、Sybaseを起動します。

Sybaseコンソールプロンプトで「mgmtdbs.ncf」と入力します。 

Sybaseエンジンのアンインストール

Sybaseエンジンは、他の ZENworks製品で使用されていない場合に限り、削除すること
ができます。

1 Sybaseが他の ZENworks製品で使用されている場合、まずデータベースをアンイン
ストールしてから、Sybaseエンジンをアンインストールする必要があります。

2 Sybaseコンソールプロンプトで「q」と入力して Sybaseを停止します。

3 任意のクラスタノードで sys:\system\zenworks.propertiesの DBENGINEPATHキー
の値をメモします。

4 データベースがデータベースサーバにマウントされているかどうかを確認します。

データベースがデータベースサーバにマウントされている場合、クラスタノードの
sys:\system\mgmtdbs.ncfファイルに .dbエントリが含まれます。

ファイルに .dbエントリが含まれていない場合は、すべてのクラスタノードから
mgmtdbs.ncfを削除します。ファイルに .dbエントリが含まれている場合は、
Sybaseエンジンを削除しないでください。
Novell Cluster Services環境へのインストール 383



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
5 すべてのクラスタノードについて、クラスタロードスクリプトから mgmtdbs.ncfエ
ントリを削除します。

6 アンロードスクリプトから dbsrv8.nlmを削除します。

7 DBENGINEPATHで指定されているディレクトリ (手順 3で確認 )を削除します。

8 すべてのクラスタノードの sys:\system\zenworks.propertiesから DBENGINEPATH
キーを削除します。

インベントリサーバソフトウェアのアンインストール

1 インベントリサーバのサーバコンソールプロンプトで StopSer *と入力し、インベ
ントリサービスを停止します。

2 NetWareインベントリサーバのコンソールプロンプトで「java -exit」と入力し
て、java.nlmをアンロードします。

3 いずれかのクラスタノードで、sys:\system\zenworks.propertiesの INVSRVPATH
キーおよび ZWSPATHキーの値をメモします。

4 ZFD_INVENTORY_SERVERキーを削除します。 

すべてのクラスタノードで、sys:\system\zenworks.propertiesから次のセクショ
ンを削除します。 

[ZfD_Inventory_Server]Version = 6.5.0 Desktop Management product build date

Installed_From = Product CD

Support_Pack = 0

5 すべてのクラスタノードの invsrvpath\scandirディレクトリを削除します。

6 すべてのクラスタノードの invsrvpath\serverディレクトリを削除します。

7 すべてのクラスタノードのクラスタロードスクリプトから次のエントリを削除し
ます。

; ZENworks Inventory Settings

StartInv.ncf

8 アンロードスクリプトから次のエントリを削除します。

java -killzenwsinv

java -killzwexit

9 すべてのクラスタノードの sys:\systemディレクトリから次のファイルを削除し
ます。

invenv.ncf

invenvset.ncf

listser.ncf

startinv.ncf

startser.ncf

startzws.ncf

stopser.ncf

dbexport.ncf

debug.properties

stopdb.ncf 
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10 インベントリサーバに Policy and Distribution Servicesと XMLプロキシサーバ
がインストールされていない場合は、ZWSPATHによって指定されているディレクト
リを削除して、ZENworks Web Serverコンポーネントを削除します。

10a すべてのクラスタノードのクラスタロードスクリプトから次のエントリを削除
します。

; ZENworks Inventory Settings

ZFS.ncf

10b すべてのクラスタノードの sys:\systemディレクトリから zwsstart.ncfを削
除します。

10c すべてのクラスタノードの sys:\system\zenworks.propertiesから ZWSPATH
キーを削除します。

10d zws_volume:\zfs-startup.xmlを削除します。

10e zws_volume:\zenworks\zfs.ncfを削除します。

11 すべてのクラスタノードで、sys:\system\zenworks.propertiesファイルから
INVSRVPATHキーを削除します。

XMLプロキシサーバのアンインストール

1 サーバコンソールのプロンプトで「java -killzfsexit」と入力して、java.nlmを
アンロードします。

2 任意のクラスタノードで sys:\system\zenworks.propertiesの ZWSPATHの値をメモ
します。

3 すべてのクラスタノードの sys:\system\zenworks.propertiesから次のセクション
を削除します。

[ZfD_XML_Proxy_Server]

Version=6.5.0 Desktop Management product build date

Installed_From = Product CD

Support_Pack = 0

4 すべてのクラスタノードのクラスタロードスクリプトから次のエントリを削除しま
す。

; ZENworks Inventory Settings

ZFS.ncf 

5 すべてのクラスタノードの sys:\systemディレクトリから zwsstart.ncfを削除し
ます。

6 すべてのクラスタノードで、sys:\system\zenworks.propertiesから、ZWSPATH
ディレクトリおよび ZWSPATHエントリを削除します。

7 zws_volume:\zenworks\zfs-startup.xmlディレクトリから zfs-startup.xmlおよ
び zfs.ncfを削除します。
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ConsoleOneからのワークステーションインベントリスナップインのアンインストール

他の製品の管理に ConsoleOneを使用している場合は、ConsoleOne自体をアンインス
トールしないでください。

ConsoleOneからワークステーションインベントリスナップインのみを削除するには

1 ConsoleOneを実行している場合は、終了します。

ConsoleOneが複数のワークステーションのインベントリサーバから直接起動してい
る場合は、すべてのワークステーションの ConsoleOneを終了する必要があります。

2 サーバまたはワークステーション上の ConsoleOne_installation_directory\1.2
ディレクトリで、次の操作を行います。

! 次のファイルを削除します。

\lib\zen\dbexport.jar

\lib\zen\desktop.jar

\lib\zen\zeninvimages.jar

\lib\zen\zenutility.jar

\lib\zen\statuslog.jar

\lib\zen\classes12.zip\lib\zen\vbjapp.jar\lib\zen\vbjorb.jar\lib\zen\j
dbcdrv.zip

\snapins\zen\inventorysnapins.jar

\snapins\zen\inventorysnapins3x.jar\snapins\zen\dataexportsnapins.jar\
snapins\zen\policymigration.jar\snapins\zen\workstationsnapins.jar\s
napins\zen\tracer.jar\help\novellserverinv.hs\bin\directoryrights.dl
l\bin\displayrules.properties\bin\schemarules.properties

! 次のディレクトリを削除します。

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory 

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory30

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory32

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory3x

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory4x

3 リモート管理の ConsoleOneスナップインを同じワークステーションまたはサーバ
にインストールしていない場合は、次のファイルを削除します。

\bin\desktop4.exe

\bin\mssql.ini

\bin\msvp60.dll

\bin\ndsaccess.dll

\bin\oracle.ini

\bin\remagent.ini

\bin\sybase.ini

\help\novellzeninven.hs

\help\novellzenrmgt.hs \help\en\novell_zfd_inventory 

\help\en\novell_zfd_remotemgmt

\lib\zen\desktop.jar

\lib\zen\desktop3x.jar\lib\zen\desktopcommonutility.jar

\resources\resources.jar

\snapins\zen\commonsnapins.jar
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クラスタスクリプトへの変更の適用

ここまでの節で行った変更をクラスタスクリプトに適用するには、クラスタをオフラ
インにした後に再度オンラインにします。

クラスタ環境におけるワークステーションインベントリの再インス
トール

インストールが正常に実行されなかった、または誤ってファイルを削除するなどして
データ破損が起き、再インストールしなければデータの修復ができないなどの理由で、
クラスタ環境で使用している、デスクトップ管理サービス (ZENworks 6.5 Desktop 
Management SP1)のワークステーションインベントリコンポーネントを再インストール
することが必要な場合があります。

重要 : 再インストールでは、再びスキーマを拡張する必要はありません。

ここでは、ワークステーションインベントリコンポーネントの再インストールに焦点
を絞って説明します。

! 387 ページの ｢ワークステーションインベントリの再インストールの準備｣

! 388 ページの ｢ワークステーションインベントリの再インストール｣

! 388 ページの ｢ワークステーションインベントリの再インストールの確認｣

ワークステーションインベントリの再インストールの準備

1 ワークステーションインベントリを再インストールする必要があるサーバを識別し
ます。

2 NetWareサーバコンソールのプロンプトで「sys:\system\invstop.ncf」と入力し
て、Inventory Serviceを停止します。

注 : Inventory Serviceを停止する際、Sybaseデータベースを自動的に停止させたくない場合は、

sys:\system\invstop.ncfファイルで Unload dbsrv8.nlm行をコメント化します。

3 NetWare Sybaseコンソールプロンプトで <Q>キーを押して、インベントリデータ
ベースを停止します。

4 対象になる NetWareサーバで Javaがアンロードされていない場合は、java.nlmを
アンロードします (サーバコンソールで、「java -exit」と入力する )。

重要 : このコマンドにより、サーバで実行しているすべての Javaプロセスが停止します。Desktop 

Managementを再インストールする際には、すべての Javaプロセスが停止していることを確認してくだ

さい。

5 再インストール先のサーバがある Novell eDirectoryTMツリーにログインします。

6 371 ページの ｢ Desktop Managementコンポーネントのインストール｣に進みます。
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ワークステーションインベントリの再インストール

ZENworks 6.5 Desktop Managementワークステーションインベントリを以前のインス
トール上に再インストールする場合は、既存のポリシーおよび scandirディレクトリ
が使用されます。 

! 再インストールの際の［ファイルのインストール先］ページでは、前回のインス
トールパスがインストールプログラムによって検索されます。検索されたら、ワー
クステーションインベントリまたはリモート管理ファイルがそのパスにインストー
ルされます。

! 再インストールの際の［データベースのインストール先］ページでは、前回のイン
ストールパスがインストールプログラムによって検索されます。検索されたら、
データベースがそのパスにインストールされます。

ワークステーションインベントリの再インストールの確認

1 インストールが完了したら、インストールログファイルを参照して、インストール
に失敗したコンポーネントがないかどうかを確認します。

2 ファイルがなくなったり、壊れたりした問題を解決するために再インストールした
場合は、問題が解決されていることを確認します。
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C Novell BorderManager VPNクライアントと相互運
用する場合の制限

次の節では、Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementと Novell BorderManager® 3.8 
VPNクライアントを同じネットワーク環境で使用する場合の制限について説明します。

内容は次の節に分かれています。

! 389 ページの ｢シナリオ 1:ワークステーションに Novell Clientとデスクトップ管
理エージェントをインストールする｣

! 390 ページの ｢シナリオ 2:ワークステーションにデスクトップ管理エージェントの
みをインストールする｣

シナリオ 1:ワークステーションに Novell Clientとデスクトップ管理
エージェントをインストールする

次の環境で ZENworks 6.5を使用する場合の制限を次の表に示します。

! ZENworks 6.5 Desktop Management ServerはBorderManager 3.8と同じeDirectory®

ツリーにインストールされています。

! Novell ClientTMと ZENworks 6.5デスク管理エージェントはユーザワークステー
ションにインストールされています。

テストされた機能 ZENworksの動作または制限

認証 : ユーザが VPNネットワークと eDirectoryツ
リーに同時にログインします。

! システムの起動時に配布されるよう設定されたポリシーを除く、
すべての ZENworksポリシーがワークステーションに配布されま
す。

! ユーザが最初にローカルワークステーションにログインし、次
に VPNネットワークにログインする場合は、エージェントのみ
の環境での動作および制限と同じです。詳細については、390 
ページの ｢シナリオ 2:ワークステーションにデスクトップ管理
エージェントのみをインストールする｣を参照してください。
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シナリオ 2:ワークステーションにデスクトップ管理エージェントの
みをインストールする

次の環境で ZENworks 6.5を使用する場合の制限を次の表に示します。

! ZENworks 6.5 Desktop Management ServerはBorderManager 3.8と同じeDirectory®

ツリーにインストールされています。

! ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェント (Novell Clientなし )はユーザワーク
ステーションにインストールされています。

テストされた機能 ZENworksの動作または制限

認証

ユーザが VPNネットワークと eDirectoryツリーに
同時にログインします。

! VPNクライアントは組み込まれません(Novell Client環境とは異

なり、ユーザは常に最初にデスクトップにログインする必要が
あります )。

! NetIdentityは組み込まれません(VPNクライアントはユーザアカ

ウント情報で NetIdentityセキュアストアを作成しません )。

Automatic Workstation Import (自動ワークス
テーションインポート )

! ユーザが VPNクライアントを使用して認証した後に、手動での登

録 (zwsreg.exe)が必要になります。

! DNS名 zenwsimportは、ZENworks Middle Tier Serverまたは DNS/

ホストファイルで設定できます。ただし、ユーザが Middle Tier 
zenwsimport設定を使用するには、Middle Tier Serverで認証
される必要があります。

! ワークステーションは LAN上で最初に登録し、次に VPNクライア

ントによって接続できます。

ユーザ関連ポリシーの配布 ! ユーザは、VPNクライアントの起動前にワークステーションにロ

グインする必要があるため、ダイナミックローカルユーザポリ
シーは失敗します。

! iPrintポリシーの配布がログインイベントとして、またはスケ

ジュール済みのアクションとして設定されている場合、通常、
このポリシーは配布されます。

! 拡張可能ユーザポリシーの配布がログインイベントとして、ま
たはスケジュール済みのアクションとして設定されている場合、
通常、このポリシーは配布されます。設定の変更を有効にする
ために、ワークステーションの再起動が必要になる場合があり
ます。

! Windowsグループポリシーの配布がログインイベントとして、ま

たはスケジュール済みのアクションとして設定されている場合、
通常、このポリシーは配布されます。設定の変更を有効にする
ために、ワークステーションの再起動が必要になる場合があり
ます。

! 通常、リモートコントロールポリシーは配布されます。

リモートコントロールの動作は、ワークステーションオブジェ
クトに保存されている、インポートされたワークステーション
IPアドレスには基づきません。BorderManager 3.8には VPN
セッションに固有の IPアドレスがあり、リモートでクライアン
トを制御する場合はこの IPアドレスを使用する必要がありま
す。ワークステーションオブジェクトはログインされている必
要があります。
390   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
ワークステーション関連ポリシーの配布 ! スケジュール済みのアクションによる配布が設定されている
エージェントポリシーは、通常、VPNクライアントによる認証
の前にローカルでログインする必要のあるワークステーション
に配布されます。設定の変更を有効にするために、ワークス
テーションの再起動が必要になる場合があります。

! iPrintポリシーの配布がログインイベントとして、またはスケ

ジュール済みのアクションとして設定されている場合、通常、
このポリシーは配布されます。

! スケジュール済みのアクションによる配布が設定されている拡
張可能ポリシーは、通常、VPNクライアントによる認証の前に
ローカルでログインする必要のあるワークステーションに配布
されます。設定の変更を有効にするために、ワークステーショ
ンの再起動が必要になる場合があります。

Novell Application LauncherTMによるユーザ関連
アプリケーションの配布

! MSIアプリケーション

! 単純なアプリケーション

! Webアプリケーション

! AOT/AXT

! ユーザが他のMiddle Tierアプリケーション(NetStorageなど)を

使用してすでにログインしている場合でも、配布には、
ZENworks Middle Tier Serverログインによる認証を選択する必
要があります。

! ZENworks Middle Tierログイン機能による認証が完了するまで、

オンライン作業とオフライン作業の切り替えが正常に機能しな
い場合があります。

! インターネットブラウザでは Myapps.htmlアクセスが失敗し、

GPFエラーが生成されます。通常、アプリケーションは認証後
に配布されます。

Novell Application Launcherによるワークステー
ション関連アプリケーションの配布

! MSIアプリケーション

! 単純なアプリケーション

! Webアプリケーション

! AOT/AXT

! Application Launcherは、ワークステーション関連アプリケー

ションを配布しません。

! ユーザがログイン時にワークステーションオブジェクトへの認
証を実行できない場合、Application Launcher Workstation 
Helper (zenappsws.dll)は接続されません。その一方で、
Workstation Managerでは VPN接続が利用可能になってから約
60秒後にログインが実行されます。

テストされた機能 ZENworksの動作または制限
Novell BorderManager VPNクライアントと相互運用する場合の制限 391



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
392   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
D バージョン情報を含むレジストリエントリ

この章では、Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementのインストールプログラム
によって作成されるレジストリエントリ (ワークステーションおよびサーバ )を定義
します。これらのエントリには、このリリースの製品バージョン情報が含まれていま
す。ワークステーションインベントリスキャナソフトウェアは、これらのエントリを
使用して、インストール済みのデスクトップ管理コンポーネントおよびバージョンを
判断し、レポートします。Novellサポートに問い合わせる必要がある場合は、この
バージョン情報をサポート技術者に伝えることにより、発生している問題の理解およ
び解決に役立てることができます。

この章では、次の内容について説明します。

! 393 ページの ｢ Windowsワークステーション上で提供されるバージョン情報｣

! 396 ページの ｢ Windowsサーバ上で提供されるバージョン情報｣

! 400 ページの ｢ NetWareサーバ上で提供されるバージョン情報｣

注 : レジストリ内でのビルド日付の形式は ymmddです。

Windowsワークステーション上で提供されるバージョン情報

この節のレジストリ情報では、Windowsワークステーション上で次のインストール済み
ZENworksエージェントに対して提供される、レジストリデータに従って構成されてい
ます。

! 393 ページの ｢ワークステーションにインストール済みのZENworksデスクトップ管
理エージェント｣

! 394 ページの ｢ Windowsワークステーション上のインベントリエージェント｣

! 394 ページの ｢ Windowsワークステーション上のリモート管理エージェント｣

! 395 ページの ｢ Windowsワークステーション上のアプリケーション管理エージェン
ト｣

! 395 ページの ｢ Windowsワークステーション上のイメージングエージェント｣

! 395 ページの ｢Windowsワークステーション上のWorkstation Managerエージェント
｣

ワークステーションにインストール済みの ZENworksデスクトップ管理エージェント

いずれかの ZENworks 6.5デスクトップ管理エージェントがワークステーションにイン
ストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。
バージョン情報を含むレジストリエントリ 393
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Windowsワークステーション上のインベントリエージェント

ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリエージェントがインストール済みであ
ることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

Windowsワークステーション上のリモート管理エージェント

ZENworks 6.5 Desktop Managementリモート管理エージェントがインストール済みであ
ることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Version 6.5.ビルド .リビジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Display Name ZENworks Desktop Management Agent 
(ZENworksデスクトップ管理エージェント )

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\InstallPath インストールパス - インストールルート
ディレクトリ  

例   

C:\program files\novell\zenworks

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Langauge 言語 ID

例  1033(英語の場合 )

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\ProductGUID MSI製品 GUID

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Inventory\Version 6.5.ビルド .リビジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Inventory\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Inventory\Display Name デスクトップ管理インベン
トリエージェント

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Inventory\InstallPath インストールパス

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Remote Management\Version 6.5.ビルド .リビ
ジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Remote Management\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Remote Management\Display Name ZENworks Desktop 
Managementリモート
管理エージェント

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Remote Management\InstallPath インストールパス
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Windowsワークステーション上のアプリケーション管理エージェント

ZENworks 6.5 Desktop Managementアプリケーション管理エージェントがインストール
済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

Windowsワークステーション上のイメージングエージェント

ZENworks 6.5 Desktop Managementイメージングエージェントがインストール済みであ
ることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

Windowsワークステーション上の Workstation Managerエージェント

ZENworks 6.5 Desktop Management Workstation Managerエージェントがインストール
済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Application Management\Version 6.5.ビルド .リ
ビジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Application Management\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Application Management\Display Name ZDMアプリケー
ション管理エー
ジェント

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Application Management\InstallPath インストールパ
ス

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Imaging\Version 6.5.ビルド .リビジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Imaging\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfDAgent\Imaging\Display Name ZDMイメージングエージェ
ント

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Imaging\InstallPath インストールパス

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Workstation Manager\Version 6.5.ビルド .リ
ビジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Workstation Manager\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Workstation Manager\Display Name ZDM Workstation 
Managerエージェ
ント

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Agent\Workstation Manager\InstallPath インストールパス
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Windowsサーバ上で提供されるバージョン情報

この節のレジストリ情報では、次のようなインストール済み ZENworksサーバに関し
て、Windowsサーバ上で提供されるレジストリデータが一覧表示されています。

! 396 ページの ｢ Windowsサーバにインストール済みの ZENworks Desktop Management
サーバコンポーネント｣

! 397 ページの ｢ Windowsサーバ上のアプリケーション管理サーバコンポーネント｣

! 397 ページの ｢ Windowsサーバ上のリモート管理サーバコンポーネント｣

! 397 ページの ｢ Windowsサーバ上の NALデータベースサーバコンポーネント｣

! 398 ページの ｢ Windowsサーバ上のインベントリデータベースサーバコンポーネ
ント｣

! 398 ページの ｢ Windowsサーバ上のインベントリサーバコンポーネント｣

! 398 ページの ｢ Windowsサーバ上のインベントリ (XML)プロキシサーバコンポーネ
ント｣

! 399 ページの ｢ Windowsサーバ上のイメージングサーバコンポーネント｣

! 399 ページの ｢ Windowsサーバ上の起動前サービスサーバコンポーネント｣

! 399 ページの ｢Windowsサーバ上のワークステーションのインポート/削除サーバコ
ンポーネント｣

! 400 ページの ｢ Windowsサーバ上の ZENworks Middle Tierサーバ｣

Windowsサーバにインストール済みの ZENworks Desktop Managementサーバコンポーネ
ント

いずれかの ZENworks 6.5 Desktop Managementサーバコンポーネントが Windowsサーバ
にインストール済みの場合にすべての ZENworks 6.5 Desktop Managementサーバコン
ポーネントによって使用されるレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Langauge 言語 ID

例  1033(英語の場合 )

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Version 6.5.ビルド .リビジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Support Pack 0
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Windowsサーバ上のアプリケーション管理サーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementアプリケーション管理サーバコンポーネントが
Windowsサーバにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の
表に示します。

Windowsサーバ上のリモート管理サーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementリモート管理サーバコンポーネントが Windowsサー
バにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

Windowsサーバ上の NALデータベースサーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Management NALデータベースサーバコンポーネントが Windows
サーバにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示
します。

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\App Management Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\App Management Server\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\App Management Server\Display Name ZENworksアプリケーショ
ン管理サーバ

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\App Management Server\Install Path インストールパス

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Remote Management Server\Version 6.5.ビルド .リビジョ
ン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Remote Management Server\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Remote Management Server\Display Name ZENworks Desktop 
Managementリモート管
理サーバ

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\RMPath インストールパス

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\NAL Database Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\NAL Database Server\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\NAL Database Server\Display Name ZDM NALデータベースサーバ

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\NALDBPath インストールパス
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Windowsサーバ上のインベントリデータベースサーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリデータベースサーバコンポーネントが
Windowsサーバにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の
表に示します。

Windowsサーバ上のインベントリサーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバコンポーネントが Windowsサー
バにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

Windowsサーバ上のインベントリ (XML)プロキシサーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリ (XML)プロキシサーバコンポーネント
が Windowsサーバにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、
次の表に示します。

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Inventory Database Server\Version 6.5.ビルド .リビ
ジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Inventory Database Server\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Inventory Database Server\Display Name ZDMインベントリデータ
ベースサーバ

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\InvDBPath インストールパス

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Inventory Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Inventory Server\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Inventory Server\Display Name ZDMインベントリサーバ

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\InvSrvPath インストールパス

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\XMLProxy Server\Version 6.5.ビルド .リビジョ
ン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\XMLProxy Server\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\XMLProxy Server\Display Name ZDM XMLプロキシサーバ

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZWSPath インストールパス
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Windowsサーバ上のイメージングサーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementイメージングサーバコンポーネントが Windowsサー
バにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

Windowsサーバ上の起動前サービスサーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Management起動前サービス (PXE)サーバコンポーネントが
Windowsサーバにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の
表に示します。

Windowsサーバ上のワークステーションのインポート /削除サーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementインポート /削除サーバコンポーネントが Windows
サーバにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示
します。

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Imaging Server\Version 6.5.ビルド .リビジョ
ン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Imaging Server\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Imaging Server\Display Name ZENworksイメージング
サーバ

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Imaging Server\Install Path インストールパス

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\PXE Server\Version 6.5.ビルド .リビジョ
ン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\PXE Server\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\PXE Server\Display Name ZENworks PXEサーバ

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\PXE Server\Install Path インストールパス

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Workstation Import Server\Version 6.5.ビルド .リビ
ジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Workstation Import Server\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Workstation Import Server\Display Name ZENworksワークス
テーションインポー
トサーバ

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Workstation Import Server\Install Path インストールパス
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Windowsサーバ上の ZENworks Middle Tierサーバ

ZENworks 6.5 Middle Tierサーバが Windowsサーバにインストール済みであることを
示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

NetWareサーバ上で提供されるバージョン情報

この節のレジストリ情報では、次のようなインストール済み ZENworksサーバに関し
て、NetWare®サーバ上で提供されるレジストリデータが一覧表示されています。

! 400 ページの ｢ NetWareサーバにインストール済みの ZENworks Desktop Management
サーバコンポーネント｣

! 401 ページの ｢ NetWare上のアプリケーション管理サーバコンポーネント｣

! 401 ページの ｢ NetWare上のリモート管理サーバコンポーネント｣

! 401 ページの ｢ NetWare上の NALデータベースサーバコンポーネント｣

! 402 ページの ｢ NetWare上のインベントリデータベースサーバコンポーネント｣

! 402 ページの ｢ NetWare上のインベントリサーバコンポーネント｣

! 402 ページの ｢ NetWare上のインベントリ (XML)プロキシサーバコンポーネント｣

! 403 ページの ｢ NetWare上のイメージングサーバコンポーネント｣

! 403 ページの ｢ NetWare上の起動前サービスサーバコンポーネント｣

! 403 ページの ｢NetWare上のワークステーションのインポート/削除サーバコンポー
ネント｣

! 404 ページの ｢ NetWare上の ZENworks Middle Tierサーバ｣

NetWareサーバにインストール済みの ZENworks Desktop Managementサーバコンポーネ
ント

ZENworks 6.5 Desktop Managementサーバが NetWareサーバにインストール済みである
ことを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

レジストリキー 値

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Middle Tier Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Middle Tier Server\Support Pack 0

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Middle Tier Server\Display Name ZENworks Middle Tier Server

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Novell\ZENworks\ZfD\Middle Tier Server\InstallPath インストールパス

レジストリキー 値

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Language 言語 ID

例  1033(英語の場合 )

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Version 6.5.ビルド .リビジョン

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Support Pack 0
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NetWare上のアプリケーション管理サーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementアプリケーション管理サーバコンポーネントが
NetWareサーバにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の
表に示します。

NetWare上のリモート管理サーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementリモート管理サーバコンポーネントが NetWareサー
バにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

NetWare上の NALデータベースサーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Management NALデータベースサーバコンポーネントが NetWare
サーバにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示
します。

レジストリキー 値

Software\Novell\ZENworks\ZfD\App Management Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

Software\Novell\ZENworks\ZfD\App Management Server\Support Pack 0

Software\Novell\ZENworks\ZfD\App Management Server\Display Name ZENworksアプリケーション管理サーバ

Software\Novell\ZENworks\ZfD\App Management Server\InstallPath インストールパス

レジストリキー 値

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Remote Management Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Remote Management Server\Support Pack 0

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Remote Management Server\Display Name ZENworks Desktop Managementリモート管
理サーバ

Software\Novell\ZENworks\ZfD\RMPath インストールパス

レジストリキー 値

Software\Novell\ZENworks\ZfD\NAL Database Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

Software\Novell\ZENworks\ZfD\NAL Database Server\Support Pack 0

Software\Novell\ZENworks\ZfD\NAL Database Server\Display Name ZDM NALデータベースサーバ

Software\Novell\ZENworks\ZfD\NALDBPath インストールパス
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NetWare上のインベントリデータベースサーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリデータベースサーバコンポーネントが
NetWareサーバにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の
表に示します。

NetWare上のインベントリサーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバコンポーネントが NetWareサー
バにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

NetWare上のインベントリ (XML)プロキシサーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementインベントリサーバコンポーネントが NetWareサー
バにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

レジストリキー 値

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Inventory Database Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Inventory Database Server\Support Pack 0

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Inventory Database Server\Display Name ZDMインベントリデータベースサーバ

Software\Novell\ZENworks\ZfD\InvDBPath インストールパス

レジストリキー 値

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Inventory Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Inventory Server\Support Pack 0

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Inventory Server\Display Name ZDMインベントリサーバ

Software\Novell\ZENworks\ZfD\InvSrvPath インストールパス

レジストリキー 値

Software\Novell\ZENworks\ZfD\XMLProxy Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

Software\Novell\ZENworks\ZfD\XMLProxy Server\Support Pack 0

Software\Novell\ZENworks\ZfD\XMLProxy Server\Display Name ZDM XMLプロキシサーバ

Software\Novell\ZENworks\ZfD\ZWSPath インストールパス
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NetWare上のイメージングサーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementイメージングサーバコンポーネントが NetWareサー
バにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

NetWare上の起動前サービスサーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Management起動前サービスサーバコンポーネントが NetWare
サーバにインストール済みであることを示すレジストリキーおよび値を、次の表に示
します。

NetWare上のワークステーションのインポート /削除サーバコンポーネント

ZENworks 6.5 Desktop Managementワークステーションのインポート /削除サーバコン
ポーネントが NetWareサーバにインストール済みであることを示すレジストリキーお
よび値を、次の表に示します。

レジストリキー 値

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Imaging Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Imaging Server\Support Pack 0

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Imaging Server\Display Name ZENworksイメージングサーバ

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Imaging Server\InstallPath インストールパス

レジストリキー 値

Software\Novell\ZENworks\ZfD\PXE Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

Software\Novell\ZENworks\ZfD\PXE Server\Support Pack 0

Software\Novell\ZENworks\ZfD\PXE Server\Display Name ZENworks PXEサーバ

Software\Novell\ZENworks\ZfD\PXE Server\InstallPath インストールパス

レジストリキー 値

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Workstation Import Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Workstation Import Server\Support Pack 0

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Workstation Import Server\Display Name ZENworksワークステーションインポート
サーバ

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Workstation Import Server\InstallPath インストールパス
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NetWare上の ZENworks Middle Tierサーバ

ZENworks 6.5 Middle Tierサーバが NetWareサーバにインストール済みであることを
示すレジストリキーおよび値を、次の表に示します。

レジストリキー 値

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Middle Tier Server\Version 6.5.ビルド .リビジョン

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Middle Tier Server\Support Pack 0

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Middle Tier Server\Display Name ZENworks Middle Tier Server

Software\Novell\ZENworks\ZfD\Middle Tier Server\InstallPath インストールパス
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E インストールに関するエラーメッセージ

Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementコンポーネントのインストール時に、
ZENworks Desktop Managementコンポーネントを正常にインストールできない場合は、
エラーメッセージが表示されることがあります。この節では、ZENworks Desktop 
Managementコンポーネントのインストール時に表示されるすべてのエラーメッセージ
について説明します。

インストールする ZENworks Desktop Managementコンポーネントを選択してください。

! 405 ページの ｢ Remote Managementのインストールエラー｣

! 409 ページの ｢ワークステーションインベントリのインストールエラー｣

Remote Managementのインストールエラー

次の各節では、リモート管理コンポーネントのインストールに関連するエラーメッ
セージについて詳しく説明します。 

1110: サーバ server_nameに Wake-on-LAN設定プロパティファイルを作成できません

1111: Unable to create the filename file on the server server_name

1112: WOLENVSET.NCFファイルをサーバ server_nameに作成できません

1113: サーバ server_nameの Wake-on-Lanサービスオブジェクトを作成できません

1114: サーバ server_nameの Wake-on-Lanサービスオブジェクトを変更できません

1116: サーバ server_name上のリモート管理コンポーネントのインストール先パスが
無効です

1117:Windows NT/Windows 2000/Windows Server 2003 server_name上でサービスとして
Wake-on-LANを作成できません

1118: サーバ server_nameで Query.propertiesを作成できません

1126: STARTWOL.NCFエントリをファイル filename(サーバ server_name上 )に追加で
きません

1127: STOPWOL.NCFエントリをファイル filename(サーバ server_name上 )に追加でき
ません

1134: サーバ server_name上のリモート管理サーバのインストール先パスを設定でき
ません

1110: サーバ server_nameに Wake-on-LAN設定プロパティファイルを作成できません

ソース : ZENworks Desktop Management; リモート管理のインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、次のエントリで
RemoteManagement_installationpath\zenworks\remmgmt\server\properties\
wolconfig.propertiesファイルを作成します。
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NDSTree=Novell_eDirectory_tree_name

SingletonPort=65434

LDAPServer=DNS_name_or_IPaddress_of the_Wake_on_LAN_server

LDAPPort=LDAP_port_number

このエラーは、インストールプログラムが config.propertiesファイルを作成できな
かったときに発生します。その結果、インベントリサービスが有効になりません。

可能な起因 : wolconfig.propertiesファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しま
した。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )wolconfig.propertiesが存在しない場合は、このファイルを
RemoteManagement_installationpath\zenworks\remmgmt\server\propertiesディ
レクトリに手動で作成します。

2 次のエントリを追加します。

NDSTree=Novell_eDirectory_tree_name

SingletonPort=65434

LDAPServer=DNS_name_or_IPaddress_of the_Wake_on_LAN_server

LDAPPort=LDAP_port_number

1111: Unable to create the filename file on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; リモート管理のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、サーバ上の
install_path\zenworks\remmgmt\server\bin\wolsetenv.iniファイルにエントリを追
加します。

可能な起因 : ファイルをコピーしているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

1112: WOLENVSET.NCFファイルをサーバ server_nameに作成できません

ソース : ZENworks Desktop Management; リモート管理のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、NetWare®リモート管理サーバ上に
sys:\system\wolenvset.ncfファイルを作成します。envset wol_install_dir = 

Remotemanagement_server_install_pathが追加されました。リモート管理サーバのイン
ストールパスは、sys:\system\zenworks.propertiesディレクトリの RMPATHキーから
取得できます。

可能な起因 : ファイルを修正しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )wolenvset.ncfファイルが sys:\systemディレクトリに存在しない場
合は、このファイルを作成します。

2 次のエントリを追加します。

envset wol_install_dir = Remotemanagement_server_installation_path
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1113: サーバ server_nameの Wake-on-Lanサービスオブジェクトを作成できません

ソース : ZENworks Desktop Management; リモート管理のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムで、サーバの Wake-on-LANサービスオブジェクトの作成に失
敗しました。

解決法 : ZENworks 6.5 Desktop Managementのリモート管理コンポーネントを再インストールし
ます。詳細については、7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのイ
ンストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://www.support.novell.com)にお問
い合わせください。

1114: サーバ server_nameの Wake-on-Lanサービスオブジェクトを変更できません

ソース : ZENworks Desktop Management; リモート管理のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムでサーバの Wake-on-LANサービスオブジェクトを修正できま
せんでした。

解決法 : ZENworks 6.5 Desktop Managementのリモート管理コンポーネントを再インストールし
ます。詳細については、7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのイ
ンストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://www.support.novell.com)にお問
い合わせください。

1116: サーバ server_name上のリモート管理コンポーネントのインストール先パスが無効です

ソース : ZENworks Desktop Management; リモート管理のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムでリモート管理インストールディレクトリのパスを取得でき
ませんでした。

解決法 : リモート管理のインストールを実行しているコンソールから、管理者権限でサーバに
ログインしているかどうかを確認します。

解決法 : ZENworks 6.5 Desktop Managementのリモート管理コンポーネントを再インストールし
ます。詳細については、7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのイ
ンストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://www.support.novell.com)にお問
い合わせください。

1117:Windows NT/Windows 2000/Windows Server 2003 server_name上でサービスとして Wake-on-LANを作成
できません

ソース : ZENworks Desktop Management; リモート管理のインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : インストールプログラムは、Windows* 2000/2003サーバに Wake-on-LAN Serviceを作
成します。この問題は、Wake-on-LAN Serviceが作成されていない場合に発生します。
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解決法 : ZENworks 6.5 Desktop Managementのリモート管理コンポーネントを再インストールし
ます。詳細については、7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのイ
ンストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://www.support.novell.com)にお問
い合わせください。

1118: サーバ server_nameで Query.propertiesを作成できません

ソース : ZENworks Desktop Management; リモート管理のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、consoleOne_path\binディレクトリに query.properties
ファイルを作成します。このファイルが存在しない場合は、リモート管理のインス
トール用に rmver=bothエントリが追加されます。ZENworks 6.5 Server Managementの
リモート管理コンポーネント上に ZENworks 6.5 Desktop Managementのリモート管理コ
ンポーネントをインストールする場合は、query.propertiesがすでに存在しています。

可能な起因 : query.propertiesファイルを修正しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : rmver=bothエントリを含むように query.propertiesファイルを修正します。

1126: STARTWOL.NCFエントリをファイル filename(サーバ server_name上 )に追加できません

ソース : ZENworks Desktop Management; リモート管理のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムで次の WOLエントリを zfdstart.ncfファイルに書き込むこと
ができませんでした。

;ZENWORKS WAKEONLAN SETTINGS

startwol.ncf

可能な起因 : zfdstart.ncFファイルへの書き込みを行っているときに、入力 /出力エラーが発生し
ました。

解決法 : sys:\systemディレクトリの zfdstart.ncfファイルに次のエントリを追加します。

;ZENWORKS WAKEONLAN SETTINGS

startwol.ncf

1127: STOPWOL.NCFエントリをファイル filename(サーバ server_name上 )に追加できません

ソース : ZENworks Desktop Management; リモート管理のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムで次の WOLエントリを zfdstop.ncfファイルに書き込むこと
ができませんでした。

;STOP ZENWORKS WAKEONLAN SERVICES

stopwol.ncf

可能な起因 : zfdstop.ncfファイルへの書き込みを行っているときに、入力 /出力エラーが発生しま
した。

解決法 : sys:\systemディレクトリの zfdstop.ncfファイルに次のエントリを追加します。

;STOP ZENWORKS WAKEONLAN SETTINGS

stopwol.ncf
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1134: サーバ server_name上のリモート管理サーバのインストール先パスを設定できません

ソース : ZENworks Desktop Management; リモート管理のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : リモート管理のインストールでは、レジストリキー
hkey_local_machine\software\novell\zenworks\rmpathを
RemoteManagement_install_path\remmgmtの値で更新します。

解決法 : ZENworks 6.5 Desktop Managementのリモート管理コンポーネントを再インストールし
ます。詳細については、7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのイ
ンストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://www.support.novell.com)にお問
い合わせください。

ワークステーションインベントリのインストールエラー

ワークステーションインベントリコンポーネントのインストールに失敗した場合、イ
ンストールプログラムは次のいずれかのエラーメッセージを
c:\novell\zfdtemp\p1debuglogs.txtファイルに記録します。

801: インストールプログラムは filename(サーバ server_name)上の名前を変更でき
ませんでした。filenameは使用されている可能性があります。

804: Startinv.ncfエントリを filenameファイル (サーバ server_name上 )に追加で
きません

807: Unable to assign rights to the SCANDIR directory on server server_name

812: Unable to create the password for the Service object 
Inventory_Service_object_name

813: Unable to get the volumes on the server server_name

814: An internal error occurred while getting the volumes on the server 
server_name

817: An internal error occurred while creating rights for the scandir directory 
on the server server_name

819: Unable to create the configuration property file on the server server_name

826: Unable to load the mgmtdbs.ncf file on the server server_name

831: サーバ server_name上の sys\system\autoexec.ncfファイルに mgmtdbs.ncfエン
トリを追加できません

836: インストールプログラムにより新しい MGMTDBS.NCFファイルが作成されます。
The installation program was unable to rename the existing mgmtdbs.ncf file 
on the server server_name.Rename mgmtdbs.ncf before proceeding with the 
installation

837: Unable to create the TracerMedia property file on the server server_name

874: Unable to create the Service Manager as a service on Windows NT/ Windows 
2000/ Windows Server 2003 server_name

875: サーバ server_nameでデータベースがインストールされている共有ディレクトリ
のパスを取得できません

876: Unable to create the Sybase service on the Windows NT/ Windows 2000/ 
Windows Server 2003 server_name

887: An internal error occurred while creating the database object object_name 
on the server server_name

1051: サーバ server_name上の javadir.batに JREパスを書き込めません
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1052: Unable to create the filename file on the server server_name

1053: 共有 share_name のパスをサーバ server_name上で取得できません

1060: Unable to add the STOPSER * entry in the filename file for the server 
server_name

1061: UNLOAD DBSRV8.NLMエントリを filename(サーバ server_name上 )に追加できま
せん

1066: Unable to assign public rights to ODBC parameters of the Database object 
database_object_name

1071: Input-output error occurred while modifying the existing mgmtdbs.ncf for 
the server server_name

1080: サーバ server_nameのインベントリサービスオブジェクトを作成できません

1081: Unable to assign supervisor privileges to the Service object 
service_object_name

1082: NCPサーバ server_nameのトラスティとしてインベントリサービスオブジェクト
を割り当てることができません

1084: Unable to initialize zwinstal.dll

1087: Unable to detect the operating system of the workstation where install is 
running

1088: An internal error occurred while checking for entry in file filename on 
the server server_name

1091: Unable to create the zwsenv.ncf file on the server server_name

1092: Unable to append entries to the zwssrv.cfg file on the server server_name

1093: Unable to append entries to the zws.properties file on the server 
server_name

1094: サーバ server_nameのインベントリサービスオブジェクトを変更できません

1095: Unable to create the invenvset.ncf file on the server server_name

1097:サーバ server_nameで MGMTDBS.NCFの変更に失敗しました

1098:サーバ server_nameで MGMTDBS.NCFの作成に失敗しました

1102: サーバ server_nameでインベントリのインストール先パスを設定できません

1104: サーバ server_nameで ZENworks Web Serverのインストール先パスを設定できま
せん

1105: An input-output error occurred while reading the zenworks.properties 
file, for the server server_name.The previous installations of the Inventory 
server could not be detected

1106: サーバ server_nameで有効なデータベースのインストールを検出できません

1107:サーバ server_name上のインベントリコンポーネントのインストール先パスが無
効です

1118: Unable to create query.properties on the server server_name

1121: データベースオブジェクト名を old_database_object_nameから
new_database_object_nameに変更できません (サーバ server_name上 )

1122: Unable to modify the database object on the server server_name

1123: Failed to update load and unload scripts on the server server_name

1124: サーバ server_nameで autoexec.ncfファイルから古いインベントリエントリを
削除できません

1125: Unable to create the database object database_object_name on the server 
server_name

1128: Zenworks Web Serverエントリをファイル filename(サーバ server_name上 )に
追加できません
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1129: Unable to set the ZENworks installation path on server server_name

1130: サーバ server_name上のデータベースエンジンのインストール先パスを設定で
きません

1131: サーバ server_name上のインベントリデータベースのインストール先パスを設
定できません

1132:サーバ server_name上の Novell Application Launcherデータベースのインス
トール先パスを設定できません

1135: サーバ server_name上の XMLプロキシコンポーネントのインストール先パスが
無効です

1137: Unable to add Inventory entries to the load script on the server 
server_name

1138: Unable to add Inventory entries to the unload script on the server 
server_name

1139: Unable to add database entries to the load script on the server 
server_name

1140: Unable to add database entries to the unload script on the server 
server_name

1143: Unable to retrieve the path where Inventory was installed for server 
server_name

1148: Unable to create ZENworks Web Server as a service on Windows NT/2000 
server server_name

1149: Unable to add the ZENworks Web Server path to invenvset.bat on the server 
server_name

1149: Unable to add the ZENworks Web Server path to invenvset.bat on the server 
server_name

1150: Unable to add ZENworks Web Server entry to the load script on server_name

1151: Unable to add ZENworks Web Server entry to the unload script on 
server_name

1153: Unable to add Inventory entries to the password.txt file on the server 
server_name

1154: Unable to add the password.txt file path entry to zws.properties file on 
the server server_name

1159: entryエントリをファイル filename (サーバ server_name上 )に追加できませ
ん

1160: entry1を entry2に置換できません (ファイル filename内 )

1161: サーバ server_nameでポリシーサービスと配布サービスの以前のインストール
が検出されました。インストールではインベントリサービスを自動的に開始できま
せん。ポリシーサービスと配布サービスを開始した後、インベントリサービスを開
始してください

1162: サーバ server_nameでインベントリサーバの不完全なインストールが検出され
ました。インベントリサーバを再インストールしてください

1163: Unable to start the ZENworks Web Server on server server_name.詳細につい
ては、エラーメッセージのマニュアルを参照してください

1164: サーバ server_nameでインベントリサービスを開始できません。詳細について
は、エラーメッセージのマニュアルを参照してください

1166: Unable to create zwssearch.ncf file on the server server_name

1167: Unable to add a search path to the ZENworks Web Server on server 
server_name
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1168:サーバ se rver_name上のレジストリにバージョン情報を書き込めません

1169: ファイル filename (サーバ server_name上 )から以前のインベントリエントリ
を削除できません

1170: Unable to add entries to the zenworks.properties file, on server se 
rver_name

1171: Unable to add the ZENworks Web Server entries to the file filename, on 
the server server_name

2701: サーバ server_name上に ZWSSTART.NCFファイルを作成できません

2702:サーバ server_name上のロードスクリプトからエントリを削除できません

2703: Unable to remove the entries from the unload script on server server_name

2704: Unable to append entries to zws.ncf file on the server sever_name

2707: Unable to create dbconfig.properties file on the server server_name

2708: Unable to assign rights to the directory directory_name on server 
server_name

インストール先パスが長すぎます。

share_name共有を server_name (directory_path)に作成できません

801: インストールプログラムは filename(サーバ server_name)上の名前を変更できませんでした。
filenameは使用されている可能性があります。

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWare®サーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 情報

説明 : インストールプログラムでコンピュータ上に以前のインストールが検出されると、
ファイルの名前が変更されます。このエラーは、インストールプログラムがファイル
の名前を変更できないときに発生します。 

解決法 : 必要な操作はありません。ファイル名を変更せずにインストールプログラムの処理が
続行します。

804: Startinv.ncfエントリを filenameファイル (サーバ server_name上 )に追加できません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : NetWareサーバでは、インストールプログラムが Inventoryサーバの
sys:\system\autoexec.ncfファイルに次のエントリを追加します。

SEARCH ADD ZEN_web_server_installation_path

zws.ncf

SEARCH ADD sys:\java\njclv2\bin

;ZENworks Inventory Settings

startinv.ncf

このエラーは、インストールプログラムがこのエントリを autoexec.ncfファイルに追
加できないときに発生します。

可能な起因 : 他のアプリケーションが autoexec.ncfファイルを使用またはロックしているか、
autoexec.ncfファイルが存在しません。
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解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )autoexec.ncfファイルが存在しない場合は、sys:\systemディレクト
リに手動で autoexec.ncfファイルを作成します。

2 ファイルに次のエントリを追加します。

SEARCH ADD ZEN_web_server_installation_path

zws.ncf

SEARCH ADD sys:\java\njclv2\bin

;ZENworks Inventory Settings

startinv.ncf

807: Unable to assign rights to the SCANDIR directory on server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが scandirディレクトリにアクセス権を割り当てることがで
きませんでした。

可能な起因 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインしていません。 

解決法 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインします。詳細につい
ては、

可能な起因 : インストールプログラムが、Windowsワークステーションまたはサーバから実行されて
いません。

解決法 : Windowsワークステーションまたはサーバに推奨されるワークステーションインストー
ル要件を満たしているかどうかを確認します。詳細については、47 ページの ｢ユーザ
ワークステーションの要件｣を参照してください。

解決法 :  ネットワークが稼動していることを確認します。

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

812: Unable to create the password for the Service object Inventory_Service_object_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : インベントリサーバを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。
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813: Unable to get the volumes on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : サーバにすでに Sybase*がインストールされている場合、インストールプログラムは
指定したサーバのボリュームを表示します。このエラーは、インストールプログラム
がボリュームを表示できないときに発生します。

解決法 : 必要な操作はありません。インストールプログラムは新規のインストールと解釈して
処理を続行します。

814: An internal error occurred while getting the volumes on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : サーバにすでに Sybaseがインストールされている場合、インストールプログラムは指
定したサーバのボリュームを表示します。このエラーは、インストールプログラムが
ボリュームを表示できない場合に発生します。

解決法 : 必要な操作はありません。インストールプログラムは新規のインストールと解釈して
処理を続行します。

817: An internal error occurred while creating rights for the scandir directory on the server 
server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、scandirディレクトリのトラスティとして［ルート］を割
り当て、作成権限、削除権限、および書き込み権限を与えます。このエラーは、イン
ストールプログラムがこれらの権利を scandirに割り当てることができなかったとき
に発生します。

解決法 : 管理者権限またはそれと同等の権限でサーバにログインしていることを確認します。

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

819: Unable to create the configuration property file on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、次のエントリで
Inventoryserver_installationpath\zenworks\inv\server\ 
wminv\properties\config.propertiesファイルを作成します。
414   Novell ZENworks 6.5 Desktop Managementインストールガイド

http://support.novell.com


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
NDSTree=Novell_eDirectory_tree_name

InventoryServiceDN=DN_of_Inventory_Service_object

SingletonPort=65433

StoreRolledupAuditData=false

LDAPServer=DNS_name_of_the_Inventory_server

LDAPPort=LDAP_port_number

このエラーは、インストールプログラムが config.propertiesファイルを作成できな
かったときに発生します。その結果、インベントリサービスが有効になりません。

可能な起因 : config.propertiesファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )config.propertiesが存在しない場合は、このファイルを
Inventoryserver_installationpath\zenworks\inv\server\wminv\propertiesディ
レクトリに作成します。

2 次のエントリを追加します。

NDSTree=Novell_eDirectory_tree_name

InventoryServiceDN=DN_of_Inventory_Service_object

SingletonPort=65433

StoreRolledupAuditData=false

LDAPServer=DNS_name_of_the_Inventory_server

LDAPPort=LDAP_port_number

826: Unable to load the mgmtdbs.ncf file on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : インストールプログラムが、インストール後に Sybaseを起動できません。

解決法 : mgmtdbs.ncfファイルを手動でロードするには、NetWareのコンソールプロンプトで
sys:\system\mgmtdbs.ncfと入力します。

831: サーバ server_name上の sys\system\autoexec.ncfファイルに mgmtdbs.ncfエントリを追加できませ
ん

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 他のアプリケーションが autoexec.ncfファイルをロックしているか、autoexec.ncf
ファイルが存在しません。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )autoexec.ncfファイルが存在しない場合は、sys:\systemディレクト
リに autoexec.ncfファイルを作成します。

2 ファイルに次のエントリを追加します。

;ZENworks Database Settings

sys:\system\mgmtdbs.ncf
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836: インストールプログラムにより新しい MGMTDBS.NCFファイルが作成されます。The installation 
program was unable to rename the existing mgmtdbs.ncf file on the server server_name.Rename 
mgmtdbs.ncf before proceeding with the installation

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、mgmtdbs.ncfファイルに変更を加える前に、このファイル
のバックアップを試みます。このエラーは、バックアップに失敗したときに発生します。

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

837: Unable to create the TracerMedia property file on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、tracermedia.propertiesファイルを
Inventory_server_installaton_path\zenworks\inv\server\wminv\ propertiesディレ
クトリに作成します。このエラーは、インストールプログラムがこのファイルの作成
に失敗したときに発生します。

可能な起因 : tracemedia.propertiesファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しま
した。

解決法 : 次の内容で Inventory_server_installaton_path\zenworks\inv\server\wminv\ 
propertiesディレクトリに tracermedia.propertiesファイルを作成します。

com.novell.utility.trace.TraceMediumConsole = ON; INFORMATION

com.novell.utility.trace.TraceMediumFile = ON; ALL; Inventory_server_logs_path

com.novell.utility.trace.TraceMediumWindow = OFF; VERBOSE

874: Unable to create the Service Manager as a service on Windows NT/ Windows 2000/ Windows Server 
2003 server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、Windowsインベントリサーバ上のサービスとしてサービス
マネージャを作成します。このエラーは、このインストールに失敗した場合に発生し
ます。

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。
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875: サーバ server_nameでデータベースがインストールされている共有ディレクトリのパスを取得できま
せん

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大 

可能な起因 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインしていません。

解決法 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインします。

876: Unable to create the Sybase service on the Windows NT/ Windows 2000/ Windows Server 2003 
server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

887: An internal error occurred while creating the database object object_name on the server 
server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、Sybaseの Databaseオブジェクトを作成し、このオブジェ
クトのプロパティを設定します。このエラーは、インストールプログラムがこのオブ
ジェクトを作成できないときに発生します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。

1051: サーバ server_name上の javadir.batに JREパスを書き込めません

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、javadir.batファイルを次のエントリで
Inventory_server_installation_directory\zenworks\server\wminv\binディレクトリ
に作成します。

set java_dir=installation_path\Inv\jre

このエラーは、インストールプログラムが javadir.batファイルを指定した内容で作
成できなかったときに発生します。

解決法 : javadir.batファイルを次のエントリで
Inventory_server_installation_directory\zenworks\server\wminv\binディレクトリ
に作成します。

set java_dir=installation_path\Inv\jre
インストールに関するエラーメッセージ 417

http://support.novell.com
http://support.novell.com


    Novell Confidential                                                                                            Manual 
1052: Unable to create the filename file on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、javadir.batファイルを次のエントリで
Inventory_server_installation_path\zenworks\server\wminv\binディレクトリに作
成します。

set java_dir=installation_path\Inv\jre

このエラーは、インストールプログラムが javadir.batファイルを作成できないとき
に発生します。

可能な起因 : javadir.batファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : javadir.batファイルを次のエントリで
Inventory_server_installation_path\zenworks\server\wminv\binディレクトリに作
成します。

set java_dir=installation_path\Inv\jre

1053: 共有 share_name のパスをサーバ server_name上で取得できません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ、
インベントリデータベース、またはプロキシサービスのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : コンポーネントがインストールされているパスの取得中にエラーが発生しました。

解決法 : 管理者権限またはそれと同等の権限でサーバにログインしていることを確認します。

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

1060: Unable to add the STOPSER * entry in the filename file for the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、invstop.ncfファイルにエントリを追加してインベントリ
サービスを停止することができませんでした。

可能な起因 : invstop.ncfファイルにエントリを追加しているときに、入力 /出力エラーが発生しま
した。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )invstop.ncfファイルが存在しない場合は、sys:\systemディレクトリ
に invstop.ncfファイルを作成します。

2 ファイルに次のエントリを追加します。

; ZENworks Inventory Settings

;-----Stop Inventory services and the Inventory database----- 

StopSer *

重要 : invstop.ncfがすでに存在する場合は、データベースエントリ unload dbsrv8.nlmの前に指定された
エントリを追加してください。 
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1061: UNLOAD DBSRV8.NLMエントリを filename(サーバ server_name上 )に追加できません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、invstop.ncfファイルにエントリを追加して Sybaseデー
タベースを停止することができません。

可能な起因 : invstop.ncfファイルにエントリを追加しているときに、入力 /出力エラーが発生しま
した。

解決法 : sys:\system\invstop.ncfファイルに次のエントリを追加します。

;ZENworks Database Settings

Unload dbsrv8.nlm

1066: Unable to assign public rights to ODBC parameters of the Database object database_object_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 警告

説明 : データベースオブジェクトの設定中に内部エラーが発生しました。

解決法 : 次の手順を実行します。 

1 ConsoleOne®で、データベースオブジェクトを右クリックし、［プロパティ］をク
リックします。

2［NDSの権利］>［このオブジェクトのトラスティ割り当て］>［トラスティの追加］
の順にクリックします。

3［Public］を選択し、［OK］をクリックします。

4［プロパティの追加］>［zendbODBCConnectionParameters］>［OK］の順にクリック
します。

5［プロパティの追加］>［zendbODBCDriverFileName］>［OK］の順にクリックしま
す。

6［プロパティの追加］>［zendbODBCDataSourceName］>［OK］の順にクリックしま
す。

7［OK］をクリックします。

8［Apply］>［Close］の順にクリックします。

1071: Input-output error occurred while modifying the existing mgmtdbs.ncf for the server 
server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムが、既存の mgmtdbs.ncfファイルを修正できません。

可能な起因 : 既存の mgmtdbs.ncfファイルを変更しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。
インストールに関するエラーメッセージ 419



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1080: サーバ server_nameのインベントリサービスオブジェクトを作成できません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、サーバのインベントリサービスオブジェクトを作成でき
ません。

解決法 : インベントリサーバを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1081: Unable to assign supervisor privileges to the Service object service_object_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、スーパバイザ権利によるそれ自体へのエントリ権限をイ
ンベントリサービスオブジェクトに割り当てられません。

解決法 : インベントリサービスオブジェクトにスーパバイザ権を割り当てます。

1 ConsoleOneで Inventory Serviceオブジェクトを右クリックし、［Trustees of 
this Object］をクリックします。

2［Add Trustee］ボタンをクリックし、［Inventory Service］オブジェクトを選択し
ます。

3［Property］リストから［Entry Rights］を選択します。 

4［Rights］リストの［Supervisor］チェックボックスをクリックします。

5［OK］をクリックします。

6［Apply］>［Close］の順にクリックします。

1082: NCPサーバ server_nameのトラスティとしてインベントリサービスオブジェクトを割り当てることが
できません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : Inventory Serviceオブジェクトは、［All Attribute Rights］の読み取りおよび比較
権限を持つ、NCPサーバのトラスティに設定されています。 
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解決法 : Inventory Serviceオブジェクトを NCPサーバのトラスティとして割り当てます。

1 ConsoleOneで NCPサーバオブジェクトを右クリックし、［Trustees of this 
Object］をクリックします。

2［Add Trustee］ボタンを追加します。

3 Inventory Serviceオブジェクトを選択します。

4［Property］リストから［All Attributes Rights］を選択します。 

5［Rights］リストの［Read］および［Compare］チェックボックスをクリックしま
す。

6［OK］をクリックします。

7［Apply］>［Close］の順にクリックします。

1084: Unable to initialize zwinstal.dll

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1087: Unable to detect the operating system of the workstation where install is running

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : ZENworks 6.5インストールプログラムで、インストールプログラムが実行されている
ワークステーションのオペレーティングシステムを検出できません。

解決法 : Windowsワークステーションに推奨されるワークステーションインストール要件を満た
しているかどうかを確認します。詳細については、6 章 47 ページの ｢ユーザワークス
テーションの要件｣を参照してください。

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1088: An internal error occurred while checking for entry in file filename on the server 
server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大
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解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1091: Unable to create the zwsenv.ncf file on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、zwsenv.ncfファイルを次のエントリで zwsディレクトリ
に作成します。

envset zwsinstallpath=ZENworks_Web_Server_installation_path

このエラーは、インストールプログラムが zwsenv.ncfファイルを zwsディレクトリに
作成できなかったときに発生します。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 ZENworks Web Serverのインストールパスを取得するには、
sys:\system\zenworks.propertiesファイル内の ZWSPathキーの値をメモします。

2 zwsenv.ncfファイルを次のエントリで ZWSディレクトリに作成します。

envset zwsinstallpath=ZENworks_Web_Server_installation_path

1092: Unable to append entries to the zwssrv.cfg file on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、次のエントリを
zenworks_web_server_installation_directory\bin\zwssrv.cfgファイルに追加しま
す。

Computer=Windows_machine_name

CLASSPATH=ZWS_installation_directory\ZenWebServer.jar; 

ZWS_installation_directory\xmlrpcext.jar;

ZWS_installation_directory\xmlrpcservlet.jar;

ZWS_installation_directory\jcert.jar;

ZWS_installation_directory\jnet.jar;

ZWS_installation_directory\jdom.jar;

ZWS_installation_directory\jsse.jar;

ZWS_installation_directory\xmlrpc.jar;

ZWS_installation_directory\servlet.jar; 

ZWS_installation_directory\xerces.jar;

BinDirectory=ZWS_installation_directory\bin

WorkingDirectory=ZWS_installation_directory\bin

このエラーは、インストールプログラムがこのエントリの追加に失敗した場合に発生
します。
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可能な起因 : ファイルにエントリを追加しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 ZENworks Web Serverのインストールパスをメモします。

1a REGEDITを起動します。

1b HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NOVELL\ZENWORKSで、ZWSPath属性の値を読み取
ります。

2 zenworks_web_server_installation_directory\bin\zwssrv.cfgに次のエントリを
追加します。

Computer=Windows_machine_name

CLASSPATH=ZWS_installation_directory\ZenWebServer.jar;

ZWS_installation_directory\xmlrpcext.jar;

ZWS_installation_directory\xmlrpcservlet.jar;

ZWS_installation_directory\jcert.jar;

ZWS_installation_directory\jnet.jar;

ZWS_installation_directory\jdom.jar;

ZWS_installation_directory\jsse.jar;

ZWS_installation_directory\xmlrpc.jar;

ZWS_installation_directory\servlet.jar;

ZWS_installation_directory\xerces.jar;

BinDirectory=ZWS_installation_directory\bin

WorkingDirectory=ZWS_installation_directory\bin

1093: Unable to append entries to the zws.properties file on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムが zws.propertiesファイルを編集できません。 

可能な起因 : zws.propertiesファイルにエントリを追加しているときに、入力 /出力エラーが発生
しました。

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1094: サーバ server_nameのインベントリサービスオブジェクトを変更できません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、既存のインベントリサービスオブジェクトを修正できま
せん。
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解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1095: Unable to create the invenvset.ncf file on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、invenvset.ncfファイルを次の内容で NetWare Inventory
サーバの sys:\systemディレクトリに作成します。

envset inv_install_dir= Inventory_server_installation_path

envset zws_install_dir=ZWS_installation_path

解決法 : 次の手順を実行します。

1 インベントリサーバのインストールパスを取得するには、
sys:\system\zenworks.propertiesファイル内の InvSrvpathキーの値を読み取りま
す。

2 ZENworks Web Serverのインストールパスを取得するには、
sys:\system\zenworks.propertiesファイル内の ZWSPathキーの値を読み取りま
す。

3 invenvset.ncfファイルを次のエントリで sys:\systemディレクトリに作成しま
す。

envset inv_install_dir= Inventory_server_installation_path

envset zws_install_dir=ZWS_installation_path

1097:サーバ server_nameで MGMTDBS.NCFの変更に失敗しました

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : mgmtdbs.ncfを編集しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1098:サーバ server_nameで MGMTDBS.NCFの作成に失敗しました

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : mgmtdbs.ncfファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。
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解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1102: サーバ server_nameでインベントリのインストール先パスを設定できません

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : インストールプログラムが、レジストリで Inventoryサーバのインストールパスを更
新できませんでした。

解決法 : インベントリサーバを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1104: サーバ server_nameで ZENworks Web Serverのインストール先パスを設定できません

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : インストールプログラムが、レジストリで ZWSサーバのインストールパスを更新でき
ません。

解決法 : インベントリサーバを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1105: An input-output error occurred while reading the zenworks.properties file, for the server 
server_name.The previous installations of the Inventory server could not be detected

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 情報 

説明 : インストールプログラムは、sys:\system\zenworks.propertiesファイルを読み取っ
て、インベントリが以前にインストールされているかどうかを確認します。 

解決法 : 必要な操作はありません。

1106: サーバ server_nameで有効なデータベースのインストールを検出できません

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 情報
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可能な起因 : レジストリからデータベースエンジンの場所を検出できません。 

解決法 : 必要な操作はありません。インストールプログラムは新規のインストールと解釈して
処理を続行します。

1107:サーバ server_name上のインベントリコンポーネントのインストール先パスが無効です

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : インベントリサーバを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1118: Unable to create query.properties on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : ZENworks 6.5 Desktop Managementのインストールプログラムは、query.properties
ファイルをエントリ insver=zfdで ConsoleOne_installation_path\binに作成します。
ワークステーションインベントリが ZENworks 6.5 Server Managementのサーバインベ
ントリコンポーネント上にインストールされている場合、insverの値は「both」に変
わります。

可能な起因 : query.propertiesファイルを作成または更新しているときに、入力 /出力エラーが発
生しました。

解決法 : query.propertiesファイルがすでに存在する場合は、insverの値が正しいことを確認
します。

解決法 : query.propertiesファイルが存在しない場合は、query.propertiesファイルを次の内
容で ConsoleOne_installation_path\binディレクトリに手動で作成します。

! ワークステーションインベントリを新規のセットアップでインストールする場合
は、「insver=zfd」と入力します。

! ワークステーションインベントリを ZENworks 6.5 Server Managementのサーバイン
ベントリコンポーネント上にインストールする場合は、「insver=both」と入力しま
す。

1121: データベースオブジェクト名を old_database_object_nameから new_database_object_nameに変更で
きません (サーバ server_name上 )

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大 
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説明 : ZENworks 6.5 Desktop Managementのワークステーションインベントリコンポーネント
を ZENworks for Desktops 4.xインベントリ上にインストールする場合は、インストー
ルプログラムが ZENworks for Desktops 4.xデータベースオブジェクトの名前を
server_name_invDatabaseに変更します。このエラーは、ZENworks 6.5 Desktop 
Managementのインストールプログラムが Databaseオブジェクトの名前を変更できない
ときに発生します。

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1122: Unable to modify the database object on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、サーバ上の既存の Databaseオブジェクトを変更できませ
ん。

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1123: Failed to update load and unload scripts on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、NetWareクラスタサーバ用にロードスクリプトおよびアン
ロードスクリプトにエントリを追加します。このエラーは、インストールプログラム
がこうしたスクリプトにエントリを追加できない場合に発生します。

解決法 : インストール中に、インベントリサーバまたはデータベースのインストールを選択し
た場合、選択したコンポーネントを再インストールします。インベントリサーバと
データベースの両方のインストールを選択した場合、両方のコンポーネントを再イン
ストールします。詳細については、355 ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上で
のワークステーションインベントリの再インストール｣を参照してください。

1124: サーバ server_nameで autoexec.ncfファイルから古いインベントリエントリを削除できません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : インストールプログラムは、次のエントリをサーバ上の sys:\system\autoexec.ncf
ファイルから削除します。sybase.ncf、mgmtdbs.ncf、gatherer.ncf、master.ncf、お
よび storer.ncfです。
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このエラーは、インストールプログラムが、指定されたエントリを削除できないとき
に発生します。

解決法 : 次のエントリを autoexec.ncfから手動で削除します。sybase.ncf、mgmtdbs.ncf、
gatherer.ncf、master.ncf、および storer.ncfです。

1125: Unable to create the database object database_object_name on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1128: Zenworks Web Serverエントリをファイル filename(サーバ server_name上 )に追加できません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : インストールプログラムは、sys:\system\autoexec.ncfファイルにエントリを追加し
て、ZENworks Web Serverを起動することができませんでした。 

解決法 : sys:\system\autoexec.ncfファイルに次のエントリを追加します。

SEARCH ADD zenworks_web_server_installation_path

zenworks_installation_volume\zenworks\zfs.ncf

1129: Unable to set the ZENworks installation path on server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、レジストリに ZENworksのパスを設定できませんでした。

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1130: サーバ server_name上のデータベースエンジンのインストール先パスを設定できません

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。
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解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1131: サーバ server_name上のインベントリデータベースのインストール先パスを設定できません

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、レジストリに Inventoryデータベースのインストールパ
スを設定できません。

解決法 : インベントリデータベースを再インストールします。詳細については、355 ページの 
｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インス
トール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1132:サーバ server_name上の Novell Application Launcherデータベースのインストール先パスを設定で
きません

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのインベントリデータベースのイン
ストール

問題の重要度 : 重大

説明 : ZENworks 6.5 Desktop Managementのインストールプログラムは、レジストリキー
hkey_local_machine\software\novell\zenworks\ naldbpathを
database_installation_path\databaseの値で更新します。

可能な起因 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインしていません。 

解決法 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインしていることを確認
します。

解決法 : レジストリキー hkey_local_machine\software\novell\zenworks\ naldbpathを
database_installation_path\databaseの値で手動で作成します。

1135: サーバ server_name上の XMLプロキシコンポーネントのインストール先パスが無効です

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムが、XML Proxy Serviceをインストールする有効なパスを取得
できませんでした。

解決法 : XML Proxy Serviceを再インストールします。詳細については、355 ページの ｢ NetWare
および Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再インストール｣を参
照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。
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1137: Unable to add Inventory entries to the load script on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、ロードスクリプトでデータベースエントリの後に次のエ
ントリを追加します。

SEARCH ADD zws_installation_path

invclst:\zenworks\zfs.ncf

SEARCH ADD SYS:\JAVA\NJCLV2\BIN

;ZENworks Inventory Settings

StartInv.ncf

このエラーは、インストールプログラムが、指定されたエントリをロードスクリプト
に追加できない場合に発生します。

解決法 : ロードスクリプトで、データベースエントリの後に次のエントリを追加します。

SEARCH ADD zws_installation_path

invclst:\zenworks\zfs.ncf

SEARCH ADD SYS:\JAVA\NJCLV2\BIN

;ZENworks Inventory Settings

StartInv.ncf

1138: Unable to add Inventory entries to the unload script on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、アンロードスクリプトの del secondary ipaddress行の前
に次のエントリを追加します。

java -killzenWSInv

delay 8

java -killzfsexit

このエラーは、インストールプログラムが、指定されたエントリをアンロードスクリ
プトに追加できない場合に発生します。

解決法 : 次のエントリを、アンロードスクリプトのインベントリエントリ (存在する場合 )の
後、および �del secondary ipaddress�エントリの前に追加します。

java -killzenWSInv

delay 8

java -killzfsexit

1139: Unable to add database entries to the load script on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大
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説明 : インストールプログラムは、次のエントリをロードスクリプトに追加します。

;ZENworks Database Settings

sys:\system\mgmtdbs.ncf

このエラーは、インストールプログラムが、指定されたエントリをロードスクリプト
に追加できない場合に発生します。

解決法 : ロードスクリプトで、インベントリエントリの前に次のエントリを追加します。

;ZENworks Database Settings

sys:\system\mgmtdbs.ncf

1140: Unable to add database entries to the unload script on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、次のエントリをアンロードスクリプトに追加します。

unload dbsrv8.nlm <<y

このエラーは、インストールプログラムが、指定されたエントリをアンロードスクリ
プトに追加できない場合に発生します。

解決法 : 次のエントリを、アンロードスクリプトのインベントリエントリの後、および
�del secondary ipaddress�エントリの前に追加します。

unload dbsrv8.nlm <<y

1143: Unable to retrieve the path where Inventory was installed for server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : 旧バージョンの ZENworksがインストールされているパスを、ZENworks 6.5 Desktop 
Managementのインストールプログラムが取得できません。

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1148: Unable to create ZENworks Web Server as a service on Windows NT/2000 server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。
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1149: Unable to add the ZENworks Web Server path to invenvset.bat on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、invenvset.batファイルを次のエントリで
Inventory_server_installation_path\zenworks\inv\server\wminv\binディレクトリ
に作成します。

set zws_install_dir=ZWS_installation_path

このエラーは、インストールプログラムが ZWSのインストールパスをレジストリから
取得できないときに発生します。

解決法 : invenvset.batファイルに次のエントリを手動で追加します。

set zws_install_dir=ZWS_installation_path

zwsのインストールパスを取得するには、次の操作を行います。

1 REGEDITを起動します。

2 hkey_local_machine\software\novell\zenworksで、ZWSPath 属性の値を読み取ります。

1150: Unable to add ZENworks Web Server entry to the load script on server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、次のエントリをロードスクリプトに追加します。

SEARCH ADD ZWS_installation_path

ZWS.ncf

このエラーは、インストールプログラムがこのエントリをロードスクリプトに追加で
きないときに発生します。

解決法 : ロードスクリプトに次のエントリを追加します。

SEARCH ADD ZWS_installation_path

ZWS.ncf

1151: Unable to add ZENworks Web Server entry to the unload script on server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、次のエントリをアンロードスクリプトに追加します。

java -killzwsexit

このエラーは、インストールプログラムがこのエントリをアンロードスクリプトに追
加できないときに発生します。

解決法 : 指定のエントリを、アンロードスクリプトのエントリ del secondary ipaddressの前に
追加します。
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1153: Unable to add Inventory entries to the password.txt file on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、XML Proxy Serviceのインストール時に、password.txt
ファイルを次のエントリで ZWSのインストールディレクトリに作成または更新します。

inventory=novell

可能な起因 : password.txtファイルを作成または更新しているときに、入力 /出力エラーが発生し
ました。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )password.txtが存在しない場合は、ZENworks Web Serverインストー
ルディレクトリに作成します。

2 ファイルに次のエントリを追加します。

inventory=novell

1154: Unable to add the password.txt file path entry to zws.properties file on the server 
server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大 

説明 : インストールプログラムは、次のエントリを
ZENworks_Web_Server_installation_directory\zws.propertiesファイルに追加します。

passwordfile=path_of_password.txt

このエラーは、インストールプログラムがこのエントリで zws.propertiesファイルを
作成できないときに発生します。

可能な起因 : zws.propertiesファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 (条件付き )zws.propertiesが存在しない場合は、ZENworks Web Serverインス
トールディレクトリに作成します。

2 ファイルに次のエントリを追加します。

passwordFile=path_of_password.txt

1159: entryエントリをファイル filename (サーバ server_name上 )に追加できません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : sys:\system\zfdstop.ncfファイルに InvStop.ncfエントリを追加しているときに、入
力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : InvStop.ncfエントリが存在しない場合は、sys:\system\zfdstop.ncfファイルに手動
で追加します。
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1160: entry1を entry2に置換できません (ファイル filename内 )

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのプロキシ
サービスのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : プロキシサービスの再インストール時に、インストールプログラムは zws.properties
ファイル内のプロキシポート値を新しい値に置換します。このエラーは、インストー
ルプログラムがプロキシポート値を新しい値に置換できないときに発生します。

解決法 : zws_installation_directory\zws.propertiesファイルに、プロキシポートの新しい値
を手動で入力します。

1161: サーバ server_nameでポリシーサービスと配布サービスの以前のインストールが検出されました。イ
ンストールではインベントリサービスを自動的に開始できません。ポリシーサービスと配布サービスを開始
した後、インベントリサービスを開始してください

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバおよび Windowsサーバの Standalone 
Preconfiguration

問題の重要度 : 情報

説明 : ZENworks 6.5のインストール時に Standalone Preconfigurationを選択した場合、イ
ンストールプログラムはスタンドアロンサーバの設定を行い、インベントリサービス
および ZENworks Webサーバサービスを自動的に起動します。ただし、ZENworks 6.5 
Server Managementのポリシーサービスと配布サービスがすでにインストールされてい
る場合、ZENworks 6.5インストールプログラムはインベントリサービスおよび
ZENworks Webサーバサービスを自動的に起動しません。

解決法 : インベントリサービスを起動する前に、ポリシーサービスと配布サービスを手動で起
動する必要があります。ポリシーサービスと配布サービスの起動方法に関する詳細に
ついては、ZENworks 6.5 Documentation Webサイト (http://www.novell.com/
documentation/zenworks)を参照してください。 

1162: サーバ server_nameでインベントリサーバの不完全なインストールが検出されました。インベントリ
サーバを再インストールしてください

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバおよび Windowsサーバの Standalone 
Preconfiguration

問題の重要度 : 重大

説明 : ZENworks 6.5のインストールプログラムは、ZWSサービスを起動する前に、
zenworks.propertiesファイルで ZWSのパスを検索します。このエラーは、インストー
ルプログラムがこのパスを見つけることができないときに発生します。

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

1163: Unable to start the ZENworks Web Server on server server_name.詳細については、エラーメッ
セージのマニュアルを参照してください

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバの Standalone Preconfiguration

問題の重要度 : 重大
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説明 : ZENworks 6.5のインストールプログラムが ZENworks Webサーバサービスを起動できま
せんでした。

解決法 : サーバ上の sys:\system\zws.ncfファイルを手動で実行します。

1164: サーバ server_nameでインベントリサービスを開始できません。詳細については、エラーメッセージ
のマニュアルを参照してください

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバの Standalone Preconfiguration

問題の重要度 : 重要

説明 : ZENworks 6.5のインストールプログラムがインベントリサービスを起動できませんで
した。

解決法 : サーバ上の sys:\sytem\startinv.ncfファイルを手動で実行します。

1166: Unable to create zwssearch.ncf file on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバの Standalone Preconfiguration

問題の重要度 : 重要

説明 : ZENworks 6.5のインストールプログラムは、sys:\system\zwssearch.ncfファイルを
エントリ SEARCH ADD ZENworks_Web_Server_installation pathでサーバ上に作成します。 

解決法 : サーバ上に sys:\system\zwssearch.ncfファイルを手動で作成します。

1167: Unable to add a search path to the ZENworks Web Server on server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
またはプロキシサービスのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 :  ZENworks 6.5のインストールプログラムが、サーバ上の sys:\system\zwssearch.ncf
ファイルを起動できません。

解決法 : サーバ上の sys:\system\zwssearch.ncfファイルを手動で実行します。これにより、
ZENworks Webサーバに検索パスが自動的に追加されます。

1168:サーバ server_name上のレジストリにバージョン情報を書き込めません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバおよび Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 :  ZENworks 6.5のインストールプログラムが、レジストリにバージョン情報を書き込め
ませんでした。

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。
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1169: ファイル filename (サーバ server_name上 )から以前のインベントリエントリを削除できません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでの Sybaseインベントリデータベース
のインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : ZENworks for Desktops 4.xから ZENworks 6.5 Desktop Managementにアップグレード
する場合は、ZENworks 6.5のインストールプログラムが ZENworks for Desktops 4.xイ
ンベントリのエントリを削除します。

このエラーは、ZENworks 6.5のインストールプログラムが ZENworks for Desktops 4.x
インベントリのエントリを削除できない場合に発生します。

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1170: Unable to add entries to the zenworks.properties file, on server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 :  ZENworks 6.5インストールプログラムが、バージョン情報およびインストールパスを
zenworks.propertiesファイルに書き込めませんでした。

解決法 : ワークステーションインベントリを再インストールします。詳細については、355 
ページの ｢ NetWareおよび Windowsサーバ上でのワークステーションインベントリの再
インストール｣を参照してください。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

1171: Unable to add the ZENworks Web Server entries to the file filename, on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareおよび Windowsでのワークステーションイン
ベントリのインストール 

問題の重要度 : 重大

説明 : このエラーは、インストールプログラムが NetWareおよび Windows用の invenv.ncf
ファイルに ZENworks Web Serverエントリを追加できないときに発生します。

可能な起因 : ファイルを修正しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : 次の操作を行います。

NetWareで、次のエントリが invenv.ncfファイルにない場合は、次のエントリを追加
します。

envset tmppath=$tmppath;$zws_install_dir\xmlpcextRes.jar

Windowsで、次のエントリが inventory_install_path\wminv\bin\invenv.batファイル
にない場合は、次のエントリを追加します。

tmppath=%tmppath%;%zws_install_dir%\xmlpcextRes.jar
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2701: サーバ server_name上に ZWSSTART.NCFファイルを作成できません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
またはプロキシサービスのインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムは、ZWS Webサーバを起動するために
sys:\system\zwsstart.ncfファイルを作成します。このエラーは、インストールプロ
グラムが zwsstart.ncfファイルを作成できないときに発生します。

可能な起因 : zwsstart.ncfファイルを作成しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : 次の手順を実行します。

1 ZENworks Web Serverのインストールパスを取得するには、
sys:\system\zenworks.propertiesファイル内の ZWSPathキーの値をメモします。

2 (条件付き )zwsstart.ncfが存在しない場合は、sys:\systemディレクトリに
zwsstart.ncfファイルを作成します。

3 ファイルに次のエントリを追加します。

ZENworks_Web_Server_installation_path\zwsenv.ncf

ZENworks_Web_Server_installation_path\zws\zws.ncf

2702:サーバ server_name上のロードスクリプトからエントリを削除できません

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
データベースまたはプロキシサービスのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : ZENworks 6.5 Desktop Managementを ZENworks for Serversまたは ZENworks for 
Desktopsの以前のバージョン上にインストールする場合は、インストールプログラム
がロードスクリプトからエントリを削除します。このエラーは、インストールプログ
ラムがロードスクリプトからエントリを削除できないときに発生します。

解決法 : Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合わせください。 

2703: Unable to remove the entries from the unload script on server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバでのワークステーションインベントリ
データベースまたはプロキシサービスのインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : ZENworks 6.5 Desktop Managementを ZENworks for Serversまたは ZENworks for 
Desktopsの以前のバージョン上にインストールする場合は、インストールプログラム
がロードスクリプトからエントリを削除します。このエラーは、インストールプログ
ラムがロードスクリプトからエントリを削除できないときに発生します。

解決法 : ConsoleOneを使用して、Unloadスクリプトから dbsrv8.nlmエントリを削除します。

2704: Unable to append entries to zws.ncf file on the server sever_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのインベント
リサーバ /プロキシサービスのインストール

問題の重要度 : 重大
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説明 : このエラーは、ZENworks 6.5 Desktop Managementのインストールプログラムが ZEN
ローダエントリを zfs.ncfに書き込めなかった場合に発生します。

可能な起因 : zfs.ncfを修正しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : ZENworks 6.5 Desktop Managementのインベントリサーバおよびインベントリプロ
キシサーバ (XML Proxy)コンポーネントを再インストールします。詳細について
は、7 章 51 ページの ｢ ZENworks Desktop Management Serverのインストール｣を
参照してください。

2707: Unable to create dbconfig.properties file on the server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバまたは Windowsサーバでのインベント
リサーバ /プロキシサービスのインストール

問題の重要度 : 重要

説明 : このエラーは、インストールプログラムが invenv.ncfファイルに ZENworks Web 
Serverエントリを追加できないときに発生します。

可能な起因 : ファイルを修正しているときに、入力 /出力エラーが発生しました。

解決法 : 次のファイルが存在することを確認します。 

! Invconfig.properties(Inventory_database_volume\zenworks\database\inventory
ディレクトリ )

! Nalconfig.properties(NAL_database_volume\zenworks\database\nalディレクトリ
)

ファイルが存在しない場合は、次のファイルを手動で作成します。

! 次のエントリを含む Invconfig.properties。

DBObjectDN=DN of the Inventory database object in eDirectory

! 次のエントリを含む Nalconfig.properties。

DBObjectDN=DN of the NAL database object in eDirectory

2708: Unable to assign rights to the directory directory_name on server server_name

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

説明 : インストールプログラムで scandirディレクトリまたは dictdirディレクトリにアク
セス権を割り当てることができませんでした。

可能な起因 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインしていません。 

解決法 : 管理者権限またはそれと同等の権限で Windowsサーバにログインしていることを確認
します。

可能な起因 : インストールプログラムが、Windowsワークステーションまたはサーバから実行されて
いません。

解決法 : Windowsワークステーションまたはサーバに推奨されるワークステーションインストー
ル要件を満たしているかどうかを確認します。詳細については、47 ページの ｢ユーザ
ワークステーションの要件｣を参照してください。

解決法 :  ネットワークが稼動していることを確認します。
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解決法 : 次の操作を行います。

1 Inventory Serviceを停止します。

2 scandirディレクトリまたは dictdirディレクトリに権限を割り当てます。

! Scandir: inventory_installation_drive\zenworks\inv\scandirディレクトリ
を「ScanDir」として共有し、作成権限を全員に割り当てます。

! Dictdir: inventory_installation_drive\zenworks\inv\dictdirディレクトリ
を「DictDir」として共有し、フルアクセス権を全員に割り当てます。

3 Inventory Serviceを起動します。

解決法 : 問題が解決しない場合は、Novell Support (http://support.novell.com)にお問い合
わせください。

インストール先パスが長すぎます。

ソース : ZENworks Desktop Management; NetWareサーバおよび Windowsサーバでのワークス
テーションインベントリのインストール

問題の重要度 : 重大

解決法 : インストールパスに指定する文字が 169文字を超えないようにします。

share_name共有を server_name (directory_path)に作成できません

ソース : ZENworks Desktop Management; Windowsサーバでのワークステーションインベントリ
のインストール

問題の重要度 : 重大

可能な起因 : 共有を作成するコンピュータにアクセスできません。

解決法 : そのコンピュータにアクセスできることを確認します。Pingを実行して、コンピュー
タの接続状態を確認します。

解決法 : Windowsエクスプローラを使用して、そのコンピュータ上の他の共有へのアクセスを試
みます。
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F XMLRPCのライセンス契約

Novell® ZENworks® Desktop Managementは、XMLRPCプロトコルを使用して、インベン
トリ情報を下位のインベントリサーバから次のレベルのインベントリサーバにロール
アップします。

Desktop Managementソフトウェアで使用されるサードパーティの XMLRPCコードのライ
センス契約を次に示します。

! 441 ページの ｢ HELMAのライセンス｣

! 442 ページの ｢ John Wilsonのライセンス｣

! 442 ページの ｢ Brett McLaughlin & Jason Hunterのライセンス｣

HELMAのライセンス

Copyright (c) 1999-2001, Hannes Wallnofer (hannes@helma.at).
All rights reserved.

ソース形式およびバイナリ形式での再配布および使用は、修正の有無を問わず、以下
の条件を満たす場合に許可されます。

ソースコードの再配布では、上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保証
の否認が保持される必要があります。

バイナリ形式での再配布では、配布物に付属するドキュメントおよびその他の資料に、
上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保証の否認が複写される必要があ
ります。

このソフトウェアから派生する製品の推薦または宣伝に、Helmaまたはその貢献者の名
称を、書面による事前の明確な許可なく使用することはできません。

このソフトウェアは、HANNES WALLNOFERから「現状のまま」提供されます。商品性、
特定目的への適合性の保証を含む、明示または暗黙によるいかなる保証も行われませ
ん。事由のいかんを問わず、損害発生の原因いかんを問わず、責任の根拠が契約であ
るか厳格責任であるか (過失その他の )不法行為であるかを問わず、HANNES 
WALLNOFERは、仮にそのような損害が発生する可能性を知らされていたとしても、この
ソフトウェアの使用から発生した直接損害、間接損害、偶発的損害、特別損害、懲罰
的損害または結果損害のいずれに対しても (代替品またはサービスの提供、使用機会、
データまたは利益の損失の補償、または業務の中断に対する補償を含め）責任をいっ
さい負いません。
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John Wilsonのライセンス

Copyright (c) 1999, John Wilson (tug@wilson.co.uk).
All rights reserved.

ソース形式およびバイナリ形式での再配布および使用は、修正の有無を問わず、以下
の条件を満たす場合に許可されます。

ソースコードの再配布では、上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保証
の否認が保持される必要があります。

バイナリ形式での再配布では、配布物に付属するドキュメントおよびその他の資料に、
上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保証の否認が複写される必要があ
ります。

このソフトウェアの機能や使用に言及するすべての広告材料には、次の告知を表示す
る必要があります。

この製品には、John Wilsonが開発したソフトウェアが含まれています。このソフト
ウェアから派生する製品の推薦または宣伝に、John Wilsonの名称を、書面による事前
の明確な許可なく使用することはできません。

このソフトウェアは JOHN WILSONから「現状のまま」提供されます。商品性、特定目
的への適合性の保証を含む、明示または暗黙によるいかなる保証も行われません。
John Wilsonは、いかなる場合も、このソフトウェアの使用により発生するいかなる直
接損害、間接損害、付随的損害、特別損害、懲罰的損害、または結果的損害 (代用品
または代用サービスの調達、使用、データ、または利益の逸失、業務の中断など )に
対して、その事由を問わず、それが契約責任、厳格責任、または不法行為賠償責任 (
過失責任を含む )のいずれに基づくものであれ、たとえそのような損害の可能性を通
知されていても、責任を負わないものとします。

Brett McLaughlin & Jason Hunterのライセンス

Copyright (C) 2001 Brett McLaughlin & Jason Hunter.
All rights reserved.

ソース形式およびバイナリ形式での再配布および使用は、修正の有無を問わず、以下
の条件を満たす場合に許可されます。

1. ソースコードの再配布では、上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保
証の否認が保持される必要があります。

2. バイナリ形式での再配布では、配布物に付属するドキュメントおよびその他の資料
に、上記の著作権表示、ここに示す条件、および下記の保証の否認が複写される必
要があります。

3. このソフトウェアから派生する製品の推薦または宣伝に、「JDOM」の名称を、書面
による事前の許可なく使用することはできません。書面による許可については、
license@jdom.orgにお問い合わせください。

4. JDOM Project Management (pm@jdom.org)からの書面による事前の許可なく、この
ソフトウェアから派生する製品を「JDOM」と呼ぶことや、その名称または名称の一
部に「JDOM」を使用することはできません。

また、再配布物やソフトウェア自体に付属するエンドユーザドキュメントには、以下
と同等の告知を含めることを要望します (ただし、必須ではありません )。
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「この製品には、JDOMプロジェクト (http://www.jdom.org/)が開発したソフトウェア
が含まれています。」

このソフトウェアは「現状のまま」提供されるものとし、明示暗示を問わず、商品性
および特定目的に対する適合性の保証も含め、いかなる保証もなされません。JDOMの
作成者または JDOM Projectの貢献者は、いかなる場合も、このソフトウェアの使用に
より発生するいかなる直接損害、間接損害、付随的損害、特別損害、懲罰的損害、ま
たは結果的損害 (代用品または代用サービスの調達、使用、データ、または利益の逸
失、業務の中断など )に対して、その事由を問わず、それが契約責任、厳格責任、ま
たは不法行為賠償責任 (過失責任を含む )のいずれに基づくものであれ、たとえその
ような損害の可能性を通知されていても、責任を負わないものとします。

このソフトウェアは多くの個人から JDOM Projectのために自発的に提供された作品か
ら構成されており、オリジナルは Brett McLaughlin <brett@jdom.org>および Jason 
Hunter <jhunter@jdom.org>によって作成されました。JDOM Projectの詳細について
は、<http://www.jdom.org/>を参照してください。
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G ドキュメントの更新

この節には、Novell® ZENworks® 6.5 Desktop Managementの最初のリリース以降に、
『インストールガイド』に加えられたドキュメント内容の変更について説明します。お
使いのドキュメントを最新の状態に更新するために、この情報を役立ててください。

この節で列挙する変更はすべてドキュメントにも反映されているものです。マニュア
ルは、Web上で HTMLと PDFの 2つの形式で提供されています。HTMLおよび PDFドキュ
メントは、ここに示すドキュメントの変更に基づいて最新の状態になっています。

ドキュメントの変更が発行された日付ごとに、更新情報をグループ化しています。日
付の付いた節の中では、ZENworks 6.5 Desktop Managementの目次に記載されている節
名に基づいて、アルファベット順に変更を示しています。

使用している PDFドキュメントのコピーが最新の内容であるかどうかを確認するには、
PDFドキュメントのタイトルページ、またはタイトルページのすぐ後ろの法的通知の欄
で、発行された日付を参照してください。

ドキュメントは次に示す日付で更新されました。

! 445 ページの ｢ 2004年 7月 23日｣

! 446 ページの ｢ 2004年 8月 25日｣

! 448 ページの ｢ 2004年 10月 4日｣

! 448 ページの ｢ 2004年 10月 25日｣

! 449 ページの ｢ 2005年 2月 11日 (Support Pack 1) ｣

2004年 7月 23日

次の節が更新されました。変更内容は次のとおりです。 

場所 変更

108 ページの ｢ MSI
アプリケーション
オブジェクトに対
するプロパティの
追加｣

プロパティテーブルに、IGNORE_3RDPARTY_GINAという新しいプロパティを追
加しました。

405 ページの 
｢ Remote 
Managementのイン
ストールエラー｣

この節は新しいエラーメッセージで更新されました。
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2004年 8月 25日

次の節が更新されました。変更内容は次のとおりです。 

219 ページの 
｢ ZENworks for 
Desktops 3.2 SP3
サーバのアップグ
レード｣ > 229 
ページの ｢ワーク
ステーションイン
ベントリのアップ
グレードの完了｣

232 ページの ｢ Inventory Agent ｣に関してアップグレード前の考慮事項を追加
しました。

ZENworks for Desktops 3.xエージェントをワークステーションイメージング
でインストールまたはアップグレードする場合は、必ず、未登録の ZENworks 
6.5 Desktop Managementワークステーションでイメージを取得してください。

251 ページの 
｢ ZENworks for 
Desktop 4.x 
Serverのアップグ
レード｣ > 260 
ページの ｢ワーク
ステーションイン
ベントリのアップ
グレード｣

261 ページの ｢ Inventory Agent ｣に関してアップグレード前の考慮事項を追加
しました。

ZENworks for Desktops 4.xエージェントをワークステーションイメージング
でインストールまたはアップグレードする場合は、必ず、未登録の ZENworks 
6.5 Desktop Managementワークステーションでイメージを取得してください。

409 ページの ｢
ワークステーショ
ンインベントリの
インストールエ
ラー｣

この節は新しいエラーメッセージで更新されました。

場所 変更

66 ページの ｢デー
タベース場所ポリ
シーの設定｣

この節は更新されました。

173 ページの 
｢ DirXMLドライバの
設定｣

ZEnworks for Desktops 4.xに付属していた readdomainguid.exeに代わり
adshimdiscoverytool.exeを使用するため、173 ページのステップ 2を更新し
ました。

Companion CDにおけるドライバの場所を明確に示すため、174 ページのス
テップ 10を更新しました。

68 ページの ｢ワー
クステーションイ
ンベントリポリ
シーの設定｣

この節は更新されました。

170 ページの 
｢ DirXMLの Active 
Directory管理者ア
カウントの作成｣

DirXML用の管理者 ADアカウントの作成プロセスをより具体的に示すため、新
しい手順を追加しました。

場所 変更
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106 ページの ｢ MSI
アプリケーション
オブジェクトの作
成と設定｣

新しいアプリケーションオブジェクトの追加プロセスをより具体的に示すた
め、新しい手順を追加しました。

146 ページの ｢エー
ジェントのログイ
ンのカスタマイズ｣

エージェントのインストール中に ZENworks Middle Tier Serverの IPアドレ
スにプロトコル (http:や https:)を追加すると、エージェントが Middle 
Tier Serverに接続できなくなる点を強調するため、グラフィックおよび注意
事項 (「重要」)を追加しました。

171 ページの 
｢ DirXMLのインス
トール｣

DirXMLのインストール前に、Windowsサーバ上の ZENworksサービスを停
止する必要がある点をユーザに警告するため、注意事項 (「重要」)を追
加しました。

ステップ 3で DirXMLインストールプログラムの名称を訂正しました。

369 ページの 
｢ Novell Cluster 
Services環境への
インストール｣

クラスタ環境で ZENworksのリモート管理および ZENworksワークステーショ
ンインベントリを使用した場合の制限事項をより具体的に示すため、概要の 4
つ目の段落を修正しました。

179 ページの 
｢ Desktop 
Management Server
のインストール｣

Windowsのみの環境における Desktop Management Serverのインストールプロ
セスをより具体的に説明するため、ステップ 2を修正し、ステップ 3および
ステップ 4を追加しました。

100 ページの ｢手動
のインストール手
順｣

エージェントのインストール中に ZENworks Middle Tier Serverの IPアドレ
スにプロトコル (http:や https:)を追加すると、エージェントが Middle 
Tier Serverに接続できなくなる点を強調するため、注意事項 (「重要」)を
追加しました。

54 ページの ｢完全
インストール (ス
キーマの拡張を含
む )の実行｣

ConsoleOne 1.3.6のインストールプロセスをより正確に反映するため、63 
ページのステップ 15を修正しました。

29 ページの ｢イン
ストールに使用す
る Workstationの
条件｣

ZENworksスナップインをローカルワークステーションにインストールする場
合の説明として、項目を追加しました (4つめの箇条書きを参照 )。この場合
は ConsoleOneが必要になるため、その点についても記述しました。

128 ページの 
｢ Novell 
Application 
Launcherプラグイ
ンの再インストー
ル｣

プラグインを Windows NTワークステーションから削除するための手順を追加
しました。

164 ページの 
｢ eDirectoryインス
トールプログラム
の実行｣

Windowsサーバ上に解凍された eDirectory 8.7.3インストールプログラム
(setup.exe)の場所 (ステップ 3)を修正しました。

66 ページの ｢ワー
クステーションイ
ンポートポリシー
のセットアップ｣

ワークステーションインポートポリシーのセットアップ手順を修正しました。
ステップ 3およびステップ 6を追加しました。ステップ 4を修正しました。

場所 変更
ドキュメントの更新 447



    Novell Confidential                                                                                            Manual 
2004年 10月 4日

次の節が更新されました。変更内容は次のとおりです。 

2004年 10月 25日

次の節が更新されました。変更内容は次のとおりです。 

35 ページの ｢ワー
クステーションイ
ンベントリのみを
インストールする
場合のソフトウェ
ア要件｣

(Novell Client 4.9 SP1aがインストールされた )Windows 2000サーバまたは
Windows Server 2003上にパッチをインストールする際に参照すべき TIDの番
号を変更しました。

47 ページの ｢ユー
ザワークステー
ションのハード
ウェア要件｣

ワークステーションでワークステーションイメージングを使用する場合の RAM
の要件 (128 MBを推奨 )を具体的に記述しました。

134 ページの 
｢ ZENworks 
Workstation 
Managerによるロー
カルユーザアカウ
ントの管理｣

Windowsターミナルサーバポリシーを使用したターミナルユーザプロファイル
の格納場所設定に関する情報を削除しました (旧バージョンで使用されてい
たターミナルサーバポリシーは、ZENworks 6.5では存在しないため。ターミ
ナルサーバでは Windowsデスクトップ初期設定ポリシーを使用して、Roaming
プロファイルを設定する必要があります )。

場所 変更

39 ページの 
｢ ZENworks Middle 
Tier Serverの制
限｣

Apache Webサーバおよび Novell NetStorageのインストールに関する箇条書き
項目を追加しました。代わりに ZENworks 6.5 Middle Tierインストールプロ
グラムの前提条件ページに表示されていた情報を削除しました。

場所 変更

369 ページの付録 
B ｢Novell Cluster 
Services環境への
インストール｣

ZENworks 6.5 Middle Tier Serverを Novell Cluster Services環境にインス
トールすることはできないことを説明する記述を追加しました。

163 ページの ｢テ
ストラボの環境設
定｣

ZENworks Middle Tier Serverを、Password Synchronization (SRV-02)とは別
のサーバ (SRV-03)にインストールし、ZENworks 6.5 Desktop Managementを
Windowsのみの環境で実行する事例を紹介しました。この 2つのコンポーネン
トを同じサーバにインストールすることはできません。

186 ページの 
｢ ZENworks Middle 
Tier Serverのイ
ンストール｣

ZENworks Middle Tier Serverを Windowsのみの環境にインストールする場合
の前提条件を具体的に記述しました。Middle Tier Serverを DirXML Password 
Synchronizationと同じサーバにインストールしてはなりません。そのため、
この節の最初の段落を変更し、Middle Tier Serverを独自のサーバにインス
トールする旨を記述しました。

場所 変更
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2005年 2月 11日 (Support Pack 1)

ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1のリリースに際し、次の節が更新さ
れました。変更内容は次のとおりです。 

334 ページの 
｢ ZENworks 6.5 
Desktop 
Management、
ZENworks 6.5 
Server 
Management、およ
び旧バージョンの
ZENworksが複数の
サーバにインス
トールされている
場合の相互運用性｣

内容をより正確に反映するため、節タイトル (「相互運用性を実現するインス
トールシナリオ」)を変更しました。

333 ページの 
｢ ZENworks 6.5 
Desktop 
Management、
ZENworks 6.5 
Server 
Management、およ
び旧バージョンの
ZENworksが 1台の
サーバにインス
トールされている
場合の相互運用性｣

内容をより正確に反映するため、節タイトル (「相互運用性を実現するための
ZENworks Inventoryのインストール」)を変更しました。

325 ページの ｢イ
ンベントリの相互
運用性｣

前提条件に次の箇条書き項目を追加しました。 

ZENworks 6.5 Desktop Managementと ZENworks 6.5 Server Managementとが同
一サーバにインストールされている場合、ZENworks 6.5 Desktop Management
のワークステーションインベントリコンポーネントは、ZENworks 6.5 Server 
Managementの Server Inventoryコンポーネントとの間でのみ相互運用でき
ます。

39 ページの 
｢ ZENworks Middle 
Tier Serverの制
限｣

ZENworks 6.5 Middle Tier Serverを Novell Cluster Services環境にインス
トールすることはできないことを説明する箇条書き項目を追加しました。

場所 変更

156 ページの 
｢ Windowsワークス
テーションへの証
明書のインポート｣

以前は記載されていた、Windowsワークステーションへの証明書のインストー
ル手順が削除されました。これは、User Account（ユーザアカウント）用のイ
ンストールのみに適用される手順です。その代わりに、User Account（ユーザ
アカウント）、Computer Account（コンピュータアカウント）、または Service 
Account（サービスアカウント）で使用するための証明書をインポートする方
法を説明している URLが記載されています。

場所 変更
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369 ページの 
｢ Novell Cluster 
Services環境への
インストール｣

Novell Cluster Services環境でのワークステーションインベントリのインス
トールに関連する情報を追加して付録を更新しました。

277 ページの ｢
ワークステーショ
ンへの Citrix ICA
クライアントおよ
び Microsoft RDP
クライアントのイ
ンストール｣

ワークステーションへの Microsoft RDPクライアントのインストール方法を説
明する節を追加しました。

319 ページの 
｢ ZENworks for 
Desktops 4.xとの
相互運用性｣

Support Pack 1に対する多数の変更で、この節が更新されました。SP1の特定
の変更内容は、章の中に記載されています。

369 ページの ｢概
要｣

Support Pack 1ではワークステーションインベントリでクラスタ環境がサポー
トされるようになったことを示すため、4つ目の段落を修正しました。

Windows環境で使
用するための
ZENworksの準備

ZENworks 6.5に付属するバージョンの DirXMLは、eDirectory 8.7.3とのみ互
換性があり、eDirectory 8.8とは互換性がないことを示す注釈が、160 ページ
の ｢必要とされるネットワーク設定｣に加えられました。

295 ページの 
｢ ZENworks 6.5 
Desktop 
Management 
Support Pack 1へ
のアップグレード｣

ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1へのアップグレード方法を
説明する章を追加しました。

110 ページの ｢デ
スクトップ管理
エージェントディ
ストリビュータに
よる、Microsoft
ドメイン内での
ワークステーショ
ンへのエージェン
トの展開｣

ここで説明する内容が、エージェントディストリビュータを使用して、
Microsoftドメインまたは Active Directoryのメンバーであるワークステー
ションにデスクトップ管理エージェントを配布することを目的としているこ
とを明確にするため、節のタイトルを変更し、内容を追加しました。

116 ページの ｢デ
スクトップ管理
エージェントディ
ストリビュータに
よる、Windows
ワークグループ内
でのワークステー
ションへのエー
ジェントの展開｣

Support Pack 1でエージェントディストリビュータに追加された、IPアドレ
スを使用して Windowsワークグループ内のワークステーションにデスクトップ
管理エージェントを配布する機能を明確にするため、この節を追加しました。

210 ページの 
｢ ZENworks 6.5 
Desktop 
Management 
Support Pack 1の
変更点と新機能｣

ZENworks 6.5 Desktop Management Support Pack 1での変更点に関する情報を
提供するため、節を追加しました。

場所 変更
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